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※学生便覧の内容が，変更される場合があります。変更内容は，掲示板，学務システムにて連絡します。



̞̣̙̭̚ 全　学　共　通　事　項

1
ᶗɽ名城大学の概要  ……… １− １

１．名城大学立学の精神 … １ − 2

 2．学　Վ ………………… １− 2

 3．名城大学の 3つのポリシー ,
アセスメント・ポリシー … １ − 3

４．学位授与方針対応表，履修系統図，
ナンバリング …………… １− 3

 5．Ԋ　ֵ ………………… １− ４

 ６．教育組৫ ……………… １− ６

ᶘɽ学　੶…………………… １ − ７

１．学生証 ………………… １− 8

2．学籍番号 ……………… １− ９

3．学籍上の氏名 ………… １− ９

４．修業年限と在学年限 … １ − ９

5．学籍異動及び懲戒 …… １− １0

６．その他の願・届出 …… １− １2

７．学費等 ………………… １− １2

ᶙɽ教務事項………………… １− １5

１．学　期 ………………… １− １７

2．単位制度 ……………… １− １７

3．授　業 ………………… １− １７

４．履　修 ………………… １− １９

5．試　験 ………………… １− 20

６．暴風特別警報または暴風警報・
災害時の授業及び試験 … １ − 2４

 ７．大規模地震に関する注意情報の
発表及び警戒宣言が発令された
場合 …………………… １− 25

 8．交通機関がストライキを実施して
いる場合の授業及び試験 … １ − 25

ᶚɽ教職課程・学芸員課程… １− 2７

１．教職課程【学部】 ……… １− 28

2．学芸員課程【学部】 …… １− 30

ᶛɽ科目等履修生・研究生・
単位互換履修生 ………… １− 3１

１．制度の種類 …………… １− 32

 2．各種制度の概要 ……… １− 32

ᶜɽ学務システム，事務の取り扱い，
各種制度，マナー ……… １− 33

１．学務システム ………… １− 3４

2．事務内容 ……………… １− 35

3．学生への連絡など …… １− ４3

４．各種証明書の発行等に
ついて ………………… １− ４４

5．奨学金制度 …………… １− ４６

６．定期健康診断の実施に
ついて ………………… １− ４６

７．学生教育研究災害傷害保険
・医療費補助 ………… １− ４７

8．学内で守るべきマナーに
ついて ………………… １− ４７

９．自動車通学の全面禁止に
ついて ………………… １− ４７

１0．自転車通学（ナゴヤドーム前
キャンパス）について … １ − ４７

１１．バイクや自転車の自己管理に
ついて ………………… １− ４8

１2．貴重品の盗難防止について … １ − ４8

１3．ソーシャル・ネットワーキング
サービスへの投稿について … １ − ４8

１４．学内全面禁煙について … １ − ４8

１5．名城大学の環境保全に関わる
取り組みについて ……… １− ４8



学　 　部　 　事　 　項

ù
ᶗɽ理޻学部教育課程………… 2 − ４

１．教育課程 ………………… 2 − ４

2．教育課程一覧表の見方 … 2 − ４

3．卒業研究等の着手条件 … 2 − 5

４．卒業研究等の継続 ……… 2 − 5

5．授業と授業時間割 ……… 2 − 5

　６．基࣠科目 ………………… 2 − 5

　補足　成績順位について…… 2 − 5

ᶘɽ履修等に関する規定……… 2 − ６

１．授　業 …………………… 2 − ６

2．履　修 …………………… 2 − ６

3．再試験 …………………… 2 − ９

４．進　級 …………………… 2 − １0

5．卒業研究等着手 ………… 2 − １0

６．卒　業 …………………… 2 − １0

７．修業年限および在学できる
　　  年限 ……………………… 2 − １１

8．副専攻制度 ……………… 2 − １１

９．転学部・転学科 ………… 2 − １2

 １0．単位互換履修生が他大学で修得した
　　  単位の取り扱い …………… 2 − １2

１１．他大学への入学，編入学，転入学等
　　   …………………………… 2 − １2

 １2．その他関連事項 ………… 2 − １3

ᶙɽ各学科の教育課程一覧表… 2 − １４

　数学科………………………… 2 − １４

　電気電子工学科……………… 2 − 22

　材料機能工学科……………… 2 − 3６

　応用化学科…………………… 2 − ４8

　機械工学科…………………… 2 − ６0

　交通機械工学科……………… 2 − ７0

　メカトロニクス工学科……… 2 − ７8

　社会基盤デザイン工学科…… 2 − ９0

　環境創造工学科………………2 − １02

　建築学科………………………2 − １１2

ᶚɽ理޻学部のٕ術ऀ教育に
　　ついて………………………2− １22

社会の要請に応え，国際社会に通用
する理工学部のJABEE教育 …2 − １22

１．名城大学理工学部の教育理念・
　　  教育目標 …………………2 − １22

2．日本技術者教育認定制度に
　　  ついて ……………………2 − １23

3．理工学部における JABEE
　　  教育 ………………………2 − １2４

４．その他の関連事項 ………2 − １25

履　修　要　項

※2� 学部事項の࠷ॳのทに詳細の目࣍があります。

学ଇおよび関連規程等

ú
１．名城大学学則（抜粋） … 3 − 3

2．教務規程………………… 3− ６

3．科目等履修生要項……… 3− 8

４．研究生要項……………… 3− 8

5．学校法人名城大学の設置する
学校の学費等に関する規則
（抜粋） …………………… 3− ９

６．奨学生規程（抜粋） …… 3− １0

７．その他奨学生…………… 3− １2

 8．学生懲戒規程…………… 3− １3

 ９．暴風警報，災害等に伴う授業
及び試験の取扱内規 …… 3− １４

１0．交通機関のストライキ等の場合の
授業及び試験の取扱内規 … 3 − １４

１１．大規模地震に関する注意情報
の発表及び警戒宣言が発令さ
れた場合の授業及び試験の取
扱内規 …………………… 3− １5

１2．災害に対する心得 ……… 3 − １5

１3．ハラスメントの防止等に関する
ガイドライン …………… 3− １６



校 ࣷ 配 置 図

ü
学 芸 員 課 程 事 項

û
教 職 課 程 事 項

天白キャンパス

タワー ７5 ………………… ４− 3

共通講義棟南 ……………… ４− ６

共通講義棟北 ……………… ４− 8

共通講義棟東 ……………… ４− １１

研究実験棟Ⅰ ……………… ４− １3

研究実験棟Ⅱ ……………… ４− １5

研究実験棟Ⅲ ……………… ４− １７

研究実験棟Ⅳ ……………… ４− １９

９ 号館 ……………………… ４− 22

１１ 号館 …………………… ４− 23

１2 号館 …………………… ４− 25

１3 号館 …………………… ４− 2６

八事キャンパス

八事新 １号館 ……………… ４− 2７

八事新 2号館 ……………… ４− 30

八事新 3号館 ……………… ４− 33

八事 ７号館 ………………… ４− 3６

八事学生会館城薬ホール … ４ − 3９

ナゴヤドーム前キャンパス

北館・東館 ………………… ４− ４0

西館 ………………………… ４− ４2

南館 ………………………… ４− ４４

春日井（ୋ来）キャンパス

附属農場ะ場概ུ図 ……… ４− ４６

教育研究館 ………………… ４− ４７

1ɽ学芸員課程を履修する
皆さんへ ………………… 5− ４４

2ɽ大学で学芸員資格を取得
するには ………………… 5− ４４

3ɽ学芸員資格を取得できる
学部・学科 ……………… 5− ４４

４ɽ学芸員資格取得に必要な
単位の取得について …… 5 − ４5

５ɽത物館実習について …… 5 − ４９

６ɽ学芸員課程の登録および
諸手続 …………………… 5− ４９

7ɽ修ྃ証書の授与 ………… 5− 50

教員免許状取得を目ࢦす学生の
皆さんへ…………………………5− ６

1ɽ教育職員免許状について …5 − 8

2ɽ大学で教員免許状を取得する
ためには ……………………5− ９

3ɽ教職課程の登録及び履修の
諸手続きについて …………5− １2

４ɽ介護等体験について ………5− １４

５ɽ教育実習について …………5− １5

６ɽຑしんに関する報告書に
ついて ………………………5− １8

7ɽ単位の修得方法について …5 − １９

8ɽ教育職員免許状（教員免許状）の
申੥ …………………………5− ４0

９ɽ教員࠾用試験 ………………5− ４１

10ɽ教員࠾用試験対策ࢦಋ ……5 − ４１



1
全　学　共　通　事　項





1 ― 1

ᶗ．໊৓େ学の֓ཁ
1  名城大学立学のਫ਼ਆ
2  学Վ
3  名城大学の 3つのポリシー，アセスメント・ポリシー
４  学位授与方針対応表，履修ܥ౷図，ナンバリング
５  Ԋֵ
　（1）大学のԊֵ
　（2）大学院のԊֵ

６  教育組৫



1 ― 2

໊৓େ学の֓ཁᶗ
1 名城大学立学のਫ਼ਆ

　名城大学の礎は，大正 １5 年に開設された名古屋高等理工科講習所に૎り，歴史と伝統を有する総合大学です。ত和 ４2 年 3
月には，産学׭各界の支援を得て，学生，෕฼，教員各位の理解と協力の下，「立学の精神」として本学の設置の意義と目的を
改めて明確にし，学内外に公表しました。
　「立学の精神」のࠎ格は『Ժ健中正』『実行力』『信པ』です。すなわち，『ڏݠにものごとの本質をつかみ，節度をわきまえ，
๛かなแ容力と平ߧ感覚をもち，実行力も抜群で，୭からも信པされる』そのような人材の育成こそ，本学の目指すところです。
　「Ժ健中正」は，次のように解ऍされています。

　　「穏」 平和であたたかく，Ժやかであること。

　　「健」 டংと調和と確実さをもって，支障なく，力強く前進すること。

　　「中」 。にものごとの֩心をつかみ，แ容力ある立場にあることڏݠ

　　「正」 ものごとに，ંり目，けじめをつけ，順ٯをわきまえてےを通すこと。

学校法人名城大学の基本ઓུMS-2６
　本学では，開学 １00 周年（202６ 年）を目標年とする戦ུプラン「Meijo Strategy-202６（通称：MS-2６）」を推進しています。

ʦ共有したい価஋؍ʧ
「生֔学びをָしΉ（&OKPZ -eaSOJOH GPS -JGe）」

　全ての学生が本学の教育によって「学ぶ楽しさ」に気づき，多様なコミュニティの中で，様々な人や文化と出会い，人生を楽しみながら生

֔学び続けて欲しいという願いを込めた言༿です。

ʦ202６ 年にめ͟すকདྷ૾ʧ
　「ଟ༷なܦ験を通して，学生が大きくӋ͹たく『学びのコϛュニティ』を૑り͛޿る」

　この将来૾は，例えばディベートで஥間とܹしいٞ論を交わしたり，海外からの留学生の意識の高さにڻいたり，ன夜を๨れて共に学ぶ஥
間たちと研究に຅಄したりする等，キャンパス内外で，様々な人や文化と出会い，お互いにܹࢗし，大学の学びがますます楽しくなる。その
ような多様な経験のできる「学びのコミュニティ」を常に提供し続ける大学を目指します。

「穏健中正で実行力に富み、国家、　　　　　
　　　　 社会の信頼に値する人材を育成する」

2 学Վ

あ さ ひ に  に お う 　 す ー ず ー か れ い

河 合 逸 治 作詞
信 時 　 潔 作曲

が く り の ー い ず み 　 く む と こ ろ

じ だ い を き ず く 　 は え に な う

き ぼ う に  も ゆ ー る 　 わ こ う ど  が

名 城 ー 　 名 城 ー 　 じゆうのがく　ふ　　お お 　 名 城 ー
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3 名城大学の 3 つのポリシー , アセスメント・ポリシー

４ 学位授与方針対応表 ó 履修ܥ౷図 ó ナンバリング

学位授与方針
%JQMPNa PPMJDZ

　名城大学は，「Ժ健中正で実行力に෋み，国家，社会の信པに஋する人材を育成する」という立学の精
神に基づき，次の資質・能力を身につけた学生に学位を授与します。
①෯広い教養を身につけ，広い視野に立って物事の公正な判断をすることができる。
②専門分野にख़達し，社会における諸問題の解決のためにその知識・能力を活用できる。
③主体的に学び続け，学んだことを分かち合い，共に成長することができる。

教育課程ฤ成方針
CVSSJDVMVN PPMJDZ

　名城大学は，各学科の教育目標を達成し，学位授与方針に示す資質・能力を身につけさせるため，次の
ような教育課程を編成し，実施します。
①人文・社会・自然科学，語学，情報技術，体育等からなる教養教育課程を体系的に編成し，様々な価஋
観に触れ，物事を正しく理解し表現できるようにする。

②専門教育課程を体系的に編成し，講義・演習・実験・実習等を適切に組み合わせた授業を実施すること
により，専門分野の知識・能力を確実に修得し，問題解決のために活かすことができるようにする。

③ॳ年次教育や演習・実験・実習科目を中心に能動的学修の要素を取り入れることにより，生֔にわたっ
て主体的に学び，他者との相互理解や意見交換ができるようにする。

④学修成果に対する厳格な成績評価と単位認定を行うとともに，学修行動調査やGPA，修得単位数に基づ
く個別指導を行うことにより，個々の達成度と将来計画に応じた学修を進めることができるようにする。

入学ऀ受入れ方針
AENJTTJPO PPMJDZ

　名城大学は，高等学校等における学習を通して，次のような資質・能力を身につけている人を受入れます。
①大学での学修の基礎となる高等学校における各教科の基本事項を修得している。
②入学を希望する学科での学修成果を社会で活かすという目的意識がある。
③大学在学中だけでなく，卒業後も学び続ける意欲がある。

01

02

03

名城大学では，本学の教育理念や社会的ニーズを踏まえ，育成すべき人材૾を明確にし，その資質・能力֫得のために適切な教育
課程編成，体系的・組৫的な教育活動，及びこれにふさわしい学生を受け入れるための入学者選抜の実施を目的に，大学全体とし
て以下の学位授与方針，教育課程編成方針，入学者受入れ方針を策定しています。

アセスメント・ポリシー
　名城大学では，ディプロマ・ポリシー（学位授与方針）に掲げる能力・資質等について，以下の評価方法によって学修౸達目標の達
成状況を確認し，教育の改善を図ります。

アセスメント・ポリシー（大学全体）
大学及び学科レベルでは，ディプロマ・ポリシーの科目群ごとの GPA の数஋に加えて，単位取得状況，学修行動調査，卒業時調査及び

学生アンケートにより評価する。
　科目レベルでは，シラバスに記載してある方法で成績評価を行う。評価は，テストやレポートなど科目の内容に合わせた方法で実施する。
　卒業研究については，各学部が定める評価基準に基づいて卒業論文等の成果を評価し，大学及び学科レベルでは，その集計஋で評価する。

　本学では，学科が掲げる教育目標（学位授与方針）を達成するために身につけるべき知識・能力等と授業科目の対応関係や履修順ংを
示す学位授与方針対応表や履修系統図，授業科目の学習段階や履修年次などを表すナンバリングを作成し，名城大学のホームページなど
で公表していますので，学修の計画に活用してください。
URL：https://www.meijo-u.ac.jp/academics/diploma.html
※大学全体の学位授与方針は １ − 3「名城大学の 3つのポリシー」を，各学科の学位授与方針は学部事項を参照してください。

3 つのポリシー
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５ Ԋֵ

（1）大学のԊֵ
大正 １5 年（１９2６）5 月 名古屋高等理工科講習所を中区ޚ器所ொに開設

ত和 3 年（１９28）４ 月 名古屋高等理工科講習所が，名古屋高等理工科学校〔夜間〕(電気科，数学科，物理科，化学科 )として認可，中区新ӫொ (東新ொ校舎 )
で開校

ত和 8 年（１９33）１ 月 名古屋高等理工科学校に〔夜間〕中等科を設置

ত和 １2 年（１９3７）3 月 中区不ೋ見ொに校舎移転
名古屋高等理工科学校に中等科〔ன間〕電気工学科・機械工学科，〔夜間〕電気工学科，機械工学科，応用化学科，高等科の夜間を設置

ত和 １７ 年（１９４2）４ 月 中ଜ区新෋ொに校舎新設

ত和 2１ 年（１９４６）１0 月 ｢団法人名古屋高等理工科学園ࡒ｣ を設立

ত和 22 年（１９４７）９ 月 名古屋専門学校を設置（９ 月 22 日開校）

ত和 23 年（１９４8）3 月 名古屋専門学校の学則変更により応用物理学科を第一部応用物理学科（電気分科，機械分科，土໦分科，建築分科），第ೋ部応用物理
学科（電気分科，機械分科，土໦分科，建築分科）に変更
第一部数学科，法政科，商科，第ೋ部数学科，法政科，商科を設置

ত和 2４ 年（１９４９）４ 月 名城大学開学　商学部第一部，商学部第ೋ部を設置

ত和 25 年（１９50）４ 月 法商学部第一部（法学科，商学科），法商学部第ೋ部（法学科，商学科），理工学部第一部（数学科，電気工学科，機械工学科，建設工学科），
理工学部第ೋ部（数学科，電気工学科，機械工学科，建設工学科），農学部（農学科）を設置（商学部第一部，商学部第ೋ部は廃止）
୹期大学部（商経科第一部，商経科第ೋ部）を設置

ত和 2６ 年（１９5１）3 月 組৫変更により ｢学校法人名城大学｣ を設立

　　　　　　　　　４ 月 教職課程部を設置

ত和 2９ 年（１９5４）2 月 薬学部薬学科を設置

　　　　　　　　　3 月 ୹期大学部に電気科第一部，機械科第一部を設置

ত和 30 年（１９55）１2 月 薬学部をۨ方校舎から八事校舎に移転

ত和 ４0 年（１９６5）４ 月 薬学部に੡薬学科，理工学部一部に交通機械学科を設置

　　 　　　　　　１2 月 大学本部，第一法商学部，大学院商学研究科，୹期大学部商経科第一部をۨ方校舎から天白校舎に移転

ত和 ４2 年（１９６７）４ 月 法学部一部法学科，法学部ೋ部法学科，商学部一部商学科，商学部ೋ部商学科を設置
（第一法商学部，第ೋ法商学部は廃止）

ত和 ４3 年（１９６8）１2 月 農学部がୋ来校舎から天白校舎に移転

ত和 ４４ 年（１９６９）3 月 ୹期大学部電気科，機械科第一部・第ೋ部を廃止

ত和 ４７ 年（１９７2）４ 月 農学部に農芸化学科を設置

ত和 ４8 年（１９７3）４ 月 理工学部一部に土໦工学科，建築学科，理工学部ೋ部に交通機械学科，土໦工学科，建築学科を設置（理工学部一部建設工学科，理
工学部ೋ部建設工学科は募集停止）

ত和 5１ 年（１９７６）3 月 商学部一部に経済学科を設置，୹期大学部商経科第ೋ部を廃止

ত和 52 年（１９７７）４ 月 商学部第ೋ部が中ଜ校舎から天白校舎へ移転

ত和 ６１ 年（１９8６）2 月 理工学部一部・ೋ部電気工学科の名称を理工学部一部・ೋ部電気電子工学科に変更

平成 ７ 年（１９９5）４ 月 ෞ県可児市に可児キャンパスを開設，都市情報学部都市情報学科を設置ذ

平成 8 年（１９９６）４ 月 薬学部医療薬学科，薬学科を設置（薬学部薬学科・੡薬学科は募集停止）

平成 １１ 年（１９９９）４ 月 法学部法学科，応用実務法学科を設置（法学部一部法学科・法学部ೋ部法学科は募集停止）
農学部生物資源学科，応用生物化学科を設置（農学部農学科・農芸化学科は募集停止）
商学部一部・理工学部一部にன夜開講制導入による収容定員増
（商学部ೋ部商学科・理工学部ೋ部数学科，電気電子工学科，機械工学科，交通機械学科，土໦工学科，建築学科は募集停止）
商学部一部・理工学部一部の名称を商学部・理工学部に変更

平成 １2 年（2000）４ 月 経営学部経営学科，国際経営学科及び経済学部経済学科，産業社会学科を設置（商学部商学科，経済学科は募集停止）
理工学部数学科，情報科学科，電気電子工学科，材料機能工学科，機械システム工学科，交通科学科，建設システム工学科，環境創造学科，
建築学科を設置（理工学部機械工学科，交通機械学科，土໦工学科は募集停止）
୹期大学部情報国際科を設置（୹期大学部商経科は募集停止）

平成 １5 年（2003）４ 月 人間学部人間学科を設置（୹期大学部情報国際科は募集停止）

　　　　　　　　　5 月 薬学部薬学科及び੡薬学科を廃止

平成 １６ 年（200４）４ 月 理工学部情報工学科設置（理工学部情報科学科は募集停止）

平成 １７ 年（2005）４ 月 農学部生物環境科学科を設置

　　　　　　　　　７ 月 ୹期大学部を廃止

平成 １8 年（200６）４ 月 薬学部薬学科（６年制）を設置（薬学部医療薬学科，薬学科（４年制）は募集停止）

　　　　　　　　　5 月 商学部ೋ部商学科，理工学部一部数学科，電気電子工学科，機械工学科，交通機械学科，土໦工学科，建築学科，農学部農学科，農
芸化学科を廃止

　　　　　　　　 １１ 月 商学部商学科及び経済学科を廃止

平成 １９ 年（200７）5 月 法学部ೋ部法学科，理工学部ೋ部数学科，電気電子工学科，機械工学科，交通機械学科，土໦工学科，建築学科を廃止

平成 20 年（2008）４ 月 商学部一部商学科及び経済学科を廃止

　　　　　　　　　６ 月 法学部一部法学科を廃止

平成 23 年（20１１）４ 月 理工学部交通科学科を交通機械工学科に名称変更

　　　　　　　　　5 月 理工学部情報科学科を廃止

平成 2４ 年（20１2）5 月 薬学部医療薬学科・薬学科（４ 年制）を廃止
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平成 25 年（20１3）４ 月 理工学部応用化学科及びメカトロニクス工学科を設置
理工学部機械システム工学科を機械工学科に，理工学部建設システム工学科を社会基盤デザイン工学科に名称変更

平成 28 年（20１６）４ 月 東区໼田南にナゴヤドーム前キャンパスを開設，外国語学部国際英語学科を設置
法学部応用実務法学科を募集停止

平成 2９ 年（20１７）４ 月 人間学部人間学科を天白キャンパスからナゴヤドーム前キャンパスに移転
都市情報学部都市情報学科を可児キャンパスからナゴヤドーム前キャンパスに移転

令和 2 年（2020）４ 月 理工学部環境創造工学科を設置（理工学部環境創造学科は募集停止）

令和 ４ 年（2022）４ 月 情報工学部情報工学科を設置（理工学部情報工学科は募集停止）

令和 5 年（2023）７ 月 法学部応用実務法学科を廃止

（2）大学院のԊֵ
ত和 2９ 年（１９5４）４ 月 商学研究科商学専攻修士課程を設置

ত和 ４１ 年（１９６６）４ 月 薬学研究科薬学専攻修士課程を設置

ত和 ４2 年（１９６７）４ 月 法学研究科法律学専攻修士課程を設置

ত和 ４４ 年（１９６９）４ 月 法学研究科法律学専攻に博士後期課程を設置

ত和 ４６ 年（１９７１）４ 月 薬学研究科薬学専攻に博士後期課程を設置

ত和 ４8 年（１９７3）４ 月 農学研究科農学専攻修士課程を設置

ত和 5１ 年（１９７６）４ 月 農学研究科農学専攻に博士後期課程を設置

ত和 52 年（１９７７）４ 月 工学研究科電気工学専攻，土໦工学専攻，建築学専攻修士課程を設置

ত和 ６１ 年（１９8６）４ 月 工学研究科電気工学専攻を工学研究科電気電子工学専攻に名称変更

平成 2 年（１９９0）４ 月 工学研究科に機械工学専攻修士課程を設置

平成 ４ 年（１９９2）４ 月 工学研究科機械工学専攻に博士後期課程，工学研究科に建設工学専攻博士課程を設置

平成 5 年（１９９3）４ 月 工学研究科電気電子工学専攻に博士後期課程，工学研究科に数学専攻修士課程を設置
工学研究科を大学院理工学研究科に名称変更

平成 ７ 年（１９９5）４ 月 商学研究科商学専攻に博士後期課程，理工学研究科数学専攻に博士後期課程を設置

平成 8 年（１９９６）４ 月 薬学研究科医療薬学専攻修士課程，薬学専攻博士前期課程を設置（薬学専攻修士課程は募集停止）

平成 １１ 年（１９９９）４ 月 都市情報学研究科都市情報学専攻修士課程を設置

平成 １2 年（2000）４ 月 経済学研究科経済学専攻修士課程を設置

平成 １3 年（200１）４ 月 経営学研究科経営学専攻修士課程を設置（商学研究科商学専攻修士課程は募集停止）
都市情報学研究科都市情報学専攻に博士後期課程を設置

平成 １４ 年（2002）４ 月 総合学術研究科総合学術専攻博士前期課程，博士後期課程を設置
理工学研究科数学専攻，電気電子工学専攻博士前期課程及び情報科学専攻，材料機能工学専攻，機械システム工学専攻，交通科学専
攻，建設システム工学専攻，環境創造学専攻，建築学専攻修士課程を設置（理工学研究科数学専攻，電気電子工学専攻，機械工学専攻，
土໦工学専攻，建築学専攻修士課程は募集停止）
経済学研究科経済学専攻博士後期課程を設置

平成 １5 年（2003）４ 月 経営学研究科経営学専攻博士後期課程を設置（商学研究科商学専攻博士後期課程は募集停止）
薬学研究科臨চ薬学専攻修士課程及び生໋薬学専攻修士課程を設置（薬学研究科医療薬学専攻修士課程及び薬学専攻博士前期課程は
募集停止）

平成 １６ 年（200４）４ 月 法務研究科法務専攻専門職学位課程を設置
理工学研究科電気電子工学専攻博士後期課程を理工学研究科電気電子・情報・材料工学専攻博士後期課程に，理工学研究科建設工学
専攻博士課程を理工学研究科社会環境デザイン工学専攻博士課程に名称変更

　　　　　　　　　７ 月 薬学研究科医療薬学専攻修士課程及び薬学専攻博士前期課程を廃止

平成 １７ 年（2005）5 月 理工学研究科数学専攻，電気電子工学専攻，機械工学専攻，土໦工学専攻及び建築学専攻修士課程を廃止

平成 １8 年（200６）４ 月 大学・学校づくり研究科大学・学校づくり専攻修士課程を設置

平成 １９ 年（200７）１2 月 商学研究科商学専攻修士課程及び博士後期課程を廃止

平成 20 年（2008）４ 月 理工学研究科情報科学専攻修士課程を情報工学専攻修士課程に名称変更

平成 22 年（20１0）４ 月 薬学研究科臨চ薬学専攻修士課程及び生໋薬学専攻修士課程を募集停止

平成 23 年（20１１）４ 月 人間学研究科人間学専攻修士課程を設置

　　　　　　　　　5 月 薬学研究科臨চ薬学専攻修士課程及び生໋薬学専攻修士課程を廃止

平成 2４ 年（20１2）４ 月 薬学研究科薬学専攻博士課程（４年制課程）を設置（薬学研究科薬学専攻博士後期課程は募集停止）

平成 2７ 年（20１5）１ 月 薬学研究科薬学専攻博士後期課程を廃止

　　　　　　　　　４ 月 理工学研究科交通科学専攻修士課程を理工学研究科交通機械工学専攻修士課程に名称変更

平成 28 年（20１６）４ 月 大学・学校づくり研究科大学・学校づくり専攻修士課程を募集停止

平成 2９ 年（20１７）４ 月 理工学研究科応用化学専攻修士課程，メカトロニクス工学専攻修士課程を設置
理工学研究科機械システム工学専攻修士課程を理工学研究科機械工学専攻修士課程に，理工学研究科建設システム工学専攻修士課程
を理工学研究科社会基盤デザイン工学専攻修士課程に名称変更
人間学研究科人間学専攻修士課程を天白キャンパスからナゴヤドーム前キャンパスに移転
都市情報学研究科都市情報学専攻修士課程及び博士後期課程を可児キャンパスからナゴヤドーム前キャンパスに移転
法務研究科法務専攻専門職学位課程を募集停止

　　　　　　　　　７ 月 大学・学校づくり研究科大学・学校づくり専攻修士課程を廃止

平成 3１ 年（20１９）４ 月 理工学研究科電気電子・情報・材料工学専攻博士後期課程を理工学研究科電気・情報・材料・物質工学専攻博士後期課程に名称変更

令和 2 年（2020）７ 月 法務研究科法務専攻専門職学位課程を廃止
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法 学 部 法 学 科

経 営 学 部
経 営 学 科
国 際 経 営 学 科

経 済 学 部
経 済 学 科
産 業 社 会 学 科
数 学 科
情 報 工 学 科（2022 年度から募集停止）
電 気 電 子 工 学 科
材 料 機 能 工 学 科
応 用 化 学 科

理 工 学 部 機 械 工 学 科
学 部 交 通 機 械 工 学 科

メカトロニクス工学科
社会基盤デザイン工学科
環 境 創 造 工 学 科
環 境 創 造 学 科（2020 年度から募集停止）
建 築 学 科

生 物 資 源 学 科
農 学 部 応 用 生 物 化 学 科

生 物 環 境 科 学 科

薬 学 部 薬 学 科（ ６ 年 制 ）
都市情報学部 都 市 情 報 学 科
人 間 学 部 人 間 学 科
外 国 語 学 部 国 際 英 語 学 科
情 報 工 学 部 情 報 工 学 科

名 城 大 学 法 学 研 究 科 法 律 学 専 攻
修 士 課 程
博 士 後 期 課 程

経営学研究科 経 営 学 専 攻
修 士 課 程
博 士 後 期 課 程

経済学研究科 経 済 学 専 攻
修 士 課 程
博 士 後 期 課 程

数 学 専 攻
博 士 前 期 課 程
博 士 後 期 課 程

情 報 工 学 専 攻 修 士 課 程
電 気 電 子 工 学 専 攻 博 士 前 期 課 程
材 料 機 能 工 学 専 攻 修 士 課 程
応 用 化 学 専 攻 修 士 課 程
電気・情報・材料・物質工学専攻 博 士 後 期 課 程

大 学 院 理工学研究科 機 械 工 学 専 攻
修 士 課 程
博 士 後 期 課 程

交 通 機 械 工 学 専 攻 修 士 課 程
メカトロニクス工学専攻 修 士 課 程
社会基盤デザイン工学専攻 修 士 課 程
環 境 創 造 学 専 攻 修 士 課 程
建 築 学 専 攻 修 士 課 程
社会環境デザイン工学専攻 博 士 課 程

農 学 研 究 科 農 学 専 攻
修 士 課 程
博 士 後 期 課 程

薬 学 研 究 科 薬 学 専 攻 博士課程（４年制）

都市情報学研究科 都 市 情 報 学 専 攻
修 士 課 程
博 士 後 期 課 程

人間学研究科 人 間 学 専 攻 修 士 課 程

総合学術研究科 総 合 学 術 専 攻
博 士 前 期 課 程
博 士 後 期 課 程

６ 教育組৫
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ᶘ．学ɹɹ੶
1  学生証

（1）更৽
（2）学生証の提示
（3）記載事項の変更
（４）学生証のฦؐ
（５）ͦのଞ

2  学੶൪߸
3  学੶上のࢯ名
４  修業年限と在学年限
５  学੶異動及び௄戒

（1）学੶異動の種類とͦの手続きなど
【休学・෮学・ୀ学・再入学・除੶・෮੶】

（2）休学時の上ڃ年࣍への進ڃ（年࣍進行）について
（3）ͦのଞの学੶異動

【転学部・転学科】
（４）௄戒

６  ͦのଞのئ・届出
7  学費等

（1）ৼ込用ࢴのૹ付
（2）授業料等のೲ入方法
（3）授業料等のೲ入期限
（４）授業料等のೲ入期限のԆ期措置
（５）授業料等のೲ入と試験の関係
（６）学費等のֹ
（7）休学ऀの在੶料
（8）転学部・転学科
（９）෮੶
（10）再入学
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学ɹ੶ᶘ
1 学生証

　学生証は本学学生としての身分を証明する大切なものです。卒業，退学，除籍により本学学生の身分を離れるまで，継続して使用します。紛失，

盗難，汚損などがないように取り扱いには細心の注意をはらうとともに次の事項に留意し，常に携帯してください。学生証は IC カードです。

（1）　更৽
　裏面に 「更新確認シール」 が貼付されていない学生証は無効です。毎年度新しいシールを交付しますので，学生証裏面に貼付してくださ

い（有効期限 １ 年間，毎年度 3 月末まで有効）。

（2）　学生証の提示
　次の場合は，必ず提示しなければなりません。

１）　試験を受けるとき。

2）　図書館への入退館時や図書を借りるとき。

3）　情報処理教室等，学内施設を利用するとき。

４）　各種証明書，通学証明書，学生旅客運賃割引証（学割証）等の発行を求めるとき。また，それらを使用して乗車・乗船した際に係員か

ら提示を求められたとき。

5）　学生貸出し物品の貸出しを受けるとき。

６）　本大学教職員から提示を求められたとき。

（3）　記載事項の変更
　氏名，住所など記載事項に変更が生じた場合は，許可なくຣ消したり改めたりせず，天白キャンパスは学務センター【教務】，八事キャンパス・

ナゴヤドーム前キャンパスは各事務室に届け出てください。

（４）　学生証のฦؐ
　次の事項のいずれかに該当する場合は，直ちに返還しなければなりません。

１）　卒業，退学，除籍により本学学生の身分を離れたとき。

2）　転学部，転学科など学籍の異動が生じたとき。

3）　再交付の手続き後に，旧学生証が見つかったとき。あるいはカード不良による無料交換のとき（旧学生証を返還）。

（５）　ͦのଞ
１）　紛失した場合または盗難にあった場合は，直ちに最寄りの警察へ届け出るとともに，天白キャンパスは学務センター【教務】，八事キャ

ンパス・ナゴヤドーム前キャンパスは各事務室で再交付の手続きをしてください（１-４5（2）学生証再発行を参照）。

2）　裏面の更新確認シールは，状態不良のものや通学定期発行控欄がいっͺいになったものは取り替えますので，天白キャンパスは学務セ

ンター【教務】，八事キャンパス・ナゴヤドーム前キャンパスは各事務室に申し出てください。

3）　他人に貸与または，ৡ౉してはなりません。

４）　再発行の手続きは１-４5 を参照してください。

令和 7

学　生　証

（おもて） （うら：更৽確認シール）
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　 入 学 年 度　 学 部 等 学 科 ߸人൪ݸ
西ྐྵの下 2 ܻ 00 所 属 な し 00 識 別 不 要 3 ܻ

0１ 法 学 部 0１ 法 学 科
02 経 営 学 部 １１ 経 営 学 科 １2 国 際 経 営 学 科
03 経 済 学 部 2１ 経 済 学 科 22 産 業 社 会 学 科
0４ 理 工 学 部 ４0 数 学 科 ４2 電 気 電 子 工 学 科

４3 材 料 機 能 工 学 科 ４４ 応 用 化 学 科
４5 機 械 工 学 科 ４６ 交 通 機 械 工 学 科
４７ メカトロニクス工学科 ４8 社会基盤デザイン工学科
４９ 環 境 創 造 工 学 科 50 建 築 学 科

05 農 学 部 ６１ 生 物 資 源 学 科 ６2 応 用 生 物 化 学 科
６3 生 物 環 境 科 学 科

0７ 都 市 情 報 学 部 8１ 都 市 情 報 学 科
08 人 間 学 部 ９１ 人 間 学 科
0９ 薬 学 部 ７3 薬 学 科
１0 外 国 語 学 部 ９5 国 際 英 語 学 科
１2 情 報 工 学 部 05 情 報 工 学 科

2 学੶൪߸

４ 修業年限と在学年限

　入学時に，各人に学籍番号（９ ケタ）が付与されます。この学籍番号は，学籍異動（転学部等）がない限り，在学中はもとより卒業後も不

変の本人固有の番号です。履修登録，試験および各種の提出書類などは，この学籍番号によって識別のうえ処理されますので，正確に記Ա

してください。

　学籍番号は次のような構成になっています。

　学部の修業年限は ４ 年とし，8 年を超えて在学することはできません。ただし，薬学部の修業年限は ６ 年とし，１2 年を超えて在学するこ

とはできません。

　編入学又は転入学を許可された者の在学年限は，入学が許可された相当年次の正規の学生と同じとします。

　転学部等を許可された者の在学年限は，転学部等が許可された相当年次にかかわらず，入学の年から通算して 8 年とします。

（例）

理工学部 数学科　202４ 年度（令和 ６ 年度）入学　個人番号 １ 番の学生

2　　４　　0　　４ ４　　0 0 0 １

3 学੶上のࢯ名
　学籍上の氏名は，入学手続時に本人が届け出たもの（住民票記載事項証明書に記載されたށ籍上の氏名，外国籍の学生は住民票記載事項

証明書や在留カードに記載された本名または通称名の一方）とします。なお，電算処理の関係上，表示不可能なࣈ׽がありますので，ご了承

ください。

　本大学が交付する書類はこれに基づき取り扱いますので，届け出後に変更が生じた場合は，天白キャンパスは学務センター【教務】，八事キャ

ンパス・ナゴヤドーム前キャンパスは各事務室に届け出てください。

　※外国人留学生：カナ氏名で登録します。各種証明書は英ࣈ氏名で発行します。学位記については，卒業年次に本人の届出をもとに在留カー

ドやパスポートなどで確認し，ࣈ׽氏名・英ࣈ氏名等で発行します。
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（1）学੶異動の種類とͦの手続きなど【休学・෮学・ୀ学・再入学・除੶・෮੶】

５ 学੶異動及び௄戒
　学籍異動については，学則第７章および教務規程第5章に規定されており，これらの願い出の条件・手続方法などに関しては，次のとおりです。

種類 い出の৚件・手続きなどに関する所要事項ئ උ　　　　　考

休

学

要 旨 病気，その他やむを得ない理由により，3 か月以上出席することが困難となり，
許可を得て一時的に就学の状態から離れることをいいます。

１ 休学中は在籍料を必要と
します。

2 在籍料を納入しない者は，
除籍対象者として措置しま
す。

3 在籍料については，後述の
『休学者の在籍料』（１−１４
ページ）を参照してくださ
い。

休 学 期 間 ①願い出の日から，１ 年以内としています。ただし，特別の理由がある場合は，
更に引き続き１ 年を限度として休学することができます（連続は 2 年を限度）。

②休学期間は，通算して４ 年を超えることはできません。
③休学期間は，修業年限および在学年限に算入しません。

手 続 き ①休学しようとする場合は，その理由が生じたときから１ か月以内に所定の 
休学ئ に理由を具体的かつ明確に記入し，本人・保証人連ॺのうえ，所属す
る学部窓口まで願い出てください。なお，病気・けがの場合は，医師の診断
書等を添付してください。

②休学期間の延長の許可を受ける場合は，あらためて 休学ئ を提出してくださ
い。

※経営・理工・農・薬・人間・外国語・情報工学部は，休学ئ を提出する前に指
導教員またはクラス担任との面談を課しています。

手 続 き期 限 前期は 7 月 10 日，後期は 12 月 10 日までとします。
添付 書 類 等 医師の診断書　※病気・けがによる休学の場合のみ

෮

学

要 旨 休学期間内において，休学の理由がなくなった者または休学期間を経過した者が，
許可を得て，再度，就学の状態に復することをいいます。

手 続 き ①復学しようとする場合は，所定の ෮学ئ にその理由を具体的かつ明確に記入
し，本人・保証人連ॺのうえ，所属する学部窓口まで願い出てください。

②病気・けがによって休学していた場合は，復学しても支障ない旨の医師の診断
書を添付してください。

※経営・農・薬・人間・外国語学部は，෮学ئ を提出する前に指導教員またはク
ラス担任との面談を課しています。

復学 の 時 期 各学期（前期または後期）の始めからとします。
添付 書 類 等 復学しても支障ない旨の医師の診断書　※病気・けがによる休学の場合のみ

ୀ

学

要 旨 病気，その他やむを得ない理由により，就学の継続が困難となった者または就学
の意思がなくなった者が，許可を得て就学の状態から全く離れることをいいます。

１ 学則第 ４６ 条に規定する
懲戒処分による退学者は，
この限りではありません。

2 学生証は必ず返還してくだ
さい。

手 続 き 退学しようとする場合は，所定の ୀ学ئ にその理由を具体的かつ明確に記
入し，本人・保証人連ॺのうえ，学生証とともに，所属する学部窓口まで願
い出てください。
※経営・理工・農・薬・人間・外国語・情報工学部は，ୀ学ئ を提出する前に指

導教員またはクラス担任との面談を課しています。
退 学 日 付 。納の授業料等の有効期間内で，所属学部教授会が指定する日としますط
手 続 き期 限 前期は 7 月 10 日，後期は 12 月 10 日までとします。
添付 書 類 等 医師の診断書　※病気・けがによる退学の場合のみ

再

入

学

要 旨 病気，その他やむを得ない理由により本大学を退学した者が，許可を得て，再度，
就学の状態に復することをいいます。ただし，再入学の理由が正当と認められ，
定員に余裕がある場合に限り許可されます。出願期間は退学した翌日から退学し
た日の 5 年後の日の属する年度の末日までとします。

１ 対象者は，学則第 35 条
により退学した者に限りま
す。
※ただし，停学期間中に退
学した場合は，認められ
ません。

2 退学時に在学年限を満た
していた場合は，受け付
けできません。

3 再入学者の入学金につい
ては，後述の『再入学』（１
−１４ ページ）を参照して
ください。

手 続 き ①希望する前年，１2 月末までに，手続き先にご相談ください。
②再入学しようとする場合は，所定の 再入学ئ  にその理由を具体的かつ明確に

記入し，本人・保証人連ॺのうえ，再入学を希望する学部窓口まで願い出てく
ださい。

③病気・けがによって退学した場合は，再入学しても支障ない旨の医師の診断書
を添付してください。

再入学の時期 翌年度の始めからとします。
入 学 金 等 再入学が許可された者は，入学金および授業料等を本学が指定する期日までに

納入しなければなりません。
添付 書 類 等 再入学しても支障ない旨の医師の診断書　※病気・けがによる退学の場合のみ
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種類 い出の৚件・手続きなどに関する所要事項ئ උ　　　　　考

除

੶

要 旨 次の各号に該当する者を，所属学部教授会のٞを経て，学籍から除くことをいい
ます。

１ ④の理由で除籍になった
者のうち入学手続完了者
で年度始めに学生証を受
ྖしない者の除籍の日付
は，４ 月 30 日とします。

2 学生証は必ず返還してくだ
さい。

対 象 項 目 ①所定の在学年限（学部 8 年）を超えた者
（※ただし薬学部は１2 年）　　　　〔前年度 3 月 3１ 日付〕　 　　

②休学期間を超えてなお修学できない者
〔前年度 3 月 3１ 日付〕　 　　

〔９ 月１3 日付〕　 　　
③学費等を納入しない者

・前期分授業料等未納者　　　　　　　　　　〔前年度 3 月 3１ 日付〕
・後期分授業料等未納者　　　　　　　　　　　　　〔９ 月 １3 日付〕
・前期分在籍料未納者　　　　　　　　　　　〔前年度 3 月 3１ 日付〕
・後期分在籍料未納者　　　　　　　　　　　　　　〔９ 月 １3 日付〕

④その他成業の見込みがないと認められる者
〔前年度 3 月 3１ 日付〕　 　　

除 籍 日 付 納の授業料等の有効期間内で，所属学部教授会が指定する日としますが，おط
おむね，上記〔　〕内の日付になります。

෮

੶

要 旨 除籍措置になった者が，許可を得て，学籍を復活し，再び就学の状態に復するこ
とをいいます。ただし，復籍の理由が正当と認められ，定員に余裕がある場合に
限り許可されます。出願期間は，除籍された日の翌日から除籍された日の 5 年後の
日の属する年度の末日までとします。

１ 除籍になった理由によって
は，復籍できないことがあ
ります。詳しくは，天白キャ
ンパスは学務センター【学
部窓口】，八事キャンパス・
ナゴヤドーム前キャンパス
は各事務室で相談してくだ
さい。

2 復籍料については，後述の
『復籍』（１−１４ ページ）を
参照してください。

3 除籍時に在学年限を満た
していた場合は受け付け
できません。

手 続 き ①希望する前年，１2 月末までに，手続き先にご相談ください。
②復籍しようとする場合は，所定の ෮੶ئ  にその理由を具体的かつ明確に記入

し，本人・保証人連ॺのうえ，復籍を希望する学部窓口まで願い出てください。
復 籍 の時期 翌年度の始めからとします。
復 籍 料 等 復籍が許可された者は，復籍料および授業料等を本学が指定する期日までに納

入しなければなりません。

。納の学費等の有効期間とは，次のとおりですط．１※
・前期分 ４ 月 １ 日から ９ 月 １3 日まで
・後期分 ９ 月 １４ 日から翌年 3 月 3１ 日まで

※ 2．休学，復学，退学，再入学または復籍が許可された者，あるいは，除籍措置（学生証未受ྖおよび死亡除籍の場合を除く）に付された
者には，その旨を保証人Ѽてに文書で通知します。

※ 3．経済的事情などによって，やむを得ず退学しなければならないときは，援助ができる場合もありますので，手続きを開始する前に，ま
ず，天白キャンパスは学務センター【生活支援】，八事キャンパス・ナゴヤドーム前キャンパスは各事務室で相談してください。

（2）休学時の上ڃ年࣍への進ڃ（年࣍進行）について
　進級する基準に，「同一年次を通算で １年間（2 学期分）在学」があります。
　ただし，本大学学則には「学年は ４ 月 １日に始まり，翌年 3 月 3１日に終わる。」（第 １2 条）と定められていますので，進級時期は ４ 月 １日
のみとなります。
　このため，過去の休学により，前期末時点で「同一年次を通算で １年間（2 学期分）在学」の基準を満たしていても，翌年 ４ 月 １日になら
ないと進級できませんのでご留意ください。
　退学・除籍後の再入学・復籍者についても，同様の取り扱いをいたします。
　なお，在学期間とは別に，学科・年次ごとに単位数等による進級基準が設定されている場合がありますので，この場合は両者を満たさない
と進級することはできません。

（3）ͦのଞの学੶異動【転学部・転学科】
　本大学に入学後，将来の方針などが変わった場合，またはその他の事情により，やむなく進路を変更しようとするときは，学則第 33 条お
よび教務規程第 23 条に，次のような制度が定められていますので参考にしてください。
　１）　転学部：　所属する学部・学科から他の学部・学科に転ずることをいいます。

　　（例） 法 学 部 法 学 科 経 営 学 部 経 営 学 科

　2）　転学科：　同一学部において，学科を転ずることをいいます。

　　 （例） 理 工 学 部 数 学 科 理工学部電気電子工学科

3）　転学部等試験を受験する必要があります。詳しくは天白キャンパスは学務センター【学部窓口】，八事キャンパス・ナゴヤドーム前キャ
ンパスは各事務室で相談してください。

（４）௄戒
本大学には，教育研究環境を良޷に保ち，学内のடংを維持するために必要最小限のきまりとして学則をはじめとする種々の規則があります。

　本学学生がこれらの規則にҧ反，または学生としての本分に反する行為を行った場合は，別に定めるところにより，所属学部教授会のٞを
経て，学長が懲戒することになります。懲戒の種類は，退学，停学および܇告の 3 種類となっており，懲戒退学は，次の 2 項目のいずれかに
該当する者に対して行い，再入学はできません。
　１）　性行不良で改善の見込みがないと認められる者
　2）　本大学のடংをཚし，その他，学生としての本分に著しく反した者
　なお，試験時における不正行為者に対しても厳重に処分されます。
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※ １． 他大学受験許可願は，学部によっては，指導教員またはクラス担任の面談承認印を必要とするところがあります。天白キャンパスは学
務センター【学部窓口】，八事キャンパス・ナゴヤドーム前キャンパスは各事務室の説明に従い面談を受けるようにしてください。

※ 2． 学生生活または課外活動に伴う願・届出に関しては，天白キャンパスは学務センター【学生活動】，八事キャンパス・ナゴヤドーム前キャ
ンパスは各事務室に問い合わせてください。

６ ͦのଞのئ ・ 届 出

7 学費等

　教務に関係した願または届出には，おおむね，下記のものがあり，理由が生じたときは，必要な書類などを添付して，速やかに願いまたは

届けなどをしてください。

　なお，休学，復学，退学，再入学，復籍など学籍異動に伴う手続き方法等に関しては，前述の 『学籍異動の種類とその手続き』（１−１0

〜 １−１１ ページ）を参照するとともに，詳しくは天白キャンパスは学務センター【学部窓口】，八事キャンパス・ナゴヤドーム前キャンパス

は各事務室で相談してください。

ئ ・ 届 出 の 種 類 ఴ　付　書　類　な　ど 用ࢴの受取・提出ઌ

授 業 料 等 ೲ 期 Ԇ 期 ئ
納期延期の理由を証する書類（災害などの場合は公的機関発行の罹災
証明書，病気・けがの場合は医師の診断書）。

・天白キャンパスは学務セン
ター【学部窓口】，八事キャ
ンパス・ナゴヤドーム前キャ
ンパスは各事務室

・大学ウェブサイトより，ダウ
ンロード可能。

変　更　届
1ɽॅݱ所・電話൪߸
2ɽ保証人・学費ෛ担ऀ
3ɽ本੶（国੶）
４ɽࢯ名

氏名の変更の場合はށ籍ঞ本。
本籍（国籍）の変更の場合は，住民票記載事項証明書等。

天白キャンパスは学務センター
【教務】，八事キャンパス・ナゴ
ヤドーム前キャンパスは各事
務室

　授業料等は，毎年次，前期・後期の学期ごとに納めてください。

（1）ৼ込用ࢴのૹ付
　新入学生の後期分学費振込ґཔ書は，7月຤までに送付します。2 年目以߱は，毎年 ４月上०に前期分・後期分を年に1ճまとめてૹ付します。

　※学費振込ґཔ書が届かない，または紛失をした場合は，天白キャンパスは学務センター【学部窓口】，八事キャンパス・ナゴヤドーム前キャ

ンパスは各事務室まで申し出てください。

（2）授業料等のೲ入方法
１）　金༥機関（ۜ行・信用金ݿ・信用組合・農協・ゆうちょۜ行）から振込んでください。

2）　「学費振込金（݉手数料）受取書」は，振込金༥機関の出納印をもって本学ྖ収書に代えますので，大切に保管してください。

3）　振込手数料は各自負担してください（学費から差し引かないでください）。

　※前期分と後期分は一括で納入できます。後期分を後日に納入される場合は，学費振込ґཔ書を大切に保管してください。

（3）授業料等のೲ入期限
・前期分　 ５ 月 10 日

・後期分　10 月 10 日

（４）授業料等のೲ入期限のԆ期措置
　学費負担者が不慮の事故または災害等にૺうなどの状態が発生し，やむを得ない経済的事情により期限内に授業料等の納入ができないと

きは，その納入期限を延期することが認められる場合があります。詳しくは天白キャンパスは学務センター【学部窓口】，八事キャンパス・ナ

ゴヤドーム前キャンパスは各事務室で相談してください。

１）　授業料等の納入期限の延期は，原則として，１ か月以内とします。

2）　納入期限の延期を認められた者の納入期限は，延期を認められた日までとします。

　※授業料等を期限までに納入しなかった者で 「授業料等納期延期願」 の手続きをとらなかった場合は，除籍対象者として措置します。除籍

になりますと，少なくとも翌年度まで復籍することができませんので注意してください。

（５）授業料等のೲ入と試験の関係
　授業料等を納入期限までに納入しなかった者は，試験を受けることができません（教務規程第 １0 条）。

　また，受験した場合は，試験が無効となりますので注意してください（学費等に関する規則第 １2 条）。
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（６）学費等の （ֹ202４ 年度入学生）

　留年した場合の学費の額は，該当学年の授業料・実験実習費・施設費相当額です。

学

年
ೲ入期限 学 費

法 学 部
ܦ 営 学 部
ܦ ࡁ 学 部

外国語学部 人 間 学 部 都市情報学部 理 ޻ 学 部
情報޻学部 ೶ 学 部 薬 学 部

（６年制）

１

年

次

入
学
手
続
時

入
学
手
続
締
切
日

入 学 金 200,000 200,000 200,000 200,000 200,000 200,000 200,000

授 業 料 332,500 ４７0,000 3６2,500 ４１７,500 ４６７,500 ４６７,500 ６９0,000

実 験 実 習 費 ― ― ― ― ４0,000 ４0,000 １00,000

施 設 費 ９0,000 １25,000 ９0,000 １55,000 １１5,000 １35,000 １６0,000

小 計 ６22,500 ７９5,000 ６52,500 ７７2,500 822,500 8４2,500 １,１50,000

後

期

１0
月
１0
日

授 業 料 332,500 ４７0,000 3６2,500 ４１７,500 ４６７,500 ４６７,500 ６９0,000

実 験 実 習 費 ― ― ― ― ４0,000 ４0,000 １00,000

施 設 費 ９0,000 １25,000 ９0,000 １55,000 １１5,000 １35,000 １６0,000

小 計 ４22,500 5９5,000 ４52,500 5７2,500 ６22,500 ６４2,500 ９50,000

年 額 合 計 １,0４5,000 １,3９0,000 １,１05,000 １,3４5,000 １,４４5,000 １,４85,000 2,１00,000

2
・
3
・
４
年
次

前

期

5
月
１0
日

授 業 料 332,500 ４７0,000 3６2,500 ４１７,500 ４６７,500 ４６７,500 ６９0,000

実 験 実 習 費 ― ― ― ― ４0,000 ４0,000 １00,000

施 設 費 ９0,000 １25,000 ９0,000 １55,000 １１5,000 １35,000 １６0,000

小 計 ４22,500 5９5,000 ４52,500 5７2,500 ６22,500 ６４2,500 ９50,000

後

期

１0
月
１0
日

授 業 料 332,500 ４７0,000 3６2,500 ４１７,500 ４６７,500 ４６７,500 ６９0,000

実 験 実 習 費 ― ― ― ― ４0,000 ４0,000 １00,000

施 設 費 ９0,000 １25,000 ９0,000 １55,000 １１5,000 １35,000 １６0,000

小 計 ４22,500 5９5,000 ４52,500 5７2,500 ６22,500 ６４2,500 ９50,000

年 額 合 計 8４5,000 １,１９0,000 ９05,000 １,１４5,000 １,2４5,000 １,285,000 １,９00,000

5

年

次

前

期

5
月
１0
日

授 業 料 ６９0,000

実 験 実 習 費 250,000

施 設 費 １６0,000

小 計 １,１00,000

後

期

１0
月
１0
日

授 業 料 ６９0,000

実 験 実 習 費 250,000

施 設 費 １６0,000

小 計 １,１00,000

年 額 合 計 2,200,000

６

年

次

前

期

5
月
１0
日

授 業 料 ６９0,000

実 験 実 習 費 １00,000

施 設 費 １６0,000

小 計 ９50,000

後

期

１0
月
１0
日

授 業 料 ６９0,000

実 験 実 習 費 １00,000

施 設 費 １６0,000

小 計 ９50,000

年 額 合 計 １,９00,000

４ 年 間 合 計（ 薬 は ６ 年 間 ） 3ó５80ó000 ４ó９６0ó000 3ó820ó000 ４ó780ó000 ５ó180ó000 ５ó3４0ó000 11ó９00ó000

（単位：円）

名城大学 学生便覧
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（7）休学ऀの在੶料
　休学が許可された者は，在籍料を納入しなければなりません。学費振込ґཔ書を送付しますので，納入期限までに振込んでください。ただし，

入学直後の休学（４ 月 １ 日付入学の場合は前期終了時まで）については，学費は返金しませんので在籍料の納入は必要ありません。

在　੶　料（൒期） 3 0，0 0 0 円

※在籍料の減額措置

　経済的事情により在籍料の納入が極度に困難である者に対しては，在籍料の減額が認められる場合がありますので，天白キャンパスは学

務センター【教務】，八事キャンパス・ナゴヤドーム前キャンパスは各事務室で相談してください。

　『経済的事情により，納入が極度に困難であると認められる者』 とは，次に該当する事情が発生し，経済的に困ځしている者に限ります。

１）　地震その他不慮の事故により，世帯主が死亡または負傷し，長期療養が必要であるとき。

2）　地震その他不慮の事故により，家屋等に被害を受け，その復旧が必要であるとき。

3）　事業所の破産等で，世帯主がその生計を維持するための所得が得られなくなり，他にそれに代わる所得が得られる見込みがないとき。

４）　本人または生計を共にする者が，疾病または負傷により長期療養が必要であるとき。

　願書に添付する証明書のうち，『罹災証明書』 は公の機関（居住する地域の役所など）で発行されたもの，『長期療養証明書』 は医師が発行

した診断書に限ります。

が認められたऀの在੶料（൒期）ֹݮ １ 0，0 0 0 円

（8）転学部・転学科
１）　転学部等試験料は，学部の入学検定料の 2 分の１の額とします。

　　202４ 年度の場合

試　験　料 １７，5 0 0 円

2）　転学部等が許可された者は，転学部等料を納入しなければなりません。

転 学 部 等 料 2，0 0 0 円

（９）෮੶
復籍料は，復籍する年度の正規の１ 年次生が納入すべき入学金の 2 分の１ の額とします。授業料等は復籍を許可した学部の相当学年次の
正規の学生と同じ額とします。
　　202４ 年度の場合

෮　੶　料 １ 0 0,0 0 0 円

（10）再入学
１）　再入学の入学金は，再入学する年度の正規の１ 年次生の入学金の額とし，授業料等は再入学を許可した学部の相当学年次の正規の学

生と同じ額とします。
2）　特別奨学生（本学卒業等補助奨学生）の対象になります。入学後，入学金の額を奨学金として給付します（3−１2ページ奨学生規程参照）。
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Ⅲ．教務事項
1  学期
2  単位制度
3  授業

（1）授業時間（時間割）
（2）シラバス（授業計画書）・オフィスアワー・
　　 年間行事予定表（名城大学カレンダー）
（3）休講
（４）補講
（５）授業出席の重要性
（６）授業の出席確認について
（7）公欠の取扱いについて
（8）欠席届

４  履修
（1）履修の方法
（2）履修登録
（3）履修科目を決める際の注意事項
（４）履修登録の手順
（５）副専攻制度

５  試験
（1）定期試験
（2）追試験
（3）再試験
（４）追試験・再試験受験申込手続
（５）受験の資格
（６）欠格制度
（7）受験上の注意事項
（8）仮受験票
（９）試験時間
（10）成績の評価
（11）成績発表
（12）学業成績
（13）GPA制度

６  暴風特別警報または暴風警報・災害時の
授業及び試験

（1）暴風特別警報または暴風警報の場合
（2）災害の場合

7  大規模地震に関する注意情報の発表及び
警戒宣言が発令された場合

（1）南海トラフ地震に関する注意情報が発表された場合の対応
（2）南海トラフ地震に関する注意情報が発表された後，警戒

宣言が発令されなかった場合の対応
（3）警戒宣言が発令された場合の対応

8  交通機関がストライキを実施している場
合の授業及び試験

（1）授業の場合
（2）試験の場合
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教務事項Ⅲ
1  学期

2  単位制度

3  授業

　本学の授業は １ 年を 2 学期に分けて行われ，それぞれを前期，後期と呼び，前期は ４ 月 １ 日から ９ 月 １3 日まで，後期は ９ 月 １４ 日から 3 月
3１ 日までです。
　授業には前・後期通して行われるもの（通年開講科目）と前期（前期開講科目），後期（後期開講科目）で完結するものがあります。また，学部・
学科によっては，期間を定めて集中的に行われる授業（前期集中科目，後期集中科目）もあります。

　大学における教育課程は，大学設置基準にもとづく単位制を採用しています。単位とは一つの授業科目の学修に要する時間を表す基準です。
単位制とは，各年次に配当されている所定の科目を履修し，それらの科目ごとに割り当てられている単位を修得し，これを一定数積み上げる
ことによって卒業できる制度をいいます。
　大学の授業科目は，講義・演習，実験・実習・実技科目に大別することができますが，各授業科目の１単位あたりの学修時間は，教室等で
行う授業時間と教室外で行う準備学習・復習，事前・事後の自学自習時間を合わせて45時間が必要になります。
　各授業科目の種類別の１単位当たりの授業時間は次のとおりです。

  
講 義 ・ 演 習 科 目 １5 時間から 30 時間までの範囲で本学が定める時間数
実 験 ・ 実 習 ・ 実 技 科 目 30 時間から ４5 時間までの範囲で本学が定める時間数

　単位制度の趣旨を理解し，履修する単位数に相当する自主的学習時間が必要であることを意識して，日ごろの授業に臨んでください。

（1）授業時間（時間割）
　　時間割は発表後，あるいは授業開始後も変更することがあります。その場合は，掲示で通知します。

　　1　本学の授業時間は次のとおりです。
時 　限 １時限 2時限 3時限 ４時限 5時限 ６時限 ７時限

授 業 時 間 ９:１0 〜 １0:４0 １0:50 〜 １2:20 １3:１0 〜 １４:４0 １４:50 〜 １６:20 １６:30 〜 １8:00 １8:１0 〜 １９:４0 １９:50 〜 2１:20

　　　　授業時間帯は月曜日から土曜日まで １ 時限から ７ 時限まで設定されています。基本時間帯は １ 時限から 5 時限ですが，学部により使

用する時間帯が異なります。各学部の時間割で確認してください。

　　2　時間割表の見方

　　　時間割表の １ つのコマの中に書かれている内容は，次のとおりです。

　　　[例 ] 2 ４ １ 0 0 １ 　　　　実践英語Ⅰ　　　 山　田　　　 Ｓ− 3 0 2
　　　　　　　　↑　　　　　　　　　↑　　　　　　　↑　　　　　　　↑
　　　　　　時間割番号　　　　　　科目名　　　　 担当者名　　　　教室番号

　　3　教室番号の見方

　　　時間割表上の教室番号の表示は，次のとおりです。

　　　[例 ]  S  −　3 0 2  ……　共通講義棟南 3 0 2 教室

　　　　　  ↑　　↑

　　　　　建物　階数

天白キャンパス

　S：共通講義棟南　N：共通講義棟北　E：共通講義棟東　T：タワー ７5　１１：天白 １１ 号館　１2：天白 １2 号館

　R1：研究実験棟Ⅰ　R2：研究実験棟Ⅱ　R3：研究実験棟Ⅲ　R４：研究実験棟Ⅳ

ナゴヤドーム前キャンパス

　DN：北館　DW：西館　DS：南館

建物・教室の配置については，４. 校舎配置図（４− １ページへ）を参照してください。

（2）シラバス（授業計画書）・オフィスアワー・年間行事予定表（名城大学カレンダー）
シラバス（授業計画書）には，各年度開講される授業科目について，授業の概要と目的・準備事後学習・授業の内容・授業形態・成績評価

方法・テキスト・参考資料文献等が記載されていますので，履修計画の参考にしてください。
　本学ウェブサイト「meimo」（以下，meimo）または，学務システムからシラバス（授業計画書）の検索・閲覧ができます。
　また，本学ではオフィスアワーとして，専任教員が研究室等に在室している時間を設けるようにしています。オフィスアワーは学務システム
のシラバスの「教員から検索」から検索・閲覧ができますので，講義内容などの質問や学生から専任教員へ相談したい場合に利用してください。
　年間行事予定表（名城大学カレンダー）については，「meimo」にて確認してください。
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（3）休講
　大学または各授業担当者にやむを得ない事情が発生した場合には，授業を休講する場合があります。休講は，大学として決定または授業科

目担当者からの届出があり次第，天白キャンパスは学生ホール掲示板（タワー ７5・2 階）もしくは学務システムよりメッセージを送ります。

八事キャンパスは薬学部掲示板に掲示します。ナゴヤドーム前キャンパスは学務システムよりメッセージを送ります。

　なお，休講の案内がないにもかかわらず，始業時刻後 30 分以上経過しても授業科目担当者が入室しない場合は，天白キャンパスは学務セン

ター【学部窓口】，八事キャンパス・ナゴヤドーム前キャンパスは各事務室，教職センター【教職・学芸員】へ連絡し，その指示に従ってくだ

さい。

　※交通機関の事故などで，特に臨時休講の必要があると判断された場合は，天白キャンパスは学生ホール掲示板（タワー ７5・2 階）もしく

は学務システムよりメッセージを送ります。八事キャンパスは薬学部掲示板に掲示します。ナゴヤドーム前キャンパスは学務システムか

らメッセージを送ります。

　※台風の接近が予想される場合，大規模地震の注意情報が発令された場合，および交通機関のストライキが行われた場合の休講措置につい

ては，1 − 2４ 〜 1 − 2５ ページを参照してください。

（４）補講
　休講等により講義の進行が予定より遅れた場合に，臨時の授業を行うことがあり，これを補講といいます。補講日または土曜日を含めた空

き時間を使用し，授業科目担当者が行う場合があります。いずれの場合も，天白キャンパスは学生ホール掲示板（タワー ７5・2 階）もしくは

学務システムよりメッセージを送ります。八事キャンパスは薬学部掲示板に掲示します。ナゴヤドーム前キャンパスは学務システムからメッ

セージを送ります。

（５）授業出席の重要性
　授業は，学生と教員が人間的なふれあいを通じて学問を探求する場であり，学生生活の基本となるものです。授業への出席は重要であり，

自主的な学問への探究心なくして，その成果を期待することはできません。病気などによって １ か月以上欠席しなければならない場合は，天

白キャンパスは学務センター【学部窓口】，八事キャンパス・ナゴヤドーム前キャンパスは各事務室，教職センター【教職・学芸員】に相談し

てください。

　また，授業科目の出席日数が授業日数の 2/3 に満たない場合は，定期試験の受験資格を失うことがあります。

（６）授業の出席確認について
　出席のとり方は，主として次の方法があります。

１）　氏名点呼による確認

　2）　出席カードの提出

　3）　IC出欠確認システム（全キャンパス：全講義室　設置）

　教室の入口に設置されたカードリーダに学生証でタッチすることで，学生証内のICチップを瞬時にカードリーダが読み取ります。読み取っ

た時間により出席が判定されるシステムとなっています。自分自身の授業ごとの出欠状況を学務システムから確認することもできます。

　出欠確認の方法は授業それぞれによって異なります。IC 出欠はあくまで学生の皆さん自身の出欠の証です。IC 出欠を授業の出席とみな

すかどうかは授業担当者の判断によりますので必ず授業時の教員の指示に従うようにしてください。

①　学生証の情報が読み取られると学籍番号が表示されます。

② 授業開始10分前から授業開始後20分まで出席の読み取りを行います。それ以外の時間にカードをかざしても，出席と判定されません。

また，2 度以上かざした場合は最新の情報で処理しますので注意してください（授業開始後 20 分以降に再度かざした場合は出席をカウ

ントしません）。

③　IC出欠確認システムでは，出欠状況は授業日の翌日に学務システムに反映されます。

（7）公欠の取扱いについて【対象：公認クラブ】
　公認クラブの公式試合等への出場に伴い，その試合等に参加した学生が授業を欠席した場合は，所定の手続きを経て，『公欠』となります。

　公欠の手続きでは，各自「公欠願」に必要事項を記載し，代表者が全員分を取りまとめてクラブ毎に学務センターに提出をする必要があり，

学務センター長の許可を得たクラブが公欠の対象となります。

　承認後，学務センター長の承認印が押印された公欠願はクラブに返却され，各自欠席した授業の授業科目担当者に公欠願を提示するとともに，

可能な限り事前に報告をしてください。

　学生は，公欠による学力の低下を招かないよう，普段より勉学に努めるものとし，科目によっては，課題等が提示される場合等があります

ので，必ず授業科目担当者の指示に従ってください。

（8）欠席届
　忌引，病気等やむを得ない理由で欠席した場合は，大学に出てこられるようになってから，会葬礼状，診断書等の理由を証明できる書類を

持参のうえ，天白キャンパスは学務センター【学部窓口】，八事キャンパス・ナゴヤドーム前キャンパスは各事務室，教職センター【教職・学

芸員】で欠席届の手続きをしてください。（詳細の取り扱いに関しては，各学部の窓口にて確認してください。）なお，手続きしたとしても，

出欠の判断は全て授業科目担当教員に一任されております。

　手続き後，欠席した授業科目担当教員に欠席届を持って行き，欠席した理由を報告してください。
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４  履修
（1）履修の方法
　授業科目の履修には，次のような履修の形態があり，それぞれの履修条件等があります。

１）正 規 履 修…所属学部・学科の在籍年次に配当されている科目を履修することをいいます。このうちクラス指定がある場合は，その指定

クラス・時限での履修が正規履修となります。

 2）下 級 履 修…下級年次に配当されている授業科目のうち，前年度までに履修登録をしていない授業科目を履修することをいいます。

 3）再　履　修…下級年次に配当されている授業科目のうち，前年度までに履修登録をしながら，単位を修得できなかった授業科目を再び履

修することをいいます。再履修にあたっては，クラス・時限指定などの条件がつく場合があります。

４）他学科履修…自分の所属する学科に設置されていない授業科目を他学科で履修することをいいます（履修条件等は「学部事項」のページ

を参照してください）。

 5）他学部履修…自分の所属する学部に設置されていない授業科目を他学部で履修することをいいます。

ただし，他学部履修許可年次を 2 年次以上および年間履修許可登録単位数を １0 単位以内とします（履修条件等は「学部事項」

のページを参照してください）。

（2）履修登録
　履修登録は，学生がその年度に自分が履修しようとする科目を届け出る手続きであり，学修計画の出発点となるものです。

　学生は自己の責任において履修する科目を決定し，所定の期間内に登録の手続きを完了しなければなりません。したがって，履修登録をし

ていない科目は，授業に出席し，また試験を受けても，当該科目の単位を修得することはできません。

　履修登録は，４ 月に前期開講科目，後期開講科目，集中講義科目，通年開講科目を登録します。また，９ 月に後期開講科目の変更登録期間が

あります。登録期間終了後に，学務システムから「履修登録確認通知書」をダウンロードし，登録結果を確認することができます。登録結果

確認日については「履修登録ガイド」及び掲示等で確認してください。

（3）履修科目を決める際の注意事項
１）科目の種類
① 必 修 科 目…… その学部・学科で必ず修得しなければならない科目をいいます。
② 選 択 必 修 科 目…… 指定された科目のうちから一定の単位数を必修とする科目をいいます。
③ 選 択 科 目…… 指定された科目のうちから自由に選んで履修できる科目をいいます。
④ 自 由 科 目…… 所属する学部の教育課程以外として取り扱われている科目で単位を修得しても卒業に必要な単位に充当できな

い科目をいいます。
その他，教育職員免許状を取得するための科目も開設されています。

 2）履修登録禁止事項
① 重 複 登 録…… 同一曜日・時限においては，１ 科目しか登録できません。
② 修 得 済 科 目…… 前年度までに単位を修得した科目は登録できません。
③ 上級年次開講科目…… 上級年次開講の科目は登録できません。
④ そ の 他…… 同一年度内で前期に履修登録し未修得であった科目を後期に履修登録することはできません

（許可されている科目を除く）。
 3）履修登録の制限

　学年ごとに定められた単位数の制限を超えて登録することはできません。

　ただし，前年度のGPAが 3.5 以上の場合，定められた単位数に加えて年間 ４単位多く登録することができます。

　（履修単位制限は「学部事項」のページを参照してください。）

 ４）履修調整科目

　履修者の人数調整を要する科目（少人数で実施されるゼミナール，情報処理科目，語学のコミュニケーション科目等）は，履修希望者の中

から抽選で受講許可者を決定し，履修登録が認められます。通常履修登録期間以前に申込期間が設定されますので，希望する科目を早めに決

定する必要があります。対象となる科目，申込期間は，毎年のガイダンス時に配付される資料，掲示板等で発表しますので注意してください。

（４）履修登録の手順
　「履修登録ガイド」を参照してください。また，オリエンテーション等で詳しく説明します。
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（５）副専攻制度
　副専攻制度とは自分の専門分野以外に，別の分野を学び視野を広げるために，他学部他学科の専門教育科目を修得するものです。特定の科

目群から所定の要件を満たすと「副専攻」として認定され，副専攻修了証書が交付されます。

　ただし， 副専攻ごとに，修了に必要な単位数等，条件が異なりますので， 希望する場合は所属学部の窓口で相談してください。

　副専攻一覧（令和 ６年 ４月 １日現在）
副専攻 履修対象者 科目開講学部

経営学 外国語学部生 経営学部
数学 理工学部生 理工学部
電気電子工学
材料機能工学
応用化学
機械工学
交通機械工学
メカトロニクス工学
社会基盤デザイン工学
環境創造工学
建築学
観光学 全学部生（除く、都市情報学部生） 都市情報学部
データサイエンス・AI（A） 法学部生、経営学部生、経済学部生、人間学部生、外国語学部生 都市情報学部
データサイエンス・AI（B） 理工学部生、農学部生、薬学部生 情報工学部

５  試験
　履修した授業科目については試験が行われます。試験の方法は，多くが筆記試験ですが，レポート試験，口述試験，実技試験，ノート・レポー
ト提出などによって行われる場合もあります。
　なお，他学部履修している科目の試験については，開講学部の試験制度が適用されます。事前に，他学部の試験制度を確認するようにして
ください。

（1）定期試験
　通常年 2 回，前期，後期の講義の終了後に実施する試験です。
　定期試験以外に授業時間内で試験を実施することがあり，これらの試験結果も成績評価に勘案される場合があります。

（2）追試験
　病気，就職試験等やむを得ない理由で，定期試験が受験できなかった場合に限り受験許可を得て受験できる試験です。
　追試験料：１科目につき 500 円
　ただし，インフルエンザ等の「学校感染症」に感染し，定期試験が受験できない場合に限り，追試験料は不要です。
　追試験の受験許可事由

事由 必要証明書
忌引 ３親等以内の血族または姻族 会葬の礼状等その事実を明らかにするもの

病気・けが 病院発行の診断書・入院証明書
（治療・療養期間の記載があること）

災害 罹災証明書
公共交通機関の不通・延着 該当交通機関発行の遅延証明書等
交通事故 通学時のみ 自動車安全運転センター発行の事故証明書
就職試験 就職試験受験が証明できるもの
公欠 公認・課外活動団体の対外試合 公欠願（承認を受けているもの）

学校感染症 インフルエンザ、
新型コロナウイルス感染症等

病院発行の診断書・入院証明書
（治療・療養期間の記載があること）

その他 他学部履修科目の重複等
天白キャンパスは学務センター【学部窓口】，八事
キャンパス・ナゴヤドーム前キャンパスは各事務室，
教職センター【教職・学芸員】で相談

（3）再試験
　定期試験の結果が不合格の者に行う試験です。
　試験実施の有無などの試験制度は，学部により異なりますので，各学部事項を確認してください。特に他学部履修している場合は，開講学
部の試験制度も確認してください。
　再試験料：１科目につき １,000 円

（４）追試験・再試験受験申込手続
　申し込みをしていない場合は受験できませんので，必ず申し込み期間内に手続きをしてください。
　なお，学部によっては受験申込書購入前に，申込書提出先で受験資格を確認する必要があります。ご注意ください。
１）提出書類

　　・受験申込書
　　・必要証明書（追試験の場合のみ）
 2）受験申込書の入手方法
　　・試験料が必要な場合
　　　学内証明書発行機より申込書を購入
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　　・試験料が不要な場合（学校感染症に感染した場合のみ）
　　　統合ポータルサイトにて案内を確認してください。

3）提出先
　　天白キャンパスは学務センター【学部窓口】，八事キャンパス・ナゴヤドーム前キャンパスは各事務室，教職センター【教職・学芸員】

（５）受験の資格
１）次の各事項のいずれかに該当する者は，受験できません。

　①追・再試験に必要な手続きをしなかった者
　②学費の未納入者
　③試験開始後，正当な理由なく試験時間の 20 分を超えて遅刻した者
 2）次の各事項のいずれかに該当する者は，受験できないことがあります。
　①授業科目担当者が受験を認めない者
　　(a)　授業科目の出席日数が，授業日数の 2/3 に満たない者
　　(b)　レポート・課題などを提出していない者
　②試験監督者の指示に従わない者
　③試験において不正行為をした者

（６）欠格制度
　欠格制度とは，授業科目の出席日数が，授業日数の 2/3 に満たない者やレポート・課題などを提出していない者に対して，授業科目担当者
が試験受験資格を認めないことがある制度です。
　この場合は，試験を受けたとしても，評価は試験成績一覧表に“欠格”と記載されます。また，追試験および再試験についても受験できま
せん。したがって，その授業科目の単位は修得できません。
　欠格とならないように，講義には意欲的に参加し，課題などは提出するようにしてください。

（7）受験上の注意事項 ※下記の事項は学部により異なる場合があるため，詳細は各学部に問い合わせてください。

１）学生証（または仮受験票）の写真が見えるように，常時机上に置くこと。
2）追・再試験を受験する者は，追・再試験受験票を学生証（または仮受験票）とともに，机上に置くこと。
3）受験する者は，横は一人分あけ，縦は前にそろって着席すること。
４）机上番号等により席が指定されている場合は，自分の指定された場所に着席すること。
5）筆記用具（下敷使用は不可）および持ち込みが許可されたノート，書籍類等以外は，すべてかばん等に納めること。
６）筆記用具，ノート，書籍類一切の貸借は禁止のこと。
７）試験場では，携帯電話等の電源を切り，かばん等に納めること。
8）机上および持ち込みが許可された物への書き込みは消しておくこと。
９）答案用紙は，学部・学科・年次（セメスター）・クラス・学籍番号・氏名をペンまたはボールペンで記入のうえ，すべて試験監督者に提

出すること。
１0）試験開始後 30 分以内は退場することはできない。
１１）試験終了前 5 分以降は退場することはできない。
１2）試験場内においては，試験監督者の指示に従うこと。
１3）不正行為をした場合は，その期の全科目（集中講義を含む）の単位を無効とするなどの処分となります。詳細は「試験における不正行

為に関する内規」を参照してください。
１４）暴風特別警報または暴風警報，災害および交通機関のストライキなどに伴う試験の取り扱いは，１ − 2４ 〜 １ − 25 ページを参照してく
ださい。

試験における不正行為に関する内規（抜粋）
（趣旨）

第 １ 条　この内規は，教務規程第 １3 条第 2 項に基づき，試験における不正行為の取扱いに関して必要な事項を定めるものとする。
（不正行為）

第 2 条　不正行為とは，次に掲げる行為をいう。
（ １ ）他人の学生証又は仮受験票を用いて受験させ，又は受験すること。
（ 2 ）氏名を偽って受験させ，又は受験すること。
（ 3 ）いわゆるカンニングペーパー等を所持又は使用すること。
（ ４ ）あらかじめ机又は持ち込みを許可された物品（筆記用具，学生証，辞書等）に書き込みをすること。
（ 5 ）持ち込みを許可していない物品を所持し，又は見ること。
（ ６ ）答案を交換したり，他の受験者の答案を見たり，又は自分の答案を他の受験者に見せたりすること。
（ ７ ）答案の内容を他の受験者に聞いたり，又は自分の答案の内容を他の受験者に話したりすること。
（ 8 ）持ち込みを許可された物品を他の受験者に見せたり，又は貸借すること。
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（ ９ ）試験時間中に持ち込みを許可されていない携帯電話等通信機器を使用すること。
（１0）不正行為を行う者を教唆又はほう助すること。
（１１）その他不正の事実が歴然とした行為を行うこと。
（不正行為と認定されることがある行為）

第 3 条　次に掲げる行為は，不正行為と認定されることがある。

（ １ ）試験時間中に，携帯電話等をかばん等にしまわず，身に付けていたり手に持っていること。

（ 2 ）試験時間中に，携帯電話や時計等の音（着信，アラーム，振動音等）を鳴らすなど，試験の進行に影響を与えること。

（ 3 ）試験場において他の受験者の迷惑となる行為をすること。

（ ４ ）その他試験の公平性を損なうおそれのある行為をすること。

（不正行為者の取扱い等）

第 ４ 条　不正行為を行った者に対しては，その期に受講した全科目（通年科目及び集中講義科目を含む。）の単位を無効とする。ただし，

学部等が指定する科目は除く。

②　不正行為は，学生懲戒規程第２条第４号に該当する行為として，懲戒手続を開始するものとする。

③　他学部履修等の試験で不正行為を行った者は，所属学部で取り扱う。

（8）仮受験票
仮受験票は，試験当日に学生証を持参しなかった者に発行されます。
①交付の願い出
・仮受験票の交付を必要とする者は，本人が，天白キャンパスは学務センター【教務】，八事キャンパス・ナゴヤドーム前キャンパス

は各事務室に願い出てください。
②交付許可
・交付許可は，年度内に 2 回を限度とします。
・仮受験票の有効期間は，交付された日の当日に限ります。
③返還
・仮受験票の交付を受けた学生は，当日の受験終了後，速やかに天白キャンパスは学務センター【教務】，八事キャンパス・ナゴヤドーム前キャ

ンパスは各事務室へ返還してください。
・仮受験票を同日中に返還しない場合は，当該試験科目を無効にすることがあります。
・仮受験票を返還しない場合は，以後の交付を行いません。
※仮受験票を不正に使用した場合は，不正行為とみなします。

（９）試験時間
試験時間は次のとおりです。

（10）成績の評価
１）授業科目の成績は，シラバスの評価基準・方法に基づいた総合評価により算出された，１00 点満点の点数評価です。

2）総合評価の結果，合格と判定された科目については，所定の単位を修得したことになります。

3）すでに修得した科目の単位の取り消しはできません。したがって，一度合格の判定を受けた科目を再度履修登録することや再度試験を

受けることはできません。

 ４）授業科目担当者が定期試験受験を認めない場合，欠格という評価が記載されます。

（11）成績発表
１）成績発表方法

学務システムから「試験成績一覧表」をダウンロードすることにより試験結果を確認することができます。発表日については学務シス

テムおよび掲示でお知らせします。

 2）成績質疑

成績についての質疑申請は，期間を定めて行います。期間外の質疑は受け付けいたしませんので，必ず掲示などに注意して期間中に申

【定期試験】
試験時間（９0 分以内）

１ 時 限 ９:１0 〜 １0:４0
2 時 限 １0:50 〜 １2:20
3 時 限 １3:１0 〜 １４:４0
４ 時 限 １４:50 〜 １６:20
5 時 限 １６:30 〜 １8:00
６ 時 限 １8:１0 〜 １９:４0
７ 時 限 １９:50 〜 2１:20

法学部，経営学部，
経済学部，理工学部，
農学部，都市情報学部，
人間学部，外国語学部，
情報工学部，
教職・学芸員課程

【追・再試験】
試験時間（６0 分）

１ 時 限 ９:00 〜 １0:00
2 時 限 １0:１5 〜 １１:１5
3 時 限 １１:30 〜 １2:30
４ 時 限 １3:20 〜 １４:20
5 時 限 １４:35 〜 １5:35
６ 時 限 １5:50 〜 １６:50
７ 時 限 １７:05 〜 １8:05
8 時 限 １8:20 〜 １９:20
９ 時 限 １９:35 〜 20:35

薬学部【定期試験／追・再試験】
試験時間（６0 分）

１ 時 限 ９:00 〜 １0:00
2 時 限 １0:１5 〜 １１:１5
3 時 限 １１:30 〜 １2:30
４ 時 限 １3:20 〜 １４:20
5 時 限 １４:35 〜 １5:35
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し出てください。

（12）学業成績
（１）成績評価基準について

評　　価 基　　　準 点　　数
S 授業目標の水準を十分に達成でき，際立っている １00 〜 ９0
A 授業目標の水準を十分に達成できている 8９ 〜 80
B 授業目標の水準を概ね達成できている ７９ 〜 ７0
C 授業目標の最低限の水準を達成できている ６９ 〜 ６0
F 授業目標の最低限の水準を達成できていない 5９ 〜 0

（2）試験成績一覧表の表記について

点　　　数 一覧表表記

※ １期末レポートの未提出者もここに含まれます。
※ 2 講義時レポート・課題などを提出していない者もここに

含まれます。

合　　格
１00 〜 ６0 点 素点（１00 〜 ６0 点）

認　定 Ｎ

不 合 格
5９ 点以下 素点（5９ 〜 0 点）

試験欠席 ※ １ 欠　席
出席日数不足 ※ 2 欠　格

（3）成績証明書の記載について

成績証明書には，合格した授業科目のみが評価（Ｓ〜Ｃ・Ｎ）とともに記載されます。

点　　　数 評　 価

合　　格

１00 〜 ９0 点 Ｓ
 8９ 〜 80 点 A
 ７９ 〜 ７0 点 B
 ６９ 〜 ６0 点 C

認　定 N

（13）GPA制度
GPA（Grade Point Average）とは，履修登録科目の成績評価基準を点数化した GP（Grade Point）を科目の総単位数で割った

ものです。

下記の （１）GP換算方法，　（2）GPA算出式によります。

GPAが学部で定める基準に達していない場合は，履修指導等を行います。

また，GPA が著しく低い場合は，退学勧告を行うことがあります。

なお，不合格科目を再履修し単位を修得した場合でも，不合格となった過去の成績も GP=0 として通算 GPA に算入されます。

（１）GP換算方法

１00 〜 ９5 点＝ ４.3，９４ 〜 ９0 点＝ ４.0，8９ 〜 8７ 点＝ 3.７，8６ 〜 83 点＝ 3.3，82 〜 80 点＝ 3.0，７９ 〜 ７７ 点＝ 2.７，

７６ 〜 ７3 点＝ 2.3，７2 〜 ７0 点＝ 2.0，６９ 〜 ６７ 点＝ １.７，６６ 〜 ６3 点＝ １.3，６2 〜 ６0 点＝ １.0，5９ 点以下・欠席・欠格＝ 0

（2）GPA算出式

GPA＝ 
（科目の単位数×その科目のGP）の合計

履修登録科目の総単位数 ※ １

※ １　認定科目，自由科目および教職センターで開講される教職課程科目・学芸員課程科目等は含みません。
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６  暴風特別警報または暴風警報・災害時の授業及び試験
　天白キャンパス・八事キャンパスおよびナゴヤドーム前キャンパスにおいては名古屋市に，附属農場においては春日井市または名古屋市に

暴風特別警報または暴風警報が発令された場合やその他の災害時の場合の授業および試験は，それぞれ次のように取り扱います。

（1）暴風特別警報または暴風警報の場合
1　授業の場合

7 : 00 8 : 00 9 : 00 10 : 00 11 : 00 12 : 00 13 : 00 14 : 00 15 : 00 16 : 00 17 : 00 18 : 00 19 : 00 20 : 00 21 : 00

午前7時前に解除
1時限目（9：10～）から講義を実施

午前7時以降午前 10 時前に解除
3時限目 (13：10～) から講義を実施

午前 10 時以降午後3時前に解除
6時限目 (18：10～) から講義を実施

午後3時以降に解除
全時限休講

暴風特別警報または
暴風警報発令時間帯
講義を実施する時限
休講する時限

※午前 ７ 時以降に発令した場合は，直ちに休講

2　試験の場合

7 : 00 8 : 00 9 : 00 10 : 00 11 : 00 12 : 00 13 : 00 14 : 00 15 : 00 16 : 00 17 : 00 18 : 00 19 : 00 20 : 00 21 : 00

午前7時現在発令中
午後6時以前実施の試験は延期
午後3時前に解除されれば，午後6時以降実施の試験は実施

午前7時以降午後3時前に発令
直ちに中止
午後6時以前実施の残りの試験は延期
午後3時前に解除されれば，午後6時以降実施の試験は実施

午後3時現在発令中
午後6時以前実施の試験は延期
午後6時以前実施の残りの試験は延期

午後3時以降に発令
直ちに中止
残りの試験は延期

午前7時以降午後3時前に解除
午後6時以前実施の試験は延期
午後6時以降実施の試験は実施

暴風特別警報または
暴風警報発令時間帯

試験を延期する時間帯

試験を実施する時間帯

試験を実施する可能性
のある時間帯
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（2）災害の場合
　災害等（地震，風水害，雪害，広域停電および落雷）の緊急事態が発生し，授業および試験に支障があると判断した場合は，その都度，

学務システムや本学ウェブサイトにて掲載しますので，これに従ってください。

7  大規模地震に関する注意情報の発表及び警戒宣言が発令された場合

（1）南海トラフ地震に関する注意情報が発表された場合の対応
１）注意情報が発表された場合は，休講とします。

2）大学内にいる場合は速やかに帰宅してください。自宅にいる場合は待機してください。

3）交通機関の不通等で帰宅が困難な場合は，大学で待機し，大学からの情報に基づき行動してください。

（2）南海トラフ地震に関する注意情報が発表された後，警戒宣言が発令されなかった場合の対応
１）警戒宣言が発令されなかった場合は，翌日から講義を行います。

2）警戒宣言が発令されなかったことを確認してから登校してください。

（3）警戒宣言が発令された場合の対応
１）警戒宣言が発令された場合は，休講とします。

2）警戒解除宣言が発せられた場合は，翌日から講義を行います。

3）警戒解除宣言が発せられたことを確認してから登校してください。

8  交通機関がストライキを実施している場合の授業及び試験
　交通機関のストライキとは，通学圏内の交通機関が全面運休，またはこれに近い状態であることをいいます。この場合の授業および試験は，

それぞれ次のように取り扱います。

（1）授業の場合
　ＪＲ東海（東海道線・中央線・関西線）・近鉄・名鉄・名古屋市の交通機関（市バス・地下鉄）のうち，いずれかがストライキを実施して

いる場合の授業は次のように取り扱います。

解　除　時　刻 授業開始時限

午前 ７ 時前に解除 １ 時限目から実施

午前 ７ 時以後午前 １0 時前に解除 3 時限目から実施

午前 １0 時以後午後 2 時前に解除 ６ 時限目から実施

午後 2 時以後に解除 全 時 限 休 講

（2）試験の場合
　ＪＲ東海（東海道線・中央線・関西線）・近鉄・名鉄・名古屋市の交通機関（市バス・地下鉄）のうち，いずれかがストライキを実施して

いる場合の試験は次のように取り扱います。

解 除 時 刻 試験取扱措置

午前 ６ 時前に解除 予定どおり実施

午前 ６ 時以後午後 2 時前に解除 午後 ６ 時以前実施の試験を延期

午後 2 時以後に解除 午後 ６ 時以後実施の試験を延期
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Ⅳ．教職課程・学芸員課程
1  教職課程【学部】

（1）本学で取得できる免許状の種類
（2）大学で教員免許状を取得するためには
（3）教職課程の登録について

2  学芸員課程【学部】
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教職課程・学芸員課程Ⅳ

1 教職課程【学部】
　教育職員免許状取得希望者は，教育職員免許法に従い，教職センター及び各学部で開講する「教職に関する科目」・「教科に関する科目」・「教
科又は教職に関する科目」・「日本国憲法」「体育」「外国語コミュニケーション」「数理，データ活用及び人工知能に関する科目又は情報機器
の操作」等を履修し，所定の単位を修得した場合，次の免許状が取得できます。

（1）本学で取得できる免許状の種類

学　部 学　科
校 種 と 免 許 教 科 ※

中 学 校 教 諭
一 種 免 許 状

高 等 学 校 教 諭
一 種 免 許 状

法 学 部 法 学 科 社 会 地 理 歴 史
公 民

経 営 学 部
経 営 学 科

− 商 業
国 際 経 営 学 科

経 済 学 部
経 済 学 科

社 会
地 理 歴 史
公 民
商 業産 業 社 会 学 科

理 工 学 部

数 学 科 数 学 数 学
情 報

電 気 電 子 工 学 科

理 科 理 科
工 業

材 料 機 能 工 学 科
応 用 化 学 科
機 械 工 学 科
交 通 機 械 工 学 科
メ カ ト ロ ニ ク ス 工 学 科 − 工 業環 境 創 造 工 学 科
社 会 基 盤 デ ザ イ ン 工 学 科 理 科 理 科

工 業建 築 学 科

農 学 部
生 物 資 源 学 科

理 科 理 科
農 業応 用 生 物 化 学 科

生 物 環 境 科 学 科

都市情報学部 都 市 情 報 学 科 − 公 民
情 報

人 間 学 部 人 間 学 科 社 会
英 語

地 理 歴 史
公 民
英 語

外 国 語 学 部 国 際 英 語 学 科 英 語 英 語

情 報 工 学 部 情 報 工 学 科 − 情 報
工 業

※免許状の正式名称は「中学校教諭一種免許状（教科名）」，「高等学校教諭一種免許状（教科名）」です。
例：中学校教諭一種免許状（社会），高等学校教諭一種免許状（地理歴史）

（2）大学で教員免許状を取得するためには
1）教育職員免許法の定めについて
　教育職員免許状を取得するために必要な基準，要件等は，「教育職員免許法」，「教育職員免許法施行規則」等に，免許状の種類ごとに定め
られています。
　希望する教育職員免許状を取得するためには，これらの法律に定められている，基準，要件，修得が必要な科目及び単位数等を充足する
必要があります。
2）教員免許状を取得するための要件について
①基礎資格及び取得が必要な単位数について：教育職員免許法第 5条

第 １欄 免許状の種類
中学校教諭 高等学校教諭

専修免許状 一種免許状 専修免許状 一種免許状

第 2欄 基礎資格 修士の学位 学士の学位 修士の学位 学士の学位

第 3欄 大学において修得することが必要とする単位数 83 5９ 83 5９
※専修免許状に係る第 ４ 欄に定める単位数のうち一種免許状に係る同欄に定める科目の単位数を差し引いた単位数について
は、 大学院の課程において修得するものとする。 

教職課程及び学芸員課程の詳細内容は，５ 教職課程事項 ・ 学芸員課程事項 に掲載してあります。
ここでは概要の説明をします。
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②　大学で取得が必要な単位数について：教育職員免許法施行規則第 ４条及び第 5条

第 １欄 教科及び教職
に関する科目 各科目に含めることが必要な事項

中学校教諭（第４条） 高等学校教諭（第5条）
専　修
免許状

一　種
免許状

専　修
免許状

一　種
免許状

第 2欄
教科及び教科
の指導法に関
する科目

教科に関する専門的事項
28 28 2４ 2４

各教科の指導法 （情報通信技術の活用を含む。） 8 8 ４ ４

第 3 欄
教育の基礎的
理解に関する

科目

教育の理念並びに教育に関する歴史及び思想

１0 １0 １0 １0

教職の意義及び教員の役割・職務内容 （チーム学校運営への対応を含む。） 
教育に関する社会的、 制度的又は経営的事項 (学校と地域との連携及び学校
安全への対応を含む。） 
幼児、 児童及び生徒の心身の発達及び学習の過程

特別の支援を必要とする幼児、 児童及び生徒に対する理解

教育課程の意義及び編成の方法 （カリキュラム・マネジメントを含む。） 

第 ４ 欄

道徳、 総合的
な学習の時間
等の指導法及
び生徒指導、 
教育相談等に
関する科目

道徳の理論及び指導法

１0 １0 8 8

総合的な学習の時間の指導法※

特別活動の指導法

教育の方法及び技術 

情報通信技術を活用した教育の理論及び方法

生徒指導の理論及び方法

進路指導及びキャリア教育の理論及び方法

教育相談 （カウンセリングに関する基礎的な知識を含む。） の理論及び方法

第 5欄 教育実践に
関する科目

教育実習 5 5 3 3

教職実践演習 2 2 2 2

第 ６ 欄 大学が独自に
設定する科目 28 ４ 3６ １2

法令上の必要単位数 83 5９ 83 5９
　※高等学校教諭専修免許状及び高等学校教諭一種免許状に対応する事項は，「総合的な探究の時間の指導法」です。

③　大学で取得が必要な単位数 「教育職員免許法施行規則第 ６６ 条の ６に定める科目」 について

④　その他必要な要件「介護等の体験」について
　「小学校及び中学校の教諭の普通免許状授与に係る教育職員免許法の特例等に関する法律施行規則（＝特例法）」の定めにより，中学校
教諭免許状取得予定者は，法令で定める施設における ７日間の介護等体験が必要とされています。
　詳細は，『４．介護等体験』に記載されています。

⑤　「高等学校教諭一種免許状（工業）」のみを対象とした取得方法「特例方法」について
　高等学校教諭（工業）の普通免許状の授与を受ける場合，「教育職員免許法施行規則第 5条備考第 ６」の定めにより，「教育職員免許法第
5条」の規定にかかわらず，同数の単位数修得をもって，これに替えることができます。
教育職員免許法施行規則第 5条備考第 ６
　工業の普通免許状の授与を受ける場合は，当分の間，各教科の指導法に関する科目，教諭の教育の基礎的理解に関する科目等（専修免
許状に係る単位数については，免許法別表第 １ 備考第 ７ 号の規定を適用した後の単位数）の全部又は一部の単位は，当該免許状に係る教
科に関する専門的事項に関する科目について修得することができる。 

取得する免許状の種類　
　科目区分

科目名称

中学校教諭 高等学校教諭
専　修
免許状

一　種
免許状

専　修
免許状

一　種
免許状

教育職員免許法施行規則
第 ６６ 条の ６に定める科目区分

日本国憲法 2 2 2 2

体育 2 2 2 2

外国語コミュニケーション 2 2 2 2

数理・データ活用及び人工知能に関する科目又は情報機器の操作 2 2 2 2
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教科及び教職に関する
科目 各科目に含めることが必要な事項

「教育職員免許法施行規則第 5条備考第 ６」
により取得する方法

授業科目 特例方法 １
（一括申請）

特例方法 2
（個人申請）

教科及び教科の指導法
に関する科目

教科に関する専門的事項 各学科で開設する科目☆

「理工学概論」
「職業指導論」

「工業科教育法」
「工業科指導法」

「教育原論」
「教職入門」

「教育心理学」
「教育課程論」

「教育方法・技術
論（情報通信技
術の活用含む）」
「生徒・進路指
導論」を含めて
59単位以上
修得する

「理工学概論」
「職業指導論」を
含めて59単位
以上修得する

各教科の指導法（情報通信技術の活用を含む。）
工業科教育法

工業科指導法

教育の基礎的理解に関
する科目

教育の理念並びに教育に関する歴史及び思想 教育原論
教職の意義及び教員の役割・職務内容 （チーム学校運営へ
の対応を含む。） 教職入門

教育に関する社会的、 制度的又は経営的事項 (学校と地域
との連携及び学校安全への対応を含む。） 教育行政論

幼児、 児童及び生徒の心身の発達及び学習の過程 教育心理学

特別の支援を必要とする幼児、 児童及び生徒に対する理解 特別支援教育論
教育課程の意義及び編成の方法 （カリキュラム・マネジメ
ントを含む。） 教育課程論

道徳、 総合的な学習の
時間等の指導法及び生
徒指導、 教育相談等に

関する科目

総合的な探究の時間の指導法 特別活動と総合的な学習
の時間の指導法特別活動の指導法

教育の方法及び技術 教育方法・技術論
（情報通信技術の活用含む）情報通信技術を活用した教育の理論及び方法

生徒指導の理論及び方法
生徒・進路指導論

進路指導及びキャリア教育の理論及び方法
教育相談 （カウンセリングに関する基礎的な知識を含む。） 
の理論及び方法 学校教育相談

教育実践に関する科目
教育実習 教育実習Ⅱ教育実習指導

教職実践演習 教職実践演習
大学が独自に設定する

科目
※☆は、 各学科で開講されている 「教科に関する専門的事項」 で必修科目の「理工学概論」「職業指導論」を修得する必要があります。 
※【特例方法 2】により教員免許状を取得する場合， 教育委員会への免許状授与の申請手続きは 『個人申請』 が必要です。 

（3）教職課程の登録について
教職課程に関する履修方法およびその登録手続き等の詳細は，教職課程オリエンテーションにて説明します。

　※教職課程の新規登録時に履修費を納入しなければなりません。
教職履修費：５５,６00 円

　なお，その他に教育実習・介護等体験等の費用が必要になる場合があります。

2 学芸員課程【学部】
　学芸員とは，博物館（動植物園・水族館・科学館・美術館・資料館等を含む）において，資料の収集・管理，調査研究，展示，普及教育な
どの専門的事項を担当するために，博物館に置くことが義務付けられている専門職の資格です。
　本学において，学芸員資格を取得できる学部・学科は，次のとおりです。

学　　部 学　　科
法 学 部 法学科
経 営 学 部 経営学科，国際経営学科
経 済 学 部 経済学科，産業社会学科

理 工 学 部
数学科，電気電子工学科，材料機能工学科，応用化学科，機械工学科，
交通機械工学科，メカトロニクス工学科，
社会基盤デザイン工学科，環境創造工学科，建築学科

農 学 部 生物資源学科，応用生物化学科，生物環境科学科
都 市 情 報 学 部 都市情報学科
人 間 学 部 人間学科
外 国 語 学 部 国際英語学科
情 報 工 学 部 情報工学科

　この学芸員資格を得るためには，博物館法に基づき，学芸員課程で開講する「博物館に関する科目（必修科目）」および各学部が開講する「専
門分野に関する科目（選択科目）」を履修し，必要な単位を修得しなければなりません。
　学芸員課程に関する履修方法およびその登録手続き等の詳細は，学芸員課程のオリエンテーションにて説明します。
　※学芸員課程の新規登録時に履修費を納入しなければなりません。　
学芸員履修費：30,000 円

　なお，その他に博物館実習費が必要になる場合があります。
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Ⅴ．科目等履修生・研究生・単位互換履修生
1  制度の種類
2  各種制度の概要

（1）科目等履修生について
（2）研究生について
（3）単位互換履修生について

※在学中は単位互換履修生以外の制度を利用することができません。
卒業後または大学院進学時の参考としてください。
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科目等履修生・研究生・単位互換履修生Ⅴ
1 制度の種類

（１）科目等履 修 生…正規の学生以外として特定の授業科目について履修することができる制度です。
（2）研　　究　　生…研究生とは，学部や研究科で指導教員のもと，特定の専門事項について研究に従事する制度です。

研究生の制度で本学より学位や単位が与えられることはありません。
（3）単位互換履修生…名城大学に在籍しながら愛知県内の国・公・私立の他大学で開講される授業を受けることができる制度です。この制

度は，愛知学長懇話会による運営に基づいて行われ，本学においては 2 年生以上の在学者が申込みできます。ただし，
履修にはさまざまな条件があり，また，履修することで本学での授業や進級・卒業に影響が出る恐れがあります。受
講を希望する場合は，慎重に検討して申し込む必要があります。

2 各種制度の概要
（1）科目等履修生について
＜出願の資格＞
１）学部開講科目については特に資格の制限はありません。

　2）研究科開講科目については修業年限 ４ 年以上の大学を卒業した者，または本学大学院においてそれと同等以上の学力があると認められた
者に限ります。

　3）教育職員免許法に基づく教育職員免許状の取得を目的とする者または学芸員課程その他国家試験等の資格取得を目的とする者は，そのた
めに必要な基礎資格を備えた，本学卒業生のみとします。

４）外国籍の方が出願する場合は，在留資格を取得・維持できる方とします。

＜出願上の注意事項など＞
１）科目等履修生が，１ 年間（年度内）に履修できる単位数は，学部は 30 単位以内，研究科は １2 単位以内です。

　2）科目等履修生の履修期間は，入学を許可された日からその年度の末日までとします。
　3）科目等履修生には，身分証を交付します。
４）科目等履修生には，本人の求めにより，履修期間終了後に「単位修得証明書」等（有料）の発行が可能です。

　5）科目等履修生には，学割，通学証明書は適用されません。
６）科目等履修生は，出願後，定員等の関係で，受講制限および受入れができない授業科目が出ることがあります。また，正規生の履修者数

等によっては，開講しない場合もありますので，ご了承ください。

（2）研究生について
＜出願の資格＞
　専門事項について研究を希望する者で，次のいずれかに該当する者に限ります。
　1 修業年限 ４ 年以上の大学を卒業した者（大学院研究生においては修業年限 2 年以上の大学院を修了した者）。
　2 本学において，修業年限 ４ 年以上の大学を卒業した者（大学院研究生においては修業年限 2 年以上の大学院を修了した者）と同等の学力

があると認められた者。

＜出願上の注意事項など＞
　1 研究生については，本学に支障がない場合に限り，受入れを許可することになっておりますが，出願前にあらかじめ指導を希望する教員

の承諾を得ておく必要があります。
なお，出願前に予備審査を行う場合がありますので，天白キャンパスは学務センター【教務】，八事キャンパス・ナゴヤドーム前キャン
パスは各事務室で確認してください。

　2 研究生の研究期間は，原則として １ 年です。ただし，後期入学者については，後期の期間（９ 月 １４ 日〜 3月 3１ 日）のみも可能です。なお，
引き続き研究の必要がある場合に限り，更に １ 年以内を限度として研究期間を延長することができます。

　3 研究生には，身分証を交付します。
　4 研究生は，研究期間の終了に際して，｢研究報告書｣ の提出が義務付けられています。
　5 研究生は，｢研究内容証明書｣ 等（有料）を求めることができます。
　6 研究生には，学割，通学証明書は適用されません。
　7 その他，詳しくは天白キャンパスは学務センター【教務】，八事キャンパス・ナゴヤドーム前キャンパスは各事務室で相談してください。

（3）単位互換履修生について
＜出願の資格＞
　本学が協定する愛知県内の国・公・私立の他大学の在学生に限ります。

＜入学検定料・履修料＞
　単位互換履修生の入学検定料・履修料は徴収しません。ただし，教材費等実費が必要となります。



1 ― 33

Ⅵ．学務システム，
事務の取り扱い，各種制度，マナー

 1  学務システム
 2  事務内容（学生関係の主要事務）

（1）学務センター・薬学部事務室・ナゴヤドーム前キャンパス事務室
（2）保健センター・学生相談室
（3）障がい学生支援センター
（４）キャリアセンター
（５）国際化推進センター
（６）附属図書館
（7）グローバルプラザ
（8）ラーニングコモンズ

 3  学生への連絡など
（1）掲示（掲示板，学務システム）
（2）メール
（3）電話，郵便物

４  各種証明書の発行等について
（1）各種証明書の交付要領
（2）学生証再発行
（3）卒業後の各種証明書発行について
（４）通学証明書（通学定期券）
（５）学校学生生徒旅客運賃割引証（学割証）
（６）学生団体旅行証明書

５  奨学金制度
（1）名城大学　学内奨学生
（2）高等教育の修学支援制度（文部科学省）・日本学生支援機構（JASSO）給付奨学生
（3）日本学生支援機構（JASSO）貸与奨学生
（４）都道府県・市町村・民間奨学団体奨学生

６  定期健康診断の実施について
 7  学生教育研究災害傷害保険・医療費補助

（1）学生教育研究災害傷害保険
（2）医療費補助

 8  学内で守るべきマナーについて
（1）キャンパス内で守ること
（2）授業に際して教室で守ること

９  自動車通学の全面禁止について
10 自転車通学（ナゴヤドーム前キャンパス）について
11 バイクや自転車の自己管理について
12 貴重品の盗難防止について
13 ソーシャル・ネットワーキングサービスへの投稿について
1４ 学内全面禁煙について
1５ 名城大学の環境保全に関わる取り組みについて

（1）本学の環境対策
（2）名城大学環境方針
（3）取り組み目的・目標および行動
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学務システム，事務の取り扱い，各種制度，マナーⅥ

（1） 学務システムとは
　名城大学では，学生がより良いキャンパスライフを送るためのサポートとして，様々な情報をパソコンや携帯電話を利用して受信するシス

テムを導入しています。機能や利用方法などを理解し，有効に利用してください。

学務システム（月〜土，７：00 〜 22：30）では，次のような機能が利用できます。

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

①メッセージ受信一覧，メッセージ転送設定，キャビネット一覧

②教務掲示一覧，My時間割

③履修登録，PDFダウンロード（履修登録確認表，試験成績一覧表のダウンロード）

④健康診断結果照会

⑤アンケート回答，新規申請，申請状況照会等

⑥出席確認

⑦シラバス検索，教員から検索，カリキュラムから検索，キーワード検索

⑧スケジュール登録，名城大学カレンダー

　※講義担当者からの次回講義における連絡事項や休講・補講案内等，個人の履修登録，就職の手引きなどの情報や就職ガイダンスの開催

　　通知や試験時間割表・試験座席表発表などの掲示板がわりの機能があります。

（2） ログイン方法
　詳細については，履修登録ガイドをご確認ください。

1 学務システム
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　大学は，学生の皆さんが充実した学生生活等を送ることができる環境を整えています。このため天白キャンパスは学務センター，八事キャ

ンパス・ナゴヤドーム前キャンパスは各事務室を設け，日常的に支えるだけでなく，キャリアセンターなど多くの部局で学生生活を支えるため

に業務を行っています。

各窓口取り扱いに関する共通の注意事項
１．日曜，国民の祝日に関する法律による休日（授業が実施される日を除く），および入試期間は，窓口事務取扱いは行いません。
2．夏季・年末年始休業期間中には，一斉休業日がありますので掲示に注意してください。
3．天白キャンパスは学務センター，八事キャンパス・ナゴヤドーム前キャンパスは各事務室およびその他の部局への電話による問い

合わせなどには，一切応対しません。疑義が生じた場合は，自身が直接出向いて確認してください。
４．学生のカウンター内への立入りは，許可された場合を除き禁止していますので，用件は，全てカウンター窓口を利用してください。

（1）学務センター・薬学部事務室・ナゴヤドーム前キャンパス事務室

開室時間（行事等により，変更になる場合があります。）

キャンパス 建物 階 部署 窓口 曜日 時間

天白 タワー７5
3

学務センター
各学部・研究科 月〜金 8:50〜１７:20

教務 月〜金 8:50〜１７:20
証明書 月〜金 8:50〜１8:30 ※１

教職センター 教職・学芸員 月〜金 8:50〜１8:30 ※2

４ 学務センター
学生活動・生活支援 月〜金 8:50〜１8:30 ※2
総合学術研究科 月〜金 8:50〜１７:20

八事 新 １ 号館 １ 薬学部・研究科事務室 月〜金 8:50〜１７:20

ナゴヤドーム前 西館 １ 事務室 各学部・研究科 月〜金 8:50〜１７:20
学生支援・キャンパス庶務

※１ 時期によって変更する場合があります。
※2 授業，定期試験期間以外は8:50〜１７:20の取扱いになります。

2 事務内容 （ 学生関係の主要事務 ）
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　主な業務内容は次の通りです。天白キャンパスでは学務センター（タワー７5・3 階または ４ 階），八事キャンパスでは事務室で行います。
なお【　】内は学務センターの各窓口を示します。

《 配 置 図（天 白）》

タワー 7５・４ 階
【学生活動】

①課外活動，課外活動団体に関すること
②課外活動団体の援助に関すること
③スポーツ用具等の貸出しなどに関すること
④学生相談に関すること
⑤学生の拾得物，遺失物に関すること
⑥学生の事故，災害対策及び連絡に関すること
⑦学生の賞罰に関すること
⑧学生の補導に関すること
⑨学生教育研究災害傷害保険に関すること

【生活支援】
①通学証明に関すること
②奨学金に関すること
③厚生施設の利用に関すること
④学生のアルバイト・アパートなどの紹介に関すること

【強化クラブ】
①特別強化・強化・準強化クラブに関すること

【総務】
①講義室等の管理及び学外諸団体への貸出しに関すること
②講義室の AV 機器に関すること

タワー 7５・3 階
【各学部】

①試験・成績に関すること
②単位認定・進級判定・卒業判定に関すること
③履修相談・登録に関すること
④授業（休講・補講）に関すること
⑤卒業論文に関すること
⑥学籍異動（休学・復学・退学・再入学等）に関すること
⑦学費の延納手続きに関すること
⑧学生便覧に関すること
⑨シラバスに関すること
⑩教材印刷に関すること
⑪教育課程（カリキュラム）に関すること
⑫時間割に関すること

【各研究科】（総合学術研究科のみ ４ 階）
①各研究科に関すること

【教職・学芸員】
①教員免許状取得にかかる教職課程に関すること
②学芸員資格取得にかかる学芸員課程に関すること
③教職課程・学芸員課程の履修・試験・単位等に関すること

【教務】
①身分（入学・卒業）に関すること
②学生証・身分証に関すること
③住所・氏名・本籍・保証人等に関すること
④仮受験票発行に関すること
⑤科目等履修生・研究生に関すること

【証明書】
①証明書・学割証に関すること
② TOEIC IP テストに関すること

3階配置図

○A 入口 ○B 入口 入口
入口○C 入口

4階配置図
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　ナゴヤドーム前キャンパス事務室の主な業務内容は次の通りです。なお，【　】内は各窓口を示します。

窓口配置図

入口

カ
ウ
ン
タ
ー

学生支援・
キャンパス庶務 窓口

都市情報学部
都市情報学研究科 事務窓口

証明書
自動発行機

人間学部
人間学研究科 事務窓口

外国語学部 事務窓口

キャリアセンター
就職・進路支援窓口

社会連携センター

《 配 置 図（ナゴヤドーム前）》

【社会連携センター】
社会連携センターは地域の皆様，産業界の皆様と大学とをつなぐ窓口です。気軽にご相談・お問い合わせください。

【学生支援】
①課外活動・課外活動団体に関すること
②体育施設に関すること
③各種証明書・学割証に関すること
④学生の拾得物・遺失物に関すること
⑤学生の事故・災害対策及び保険に関すること
⑥学内のインターネット ICT 環境（コンピュータ教室等）及び

サービスに関すること
⑦学生の賞罰に関すること
⑧奨学金に関すること
⑨学生のアルバイトなどの紹介に関すること

【キャンパス庶務】
①施設貸出しに関すること
②施設運用管理に関すること
③その他庶務・渉外に関すること

【キャリアセンター】
①就職・進路に関すること
②インターンシップに関すること
③エクステンション講座に関すること
④ M-CAP に関すること

西館・1 階
【各学部】

①試験・成績に関すること
②単位認定・進級判定・卒業判定に関すること
③履修相談・登録に関すること
④授業（休講・補講）・時間割に関すること
⑤卒業論文に関すること
⑥学籍異動（休学・復学・退学・再入学等）に関すること
⑦学費の延納手続きに関すること
⑧学生便覧に関すること
⑨シラバスに関すること
⑩教材印刷に関すること
⑪教育課程に関すること
⑫時間割に関すること
⑬住所・氏名・本籍・保証人等に関すること
⑭学生証・身分証に関すること
⑮科目等履修生・研究生に関すること

【各研究科】
①各研究科に関すること
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（2）保健センター・学生相談室
1）保健センター
保健センター（天白キャンパス）・保健室（八事キャンパス・ナゴヤドーム前キャンパス）は，皆さんが健全な学生生活を送るための支援をし

ています。

開室時間（行事等により，変更となる場合があります。）

場所 曜日 時間

天白 本部棟
１階

保健センター
月〜金 8:50〜2１:00
土

8:50〜１７:20
八事 新１号館 保健室

月〜金
ナゴヤドーム前 東館 保健室 8:50〜１8:00

①定期健康診断　
毎年４月頃，全学生を対象に実施しています。自分の健康状態を知るために，毎年必ず受診し，診断結果を確認してください。

　異常が認められた場合には再検査を行い，校医による適切な指導・助言が受けられます。
　　※定期健康診断は学校保健安全法で義務づけられています。
②健康診断証明書の発行

卒業年次生で，定期健康診断受診者は，４月下旬より証明書を学内発行機，コンビニエンスストアにて発行することができます（１通500
円）。ただし，大学での定期健康診断を毎年受診していない場合は，証明書の発行が遅くなります。

③応急処置
　　体調を崩したり，ケガなどしたときは，看護師が対応します。気分が悪い時は保健センター・保健室で休養できます。
④校医
　　校医による診察・健康相談を無料で行っています。

場所 曜日 時間
天白 本部棟

１階
保健センター 水 １0:00〜１７:00

八事 新１号館 保健室 火 １４:00〜１６:00
ナゴヤドーム前 東館 保健室 金 １0:00〜１2:00

⑤健康相談・こころの相談
　健康上の心配事について，校医や看護師が相談にのります。その他困っていることや悩んでいることを専門の精神科医やカウンセラーに
相談をすることができます。（精神科医の診察は天白保健センターのみです。日時は問い合わせてください。）

2）学生相談室
学生時代には，人間関係，将来の進路や目的，自分の性格のことなど，学生生活における様々な問題について悩んだり迷ったりすることが

あると思います。そんな時は，一人で悩まないで，気軽に学生相談室を利用してください。
　学生相談室では，カウンセラーがあなたの気持ちを大切にし，快適な学生生活が送れるようにお手伝いします。また，必要であれば学内で
精神科医による相談が受けられます。
　学生相談は，予約制になっています。各キャンパス保健センター・保健室の窓口で予約の手続きをしてください。

3）フレンドリーサロン
フレンドリーサロンは，リラックスしたいとき，一人で静かに過ごしたいときの場所として開設されています。

　利用をご希望の方は，学生相談室カウンセラーか，もしくは保健センター窓口にてお尋ねください。
　なお，現在，フレンドリーサロンが開室されているのは，ドーム前キャンパスのみです。

（3）障がい学生支援センター
障がい学生支援センターでは，障害者差別解消法に基づいたサポートを行っています。すべての人に，平等な学修機会と学修内容が保障される

ためには，それを妨げる社会的障壁を取り除くこと（合理的配慮）が必要になることがあります。修学上で困っていることがありましたら，お気
軽にご相談ください。

開室時間
場所 曜日 時間

天白 １2号館 2階 障がい学生支援センター 月〜金 ９:00〜１７:00（１１:20〜１2:20を除く）
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（４）キャリアセンター
1）就職支援グループ

就職支援グループでは，１・2年生から将来の進路を考え，目的意識をもって，充実した大学生活を過ごせるよう，進路支援を行っていま

す。3年生からは就職支援行事を実施し，皆さんの就職や進路に関する相談・指導を行っています。資料コーナーには，進路や就職関連の各種

書籍が常設してありますので，自由に閲覧できます。

　また，インターネットで各企業等の情報が収集できるようにパソコンを設置していますので，活用してください。

開室時間（諸事情により，変更となる場合があります。）

場所 曜日 時間

天白 タワー７5 ４階 キャリアセンター

月〜金

8:50〜１７:20
（相談受付は１７:00まで）

八事 新１号館
１階

薬学部事務室 8:50〜１７:20

ナゴヤドーム前 西館 キャリアセンター
（就職・進路支援窓口）

8:50〜１７:20
（相談受付は１７:00まで）

①進路支援講座（１・2年生対象）

　自己理解を深め，社会全体を広い視野で立体的に捉えることが就職活動には必要です。キャリアセンターでは１・2年次から「キャリアガイダ

ンス」を中心に自身のキャリアを考える機会，キャリアを切り拓く汎用的スキル向上の機会などを多数提供しています。また，早期化する就

職活動に備え，2年次には，「プレ就職ガイダンス」を実施し，最新の就職環境や選考トレンドなどを知ることを通じて，自立的なキャリア選

択をサポートしています。

②インターンシップ
インターンシップとは，在学中に企業・公的機関等で実際の就業（仕事）を体験する制度です。これは卒業後の進路を決定するにあたり，

自分の適性を見極める有効な手段のひとつです。学部・学科によっては年2回（夏季・春季），インターンシップ科目を開講し，単位認定も

行っています。詳細はシラバスで確認してください。

③就職支援行事（3年生・大学院修士（博士前期）課程１年生対象） 2023年度実施行事抜粋

行　　事　　名 内　　　容
就職ガイダンス 就職活動の心得や進め方について具体的に説明

就職試験対策講座
筆記試験対策講座，WEB・SPI 受験会
履歴書の通信添削（自宅受験），履歴書・エントリーシートの書き方講座

面接対策講座 実践的な面接対策（WEB面接・録画面接のポイント，体験グループ面接）
業界研究セミナー 業界の代表企業から，その業界の仕事内容を知る
UIJターンガイダンス UIJターン就職の留意点などについての説明，情報収集の方法，各県担当者による情報提供
その他の講座 ビジネスマナー講座，企業研究講座，外国人留学生就職ガイダンス及び支援コース　他

※諸事情により行事を変更・中止する場合があります。
※本学ウェブサイト「就職・資格」において詳細を閲覧できます。

④エアライン就職サポート【M-CAP】CA/GS/パイロット/整備士/総合職（１年生〜４年生）・大学院生対象

　全学部・全研究科対象の【M-CAP】はエアライン業界へチャレンジしたい人のための就職サポートです。学部１年生〜大学院生までいつから

でもサポートがうけられます。2020年3月以降の卒業生は，ANA，JAL，カタール航空などの航空会社でCA，GS，整備士として多数活躍。航空

大学校への進路決定者も輩出し，2022年度からは「パイロットクラブ」を新設。航空会社の自社養成パイロットを目指すサポートもしています。

　また，１〜3年生対象の「JALホスピタリティ講座」はJALの現役CAを講師に迎え，理論と実習をまじえて学ぶことで，エアラインはもちろ

ん，ホテル，観光，ブライダルなどホスピタリティ業界を目指す方にも最適な講座です。この他にも空港職場見学など，学年や対象に合わせ

た多彩なプログラムを展開。随時プログラムの開講に合わせて説明会・募集を行います。

〔M-CAP担当（ナゴヤドーム前キャンパス）〕
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2）エクステンショングループ
エクステンショングループでは，本学の学生支援の一環として，公務員試験対策講座・各種資格講座を開設しています。

　大学キャンパス内で各種講座を開講することで，皆さんが専門学校へ通学する場合の時間と費用負担の軽減を図ると共に，充実した公務

員・資格試験対策の学習機会を提供しています。

　※本学ウェブサイト「就職・資格」において詳細を閲覧できます。

開室時間（諸事情により，変更となる場合があります。）

場所 曜日 時間

天白 タワー７5 5階 キャリアセンター
（エクステンション事務室）

月〜金 ９:30〜１8:00
（夜間講座がある日は１９:00まで）

土 ９:00〜１７:30
（講座がある土曜日のみ）

ナゴヤドーム前 西館 １階 キャリアセンター
（就職・進路支援窓口） 月〜金 8:50〜１７:20

※八事キャンパスについては，問い合わせ，相談の内容によっては，天白キャンパスのエクステンション事務室への
　取次が必要な場合があります。

①開設講座（有料）
高難度な資格講座から就職活動に役立つ講座まで，多種多様な講座を開設しています。自身の将来進路等を踏まえて受講してはいかがで

しょうか。

開設講座分野

公務員対策 法律系資格 経営・会計系資格

情報処理系資格 語学系資格 技術系資格

実務系資格 その他の資格 就職対策

講座内容の詳細は，エクステンション『講座案内』パンフレットで確認してください。

②エクステンション講座関連のガイダンス
毎年４月上旬（予定）（４月以外にも講座の開講に合わせ随時説明会実施）

　総合ガイダンス，公務員ガイダンスおよび各講座のガイダンスを行います。

　※詳しい日時，場所は本学ウェブサイト等で案内します。

③受講手続方法
本学ウェブサイト「就職・資格」→「Meijoキャリアナビ」から登録し，申込書を提出してください。詳細はエクステンション講座『資格・

公務員講座案内』パンフレットで確認してください。

④公務員受験相談コーナー（無料）
天白：不定期で，専門学校担当者による個別相談（要事前予約）を実施。電話予約可（052-838-20４１）。

　※詳しい日時，場所はMeijoキャリアナビで案内します。

（５）国際化推進センター

開室時間（行事等により，変更となる場合があります。）

場所 曜日 時間
天白 タワー７5 １3階 国際化推進センター 月〜金 8:50〜１７:20

※ナゴヤドーム前キャンパス，八事キャンパスについては各学部事務室にて対応もしくは国際化推進センター
　への取次が可能な場合がありますので，相談してください。

　大学の国際化に対応するため，外国の教育・研究機関などと相互理解と交流を図り，本学の教育・研究活動の向上に資することを目的とし

て設置されています。
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1）外国の教育・研究機関との学術交流協定等
　2023年5月現在，９8の海外の大学・研究機関と協定を締結しています。

2）海外協定校等における留学研修
　国際化推進センターでは，下記の海外留学・研修プログラム等を実施しています。詳細は，国際交流WEBSITE及び留学ガイドにて確認し

てください。

　WEBSITE：https://www.meijo-u.ac.jp/international/

　留学ガイド：https://www.meijo-u.ac.jp/student_staff/pdf/international_guide.pdf

①交換留学
交換留学は，名城大学に在学しながらアメリカ，オーストラリア，ノルウェー，台湾などの協定大学へ半年間または １ 年間留学できる制度

です（※）。

　派遣交換留学生を対象とした奨学金制度があり，採用されるとアジア圏 ４万円，アジア圏以外 ６万円の奨学金が支給されます。

　※学部により，カリキュラムの都合上，交換留学に参加することが難しい場合があります。

②海外英語研修
　夏期（8 月〜 ９月）・春期（１月〜 3 月）の長期休暇に，海外の協定校又は名城大学が認定する学校において行う，2 週間〜 5 週間程度の語学

研修プログラムです。

　本プログラムを対象とした奨学金制度があり，採用されると最大 20 万円の奨学金が支給されます。

③海外ボランティア・インターンシップ
　海外において，数週間程度，ボランティアやインターンシップ等実践的な活動を行うプログラムです。

※内容は予定であり，変更となる場合があります。

3）海外留学の相談・情報提供
　海外留学を希望する学生の相談に応じたり，情報提供を行います。

４）外国人留学生の受入れおよび相談
　外国人留学生入学試験の出願資格確認，ビザ更新等の申請取次，ガイダンス，奨学金，留学生寮の運営管理など留学生の学生生活を支援し

ます。

５）外国人留学生の諸行事の実施
　フィールドトリップや日本文化研修等を開催します。

６）スチューデントアシスタント制度の運営
　スチューデントアシスタント（SA）は，一般学生が名城大学に在籍する外国人留学生の学業や学生生活などの支援を行うことを目的として

発足した団体です。日本語学習支援や，日本文化体験を始めとする国際交流イベントの企画・運営を通じて，互いの交友の輪を広げながら，

留学生が安心して充実した学生生活を送れるようサポートします。SAとして活動するためには登録が必要となります。募集説明会は春と秋の

年2回行います。国際化推進センターの掲示板を確認してください。

（６）附属図書館

開館時間
場所 曜日 時間

天白

八事

ナゴヤドーム前

本館

薬学部分館

ナゴヤドーム前
キャンパス図書館

月〜金・授業のある祝日 ９:00〜2１:00

土・授業のある祝日 ９:00〜１8:00

※夏季及び冬季休業期間，試験期間，行事等により，開館日や開館時間が変更となる場合があります。
　事前に本学ウェブサイトや館内掲示等でお知らせします。
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（7）グローバルプラザ

　グローバルプラザは，“いつでも英語に触れられる環境”を整備することを目的に開設されました。語学学習に活用できる様々な教材や施設が
整備されているほか，英会話を行ったり，語学学習に関するアドバイスを受けることができます。季節に応じたイベントやTOEICやプレゼン
テーションなど様々なテーマのワークショップも開催され，自由に参加することができます。グローバルプラザの利用は無料です。

グローバルプラザウェブサイト：https://www.meijo-u.ac.jp/globalplaza/

開室時間
場所 曜日 時間

天白 共通講義棟北地下１階
月〜金・授業のある祝日 １0:00〜１8:00

ナゴヤドーム前 北館2階

■グローバルプラザの機能と施設
　ソーシャルエリア　　　　　：ソファでリラックスしながら英語を使ってコミュニケーション力を高めるエリアです
　アドバイジング　　　　　　：アドバイザーが語学学習に関する課題に対してアドバイスやサポートを行います 
　マルチパーパスルーム　　　：グループで利用できる多目的室です。プロジェクト学習やプレゼンテーションの練習に最適です
　スピーキングブース　　　　：発音練習やリスニングの練習に活用できる，１〜2名用の個室です 

　　エンターテインメントブース：グローバルプラザで貸出している映画やインターネット動画を見ながら楽しく学習できるブースです 
　多読図書の貸出し　　　　　：１人5冊まで借りることができます（貸出し期間は2週間）

　　※オンラインを活用した英会話等各種プログラムも提供しています。

（8）ラーニングコモンズ

　天白キャンパスとナゴヤドーム前キャンパスにはラーニングコモンズがあります。ラーニングコモンズは，自律的な学習を支援し，知識の
創造を促す空間です。友人と会話しながら学習したり，ホワイトボードや電子黒板を自由に利用することができます。

■天白キャンパス・ラーニングコモンズ
　天白キャンパスのラーニングコモンズは，グローバルプラザの中に設置されていますが，日本語で利用可能です。グローバルプラザウェ
ブサイトからオンライン予約ができます（予約に空きがある場合は当日利用も可能です）。 

開室時間
場所 曜日 時間

天白 共通講義棟北地下１階
グローバルプラザ内 月〜金・授業のある祝日 １0:00〜１8:00

■ナゴヤドーム前キャンパス・ラーニングコモンズ「wake」
　ナゴヤドーム前キャンパスのラーニングコモンズ「wake」には各スペースの利用案内，情報機器類の貸出し，予約受付等を行うサポート
デスクがあります。
　プレゼンテーションスペースや情報機器類の利用申請はこの「wake」サポートデスクで受け付けます。申し込みは利用日の１ヶ月前より
可能です。

サポートデスク在席時間
場所 曜日 時間

ナゴヤドーム前 北館2階「wake」カウンター
月〜金・授業のある祝日 ９:00〜１９:00

（講義期間）

月〜金 ９:00〜１７:00
（講義期間外）

※「wake」はサポートデスク在席時間外でも北館の開館時間内であれば利用できます（ただし，情報機器類の
　貸出しや利用はできません）。
※サポートデスク在席時間は行事等により変更となる場合があります。その場合は掲示等でお知らせします。
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（1） 掲示（掲示板，学務システム）
　大学からの連絡事項は，掲示板や学務システムへのメッセージで伝えられます。

　常に掲示事項には注意を払い，その掲示内容を的確に把握できるように心がけることが大切です。掲示内容に疑問がある場合は，担当部

局まで申し出て疑問点を解決してください。掲示を見落としたり，疑問点を解決しておかなかったことにより不利益を被ることがないよう注

意してください。

　また，一定期間掲示されたものは，学生に周知したものとみなしますので，掲示を見なかったという理由をもって，事後に異議などを申し立

てることはできません。

　掲示の内容には，主に次のようなものがあります。

１）学生全員に関する事項

　告示，通達，行事日程，施設，保健衛生などに関する事項

2）授業に関する事項

　授業時間割，休講，補講，変更，集中講義，講義室の指示，試験時間割，その他授業等に関する事項

3）その他の連絡事項

①　一般的連絡事項

②　学生の呼び出し事項

③　各種奨学生の募集および通知事項

④　就職のあっせんおよびアルバイトの紹介に関する事項

（2）メール
　入学時に大学から付与するメールアドレス（学籍番号 @ccmailg.meijo-u.ac.jp）を用いて連絡する場合があります。履修登録ガイドに

自分のスマートフォン等への転送設定について説明をしています。他のメールアドレスを利用する場合は，必ず転送設定を行ってください。

（3） 電話，郵便物
　学内外からの学生個人に対する私用電話の呼び出しは，緊急連絡の場合以外は取り扱いませんので，その旨をご家族などに周知しておい

てください。

　※学生個人のプライバシーに関する事項（氏名・住所・電話番号・生年月日・家族構成など）についての問い合わせには，一切応じません。

　課外活動団体に対する郵便物は，天白 8 号館クラブハウス ４ 階学生ラウンジに設置された所定の学生団体専用メールボックスに配布・保管（八

事キャンパス：学生係または警備員室，ナゴヤドーム前キャンパス：事務室内メールボックスで保管）しますが，学生個人あての私的郵便物

については取り扱いません。

3 学生への連絡など
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（1） 各種証明書の交付要領
　証明書には，用途に応じて様々な種類があります。各種証明書の交付は，事前に専用ウェブサイトにて申請することで，コンビニエンスス
トアまたは学内発行機にて証明書を発行することができます。発行先によって発行可能な証明書が異なりますのでご注意ください。なお，本
大学以外の指定様式での発行および下記以外の証明書の発行については，天白キャンパスは学務センター【証明書】，八事キャンパス・ナゴヤドー
ム前キャンパスは各事務室で相談してください。発行方法について，具体的な方法は，各種証明書ページ（https://www.meijo-u.ac.jp/

campus/application/certificate.html）に掲載しています。

　証明書交付後は，理由の如何を問わず，証明書発行料や手数料の返還はいたしませんので注意してください。
1） 和文 （ 日本文 ）

種　　　　類 証明書料 交　付　方　法 対象コンビニエンスストア 学内発行機設置場所 発行日数

成績（単位修得）証明書 200円

・コンビニエンス
ストア

・学内発行機

セブン―イレブン
ファミリーマート
ローソン ・タワー７5　3階（天白）

・共通講義棟南3階（天白）
・薬学部事務室（八事）
・ナゴヤドーム前キャンパス事務室
（ナゴヤドーム前）

【証明書交付窓口】 
・学務センター証明書窓口（天白）
・薬学部事務室（八事）
・ナゴヤドーム前キャンパス事務室
（ナゴヤドーム前）

即日
※申請後，発行可

能期間は７日間
となります。

卒業見込証明書
※卒業年次生のみ発行可能 １00円

在学（在籍）証明書 １00円

健康診断証明書
※卒業年次生のみ発行可能 500円

教育職員免許状取得見込証明書
※卒業年次生のみ発行可能 １00円

学生旅客運賃割引証
※年間１5枚まで 無料 ・学内発行機

資格取得見込証明書（学芸員）
※卒業年次生のみ発行可能 １00円

学内発行機より申
請書購入のうえ，
窓口に申し込んで
ください。

数日雑証明書
※期間入り在学証明書（年金手
続に必要な入学年月日入りの
証明書）等

200円

学力に関する証明書 200円 2週間

2） 英文 （ 外国文 ）

種　　　　類 証明書料 交　付　方　法 対象コンビニエンスストア 学内発行機設置場所 発行日数

成績（単位修得）証明書 500円

・コンビニエンス
ストア

・学内発行機

セブン―イレブン
ファミリーマート
ローソン

・タワー７5　3階（天白）
・共通講義棟南3階（天白）
・薬学部事務室（八事）
・ナゴヤドーム前キャンパス事務室
（ナゴヤドーム前）

【証明書交付窓口】 
・学務センター証明書窓口（天白）
・薬学部事務室（八事）
・ナゴヤドーム前キャンパス事務室
（ナゴヤドーム前）

即日
※申請後，発行可

能期間は７日間
となります。

卒業見込証明書
※卒業年次生のみ発行可能 300円

在学（在籍）証明書 300円

雑証明書 500円

学内発行機より申
請書購入のうえ，
窓口に申し込んで
ください。

数日〜
１週間

3） 注意事項
（１） 証明書の発行には，在学生ログインサイトにて登録したメールに送られる印刷予約番号が必要になります。
（2） 電話・FAX・E メールでの申込はできません。
（3）上記以外の就職に関する証明書等の発行については，キャリアセンターで相談してください。
（４） コンビニエンスストアでの発行には，別途システム手数料 １50 円とフルカラー印刷代 ６0 円／ １ 枚も必要。

４ 各種証明書の発行等について
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（2） 学生証再発行
　学生証を紛失した場合または盗難にあった場合は，直ちに最寄りの警察へ届け出るとともに，天白キャンパスは学務センター【教務】，八
事キャンパス・ナゴヤドーム前キャンパスは各事務室で再発行の手続をしてください。
　再発行手続き後（申請書購入後）は，理由の如何を問わず，手数料の返還はいたしませんので注意してください。

種　　　　類 手数料 交　付　方　法 学内発行機設置場所 発行日数

学生証再交付願 2,500円

・学内発行機
※再交付願を購入のうえ，窓

口に申し込んでください。
裏面シールとともに交付さ
れます。

・タワー７5　3階（天白）
・共通講義棟南3階（天白）
・薬学部事務室（八事）
・ナゴヤドーム前キャンパス事務室（ナゴヤドーム前）
【学生証交付窓口】
・学務センター⑧番教務窓口（天白）
・薬学部事務室（八事）
・ナゴヤドーム前キャンパス事務室（ナゴヤドーム前）

休日（土・日・祝日）を除
き，2〜４日程度

（3） 卒業後の各種証明書発行について
　本学ウェブサイトで確認してください。

　本学ウェブサイトトップページ→学生生活→各種申請・図書館利用→証明書発行（卒業生）

（４） 通学証明書 （ 通学定期券 ）
　通学定期券は，現住所（学生証に記載した住所）の最寄駅から大学の最寄駅までの区間で，最も経済的なコースで通学する場合に限り購

入することができます。アルバイトなど通学以外の目的では購入できません。

　※名古屋市交通局の地下鉄・バスについては，通学経路に限らず希望の区間・経路で購入できます。

●通学定期券の購入
　学生証（裏面）の「通学区間欄」に乗降駅を記入し，「定期券購入

申込書」に必要事項を記載し，各定期券発売所で学生証を提示し購

入してください。なお，学生証有効期限内は継続して購入すること

ができます。

※実習等で「定期券購入申込書」に学校代表者の証明が必要な場

合は，天白キャンパスは学務センター【生活支援】，八事キャン

パス・ナゴヤドーム前キャンパスは，各事務室にご相談ください。

　※転居などによって乗車区間が変更となる場合，通学定期発行控

欄に余白がなくなった場合は，天白キャンパスは学務センター【教

務】，八事キャンパス・ナゴヤドーム前キャンパスは各事務室に

願い出て，更新確認シールを貼りかえ，必要事項を記入してく

ださい。

（５） 学校学生生徒旅客運賃割引証 （ 学割証 ）
ＪＲ各社および一部の私鉄等を利用し，乗車船区間が片道100㎞を超えて旅行するときは，旅客運賃の割引き（2割）を受けることができます。

　この割引制度は，修学上の経済的負担を軽減することを目的としていますので，本学では，使用できる旅行目的の範囲・発行枚数（１ 人年

間 １5 枚）などの制限があります。ただし，就職または進学のための受験等で必要であると認められる場合は，上限を超えても交付すること

があります。上限を超えて申請する場合は，申請者の氏名が記載された就職または進学の試験案内等を持参し，天白キャンパスは学務センター

【証明書】，八事キャンパス・ナゴヤドーム前キャンパスは各事務室で交付を受けてください。

　学校学生生徒旅客運賃割引証（無料）は在学生ログインサイト上で申請手続き後，学内発行機により交付されます。

　学割証の有効期限は3か月（最終学年は卒業の日付まで）です。

　なお，学割証 １ 枚で往復切符を購入することができますが，次の事項を確認の上，使用してください。

・同一経路にて往復する場合であること

・営業キロ数によって切符の有効期限が異なること

（６） 学生団体旅行証明書
　JR 各社を利用し，ゼミ旅行・合宿・遠征等で，学生 8 人以上が教職員に引率されて同じ経路により旅行するときは，次の旅客運賃（乗車

券のみ）の割引きを受けることができます。

　　学生……５ 割引　教職員……3 割引
　　『団体（グループ）旅行申込書』（各旅行会社，JR 各駅備付け）を天白キャンパスは学務センター【生活支援】，八事キャンパス・ナゴヤドー

ム前キャンパスは各事務室に提出し，大学の証明を受けて，発売所で購入してください。

令和 7

学生証（裏面）
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　奨学金制度には，学業成績や体育技術が優秀な学生に対して人材の育成を目的にするものや，経済的理由により修学が困難な学生に対し

て学費資金の一部を給付または貸与することで，安心して学生生活が送れるよう支援することを目的とするものがあります。

　それぞれの奨学金には学力や家計の経済状況などの出願資格や選考基準，出願期間がありますので，掲示等で確認してください。窓口は

天白キャンパスは学務センター【生活支援】，八事キャンパス・ナゴヤドーム前キャンパスは各事務室です。

（1）名城大学　学内奨学生（奨学生規程参照 3 − 10）
　本学の学生に対し，奨学金を給付することで修学意欲の高揚を図ることを目的としています。奨学生候補者に選出されるものと，希望者が

自ら出願できるものとがあります。

　詳細は巻末の「奨学生規程（抜粋）」を確認してください。

※なお，今後事情により変更する場合があります。

　1 学業優秀奨学生：学業・人物ともに優秀な学生対象。

　　 種類）学業優秀奨励制度，学業優秀奨学生

　2 修学援助奨学生：修学意欲があるにもかかわらず，経済的理由により，学業の継続が困難と認められる学生対象。

　　 種類）修学援助B奨学生，利子補給奨学生，大規模自然災害経済支援奨学生

　3 その他特別奨学生

　 　種類）社会人学生奨学生，私費外国人留学生Ａ奨学生，派遣交換留学奨学生，海外研修奨学生，海外英語研修派遣支援（Ａ・Ｂ）奨学生，

本学卒業等補助奨学生，校友会奨学生，大学推薦による国費外国人留学生奨学生，強化クラブ等奨学生

（2）高等教育の修学支援制度（文部科学省）・日本学生支援機構（JASSO）給付奨学生
　対象者は，住民税非課税世帯・準ずる世帯の学生です。

　支援内容は，以下のとおりです。

　（１）授業料・入学金の支援（※）

　（2）給付型奨学金の月額支給

　※減免対象となる入学金・授業料等を含めた入学手続金全額をひとまず納入いただき，支援対象者の決定を受けて，減免対象額を返還いたします。

（3）日本学生支援機構（JASSO）貸与奨学生
　毎年 ４ 月に募集。優れた学生であって経済的理由により修学困難な場合に在学中貸与されます。卒業後には返還しなければなりません。

選考・推薦対象は原則として １ 年次生が中心です。

　採用された学生は，奨学生として自覚を持って，健康に留意し学業に励んでください。奨学金継続願の未提出，学業成績の不振，不正行

為等があった場合，奨学生の資格が廃止されます。

　なお，すべての伝達事項は掲示板・ポータルサイトで行いますので，必ず確認してください。

（４）都道府県・市町村・民間奨学団体奨学生
　各団体から本学に募集があり次第掲示をします。主に ４ 〜 5 月に募集があります。大学を通さずに，募集している場合もあります。

家計が急変した場合には…
　家計を支えている者（学費負担者）が，失職（自己都合除く）・破産・会社の倒産・病気・死亡等又は火災・風水害による被災等により
家計が急変した場合に申し込むことができる奨学金があります。その他の出願資格，選考基準等がありますので早めに確認してください。

５ 奨学金制度

　定期健康診断は，学校保健安全法に基づき毎年 ４ 月上旬に実施しています。健康診断の主な目的は，健康状態の把握と管理，および集団

生活における伝染性疾患の早期発見と予防などにあります。学生の皆さんは，年 １ 回健康診断を受ける権利と義務を有します。最近では，

大学生でも多くの生活習慣病予備軍がいるといわれています。健康な身体で学生生活を送るために，必ず毎年健康診断を受診してください。

　日時，場所等については，オリエンテーション・ガイダンスならびにウェブサイトなどの掲載で連絡します。

※受診しなかった場合には，教育実習・介護等体験・病院実習・就職活動・奨学金などに必要な健康診断証明書を発行できません。やむを

得ない理由により健康診断期間中に受診できない場合または受診できなかった場合は，必ず保健センター（天白キャンパス），保健室（八

事・ナゴヤドーム前キャンパス）で相談してください。

６ 定期健康診断の実施について
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（1）学生教育研究災害傷害保険
教育研究活動中に被った災害に対して必要な給付を行う補償制度です。保険料は本学が負担し，当該保険制度に全員が加入する措置を講じ

ています。対象となる事故の範囲は，下記のとおりです。

　詳しくは，入学時に配付した『学生教育研究災害傷害保険のしおり』で確認してください。

　※事故が発生したら，事故発生報告書を天白キャンパスは学務センター【学生活動】，八事キャンパス・ナゴヤドーム前キャンパスは各事務
室へ速やかに提出してください。

対象となる事故の範囲

　学生教育研究災害傷害保険普通保険

　①正課中

　②学校行事中

　③キャンパス内にいる間

　④課外活動中

　通学中等傷害危険担保特約

　①通学中

　②学校施設等相互間の移動中

（2）医療費補助
上記の学生教育研究災害傷害保険で治療日数不足等により保険金が支払われない場合，治療費の一部を大学が負担します。医療費補助金額

は，学務センター【学生活動】にて確認してください。

　※事故が発生したら，事故発生報告書を天白キャンパスは学務センター【学生活動】，八事キャンパス・ナゴヤドーム前キャンパスは各事務
室へ速やかに提出してください。

7 学生教育研究災害傷害保険 ・ 医療費補助

支払われる保険金

担　保　範　囲 死亡保険金 後遺傷害保険金 医療保険金 入院加算金
180日を限度

正課中，学校行事中 １,200万円 ７2万円〜１,800万円 実治療日数１日以上が対象
3千円〜30万円

１日につき
４,000円

通学中・学校施設等相互間の
移動中・学校施設内にいる間 ６00万円 3６万円〜９00万円 実治療日数４日以上が対象

６千円〜30万円

１日につき
４,000円

学校施設内・外を問わず大学
に届け出た課外活動を行って
いる間

６00万円 3６万円〜９00万円 実治療日数１４日以上が対象
3万円〜30万円

１日につき
４,000円

趣 旨
　大学生活を快適に過ごすことができ，また，勉学する上で最適な環境を維持するため全学生に対して最低限度の守るべき「常識事項」を定

めています。

自動車通学は禁止です。八事・ナゴヤドーム前キャンパスはバイク（原動機付自転車含む）通学も禁止です。

　大学周辺の不法・迷惑駐車に対しては，学則に基づき停学処分等厳しく対処しますので十分に注意してください。

ナゴヤドーム前キャンパスへ自転車通学をする場合は，大学の許可が必要です。

自転車通学を希望する場合は，ナゴヤドーム前キャンパス事務室へ必ず申請してください。

※申請には安全運転講習の受講と防犯登録番号，自転車損害賠償保険等への加入が必要です。申請方法等は，事前に確認してください。

8 学内で守るべきマナーについて

９ 自動車通学の全面禁止について

10 自転車通学（ナゴヤドーム前キャンパス）について

（2）授業に際して教室で守ること
１）授業途中の入退室は原則としてしないこと。

2）私語は慎むこと。

3）携帯電話等の音が鳴らないようにすること。

４）原則，飲食はしないこと（適度な水分補給は除く）。

5）授業終了後の節電（室内灯，冷暖房スイッチのＯＦＦ）に努め

ること。

（1）キャンパス内で守ること
１）挨拶をすること。

2）ごみは分別して，ごみ箱に捨てること。

3）横並び歩きや座り込み等により他人に迷惑をかけないこと。

４）廊下は静かに歩くこと。
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・ 天白キャンパスでバイクや自転車は，指定の駐輪場に置いてください。八事キャンパス・ナゴヤドーム前キャンパスはバイク（原動機
付自転車含む）  　通学禁止のため，バイクおよび原動機付自転車の指定駐輪場はありません。
・盗難防止対策は，各自で責任をもって管理してください。
・長期（約 １ヶ月）にわたり放置されているバイク・自転車は，廃棄処分をしますので注意してください。

　次のことを心がけてください。
　・所持品は自分の責任で管理する。
　・貴重品は肌身離さず所持する。
　・カバンなど置いたままその場を離れない。
　・狙われるちょっとした「隙」をつくらない。
　・ゼミ室・実験室等のロッカーには必ず鍵をかける。

11 バイクや自転車の自己管理について

12 貴重品の盗難防止について

　X（旧 Twitter）や Facebook などに匿名で，無責任な発言や反社会的な意見を投稿する事は，厳に慎んでください。ともすれば名
前が判明し，記録として残るばかりでなく，中傷や誹謗を受ける事にもなりかねません。企業の採用担当者が名前を検索する場合もあ
ります。就職活動など，皆さんの将来の為にも，くれぐれも軽はずみな投稿は自粛する様に心がけてください。通報等により，不適切
な投稿が発覚した場合，処罰の対象となります。

　本学では，本学構成員・近隣住民の健康増進ときれいなキャンパス・街作りを目的として「名城大学禁煙宣言」を採択し，全キャン
パス敷地内での学内全面禁煙に加え，学外においても禁煙活動を実施しています。大学には未成年者や非喫煙者も通学しており，キャ
ンパス内はもちろんのこと，通学路などの公共の場も原則として全面禁煙であるべきです。学内で喫煙をすると処分の対象になります。
一度，喫煙の習慣に染まると，抜け出すことは困難を極めます。タバコに含まれる有害物質や副流煙が，自身や友人・近隣住民の健康
に良くないことは明白です。新入生の皆さんは，「吸わない」姿勢を固め，これからの学生生活をスタートしましょう。

名城大学禁煙宣言
　喫煙は、喫煙者自身のみならず、受動喫煙等により非喫煙者の健康をも害するものです。
　喫煙は各自の自己責任において認められています。しかしながら、本人の意思に反した喫煙、すなわち受動喫煙や、歩きタバコ・吸い
殻のポイ捨て等、喫煙者が社会に迷惑をかけることは厳に慎まねばなりません。名城大学は、健康増進法に鑑み、そして何よりも、本学
構成員（学生および教職員）が喫煙マナーを遵守し、大学が地域に根差した教育機関であることを強く意識するために、全キャンパス敷
地内における本学構成員の喫煙を禁止するとともに、学外においても禁煙の推進・受動喫煙の防止・喫煙マナーの向上に努めます。
　我々は、広く学内外の関係者の健康増進を図り、大学人としての自覚を育むべく、ここに大学内における全面禁煙および学外での禁煙
活動・喫煙マナー向上活動の実施を宣言します。

名城大学

13 ソーシャル・ネットワーキングサービスへの投稿について

1４ 学内全面禁煙について

（1）本学の環境対策
　本学では，廃棄物を「ごみ」ではなく「資源」として捉え，減量，再使用，再生利用を基本にした廃棄物のゼロ化を目指しています。また，
省エネ，省資源活動の推進，騒音・振動の発生抑制，大気汚染，水質汚濁の法令の順守など環境全般にわたる取組みを実施するとともに，
快適な教育環境を保障し，地域との共生を目指したキャンパス運営にも取り組んでいます。

1５ 名城大学の環境保全に関わる取り組みについて
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（2）名城大学環境方針

環境理念
　名城大学及び名城大学附属高等学校は，環境基本法を始めとする環境法令を遵守し，社会から要請される「持続的に発展可能な社会
の形成」に応えられる人材の育成と研究に努めます。

環境方針
１.　地球環境の保全と維持向上に係る教育研究活動を充実し，環境を視野に入れた人材を育成します。
2.　環境に係る公開講座などの開催や研究成果の公開を推進し，環境保全に貢献します。
3.　省資源，省エネルギー，グリーン購入の推進及び廃棄物の減量と適正管理に努め，環境負荷の低減に取り組みます。
４.　教育研究をはじめ，総ての活動において，環境関連法規制，協定等を遵守し，汚染の予防に努めます。
5.　環境方針を達成するため，名城大学が独自に策定した環境マネジメントシステム（Meijo-EMS）を構築・運用します。
６.　内部環境監査を実施し，環境マネジメントシステムを含む環境保全活動の継続的な改善を図ります。
７.　環境方針はホームページで公開します。

　　　　　
名城大学学長　小原 章裕

（3）取り組み目的・目標および行動
　環境方針を具体化するための目的，目標及び皆さんに実施していただく行動が次の事項です。

目　　　的 目　　　　　　標 皆さんに実施していただく具体的な行動

省資源活動の推進

コピー用紙購入量の削減 ・両面コピー，両面印刷やミスコピー用紙の裏面利用に心掛ける。

水使用量の削減
・実験に使用する水や手洗い水の節約に努める。

・漏水を発見したら直ちに事務室に連絡する。

省エネ活動の推進

電気使用量の削減 ・最後に教室，実験室，クラブハウス，トイレ等から退出するときは，
消灯する。

冷暖房用燃料の使用量削減
・暖房，冷房使用時は，教室，実験室，クラブハウス等の扉，窓を閉める。

・最後に教室，実験室，クラブハウス等から退出する時は，エアコンス
イッチを切る。

一般廃棄物の適正管理
と減量 廃棄物の削減

・廃棄物は，分別区分を確認して廃棄する。

・紙類は，紙専用ボックスに入れる。

・自宅等から学内に持ち込んだごみは，持ち帰る。

産業廃棄物の適正管理
と減量

環境・安全マニュアルの見直し

・実験廃液は，定められた容器に保管する。

・実験で発生したがれき類，金属くず，ガラスくず等は，指定された容
器場所に保管する。

・空の薬品ビンは，指定された場所に保管。指定された方法で廃棄する。

・クラブ活動で発生した廃棄物は，クラブハウス内で保管し，回収日に
指定された場所に出す。

保有薬品リストの作成 ・リストに載っている薬品を重複して購入しない。

環境に係る教育活動の
推進

環境関連科目の開講 ・環境関連科目を積極的に受講する。

環境意識調査の実施 ・意識調査のアンケートに協力する。

実験実習科目での環境保全指導の徹底 ・実験実習では，指導事項を順守する。

環境関連資格講座の開講 ・開講された資格講座を積極的に受講する。

学生による環境行事への支援 ・クリーンアップ大作戦等の清掃活動に積極的に参加する。

大学祭での廃棄物処理の助言 ・大学祭で発生する廃棄物を削減し，廃棄物の分別を推進する。

環境に係る研究活動の
推進及び研究成果の公
開

公開講演会などの積極的な開催
・環境関連の公開講演会には，積極的に参加する。学外公開講演会，出前講義講師派遣

状況の記録
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学　　部　　事　　項

ここからは，全学共通事項に定められた事
項に基ͮき，理޻学部の履修にかかわる取
り扱い細目等を定めています。

履　修　要　項
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ᶗɽ理޻学部教育課程

1ɽ教育課程
①　本学部の教育課程 １）は，学部および各学科の教育方針をもとに，学則に定める授業科目を学科別に，必修科目，選択必修科目 2），選択

科目および自由科目 3）に分け，各年次に配当して編成しています。

②　編成された教育課程は，学科別に教育課程一覧表として示されています。また，複数の教育プログラムがある学科は，各プログラムに

対応する教育課程一覧表があります。

　なお，本表は告示により変更されることがあります。

③　教育プログラムによっては，「プログラム指定科目」として選択必修科目または，選択科目の中で必ず修得するように指定している科目

があります。

④　教育課程一覧表には授業科目の名称，単位数，開講年次，毎週の授業時間数 ４）等が記されています。

⑤　上記一覧表に続いて進級条件，卒業要件（卒業に必要な単位数等）と，その詳細および卒業研究等（数学講究，卒業研究，卒業研究・卒業制作）

の着手条件が定められています。また，学科によっては，特定の科目の履修要件が定められています。

2 ɽ教育課程一覧表の見方
①　授業科目は総合基礎部門，専門教育部門の 2つの部門に分類し，配ྻされています。

②　単位数の欄には必修科目，選択必修科目および選択科目の区別とともに，その授業科目の単位数が示されています。

③　毎週授業時間数の欄には授業科目が開講される年次（年），学期（前期，後期）における授業時間数が示されています。

④　並ྻ開講科目

̰）ఠ要欄に̥と記されている授業科目は，並ྻ開講科目です。

̱）並ྻ開講科目は同一曜日・時限で複数の授業科目を開講することを原則とします。

̲）当該年度 5）においては同一記号のうち １科目（一方）のみの履修が認められます。

̳）語学系科目 ６）の内，ドイツ語，フランス語，中国語を 2 カ国語以上修得した場合，１ カ国語の授業科目の修得単位のみ進級および卒

業に必要な単位数に算入されます。

̴）人文・社会科学系科目 ７）を修得した場合，すべて進級および卒業に必要な単位数に算入されます。

⑤　各部門において，定められた選択必修科目の必要修得単位数を超えて修得した単位は，特に指定された場合を除いて当該部門に必要な

選択科目の単位として進級および卒業に必要な単位数に算入されます。

１）教育課程：教育目的を達成するために必要な授業科目を開設し編成したもの。

2）選択必修科目：特定の授業科目群の中から，一定の単位数を必修とする授業科目。

3）自由科目：修得しても卒業に必要な単位数に算入されない授業科目。

４）毎週の授業時間数 ：１ 週間に行われる授業時間数で，９0 分の授業 １ 回で 2 時間，９0 分の授業 2 回で ４ 時間を表す。表中では 2õ４õ６ のいず

れかで記載されています。

　˚の表示の授業科目は，授業時間割表によらない方式（別途指示）で開講されます。

5）当該年度：現在進行している学年ྐྵの年度（当年の ４月 １日〜翌年の 3月 3１ 日）。

６）語学系科目：英語コミュニケーションⅠ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ，プラクティカル・イングリッシュⅠ・Ⅱ，ドイツ語Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ，フランス語

Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ，中国語Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ

７）人文・社会科学系科目：人文科学基礎Ⅰ・Ⅱ，社会科学基礎Ⅰ・Ⅱ，アジア文化論Ⅰ・Ⅱ，Ԥถ文化論Ⅰ・Ⅱ，国際関係論，文学，日本

国憲法，国際経済論，心理学
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3 ɽ卒業研究等のண手৚件

　卒業研究等は一定の条件（着手条件）を満たした人が履修できます。着手条件は学科別教育課程一覧表に続いて示されています。

４ ɽ卒業研究等のܧ続
　卒業研究等がやむを得ない理由により当該年度内に完結しなかった人が，卒業研究等担当教員の指導のもとで次年度前期末日までこれを

継続して完結し，卒業できる見込みがあるときは，所属する学科長を経て学部長に願い書を提出し，許可を得て卒業研究等を継続すること

ができます。

５ ɽ授業と授業時間割
　授業科目は学科別教育課程一覧表に示す開講年次および学期に基づいて授業時間割が編成されます。当該年度の授業時間割は年度のはじ

めに公表されます。

６ ɽ基࣠科目
　本科目は１年次または２年次を対象とする科目です。いままでの学習履歴と大学での学びとの接続を目標にもち，多様な知識ྖ域への導

入ならび動機づけを目的とします。社会に対する責任とྙ理観の重要性，科学技術が地球環境や社会に及΅す影響と効果を理解した上で，

専門研究に備えます。

理工学部基࣠科目：総合基礎部門「基礎ゼミナールⅠ・Ⅱ」，専門教育部門理工学基礎科目「技術者ྙ理」

（１科目以上を履修することが望ましい）

補足　成績順位について

ここで言う成績順位は，就職，大学院推薦の際に用いるものである。

算出方法は，履修登録した科目の総点数を履修登録科目数で割り平ۉ点を算出する。

ただし，自由科目は除く。

注意　不合格の科目は素点で評価し，欠格および定期試験欠席の場合は 0点とする。

再履修の場合は最も新しい点数を採用する。

転学科した場合は，転学科前の科目を転学科先で認めた科目を含む。

認定（Ｎ）など素点が設定されていない科目は除く。
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ᶘɽ履修等に関する規定
1ɽ授　業
　理工学部では，月曜日から土曜日の １ 時限から ７ 時限までの時間帯（基本時間帯は １ 時限から 5 時限），および特に指定された形態で開講

される授業科目を履修することができます。

2 ɽ履　修
2.１　履修登録

2õ１õ１　履修登録の必要

　履修登録がないと受講することができません。『シラバス（授業計画書）』および『学生便覧』をख़読した上で，授業時間割表の中か

ら履修を希望する授業科目を選択してください。

　履修登録方法は本便覧の Ǿ １　全学共通事項　Ⅲ．教務事項　４　履修』を参照してください。

2õ１õ2　シラバス（授業計画書）・オフィスアワー・年間行事予定表

　シラバス（授業計画書）は，インターネット（名城大学ホームページ）から閲覧することができます。

2õ１õ3　授業時間割表の見方

　各学科，各年次に開講される授業科目が曜日および時限に記載されています。

　教室番号の表示方法は下記のとおりです。教室の場所は『校舎配置図』を参照してください。

（例） １ １ − 5 0 ４ → １ １ 号館 5 0 ４ 教室（ 5階）

１ 2 − 3 0 １ → １ 2 号館 3 0 １ 教室（ 3階）

̩− ６ 0 2 → タワー ７ 5  ６ 0 2 教室（ ６階）

Ｓ− 2 0 １ → 共通講義棟南 2 0 １ 教室（ 2階）

Ｎ− １ 0 １ → 共通講義棟北 １ 0 １ 教室（ １階）

̚− ７ 0 １ → 共通講義棟東 ７ 0 １ 教室（ ７階）

Ｒ２− 0 ４ 8 → 研究実験棟Ⅱ 0 ４ 8 実験室（地下１階）

Ｒ３− 0 0 ４ → 研究実験棟Ⅲ 0 0 ４ 実験室（地下１階）

2õ2　履修登録の制限

　１年間に履修登録ができる単位数の上限は ４９ 単位です。単位の算入方法は次の通りです。

①　自由科目の単位数は履修制限の単位数に算入されません。

②　他学部授業科目，他学科授業科目の履修登録単位数は履修制限の単位数に算入されます。

2õ3　履修登録の注意

2õ3õ１　有効となる履修

①　所属する学科の当該年次および下級年次の授業科目（受講クラスが指定されている場合は，そのクラスを優先すること）

②　本学部他学科の下級年次の理工学基礎科目の授業科目

③　所属する学科で開講されていない本学部他学科の授業科目（後述の 2õ４ 他学科授業科目の履修を参照）

④　他学部で開講されている授業科目のうち履修が許可された科目（後述の 2õ5 他学部授業科目の履修を参照）

2õ3õ2　無効となる履修

①　重複登録の禁止

同一曜日および時限に 2科目以上の授業科目を同時に登録できません。

②　修得済科目の登録の禁止

。に単位を修得した授業科目は登録できませんط

③　上級年次科目の登録の禁止

上級年次で開講されている授業科目は登録できません。

④　当該年次の他学科の理工学基礎科目の登録の禁止（編入学生，転学部・転学科生は除く）

当該年次の他学科で開講されている理工学基礎科目は登録できません。（教職指定科目は後述の 2õ3õ5 教職指定科目を参照）

⑤　同一名称授業科目の登録の禁止

同一名称の授業科目は登録できません。

2õ3õ3　自由科目

　総合基礎部門科目「基礎ゼミナールⅠ・Ⅱ」（応用化学科のみ），理工学基礎科目 ｢数学基礎演習Ⅰ・Ⅱ，物理学基礎演習Ⅰ・Ⅱ，化

学基礎演習Ⅰ・Ⅱ，英語基礎演習Ⅰ・Ⅱ｣，「総合数理基礎演習Ⅰ〜Ⅳ」，「サイエンス・ボランティア入門Ⅰ・Ⅱ」，「探究活動入門Ⅰ・Ⅱ」，

「教職研究Ⅰ・Ⅱ」は，自由科目のため，進級および卒業に必要な単位数に算入されません。
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2õ3õ４　総合基礎部門

①　人文・社会科学系科目のうち並ྻ開講科目の他方を下級年次で修得した場合，修得単位は進級・卒業等に必要な単位数に算入され

ます。

②　語学系科目

　英語コミュニケーションは組分けして授業を行います。組分けの方法はオリエンテーションおよびガイダンスで説明がありますの

で，この組分けに従って履修してください。

　ドイツ語，フランス語，中国語は入学手続時に届け出た希望をもとにクラス毎に組分けを行います。この組分けに従って履修して

ください。

③　海外語学研修の単位認定

　国際化推進センターが主催する海外語学研修に参加し，単位認定の要件を満たした人はプラクティカル・イングリッシュⅠ，プラ

クティカル・イングリッシュⅡとして単位が認定されます。海外語学研修への参加については国際化推進センターに問い合わせてく

ださい。

　単位認定を希望する場合は，3 年次以降に申請手続きを行ってください。なお，１・2 年次に研修へ参加した場合は，3 年次以降の申

請となります。手続き方法および申請時期，研修の種類，認定される単位数，単位認定の要件は，別途，国際化推進センターから示

されます。不明な点がある場合は，学務センター【理工学部窓口】に問い合わせをしてください。

提出された海外語学研修学習内容報告書に基づき，理工学部所属の英語教員が書類審査を行い，プラクティカル・イングリッシュの

౸達目標に達していることを確認した上で，単位が認定されます。認定される単位の成績は「N」となり，成績順位，GPA の計算に

は含まれません。

※単位認定申請時の提出書類

・単位認定申請書

・語学研修終了証明書（写）

・成績証明書（写）

・海外語学研修学習内容報告書（英文で Ĉ４ ൛ワード標準設定 2枚に要約すること）

2õ3õ5　教職指定科目

①　教育職員免許状の取得を希望する人は教職指定科目の履修を申告する必要があります。

②　教職指定科目は，所属学科以外の授業科目を含め，他学科での履修が認められます。

2õ3õ６　2 時限連続・ִ週・ִ年開講授業科目

　授業の日程およびクラス編成については掲示等で指示します。

2õ3õ７　日曜日開講科目の履修

　開講科目等は授業時間割表を参照してください。授業の日程およびクラス編成については掲示等で詳細は授業開始日に授業科目担当

教員から説明があります。

2õ3õ8　集中講義の履修

　学期内（随時）に集中講義を実施します。開講科目等は授業時間割表を参照してください。授業の日程およびクラス編成については

掲示等で指示します。

2õ４　他学科授業科目の履修

　所属学科以外の教育課程一覧表の授業科目（他学科授業科目）は，他学科受講学生数の定員を設けて履修を許可します。履修調整科目

として事前に申請手続を行い，抽選に当選した場合，履修することができます。

　以下の手続により履修することができます。

2õ４õ１　申請方法

①　他学科で開講されている授業科目を履修する場合は，指定期日までに『学務システム』内の申請画面から申請してください。（申請

画面の操作方法については，『履修登録ガイド』を参照してください。）

　抽選結果は『学務システム』で発表します。履修を許可された人は履修登録時にはすでに登録されていますので，取り消すことが

できません。必ず履修してください。

②　学科によっては他学科生の履修を認めない科目があります（履修登録ガイドを参照）。

③　上級年次の授業科目は履修できません。

2õ４õ2　修得単位

　修得単位は，所属する学科の専門教育部門における選択科目の単位として扱います。ただし，修得単位を進級および卒業に必要な選

択科目の単位数に算入するかどうかは，所属する学科やプログラムにより異なりますので，各学科の教育課程一覧表を必ずख़読してく

ださい。算入する場合，単位数の上限は，他学部および単位互換に関するแ括協定により他大学で修得した単位数と合わせて30単位です。
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2õ5　他学部授業科目の履修

　他学部で開講されている授業科目（他学部授業科目）は履修調整科目として事前に申請手続を行い，抽選に当選した場合，履修するこ

とができます。

①　他学部で開講されている授業科目は，2年次から履修することができます。

②　他学部で開講されている授業科目の履修制限は，年間 １0 単位以内とします。

　以下の手続により履修することができます。

2õ5õ１　申請方法

①　他学部で開講されている授業科目を履修する場合は，指定期日までに『学務システム』内の申請画面から申請してください。（申請

画面の操作方法については，『履修登録ガイド』を参照してください。）

②　他学部で履修できる授業科目は年度ॳめに公表されます（『履修登録ガイド』を参照）。

③　抽選結果は，『学務システム』で発表します。履修を許可された人は履修登録時にはすでに登録されていますので，取り消すことが

できません。必ず履修してください。

2õ5õ2　試験と成績

①　本学部の履修科目と他学部履修科目との定期試験が重複した場合，他学部履修科目の試験を優先します。本学部の履修科目の試験

は追試験を受けてください。追試験については，本便覧 Ǿ １　全学共通事項　Ⅲ．教務事項　5　試験』を参照してください。

②　成績は本学部の成績とซせて素点で発表します。

2õ5õ3　修得単位

　修得単位は，所属する学科の該当する部門（総合基礎部門，専門教育部門）における選択科目の単位として扱います。ただし，修得

単位を進級および卒業に必要な単位数に算入するかどうかは，所属する学科やプログラムにより異なりますので，各学科の教育課程一

覧表を必ずख़読してください。算入する場合，単位数の上限は 8単位です。

2õ６　基礎演習の履修

2õ６õ１　数学基礎演習Ⅰ・Ⅱの履修

　数学基礎演習Ⅰ・Ⅱは補習コースとアドバンストコースいずれかを選ぶことができます。

　補習コースでは，１ 年次に開講される数学の基礎となるレベルの講義を行います。入学時に行われる「数学基礎知識習ख़度自己診断テ

スト」の結果を参考にして履修登録してください。

　アドバンストコースでは，より進んだ内容の学習を行います。『シラバス（授業計画書）』でその内容を確認し，希望する人は履修登

録してください。

2õ６õ2　物理学基礎演習Ⅰ・Ⅱ，化学基礎演習Ⅰ・Ⅱ，英語基礎演習Ⅰ・Ⅱの履修

　各基礎演習では，１ 年次に開講される物理，化学，英語の基礎となるレベルの講義を行います。『シラバス（授業計画書）』でその内容

を確認し，高等学校で習っていない範囲がある人，その他希望する人は履修登録してください。

2õ７　基礎ゼミナールⅠ・Ⅱの履修

　オリエンテーション時に配布する資料で内容・開講曜日・時限・教室を確認してから，指定された方法で担当教員に許可を受けてください。

ただし，希望者が多数の場合は，担当教員の判断で，受講が許可されない場合があります。

2õ8　外国人留学生にかかわる日本語科目

　外国人留学生のための授業科目として「日本語」を開講しています。受講希望者は学務センター【理工学部窓口】へ申し出てください。

2õ8õ１　開講科目

日本語Ⅰ　　　2単位　　（ １年次）

日本語Ⅱ　　　2単位　　（ １年次）

日本語Ⅲ　　　2単位　　（ １年次）

日本語Ⅳ　　　2単位　　（ １年次）

日本語ᶛ　　　2単位　　（ １年次）

2õ8õ2　修得単位

　修得した単位は ４ 単位を限度として卒業に必要な総合基礎部門の選択科目の単位数に算入されます。ただし，JABEE 対応プログラ

ムでは算入条件が異なるので注意してください。

2õ９　教職課程および学芸員課程

　教職課程および学芸員課程の履修方法ならびにその登録手続などについては学務センター【教職・学芸員窓口】の指示に従ってください。
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2õ１0　試験成績一覧表

2õ１0õ１　試験成績一覧表の見方

　入学時から履修した授業科目のうち，合格した科目のすべての成績を表示します。成績は １00 点満点で表示します。受験した結果，

合格した場合は『試験成績一覧表』の上段に合格した授業科目に定期・追試・再試の試験区分毎に成績を表示します。

　不合格になった授業科目は受験した科目の年度のみ下段に成績が表示されます。未受験の場合は『欠席』，受験資格がない場合は『欠格』

が表示されます。

　現在までの単位修得状況も表示されますので，卒業要件と照らし合わせて単位の充足状況を確認し，ࠓ後の履修登録の参考にしてく

ださい。

2õ１0õ2　不合格科目の履修

　不合格となった授業科目を履修する場合は，次年度以降，その授業科目を授業時間割表から選択し，再度履修登録してください。

3 ɽ再　試　験
　試験については，本便覧の Ǿ １　全学共通事項　Ⅲ．教務事項　5　試験』の項を参照してください。

3õ１　再試験の種類

　本学部では，以下の 2種類の再試験を実施します。

①　４年次での再試験

②　線形代数Ⅰ・線形代数Ⅱ，ඍ分積分Ⅰ・ඍ分積分Ⅱ（数学科を除く）

3õ2　４ 年次での再試験

　４年次での再試験の取り扱いは次のとおりとします。

3õ2õ１　再試験実施授業科目

　再試験受験科目は当該年度に履修登録している授業科目のうち，再試験に含めない科目（掲示にて連絡）を除いた授業科目のうちか

ら前・後期再試験で合わせて 2科目（他学科履修科目を含む）までとします。

　なお，他学部開講科目は再試験の対象となりません。

3õ2õ2　受験資格

　以下の条件を満たす人を対象にします。

①　前期再試験

　前年度卒業保留の者で，前期定期試験終了時点で，追試験科目を除いた前期不合格科目について １ 〜 2 科目修得すれば ９ 月に卒業

が可能な人

②　後期再試験

　後期定期試験終了時点で，後期追試験申請科目を除いた不合格科目について １ 〜 2 科目修得すれば当該年度に卒業が可能な人。（①

の前期再試験の受験科目数が １ 科目ならば，後期再試験で １ 科目受験できますが，前期再試験ですでに 2 科目受験していた場合は，

後期再試験は受験できません。また，前期再試験で不合格の科目は，受験できません。）

3õ2õ3　実施時期

　前期追試験期間中（ ９月卒業可能な人）および後期追試験期間中。掲示にて指示します。

3õ2õ４　受験手続

　所定の用紙（学務センター【理工学部窓口】）により再試験受験を願い出て，所定の手続を経た後，再試験受験票の交付を受けてくだ

さい。

3õ3　線形代数Ⅰ・線形代数Ⅱ，ඍ分積分Ⅰ・ඍ分積分Ⅱの再試験

　線形代数Ⅰ・線形代数Ⅱ，ඍ分積分Ⅰ・ඍ分積分Ⅱの再試験の取り扱いは次のとおりとします。

3õ3õ１　再試験実施授業科目

　線形代数Ⅰ・線形代数Ⅱ，ඍ分積分Ⅰ・ඍ分積分Ⅱを対象に再試験を実施します。ただし，再履修クラスでは再試験は実施されません。

3õ3õ2　受験資格

　以下の条件をすべて満たす人を対象にします。

①　対象の学生

　数学科を除く １年次開講クラスの履修者

②　定期試験受験後の成績

　対象科目の定期試験を受験し，成績が 50 点以上 ６0 点未満の人

③　課題の提出

　再試験の前に，必要な課題を提出した人
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3õ3õ3　実施時期

　追試験期間中。詳細な日程は，事前に掲示されます。

3õ3õ４　受験手続

　所定の用紙（学務センター【理工学部窓口】）により再試験受験を願い出て，所定の手続を経た後，再試験受験票の交付を受けてくだ

さい。

3õ3õ5　評価

　再試験によって，科目の౸達目標を達成した（合格に஋する）と判定された場合，６0 点の成績点が与えられます。それ以外は，再試

験受験前の成績のままとなります。

４ ɽ進　　ڃ
４õ１　進級の条件

①　１ 年次から 2 年次への進級条件は，当該学科の教育課程一覧表に付記されています。条件を満たした人について，教授会のٞを経て進

級が認められます。記載されていない学科は，進級判定を設けていません。

②　2 年次から 3 年次への進級条件は，当該学科の教育課程一覧表に付記されています。条件を満たした人について，教授会のٞを経て進

級が認められます。

③　3年次から ４年次への進級条件は特に設けていません。

④　進級には当該学科の進級条件に加え，各年次に １年以上在学していることが必要となります。

４õ2　留年

　進級の条件を充足できなかった人は教授会のٞを経て留年となります。また，その旨を保証人Ѽに文書で通知します。

５ ɽ卒業研究等ண手
　卒業研究等を着手するための条件は別に定められています。詳しくは，当該学科の教育課程一覧表の後に付記されています。条件を満た

した人は卒業研究等に着手することができます。

６ ɽ卒　　業
６õ１　学位記の授与

　所定の修業年限を満たし，卒業要件を満たした人は，教授会のٞを経て卒業が認められ，学士の学位が授与されます。

　卒業要件は当該学科の教育課程一覧表に付記されています。なお，卒業要件を充足できなかった人は教授会のٞを経て留年となります。

また，その旨を保証人Ѽに文書で通知します。

６õ2　学位記（卒業）の日付

６õ2õ１　卒業式の日を卒業の日付とする場合

　卒業と認定された人の学位記の日付は卒業式の日となります。なお，卒業式以後，次年度の ４ 月 30 日までに卒業要件を満たし，教授

会において卒業と認定された人の学位記の日付は，前年度の卒業式の日となります。

６õ2õ2　９ 月 １3 日を卒業の日付とする場合

　前年度から継続して指導を受けている卒業研究等の成績の評価および前期科目並びに夏期集中の単位の修得により卒業要件を満たし

た人で，１0 月 3１ 日までに教授会が卒業と認定した人の学位記の日付は ９月 １3 日となります。

６õ3　早期卒業

　学則第 38 条第 2号および教務規程第 １６ 条の 2の定めにより早期卒業を申請する場合は以下のように取り扱います。

６õ3õ１　申請の条件

　2 年次終了時に修得した授業科目（必修科目および選択必修科目のすべてを含む）の単位数が ９0 単位（数学科，材料機能工学科，機

械工学科，社会基盤デザイン工学科は 85 単位）以上，平ۉ点が ９5 点以上とする。

６õ3õ2　手続

　早期卒業の希望者は，2年次後期定期試験の成績発表後，3月 １0 日までに学務センター【理工学部窓口】に申請書を提出してください。

必要書類は学務センター【理工学部窓口】に問い合わせてください。

６õ3õ3　上級年次開講科目の履修許可

　申請書を提出した人のうち，2 年次終了時において早期卒業の申請の条件を満たしていると認定された場合，教授会のٞを経て，４ 年

次開講科目（必修科目および選択必修科目のすべてを含む）を 3年次に履修することを許可します。
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６õ3õ４　卒業判定

　3 年次終了時において各学科で定める卒業要件を満たし，修得した授業科目の平ۉ点が ９5 点以上の場合，教授会のٞを経て，卒業と

認定します。

7 ɽ修業年限および在学できる年限
　修業年限は ４ 年とします。ただし，在学できる年数（在学年限）は 8 年を超えることはできません。編入学，転入学，再入学，転学部，

転学科および復籍した人の修業年限ならびに在学年限は下記のとおりです。

①　編入学又は転入学をした人の修業年限および在学年限は次のとおりとします。

a）　2年次に編入学または転入学した人の修業年限は 3年，在学年限は ７年とします。

b）　3年次に編入学または転入学した人の修業年限は 2年，在学年限は ６年とします。

②　再入学した人の在学年数は退学の期間を除き入学の年から通算して 8年とします。

③　転学部等（転学部，転学科）をした人の在学年数は，転学部等をした年次にかかわらず，入学の年から通算して 8年とします。

④　復籍した人の在学年数は除籍の期間を除き入学の年から通算して 8年とします。

8 ɽ副専攻制度
　副専攻制度とは，所属学科以外の学科で指定された科目を履修し，20 単位以上修得するとその学科を副専攻として認められる制度です。

①　副専攻は，１学科のみとします。

②　副専攻で修得した科目の単位は，国家資格試験等の受験資格として利用することができません。

　　各学科の指定科目ついては，Ǿ8õ5　各学科副専攻指定科目』を参照してください。

8õ１　申請方法

　他学科履修と同様の履修条件・手続にて履修登録を行います。（『他学科授業科目の履修』参照）

　履修登録した科目は，年間 ４９ 単位の履修登録制限の中に含まれます。

8õ2　修得単位

　修得した科目の単位は，他学科履修として進級および卒業に必要な単位として認められます。（『他学科授業科目の履修』参照）

　ただし，JABEE 対応プログラムでは算入条件が異なるので注意してください。

8õ3　単位修得後の手続

　副専攻制度により 20 単位以上修得した人は，3 年次の後期および ４ 年次の前期・後期に各 １ 回（計 3 回），副専攻申請期間を設けます。

副専攻希望者は，いずれかの期間内に申請してください。申請期間および申請結果については，別途掲示等にて指示します。

8õ４　証明書

　副専攻申請が認められた人は，他の証明書と同様に『副専攻単位修得証明書』を申請することができます。発行手続の方法および発行

開始日は，別途掲示等にて指示します。

8õ5　各学科副専攻指定科目

【数学科】

　数学科専門科目を 20 単位以上修得すること。

【電気電子工学科】

　「電気電子工学専門科目」の以下の ４ 科目（１0 単位）と，電気電子工学科専門科目の電気工学コースまたは電子システムコースのど

ちらか一方の電気電子工学科専門科目の選択必修科目（電気基礎理論Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ，電気電子工学概論および電気電子ゼミナール

Ⅰを除く）より １0 単位以上，合計 20 単位以上修得すること。（「電気࣓気学Ⅱおよび演習」（3単位）・「電気回路Ⅱおよび演習」（3単位）・

「電気計ଌ」（2単位）・「デジタル回路Ⅰ」（2単位））

【材料機能工学科】

　材料機能工学科専門科目を 20 単位以上修得すること。

【応用化学科】

　「有機化学Ⅰ」（2 単位）・「物理化学Ⅰ」（2 単位）・「無機化学Ⅰ」（2 単位）の 3 科目（６ 単位）を含み，応用化学科専門科目より 20

単位以上修得すること。

【機械工学科】

１．メカトロニクス工学科以外の学科

　「೤力学Ⅰ」（2 単位），「流体力学Ⅰ」（2 単位），「材料力学Ⅰ」（2 単位），「機械力学Ⅰ」（2 単位），「機械加工学」（2 単位），「制ޚ

工学Ⅰ」（2単位）の ６科目（１2 単位）を必修とし，機械工学科専門科目の中から 20 単位以上を修得すること。

　ただし，20 単位の中に理工学基礎科目ならびに共通科目を含めてはならない。

2．メカトロニクス工学科

　メカトロニクス工学科で開講される「機械力学Ⅱ」，「材料力学Ⅱ」，「機械加工学」，「伝೤工学」の中から 3科目以上を修得した上で，
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機械工学科専門科目20単位以上を修得すること。ただし，機械工学科専門科目20単位の中には，機械工学科で開講される「伝೤工学」，

「機械力学Ⅰ」，「機械力学Ⅱ」，「材料力学Ⅰ」，「材料力学Ⅱ」，「流体力学Ⅰ」，「機械加工学」，「生産管理」，「機械技術者ྙ理」，「ＣＡ̚」

の科目は含まない。

【交通機械工学科】

１．メカトロニクス工学科以外の学科

　交通機械工学科で開講されている，「エンジンⅠ」，「自動車工学Ⅰ」，「航空Ӊ஦工学Ⅰ」，「鉄道車両工学Ⅰ」の ４ 科目（8 単位）

および交通機械工学専門科目 １2 単位（所属学科での同一科目名を除く）以上を修得すること。

2．メカトロニクス工学科

　メカトロニクス工学科で開講の「自動車工学」の 2 単位を修得した上で，交通機械工学科で開講されている，「エンジンⅠ」，「航

空Ӊ஦工学Ⅰ」，「鉄道車両工学Ⅰ」の 3 科目（６ 単位）および交通機械工学専門科目 １４ 単位（所属学科での同一科目名および「自

動車工学Ⅰ」を除く）以上を修得すること。

【メカトロニクス工学科】

　「メカトロニクス要素設計」，「制ޚ工学Ⅲ」，「医療機械工学」，「組み込みソフトウェア」，「ベクトルとキネマティクス」の 5 科目お

よびメカトロニクス工学科専門科目 １0 単位（所属学科での同一科目名を除く）以上修得すること。

【社会基盤デザイン工学科】

　社会基盤デザイン工学科専門科目を 20 単位以上修得すること。

【環境創造工学科】

　環境創造工学科専門科目を 20 単位以上修得すること。

【建築学科】

　建築学科専門科目を 20 単位以上修得すること。

９ ɽ転学部・転学科
　転学部とは，他学部から理工学部へ，または理工学部から他学部へ学部を転ずることをいいます。

　他学部への転学部をࢤ望する人は，ࢤ望学部の定めるところに従ってください。

　転学科とは，同一学部内において学科を転ずることをいいます。

　選考方法については，１2 月ࠒに発表する転学部等試験要項を参照してください。

　なお，JABEEプログラムへの転学科については，学生便覧の「Ⅳ．理工学部の技術者教育について」（2-１22）を参照してください。

９õ１　転学科生に関わる他学科履修の単位の取り扱い

①　総合基礎部門の授業科目のうちで修得した単位はすべて，進級および卒業に必要な単位として認めます。なお，その成績評価は素点

とします。

②　他学科授業科目の履修により修得した単位のうち，転学科先の専門教育部門にある授業科目については，転学科先の専門教育部門の

進級および卒業の単位として認めます。なお，その成績評価は素点とします。

③　転学科前に修得した授業の単位のうち，転学科先以外で修得した単位は，その授業内容を検討し，授業科目を読み替え，転学科先の

進級および卒業の単位として認めることができます。なお，その成績評価は素点とします。

④　上記③で認められなかった授業の単位は，他学科履修科目として取り扱います。

10ɽ単位互換履修生がଞ大学で修得した単位の取り扱い
　愛知学長懇話会において締結された「単位互換に関するแ括協定」にもとづき，本学部の学生が加ໍする他大学で修得した単位は，１5 単

位を上限として，本学部の該当する部門（総合基礎部門，専門教育部門）における選択科目の単位として扱います。ただし，修得単位を進

級および卒業に必要な単位数に算入するかどうかは，所属する学科やプログラムにより異なりますので，各学科の教育課程一覧表を必ずख़

読してください。算入する場合，単位数の上限は，他学部および他学科履修で修得した単位数と合わせて 30 単位です。

11ɽଞ大学への入学，ฤ入学，転入学等
　本大学に在籍のまま他の大学への入学，編入学，転入学等をࢤ願しようとするときは，出願するまでに下記の手続に従い，あらかじめそ

の許可を得てください。

１１õ１　手続

①　他の大学に入学，編入学，転入学等を出願する人は所定の用紙にその理由を記入し，保証人連ॺの上，クラス担任の承諾を得て学部

長に願い出てください。

②　許可された人には許可書を交付します。

１１õ2　退学願

　他の大学に入学，編入学，転入学等をするときは，１１õ１ ①と同様の手続により，退学を願い出なければなりません。
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12ɽͦのଞ関連事項
１2õ１　欠席届

　病気，その他やむを得ない理由により授業を欠席した場合は速やかに欠席届（所定用紙）を学務センター【理工学部窓口】に提出して

ください。

　欠席届の提出に際しては理由を証する書類（医師の診断書等）を添付してください。

１2õ2　各種証明書の交付

　各種証明書（在学証明書等）の交付を希望する人は本便覧の Ǿ １　全学共通事項　ᶜ．学務システム，事務の取り扱い，各種制度，マナー　

４各種証明書の発行』により申し込んでください。

１2õ3　学生への連絡

　学生への連絡等は掲示にて行います。掲示板に注意してください。掲示には特に緊急なものもあります。掲示内容に質問のある人は取

り扱い窓口に尋ねてください。電話による問い合わせには，応じられません。掲示で連絡する主な事項としては次のようなものがあります。

①　学生全員に関すること。

　告示，通達，行事日程など。

②　授業に関すること。

　時間割変更，教室変更，休講，補講，集中講義，試験に関することなど。

③　理工学部および学務センター等からの連絡事項に関すること。

　学生の呼出し，各種奨学生の募集および通知，就職関係，健康診断結果，拾得物の連絡など。

１2õ４　各学科の掲示場所と各学科のུ称

　理工学部および学務センター等からの連絡はタワŖ ７5 の 2 階学生ホールに設置されている掲示板にて周知します。

　なお，各学科からの連絡は研究実験棟Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ掲示板などにて周知します。

＜掲示でのུ称＞

数学科 Ｓ，数学

電気電子工学科 ̚，電気

材料機能工学科 ̯，材料

応用化学科 Ｏ，応用化学

機械工学科 ̢，機械

交通機械工学科 ̩，交通

メカトロニクス工学科 Ｒ，メカトロ

社会基盤デザイン工学科 Ｃ，社会

環境創造工学科 ̠，環境

建築学科 Ａ，建築
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ᶙ õ各学科の教育課程一覧表
1 ）数学科

学位授与方針
%JQMPNa PPMJDZ

　数学科は、本学立学の精神と本学部人材養成目的に基づき、次の①、②、③を満たし、所定の単位を修得した学生に対して学士（理学）
の学位を授与します。

①෯広い教養と深い思考力を身につけ、広い視野と高いྙ理観をもって産業界・教育界をはじめ社会の発展に貢献する能力を有する。
②科学・技術の基礎となる数学の知識を修得し、それを活用して種々の問題を解決する能力を有する。
③社会における課題に対し主体的に問題を探求し、解決に向けて協ಇして取り組むことのできる能力を有する。

教育課程ฤ成方針
CVSSJDVMVN PPMJDZ

　数学科は、数学の本質・ັ力をていねいに基礎から教え、学科教育目標を達成し、卒業認定・学位授与の方針に示す能力を身につける
ことができるよう、教養教育と専門教育より構成される教育課程を編成し、実施します。

①教養教育は、総合基礎部門の科目と理工学基礎科目から構成され、これらの科目を෯広く履修することにより、専門分野をӽえた෯
広い視野とྙ理観を養う。同時に、数理基礎力、論理的思考力、コミュニケーション能力、情報活用能力などの基本的技能と、専門
教育に進む上で欠くことのできない数学および他分野の知識を修得できるようにする。

②専門教育では、理工学基礎科目から始め、基礎から応用へ数学の専門知識を深めるように、体系的に編成された教育課程を実施する。
特に、代数学、解ੳ学、ز何学、数理情報、計算機科学の 5 分野をபとして、講義科目とそれに関連する演習・実習が有機的に結び
ついたカリキュラムを編成する。単に計算技術だけでなく、෯広い専門知識と数学的思考力を修得し、物事を数学で表現する力と様々
な問題を数学的に解決する力を養うことができるようにする。

③ॳ年次から、複数の専門科目で関連する演習・実習を実施して、能動的学修を行うことができるようにする。４年次の数学講究では、
自主的な学修・発表を通じて主体性と協力性を身につけ、生֔にわたり活かすことのできる総合的・多֯的考察力、創造的思考力と
数学的表現力がഓわれるようにする。

④各授業科目において定量的指標にもとづく厳格な成績評価により単位認定を行う。成績評価は個別成績表に記載して学修指導や各種
順位づけに利用できるようにする。さらに GPA ஋も一つの参考としつつ、学修行動調査、成績等にもとづいて個別指導する体制に
より、個々の達成度と将来計画に応じた学修を進めることができるようにする。

入学ऀ受入れ方針
AENJTTJPO PPMJDZ

　数学科の教育目標と卒業認定の方針を理解し、高等学校等での学習を通して、次のような能力・意欲を身につけている人を受け入れま
す。

①一般選抜では、数学、理科および英語の高い基礎学力を有する。学校推薦型選抜・特別入学試験では、高等学校教育の内容をݎ実に
修得し、数学、理科および英語の基礎学力を有する。総合数理プログラム入試では、数学、理科または英語の高い基礎学力を有する。

②数学、理科および英語の基礎学力を活用して、自ら問題を考え、自主的に問題解決に取り組み、その成果をまとめるために必要とな
る思考力・判断力・表現力を有する。

③数学に深くڵຯを持ち、主体的に様々な人々と協力しながら数学的思考能力を活用して社会貢献する意欲を有する。

01

02

03

数学科の人材養成目的
その他の教育研究上の目的
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教育方針
　数学の学問としての自立性と，抽象性から来る汎用性により，数学は諸科学の基本的「言語」とも言われています。数学に対する期待は，

数理科学とコンピューターの急速な発達によって，自然科学，工学だけでなく，社会科学や人文科学でも大きくなりつつあります。そのよ

うな社会要請にかなった卒業生を送り出すために，数学科では数学を基礎からきちんと学ぶことを第一に考えています。さらに，論理的思

考力や数学に対する直観力を養いながら，数学の真のັ力を知ってほしいと願っています。

　७粋数学，応用数学いずれの方向をࢤす学生も，履修科目の選択や数学講究の研究室選択によって，それぞれの目指す分野を学習するこ

とができます。しかし，本質的には数学は １ つで，७粋数学・応用数学の区別は数学という学問自体を重視するか，あるいは数学の科学技

術への応用を重視するかという立場のҧいに過͗ません。また，数学科では計算機教育にも力を入れていて，１ 年次よりプログラミングを基

礎から学びます。数学科専用の計算機室も完備しており，計算機を利用しやすい環境が整えられています。本学科のカリキュラム（教育課程）

の主だった特徴をいくつかあげますと，

１．１年次，2年次，3年次と段階的に講義内容を深め，数学の基礎となることについては܁り返し，演習を੝り込みながら講義を進めます。

2．代数学，解ੳ学，ز何学，数理情報，計算機科学の 5 本のபがあり，これらを 2 年次より系統立てて学ぶことによって，高いレベルに

౸達できます。

3．3年次，４年次では，現代数学の最先୺に近いところまで学ぶことができます。

４．４年次の数学講究（ゼミナールまたはセミナーともいう）に向けて，3年次の講義形式の専門教育科目を補う目的で，少人数によるゼミナー

ル形式を取り入れた数学研究を 3年次に開講します。

　学生諸܅の卒業後の進路には，情報産業のみならず広範な一般企業への就職，あるいは将来の日本をഎ負う生徒たちを育成する教育職へ

のไ職，また数理科学の研究をࢤして本学もしくは他大学の大学院への進学がありますが，これらの進路に適したそれぞれのカリキュラム

を選ぶことができます。いずれの道に進むにしても，４年次の科目は，先のことを考えて選択し履修することを推奨します。

　数学の実力をつける方法は，自分にあった良い数学書を見つけ，それを徹底して読み進むことです。また数学の講義や数学研究・数学講

究の重要性は，書物を読んだだけでは得られないものが得られるところにありますから，積極的に取り組むことで大きな実りが得られます。

すべてのことが理解できなくてもあきらめず，基本的なことだけはつかめるようにまず努力し，理解が進み実力がつくに応じて，順次深い

ところを目指すようにしてください。そのためには，まず良く復習すること，さらに学生同士でٞ論することが有効です。さらに進んで数

学（カリキュラムに無いことも含めて）の学習をしたくなったら，஥間を集めて学生だけで，あるいは先生や上級生・大学院生と一ॹに，

勉強会（自主ゼミ）を行うことも大変有益です。

学習・教育目標
　数学科は数学自身だけでなく，広く数学およびその考え方を他に役立てることが出来るような力をつけることを教育目標として，講義だ

けではなく，学んだことが身につくように演習にも大きな力を入れています。また，数学講究では，自分で考えたり調べたりしたことをま

とめ，４年間の学習の集大成として講究報告を提出することが義務づけられています。

　数学科における計算機教育では，単にパソコンのソフトが操作できるというよりも，基礎的な考え方を重視して数学的思考に支えられた

プログラミングの技法等を習得することを目指しています。また，教員免許取得（数学，情報）を希望する学生数が多いことを考え，それ

らの学生をサポートするための特別な対策も講じています。大学院進学希望者は ４ 年次までの講義の深い理解が重要で，数学講究ではさら

に内容を۷り下げることにより ４年間の学習が大学院での研究につながるよう指導しています。

総合数理プログラム

　名城大学はඈび入学制度を持ち，この制度により数学科に入学した学生を総合数理プログラム生と呼びます。総合数理プログラム生は教

育方針・卒業要件において通常の数学科学生と何ら異なるものではありません。早期に真の数学を学ぶにふさわしい総合数理プログラム生

ではありますが，本来高等学校で学ぶべき事項を一部習得していないことにも配慮し設定された科目群として，数学科では，基礎演習（総

合数理基礎演習ⅠからⅣ），基礎セミナー（サイエンス・ボランティア入門Ⅰ，Ⅱ，探究活動入門Ⅰ，Ⅱ），応用セミナー（数学講究）を用

意しています。このඈび入学制度および教育プログラムを総合数理プログラムと呼びます。
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202４ 年度入学　数学科　教育課程一覧表
数学科　教育課程一覧表

前 後 前 後 前 後 前 後

  英語コミュニケーションⅠ      1 2 ●

  英語コミュニケーションⅡ      1 2 ●

  英語コミュニケーションⅢ      1 2 ●

  英語コミュニケーションⅣ      1 2 ●

  プラクティカル･イングリッシュⅠ      1 2

  プラクティカル･イングリッシュⅡ      1 2

  ドイツ語Ⅰ      1 2 P１

  ドイツ語Ⅱ      1 2 P２

  ドイツ語Ⅲ      1 2 P３

  ドイツ語Ⅳ      1 2 P４

  フランス語Ⅰ      1 2 P１

  フランス語Ⅱ    1 2 P２

  フランス語Ⅲ    1 2 P３

  フランス語Ⅳ    1 2 P４

  中国語Ⅰ    1 2 P１

  中国語Ⅱ    1 2 P２

  中国語Ⅲ      1 2 P３

  中国語Ⅳ      1 2 P４

  体育科学Ⅰ      1 2 ●

  体育科学Ⅱ      1 2 ●

  体育科学Ⅲ      1 2 ●

  体育科学Ⅳ      1 2 ●

  人文科学基礎Ⅰ      2 2 ● Ｐ５

  人文科学基礎Ⅱ      2 2 ● Ｐ６

  社会科学基礎Ⅰ      2 2 ● Ｐ５

  社会科学基礎Ⅱ      2 2 ● Ｐ６

  アジア文化論Ⅰ      2 2 ● Ｐ７

  アジア文化論Ⅱ      2 2 ● Ｐ８

  欧米文化論Ⅰ      2 2 ● Ｐ７

  欧米文化論Ⅱ      2 2 ● Ｐ８

  国際関係論      2 2 Ｐ９

  文学      2 2 Ｐ９

  日本国憲法      2 2 ● Ｐ９

  国際経済論      2 2 Ｐ10

  心理学      2 2 Ｐ10

  基礎ゼミナールⅠ      1 2

  基礎ゼミナールⅡ      1 2

外国人留学生にかかわる日本語科目

　日本語Ⅰ 2 2 2

　日本語Ⅱ 2 2 2

　日本語Ⅲ 2 2 2

　日本語Ⅳ 2 2 2

　日本語Ⅴ 2 2 2

外国人留学生のみ
履修が可能

4  年自由

科目

必修

科目

摘          要
教職
課程

学芸員
課程

選択
必修
科目

系 授    業    科    目    名

 単 位 数

総

合

基

礎

部

門

総
合
基
礎
部
門

部

門

2  年選択

科目

3  年

毎  週  授  業  時  間  数

1  年
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202４ 年度入学　数学科　教育課程一覧表
数学科　教育課程一覧表

前 後 前 後 前 後 前 後

4  年自由

科目

必修

科目

摘          要
教職
課程

学芸員
課程

選択
必修
科目

系 授    業    科    目    名

 単 位 数部

門

2  年選択

科目

3  年

毎  週  授  業  時  間  数

1  年

  ᚤศ✚ศⅠ 2 2 ● 㽢

　ᚤศ✚ศⅡ 2 2 ● 㽢

  ⥺ᙧ௦数Ⅰ 2 2 ● 㽢

  ⥺ᙧ௦数Ⅱ 2 2 ● 㽢

　ᚤศ✚ศⅠ₇⩦ 1 2 㽢

　ᚤศ✚ศⅡ₇⩦ 1 2 㽢

　⥺ᙧ௦数Ⅰ₇⩦ 1 2 㽢

　⥺ᙧ௦数Ⅱ₇⩦ 1 2 㽢

　数学ᗎ論Ⅰ 2 2 ● 㽢

　数学ᗎ論Ⅱ 2 2 ● 㽢

  ≀理学Ⅰ 2 2 ●

  ≀理学Ⅱ 2 2 ●

　≀理学₇⩦ 1 2

  化学Ⅰ 2 2 ●

  化学Ⅱ 2 2 ●

　ᢏ⾡⪅೔理 2 2 ●

　コン䝢ュー䝍ーリテラシー 2 2 ● ● 㽢

　䝕ー䝍䝃イ䜶ンス䞉㻭㻵ධ門 2 2

　数学基礎₇⩦Ⅰ 1 2 㽢

　数学基礎₇⩦Ⅱ 1 2 㽢

　≀理学基礎₇⩦Ⅰ 1 2

　≀理学基礎₇⩦Ⅱ 1 2

　化学基礎₇⩦Ⅰ 1 2

　化学基礎₇⩦Ⅱ 1 2

　英語基礎₇⩦Ⅰ 1 2

　英語基礎₇⩦Ⅱ 1 2

　総合数理基礎₇⩦Ⅰ 1 2 㽢

　総合数理基礎₇⩦Ⅱ 1 2 㽢

　総合数理基礎₇⩦Ⅲ 1 2 㽢

　総合数理基礎₇⩦Ⅳ 1 2 㽢

　䝃イ䜶ンス䞉䝪ランティアධ門Ⅰ 1 2 㞟中

　䝃イ䜶ンス䞉䝪ランティアධ門Ⅱ 1 2 㞟中

　᥈✲άືධ門Ⅰ 2 2 䠄ὀ䠅

　᥈✲άືධ門Ⅱ 2 2 䠄ὀ䠅

　数理≀理学Ⅰ 2 2 ● 㽢䠄ὀ䠅

　数理≀理学Ⅱ 2 2 ● 㽢䠄ὀ䠅

　コン䝢ュー䝍ー䝃イ䜶ンス 2 2 ● 㽢

  ᝟ሗ科学Ⅰ 2 2 ● 㽢

  ᝟ሗ科学Ⅱ 2 2 ● 㽢

  ᝟ሗ科学Ⅲ 2 2 㽢

  ᝟ሗ科学Ⅳ 2 2 㽢

　᝟ሗ社会䛸᝟ሗ೔理 2 2 ● 㽢

　᝟ሗᢏ⾡のᛂ⏝䛸職業 2 2 ● 㽢

　アル䝂リ䝈䝮䞉䝕ー䝍ᵓ㐀論 2 2 ● 㽢䠄ὀ䠅

　経Ⴀ᝟ሗ論 2 2 ● 㽢

　᝟ሗ䝛ッ䝖䝽ーク論 2 2 ● 㽢䠄ὀ䠅

　䝟䝍ーン᝟ሗฎ理論 2 2 ● 㽢䠄ὀ䠅

　人間᝟ሗฎ理論 2 2 ● 㽢䠄ὀ䠅

　ᚤศ✚ศⅢ 2 2 ●

　ᚤศ✚ศⅣ 2 2 ●

　⥺ᙧ௦数Ⅲ 2 2 ●

　⥺ᙧ௦数Ⅳ 2 2 ●

　数学㏻論Ⅰ 2 2

　数学㏻論Ⅱ 2 2

数

学

ᑓ

門

教

育

科

目

理

ᕤ

学

基

礎

科

目

ᑓ

門

教

育

部

門
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202４ 年度入学　数学科　教育課程一覧表
数学科　教育課程一覧表

前 後 前 後 前 後 前 後

4  年自由

科目

必修

科目

摘          要
教職
課程

学芸員
課程

選択
必修
科目

系 授    業    科    目    名

 単 位 数部

門

2  年選択

科目

3  年

毎  週  授  業  時  間  数

1  年

　ゎᯒ学Ⅰ 2 2 ●

　ゎᯒ学Ⅱ 2 2 ●

　ゎᯒ学Ⅲ 2 2 ●

　ゎᯒ学Ⅳ 2 2 ●

　ゎᯒ学Ⅴ 2 2 ●

　ゎᯒ学䊥 2 2 ●

　ゎᯒ学䊦 2 2 ●

　ゎᯒ学䊧 2 2 ●

　௦数学Ⅰ 2 2 ●

　௦数学Ⅱ 2 2 ●

　௦数学Ⅲ 2 2 ●

　௦数学Ⅳ 2 2 ●

　௦数学Ⅴ 2 2 ●

　௦数学䊥 2 2 ●

　௦数学䊦 2 2 ●

　௦数学䊧 2 2 ●

　ᗄఱ学Ⅰ 2 2 ●

　ᗄఱ学Ⅱ 2 2 ●

　ᗄఱ学Ⅲ 2 2 ●

　ᗄఱ学Ⅳ 2 2 ●

　ᗄఱ学Ⅴ 2 2 ●

　ᗄఱ学䊥 2 2 ●

　ᗄఱ学䊦 2 2 ●

　ᗄఱ学䊧 2 2 ●

　数理᝟ሗⅠ 2 2 ●

　数理᝟ሗⅡ 2 2 ●

　数理᝟ሗⅢ 2 2 ●

　数理᝟ሗⅣ 2 2 ●

　数理᝟ሗⅤ 2 2 ●

　数理᝟ሗ䊥 2 2 ●

　数理᝟ሗ䊦 2 2 ●

　数理᝟ሗ䊧 2 2 ●

　ィ⟬ᶵ科学Ⅰ 4 4 ● 㽢

　ィ⟬ᶵ科学Ⅱ 4 4 ● 㽢

  ィ⟬ᶵ科学Ⅲ 2 2 ● 㽢

　ィ⟬ᶵ科学Ⅳ 2 2 ● 㽢

　ィ⟬ᶵ科学Ⅴ 2 2 ● 㽢

　ィ⟬ᶵ科学䊥 2 2 ● 㽢

　教職◊✲Ⅰ 1 2 䠄ὀ䠅

  教職◊✲Ⅱ 1 2 䠄ὀ䠅

　数学◊✲ 2 2 㽢

　数学ㅮ✲ 㻤 㻖 㻖 㽢

　䝕ー䝍䝃イ䜶ンス䞉㻭㻵ᛂ⏝基礎Ⅰ 2 2

　䝕ー䝍䝃イ䜶ンス䞉㻭㻵ᛂ⏝基礎Ⅱ 2 2

㽢䠖௚学部䞉௚学科履修୙可

䠆䠖数学ㅮ✲の毎週授業時間数䛿䠈前ᮇ4時間䠈後ᮇ4時間䜢᭱ప᮲௳䛸䛩る

㻔ὀ㻕㻦 㛤ㅮに䛴䛔䛶䛿䚸䜺イ䝎ンス時にᣦ♧䚹

数

学

ᑓ

門

教

育

科

目

ᑓ

門

教

育

部

門
䛭
の
௚



2 ― 19

S

E

Z

O

M

T

R

C

K

A

1 ɽ履修登録での留意事項
　「理工学部教育課程」および「履修等に関する規定」をख़読のうえ履修登録をしてください。

　自由科目，他学部履修科目および単位互換に関するแ括協定により他大学で履修した科目の修得単位は進級，数学講究着手条件および卒

業に必要な単位数に算入されません。

　他学科で修得した専門教育部門の授業科目の修得単位は，専門教育部門の選択科目の進級，数学講究着手条件および卒業に必要な選択科

目の単位数として算入されます。

2 ɽ進ڃの৚件
　進級については，次の条件が必要です。

１）１年次から 2年次への進級について

１年次終了までに 30 単位以上を修得していること。

2）2年次から 3年次への進級について

2年次終了までに ６0 単位以上を修得していること。

3 ɽ数学講究のண手৚件
　次の条件を満たすことを原則とします。

3年次までの開講科目のうち，９0 単位以上を修得していること。

４ ɽ卒業の要件
　卒業に必要な単位数は次のとおりです。

部　　門 項　　目 単　　位

総 合 基 礎 部 門

選 択 必 修 科 目 １ 0 単位　　

選 択 科 目 １ 0 単位以上

計 2 0 単位以上

専 門 教 育 部 門

必 修 科 目 3 ６ 単位　　

選択必修科目
理 工 学 基 礎 科 目 　　 ６ 単位　　

数 学 専 門 科 目 2 8 単位　　

選 択 科 目 3 ４ 単位以上

　計　 １ 0 ４ 単位以上

合　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計 １ 2 ４ 単位以上
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コンピューターサイエンス

探究活動入門Ⅰ

総合数理基礎演習Ⅲ

英語基礎演習Ⅱ

計算機科学Ⅰ

微分積分Ⅲ
微分積分Ⅳ

線形代数Ⅲ
線形代数Ⅳ

数理情報Ⅴ
数理情報Ⅵ

数理情報Ⅱ

体育科学Ⅰ

人文科学基礎Ⅰ

幾何学Ⅱ

解析学Ⅶ

代数学Ⅶ

微分積分Ⅰ
微分積分Ⅰ演習

線形代数Ⅰ
線形代数Ⅰ演習

数学序論Ⅰ

サイエンス・ボランティア入門Ⅱ

数学序論Ⅱ

英語コミュニケーションⅠ

ドイツ語Ⅰ

フランス語Ⅰ

中国語Ⅰ

総合数理基礎演習Ⅰ 総合数理基礎演習Ⅱ

物理学Ⅰ

数学基礎演習Ⅰ
物理学基礎演習Ⅰ
化学基礎演習Ⅰ

サイエンス・ボランティア入門Ⅰ

体育科学Ⅳ

国際経済論

心理学

アジア文化論Ⅰ

欧米文化論Ⅰ

アジア文化論Ⅱ

フランス語Ⅱ

中国語Ⅱ

人文科学基礎Ⅱ

社会科学基礎Ⅱ

物理学Ⅱ
物理学演習

基礎ゼミナールⅡ

微分積分Ⅱ
微分積分Ⅱ演習

線形代数Ⅱ
線形代数Ⅱ演習

プラクティカル・イングリッシュⅡ

理工学部 数学科（１～４年）

前期

国際関係論

フランス語Ⅳ

授業科目履修系統図

部門

2年1年

後期

日本国憲法

Ⅳ語国中Ⅲ語国中

英語コミュニケーションⅢ 英語コミュニケーションⅣ プラクティカル・イングリッシュⅠ

文学

ドイツ語Ⅳ

欧米文化論Ⅱ

体育科学Ⅲ

（2024年度入学生から適用）

前期後期

3年

前期

4年

後期後期前期

英語コミュニケーションⅡ

解析学Ⅷ

技術者倫理

コンピューターリテラシー

総合数理基礎演習Ⅳ

数学基礎演習Ⅱ
物理学基礎演習Ⅱ
化学基礎演習Ⅱ

英語基礎演習Ⅰ

総
合
基
礎
部
門

体育科学Ⅱ

理
工
学
基
礎
科
目

ドイツ語Ⅲ

フランス語Ⅲ

化学Ⅱ

ドイツ語Ⅱ

化学Ⅰ

社会科学基礎Ⅰ

基礎ゼミナールⅠ

解析学Ⅴ
解析学Ⅵ

解析学Ⅱ

数理情報Ⅶ

幾何学Ⅶ

代数学Ⅱ

計算機科学Ⅲ
計算機科学Ⅳ

計算機科学Ⅴ
計算機科学Ⅵ

代数学Ⅷ

幾何学Ⅷ

数理情報Ⅷ

代数学Ⅴ
代数学Ⅵ

幾何学Ⅴ
幾何学Ⅵ

数学講究

計算機科学Ⅱ

数
学
専
門
教
育
科
目

そ
の
他

専
門
教
育
部
門

教職研究Ⅱ

情報社会と情報倫理
情報技術の応用と職業

数学通論Ⅱ数学通論Ⅰ

Ⅰ学理物理数 Ⅱ学理物理数

自由科目選択科目選択必修科目必修科目

データサイエンス・AI入門

Ⅰ学科報情 Ⅱ学科報情

解析学Ⅰ

代数学Ⅰ

幾何学Ⅰ

データサイエンス・AI応用基礎Ⅱデータサイエンス・AI応用基礎Ⅰ

数理情報Ⅰ

教職研究Ⅰ

数学研究

情報ネットワーク論
パターン情報処理論

アルゴリズム・データ構造論
経営情報論

人間情報処理論

情報科学Ⅲ 情報科学Ⅳ

探究活動入門Ⅱ

解析学Ⅲ

解析学Ⅳ

数理情報Ⅲ

数理情報Ⅳ

代数学Ⅲ

代数学Ⅳ

幾何学Ⅲ

幾何学Ⅳ
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コンピューターサイエンス

探究活動入門Ⅰ

総合数理基礎演習Ⅲ

英語基礎演習Ⅱ

計算機科学Ⅰ

微分積分Ⅲ
微分積分Ⅳ

線形代数Ⅲ
線形代数Ⅳ

数理情報Ⅴ
数理情報Ⅵ

数理情報Ⅱ

体育科学Ⅰ

人文科学基礎Ⅰ

幾何学Ⅱ

解析学Ⅶ

代数学Ⅶ

微分積分Ⅰ
微分積分Ⅰ演習

線形代数Ⅰ
線形代数Ⅰ演習

数学序論Ⅰ

サイエンス・ボランティア入門Ⅱ

数学序論Ⅱ

英語コミュニケーションⅠ

ドイツ語Ⅰ

フランス語Ⅰ

中国語Ⅰ

総合数理基礎演習Ⅰ 総合数理基礎演習Ⅱ

物理学Ⅰ

数学基礎演習Ⅰ
物理学基礎演習Ⅰ
化学基礎演習Ⅰ

サイエンス・ボランティア入門Ⅰ

体育科学Ⅳ

国際経済論

心理学

アジア文化論Ⅰ

欧米文化論Ⅰ

アジア文化論Ⅱ

フランス語Ⅱ

中国語Ⅱ

人文科学基礎Ⅱ

社会科学基礎Ⅱ

物理学Ⅱ
物理学演習

基礎ゼミナールⅡ

微分積分Ⅱ
微分積分Ⅱ演習

線形代数Ⅱ
線形代数Ⅱ演習

プラクティカル・イングリッシュⅡ

理工学部 数学科（１～４年）

前期

国際関係論

フランス語Ⅳ

授業科目履修系統図

部門

2年1年

後期

日本国憲法

Ⅳ語国中Ⅲ語国中

英語コミュニケーションⅢ 英語コミュニケーションⅣ プラクティカル・イングリッシュⅠ

文学

ドイツ語Ⅳ

欧米文化論Ⅱ

体育科学Ⅲ

（2024年度入学生から適用）

前期後期

3年

前期

4年

後期後期前期

英語コミュニケーションⅡ

解析学Ⅷ

技術者倫理

コンピューターリテラシー

総合数理基礎演習Ⅳ

数学基礎演習Ⅱ
物理学基礎演習Ⅱ
化学基礎演習Ⅱ

英語基礎演習Ⅰ

総
合
基
礎
部
門

体育科学Ⅱ

理
工
学
基
礎
科
目

ドイツ語Ⅲ

フランス語Ⅲ

化学Ⅱ

ドイツ語Ⅱ

化学Ⅰ

社会科学基礎Ⅰ

基礎ゼミナールⅠ

解析学Ⅴ
解析学Ⅵ

解析学Ⅱ

数理情報Ⅶ

幾何学Ⅶ

代数学Ⅱ

計算機科学Ⅲ
計算機科学Ⅳ

計算機科学Ⅴ
計算機科学Ⅵ

代数学Ⅷ

幾何学Ⅷ

数理情報Ⅷ

代数学Ⅴ
代数学Ⅵ

幾何学Ⅴ
幾何学Ⅵ

数学講究

計算機科学Ⅱ

数
学
専
門
教
育
科
目

そ
の
他

専
門
教
育
部
門

教職研究Ⅱ

情報社会と情報倫理
情報技術の応用と職業

数学通論Ⅱ数学通論Ⅰ

Ⅰ学理物理数 Ⅱ学理物理数

自由科目選択科目選択必修科目必修科目

データサイエンス・AI入門

Ⅰ学科報情 Ⅱ学科報情

解析学Ⅰ

代数学Ⅰ

幾何学Ⅰ

データサイエンス・AI応用基礎Ⅱデータサイエンス・AI応用基礎Ⅰ

数理情報Ⅰ

教職研究Ⅰ

数学研究

情報ネットワーク論
パターン情報処理論

アルゴリズム・データ構造論
経営情報論

人間情報処理論

情報科学Ⅲ 情報科学Ⅳ

探究活動入門Ⅱ

解析学Ⅲ

解析学Ⅳ

数理情報Ⅲ

数理情報Ⅳ

代数学Ⅲ

代数学Ⅳ

幾何学Ⅲ

幾何学Ⅳ
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2 ） 電ؾ電޻ࢠ学科

学位授与方針
%JQMPNa PPMJDZ

　電気電子工学科は、本学立学の精神と本学部人材養成目的に基づき、次の能力・意欲を身につけた学生に学士（工学）の学位を授与し
ます。

①社会の責任ある形成者として必要な教養と、英語を含むコミュニケーション力を有する。
②電気回路、電子回路、電気࣓気学、プログラミング等の電気電子工学の知識と、それらを活用して、社会での問題を発見し、解決す

るために必要な思考力・判断力・表現力等を有する。
③主体的に学び続け、学んだことを分かち合い、多様な人々と協力して、電気電子工学科が重視する理工系の科学・技術を用いて社会
貢献する意欲を有する。

教育課程ฤ成方針
CVSSJDVMVN PPMJDZ

　電気電子工学科は、卒業認定・学位授与の方針に示す能力・意欲を身につけさせるため、教養教育（総合基礎部門）と専門教育（専門
教育部門）からなる教育課程を体系的に編成し、実施します。

①教養教育は、人文・社会科学、語学、体育等からなる。これらの科目の履修を通して、社会の責任ある形成者として必要な教養と、
英語を含むコミュニケーション力を身につける。

②専門教育は、数学、物理学、化学、技術者ྙ理等の理工学の共通科目と電気回路、電子回路、電気࣓気学、プログラミング等の電気
電子工学の科目からなる。講義・演習・実験等を適切に組み合わせたこれらの科目の履修を通して、電気電子工学の知識と、それら
を活用して、社会での問題を発見し、解決するために必要な思考力・判断力・表現力等を身につける。

③演習・実験での少人数のグループワーク、集団討論や卒業研究での担当教員との討論、プレゼンテーション、さらにキャリア教育で
の多様な活動等を通して、主体的に学び続け、学んだことを分かち合い、多様な人々と協力して、電気電子工学科が重視する理工系
の科学・技術を用いて社会貢献する意欲を身につける。

④シラバスに示す厳格な成績評価と単位認定を行うとともに、修得単位数にもとづく個別指導を行うことにより、個々の学生の達成度
に応じた学修を進めることができるようにする。

入学ऀ受入れ方針
AENJTTJPO PPMJDZ

　電気電子工学科の卒業認定・学位授与の方針を理解し、高等学校等での学習を通して、次のような能力・意欲を身につけている人を受
入れます。

①一般選抜では、数学、理科および英語の高い基礎学力を有する。学校推薦型選抜・特別入学試験では、高等学校教育の内容をݎ実に
修得し、数学、理科および英語の基礎学力を有する。

②数学、理科および英語の基礎学力を活用して、自ら問題を発見しその解決に向けて探求し、成果等を表現するための基本となる思考
力・判断力・表現力等を有する。

③電気電子工学科が重視する理工系の科学・技術にڵຯを持ち、主体性を持って多様な人々と協力して、理工系の科学・技術を用いて
社会貢献する意欲を有する。

01

02

03

電気電子工学科の人材養成目的
その他の教育研究上の目的
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教育方針
　電気電子工学は，電気エネルギーから情報通信までの෯広いྖ域を含んでいます。そこで本学科では，一人ひとりの学生が早い段階で将

来の進路に応じた有意義な学びを展開できるよう，「電気工学コース」と「電子システムコース」の 2 コース制を導入しています。コースの

選択は，電気電子工学の基本を理解した上で 2 年次に行います。「電気工学コース」では電気エネルギーや半導体，ナノテクの分野を中心と

した教育を，「電子システムコース」はロボット制ޚやAI（人工知能），情報通信の分野に組み込みシステムの分野を加えた教育を行いながら，

社会の要請に応えられる優秀な技術者を育成しています。

教育コース
　「電気工学コース」と「電子システムコース」のҧいは，専門教育での電気電子工学の選択必修科目と選択科目のҧいと，電気電子工学実

験Ⅲで履修するテーマのҧいです。

　電気工学コースでは，電気工学系の科目の中のエネルギー変換・発生工学，エネルギー伝送工学，電気機器工学，高電ѹ工学，電力系統工学，

電気電子物性論，半導体工学，電気化学などが選択必修科目になっています。

　電子システムコースでは，電子システム系の科目の中のデジタル信号処理，組み込みシステム，センサ・センシング，基礎通信工学，情報理論，

通信システム，電࣓೾工学，ネットワーク，データベースなどが選択必修科目になっています。

　電気工学コースにおいて選択必修科目になっているエネルギー変換・発生工学などは，電子システムコースでは選択科目です。また，電

子システムコースにおいて選択必修科目になっているデジタル信号処理などは，電気工学コースでは選択科目です。

　電気電子工学実験Ⅲについては，電気工学コースでは電気工学系のテーマを履修します。電子システムコースでは電気システム系のテー

マを履修します。

コースબ୒
　2 年次から，「電気工学コース」，「電子システムコース」のどちらかの教育課程を履修します。コースの選択は，2 年次への進級時に希望

を調査の上，１年次の修得単位数などにより決定します。選択したコースの変更は，原則としてできません。
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㟁Ẽ㟁Ꮚᕤ学科　㟁Ẽᕤ学䝁䞊䝇　教育課程一覧表　　

前 後 前 後 前 後 前 後

  英語コミュニケーションⅠ      1 2 ●
  英語コミュニケーションⅡ      1 2 ●
  英語コミュニケーションⅢ      1 2 ●
  英語コミュニケーションⅣ      1 2 ●
  プラクティカル･イングリッシュⅠ      1 2
  プラクティカル･イングリッシュⅡ      1 2

  ドイツ語Ⅰ      1 2 P１

  ドイツ語Ⅱ      1 2 P２

  ドイツ語Ⅲ      1 2 P３

  ドイツ語Ⅳ      1 2 P４

  フランス語Ⅰ      1 2 P１

  フランス語Ⅱ    1 2 P２

  フランス語Ⅲ    1 2 P３

  フランス語Ⅳ    1 2 P４

  中国語Ⅰ    1 2 P１

  中国語Ⅱ    1 2 P２

  中国語Ⅲ      1 2 P３

  中国語Ⅳ      1 2 P４

  体育科学Ⅰ      1 2 ●

  体育科学Ⅱ      1 2 ●

  体育科学Ⅲ      1 2 ●

  体育科学Ⅳ      1 2 ●

  人文科学基礎Ⅰ      2 2 ● Ｐ５

  人文科学基礎Ⅱ      2 2 ● Ｐ６

  社会科学基礎Ⅰ      2 2 ● Ｐ５

  社会科学基礎Ⅱ      2 2 ● Ｐ６

  アジア文化論Ⅰ      2 2 ● Ｐ７

  アジア文化論Ⅱ      2 2 ● Ｐ８

  欧米文化論Ⅰ      2 2 ● Ｐ７

  欧米文化論Ⅱ      2 2 ● Ｐ８

  国際関係論      2 2 Ｐ９

  文学      2 2 Ｐ９

  日本国憲法      2 2 ● Ｐ９

  国際経済論      2 2 Ｐ10

  心理学      2 2 Ｐ10

  基礎ゼミナールⅠ      1 2

  基礎ゼミナールⅡ      1 2
　職業ᣦᑟ論 2 2 ●

外国人留学生にかかわる日本語科目

　日本語Ⅰ 2 2 2

　日本語Ⅱ 2 2 2

　日本語Ⅲ 2 2 2

　日本語Ⅳ 2 2 2

　日本語Ⅴ 2 2 2

4  年

総
合
基
礎
部
門

外国人留学生のみ
履修が可能

授   業   科   目   名

 単 位 数 毎  週  授  業  時  間  数

摘          要
必修

科目

自由

科目

1  年 2  年 3  年部
門

系
教職
課程

学芸員
課程

総

合

基

礎

部

門

選択

科目

選択

必修

科目

202４ 年度入学　電ؾ電޻ࢠ学科　電޻ؾ学コース　教育課程一覧表
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㟁Ẽ㟁Ꮚᕤ学科　㟁Ẽᕤ学䝁䞊䝇　教育課程一覧表　　

前 後 前 後 前 後 前 後

4  年
授   業   科   目   名

 単 位 数 毎  週  授  業  時  間  数

摘          要
必修

科目

自由

科目

1  年 2  年 3  年部
門

系
教職
課程

学芸員
課程

選択

科目

選択

必修

科目

  ᚤศ✚ศⅠ 2 2
  ᚤศ✚ศⅡ 2 2
  ⥺ᙧ௦数Ⅰ 2 2
  ⥺ᙧ௦数Ⅱ 2 2
  ≀理学Ⅰ 2 2 ● ●
  ≀理学Ⅱ 2 2 ● ●
　≀理学₇⩦ 1 2 ●
  ≀理学ᐇ㦂Ⅰ 1 2 ● ●
  ≀理学ᐇ㦂Ⅱ 1 2 ● ●
  化学Ⅰ 2 2 ● ●
  化学Ⅱ 2 2 ● ●
  化学ᐇ㦂Ⅰ 1 2 ● ●
  化学ᐇ㦂Ⅱ 1 2 ● ●
  ᆅ学Ⅰ 2 2 ● ●
  ᆅ学Ⅱ 2 2 ● ●
  ᆅ学ᐇ㦂Ⅰ 1 2 ● ●
  ᆅ学ᐇ㦂Ⅱ 1 2 ● ●
  生≀学 2 2 ● ●
　生≀学ᐇ㦂 1 2 ● ●
　理ᕤ学ᴫ論 2 2 ●
　ᢏ⾡⪅೔理 2 2 ● ●
　コン䝢ュー䝍ーリテラシー 2 2 ● ●
　䝕ー䝍䝃イ䜶ンス䞉㻭㻵ධ門 2 2
　数学基礎₇⩦Ⅰ 1 2
　数学基礎₇⩦Ⅱ 1 2
　≀理学基礎₇⩦Ⅰ 1 2
　≀理学基礎₇⩦Ⅱ 1 2
　化学基礎₇⩦Ⅰ 1 2
　化学基礎₇⩦Ⅱ 1 2
　英語基礎₇⩦Ⅰ 1 2

　英語基礎₇⩦Ⅱ 1 2

  㟁Ẽ☢Ẽ学Ⅰ䛚䜘䜃₇⩦ 3 4 ● 㻱
  㟁Ẽ☢Ẽ学Ⅱ䛚䜘䜃₇⩦ 3 4 ● 㻱
  㟁Ẽ☢Ẽ学Ⅲ 2 2 ● 㻱
  㟁Ẽᅇ㊰Ⅰ䛚䜘䜃₇⩦ 3 4 ● 㻱
  㟁Ẽᅇ㊰Ⅱ䛚䜘䜃₇⩦ 3 4 ● 㻱
　㟁Ẽᅇ㊰Ⅲ 2 2 ● 㻱
　㟁Ꮚᅇ㊰㻭 2 2 ● 㻱　
  㟁Ꮚᅇ㊰㻮 2 2 ● 㻱　
  㟁Ꮚᅇ㊰㻯 2 2 ● 㻱 
　䝕ジ䝍ルᅇ㊰Ⅰ 2 2 ● 㽢　
　䝕ジ䝍ルᅇ㊰Ⅱ 2 2 ● 㽢　
　䝕ジ䝍ルಙྕฎ理Ⅰ 2 2 ●
　䝕ジ䝍ルಙྕฎ理Ⅱ 2 2 ●
  コン䝢ュー䝍ー䝃イ䜶ンス 2 2 ● 㻱　㽢
　プ䝻グラミングⅠ䛚䜘䜃₇⩦ 3 4 ● 㽢　
　プ䝻グラミングⅡ䛚䜘䜃₇⩦ 3 4 ● 㽢　
　⤌み㎸みシステ䝮Ⅰ䛚䜘䜃₇⩦ 3 4 ● 㽢　
　⤌み㎸みシステ䝮Ⅱ䛚䜘䜃₇⩦ 3 4 ● 㽢　
　㟁Ẽィ  2 2 ● 㻱
　㟁Ẽ基礎理論Ⅰ 2 2 ●
　㟁Ẽ基礎理論Ⅱ 2 2 ●
　㟁Ẽ基礎理論Ⅲ 2 2 ●
　㟁Ẽ基礎理論Ⅳ 2 2 ●
　㟁Ẽ㟁Ꮚᕤ学ᴫ論 2 2 ●
　䜶䝛ル䜼ーኚ᥮䞉Ⓨ生ᕤ学 2 2 ● 㻱　
  䜶䝛ル䜼ーఏ㏦ᕤ学 2 2 ● 㻱　
  㟁Ẽᶵჾᕤ学 2 2 ● 㻱　
  㧗㟁ᅽᕤ学 2 2 ● 㻱　

  㟁ຊ系⤫ᕤ学 2 2 ● 㻱　

ᑓ

門

教

育

部

門

理

ᕤ

学

基

礎

科

目

㟁

Ẽ

㟁

Ꮚ

ᕤ

学

ᑓ

門

科

目

202４ 年度入学　電ؾ電޻ࢠ学科　電޻ؾ学コース　教育課程一覧表
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㟁Ẽ㟁Ꮚᕤ学科　㟁Ẽᕤ学䝁䞊䝇　教育課程一覧表　　

前 後 前 後 前 後 前 後

4  年
授   業   科   目   名

 単 位 数 毎  週  授  業  時  間  数

摘          要
必修

科目

自由

科目

1  年 2  年 3  年部
門

系
教職
課程

学芸員
課程

選択

科目

選択

必修

科目

  㟁Ẽタィ䞉〇ᅗ 2 2 ● 㻱　
  㟁Ẽ法つ䞉᪋タ⟶理 2 2 ● 㻱　
  ไᚚᕤ学Ⅰ 2 2 ● 㻱　
  ไᚚᕤ学Ⅱ 2 2 ● 㻱　
  䝟䝽ー䜶䝺ク䝖䝻ニクス 2 2 ● 㻱
  㟁Ẽ㟁Ꮚ≀ᛶ論Ⅰ 2 2 ● 㻱
  㟁Ẽ㟁Ꮚ≀ᛶ論Ⅱ 2 2 ● 㻱
  㟁Ẽ㟁Ꮚ≀ᛶ論Ⅲ 2 2 ●
　༙ᑟ体ᕤ学Ⅰ 2 2 ●
　༙ᑟ体ᕤ学Ⅱ 2 2 ●
　㟁Ẽ化学 2 2 ●
  㟁Ꮚィ  2 2 ● 㻱
  䝉ン䝃䞉䝉ンシング 2 2 ● 㻱
  基礎㏻ಙᕤ学 2 2 㻱
  ᝟ሗ理論 2 2 ● 㻱
  ㏻ಙシステ䝮 2 2 ●
  㟁☢Ἴᕤ学 2 2 ●
　䝛ッ䝖䝽ーク 2 2 ●
　䝕ー䝍䝧ース 2 2 ●
　㟁Ẽ㟁Ꮚᕤ学基礎ᐇ㦂 1 2 ● 㻱　㽢
  㟁Ẽ㟁Ꮚᕤ学ᐇ㦂Ⅰ 2 4 ● 㻱　㽢
  㟁Ẽ㟁Ꮚᕤ学ᐇ㦂Ⅱ 2 4 ● 㻱　㽢
　㟁Ẽ㟁Ꮚᕤ学ᐇ㦂Ⅲ         2 4 ● 㻱　㽢
　㟁Ẽ㟁Ꮚゼミナ䠉ルⅠ 1 2 㽢

　㟁Ẽ㟁Ꮚゼミナ䠉ルⅡ 1 2 㽢

　༞業◊✲ 4 䠆 䠆 㽢

　䝕ー䝍䝃イ䜶ンス䞉㻭㻵ᛂ⏝基礎Ⅰ 2 2

　䝕ー䝍䝃イ䜶ンス䞉㻭㻵ᛂ⏝基礎Ⅱ 2 2

㽢䠖௚学部䞉௚学科履修୙可

㻱䠖㟁Ẽ୺௵ᢏ⾡⪅の⏦ㄳに関係䛩る科目䠄ヲ⣽䛺㈨ᩱ䛿2年生䜺イ䝎ンス時に㓄ᕸ䠅
䠆䠖༞業◊✲の毎週授業時間数䛿䠈前ᮇ4時間䠈後ᮇ4時間䜢᭱ప᮲௳䛸䛩る

䛭
の
௚

㟁

Ẽ

㟁

Ꮚ

ᕤ

学

ᑓ

門
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目

ᑓ

門
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門
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1 ɽ履修登録での留意事項
　「理工学部教育課程」および「履修等に関する規定」をख़読のうえ履修登録をしてください。

　自由科目，他学部・他学科履修科目および単位互換に関するแ括協定により他大学で履修した科目の修得単位は進級，卒業研究着手条件

および卒業に必要な単位数に算入されません。

　また，時間割表において，科目名の後ろに（再）と書いてある科目は，再履修生用の科目です。再履修生のみ受講できます。

E：電気主任技術者の申請に関係する科目を示します。

この中には申請のために必ず必要な科目と選択できる科目があります（詳細な資料は 2年生ガイダンス時に配布）。

2 ɽ進ڃの৚件
１ ）１ 年次から 2年次への進級について

　　１年次終了までに 22 単位以上を修得していること。

2）2年次から 3年次への進級について

　　2年次終了までに ６2 単位以上を修得していること。

3 ɽ卒業研究のண手৚件
　選択したコースにおいて次の ４条件を満足することを原則とします。

　①電気電子工学基礎実験，電気電子工学実験Ⅰ・Ⅱ・Ⅲおよび電気電子ゼミナールⅡをすべて修得していること。

　②理工学基礎科目の選択必修科目 １2 単位以上を修得していること。

　③電気電子工学科電気工学コース教育課程一覧表の電気電子工学専門科目の必修科目 33 単位以上を修得していること。

　④電気電子工学科電気工学コース教育課程一覧表の専門教育部門（理工学基礎ならびに電気電子工学専門科目）の必修科目，選択必修科目，

および選択科目の合計が 88 単位以上であること。

４ ɽ卒業の要件
　卒業に必要な単位数は次のとおりです。

部　　門 項　　目 単　　位

総 合 基 礎 部 門

選 択 必 修 科 目 １ 0 単位　

選 択 科 目 １ 0 単位以上

計 2 0 単位以上

専 門 教 育 部 門

必 修 科 目 ４ 0 単位　　

選 択 必 修 科 目（ 理 工 学 基 礎 科 目 ） １ 2 単位　　

選 択 必 修 科 目（専 門 教 育 科 目） 3 １ 単位　　

選 択 科 目 2 １ 単位以上

計 １ 0 ４ 単位以上

合　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計 １ 2 ４ 単位以上
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㟁Ẽ㟁Ꮚᕤ学科　㟁Ꮚ䝅䝇䝔䝮䝁䞊䝇　教育課程一覧表　　

前 後 前 後 前 後 前 後

  英語コミュニケーションⅠ      1 2 ●
  英語コミュニケーションⅡ      1 2 ●
  英語コミュニケーションⅢ      1 2 ●
  英語コミュニケーションⅣ      1 2 ●
  プラクティカル･イングリッシュⅠ      1 2
  プラクティカル･イングリッシュⅡ      1 2
  ドイツ語Ⅰ      1 2 P１
  ドイツ語Ⅱ      1 2 P２
  ドイツ語Ⅲ      1 2 P３
  ドイツ語Ⅳ      1 2 P４
  フランス語Ⅰ      1 2 P１
  フランス語Ⅱ    1 2 P２
  フランス語Ⅲ    1 2 P３
  フランス語Ⅳ    1 2 P４
  中国語Ⅰ    1 2 P１
  中国語Ⅱ    1 2 P２
  中国語Ⅲ      1 2 P３
  中国語Ⅳ      1 2 P４
  体育科学Ⅰ      1 2 ●
  体育科学Ⅱ      1 2 ●
  体育科学Ⅲ      1 2 ●
  体育科学Ⅳ      1 2 ●
  人文科学基礎Ⅰ      2 2 ● Ｐ５
  人文科学基礎Ⅱ      2 2 ● Ｐ６
  社会科学基礎Ⅰ      2 2 ● Ｐ５
  社会科学基礎Ⅱ      2 2 ● Ｐ６
  アジア文化論Ⅰ      2 2 ● Ｐ７
  アジア文化論Ⅱ      2 2 ● Ｐ８
  欧米文化論Ⅰ      2 2 ● Ｐ７
  欧米文化論Ⅱ      2 2 ● Ｐ８
  国際関係論      2 2 Ｐ９
  文学      2 2 Ｐ９
  日本国憲法      2 2 ● Ｐ９
  国際経済論      2 2 Ｐ10
  心理学      2 2 Ｐ10
  基礎ゼミナールⅠ      1 2
  基礎ゼミナールⅡ      1 2
　職業ᣦᑟ論 2 2 ●

外国人留学生にかかわる日本語科目

　日本語Ⅰ 2 2 2
　日本語Ⅱ 2 2 2
　日本語Ⅲ 2 2 2
　日本語Ⅳ 2 2 2
　日本語Ⅴ 2 2 2

教職
課程

学芸員
課程

総
合
基
礎
部
門

外国人留学生のみ
履修が可能

摘          要
必修

科目

4  年2  年 3  年

 単 位 数 毎  週  授  業  時  間  数
選択

必修

科目

選択

科目

自由

科目

1  年

総

合

基

礎

部

門

授   業   科   目   名
部
門

系

202４ 年度入学　電ؾ電޻ࢠ学科　電ࢠシステムコース　教育課程一覧表
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㟁Ẽ㟁Ꮚᕤ学科　㟁Ꮚ䝅䝇䝔䝮䝁䞊䝇　教育課程一覧表　　

前 後 前 後 前 後 前 後

教職
課程

学芸員
課程

摘          要
必修

科目

4  年2  年 3  年

 単 位 数 毎  週  授  業  時  間  数
選択

必修

科目

選択

科目

自由

科目

1  年
授   業   科   目   名

部
門

系

  ᚤศ✚ศⅠ 2 2
  ᚤศ✚ศⅡ 2 2
  ⥺ᙧ௦数Ⅰ 2 2
  ⥺ᙧ௦数Ⅱ 2 2
  ≀理学Ⅰ 2 2 ● ●
  ≀理学Ⅱ 2 2 ● ●
　≀理学₇⩦ 1 2 ●
  ≀理学ᐇ㦂Ⅰ 1 2 ● ●
  ≀理学ᐇ㦂Ⅱ 1 2 ● ●
  化学Ⅰ 2 2 ● ●
  化学Ⅱ 2 2 ● ●
  化学ᐇ㦂Ⅰ 1 2 ● ●
  化学ᐇ㦂Ⅱ 1 2 ● ●
  ᆅ学Ⅰ 2 2 ● ●
  ᆅ学Ⅱ 2 2 ● ●
  ᆅ学ᐇ㦂Ⅰ 1 2 ● ●
  ᆅ学ᐇ㦂Ⅱ 1 2 ● ●
  生≀学 2 2 ● ●
　生≀学ᐇ㦂 1 2 ● ●
　理ᕤ学ᴫ論 2 2 ●
　ᢏ⾡⪅೔理 2 2 ● ●
　コン䝢ュー䝍ーリテラシー 2 2 ● ●
　䝕ー䝍䝃イ䜶ンス䞉㻭㻵ධ門 2 2
　数学基礎₇⩦Ⅰ 1 2
　数学基礎₇⩦Ⅱ 1 2

　≀理学基礎₇⩦Ⅰ 1 2
　≀理学基礎₇⩦Ⅱ 1 2

　化学基礎₇⩦Ⅰ 1 2
　化学基礎₇⩦Ⅱ 1 2

　英語基礎₇⩦Ⅰ 1 2
　英語基礎₇⩦Ⅱ 1 2

  㟁Ẽ☢Ẽ学Ⅰ䛚䜘䜃₇⩦ 3 4 ● 㻱
  㟁Ẽ☢Ẽ学Ⅱ䛚䜘䜃₇⩦ 3 4 ● 㻱
  㟁Ẽ☢Ẽ学Ⅲ 2 2 ● 㻱
  㟁Ẽᅇ㊰Ⅰ䛚䜘䜃₇⩦ 3 4 ● 㻱　
  㟁Ẽᅇ㊰Ⅱ䛚䜘䜃₇⩦ 3 4 ● 㻱
　㟁Ẽᅇ㊰Ⅲ 2 2 ● 㻱　
　㟁Ꮚᅇ㊰㻭 2 2 ● 㻱
  㟁Ꮚᅇ㊰㻮 2 2 ● 㻱
  㟁Ꮚᅇ㊰㻯 2 2 ● 㻱 　
　䝕ジ䝍ルᅇ㊰Ⅰ 2 2 ● 㽢　
　䝕ジ䝍ルᅇ㊰Ⅱ 2 2 ● 㽢
　䝕ジ䝍ルಙྕฎ理Ⅰ 2 2 ●
　䝕ジ䝍ルಙྕฎ理Ⅱ 2 2 ●
  コン䝢ュー䝍ー䝃イ䜶ンス 2 2 ● 㻱　㽢
　プ䝻グラミングⅠ䛚䜘䜃₇⩦ 3 4 ● 㽢
　プ䝻グラミングⅡ䛚䜘䜃₇⩦ 3 4 ● 㽢
　⤌み㎸みシステ䝮Ⅰ䛚䜘䜃₇⩦ 3 4 ● 㽢　
　⤌み㎸みシステ䝮Ⅱ䛚䜘䜃₇⩦ 3 4 ● 㽢　
　㟁Ẽィ  2 2 ● 㻱
　㟁Ẽ基礎理論Ⅰ 2 2 ●
　㟁Ẽ基礎理論Ⅱ 2 2 ●
　㟁Ẽ基礎理論Ⅲ 2 2 ●
　㟁Ẽ基礎理論Ⅳ 2 2 ●
　㟁Ẽ㟁Ꮚᕤ学ᴫ論 2 2 ●
　䜶䝛ル䜼ーኚ᥮䞉Ⓨ生ᕤ学 2 2 ● 㻱
  䜶䝛ル䜼ーఏ㏦ᕤ学 2 2 ● 㻱　
  㟁Ẽᶵჾᕤ学 2 2 ● 㻱　
  㧗㟁ᅽᕤ学 2 2 ● 㻱　
  㟁ຊ系⤫ᕤ学 2 2 ● 㻱　

ᑓ

門

教

育

部

門

理

ᕤ

学

基

礎

科

目

㟁

Ẽ

㟁

Ꮚ

ᕤ

学

ᑓ

門

科

目
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㟁Ẽ㟁Ꮚᕤ学科　㟁Ꮚ䝅䝇䝔䝮䝁䞊䝇　教育課程一覧表　　

前 後 前 後 前 後 前 後

教職
課程

学芸員
課程

摘          要
必修

科目

4  年2  年 3  年

 単 位 数 毎  週  授  業  時  間  数
選択

必修

科目

選択

科目

自由

科目

1  年
授   業   科   目   名

部
門

系

  㟁Ẽタィ䞉〇ᅗ 2 2 ● 㻱　
  㟁Ẽ法つ䞉᪋タ⟶理 2 2 ● 㻱　
  ไᚚᕤ学Ⅰ 2 2 ● 㻱　
  ไᚚᕤ学Ⅱ 2 2 ● 㻱　
  䝟䝽ー䜶䝺ク䝖䝻ニクス 2 2 ● 㻱　
  㟁Ẽ㟁Ꮚ≀ᛶ論Ⅰ 2 2 ● 㻱
  㟁Ẽ㟁Ꮚ≀ᛶ論Ⅱ 2 2 ● 㻱
  㟁Ẽ㟁Ꮚ≀ᛶ論Ⅲ 2 2 ●
　༙ᑟ体ᕤ学Ⅰ 2 2 ●
　༙ᑟ体ᕤ学Ⅱ 2 2 ●
　㟁Ẽ化学 2 2 ●
  㟁Ꮚィ  2 2 ● 㻱
  䝉ン䝃䞉䝉ンシング 2 2 ● 㻱
  基礎㏻ಙᕤ学 2 2 㻱
  ᝟ሗ理論 2 2 ● 㻱
  ㏻ಙシステ䝮 2 2 ●
  㟁☢Ἴᕤ学 2 2 ●
　䝛ッ䝖䝽ーク 2 2 ●
　䝕ー䝍䝧ース 2 2 ●
　㟁Ẽ㟁Ꮚᕤ学基礎ᐇ㦂 1 2 ● 㻱 㽢
  㟁Ẽ㟁Ꮚᕤ学ᐇ㦂Ⅰ 2 4 ● 㻱 㽢
  㟁Ẽ㟁Ꮚᕤ学ᐇ㦂Ⅱ 2 4 ● 㻱 㽢
　㟁Ẽ㟁Ꮚᕤ学ᐇ㦂Ⅲ         2 4 ● 㻱 㽢
　㟁Ẽ㟁Ꮚゼミナ䠉ルⅠ 1 2 㽢

　㟁Ẽ㟁Ꮚゼミナ䠉ルⅡ 1 2 㽢
　༞業◊✲ 4 䠆 䠆 㽢

　䝕ー䝍䝃イ䜶ンス䞉㻭㻵ᛂ⏝基礎Ⅰ 2 2

　䝕ー䝍䝃イ䜶ンス䞉㻭㻵ᛂ⏝基礎Ⅱ 2 2

㽢䠖௚学部䞉௚学科履修୙可

㻱 䠖㟁Ẽ୺௵ᢏ⾡⪅の⏦ㄳに関係䛩る科目䠄ヲ⣽䛺㈨ᩱ䛿2年生䜺イ䝎ンス時に㓄ᕸ䠅

䛭
の
௚

䠆䠖༞業◊✲の毎週授業時間数䛿䠈前ᮇ4時間䠈後ᮇ4時間䜢᭱ప᮲௳䛸䛩る
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1 ɽ履修登録での留意事項
　「理工学部教育課程」および「履修等に関する規定」をख़読のうえ履修登録をしてください。

　自由科目，他学部・他学科履修科目および単位互換に関するแ括協定により他大学で履修した科目の修得単位は進級，卒業研究着手条件

および卒業に必要な単位数に算入されません。

　また，時間割表において，科目名の後ろに（再）と書いてある科目は，再履修生用の科目です。再履修生のみ受講できます。

E：電気主任技術者の申請に関係する科目を示します。

この中には申請のために必ず必要な科目と選択できる科目があります（詳細な資料は 2年生ガイダンス時に配布）。

2 ɽ進ڃの৚件
１ ）１ 年次から 2年次への進級について

　　１年次終了までに 22 単位以上を修得していること。

2）2年次から 3年次への進級について

　　2年次終了までに ６2 単位以上を修得していること。

3 ɽ卒業研究のண手৚件
選択したコースにおいて次の ４条件を満足することを原則とします。

①電気電子工学基礎実験，電気電子工学実験Ⅰ・Ⅱ・Ⅲおよび電気電子ゼミナールⅡをすべて修得していること。

②理工学基礎科目の選択必修科目 １2 単位以上を修得していること。

③電気電子工学科電子システムコース教育課程一覧表の電気電子工学専門科目の必修科目 33 単位以上を修得していること。

④電気電子工学科電子システムコース教育課程一覧表の専門教育部門（理工学基礎ならびに電気電子工学専門科目）の必修科目，選択必

修科目，および選択科目の合計が 88 単位以上であること。

４ ɽ卒業の要件
　卒業に必要な単位数は次のとおりです。

部　　門 項　　目 単　　位

総 合 基 礎 部 門

選 択 必 修 科 目 １ 0 単位　　

選 択 科 目 １ 0 単位以上

計 2 0 単位以上

専 門 教 育 部 門

必 修 科 目 ４ 0 単位　　

選 択 必 修 科 目（理 工 学 基 礎 科 目） １ 2 単位　　

選 択 必 修 科 目（専 門 教 育 科 目） 3 １ 単位　　

選 択 科 目 2 １ 単位以上

計 １ 0 ４ 単位以上

合　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計 １ 2 ４ 単位以上
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部門 後期

物理学ᐇ㦂Ⅰ

化学基礎演習Ⅰ

人文科学基礎Ⅰ

中国語Ⅰ

ᆅ学ᐇ㦂Ⅰ

化学基礎演習Ⅱ

㦂ᐇ学物生学物生

༞業研究

㟁Ẽ㟁ᏊゼミナールⅡ
ඹ通

䛭の௚

Ⅲ㦂ᐇ学工Ꮚ㟁Ẽ㟁Ⅱ㦂ᐇ学工Ꮚ㟁Ẽ㟁Ⅰ㦂ᐇ学工Ꮚ㟁Ẽ㟁㦂ᐇ礎基学工Ꮚ㟁Ẽ㟁ⅠルーナミゼᏊ㟁Ẽ㟁

デジタルಙྕ処理Ⅰ デジタルಙྕ処理Ⅱ

㟁☢Ἴ工学クーワトッネムテスシಙ通学工ಙ通礎基

情報理論

⤌䜏㎸䜏システムⅠ䛚䜘䜃演習 ⤌䜏㎸䜏システムⅡ䛚䜘䜃演習 データ䝧ース

㟁Ꮚ計  䝉ンサ・䝉ンシング

㟁Ẽ法つ䡡᪋タ⟶理

㧗㟁ᅽ工学 㟁Ẽタ計䡡〇図

パワーエ䝺クト䝻ニクス

༙ᑟ体工学Ⅱ

Ⅲ論ᛶ物Ꮚ㟁Ẽ㟁Ⅱ論ᛶ物Ꮚ㟁Ẽ㟁Ⅰ論ᛶ物Ꮚ㟁Ẽ㟁

㟁Ẽ化学

プ䝻グラミングⅡ䛚䜘䜃演習

㟁Ẽ計 

Ⅱ学工ᚚไⅠ学工ᚚไⅢ論理礎基Ẽ㟁

学工統系ຊ㟁学工㏦ఏー䜼ルネエ学工生Ⓨ䡡᥮ኚー䜼ルネエ

༙ᑟ体工学Ⅰ

㟁Ꮚᅇ㊰㻯

Ⅱ㊰ᅇルタジデⅠ㊰ᅇルタジデ

㟁Ẽ工学
系

㟁Ẽ基礎理論I㼂

㟁Ꮚᅇ㊰A 㟁Ꮚᅇ㊰㻮

㟁Ẽ機ჾ工学

㟁Ẽ☢Ẽ学Ⅲ

㟁Ẽᅇ㊰Ⅰ䛚䜘䜃演習 㟁Ẽᅇ㊰Ⅱ䛚䜘䜃演習 㟁Ẽᅇ㊰Ⅲ

㟁Ẽ☢Ẽ学Ⅰ䛚䜘䜃演習 㟁Ẽ☢Ẽ学Ⅱ䛚䜘䜃演習

英語基礎演習Ⅱ

理工学ᴫ論

化学ᐇ㦂Ⅰ 化学ᐇ㦂Ⅱ

数学基礎演習Ⅱ

物理学基礎演習Ⅰ 物理学基礎演習Ⅱ

英語基礎演習Ⅰ

数学基礎演習Ⅰ

㟁
Ẽ
㟁
Ꮚ
工
学
専
門
科
目

㟁Ẽ㟁Ꮚ
基礎系

㟁Ẽ㟁Ꮚ工学ᴫ論 㟁Ẽ基礎理論Ⅱ

プ䝻グラミングⅠ䛚䜘䜃演習

㟁Ꮚシス
テム系

コンピューターサイエンス

㟁Ẽ基礎理論Ⅰ

ᆅ学ᐇ㦂Ⅱ

物理学演習

技術者倫理

基礎ゼミナールⅠ 基礎ゼミナールⅡ

物理学ᐇ㦂Ⅱ

Ⅱ学化Ⅰ学化

Ⅱ学ᆅⅠ学ᆅ

日本国憲法職業ᣦᑟ論

専
門
教
育
部
門

理
工
学
基
礎
科
目

微分積分Ⅰ 微分積分Ⅱ

線形代数Ⅰ 線形代数Ⅱ

Ⅱ学理物Ⅰ学理物

論係関際国論済経際国Ⅱ論化文アジア

学文学理心Ⅱ論化文米欧Ⅰ論化文米欧Ⅱ礎基学科会社

人文科学基礎Ⅱ アジア文化論Ⅰ

前期

プラクティカル・イングリッシュⅡ

体育科学Ⅳ

Ⅳ語国中Ⅲ語国中Ⅱ語国中

英語コミュニケーションⅣ プラクティカル・イングリッシュⅠ

フランス語Ⅳ

Ⅳ語ツイドⅢ語ツイドⅡ語ツイド

フランス語Ⅱ フランス語Ⅲ

総
合
基
礎
部
門

英語コミュニケーションⅠ 英語コミュニケーションⅡ 英語コミュニケーションⅢ

体育科学Ⅱ 体育科学Ⅲ

社会科学基礎Ⅰ

ドイツ語Ⅰ

体育科学Ⅰ

フランス語Ⅰ

系 前期

理工学部 㟁Ẽ㟁Ꮚ工学科（１～４年） 㟁Ẽ工学コース 授業科目履修系統図

期後期前期後期前期後

（2024年度入学生から適用）

１年 2年 3年 4年

コンピューターリテラシー

自由科目選択科目選択必修科目必修科目

データサイエンス・AI応用基礎Ⅱデータサイエンス・AI応用基礎Ⅰ

データサイエンス・AI入門



2 ― 33

S

E

Z

O

M

T

R

C

K

A

部門 後期

物理学ᐇ㦂Ⅰ

化学基礎演習Ⅰ

人文科学基礎Ⅰ

中国語Ⅰ

ᆅ学ᐇ㦂Ⅰ

化学基礎演習Ⅱ

㦂ᐇ学物生学物生

༞業研究

㟁Ẽ㟁ᏊゼミナールⅡ
ඹ通

䛭の௚

Ⅲ㦂ᐇ学工Ꮚ㟁Ẽ㟁Ⅱ㦂ᐇ学工Ꮚ㟁Ẽ㟁Ⅰ㦂ᐇ学工Ꮚ㟁Ẽ㟁㦂ᐇ礎基学工Ꮚ㟁Ẽ㟁ⅠルーナミゼᏊ㟁Ẽ㟁

デジタルಙྕ処理Ⅰ デジタルಙྕ処理Ⅱ

㟁☢Ἴ工学クーワトッネムテスシಙ通学工ಙ通礎基

情報理論

⤌䜏㎸䜏システムⅠ䛚䜘䜃演習 ⤌䜏㎸䜏システムⅡ䛚䜘䜃演習 データ䝧ース

㟁Ꮚ計  䝉ンサ・䝉ンシング

㟁Ẽ法つ䡡᪋タ⟶理

㧗㟁ᅽ工学 㟁Ẽタ計䡡〇図

パワーエ䝺クト䝻ニクス

༙ᑟ体工学Ⅱ

Ⅲ論ᛶ物Ꮚ㟁Ẽ㟁Ⅱ論ᛶ物Ꮚ㟁Ẽ㟁Ⅰ論ᛶ物Ꮚ㟁Ẽ㟁

㟁Ẽ化学

プ䝻グラミングⅡ䛚䜘䜃演習

㟁Ẽ計 

Ⅱ学工ᚚไⅠ学工ᚚไⅢ論理礎基Ẽ㟁

学工統系ຊ㟁学工㏦ఏー䜼ルネエ学工生Ⓨ䡡᥮ኚー䜼ルネエ

༙ᑟ体工学Ⅰ

㟁Ꮚᅇ㊰㻯

Ⅱ㊰ᅇルタジデⅠ㊰ᅇルタジデ

㟁Ẽ工学
系

㟁Ẽ基礎理論I㼂

㟁Ꮚᅇ㊰A 㟁Ꮚᅇ㊰㻮

㟁Ẽ機ჾ工学

㟁Ẽ☢Ẽ学Ⅲ

㟁Ẽᅇ㊰Ⅰ䛚䜘䜃演習 㟁Ẽᅇ㊰Ⅱ䛚䜘䜃演習 㟁Ẽᅇ㊰Ⅲ

㟁Ẽ☢Ẽ学Ⅰ䛚䜘䜃演習 㟁Ẽ☢Ẽ学Ⅱ䛚䜘䜃演習

英語基礎演習Ⅱ

理工学ᴫ論

化学ᐇ㦂Ⅰ 化学ᐇ㦂Ⅱ

数学基礎演習Ⅱ

物理学基礎演習Ⅰ 物理学基礎演習Ⅱ

英語基礎演習Ⅰ

数学基礎演習Ⅰ

㟁
Ẽ
㟁
Ꮚ
工
学
専
門
科
目

㟁Ẽ㟁Ꮚ
基礎系

㟁Ẽ㟁Ꮚ工学ᴫ論 㟁Ẽ基礎理論Ⅱ

プ䝻グラミングⅠ䛚䜘䜃演習

㟁Ꮚシス
テム系

コンピューターサイエンス

㟁Ẽ基礎理論Ⅰ

ᆅ学ᐇ㦂Ⅱ

物理学演習

技術者倫理

基礎ゼミナールⅠ 基礎ゼミナールⅡ

物理学ᐇ㦂Ⅱ

Ⅱ学化Ⅰ学化

Ⅱ学ᆅⅠ学ᆅ

日本国憲法職業ᣦᑟ論

専
門
教
育
部
門

理
工
学
基
礎
科
目

微分積分Ⅰ 微分積分Ⅱ

線形代数Ⅰ 線形代数Ⅱ

Ⅱ学理物Ⅰ学理物

論係関際国論済経際国Ⅱ論化文アジア

学文学理心Ⅱ論化文米欧Ⅰ論化文米欧Ⅱ礎基学科会社

人文科学基礎Ⅱ アジア文化論Ⅰ

前期

プラクティカル・イングリッシュⅡ

体育科学Ⅳ

Ⅳ語国中Ⅲ語国中Ⅱ語国中

英語コミュニケーションⅣ プラクティカル・イングリッシュⅠ

フランス語Ⅳ

Ⅳ語ツイドⅢ語ツイドⅡ語ツイド

フランス語Ⅱ フランス語Ⅲ

総
合
基
礎
部
門

英語コミュニケーションⅠ 英語コミュニケーションⅡ 英語コミュニケーションⅢ

体育科学Ⅱ 体育科学Ⅲ

社会科学基礎Ⅰ

ドイツ語Ⅰ

体育科学Ⅰ

フランス語Ⅰ

系 前期

理工学部 㟁Ẽ㟁Ꮚ工学科（１～４年） 㟁Ẽ工学コース 授業科目履修系統図

期後期前期後期前期後

（2024年度入学生から適用）

１年 2年 3年 4年

コンピューターリテラシー

自由科目選択科目選択必修科目必修科目

データサイエンス・AI応用基礎Ⅱデータサイエンス・AI応用基礎Ⅰ

データサイエンス・AI入門



2 ― 34
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O

M

T

R
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A

部門

㟁Ẽ基礎理論Ⅰ

コンピューターサイエンス

㟁Ẽ法つ䡡᪋タ⟶理

ไᚚ工学Ⅱ

䝉ンサ・䝉ンシング

㟁Ẽ㟁Ꮚ物ᛶ論Ⅲ

㟁Ẽタ計䡡〇図

ඹ通
㟁Ẽ㟁ᏊゼミナールⅠ

デジタルಙྕ処理Ⅰ

㟁☢Ἴ工学通ಙシステム

デジタルಙྕ処理Ⅱ

プ䝻グラミングⅡ䛚䜘䜃演習

㟁Ẽ計 

㟁ຊ系統工学エネル䜼ーఏ㏦工学

基礎通ಙ工学

㟁Ẽᅇ㊰Ⅲ

デジタルᅇ㊰Ⅱ

㟁Ẽ基礎理論Ⅲ ไᚚ工学Ⅰ

㟁Ꮚ計 

㟁Ꮚᅇ㊰A

㟁Ẽᅇ㊰Ⅱ䛚䜘䜃演習

エネル䜼ーኚ᥮䡡Ⓨ生工学

㟁Ꮚᅇ㊰㻮

㟁Ẽ機ჾ工学

㟁Ẽ㟁Ꮚ物ᛶ論Ⅰ

情報理論

Ⅲ学Ẽ☢Ẽ㟁習演䜃䜘䛚Ⅱ学Ẽ☢Ẽ㟁習演䜃䜘䛚Ⅰ学Ẽ☢Ẽ㟁Ⅱ論理礎基Ẽ㟁

㟁Ẽᅇ㊰Ⅰ䛚䜘䜃演習

㟁Ꮚᅇ㊰㻯

㟁Ẽ基礎理論I㼂

༙ᑟ体工学Ⅰ

デジタルᅇ㊰Ⅰ

体育科学Ⅰ 体育科学Ⅱ

基礎ゼミナールⅡ

英語コミュニケーションⅡ

基礎ゼミナールⅠ

社会科学基礎Ⅰ

人文科学基礎Ⅰ

コンピューターリテラシー

線形代数Ⅰ

㟁
Ẽ
㟁
Ꮚ
工
学
専
門
科
目

化学基礎演習Ⅱ

理工学ᴫ論

英語基礎演習Ⅰ

物理学基礎演習Ⅰ

数学基礎演習Ⅰ

化学Ⅰ

プ䝻グラミングⅠ䛚䜘䜃演習

文学

化学Ⅱ

㟁Ẽ㟁Ꮚ
基礎系

㟁Ꮚシス
テム系

化学ᐇ㦂Ⅰ

生物学ᐇ㦂生物学

微分積分Ⅰ 微分積分Ⅱ

理
工
学
基
礎
科
目

総
合
基
礎
部
門

社会科学基礎Ⅱ

物理学演習

物理学ᐇ㦂Ⅰ 物理学ᐇ㦂Ⅱ

専
門
教
育
部
門

㟁Ẽ工学
系

化学基礎演習Ⅰ

物理学Ⅰ

㟁Ẽ㟁Ꮚ工学ᴫ論

（2024年度入学生から適用）

１年 2年 3年 4年

授業科目履修系統図理工学部 㟁Ẽ㟁Ꮚ工学科（１～４年） 㟁Ꮚシステムコース

国際経済論

系

ドイツ語Ⅲ

英語コミュニケーションⅠ

期前期後

プラクティカル・イングリッシュⅠ

後期

ドイツ語Ⅱ

フランス語Ⅱ

前期 前期前期 後期

プラクティカル・イングリッシュⅡ

フランス語Ⅲ

英語コミュニケーションⅢ 英語コミュニケーションⅣ

㟁Ẽ㟁ᏊゼミナールⅡ

⤌䜏㎸䜏システムⅡ䛚䜘䜃演習

パワーエ䝺クト䝻ニクス

Ⅰ㦂ᐇ学ᆅⅡ学ᆅ

㟁Ẽ㟁Ꮚ工学ᐇ㦂Ⅱ 㟁Ẽ㟁Ꮚ工学ᐇ㦂Ⅲ㟁Ẽ㟁Ꮚ工学ᐇ㦂Ⅰ

ネットワーク

データ䝧ース

༙ᑟ体工学Ⅱ

欧米文化論Ⅱ

㟁Ẽ㟁Ꮚ物ᛶ論Ⅱ

中国語Ⅱ

体育科学Ⅲ

Ⅱ論化文アジアⅡ礎基学科文人 アジア文化論Ⅰ

Ⅳ語国中Ⅲ語国中中国語Ⅰ

フランス語Ⅰ

ドイツ語Ⅰ

⤌䜏㎸䜏システムⅠ䛚䜘䜃演習

物理学基礎演習Ⅱ

ドイツ語Ⅳ

フランス語Ⅳ

化学ᐇ㦂Ⅱ

欧米文化論Ⅰ

数学基礎演習Ⅱ

㟁Ẽ化学

㟁Ẽ㟁Ꮚ工学基礎ᐇ㦂

後期

体育科学Ⅳ

国際関係論

༞業研究

㧗㟁ᅽ工学

心理学

技術者倫理

英語基礎演習Ⅱ

職業ᣦᑟ論 日本国憲法

ᆅ学ᐇ㦂Ⅱ

線形代数Ⅱ

ᆅ学Ⅰ物理学Ⅱ

自由科目選択科目選択必修科目必修科目

データサイエンス・AI応用基礎Ⅱデータサイエンス・AI応用基礎Ⅰ

データサイエンス・AI入門

䛭の௚
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S
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Z

O

M

T

R

C

K

A

部門

㟁Ẽ基礎理論Ⅰ

コンピューターサイエンス

㟁Ẽ法つ䡡᪋タ⟶理

ไᚚ工学Ⅱ

䝉ンサ・䝉ンシング

㟁Ẽ㟁Ꮚ物ᛶ論Ⅲ

㟁Ẽタ計䡡〇図

ඹ通
㟁Ẽ㟁ᏊゼミナールⅠ

デジタルಙྕ処理Ⅰ

㟁☢Ἴ工学通ಙシステム

デジタルಙྕ処理Ⅱ

プ䝻グラミングⅡ䛚䜘䜃演習

㟁Ẽ計 

㟁ຊ系統工学エネル䜼ーఏ㏦工学

基礎通ಙ工学

㟁Ẽᅇ㊰Ⅲ

デジタルᅇ㊰Ⅱ

㟁Ẽ基礎理論Ⅲ ไᚚ工学Ⅰ

㟁Ꮚ計 

㟁Ꮚᅇ㊰A

㟁Ẽᅇ㊰Ⅱ䛚䜘䜃演習

エネル䜼ーኚ᥮䡡Ⓨ生工学

㟁Ꮚᅇ㊰㻮

㟁Ẽ機ჾ工学

㟁Ẽ㟁Ꮚ物ᛶ論Ⅰ

情報理論

Ⅲ学Ẽ☢Ẽ㟁習演䜃䜘䛚Ⅱ学Ẽ☢Ẽ㟁習演䜃䜘䛚Ⅰ学Ẽ☢Ẽ㟁Ⅱ論理礎基Ẽ㟁

㟁Ẽᅇ㊰Ⅰ䛚䜘䜃演習

㟁Ꮚᅇ㊰㻯

㟁Ẽ基礎理論I㼂

༙ᑟ体工学Ⅰ

デジタルᅇ㊰Ⅰ

体育科学Ⅰ 体育科学Ⅱ

基礎ゼミナールⅡ

英語コミュニケーションⅡ

基礎ゼミナールⅠ

社会科学基礎Ⅰ

人文科学基礎Ⅰ

コンピューターリテラシー

線形代数Ⅰ

㟁
Ẽ
㟁
Ꮚ
工
学
専
門
科
目

化学基礎演習Ⅱ

理工学ᴫ論

英語基礎演習Ⅰ

物理学基礎演習Ⅰ

数学基礎演習Ⅰ

化学Ⅰ

プ䝻グラミングⅠ䛚䜘䜃演習

文学

化学Ⅱ

㟁Ẽ㟁Ꮚ
基礎系

㟁Ꮚシス
テム系

化学ᐇ㦂Ⅰ

生物学ᐇ㦂生物学

微分積分Ⅰ 微分積分Ⅱ

理
工
学
基
礎
科
目

総
合
基
礎
部
門

社会科学基礎Ⅱ

物理学演習

物理学ᐇ㦂Ⅰ 物理学ᐇ㦂Ⅱ

専
門
教
育
部
門

㟁Ẽ工学
系

化学基礎演習Ⅰ

物理学Ⅰ

㟁Ẽ㟁Ꮚ工学ᴫ論

（2024年度入学生から適用）

１年 2年 3年 4年

授業科目履修系統図理工学部 㟁Ẽ㟁Ꮚ工学科（１～４年） 㟁Ꮚシステムコース

国際経済論

系

ドイツ語Ⅲ

英語コミュニケーションⅠ

期前期後

プラクティカル・イングリッシュⅠ

後期

ドイツ語Ⅱ

フランス語Ⅱ

前期 前期前期 後期

プラクティカル・イングリッシュⅡ

フランス語Ⅲ

英語コミュニケーションⅢ 英語コミュニケーションⅣ

㟁Ẽ㟁ᏊゼミナールⅡ

⤌䜏㎸䜏システムⅡ䛚䜘䜃演習

パワーエ䝺クト䝻ニクス

Ⅰ㦂ᐇ学ᆅⅡ学ᆅ

㟁Ẽ㟁Ꮚ工学ᐇ㦂Ⅱ 㟁Ẽ㟁Ꮚ工学ᐇ㦂Ⅲ㟁Ẽ㟁Ꮚ工学ᐇ㦂Ⅰ

ネットワーク

データ䝧ース

༙ᑟ体工学Ⅱ

欧米文化論Ⅱ

㟁Ẽ㟁Ꮚ物ᛶ論Ⅱ

中国語Ⅱ

体育科学Ⅲ

Ⅱ論化文アジアⅡ礎基学科文人 アジア文化論Ⅰ

Ⅳ語国中Ⅲ語国中中国語Ⅰ

フランス語Ⅰ

ドイツ語Ⅰ

⤌䜏㎸䜏システムⅠ䛚䜘䜃演習

物理学基礎演習Ⅱ

ドイツ語Ⅳ

フランス語Ⅳ

化学ᐇ㦂Ⅱ

欧米文化論Ⅰ

数学基礎演習Ⅱ

㟁Ẽ化学

㟁Ẽ㟁Ꮚ工学基礎ᐇ㦂

後期

体育科学Ⅳ

国際関係論

༞業研究

㧗㟁ᅽ工学

心理学

技術者倫理

英語基礎演習Ⅱ

職業ᣦᑟ論 日本国憲法

ᆅ学ᐇ㦂Ⅱ

線形代数Ⅱ

ᆅ学Ⅰ物理学Ⅱ

自由科目選択科目選択必修科目必修科目

データサイエンス・AI応用基礎Ⅱデータサイエンス・AI応用基礎Ⅰ

データサイエンス・AI入門

䛭の௚



2 ― 36

S

E

Z

O

M

T

R

C

K

A

3 ） 学科޻料機能ࡐ

学位授与方針
%JQMPNa PPMJDZ

　材料機能工学科は、本学立学の精神を礎とし、次の資質・能力を身につけた学生に学士（工学）の学位を授与します。

①෯広い教養と語学力を身につけ、広い視野と国際的な観点、ならびに、高いྙ理観に基づき判断し、社会の持続と発展に資する行動
と他者との協同的な振る෣いを見極めることができる。

②材料開発に必要な科学、工学、技術の基本事項を習ख़し、社会における諸問題の解決のために活用できる。
③生֔にわたり主体的に学び、自立して探究することができる。さらに、この持続的な学びの成果を社会に還流し、他者と協同して、
社会の持続と発展のために役立てることができる。

教育課程ฤ成方針
CVSSJDVMVN PPMJDZ

　材料機能工学科は、学位授与方針に示す資質・能力を学生に身につけさせるため、次のような教育課程を編成し、教育します。

①教養教育課程では、人文・社会・語学、体育等の科目からなる教養教育科目群を体系的に編成する。講義、演習、実習、実技等の多
彩な授業実施方法を準備することで、学生は、様々な価஋観に触れ、国際的な視野を࣎養し、物事を多֯的にとらえる資質・能力を
身につけることができる。さらに持続的な社会発展に向け行動し、協同的な貢献をできるようにする。

②専門教育課程では、はじめに、数学、物理学、化学、情報技術、技術者ྙ理等からなる理工学の基礎科目群を重点的に修得し、続いて、
応用数学、電࣓気学、材料力学等の導入科目群に入門し、最終的に、それらの科目群を礎にした学科の専修科目群で応用力を身につ
ける。一連の科目は、授業実施方法として、講義、演習、実験、実習などの最適な形態で行われるとともに、学年年次の流れに対し
縦横に౉り有機的につながり、体系化されることで、学位授与方針の要件②に示される資質・能力にຏきをかけることができる。

③本方針の教育課程の要件①と②にᨳわれる科目群を講義、演習、実験、実習等の方法で能動的に学修することにより、立学の精神を
理解し、生֔にわたって主体的に学び、社会における様々な考えを受け入れることができるようにする。具体的には、他者の立場を
理解しながら協同的に関わり、課題に取り組むことができ、卒業後も、広い視野と国際的観点を自立的に育み、目まぐるしく変化す
る状況に機ඍに対応し、正しく社会貢献できるようにする。

④学修成果に対する厳格な成績評価と単位認定を行うとともに、学修行動調査や GPA、修得単位数等にもとづくきめ細かい指導を継
続して行うことにより、各学生の将来計画に応じた学修を進められるようにする。

入学ऀ受入れ方針
AENJTTJPO PPMJDZ

　材料機能工学科の卒業認定に関する方針を理解し、高等学校等での学習を通して、次のような資質・能力を身につけている人を受入れ
ます。

①一般選抜では、高等学校における数学、理科および英語の基本事項を修得している。学校推薦型選抜・特別入学試験では、高等学校
教育の内容をݎ実に修得し、数学、理科および英語の基礎学力を修得している。

②数学、理科および英語の基礎学力を活用して、自ら問題を発見しその解決に向けて探究し、成果等を表現するための基本となる思考
力・判断力・表現力等を有する。

③本学科の重視する材料に関する科学・技術にڵຯをもち、主体的に多様な人々と協力し、社会に貢献する意欲を有する。

01

02

03

材料機能工学科の人材養成目的
その他の教育研究上の目的
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教育方針
　人類はز度となく目覚しい変ֵ・技術ֵ新を਱げてきましたが，そのきっかけには必ず新材料の開発があり，またその発展を支えたのも
新材料でした。古くはৠ気機関の発明には鉄߯があり，トランジスタの発明には半導体があり，とその例は枚ڍに暇がありません。2１ 世ل
になり，ࠓ後ますます新たなるඈ躍的展開が生まれるでしょうが，それを支える原動力は“新材料にあり”という構造はこれからも変わる
ことはないでしょう。
　自動車・航空機・ロケットなどのハイテク機器分野，社会システム基盤や環境関連分野，資源を持たない日本にとって死活問題とも言え
るエネルギー関連分野や，ࠓ後，さらなる発展が予想されるコンピュータ・情報産業分野，遺伝子情報の解明が進みເの広がる生໋工学分
野などにおいて，従来にはない高強度・長ण໋の材料，高Թ・িܸ・放ࣹ線など高負荷環境下にも଱えうる଱負荷環境材料，知能を持って
いるかのように様々な問題に対応する複合材料・知能材料，超高周೾・超大容量ディジタル通信を可能とするエレクトロニクス材料，生体
のऑ点を補助し，より優れた機能を生体に与える高機能生体材料等々，ເの新材料の実現が強く求められています。
　このような，多くの分野からの様々な要求に応えるためには，従来の学科構成だけで対応するのは非効率的であり，不十分であることが
分かってきました。従来の全学科を横断し，いわば旧学科を縦ࢳとすると，それを横断する横ࢳとして，さらに“創造への௅戦”という金
かܠを৫り込んで，それぞれの分野におけるඈ躍的展開の基礎となる“材料”教育に特化できる学科が必要になりました。このようなഎࢳ
ら生まれたのが材料機能工学科です。
　本学科の卒業生は，中部地区の代表的産業である航空・Ӊ஦，自動車，電子部品，ファインセラミックス等産業界から大きな期待をഎ負っ
ております。その期待に十分応え，さらに全国あるいは世界で活躍し，同分野を支え，指導者となる人材の育成に努めることを教育理念と
考えております。

教育プログラム
プログラム名：材料機能工学科（Materials Science and Engineering）

学習・教育౸達目標
　ˎ未来を支える人材の育成　ˎ未来を開拓する人材の育成

　材料機能工学科の対象とする材料は，自然界にଘ在し，あるいは英知を結集して人類が創造したものです。１９ 世ل以降の世界的な経済
発展を支えた鉄߯，20 世لのコンピュータֵ໋・IT ֵ໋における半導体などが示すように，人類の歴史の中で，科学技術・社会生活のඈ
躍的な進展の原動力は常に新材料でした。2１ 世لという新しい時代を迎えた現在においても“新材料なくしてඈ躍なしʂ”の原則は変わ
ることはないでしょう。
　私たち材料機能工学科教員は，本学科で学ぶ皆さんが学力の基礎を築き，さらにそれぞれの個性を৳ばして，将来この国に住む人の未
来を支え，あるいは明るい未来を開拓することができるよう，以下の教育目標を掲げカリキュラムを構成しています。
˔　科学者・技術者としてのྙ理の修得
˔　材料と人間，材料と環境との関わりの理解
˔　コミュニケーション・プレゼンテーション能力の修得およびコンピュータの基礎能力の修得
˔　数学および自然科学の基礎知識の修得
˔　材料の構造・性質に関する基本の理解
˔　材料のプロセスに関する基本の理解
˔　材料の機能および設計・利用に関する基本の理解
˔　実験の計画・実行およびデータ解ੳの能力
˔　自然科学・数学の基礎能力，工学基礎および自主的に学習できる能力

学習・教育౸達目標
基礎教育（Fundamentals）
F１．科学者・技術者としてのྙ理の修得
F2．材料と人間，材料と環境との関わりの理解
F3．コミュニケーション・プレゼンテーション能力の修得およびコンピュータの基礎能力の修得
F４．数学および自然科学の基礎知識の修得

専門教育（Advanced）
A0．材料を学ぶために必要な数学，自然科学および情報処理能力を養うための科目
A１．材料の構造・性質に関する基本の理解
A2．材料のプロセスに関する基本の理解
A3．材料の機能および設計・利用に関する基本の理解
A４．実験の計画・実行・解ੳの能力，エンジニアリングデザイン能力および自主的かつ協同的に学習できる能力
A5．材料を学ぶ上で必要な自然科学の基礎能力，工学基礎
　※　学習・教育౸達目標と授業科目の対応表は P．2-４3 〜 2-４４ を参照してください。
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（参考）JABEE の学習・教育౸達目標との対応関係
（a）地球的視点から多面的に物事を考える能力とその素養
（b）技術が社会や自然に及΅す影響や効果，および技術者が社会に対して負っている責任に関する理解（技術者ྙ理）
（c）数学，自然科学および情報技術に関する知識とそれらを応用できる能力
（d）該当する分野の専門技術に関する知識とそれらを問題解決に応用できる能力

１．材料の構造・性質に関する基本の理解
2．材料のプロセスに関する基本の理解
3．材料の機能および設計・利用に関する基本の理解
４．実験の計画・実行およびデータ解ੳの能力

（e）種々の科学，技術および情報を利用して社会の要求を解決するためのデザイン能力
（f）日本語による論理的な記述力，口಄発表力，討ٞ等のコミュニケーション能力および国際的に通用するコミュニケーション基

礎能力
（g）自主的，継続的に学習できる能力
（h）与えられた制約の下で計画的に仕事を進め，まとめる能力
（ i）チームワークで仕事をする能力
　本学科の各学習・教育౸達目標ʦF１ 〜 F４，A0 〜 A5ʧと JABEE 基準 １の（2）の知識・能力〔（a）〜（i）〕の対応関係は以下のと
おりである。
（主体的に含んでいる場合には˕を，付随的に含んでいる場合には˓を記す）

基準 １の（2）の
知識・能力

学習・
教育౸達目標

（a） （b） （c）

（d）

（e） （f） （g） （h） （i）
１ 2 3 ４

（F１） ˕
（F2） ˕ ˕
（F3） ˕
（F４） ˕
（A0） ˕
（A１） ˓ ˕ ˓
（A2） ˓ ˓ ˕ ˓
（A3） ˕
（A４） ˕ ˕ ˕ ˓ ˓ ˓ ˕ ˕ ˕ ˕ ˕ ˕
（A5） ˕ ˓ ˓ ˓

教育マニフェスト

　学習・教育౸達目標を達成するため，本科では以下の方針でカリキュラムを਱行することを宣言します。

１．科目毎の授業計画を授業の始めに説明し，同時に各科目の౸達目標を示すとともに，どのように評価を行うか，成績の評価基準を示し

ます。౸達目標に達しているかどうかは，成績の評価を評価基準に従って厳正に行うことにより判断します。

2．講義や演習では，シラバスの内容を必ず実施するもの，および進௙によって実施する可能性があるものに分け，基本的な事ฑの徹底理

解を最優先に行います。

3．試験の答案やレポートのみが成績の評価対象となります。

４．定期試験の答案，授業で課すレポートや小テストなどは，教育水準を証明する証ڌ資料として保ଘします。

5．実験や卒業研究は໪論のこと，講義や演習においても，自主的に学習し，自分の力で考えるよう促し，エンジニアとして必要なエンジ

ニアリングデザイン能力を養えるよう促します。本プログラムの受講により，自ら問題点を見出し，考え，それを解決するよう努力する

態度を身につけることができるように教育を行います。

プログラム選択方法

　材料機能工学科では，一つのプログラムとして JABEE 申請するので，選択の必要はない。
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ᮦᩱᶵ⬟ᕤ学科　教育課程一覧表

前 後 前 後 前 後 前 後

  英語コミュニケーションⅠ 1 　 2 ●
  英語コミュニケーションⅡ 1 　 2 ●
  英語コミュニケーションⅢ 1 　　 2 ●
  英語コミュニケーションⅣ 1 　 2 ●
  プラクティカル･イングリッシュⅠ      1 　 2
  プラクティカル･イングリッシュⅡ      1 　 2
  ドイツ語Ⅰ      1 　 2 　 P1
  ドイツ語Ⅱ      1 　　 2 P2
  ドイツ語Ⅲ      1 　 2 P3
  ドイツ語Ⅳ      1 　 2 P4
  フランス語Ⅰ      1 　 2 P1
  フランス語Ⅱ    1 　 2 P2
  フランス語Ⅲ    1 　 2 P3
  フランス語Ⅳ    1 　 2 P4
  中国語Ⅰ    1 　 2 P1
  中国語Ⅱ    1 　 2 P2
  中国語Ⅲ      1 　 2 P3
  中国語Ⅳ      1 　 2 P4
  体育科学Ⅰ      1 　 2 ●
  体育科学Ⅱ      1 　 2 ●
  体育科学Ⅲ      　 1 2 ●
  体育科学Ⅳ      　 1 2 ●
　人文科学基礎Ⅰ      2 2 ● P㻡
　人文科学基礎Ⅱ      2 2 ● P㻢
  社会科学基礎Ⅰ      2 2 　 ● P㻡
  社会科学基礎Ⅱ      2 2 　 ● P㻢
  アジア文化論Ⅰ      2 2 ● P㻣
  アジア文化論Ⅱ      2 2 ● P㻤
  欧米文化論Ⅰ      2 2 ● P㻣
  欧米文化論Ⅱ      2 2 ● P㻤

国際関係論      2 2 Ｐ㻥
  文学      2 2 Ｐ㻥
  日本国憲法      2 2 ● Ｐ㻥

国際経済論      2 2 Ｐ10
  心理学      2 2 Ｐ10
  基礎ゼミナールⅠ      1 2
  基礎ゼミナールⅡ      1 2
　職業ᣦᑟ論 2 2 ●

外国人留学生にかかわる日本語科目

　日本語Ⅰ 2 2 2
　日本語Ⅱ 2 2 2
　日本語Ⅲ 2 2 2
　日本語Ⅳ 2 2 2
　日本語Ⅴ 2 2 2

部門 3  年

総
合
基
礎
部
門

授    業    科    目    名系

外国人留学生のみ
履修が可能

4  年2  年自由

科目

選択
必修
科目

摘          要選択

科目

教職
課程

学芸員
課程

 単 位 数

総
合
基
礎
部
門

ศ㢮 1  年必修

科目

毎  週  授  業  時  間  数

202４ 年度入学　ࡐ料機能޻学科　教育課程一覧表
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ᮦᩱᶵ⬟ᕤ学科　教育課程一覧表

前 後 前 後 前 後 前 後

部門 3  年授    業    科    目    名系 4  年2  年自由

科目

選択
必修
科目

摘          要選択

科目

教職
課程

学芸員
課程

 単 位 数

ศ㢮 1  年必修

科目

毎  週  授  業  時  間  数

ᚤศ✚ศⅠ 2 　 0 2
ᚤศ✚ศⅡ 2 　 0 2

　⥺ᙧ௦数Ⅰ 2 　 0 2
　⥺ᙧ௦数Ⅱ 2 　 0 2
  ≀理学Ⅰ 2 　 0 2 ● ●
  ≀理学Ⅱ 2 　 0 2 ● ●
  ≀理学₇⩦ 1 　 0 2 ●
  ≀理学ᐇ㦂Ⅰ 1 　 0 2 ● ●
  ≀理学ᐇ㦂Ⅱ 1 　 0 2 ● ●
  化学Ⅰ 2 　 0 2 ● ●
  化学Ⅱ 2 　 0 2 ● ●
  化学ᐇ㦂Ⅰ 1 　 0 2 ● ●
  化学ᐇ㦂Ⅱ 1 0 2 ● ●
  ᆅ学Ⅰ 2  2 ● ●
  ᆅ学Ⅱ 2  2 ● ●
  ᆅ学ᐇ㦂Ⅰ 1  2 ● ●
  ᆅ学ᐇ㦂Ⅱ 1  2 ● ●
  生≀学 2 2 ● ●
  生≀学ᐇ㦂 1 2 ● ●
　理ᕤ学ᴫ論 2 2 ●
　ᢏ⾡⪅೔理 2 2 ● ●
　コン䝢ュー䝍ーリテラシー 2 0 2 ● ●
　䝕ー䝍䝃イ䜶ンス䞉㻭㻵ධ門 2 2
　数学基礎₇⩦Ⅰ  1 2
　数学基礎₇⩦Ⅱ  1 2
　≀理学基礎₇⩦Ⅰ  1 2
　≀理学基礎₇⩦Ⅱ  1 2
　化学基礎₇⩦Ⅰ 1 2
　化学基礎₇⩦Ⅱ  1 2
　英語基礎₇⩦Ⅰ  1 2
　英語基礎₇⩦Ⅱ  1  2
　ᛂ⏝数学Ⅰ 2 0 2
　ᛂ⏝数学Ⅱ 2 0 2
　ᛂ⏝数学Ⅲ 2 0 2
　㟁☢Ẽ学Ⅰ䛚䜘䜃₇⩦ 3 㻡 4 ●
　㟁☢Ẽ学Ⅱ䛚䜘䜃₇⩦ 3 㻡 4 ●  
　ᕤ業ຊ学 2 㻡 2 ●

ᮦᩱຊ学Ⅰ䛚䜘䜃₇⩦ 3 3 4 ●
ᮦᩱຊ学Ⅱ䛚䜘䜃₇⩦ 3 3 4 ●

　㔞Ꮚຊ学Ⅰ䛚䜘䜃₇⩦ 3 㻡 4 ●
　㔞Ꮚຊ学Ⅱ䛚䜘䜃₇⩦ 3 㻡 4 ●
　≀ᛶ論Ⅰ䛚䜘䜃₇⩦ 3 1 4 ●
　≀ᛶ論Ⅱ䛚䜘䜃₇⩦ 3 1 4 ●
　⇕ຊ学 2 2 2 ●
　⤫ィຊ学 2 2 2 ●

〇ᅗ基礎 2 3 2 ● 㽢
　┿✵ᕤ学 2 2 2 ●
　⾲㠃ᕤ学 2 1 2 ●
　㟁Ẽᅇ㊰䛚䜘䜃₇⩦ 3 3 4 ●
　㟁Ꮚᅇ㊰タィ䞉〇స 2 4 2 ● 㽢
　アナ䝻グ㟁Ꮚᅇ㊰ 2 3 2 ●
　䝕ジ䝍ル㟁Ꮚᅇ㊰ 2 3 2 ●

༙ᑟ体䝕䝞イス 2 3 2 ●
　㔞Ꮚ䜶䝺ク䝖䝻ニクス 2 1 2 ●

༙ᑟ体基礎論 2 1 2 ●
༙ᑟ体ᕤ学 2 2 2 ●

　⤖ᬗᮦᩱ 2 2 2 ●
　⤖ᬗᡂ㛗 2 2 2 ●
　☢ᛶᮦᩱ 2 2 2 ●
　ග䞉ㄏ㟁ᕤ学 2 2 2 ●

䜶
䝺
ク
䝖
䝻
ニ
ク
ス
ᮦ
ᩱ

ᮦ
ᩱ
ᶵ
能
ᕤ
学
基
礎

ᑓ
門
教
育
部
門

理
ᕤ
学
基
礎
科
目

ᛂ
⏝

≀
理

ᮦ
ᩱ
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ᮦᩱᶵ⬟ᕤ学科　教育課程一覧表

前 後 前 後 前 後 前 後

部門 3  年授    業    科    目    名系 4  年2  年自由

科目

選択
必修
科目

摘          要選択

科目

教職
課程

学芸員
課程

 単 位 数

ศ㢮 1  年必修

科目

毎  週  授  業  時  間  数

　㕲㗰ᮦᩱ 2 1 2 ● 㽢

　合㔠ᮦᩱ 2 1 2 ●

　↝⤖ᮦᩱ 2 1 2 ●

　㧗ศᏊᮦᩱ 2 3 2 ● 㽢

　」合ᮦᩱ 2 3 2 ● 㽢

　ᮦᩱᙉᗘ学 2 3 2 ●

　⤖ᬗረᛶ学 2 1 2 ●

　ᶵᲔຍᕤ 2 2 2 ●

　⁐⼥ຍᕤ 2 2 2 ●

　ᶵᲔ要⣲ 2 3 2 ●

　ᶵᲔタィ䞉〇ᅗ 2 3 2 ● 㽢

　䜶䝺ク䝖䝻ニクスᮦᩱศᯒ䞉ホ౯法 2 4 2 ●

　ᶵᲔᮦᩱศᯒ䞉ホ౯法 2 4 2 ●

　ศᯒ化学 2 4 2 ● 㽢

　ᮦᩱᶵ能ᕤ学ᴫ論 2 㻡 2 㽢

　科学ᢏ⾡リテラシー 2 4 2 ● 㽢

　ᮦᩱᶵ能ᕤ学ᐇ㦂Ⅰ 2 4 4 ● 㽢

　ᮦᩱᶵ能ᕤ学ᐇ㦂Ⅱ 2 4 4 ● 㽢

　ᮦᩱᶵ能ᕤ学ᐇ㦂Ⅲ 2 4 4 ● 㽢

　ᮦᩱᶵ能ゼミナール 2 4 2 㽢

　ඛ➃ᢏ⾡⟶理 2 4 2 ● 㽢

　༞業◊✲ 4 4 㻖 㻖 㽢

　䝕ー䝍䝃イ䜶ンス䞉㻭㻵ᛂ⏝基礎Ⅰ 2 2

　䝕ー䝍䝃イ䜶ンス䞉㻭㻵ᛂ⏝基礎Ⅱ 2 2

ᑓ
門
教
育
部
門

䛭
の
௚

ᮦ
ᩱ
ホ
౯
䞉

ゎ
ᯒ

ඹ
㏻

ᶵ
Ე
ᮦ
ᩱ
䞉
ຍ
ᕤ

䠆䠖༞業◊✲の毎週授業時間数䛿䚸前ᮇ4時間䚸後ᮇ4時間䜢᭱ప᮲௳䛸䛩る
㽢䠖௚学部䞉௚学科履修୙可
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1 ɽ履修登録での留意事項
　「理工学部教育課程」および「履修等に関する規定」をख़読のうえ履修登録をしてください。
　自由科目，他学科履修科目，他学部履修科目および単位互換に関するแ括協定により他大学で履修した科目の修得単位は，進級，卒業研
究着手条件および卒業に必要な単位数に算入されません。

2 ɽ進ڃの৚件
　2年次から 3年次への進級については次の条件が必要です。
　2年次終了までに ６2 単位以上を修得していること。

3 ɽ卒業研究のண手৚件
　次の条件を満たすことを原則とします。
　総合基礎部門の必修科目 ４ 単位（英語コミュニケーションⅠ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ），専門教育部門の必修科目 １６ 単位（理工学基礎科目 ４ 単位，
共通科目のうち卒業研究を除く １2 単位）を含み １0６ 単位以上修得していること。

４ ɽ卒業の要件
　卒業に必要な単位数は次のとおりです。
　以下の表（１）および表（2）の両方を満たすことが必要です。

表（1）

部　　門 項　　目 単　位　数

総 合 基 礎 部 門

必 　 修 　 科 　 目 ４ 単位

選 　 択 　 必 　 修 　 科 　 目 ６ 単位

選 　 択 　 科 　 目 １ 0 単位以上

計 2 0 単位以上

専 門 教 育 部 門

必 　 修 　 科 　 目 2 0 単位　

選　 択　 必　 修・ 選　 択　 科　 目 8 ４ 単位以上ˎ

計 １ 0 ４ 単位以上

合　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計 １ 2 ４ 単位以上

ˎ　材料機能工学基礎部門の 38 単位のうち，2７ 単位以上を修得していること

表（2）

分類番号 科目分類（分類の概ུ） 単　位　数

0 材料を学ぶために必要な数学，自然科学および情報処理能力を養うための科目 2 ４ 単位以上

１ 材料の構造・性質に関する科目 １ 0 単位以上

2 材料のプロセスに関する科目 １ 0 単位以上

3 材料の機能，設計・応用に関する科目 １ 0 単位以上

分類 １〜 3の合計 ４ 0 単位以上

４ 実験の計画・実行，解ੳおよびエンジニアリングデザイン能力を養うための科目 2 0 単位以上

5 材料の基礎科目 １ １ 単位以上
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ᮦᩱ機⬟工学プ䝻グラム　　学習䡡教育฿㐩目ᶆと授業科目のᑐ応⾲

1 2 3 4
  英語コミュニケーションⅠ ◎ ◎

  英語コミュニケーションⅡ ◎ ◎

  英語コミュニケーションⅢ ◎ ◎

  英語コミュニケーションⅣ ◎ ◎

  プラクティカル・イングリッシュⅠ ○ ○

  プラクティカル・イングリッシュⅡ ○ ○

  ドイツ語Ⅰ ◎ ◎

  ドイツ語Ⅱ ◎ ◎

  ドイツ語Ⅲ ◎ ◎

  ドイツ語Ⅳ ◎ ◎

  フランス語Ⅰ ◎ ◎

  フランス語Ⅱ ◎ ◎

  フランス語Ⅲ ◎ ◎

  フランス語Ⅳ ◎ ◎

  中国語Ⅰ ◎ ◎

  中国語Ⅱ ◎ ◎

  中国語Ⅲ ◎ ◎

  中国語Ⅳ ◎ ◎

  体育科学Ⅰ ◎ ◎ ◎

  体育科学Ⅱ ◎ ◎ ◎

  体育科学Ⅲ ◎ ◎ ◎

  体育科学Ⅳ ◎ ◎ ◎

　人文科学基礎Ⅰ ◎ ◎ ◎

　人文科学基礎Ⅱ ◎ ◎ ◎

  社会科学基礎Ⅰ ◎ ◎ ◎

  社会科学基礎Ⅱ ◎ ◎ ◎

  アジア文化論Ⅰ ◎ ◎ ◎

  アジア文化論Ⅱ ◎ ◎ ◎

  欧米文化論Ⅰ ◎ ◎ ◎

  欧米文化論Ⅱ ◎ ◎ ◎

　国際関係論 ◎ ◎ ◎

  文学 ◎ ◎ ◎

  日本国憲法 ◎ ◎ ◎

　国際経済論 ◎ ◎ ◎

  心理学 ◎ ◎ ◎

  基礎ゼミナールⅠ

  基礎ゼミナールⅡ

  職業指導論 ◎

　微分積分Ⅰ ◎ ○ ◎

　微分積分Ⅱ ◎ ○ ◎

　線形代数Ⅰ ◎ ○ ◎

　線形代数Ⅱ ◎ ○ ◎

　物理学Ⅰ ◎ ○ ◎

　物理学Ⅱ ◎ ○ ◎

　物理学演習 ◎ ○ ◎

　物理学実験Ⅰ ◎ ○ ◎

　物理学実験Ⅱ ◎ ○ ◎

　化学Ⅰ ◎ ○ ◎

　化学Ⅱ ◎ ○ ◎

　化学実験Ⅰ ◎ ○ ◎

　化学実験Ⅱ ◎ ○ ◎

　地学Ⅰ ◎ ○

　地学Ⅱ ◎ ○

　地学実験Ⅰ ◎ ○

　地学実験Ⅱ ◎ ○

   生物学 ◎ ○

   生物学実験 ◎ ○

　 理工学概論 ◎ ○

　技術者倫理 ◎ ◎

　コンピューターリテラシー ◎ ○ ◎

　データサイエンス・AI入門 ◎

A3F1 F2 F4

学習･教育到達目標

理
工
学
基
礎
科
目

A1 A2 A4 A5 (g)A0

総

合

基

礎

部

門

(h) (i)

JABEEの学習・教育到達目標との対応関係

(d)(a)

部

門

系

専

門

教

育

部

門

(c) (e) (f)
授    業    科    目    名

F3 (b)

◎○は各科目と学習・教育到達目標との対応の程度を表す。◎：密接に対応　○：対応

学プログラム　学習޻料機能ࡐ 】 ・教育౸ୡ目標と授業科目の対応表 】
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ᮦᩱ機⬟工学プ䝻グラム　　学習䡡教育฿㐩目ᶆと授業科目のᑐ応⾲

1 2 3 4
A3F1 F2 F4

学習･教育到達目標

A1 A2 A4 A5 (g)A0 (h) (i)

JABEEの学習・教育到達目標との対応関係

(d)(a)

部

門

系
(c) (e) (f)

授    業    科    目    名
F3 (b)

　応⏝数学Ⅰ ◎ ○ ○ ◎ ○ ○ ○

　応⏝数学Ⅱ ◎ ○ ○ ◎ ○ ○ ○

　応⏝数学Ⅲ ◎ ○ ○ ◎ ○ ○ ○

　㟁☢Ẽ学Ⅰ䛚䜘䜃演習 ◎ ○ ○ ◎

　㟁☢Ẽ学Ⅱ䛚䜘䜃演習 ◎ ○ ○ ◎

　工業ຊ学 ◎ ◎ ○ ○ ○

　ᮦᩱຊ学Ⅰ䛚䜘䜃演習 ◎ ○ ◎ ○ ○ ◎

　ᮦᩱຊ学Ⅱ䛚䜘䜃演習 ◎ ○ ◎ ○ ○ ◎

　㔞Ꮚຊ学Ⅰ䛚䜘䜃演習 ◎ ○ ○ ◎

　㔞Ꮚຊ学Ⅱ䛚䜘䜃演習 ◎ ○ ○ ◎

　物ᛶ論Ⅰ䛚䜘䜃演習 ◎ ○ ◎ ○ ○ ◎

　物ᛶ論Ⅱ䛚䜘䜃演習 ◎ ○ ◎ ○ ○ ◎

　⇕ຊ学 ◎ ○ ◎ ○ ○ ○

　⤫ィຊ学 ◎ ○ ◎ ○ ○ ○

　〇ᅗ基礎 ◎ ○ ◎ ○ ○ ○

　┿✵工学 ◎ ◎

　表㠃工学 ◎ ◎

　㟁Ẽᅇ㊰䛚䜘䜃演習 ◎ ◎

　㟁Ꮚᅇ㊰タィ・〇స ◎ ◎

　アナ䝻グ㟁Ꮚᅇ㊰ ◎ ◎

　デジタル㟁Ꮚᅇ㊰ ◎ ◎

　༙導体デ䝞イス ◎ ◎

　㔞Ꮚエ䝺ク䝖䝻ニクス ◎ ◎

　༙導体基礎論 ◎ ◎

　༙導体工学 ◎ ◎

　⤖ᬗᮦᩱ ◎ ◎

　⤖ᬗᡂ㛗 ◎ ◎

　☢ᛶᮦᩱ ◎ ◎

　ග・ㄏ㟁工学 ◎ ◎

　㕲㗰ᮦᩱ ◎ ◎

　合㔠ᮦᩱ ◎ ◎

　↝⤖ᮦᩱ ◎ ◎

　㧗分Ꮚᮦᩱ ◎ ◎

　」合ᮦᩱ ◎ ◎

　ᮦᩱᙉ度学 ◎ ◎

　⤖ᬗረᛶ学 ◎ ◎

　ᶵᲔຍ工 ◎ ◎

　⁐⼥ຍ工 ◎ ◎

　ᶵᲔせ⣲ ◎ ◎

　ᶵᲔタィ・〇ᅗ ◎ ◎

　エ䝺ク䝖䝻ニクスᮦᩱ分ᯒ・ホ౯法 ◎ ◎

　ᶵᲔᮦᩱ分ᯒ・ホ౯法 ◎ ◎

　分ᯒ化学 ◎ ◎

　ᮦᩱᶵ⬟工学概論 ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎

　科学技術リテラシー ◎ ○ ○ ◎ ○ ◎ ○ ○ ◎ ○ ◎ ○ ○ ◎

　ᮦᩱᶵ⬟工学実験Ⅰ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

　ᮦᩱᶵ⬟工学実験Ⅱ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

　ᮦᩱᶵ⬟工学実験Ⅲ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

　ᮦᩱᶵ⬟ゼミナール ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○

　ඛ➃技術⟶理 ◎ ○ ◎ ○

　༞業◊✲ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

　データサイエンス・AI応⏝基礎Ⅰ ◎

　データサイエンス・AI応⏝基礎Ⅱ ◎

ඹ
㏻

ᮦ
ᩱ
ᶵ
⬟
工
学
基
礎

エ
䝺
ク
䝖
䝻
ニ
ク
ス
ᮦ
ᩱ

応
⏝
物

理
ᮦ
ᩱ

ᮦ
ᩱ
ホ

౯
・
ゎ
ᯒ

専

門

教

育

部

門

䛭
の
௚

ᶵ
Ე
ᮦ
ᩱ
・
ᮦ
ᩱ
ຍ
工

◎○は各科目と学習・教育到達目標との対応の程度を表す。◎：密接に対応　○：対応

学プログラム　学習޻料機能ࡐ 】 ・教育౸ୡ目標と授業科目の対応表 】
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部門 系

　物ᛶ論Ⅱ䛚䜘䜃演習

物理学Ⅰ

物理学ᐇ㦂Ⅰ

　㟁☢Ẽ学Ⅱ䛚䜘䜃演習

ᆅ学ᐇ㦂Ⅰ

〇図基礎

応用数学Ⅲ

ᮦᩱ機⬟工学ᴫ論

応用数学Ⅰ

応用数学Ⅱ

　㟁☢Ẽ学Ⅰ䛚䜘䜃演習

　㟁Ẽᅇ㊰䛚䜘䜃演習

習演䜃䜘䛚Ⅰ学ຊᩱᮦ学ຊ業工

༞業研究

　↝⤖ᮦᩱ

༙ᑟ体工学

　㧗分Ꮚᮦᩱ

機Ეタ計・〇図

化学基礎演習Ⅰ

　⤖ᬗረᛶ学

　ᮦᩱຊ学Ⅱ䛚䜘䜃演習

　合㔠ᮦᩱ

༙ᑟ体基礎論

　機Ეせ⣲

　ᮦᩱᙉ度学

　機Ეຍ工

物理学ᐇ㦂Ⅱ

物理学Ⅱ

物理学演習

線形代数Ⅱ

英語基礎演習Ⅰ

基礎ゼミナールⅠ 基礎ゼミナールⅡ

化学基礎演習Ⅱ

英語基礎演習Ⅱ

化学Ⅱ

理工学ᴫ論

コンピューターリテラシー

微分積分Ⅰ

線形代数Ⅰ

微分積分Ⅱ

人文科学基礎Ⅰ

体育科学Ⅱ

人文科学基礎Ⅱ

社会科学基礎Ⅱ社会科学基礎Ⅰ

ドイツ語Ⅱ

フランス語Ⅱ

中国語Ⅱ

体育科学Ⅰ

英語コミュニケーションⅠ

ドイツ語Ⅰ

フランス語Ⅰ

中国語Ⅰ

ᮦ
ᩱ
機
⬟
工
学
基
礎

生物学ᐇ㦂

ᆅ学ᐇ㦂Ⅱ

化学ᐇ㦂Ⅱ

生物学

数学基礎演習Ⅱ

物理学基礎演習Ⅱ

理
工
学
基
礎
科
目

数学基礎演習Ⅰ

物理学基礎演習Ⅰ

心理学

プラクティカル・イングリッシュⅠ プラクティカル・イングリッシュⅡ

フランス語Ⅳ

ドイツ語Ⅳ

国際経済論国際関係論

前期前期 後期

体育科学Ⅳ

（2024年度入学生から適用）

１年 2年 3年 4年

理工学部 ᮦᩱ機⬟工学科（１～４年） 授業科目履修系統図

Ⅱ論化文米欧Ⅰ論化文米欧

アジア文化論Ⅱ

文学

アジア文化論Ⅰ

中国語Ⅲ

後期

英語コミュニケーションⅣ

前期

ඹ
通

そ
の
他

ᮦ
ᩱ
ホ
౯
・

解
析

化
学
ᮦ
ᩱ

総
合
基
礎
部
門

化学Ⅰ

化学ᐇ㦂Ⅰ

エ
䝺
ク
ト
䝻
ニ
ス
ク
ᮦ
ᩱ

応
用

物
理

ᮦ
ᩱ

機
Ე
ᮦ
ᩱ
・
ຍ
工

日本国憲法

中国語Ⅳ

後期

　物ᛶ論Ⅰ䛚䜘䜃演習

体育科学Ⅲ

ドイツ語Ⅲ

フランス語Ⅲ

ᆅ学Ⅱᆅ学Ⅰ

技術者倫理

英語コミュニケーションⅡ

期前期後

英語コミュニケーションⅢ

⾲㠃工学

統計ຊ学⇕ຊ学

　㔞Ꮚエ䝺クト䝻ニクスアナ䝻グ㟁Ꮚᅇ㊰

㟁Ꮚᅇ㊰タ計〇స

専
門
教
育
部
門

II㦂ᐇ学工⬟機ᩱᮦI㦂ᐇ学工⬟機ᩱᮦーシラテリ術技学科

」合ᮦᩱ

　㔞Ꮚຊ学Ⅱ䛚䜘䜃演習

⤖ᬗᮦᩱ

　㔞Ꮚຊ学Ⅰ䛚䜘䜃演習

┿✵工学

ඛ➃技術⟶理

職業ᣦᑟ論

　分析化学

　ᮦᩱ機⬟工学ᐇ㦂III

ᮦᩱ機⬟ゼミナール

⁐⼥ຍ工

ᩱᮦᛶ☢学工㟁ㄏ・ග

　機Ეᮦᩱ分析・ホ౯法

༙ᑟ体デ䝞イスデジタル㟁Ꮚᅇ㊰

　㕲㗰ᮦᩱ

⤖ᬗᡂ㛗

エ䝺クト䝻ニクスᮦᩱ 分析・ホ౯法

自由科目選択科目選択必修科目必修科目

データサイエンス・AI応用基礎Ⅰ データサイエンス・AI応用基礎Ⅱ

データサイエンス・AI入門
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部門 系

　物ᛶ論Ⅱ䛚䜘䜃演習

物理学Ⅰ

物理学ᐇ㦂Ⅰ

　㟁☢Ẽ学Ⅱ䛚䜘䜃演習

ᆅ学ᐇ㦂Ⅰ

〇図基礎

応用数学Ⅲ

ᮦᩱ機⬟工学ᴫ論

応用数学Ⅰ

応用数学Ⅱ

　㟁☢Ẽ学Ⅰ䛚䜘䜃演習

　㟁Ẽᅇ㊰䛚䜘䜃演習

習演䜃䜘䛚Ⅰ学ຊᩱᮦ学ຊ業工

༞業研究

　↝⤖ᮦᩱ

༙ᑟ体工学

　㧗分Ꮚᮦᩱ

機Ეタ計・〇図

化学基礎演習Ⅰ

　⤖ᬗረᛶ学

　ᮦᩱຊ学Ⅱ䛚䜘䜃演習

　合㔠ᮦᩱ

༙ᑟ体基礎論

　機Ეせ⣲

　ᮦᩱᙉ度学

　機Ეຍ工

物理学ᐇ㦂Ⅱ

物理学Ⅱ

物理学演習

線形代数Ⅱ

英語基礎演習Ⅰ

基礎ゼミナールⅠ 基礎ゼミナールⅡ

化学基礎演習Ⅱ

英語基礎演習Ⅱ

化学Ⅱ

理工学ᴫ論

コンピューターリテラシー

微分積分Ⅰ

線形代数Ⅰ

微分積分Ⅱ

人文科学基礎Ⅰ

体育科学Ⅱ

人文科学基礎Ⅱ

社会科学基礎Ⅱ社会科学基礎Ⅰ

ドイツ語Ⅱ

フランス語Ⅱ

中国語Ⅱ

体育科学Ⅰ

英語コミュニケーションⅠ

ドイツ語Ⅰ

フランス語Ⅰ

中国語Ⅰ

ᮦ
ᩱ
機
⬟
工
学
基
礎

生物学ᐇ㦂

ᆅ学ᐇ㦂Ⅱ

化学ᐇ㦂Ⅱ

生物学

数学基礎演習Ⅱ

物理学基礎演習Ⅱ

理
工
学
基
礎
科
目

数学基礎演習Ⅰ

物理学基礎演習Ⅰ

心理学

プラクティカル・イングリッシュⅠ プラクティカル・イングリッシュⅡ

フランス語Ⅳ

ドイツ語Ⅳ

国際経済論国際関係論

前期前期 後期

体育科学Ⅳ

（2024年度入学生から適用）

１年 2年 3年 4年

理工学部 ᮦᩱ機⬟工学科（１～４年） 授業科目履修系統図

Ⅱ論化文米欧Ⅰ論化文米欧

アジア文化論Ⅱ

文学

アジア文化論Ⅰ

中国語Ⅲ

後期

英語コミュニケーションⅣ

前期

ඹ
通

そ
の
他

ᮦ
ᩱ
ホ
౯
・

解
析

化
学
ᮦ
ᩱ

総
合
基
礎
部
門

化学Ⅰ

化学ᐇ㦂Ⅰ

エ
䝺
ク
ト
䝻
ニ
ス
ク
ᮦ
ᩱ

応
用

物
理

ᮦ
ᩱ

機
Ე
ᮦ
ᩱ
・
ຍ
工

日本国憲法

中国語Ⅳ

後期

　物ᛶ論Ⅰ䛚䜘䜃演習

体育科学Ⅲ

ドイツ語Ⅲ

フランス語Ⅲ

ᆅ学Ⅱᆅ学Ⅰ

技術者倫理

英語コミュニケーションⅡ

期前期後

英語コミュニケーションⅢ

⾲㠃工学

統計ຊ学⇕ຊ学

　㔞Ꮚエ䝺クト䝻ニクスアナ䝻グ㟁Ꮚᅇ㊰

㟁Ꮚᅇ㊰タ計〇స

専
門
教
育
部
門

II㦂ᐇ学工⬟機ᩱᮦI㦂ᐇ学工⬟機ᩱᮦーシラテリ術技学科

」合ᮦᩱ

　㔞Ꮚຊ学Ⅱ䛚䜘䜃演習

⤖ᬗᮦᩱ

　㔞Ꮚຊ学Ⅰ䛚䜘䜃演習

┿✵工学

ඛ➃技術⟶理

職業ᣦᑟ論

　分析化学

　ᮦᩱ機⬟工学ᐇ㦂III

ᮦᩱ機⬟ゼミナール

⁐⼥ຍ工

ᩱᮦᛶ☢学工㟁ㄏ・ග

　機Ეᮦᩱ分析・ホ౯法

༙ᑟ体デ䝞イスデジタル㟁Ꮚᅇ㊰

　㕲㗰ᮦᩱ

⤖ᬗᡂ㛗

エ䝺クト䝻ニクスᮦᩱ 分析・ホ౯法

自由科目選択科目選択必修科目必修科目

データサイエンス・AI応用基礎Ⅰ データサイエンス・AI応用基礎Ⅱ

データサイエンス・AI入門



2 ― 48

S

E

Z

O

M

T

R

C

K

A

４ ） 応用化学科

学位授与方針
%JQMPNa PPMJDZ

　応用化学科は、本学立学の精神と本学部人材養成目的に基づき、次の資質・能力を身につけた学生に学士（工学）の学位を授与します。

①෯広い教養と語学力・表現力を身につけ、それに裏ଧちされた広い視野と高いྙ理観をもって、社会の発展に貢献する意思と能力を
有する。

②化学に関する専門分野において以下の能力を有する。
１）化学の持つ有用性と危険性を十分理解し、化学物質の取り扱いが安全にできる能力
2）化学的な評価技術を用い、環境や安全面に係る化学物質の正当な評価ができる能力
3）化学的な問題を抽出し、解決までの道ےを立てられるエンジニアリングデザイン能力
４）社会的要請を理解し、化学的な知識に立٭して問題解決に取り組む能力

③生֔にわたり主体的、自立的に探究する能力を身につけ、さらに、社会において課題解決に向けて協ಇして取り組むことのできる能
力を有する。

教育課程ฤ成方針
CVSSJDVMVN PPMJDZ

　応用化学科は、卒業認定・学位授与の方針に示す能力を身につけさせるため、教養教育と専門教育より構成される教育課程を編成しま
す。ೋつの分野において一定数以上の単位の修得を義務付け、理学あるいは工学の࿮を超えた深い知識・理解を身につけるための෯広い
学修を求めます。以下の １）〜 ４）に示す専門的能力を有する人材を育成するため、教育課程を編成し、実施します。

１）化学物質の持つ特性を正当に評価し、ྙ理観を持って社会還ݩができる能力を持つ人材
2）社会的要請に対応し、新たな化学物質の開発に係る基本方針が理解できる人材
3）化学のྖ域だけに留まらず、෯広い理工学のྖ域に発展に協力することができる人材
４）国際化社会に対応できる情報収集能力を身に付け、公正なྙ理意識を有する人材

①教養教育は、外国語、体育科学、人文科学、社会科学等の教養科目と数学、物理学、化学、技術者ྙ理等の理工学基礎科目により編
成される。これらの科目を学ぶことにより専門分野を超えた෯広い視野とྙ理観を養うと共に、専門教育に進む上で欠くことのでき
ない知識を養うことができるようにする。

②専門教育では、理学あるいは工学の専門知識を深めるために基礎から応用への順次性を保ちながら、科目相互を体系的に編成してい
る。化学の専門分野に関する講義科目と、それに関連する演習・実験・実習が有機的に結びついた授業を実施することにより、机上
の学修にとどめず෯広く専門知識を学び、社会の変化に自在に対応して問題解決する能力を養うことができるようにする。

③教養教育で能動的学修の要素を取り入れた教育を用意する。さらに、専門教育では動機付けの教育を行うと共に、複数の科目でそれ
に関連する演習・実験・実習科目を実施して、能動的学修を行うことができるようにする。最終学年の ４ 年次で行う卒業研究では、
主体的に学ぶ姿勢と共に、他者と協力しながら課題を解決し、生֔にわたって活かすことのできる総合的学習と創造的思考力がഓわ
れるようにする。

④応用化学科では、シラバスに示した内容に基づいて厳格に成績評価して単位認定する。学生個別の成績表にもそれを記載して学修指
導や各種順位づけに利用できるようにする。成績や学修態度を総合的に判断して個別指導する体制を整え、学生が各自の達成度と将
来計画に応じた学修を進めることができるようにする。

入学ऀ受入れ方針
AENJTTJPO PPMJDZ

　応用化学科は、本学科の卒業認定・学位授与の方針を理解し、高等学校等での学習を通して、次のような資質・能力を身につけている
人を受入れます。

①一般選抜では、数学、理科および英語の高い基礎学力を有する。学校推薦型選抜・特別入学試験では、高等学校教育の内容をݎ実に
修得し、数学、理科および英語の基礎学力を有する。

②数学、理科および英語の基礎学力を活用して、自ら問題を発見しその解決に向けて探究し、成果等を表現するための基本となる思考
力・判断力・表現力等を有する。

③科学一般、特に化学物質や化学現象に対してڵຯがあり、主体性を持って多様な人々と協力し、理工系の科学・技術を用いて社会貢
献する意欲を有する。

01

02

03

応用化学科の人材養成目的
その他の教育研究上の目的
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教育方針
　20 世ل後半に，ඍ細加工技術が目覚ましく進歩し，それを基盤として IT 産業が大きくՖ開きました。その土৕から次世代産業を担うナ
ノテクノロジーやバイオテクノロジーが๖ժし，一方で，前世代の負の遺産を解消すべく，環境テクノロジーも急成長を見せています。こ
れらは次世代テクノロジーを基װ技術として複雑に絡み合って多様に分化した産業を作り上げ，それを支える技術もそれぞれの分野で独自
に発展を続けています。そして，その発展する方向は，強さと機能性の追求から，ॊೈさ，優しさ，ણ細さを持った人間や地球環境にೃ染
むテクノロジーの実現へと方向転換しつつあり，このようなテクノロジーを有効利用することができる工学的知識を持つ技術者の養成が必
要と考えます。応用化学の使໋は，化学の知識と技術を次世代テクノロジーと連結し，その発展を人間社会や地球環境のために活用するこ
とであり，2１ 世لの科学技術発展の要となる分野であると言えます。
　以上の社会的എܠ等を踏まえ，応用化学科では，観察を主体にした現象論的知識にཔった定性的な理解のみを推し進めるのではなく，近
代物理学や化学を用いて解き明かされ，理論に裏ଧちされた知識をۦ使し，物質の性質を定量的に評価できる能力を身につけることを重視
した教育の実施・展開を推進します。具体的には，①実験実習を通じた化学現象の積極的体験，②目に見える化学現象の本質を分子レベル
ྖ域で考える能力の養成を教育研究目標の基࣠と位置付けます。
　教育研究目標の実現に向けては，エンジニアとして必要な教養教育，専門教育に結び付く基礎教育を系統的・体系的に学び，その上に，
合成化学，物質・材料化学，環境・エネルギー材料の 3 つの専門分野に関わる教育研究ྖ域を展開します。この 3 つの教育研究ྖ域の共通
的な理念は，次世代テクノロジーを人間社会や地球環境のために活用することであり，以下のような教育研究を実施します。
　 １）合成化学ྖ域
　　　機能性有機分子の合成や分子構造の解ੳを行い，新たな分子設計を目指す有機合成ྖ域の教育研究
　 2）物質・材料化学ྖ域
　　　新規合成された物質の基礎的な特性の解ੳを行い，それらの結果をもとに新たな物質設計の指針を立てる物理化学ྖ域の教育研究
　 3）環境・エネルギー材料ྖ域
ଘの物質と技術を༥合させ，そこから生み出される付加価஋の高い材料の開発を目指し，化学を主体とした複合ྖ域の教育研究ط　　　

学習・教育౸ୡ目標
　本学科の学習・教育౸達目標は次のとおりです。

① ෯広い語学力・表現力を身につけ、広い視野と高いྙ理観をもって社会の発展に貢献することができる能力
② 化学物質の安全な取り扱いとそれを可能にする正当な評価能力や化学的なエンジニアリングデザイン能力
③ 生֔にわたり主体的自立的に探求する能力と社会において課題解決に向けて協ಇして取り組むことができる能力

　この観点から、理工学部応用化学科では、化学反応や分子の構造変化から成り立っている諸現象を化学的理論に基づいて理解した上で、
新しい物質の設計・合成を行い、その特性を評価することにより環境に与える影響を分ੳ・解明し、๛かな生活を持続可能にする付加価஋
の高い物質の開発ができる創造性๛かな人材の養成を目的とします。
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ᛂ⏝໬学科　教育課程一覧表

前 後 前 後 前 後 前 後

  英語コミュニケーションⅠ 1 　 2 ●

  英語コミュニケーションⅡ 1 　 2 ●

  英語コミュニケーションⅢ      1 　　 2 ●

  英語コミュニケーションⅣ      1 　 2 ●

  プラクティカル･イングリッシュⅠ      1 　 2

  プラクティカル･イングリッシュⅡ      1 　 2

  ドイツ語Ⅰ      1 　 2 　 P１

  ドイツ語Ⅱ      1 　　 2 P２

  ドイツ語Ⅲ      1 　 2 P３

  ドイツ語Ⅳ      1 　 2 P４

  フランス語Ⅰ      1 　 2 P１

  フランス語Ⅱ    1 　 2 P２

  フランス語Ⅲ    1 　 2 P３

  フランス語Ⅳ    1 　 2 P４

  中国語Ⅰ    1 　 2 P１

  中国語Ⅱ    1 　 2 P２

  中国語Ⅲ      1 　 2 P３

  中国語Ⅳ      1 　 2 P４

  体育科学Ⅰ      1 　 2 ●

  体育科学Ⅱ      1 　 2 ●

  体育科学Ⅲ      　 1 2 ●

  体育科学Ⅳ      　 1 2 ●

　人文科学基礎Ⅰ      2 2 ● Ｐ５

　人文科学基礎Ⅱ      2 2 ● Ｐ６

  社会科学基礎Ⅰ      2 2 　 ● Ｐ５

  社会科学基礎Ⅱ      2 2 　 ● Ｐ６

  アジア文化論Ⅰ      2 2 ● Ｐ７

  アジア文化論Ⅱ      2 2 ● Ｐ８

  欧米文化論Ⅰ      2 2 ● Ｐ７

  欧米文化論Ⅱ      2 2 ● Ｐ８

  国際関係論      2 2 Ｐ９

  文学      2 2 Ｐ９

  日本国憲法      2 2 ● Ｐ９

  国際経済論      2 2 Ｐ10

  心理学      2 2 Ｐ10

  基礎ゼミナールⅠ       1 2

  基礎ゼミナールⅡ       1 2

　職業ᣦᑟ論 2 2 ●

       

　日本語Ⅰ 2 2 2

　日本語Ⅱ 2 2 2

　日本語Ⅲ 2 2 2

　日本語Ⅳ 2 2 2

　日本語Ⅴ 2 2 2

部

門

系 授    業    科    目    名

 単 位 数

外国人留学生にかかわる日本語科目

総
合
基
礎
部
門

総

合

基

礎

部

門

摘 　要
必修

科目

選択

必修

科目

外国人留学生のみ
履修が可能

選択

科目

自由

科目

1  年 2  年 3  年 4  年

ᣦ
ᐃ
科
目

の
ศ
㢮

毎  週  授  業  時  間  数

教職
課程

学芸員
課程

202４ 年度入学　応用化学科　教育課程一覧表
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ᛂ⏝໬学科　教育課程一覧表

前 後 前 後 前 後 前 後

部

門

系 授    業    科    目    名

 単 位 数

摘 　要
必修

科目

選択

必修

科目

選択

科目

自由

科目

1  年 2  年 3  年 4  年

ᣦ
ᐃ
科
目

の
ศ
㢮

毎  週  授  業  時  間  数

教職
課程

学芸員
課程

　ᚤศ✚ศⅠ 2 　 2

　ᚤศ✚ศⅡ 2 　 2

　⥺ᙧ௦数Ⅰ 2 　 2

　⥺ᙧ௦数Ⅱ 2 　 2

　≀理学Ⅰ 　 2 2 ● ●

　≀理学Ⅱ 　 2 2 ● ●

　≀理学₇⩦ 1 2 ●

　≀理学ᐇ㦂Ⅰ 1 2 ● ●

　≀理学ᐇ㦂Ⅱ 1 2 ● ●

　化学Ⅰ 2 2 ● ●

　化学Ⅱ 2 2 ● ●

　化学ᐇ㦂Ⅰ 1 2 ● ●

　化学ᐇ㦂Ⅱ 1 2 ● ●

　ᆅ学Ⅰ 2  2 ● ●

　ᆅ学Ⅱ 2  2 ● ●

　ᆅ学ᐇ㦂Ⅰ 1  2 ● ●

　ᆅ学ᐇ㦂Ⅱ 1  2 ● ●

　生≀学 2 2 ● ●

　生≀学ᐇ㦂 1 2 ● ●

　理ᕤ学ᴫ論 2 2 ●

　ᢏ⾡⪅೔理 2 2 ● ●

　コン䝢ュー䝍ーリテラシー 2 2 ● ●

　䝕ー䝍䝃イ䜶ンス䞉㻭㻵ධ門 2 2

　数学基礎₇⩦Ⅰ  1 2

　数学基礎₇⩦Ⅱ  1 2

　≀理学基礎₇⩦Ⅰ  1 2

　≀理学基礎₇⩦Ⅱ  1 2

　化学基礎₇⩦Ⅰ 1 2

　化学基礎₇⩦Ⅱ  1 2

　英語基礎₇⩦Ⅰ  1 2

　英語基礎₇⩦Ⅱ  1  2

　᭷ᶵ化学基礎 2 2 ● 㽢

　᭷ᶵ化学Ⅰ 2 1 2 ●

　᭷ᶵ化学Ⅱ 2 2 2 ●

　᭷ᶵ化学₇⩦ 1 2 2 ● 㽢

　㘒体化学 2 2 2 ●

　㧗ศᏊ化学Ⅰ 2 1 2 ●

　㧗ศᏊ化学Ⅱ 2 2 2 ●

　コ䝻イド化学 2 2 2 ●

　㧗ศᏊᮦᩱ 2 2 2 㽢

　生化学 2 2 2 ●

　生άᨭ᥼化学 2 2 2

　≀理化学基礎 2 2 ● 㽢

　≀理化学Ⅰ 2 1 2 ●

　≀理化学Ⅱ 2 3 2 ●

　≀理化学₇⩦ 1 3 2 ● 㽢

　㔞Ꮚ化学Ⅰ 2 1 2

　㔞Ꮚ化学Ⅱ 2 3 2

　㔞Ꮚ化学₇⩦ 1 㻡 2 㽢

　化学⤖ᬗ学 2 3 2 ●

　≀㉁ᵓ㐀学 2 3 2 ●

　≀ᛶ化学 2 3 2

　┿✵ᕤ学 2 3 2 ● 㽢

　⾲㠃ᕤ学 2 3 2 ●

ᑓ

門

教

育

部

門

理

ᕤ

学

基

礎

科

目

合
ᡂ
化
学

≀
㉁
䞉
ᮦ
ᩱ
化
学
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ᛂ⏝໬学科　教育課程一覧表

前 後 前 後 前 後 前 後

部

門

系 授    業    科    目    名

 単 位 数

摘 　要
必修

科目

選択

必修

科目

選択

科目

自由

科目

1  年 2  年 3  年 4  年

ᣦ
ᐃ
科
目

の
ศ
㢮

毎  週  授  業  時  間  数

教職
課程

学芸員
課程

　↓ᶵ化学基礎 2 2 ● 㽢

　↓ᶵ化学Ⅰ 　 2 1 2 ●

　↓ᶵ化学Ⅱ 2 4 2 ●

　↓ᶵ化学₇⩦ 1 4 2 ● 㽢

　㟁Ẽ化学 2 4 2 ●

　ゐ፹化学 2 4 2

　㟁Ꮚᮦᩱ 2 4 2 ●

　ᅛ体≀ᛶ 2 4 2

　䜶䝛ル䜼ー化学 2 4 2

　㔠ᒓᮦᩱ 2 4 2 ● 㽢

　⎔ቃᮦᩱ 2 㻡 2 ●

　ඛ➃化学 2 2 㽢

　ᛂ⏝化学数学 2 㻡 2

　Ᏻ඲ᕤ学 2 2 ● 㽢

　ᐇ㦂基礎論 2 2 ● 㽢

　ศᯒ化学 2 1 2 ●

　ᶵჾศᯒ 2 㻡 2

　ศග化学 2 㻡 2

　化学ᕤ学 2 㻡 2 ● 㽢

　ศ㞳⢭〇ᕤ学 2 㻡 2 ● 㽢

　ὶື⌧㇟学 2 㻡 2 ● 㽢

　〇ᅗ基礎 2 㻡 2 ● 㽢

　科学⾲⌧論 2 㻡 2 ●

　ඛ➃ᢏ⾡⟶理 2 㻡 2 ● 㽢

　ᛂ⏝化学ᐇ㦂Ⅰ 2 4 ● 㽢

　ᛂ⏝化学ᐇ㦂Ⅱ 2 4  ● 㽢

　ᛂ⏝化学ᐇ㦂Ⅲ 3 㻢 㽢

　ᛂ⏝化学ᐇ㦂Ⅳ 2 4 㽢

　ᛂ⏝化学ゼミナール 2  2 㽢

　༞業◊✲ 4 㽢

　䝕ー䝍䝃イ䜶ンス䞉㻭㻵ᛂ⏝基礎Ⅰ 2 2

　䝕ー䝍䝃イ䜶ンス䞉㻭㻵ᛂ⏝基礎Ⅱ 2 2

㽢䠖௚学部䞉௚学科履修୙可
㻖䠖༞業◊✲の毎週授業時間数䛿㻘前ᮇ４時間㻘後ᮇ４時間䜢᭱ప᮲௳䛸䛩る

ᑓ

門

教

育

部

門

䛭
の
௚

ඹ

㏻

⎔
ቃ
䞉
䜶
䝛
ル
䜼
ー

ᮦ
ᩱ

4
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1 ɽ履修登録での留意事項
　「理工学部教育課程」および「履修等に関する規定」をख़読のうえ履修登録をしてください。
　自由科目，他学科履修科目，他学部履修科目および単位互換に関するแ括協定により他大学で履修した科目の修得単位は，進級，卒業研
究着手条件および卒業に必要な単位数に算入されません。

2 ɽ進ڃの৚件
　2年次から 3年次への進級については，次の条件が必要です。
① 2年次終了までに ６６ 単位以上を修得していること。
②安全工学 2単位、先୺化学 2単位を修得していること。

3 ɽ応用化学実験ᶙ・ᶚの履修৚件
　次の条件を満たすことを原則とします。
　応用化学実験Ⅰ・Ⅱを修得していること。

４ ɽ卒業研究のண手৚件
　次の条件を満たすことを原則とします。
　総合基礎部門の必修科目（英語コミュニケーションⅠ・Ⅱ），専門教育部門の必修科目（応用化学実験Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ・Ⅳ、応用化学ゼミナール）
を含み，１１0 単位以上を修得していること。

５ ɽ卒業の要件
　卒業に必要な単位数は次のとおりです。

部　　門 項　　目 単　位　数

総 合 基 礎 部 門

必 修 科 目 2 単位　

選 択 必 修 科 目 8 単位　

選 択 科 目 １ 0 単位以上

計 2 0 単位以上

専 門 教 育 部 門

ˎ 留 意 事 項 参 照

必 修 科 目 3 ９ 単位　　

選 択 必 修 科 目 5 ７ 単位以上

選 択 科 目 　　 8 単位以上

計 １ 0 ４ 単位以上

合　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計 １ 2 ４ 単位以上

留意事項

専門分類番号（分類の概ུ） 単　位　数

１：応用化学基礎科目 8 単位以上

2：合成化学に関する科目 3 単位以上

3 ６ 単位以上3：物質・材料化学に関する科目 3 単位以上

４：環境・エネルギー材料に関する科目 3 単位以上

5：化学や工学全般に関する科目 １ 3 単位以上

（注）分類番号 2・3・４については、各分類において 3単位以上かつ、分類番号 2・3・４の合計で 3６ 単位以上が必要です。
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① ② ③

幅広い語学力・表現力を身につけ、広
い視野と高い倫理観をもって社会の発
展に貢献することができる能力

化学物質の安全な取り扱いとそれを
可能にする正当な評価能力や化学的
なエンジニアリングデザイン能力

生涯にわたり主体的自立的に探求する
能力と社会において課題解決に向けて
協働して取り組むことができる能力

英語コミュニケーションⅠ ◎ ○

英語コミュニケーションⅡ ◎ ○

英語コミュニケーションⅢ ◎ ○

英語コミュニケーションⅣ ◎ ○

プラクティカル･イングリッシュⅠ ◎ ○

プラクティカル･イングリッシュⅡ ◎ ○

ドイツ語Ⅰ ◎ ○

ドイツ語Ⅱ ◎ ○

ドイツ語Ⅲ ◎ ○

ドイツ語Ⅳ ◎ ○

フランス語Ⅰ ◎ ○

フランス語Ⅱ ◎ ○

フランス語Ⅲ ◎ ○

フランス語Ⅳ ◎ ○

中国語Ⅰ ◎ ○

中国語Ⅱ ◎ ○

中国語Ⅲ ◎ ○

中国語Ⅳ ◎ ○

体育科学Ⅰ ○ ◎

体育科学Ⅱ ○ ◎

体育科学Ⅲ ○ ◎

体育科学Ⅳ ○ ◎

人文科学基礎Ⅰ ◎ ○

人文科学基礎Ⅱ ◎ ○

社会科学基礎Ⅰ ◎ ○

社会科学基礎Ⅱ ◎ ○

アジア文化論Ⅰ ◎ ○

アジア文化論Ⅱ ◎ ○

欧米文化論Ⅰ ◎ ○

欧米文化論Ⅱ ◎ ○

国際関係論 ◎ ○

文学 ◎ ○

日本国憲法 ◎ ○

国際経済論 ◎ ○

心理学 ◎ ○

基礎ゼミナールⅠ ○ ○ ◎

基礎ゼミナールⅡ ○ ○ ◎

職業指導論 ◎

微分積分Ⅰ ◎

微分積分Ⅱ ◎

線形代数Ⅰ ◎

線形代数Ⅱ ◎

物理学Ⅰ ◎

物理学Ⅱ ◎

物理学演習 ◎

物理学実験Ⅰ ○ ◎ ○

物理学実験Ⅱ ○ ◎ ○

化学Ⅰ ◎

化学Ⅱ ◎

化学実験Ⅰ ○ ◎ ○

化学実験Ⅱ ○ ◎ ○

地学Ⅰ ◎

地学Ⅱ ◎

地学実験Ⅰ ○ ◎ ○

地学実験Ⅱ ○ ◎ ○

生物学 ◎

生物学実験 ○ ◎ ○

理工学概論 ○ ◎

技術者倫理 ◎ ○

コンピューターリテラシー ◎ ○

データサイエンス・AI入門 ◎ ○

数学基礎演習Ⅰ ◎

数学基礎演習Ⅱ ◎

物理学基礎演習Ⅰ ◎

物理学基礎演習Ⅱ ◎

化学基礎演習Ⅰ ◎

化学基礎演習Ⅱ ◎

英語基礎演習Ⅰ ◎

英語基礎演習Ⅱ ◎

総
合
基
礎
部
門

部
門

系 授業科目名

学位授与方針

理
工
学
基
礎
科
目

専
門
教
育
部
門

【 応用化学科　学習・教育౸ୡ目標と授業科目の対応表 】
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① ② ③

幅広い語学力・表現力を身につけ、広
い視野と高い倫理観をもって社会の発
展に貢献することができる能力

化学物質の安全な取り扱いとそれを
可能にする正当な評価能力や化学的
なエンジニアリングデザイン能力

生涯にわたり主体的自立的に探求する
能力と社会において課題解決に向けて
協働して取り組むことができる能力

部
門

系 授業科目名

学位授与方針

᭷ᶵ化学基礎 ◎

᭷ᶵ化学Ⅰ ◎

᭷ᶵ化学Ⅱ ◎

᭷ᶵ化学演習 ◎

㧗分Ꮚ化学Ⅰ ◎

㘒体化学 ◎

㧗分Ꮚ化学Ⅱ ◎

コࣟイド化学 ◎

生化学 ◎

㧗分Ꮚᮦᩱ ◎

生άᨭ᥼化学 ◎

物理化学基礎 ◎

㔞Ꮚ化学Ⅰ ◎

物理化学Ⅰ ◎

物理化学Ⅱ ◎

㔞Ꮚ化学Ⅱ ◎

物理化学演習 ◎

㔞Ꮚ化学演習 ◎

化学⤖ᬗ学 ◎

物㉁ᵓ㐀学 ◎

┿✵工学 ◎

物ᛶ化学 ◎

⾲㠃工学 ◎

↓ᶵ化学基礎 ◎

↓ᶵ化学Ⅰ ◎

↓ᶵ化学Ⅱ ◎

↓ᶵ化学演習 ◎

㟁Ẽ化学 ◎

ゐ፹化学 ◎

㟁Ꮚᮦᩱ ◎

エࢿルࢠー化学 ◎

ᅛ体物ᛶ ◎

⎔ቃᮦᩱ ◎

㔠ᒓᮦᩱ ◎

ᛂ⏝化学数学 ◎

ඛ➃化学 ○ ◎

Ᏻ඲工学 ◎

分ᯒ化学 ◎

実験基礎論 ◎

化学工学 ◎

ᶵჾ分ᯒ ◎

分ග化学 ◎

分㞳⢭〇工学 ◎

ὶື⌧㇟学 ◎

〇ᅗ基礎 ◎

科学⾲⌧論 ○ ○ ◎

ඛ➃技術⟶理 ○ ◎

ᛂ⏝化学実験Ⅰ ○ ◎ ○

ᛂ⏝化学実験Ⅱ ○ ◎ ○

ᛂ⏝化学実験Ⅲ ○ ◎ ○

ᛂ⏝化学実験Ⅳ ○ ◎ ○

ᛂ⏝化学ゼミナール ○ ◎ ○

༞業◊✲ ○ ○ ◎

データサイエンス・AIᛂ⏝基礎Ⅰ ◎ ○

データサイエンス・AIᛂ⏝基礎Ⅱ ◎ ○

専
門
教
育
部
門

ࡘ࡟㑅ᢥᚲಟ科目ࡧࡼ࠾ᚲಟ科目ࡢ⾲教育ㄢ⛬୍ぴࠋࡍࡲ࠸࡚ࡵᐃࢆಟᚓ科目࡞ᚲせ࡚࠸࠾࡟㸪専門教育部門࠼ຍ࡟༢఩数ࡢ部門・ྛ㡯目ྛ࡟௳㸪༞業せࡣ本学科࡛ࠉ
ࠋࡍ࡛ࡾ࠾࡜ࡢ௨ୗ࡚ࡋ࡜ཎ๎ࡣ༢఩数࡞ᚲせ࡟࡜ࡈ分㢮ࡢ㸪指ᐃ科目࡚࠸

⎔
ቃ
・
エ
ࢿ
ル
ࢠ
ー
ᮦ
ᩱ

ඹ
㏻

合
ᡂ
化
学

物
㉁
・
ᮦ
ᩱ
化
学

ͤ␃ព஦㡯

ࡑ
ࡢ
௚

【 応用化学科　学習・教育౸ୡ目標と授業科目の対応表 】
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専門分類番号（分類の概ུ） 単　位　数

１：応用化学基礎科目 8 単位以上

2：合成化学に関する科目 3 単位以上

3 ６ 単位以上3：物質・材料化学に関する科目 3 単位以上

４：環境・エネルギー材料に関する科目 3 単位以上

5：化学や工学全般に関する科目 １ 3 単位以上

（注）分類番号 2・3・４については、各分類において 3単位以上かつ、分類番号 2・3・４の合計で 3６ 単位以上が必要です。

分類൪߸　　　１　有機化学Ⅰ・高分子化学Ⅰ・物理化学Ⅰ・量子化学Ⅰ・無機化学Ⅰ・分ੳ化学
2　有機化学Ⅱ・有機化学演習・ࡨ体化学・高分子化学Ⅱ・コロイド化学・高分子材料・生化学・生活支援化学
3　物理化学Ⅱ・物理化学演習・量子化学Ⅱ・化学結থ学・物質構造学・物性化学・真空工学・表面工学
４　無機化学Ⅱ・無機化学演習・電気化学・触ഔ化学・電子材料・固体物性・エネルギー化学・金属材料
5　量子化学演習・環境材料・応用化学数学・機器分ੳ・分光化学・化学工学・分離精੡工学・流動現象学・੡図基礎・科学

表現論・先୺技術管理

応用化学科　学習・教育౸達目標
　本学科の学習・教育౸達目標は以下のとおりである。

① ෯広い語学力・表現力を身につけ、広い視野と高いྙ理観をもって社会の発展に貢献することができる能力
② 化学物質の安全な取り扱いとそれを可能にする正当な評価能力や化学的なエンジニアリングデザイン能力
③ 生֔にわたり主体的自立的に探求する能力と社会において課題解決に向けて協ಇして取り組むことができる能力
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（2024年度入学生から適用）

期前期後部門 期前期後期前 期後期前期後

総
合
基
礎
部
門

英語コミュニケーションⅠ 英語コミュニケーションⅡ 英語コミュニケーションⅢ 英語コミュニケーションⅣ プラクティカルイングリッシュⅠ プラクティカルイングリッシュⅡ

Ⅳ語スンラフⅢ語スンラフⅡ語スンラフⅠ語スンラフ
Ⅳ語ツイドⅢ語ツイドⅡ語ツイドⅠ語ツイド

人文科学基礎Ⅰ 人文科学基礎Ⅱ アジア文化論Ⅰ アジア文化論Ⅱ

Ⅳ語国中Ⅲ語国中Ⅱ語国中Ⅰ語国中

基礎ゼミナールⅡ 職業ᣦᑟ論

論済経際国論係関際国

学理心学文

日本国憲法

Ⅳ学科育体Ⅲ学科育体Ⅱ学科育体Ⅰ学科育体

社会科学基礎Ⅰ 社会科学基礎Ⅱ 欧米文化論Ⅰ 欧米文化論Ⅱ

基礎ゼミナールⅠ

Ⅱ学ᆅⅠ学ᆅⅡ学理物Ⅰ学理物

Ⅱ数代形線Ⅰ数代形線

物理学ᐇ㦂Ⅰ 物理学ᐇ㦂Ⅱ

Ⅱ学化Ⅰ学化

Ⅱ㦂ᐇ学ᆅⅠ㦂ᐇ学ᆅ習演学理物

㦂ᐇ学物生学物生

理工学ᴫ論

物理学基礎演習Ⅰ 物理学基礎演習Ⅱ

Ⅱ㦂ᐇ学化Ⅰ㦂ᐇ学化

技術者倫理

コンピューターリテラシー

数学基礎演習Ⅰ 数学基礎演習Ⅱ

化学基礎演習Ⅰ 化学基礎演習Ⅱ

英語基礎演習Ⅰ 英語基礎演習Ⅱ

᭷機化学Ⅰ

⎔
ቃ
・
エ
ネ
ル
䜼

ᮦ
ᩱ

Ⅰ学化機↓礎基学化機↓

理
工
学
基
礎
科
目

Ⅱ分積分微Ⅰ分積分微

᭷機化学Ⅱ

専
門
教
育
部
門

合
ᡂ
化
学

᭷機化学基礎

物
㉁
・
ᮦ
ᩱ
化
学

習演学化理物Ⅰ学化理物礎基学化理物

物理化学Ⅱ

習演学化Ꮚ㔞Ⅱ学化Ꮚ㔞Ⅰ学化Ꮚ㔞

学化ー䜼ルネエ学化፹ゐⅡ学化機↓

学工㠃⾲学工✵┿

化学⤖ᬗ学

学化ᛶ物学造構㉁物

ᅛ体物ᛶ

⎔ቃᮦᩱ

㔠ᒓᮦᩱ

ඹ
通

そ
の
他

分析化学 機ჾ分析

分ග化学

Ᏻ඲工学

ᩱᮦᏊ㟁学化Ẽ㟁

〇図基礎

論⌧⾲学科

学工〇⢭㞳分学工学化論礎基㦂ᐇ

ὶ動⌧㇟学

Ⅲ

データサイエンス・AI入門

Ⅰ学化Ꮚ分㧗

学化体㘒

ඛ➃化学

応用化学数学

応用化学ᐇ㦂 応用化学ᐇ㦂Ⅱ 応用化学ᐇ㦂 応用化学ᐇ㦂Ⅳ

学化ドイ䝻コ

Ⅱ学化Ꮚ分㧗

学化生

ᩱᮦᏊ分㧗

学化᥼ᨭ活生

理⟶術技➃ඛ

応用化学ゼミナール

༞業研究

自由科目選択科目選択必修科目必修科目 ඹྠ科目（O） ඹྠ科目（Z）

↓機化学演習

᭷機化学演習

理工学部 応用化学科（１～４年） 授業科目履修系統図

1年 2年 3年 4年

Ⅰ

データサイエンス・AI応用基礎Ⅰ データサイエンス・AI応用基礎Ⅱ
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（2024年度入学生から適用）

期前期後部門 期前期後期前 期後期前期後

総
合
基
礎
部
門

英語コミュニケーションⅠ 英語コミュニケーションⅡ 英語コミュニケーションⅢ 英語コミュニケーションⅣ プラクティカルイングリッシュⅠ プラクティカルイングリッシュⅡ

Ⅳ語スンラフⅢ語スンラフⅡ語スンラフⅠ語スンラフ
Ⅳ語ツイドⅢ語ツイドⅡ語ツイドⅠ語ツイド

人文科学基礎Ⅰ 人文科学基礎Ⅱ アジア文化論Ⅰ アジア文化論Ⅱ

Ⅳ語国中Ⅲ語国中Ⅱ語国中Ⅰ語国中

基礎ゼミナールⅡ 職業ᣦᑟ論

論済経際国論係関際国

学理心学文

日本国憲法

Ⅳ学科育体Ⅲ学科育体Ⅱ学科育体Ⅰ学科育体

社会科学基礎Ⅰ 社会科学基礎Ⅱ 欧米文化論Ⅰ 欧米文化論Ⅱ

基礎ゼミナールⅠ

Ⅱ学ᆅⅠ学ᆅⅡ学理物Ⅰ学理物

Ⅱ数代形線Ⅰ数代形線

物理学ᐇ㦂Ⅰ 物理学ᐇ㦂Ⅱ

Ⅱ学化Ⅰ学化

Ⅱ㦂ᐇ学ᆅⅠ㦂ᐇ学ᆅ習演学理物

㦂ᐇ学物生学物生

理工学ᴫ論

物理学基礎演習Ⅰ 物理学基礎演習Ⅱ

Ⅱ㦂ᐇ学化Ⅰ㦂ᐇ学化

技術者倫理

コンピューターリテラシー

数学基礎演習Ⅰ 数学基礎演習Ⅱ

化学基礎演習Ⅰ 化学基礎演習Ⅱ

英語基礎演習Ⅰ 英語基礎演習Ⅱ

᭷機化学Ⅰ

⎔
ቃ
・
エ
ネ
ル
䜼

ᮦ
ᩱ

Ⅰ学化機↓礎基学化機↓

理
工
学
基
礎
科
目

Ⅱ分積分微Ⅰ分積分微

᭷機化学Ⅱ

専
門
教
育
部
門

合
ᡂ
化
学

᭷機化学基礎

物
㉁
・
ᮦ
ᩱ
化
学

習演学化理物Ⅰ学化理物礎基学化理物

物理化学Ⅱ

習演学化Ꮚ㔞Ⅱ学化Ꮚ㔞Ⅰ学化Ꮚ㔞

学化ー䜼ルネエ学化፹ゐⅡ学化機↓

学工㠃⾲学工✵┿

化学⤖ᬗ学

学化ᛶ物学造構㉁物

ᅛ体物ᛶ

⎔ቃᮦᩱ

㔠ᒓᮦᩱ

ඹ
通

そ
の
他

分析化学 機ჾ分析

分ග化学

Ᏻ඲工学

ᩱᮦᏊ㟁学化Ẽ㟁

〇図基礎

論⌧⾲学科

学工〇⢭㞳分学工学化論礎基㦂ᐇ

ὶ動⌧㇟学

Ⅲ

データサイエンス・AI入門

Ⅰ学化Ꮚ分㧗

学化体㘒

ඛ➃化学

応用化学数学

応用化学ᐇ㦂 応用化学ᐇ㦂Ⅱ 応用化学ᐇ㦂 応用化学ᐇ㦂Ⅳ

学化ドイ䝻コ

Ⅱ学化Ꮚ分㧗

学化生

ᩱᮦᏊ分㧗

学化᥼ᨭ活生

理⟶術技➃ඛ

応用化学ゼミナール

༞業研究

自由科目選択科目選択必修科目必修科目 ඹྠ科目（O） ඹྠ科目（Z）

↓機化学演習

᭷機化学演習

理工学部 応用化学科（１～４年） 授業科目履修系統図

1年 2年 3年 4年

Ⅰ

データサイエンス・AI応用基礎Ⅰ データサイエンス・AI応用基礎Ⅱ



2 ― 60

S

E

Z

O

M

T

R

C

K

A

５ ） 機ց޻学科

学位授与方針
%JQMPNa PPMJDZ

　機械工学科は、本学立学の精神と本学科人材養成目的に基づき、機械工学科において ４ 年以上在学し、学科が定める卒業に必要な １2４
単位以上を修得した上で、以下の要件ʀ①、②、③を満たす学生に対して卒業を認定し、学士（工学）の学位を授与します。

①機械技術者として必要な教養とྙ理観を有し、技術者としての社会的責任を自覚した上で、広い視野を持って判断できる。
②機械技術者として専門的な基礎学力と科学技術の応用力を持ち、時代のニーズに適合した技術を活用できる。
③自立した技術者として問題を発見し、課題解決に向けて主体的に学ぶと同時に他者と協ಇして取り組むことで、社会から信པされる

資質を有する。

教育課程ฤ成方針
CVSSJDVMVN PPMJDZ

　機械工学科は、本学科の教育目標を達成し、学位授与方針に示す資質・能力を身につけさせるため、次のような教育課程を編成し、実
施します。

①教養教育は、外国語、体育科学、人文科学、社会科学等の教養科目と、数学、物理学、化学、技術者ྙ理等の理工学基礎科目を通じて、
人として必要な教養とྙ理観を養うことにより෯広い人間性をഓい、全地球的な視野で物事を理解し、表現できるようにする。

②専門教育では、「೤・流体」、「材料・強度」、「設計・生産」、「運動力学・制ޚ」の ４ つの分野と共通分野から成る科目群を基礎から
応用へと段階的に構成することでその内容を充実させ、機械技術者に必要な基礎学力を養う。さらに、それらを機械工学実習や機械
設計基礎などの設計・実習科目の教育と有機的に結びつけることによってものづくり力を養成する。

③機械工学科では、１年次に開講される機械工学概論ならびに 2年次に開講される機械工学実習で、学生への動機付けを行うとともに、
実感教育を実施する。さらに、１ 〜 3 学年に配当される機械設計基礎、機械設計 １・2、機械工学実験において能動的学修の要素を取
り入れ、自主性と自立性を養う。さらに、3 年次の機械工学実験や機械設計・੡作では、専門的な基礎学力と科学技術応用力をۦ使
して、課題解決に向けて協ಇして取り組むことを学ぶ。最終学年（４ 年次）の卒業研究では、自立した技術者として問題を発見し、
解決する能力がഓわれるようにする。これらの教育により、生֔にわたって主体的に学び、相互理解や意見交換ができる素地を育む。

④機械工学科では、シラバスに示した内容に基づき厳格に成績を評価して単位認定を行い、学生個別の成績表に基づき学修指導や各種
順位づけを行う。担任や卒業研究担当者等が学生の成績や学修態度を総合的に判断して個別指導する体制を整え、学生個々の達成度
と将来計画に応じて学修を進めることができるようにする。

入学ऀ受入れ方針
AENJTTJPO PPMJDZ

　機械工学科は、本学科の卒業認定・学位授与の方針を理解し、高等学校等における学習を通して、次のような資質・能力を身につけて
いる人を受入れます。

①一般選抜では、数学、理科および英語の高い基礎学力を有する。学校推薦型選抜・特別入学試験では、高等学校教育の内容をݎ実に
修得し、数学、理科および英語の基礎学力を有する。

②数学、理科および英語の基礎学力を活用して、自ら問題を発見しその解決に向けて探究し、成果等を表現するための基本となる思考
力・判断力・表現力等を有する。

③機械工学分野を中心とする科学・技術にڵຯをもった上で自主性と೪り強く学ぶ意思があり、主体性を持って多様な人々と協力して、
機械工学分野の科学・技術を用いて社会貢献する意欲を有する。

01

02

03

機械工学科の人材養成目的
その他の教育研究上の目的
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教育方針
　2１ 世لを日本が科学技術立国として成立していくためには，これまで֫得してきた知見を洗練し，さらに地球環境保全，高度な情報技術

などの新しい技術の創造が求められています。そうした中で，機械工学は技術社会の根װを支える重要な学問ですが，関係する分野は極め

て広く，機械技術者に求められる知識は多ذに࿱り，関連する高度な知識を໢ཏ的に֫得することは容қではありません。そこで機械工学

科では，この様にࡨ૰した現代社会だからこそ基本に立ち返り，基礎学力を身につけるための教育と，自らが実践し，技術者として自立し

て学び続けることができる能力を付与する教育に重点を置き，社会に貢献する技術者となりうる人材の育成を最重要課題としています。また，

技術だけにनわれることなく，ྙ理観への造ܮを深めつつ，時代の変ֵにढ़හに対応できる技術者の育成を重要視しています。具体的には，

機械工学の基礎となる材料力学，機械力学，೤力学および流体力学を重点科目として位置づけしつつ，実践的体感教育となる設計・੡作な

どを取り入れ，機械のしくみや現象を理解するための機械工学の専門知識を段階的に習得するカリキュラムを多数用意するとともに，自己

学習を促す教育との連携をີにした指導体制の下で教育活動を行います。

　このような方針に基づいて機械工学科では，以下の教育成果を備えた学生を育成するための学習教育目標を設定しました。

１．学習教育目標

１.１　使໋

　適切な教育環境を提供することにより，人間的にも技術的にも自立して機械設計や問題解決に取り組むことができる技術者として，

社会に貢献する人材を育成する。

１.2　教育目標

１.2.１　工学的課題を解決できる知識を֫得すること。

１.2.2　設計に必要な知識とツールを応用し，基礎的な設計ができること。

１.2.3　チーム内でコミュニケーションを取りながら，主体的に行動できること。

１.2.４　機械技術者として社会への影響をಎ察し，ྙ理観を持って社会に貢献できること。

１.3　教育成果

（A）工学基礎知識と応用能力

（A-１）自然科学の工学的基礎知識として，ඍ分積分，線形代数およびニュートン力学などが理解できる。

（A-2）応用能力として，科学的，技術的事項を，プログラム言語・数式・図などを用いて表現できる。

（B）専門知識と応用能力

（B-１）機械工学に関する基礎 ４力学（材料力学，流体力学，೤力学，機械力学）などの基礎的専門知識が理解できる。

（B-2）基礎力学の応用能力として，機械のしくみや現象を理解するための機械工学の専門知識（制ޚ工学，機械振動学，機械加工学など）

が理解できる。

（C）エンジニアリングデザイン能力

（C-１）設計に必要なコンピュータツールの活用ができる。

（C-2）工学的基礎知識および専門知識を応用し，機械要素（࣠やࣃ車など）の設計ができる。

（C-3）工学的基礎知識および専門知識を応用し，؆単な機械（減速機など）の設計ができる。

（C-４）要求される機械の仕様に対して，設計・੡作ができる。

（C-5）加工工程やその技術を習得し，؆қな部材を੡作できる。

（C-６）機械工学の基礎的事象の計ଌ・実験・評価ができる。

（D）コミュニケーション能力

（D-１）国際化における，技術資料の理解および他の技術者との相互理解に必要な基礎語学力を身につけ，活用できる。

（D-2）構想したものを計画・実行し，結果についてレポート（設計書・卒業論文・報告書）やプレゼンテーション資料を作成し，発

表することができる。

（D-3）機械工学に関連したテーマや仕様に対して，チーム内で討論して工学的問題を見極め，それに対する方策を取りまとめ，解決

できる。

（E）計画的・継続的処理能力

（E-１）与えられた設計仕様・期日 ・予算の制約の下で，小型機械を設計੡作できる。

（E-2）機械工学関連テーマについてڵຯを持ち，自ら調査活動を行い，目的਱行のために自主的・継続的に学習できる。

（F）技術者ྙ理

（F-１）機械技術者が持つべき社会に対する責任とྙ理観の重要性を理解することができる。

（F-2）科学技術が地球環境や社会に及΅す影響と効果を理解することができる。
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（G）地球的視点

（G-１）社会に関わる事象（人文科学，社会科学など）の基礎知識に触れ，それらの相互関係を理解することができる。

（G-2）機械技術が地球環境や社会におよ΅す影響と効果を理解し，将来あるべき機械技術者としてのキャリア観を形成する。
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ᶵᲔᕤ学科　教育課程一覧表

前 後 前 後 前 後 前 後

  英語コミュニケーションⅠ 1 2 ●

  英語コミュニケーションⅡ 1 2 ●

  英語コミュニケーションⅢ 1 2 ●

  英語コミュニケーションⅣ 1 2 ●

  プラクティカル･イングリッシュⅠ 1 2

  プラクティカル･イングリッシュⅡ 1 2

  ドイツ語Ⅰ 1 2 P１

  ドイツ語Ⅱ 1 2 P２

  ドイツ語Ⅲ 1 2 P３

  ドイツ語Ⅳ 1 2 P４　

  フランス語Ⅰ 1 2 P１

  フランス語Ⅱ 1 2 P２

  フランス語Ⅲ 1 2 P３

  フランス語Ⅳ 1 2 P４　

  中国語Ⅰ 1 2 P１

  中国語Ⅱ 1 2 P２

  中国語Ⅲ 1 2 P３

  中国語Ⅳ 1 2 P４　

  体育科学Ⅰ 1 2 ●

  体育科学Ⅱ 1 2 ●

  体育科学Ⅲ 1 2 ●

  体育科学Ⅳ 1 2 ●

  人文科学基礎Ⅰ 2 2 ● Ｐ５

  人文科学基礎Ⅱ 2 2 ● Ｐ６

  社会科学基礎Ⅰ 2 2 ● Ｐ５

  社会科学基礎Ⅱ 2 2 ● Ｐ６

  アジア文化論Ⅰ 2 2 ● Ｐ７

  アジア文化論Ⅱ 2 2 ● Ｐ８

  欧米文化論Ⅰ 2 2 ● Ｐ７

  欧米文化論Ⅱ 2 2 ● Ｐ８

  国際関係論 2 2 Ｐ９

  文学 2 2 Ｐ９

  日本国憲法 2 2 ● Ｐ９

  国際経済論 2 2 Ｐ10

  心理学 2 2 Ｐ10

  基礎ゼミナールⅠ 1 2

  基礎ゼミナールⅡ 1 2

　職業ᣦᑟ論 2 2 ●

外国人留学生にかかわる日本語科目

　日本語Ⅰ 2 2 2
　日本語Ⅱ 2 2 2
　日本語Ⅲ 2 2 2
　日本語Ⅳ 2 2 2
　日本語Ⅴ 2 2 2

学芸員
課程

2  年 4  年自由

科目

必修

科目

摘          要3  年

毎  週  授  業  時  間  数

外国人留学生のみ
履修が可能

1  年 教職
課程

選択
必修
科目

部

門

 単 位 数

系 授    業    科    目    名 選択

科目

総
合
基
礎
部
門

総

合

基

礎

部

門
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ᶵᲔᕤ学科　教育課程一覧表

前 後 前 後 前 後 前 後

学芸員
課程

2  年 4  年自由

科目

必修

科目

摘          要3  年

毎  週  授  業  時  間  数

1  年 教職
課程

選択
必修
科目

部

門

 単 位 数

系 授    業    科    目    名 選択

科目

  ᚤศ✚ศⅠ 2 2

  ᚤศ✚ศⅡ 2 2

  ⥺ᙧ௦数Ⅰ 2 2

  ⥺ᙧ௦数Ⅱ 2 2

  ≀理学Ⅰ 2 2 ● ●

  ≀理学Ⅱ 2 2 ● ●

  ≀理学₇⩦ 1 2 ●

  ≀理学ᐇ㦂Ⅰ 1 2 ● ●

  ≀理学ᐇ㦂Ⅱ 1 2 ● ●

  化学Ⅰ 2 2 ● ●

  化学Ⅱ 2 2 ● ●

  化学ᐇ㦂Ⅰ 1 2 ● ●

  化学ᐇ㦂Ⅱ 1 2 ● ●

  ᆅ学Ⅰ 2 2 ● ●

  ᆅ学Ⅱ 2 2 ● ●

  ᆅ学ᐇ㦂Ⅰ 1 2 ● ●

  ᆅ学ᐇ㦂Ⅱ 1 2 ● ●

  生≀学 2 2 ● ●

  生≀学ᐇ㦂 1 2 ● ●

  理ᕤ学ᴫ論 2 2 ●

  ᢏ⾡⪅೔理 2 2 ● ●

  コン䝢ュー䝍ーリテラシー 2 2 ● ●

  䝕ー䝍䝃イ䜶ンス䞉㻭㻵ධ門 2 2

　数学基礎₇⩦Ⅰ 1 2

　数学基礎₇⩦Ⅱ 1 2

　≀理学基礎₇⩦Ⅰ 1 2

　≀理学基礎₇⩦Ⅱ 1 2

　化学基礎₇⩦Ⅰ 1 2

　化学基礎₇⩦Ⅱ 1 2

　英語基礎₇⩦Ⅰ 1 2

　英語基礎₇⩦Ⅱ 1 2

  ⇕ຊ学Ⅰ 2 2 ●

  ⇕ຊ学Ⅱ 2 2 ●

  ఏ⇕ᕤ学 2 2 ●

  ⇕ᶵ関ᕤ学 2 2 ●

  ὶ体ຊ学Ⅰ 2 2 ●

  ὶ体ຊ学Ⅱ 2 2 ●

　ὶ体ᶵᲔ 2 2 ●

  ᛂ⏝ὶ体ຊ学 2 2 ●

  ᮦᩱຊ学Ⅰ 2 2 ●

  ᮦᩱຊ学Ⅱ 2 2 ●

  ᮦᩱᙉᗘ学Ⅰ 2 　 2 ●

  ᮦᩱᙉᗘ学Ⅱ 2 　 2 ●

  ᶵᲔᮦᩱ 2 2 ●

　ᶵᲔタィ基礎 2 4 㽢

　ᶵᲔタィⅠ 2 4 ● 㽢

  ᶵᲔタィⅡ 2 4 ● 㽢

  ᶵᲔ要⣲ 2 2 ● 㽢

  ᶵᲔຍᕤ学 2 2 ●

  ረᛶຍᕤ学 2 2 ●

　生⏘ຍᕤ学 2 2

　生⏘⟶理 2 2 ●

タ
ィ
䞉
生
⏘
科
目

⇕
䞉
ὶ
体
科
目

理

ᕤ

学

基

礎

科

目

ᑓ

門

教

育

部

門

ᮦ
ᩱ
䞉
ᙉ
ᗘ
科
目
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ᶵᲔᕤ学科　教育課程一覧表

前 後 前 後 前 後 前 後

学芸員
課程

2  年 4  年自由

科目

必修

科目

摘          要3  年

毎  週  授  業  時  間  数

1  年 教職
課程

選択
必修
科目

部

門

 単 位 数

系 授    業    科    目    名 選択

科目

  ᶵᵓ学 2 2 ●

  ᶵᲔຊ学Ⅰ 2 2 ●

  ᶵᲔຊ学Ⅱ 2 2 ●

　ᶵᲔ᣺ື学 2 2 ●

　ไᚚᕤ学Ⅰ 2 2 ●

  ไᚚᕤ学Ⅱ 2 2 ●

  コン䝢ュー䝍ープ䝻グラミング 2 2 ● 㽢

  コン䝢ュー䝍ーシミュ䝺ーション 2 2 ● 㽢

  ᶵᲔᢏ⾡⪅೔理 2 2 ● 㽢

  基礎㟁Ẽᕤ学 2 2 ● 㽢

  基礎㟁Ꮚᕤ学 2 2 ● 㽢

  ᶵᲔタィ䞉〇స 4 4 4 ● 㽢䘏

  ᶵᲔᕤ学ᐇ⩦ 2 4 ● 㽢

  ᶵᲔᕤ学ᐇ㦂 2 4 ● 㽢

　ᶵᲔᕤ学ᴫ論 2 2 ● 㽢

　ᛂ⏝数学Ⅰ 2 2

　ᛂ⏝数学Ⅱ 2 2

  ᛂ⏝ຊ学 2 2

  㟁☢Ẽ学 2 2

　䝕ー䝍ゎᯒᕤ学 2 2 ●

　㻯㻭㻱 2 2 ● 㽢

　ィ ᕤ学 2 2 ●

　᪂ᢏ⾡ᴫ論 2 2 ● 㽢

　ᢏ⾡英語 2 2 ●

  イン䝍ーンシップ 1 䕧 㽢䕧

  ラ䝪ラ䝖リー䞉䝉ミナー 1 2 㽢

  ༞業◊✲ 4 䠆 䠆 㽢

　䝕ー䝍䝃イ䜶ンス䞉㻭㻵ᛂ⏝基礎Ⅰ 2 2

　䝕ー䝍䝃イ䜶ンス䞉㻭㻵ᛂ⏝基礎Ⅱ 2 2

㽢䠖௚学部䞉௚学科履修୙可

䠆䠖༞業◊✲の毎週授業時間数䛿䠈前ᮇ4時間䠈後ᮇ4時間䜢᭱ప᮲௳䛸䛩る䚹

䘏䠖ᶵᲔタィ䞉〇స䛿㏻年䛷ᐇ᪋䛥䜜るが䚸科目のᛶ᱁ୖ䚸㐍⾜≧ἣに䜘䛳䛶䚸

　　ኟᮇఇᬤ中䜔時間外䛷のྲྀ⤌み䜒必要に䛺る可能ᛶが䛒る䚹

䕧䠖イン䝍ーンシップ䛿ኟᏘఇᬤ中にᐇ᪋䛩る䚹

ඹ

㏻

科

目

䛭
の
௚

㐠
ື
ຊ
学
䞉
ไ
ᚚ
科
目

ᑓ

門

教

育

部
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1 ɽ履修登録での留意事項
　「理工学部教育課程」および「履修等に関する規定」をख़読のうえ履修登録をしてください。

　自由科目，他学部・他学科履修科目および単位互換に関するแ括協定により他大学で履修した科目の修得単位は，進級，卒業研究着手お

よび卒業に必要な単位数に算入されません。

2 ɽ進ڃの৚件
　進級については，次の条件が必要です。

１）１年次から 2年次への進級について

１年次終了までに 22 単位以上を修得していること。

2）2年次から 3年次への進級について

2 年次終了までに ６６ 単位以上を修得していることとซせて，機械工学概論，ඍ分積分Ⅰ・Ⅱ，線形代数Ⅰ・Ⅱおよび物理学Ⅰ・Ⅱにつ

いてすべて修得していること。

3 ɽ卒業研究のண手৚件
　次の条件を満たすことを原則とします。

　専門教育部門（理工学基礎科目を含む）の必修科目（１９ 科目）のうち １６ 科目を含み，総合基礎部門も含めて １0６ 単位以上を修得している

こと。

　ただし，機械設計基礎，機械設計Ⅰ・Ⅱ，機械工学実習および機械工学実験についてすべて修得していること。

４ ɽ卒業の要件
　卒業に必要な単位数は次のとおりです。

部　　門 項　　目 単　　位

総 合 基 礎 部 門

選 択 必 修 科 目 １ 0 単位　　

選 択 科 目 １ 0 単位以上

合 計 2 0 単位以上

専 門 教 育 部 門

必 修 科 目 ４ 2 単位　　

選 択 科 目 ６ 2 単位以上ˎ

合 計 １ 0 ４ 単位以上

合　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計 １ 2 ４ 単位以上

ˎ　このうち，選択必修科目 ６単位以上，׌つ専門教育部門のうち೤・流体科目，材料・強度科目，設計・生産科目，運動力学・制ޚ科目，

及び共通科目において 50 単位以上を含むこと
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部門 系

物理学演習

生物学

䡶䢙䢇䢛䡩䡬䡼䡬䡸䢌䡩䢖䡬䡸䡪䢙

データ解析工学

生物学ᐇ㦂

技術者倫理

䡶䢙䢇䢛䡩䡬䡼䡬䢈䢛䢗䡴䢚䢓䢌䢙䡴䢚

日本国憲法

Ⅱ㦂ᐇ学ᆅⅠ㦂ᐇ学ᆅⅡ学ᆅⅠ学ᆅⅡ学理物

（2024年度入学生から適用）

１年 2年 3年 4年

理工学部 機Ე工学科（１～４年） 授業科目履修系統図

後期

総
合
基
礎
部
門

英語コミュニケーションⅠ 英語コミュニケーションⅡ 英語コミュニケーションⅢ 英語コミュニケーションⅣ

期後期前前期

職業ᣦᑟ論

期後期前期後 前期

プラクティカルイングリッシュⅡ

Ⅳ語ツイドⅢ語ツイドⅡ語ツイドⅠ語ツイド

プラクティカルイングリッシュⅠ

Ⅳ語国中Ⅱ語国中Ⅰ語国中

フランス語Ⅰ フランス語Ⅱ フランス語Ⅲ フランス語Ⅳ

Ⅳ学科育体Ⅲ学科育体Ⅱ学科育体

アジア文化論Ⅱ

中国語Ⅲ

国際経済論

体育科学Ⅰ

国際関係論

学文学理心Ⅱ論化文米欧Ⅰ論化文米欧Ⅱ礎基学科会社Ⅰ礎基学科会社

人文科学基礎Ⅰ 人文科学基礎Ⅱ アジア文化論Ⅰ

基礎ゼミナールⅠ 基礎ゼミナールⅡ

専
門
教
育
部
門

理
工
学
基
礎
科
目

Ⅱ分積分微Ⅰ分積分微

Ⅱ数代形線Ⅰ数代形線

物理学Ⅰ

数学基礎演習Ⅰ 数学基礎演習Ⅱ

物理学ᐇ㦂Ⅰ 物理学ᐇ㦂Ⅱ

Ⅱ学化Ⅰ学化

Ⅱ㦂ᐇ学化Ⅰ㦂ᐇ学化

理工学ᴫ論

機Ე工学ᴫ論

物理学基礎演習Ⅰ 物理学基礎演習Ⅱ

化学基礎演習Ⅰ 化学基礎演習Ⅱ

英語基礎演習Ⅰ 英語基礎演習Ⅱ

機Ე工学ᐇ習

ඹ
通

技術英語

Ⅱ学数用応Ⅰ学数用応

応用ຊ学

㟁☢Ẽ学

基礎㟁Ẽ工学 基礎㟁Ꮚ工学

機Ე技術者倫理

機Ე工学ᐇ㦂

タ
計
・
生
⏘

Ⅱ計タᲔ機Ⅰ計タᲔ機礎基計タᲔ機

機Ეせ⣲

究研業༞స〇・計タᲔ機

䡮䢙䡼䡬䢙䡸䡫䢈䢛

計 工学

᪂技術ᴫ論ラボラトリー・䝉ミナー

CAE

⇕
・
ὶ
体

機Ეຍ工学 ረᛶຍ工学 学工ຍ⏘生

Ⅰ学ຊᲔ機 Ⅱ学ຊᲔ機

ไᚚ工学Ⅰ

⇕ຊ学Ⅰ

機構学

Ⅰ学ຊ体ὶ Ⅱ学ຊ体ὶ Ე機体ὶ

ᩱᮦᲔ機 Ⅰ学ຊᩱᮦ Ⅱ学ຊᩱᮦ ᮦᩱᙉ度学

コンピューターリテラシー

理⟶⏘生

機Ე᣺動学

ไᚚ工学Ⅱ

⇕ຊ学Ⅱ

⇕機関工学

ఏ⇕工学

学ຊ体ὶ用応

ᮦᩱᙉ度学Ⅱ

自由科目選択科目選択必修科目必修科目 選択科目選択必修科目必修科目

データサイエンス・AI応用基礎Ⅰ データサイエンス・AI応用基礎Ⅱ

データサイエンス・AI入門

㐠
ື
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Ꮫ
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部門 系

物理学演習

生物学

䡶䢙䢇䢛䡩䡬䡼䡬䡸䢌䡩䢖䡬䡸䡪䢙

データ解析工学

生物学ᐇ㦂

技術者倫理

䡶䢙䢇䢛䡩䡬䡼䡬䢈䢛䢗䡴䢚䢓䢌䢙䡴䢚

日本国憲法

Ⅱ㦂ᐇ学ᆅⅠ㦂ᐇ学ᆅⅡ学ᆅⅠ学ᆅⅡ学理物

（2024年度入学生から適用）

１年 2年 3年 4年

理工学部 機Ე工学科（１～４年） 授業科目履修系統図

後期

総
合
基
礎
部
門

英語コミュニケーションⅠ 英語コミュニケーションⅡ 英語コミュニケーションⅢ 英語コミュニケーションⅣ

期後期前前期

職業ᣦᑟ論

期後期前期後 前期

プラクティカルイングリッシュⅡ

Ⅳ語ツイドⅢ語ツイドⅡ語ツイドⅠ語ツイド

プラクティカルイングリッシュⅠ

Ⅳ語国中Ⅱ語国中Ⅰ語国中

フランス語Ⅰ フランス語Ⅱ フランス語Ⅲ フランス語Ⅳ

Ⅳ学科育体Ⅲ学科育体Ⅱ学科育体

アジア文化論Ⅱ

中国語Ⅲ

国際経済論

体育科学Ⅰ

国際関係論

学文学理心Ⅱ論化文米欧Ⅰ論化文米欧Ⅱ礎基学科会社Ⅰ礎基学科会社

人文科学基礎Ⅰ 人文科学基礎Ⅱ アジア文化論Ⅰ

基礎ゼミナールⅠ 基礎ゼミナールⅡ

専
門
教
育
部
門

理
工
学
基
礎
科
目

Ⅱ分積分微Ⅰ分積分微

Ⅱ数代形線Ⅰ数代形線

物理学Ⅰ

数学基礎演習Ⅰ 数学基礎演習Ⅱ

物理学ᐇ㦂Ⅰ 物理学ᐇ㦂Ⅱ

Ⅱ学化Ⅰ学化

Ⅱ㦂ᐇ学化Ⅰ㦂ᐇ学化

理工学ᴫ論

機Ე工学ᴫ論

物理学基礎演習Ⅰ 物理学基礎演習Ⅱ

化学基礎演習Ⅰ 化学基礎演習Ⅱ

英語基礎演習Ⅰ 英語基礎演習Ⅱ

機Ე工学ᐇ習

ඹ
通

技術英語

Ⅱ学数用応Ⅰ学数用応

応用ຊ学

㟁☢Ẽ学

基礎㟁Ẽ工学 基礎㟁Ꮚ工学

機Ე技術者倫理

機Ე工学ᐇ㦂

タ
計
・
生
⏘

Ⅱ計タᲔ機Ⅰ計タᲔ機礎基計タᲔ機

機Ეせ⣲

究研業༞స〇・計タᲔ機

䡮䢙䡼䡬䢙䡸䡫䢈䢛

計 工学

᪂技術ᴫ論ラボラトリー・䝉ミナー

CAE

⇕
・
ὶ
体

機Ეຍ工学 ረᛶຍ工学 学工ຍ⏘生

Ⅰ学ຊᲔ機 Ⅱ学ຊᲔ機

ไᚚ工学Ⅰ

⇕ຊ学Ⅰ

機構学

Ⅰ学ຊ体ὶ Ⅱ学ຊ体ὶ Ე機体ὶ

ᩱᮦᲔ機 Ⅰ学ຊᩱᮦ Ⅱ学ຊᩱᮦ ᮦᩱᙉ度学

コンピューターリテラシー

理⟶⏘生

機Ე᣺動学

ไᚚ工学Ⅱ

⇕ຊ学Ⅱ

⇕機関工学

ఏ⇕工学

学ຊ体ὶ用応

ᮦᩱᙉ度学Ⅱ

自由科目選択科目選択必修科目必修科目 選択科目選択必修科目必修科目

データサイエンス・AI応用基礎Ⅰ データサイエンス・AI応用基礎Ⅱ

データサイエンス・AI入門
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６ ） 交通機ց޻学科

学位授与方針
%JQMPNa PPMJDZ

　交通機械工学科は、本学立学の精神と本学科の人材養成目的に基づき、以下の要件ʀ①、②、③を満たす学生に対して卒業を認定し、
学士（工学）の学位を授与します。

①෯広い教養と語学力を身につけ、それに裏ଧちされた広い視野と高いྙ理観をもって、交通機械の発展に貢献する意ࢤと能力を有す
る。

②機械工学と交通機械工学の専門分野に応じた科学・技術の基礎となる知識を修得し、それを活用して機械技術者として種々の問題を
解決する能力を有する。

③機械工学と交通機械工学に関して、生֔にわたり主体的、自立的に探究する能力を身につけ、さらに、社会においてそれらの課題解
決に向けて協ಇして取り組むことのできる能力を有する。

教育課程ฤ成方針
CVSSJDVMVN PPMJDZ

　交通機械工学科は、卒業認定・学位授与の方針に示す能力を身につけさせるため、教養教育と専門教育より構成される教育課程を編成
します。ೋつの分野において一定数以上の単位の修得を義務付け、機械技術者として交通機械工学に関する深い知識・理解を身につける
ための෯広い学修を求めます。

①教養教育は、外国語、体育科学、人文科学、社会科学等の教養科目と数学、物理学、化学、技術者ྙ理等の理工学基礎科目により編
成される。これらの科目を学ぶことにより機械技術者として෯広い視野とྙ理観を養うと共に、交通機械工学の専門教育に進む上で
欠くことのできない知識を養うことができるようにする。

②専門教育では、交通機械工学の専門知識を深めるために機械工学の基礎から応用への順次性を保ちながら、科目相互を体系的に編成
している。講義科目と、それに関連する演習・実験・実習が有機的に結びついた授業を実施することにより、机上の学修にとどめず
෯広く専門知識を学び、機械技術者として社会の要望に自在に対応して問題を解決する能力を養うことができるようにする。

③教養教育で能動的学修の要素を取り入れた教育を用意する。さらに、専門教育では機械工学と交通機械工学を学ぶ動機付けの教育を
行うと共に、複数の科目でそれに関連する演習・実験・実習科目を実施して、能動的学修を行うことができるようにする。最終学年
の ４ 年次で行う卒業研究では、主体性と他者との協力関係を養い、生֔にわたって活かすことのできる総合的学修と創造的思考力が
ഓわれるようにする。

④交通機械工学科では、シラバスに示した内容に基づいて厳格に成績評価して単位認定する。学生個別の成績表にもそれを記載して学
修指導や各種順位づけに利用できるようにする。また、成績や学修態度を総合的に判断して個別指導する体制を整え、学生が各自の
達成度を把握し、将来計画に応じた学修を進めることができるようにする。

入学ऀ受入れ方針
AENJTTJPO PPMJDZ

　交通機械工学科は、卒業認定・学位授与の方針を理解し、高等学校等での学習を通して、次のような能力・意欲を身につけている人を
受入れます。

①一般選抜 : 数学、理科および英語の高い基礎学力を有する。学校推薦型選抜・特別入学試験 : 高等学校教育の内容をݎ実に修得し、
数学、理科および英語の基礎学力を有する。

②数学、理科および英語の基礎学力を活用して、機械工学と交通機械工学に関して、自ら問題を発見しその解決に向けて探究し、成果
等を表現するための基本となる思考力・判断力・表現力等を有する。

③機械工学と交通機械工学に関する科学・技術にڵຯをもち、主体性を持って多様な人々と協力して、理工系の科学・技術を用いて社
会貢献する意欲を有する。

01

02

03

交通機械工学科の人材養成目的
その他の教育研究上の目的
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教育方針
　自動車，航空機，鉄道車両，船ഫなど，いわゆる交通機械は，科学技術の発展によって，年々進化し，極めて高い機能を持つようになり

ました。このような高機能化は，個々の機械技術の発達に加え，電気・電子や情報通信技術などの༥合によるもので，このような機械のシ

ステム化が，交通機械を含む様々な機械の発展にܨがっています。

　このようなഎܠの中，社会（企業）では，機械の個々の要素について研究・開発を行う深い専門知識と，新技術や従来技術を複合的に組

み合わせた機械システムを構築し，機能性の高い商品の開発・設計のできる創造性๛かな人材が求められています。また，自動車，航空機，

鉄道車両などの交通機械は，我々の身近にあって利便性の高い一方，人໋に深く関わっており，安全や環境，さらには෱ࢱなどに考慮した「も

のづくり」が求められています。

　交通機械工学科では，このような社会ニーズのもと，機械工学の基礎学力を備え，様々な実課題に対して，社会や環境への影響を配慮しつつ，

論理的思考や創造性をۦ使して機械システムを構築できる技術者を育成します。すなわち，「交通機械」を通して社会に貢献できる機械技術

者を育成します。
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஺㏻ᶵᲔᕤ学科　教育課程一覧表

前 後 前 後 前 後 前 後

  英語コミュニケーションⅠ 1 2 ●
  英語コミュニケーションⅡ 1 2 ●
  英語コミュニケーションⅢ 1 2 ●
  英語コミュニケーションⅣ 1 2 ●
  プラクティカル･イングリッシュⅠ 1 2
  プラクティカル･イングリッシュⅡ 1 2
  ドイツ語Ⅰ      1 2 P１
  ドイツ語Ⅱ      1 2 P２
  ドイツ語Ⅲ      1 2 P３
  ドイツ語Ⅳ      1 2 P４
  フランス語Ⅰ      1 2 P１
  フランス語Ⅱ    1 2 P２
  フランス語Ⅲ    1 2 P３
  フランス語Ⅳ    1 2 P４
  中国語Ⅰ    1 2 P１
  中国語Ⅱ    1 2 P２
  中国語Ⅲ      1 2 P３
  中国語Ⅳ      1 2 P４
  体育科学Ⅰ      1 2 ●

  体育科学Ⅱ      1 2 ●

  体育科学Ⅲ      1 2 ●

  体育科学Ⅳ      1 2 ●

  人文科学基礎Ⅰ      2 2 ● Ｐ５
  人文科学基礎Ⅱ      2 2 ● Ｐ６
  社会科学基礎Ⅰ      2 2 ● Ｐ５
  社会科学基礎Ⅱ      2 2 ● Ｐ６
  アジア文化論Ⅰ      2 2 ● Ｐ７
  アジア文化論Ⅱ      2 2 ● Ｐ８
  欧米文化論Ⅰ      2 2 ● Ｐ７
  欧米文化論Ⅱ      2 2 ● Ｐ８
  国際関係論      2 2 Ｐ９
  文学      2 2 Ｐ９
  日本国憲法      2 2 ● Ｐ９
  国際経済論      2 2 Ｐ10
  心理学      2 2 Ｐ10
  基礎ゼミナールⅠ      1 2
  基礎ゼミナールⅡ      1 2
　職業ᣦᑟ論 2 2 ●

外国人留学生にかかわる日本語科目

　日本語Ⅰ 2 2 2
　日本語Ⅱ 2 2 2
　日本語Ⅲ 2 2 2
　日本語Ⅳ 2 2 2
　日本語Ⅴ 2 2 2

総
合
基
礎
部
門

教職
課程

総

合

基

礎

部

門

選択

必修

科目

3  年

部

門

系 授  業  科  目  名 選択

科目

学芸員
課程

外国人留学生のみ
履修が可能

4  年

単 位 数

摘          要必修

科目

毎  週  授  業  時  間  数
自由

科目

1  年 2  年

202４ 年度入学　交通機ց޻学科　教育課程一覧表
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஺㏻ᶵᲔᕤ学科　教育課程一覧表

前 後 前 後 前 後 前 後

教職
課程

選択

必修

科目

3  年

部

門

系 授  業  科  目  名 選択

科目

学芸員
課程

4  年

単 位 数

摘          要必修

科目

毎  週  授  業  時  間  数
自由

科目

1  年 2  年

　ᚤศ✚ศⅠ 2 2

　ᚤศ✚ศⅡ 2 2

　⥺ᙧ௦数Ⅰ 2 2

　⥺ᙧ௦数Ⅱ 2 2

　≀理学Ⅰ 2 2 ● ●

　≀理学Ⅱ 2 2 ● ●

　≀理学₇⩦ 1 2 ●

　≀理学ᐇ㦂Ⅰ 1 2 ● ●

　≀理学ᐇ㦂Ⅱ 1 2 ● ●

　化学Ⅰ 2 2 ● ●

　化学Ⅱ 2 2 ● ●

　化学ᐇ㦂Ⅰ 1 2 ● ●

　化学ᐇ㦂Ⅱ 1 2 ● ●

　ᆅ学Ⅰ 2 2 ● ●

　ᆅ学Ⅱ 2 2 ● ●

　ᆅ学ᐇ㦂Ⅰ 1 2 ● ●

　ᆅ学ᐇ㦂Ⅱ 1 2 ● ●

　生≀学 2 2 ● ●

　生≀学ᐇ㦂 1 2 ● ●

　理ᕤ学ᴫ論 2 2 ●

　ᢏ⾡⪅೔理 2 2 ● ●

　コン䝢ュー䝍ーリテラシー 2 2 ● ●

　䝕ー䝍䝃イ䜶ンス䞉㻭㻵ධ門 2 2

　数学基礎₇⩦Ⅰ 1 2

　数学基礎₇⩦Ⅱ 1 2

　≀理学基礎₇⩦Ⅰ 1 2

　≀理学基礎₇⩦Ⅱ 1 2

　化学基礎₇⩦Ⅰ 1 2

　化学基礎₇⩦Ⅱ 1 2

　英語基礎₇⩦Ⅰ 1 2

　英語基礎₇⩦Ⅱ 1 2

　஺㏻ᶵᲔᕤ学ᴫ論 2 2 㽢

　数್ィ⟬法Ⅰ 2 2 ● 㽢

　数್ィ⟬法Ⅱ 2 2 ● 㽢

　㻯㻭㻱 1 2 ● 㽢

　ᛂ⏝数学Ⅰ 2 2

　ᛂ⏝数学Ⅱ 2 2

　ᕤ業ຊ学Ⅰ 2 2 ●

　ᕤ業ຊ学Ⅱ 2 2 ●

　ᕤ業ຊ学₇⩦ 1 2 ●

　᣺ື学 2 2 ●

　ᮦᩱຊ学Ⅰ 2 2 ●

　ᮦᩱຊ学Ⅱ 2 2 ●

　ᮦᩱຊ学₇⩦ 1 2 ●

　ᵓ㐀ຊ学 2 2 ●

　ὶ体ຊ学Ⅰ 2 2 ●

　ὶ体ຊ学Ⅱ 2 2 ●

　ὶ体ຊ学₇⩦ 1 2 ●

　ὶ䜜学 2 2 ●

　⇕ຊ学Ⅰ 2 2 ●

　⇕ຊ学Ⅱ 2 2 ●

　⇕ຊ学₇⩦ 1 2

　ఏ⇕ᕤ学 2 2

　ᮦᩱ科学Ⅰ 2 2 ●

　ᮦᩱ科学Ⅱ 2 2 ●

　஺㏻ᶵᕤస法 2 2 ●

　ᶵᵓ学 2 2 ●

理

ᕤ

学

基

礎

科

目

஺

㏻

ᶵ

Ე

ᕤ

学

ᑓ

門

教

育

科

目

ᑓ

門

教

育

部

門

202４ 年度入学　交通機ց޻学科　教育課程一覧表
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஺㏻ᶵᲔᕤ学科　教育課程一覧表

前 後 前 後 前 後 前 後

教職
課程

選択

必修

科目

3  年

部

門

系 授  業  科  目  名 選択

科目

学芸員
課程

4  年

単 位 数

摘          要必修

科目

毎  週  授  業  時  間  数
自由

科目

1  年 2  年

　ᶵᲔ要⣲Ⅰ 2 2 ●

　ᶵᲔ要⣲Ⅱ 2 2 ●

　〇ᅗⅠ 2 2 ● 㽢

　〇ᅗⅡ 2 2 ● 㽢

　タィ䞉㻯㻭㻰 1 2 ● 㽢

　஺㏻ᶵタィ 1 　 2 ● 㽢

　ไᚚᕤ学Ⅰ 2 2 ●

　ไᚚᕤ学Ⅱ 2 2 ●

　▱ⓗไᚚシステ䝮 2 2 ●

　䜶ンジンⅠ 2 2 ●

　䜶ンジンⅡ 2 2 ●

　自ື㌴ᕤ学Ⅰ 2 2 ●

　自ື㌴ᕤ学Ⅱ 2 2 ●

　自ື㌴ᕤ学Ⅲ 2 2 ●

　⯟✵Ᏹᐂᕤ学Ⅰ 2 2 ●

　⯟✵Ᏹᐂᕤ学Ⅱ 2 2 ●

　⯟✵Ᏹᐂᕤ学Ⅲ 2 2 ●

　㕲㐨㌴୧ᕤ学Ⅰ 2 2 ●

　㕲㐨㌴୧ᕤ学Ⅱ 2 2 ●

　⟶理科学 2 2 ●

　䜶䝺ク䝖䝻ニクスⅠ 2 2 ●

　䜶䝺ク䝖䝻ニクスⅡ 2 2 ●

　ィ ᕤ学 2 2 ●

　䝝ンド䜶ンジニアリング 1 2 ● 㽢　

　஺㏻システ䝮ᐇ⩦Ⅰ 1 2 ● 㽢

　஺㏻システ䝮ᐇ⩦Ⅱ 1 2 ● 㽢

　஺㏻システ䝮ᐇ㦂Ⅰ 1 2 ● 㽢

　஺㏻システ䝮ᐇ㦂Ⅱ 1 2 ● 㽢

　ゼミナール 2 2 㽢

　༞業◊✲ 4 䠆 䠆 㽢

　䝕ー䝍䝃イ䜶ンス䞉㻭㻵ᛂ⏝基礎Ⅰ 2 2

　䝕ー䝍䝃イ䜶ンス䞉㻭㻵ᛂ⏝基礎Ⅱ 2 2

㽢䠖௚学部䞉௚学科履修୙可

䠆䠖༞業◊✲の毎週授業時間数䛿䠈前ᮇ4時間䠈後ᮇ4時間䜢᭱ప᮲௳䛸䛩る

䛭
の
௚

ᑓ

門

教

育

部

門

஺

㏻

ᶵ

Ე

ᕤ

学

ᑓ

門

教

育

科

目

202４ 年度入学　交通機ց޻学科　教育課程一覧表
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1 ɽ履修登録での留意事項
　「理工学部教育課程」および「履修等に関する規定」をख़読のうえ履修登録をしてください。下記の修得単位は，進級，卒業研究の着手お

よび卒業に必要な単位数に算入されません。

・他学部，他学科で履修した授業科目

・単位互換に関するแ括協定により他大学で履修した科目

2 ɽ進ڃの৚件
　進級については、次の条件が必要です。

１）１年次から 2年次への進級について

１年次終了までに 22 単位以上を修得していること。

2）2年次から 3年次への進級について

2年次終了までに ６2 単位以上を修得していること。

3 ɽ卒業研究のண手৚件
　次の条件を満たすことを原則とします。

　卒業に算入される開設科目のうち，１00 単位以上を修得していること。

４ ɽ卒業の要件
　卒業に必要な単位数は次のとおりです。

　修得単位数は交通機械工学科教育課程一覧表の授業科目で充足すること。

部　　門 項　　目 単　　位

総 合 基 礎 部 門

必 修 科 目 　　 ４ 単位　　

選 択 必 修 科 目 ６ 単位ˎ１

選 択 科 目 １ 0 単位以上

　 計 　 2 0 単位以上

専 門 教 育 部 門

必 修 科 目 ４ 2 単位　　

選 択 必 修 科 目 ４ 単位以上ˎ2

選 択 科 目 　　 5 8 単位以上ˎ3

　 計 　 １ 0 ４ 単位以上

合　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計 １ 2 ４ 単位以上

ˎ １　総合基礎部門選択必修科目を ６単位より多く修得した場合，超過分は総合基礎部門選択科目の単位として算入できます。
ˎ 2　専門教育部門選択必修科目を ４ 単位より多く修得した場合，超過分は専門教育部門選択科目の単位として算入できません。専門教育

部門選択必ਢ科目のうち，以下の科目から 2単位以上修得すること。
物理学演習，物理学実験Ⅰ，物理学実験Ⅱ

ˎ 3　専門教育部門選択科目のうち，以下の科目から ４単位以上修得すること。
ハンドエンジニアリング，交通システム実習Ⅱ，交通システム実験Ⅱ，交通機設計，CAE，設計・CAD
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部門 系

（2024年度入学生から適用㻕

前期 後期

総
合
基
礎
部
門

ュシッリグンイ・ルカィテクラプⅣンョシーケニュミコ語英Ⅲンョシーケニュミコ語英Ⅱンョシーケニュミコ語英Ⅰンョシーケニュミコ語英 Ⅰ プラクティカル・イングリッシュⅡ

期後期前期後期前期後

Ⅳ語国中Ⅲ語国中Ⅱ語国中Ⅰ語国中

Ⅳ語ツイドⅢ語ツイドⅡ語ツイドドイツ語Ⅰ

前期

フランス語Ⅰ フランス語Ⅱ フランス語Ⅲ フランス語Ⅳ

体育科学Ⅰ 体育科学Ⅱ 体育科学Ⅲ 体育科学Ⅳ

学文学理心Ⅱ論化文米欧

論係関際国論済経際国Ⅱ論化文アジアⅠ論化文アジアⅡ礎基学科文人Ⅰ礎基学科文人

社会科学基礎Ⅰ

専
門
教
育
部
門

理
工
学
基
礎
科
目

英語基礎演習Ⅰ 英語基礎演習Ⅱ

数学基礎演習Ⅰ 数学基礎演習Ⅱ

線形代数Ⅰ 線形代数Ⅱ

微分積分Ⅰ 微分積分Ⅱ

஺
通
機
Ე
工
学
専
門
教
育
科
目

基
礎
科
目

ᮦᩱ科学Ⅰ

数್計算法Ⅰ

社会科学基礎Ⅱ 欧米文化論Ⅰ

㦂ᐇ学物生学物生

工業ຊ学Ⅰ

ᆅ学Ⅱ

化学基礎演習Ⅰ 化学基礎演習Ⅱ ᆅ学ᐇ㦂Ⅰ ᆅ学ᐇ㦂Ⅱ

物理学基礎演習Ⅰ

基礎ゼミナールⅠ 基礎ゼミナールⅡ

物理学基礎演習Ⅱ ᆅ学Ⅰ

法憲国本日論ᑟᣦ業職

䡶䢙䢇䢛䡩䡬䡼䡬䢔䡿䢓䡸䡬

Ⅱ学理物Ⅰ学理物

物理学演習

物理学ᐇ㦂Ⅰ 物理学ᐇ㦂Ⅱ

Ⅱ学化Ⅰ学化

化学ᐇ㦂Ⅰ 化学ᐇ㦂Ⅱ

理工学ᴫ論 技術者倫理

ᮦᩱ科学Ⅱ

機構学 機Ეせ⣲Ⅰ

工業ຊ学Ⅱ 工業ຊ学演習

習演学ຊ⇕Ⅱ学ຊ⇕

᣺動学

学ຊ造構習演学ຊᩱᮦⅡ学ຊᩱᮦⅠ学ຊᩱᮦ

学䜜ὶ習演学ຊ体ὶⅡ学ຊ体ὶⅠ学ຊ体ὶ

ఏ⇕工学

ᛂ
⏝
⛉
┠

஺通機Ე工学ᴫ論

ไᚚ工学Ⅱ

Ⅱ図〇Ⅰ図〇

⇕ຊ学Ⅰ

エ䝺クト䝻ニクスⅠ エ䝺クト䝻ニクスⅡ

ไᚚ工学Ⅰ
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7 ） メカトロニクス޻学科

学位授与方針
%JQMPNa PPMJDZ

　メカトロニクス工学科は、本学立学の精神と本学科が掲げる人材養成目的を具現化するために身に付けるべき能力、資質、姿勢を総合
的に勘案し、次の 3つの能力を有する学生に対して、学士（工学）の学位を授与します。

①技術者としての社会適応性を有し、物事を客観的にٞ論できる能力
②機械・電気のハードウェアを有するメカトロニクスシステム、および、その要素機器を理解できる能力
③機械・電気・情報についての基礎知識を演習を通じて実践的な能力に高め、学びの中で得た知識・経験を社会で応用・表現できる能

力

教育課程ฤ成方針
CVSSJDVMVN PPMJDZ

　メカトロニクス工学科の教育研究目標および人材養成目的を達成するため、機能モデリングのコア教育を基盤とするメカトロニクス工
学科根װ科目（基礎教養、メカトロニクス工学科開講科目）と機能モデル化の基礎学力を育成する専門科目（基礎力育成科目：関連学科
との連携による共同開講科目）に基づき教育課程を編成し、教育課程編成方針として、以下の諸点を掲げています。

①教養教育は、体系的教育による基礎学力の強化として、外国語、体育科学、人文科学、社会科学等の教養科目と数学、物理学、化学、
技術者ྙ理等の理工学基礎科目により編成される。これらの科目を学ぶことにより専門分野を超えた෯広い視野とྙ理観を養うと共
に、専門教育に進む上で欠くことのできない知識を養うことができるようにする。

②専門教育では、実感教育を主体とする設計力の強化を掲げて、工学の専門知識を深めるために基礎から応用への順次性を保ちながら、
科目相互を体系的に編成している。講義科目と、それに関連する演習・実験・実習が有機的に結びついた授業を実施することにより、
机上の学修にとどめず෯広く専門知識を学び、社会の変化に自在に対応して問題解決する能力を養うことができるようにする。

③導入教育で PBL によるシステム構築思考の育成のための教育を用意する。さらに、専門教育では動機付けの教育を行うと共に、複
数の科目でそれに関連する演習・実験・実習科目を実施して、能動的学修を行うことができるようにするとともに、分野深ߞプログ
ラムにおける܁り返し型 PBL（IPBL）を通じた理解度向上を図った教育を実施する。最終学年の ４ 年次で行う卒業研究などでは、
主体性と他者との協力関係を養い、生֔にわたって活かすことのできる総合的学修と創造的思考力がഓわれるようにする。

④シラバスに示した内容に基づいて厳格に成績評価して単位認定する。また、学生個別の成績表にもそれを記載し、GPA 評価も含め
て学修指導や各種順位づけに利用できるようにする。成績や学修態度を総合的に判断して個別指導する体制を整え、学生が各自の達
成度と将来計画に応じた学修を進めることができるようにする。

入学ऀ受入れ方針
AENJTTJPO PPMJDZ

　メカトロニクス工学科は、人材養成目的、学位授与方針および教育課程編成方針にԊった教育・研究を行うことにより、メカトロニク
ス技術者の養成を目指しています。入学者は本学科の人材養成目的等をよく理解し、自ら勉学・研究に真᎜に取り組む学生であることが
求められています。このことから、本学科のアドミッションポリシーを以下のように定め、入学者選抜の基本とします。

①一般選抜では、数学、理科および英語の高い基礎学力を有する人。学校推薦型選抜・特別入学試験では、高等学校教育の内容をݎ実
に修得し、数学、理科および英語の基礎学力を有する人。

②数学、理科および英語の基礎学力を活用して、自ら問題を発見しその解決に向けて探究し、成果等を表現するための基本となる思考
力・判断力・表現力等を有する人。

③科学技術者としてのເを持ち、またその実現に向けて主体的に努力できて、多様な人々と協力して、理工系の科学・技術を用いて社
会貢献しようとする意欲を有する人。

01

02

03

メカトロニクス工学科の人材養成目的
その他の教育研究上の目的
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教育方針
理念：ものづくりを基盤とする社会の要請に基づき，メカトロニクス工学科で養成すべき人材を広義には，� 電子機器，および機械૷置の

構成とそのシステムを၆ᛌ的に理解でき，システム構成機器を設計可能な技術者 � とし，養成すべきメカトロニクス技術者と定義します。し

かし，電子機器や機械૷置も多種多様であるので，学科教育においては，၆ᛌすべき対象をয点化した人材育成を行います。すなわち，ڱ

義には，� 電子機器，動力伝達機器，生体を၆ᛌ的に理解でき，その代表的構成機器が設計可能な技術者 � にয点化するものです。多様化さ

れた社会的ニーズに応えるため，学際ྖ域の工学教育を行います。

学習・教育౸ୡ目標：メカトロニクスは，メカ（Mechanics　機械工学），トロニクス（Electronics　電子工学）から取られた合成語

であります。機械૷置は金属などで作られた動く機構物（ロボット，自動車　等々）ですが，これらは決して機械૷置のみで動作するので

はなく，電気・電子・情報などと一体となり૷置が動作すること，これらを開発するには，機械工学，電気・電子工学などが༥合的に考察

されるべきという考え方が込められた言༿です。

　最近では，この考え方と応用分野が更に広げられ，機械単体から，複数の機械を組み合わせ統合したメカトロニクス技術が広くものづく

りの分野で求められています。

　このような社会的要請に応えるためには，単に電気と機械の知識のみを֫得することではなく，機械と電気が༥合することによって生み

出される「新たな概念の機械および機械システム」の設計を可能とする「基礎的思考力」が必ਢとなります。従ってこのような能力を有す

るメカトロニクス技術者を育成することを本学科の人材育成目標とகします。より具体的には，メカトロニクス工学科では，以下の諸項目（１）

〜（5）の能力を有する人材の育成を౸達目標として，学習と教育を推進します。

( １ )　技術者として社会適応性を有し、物事を客観的にٞ論できる能力を有する技術者

( 2 )　メカトロニクス工学ྖ域における自分の専門分野を限定せず、問題解決のための思考力と行動力を有する技術者

( 3 )　電子機器および機械૷置の構成とそのシステム機能を၆ᛌ的に理解でき、システム構成機器設計の基礎能力を有する技術者

( ４ )　電子機器・機械૷置の動力伝達機器や制ޚを含むシステムに対し、その必要機能の構築とその機能モデリング、評価が可能な技術者

( 5 )　機械、電気、情報、制ޚに関する基礎知識を有し、その応用能力を有する技術者

　なお，人材育成౸達目標，それを達成するための教育カリキュラムおよびその他多くの有用な説明が，メカトロニクス工学科 )P に詳しく

述べられているので参照してください。

http://mechatronics.meijo-u.ac.jp/

方針：上で述べたように，メカトロニクス工学の重要な課題は，単に電気と機械の知識を֫得することではなく，機械・電気・情報の༥合

ྖ域において，၆ᛌ力および設計力をۦ使することによって生み出される，新たなメカトロニクス੡品の創成にあります。この能力を育成す

るためには，多くの学習を必要とし，段階を踏んで修得していく必要があります。従って，下記の諸項目（a）〜（f）を本学科の教育方針と

します。

（a）　基礎科目（電気，機械，情報）の理解と修得。

（b）　数式モデリングとアナロジーによる，電気・機械系の学際的理解。

（c）　၆ᛌ能力の育成。

（d）　モデリング能力の育成。

（e）　設計能力の育成。

（f）　これまでに学んだ基礎技術を総合して，機能構築・モデリング・評価の総合的体得。ここでは，多数の機械૷置や電気・電子機器を

結合して，求める機能を持つシステムを構築します。そして，そのシステムに対するモデリングを行い，性能に関する分ੳ・評価を

行います。

基ૅ学ྗの育成

るྗの育成͑࢖りฦし学習（*P#-）によるɺ܁

౷合するྗの育成
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教育プログラム
　上述の教育理念，学習・教育౸達目標，および方針にԊって，メカトロニクス技術者を育成するため，以下の特৭ある教育を行います。

P#- 教育の実ફ ܕりฦし܁・

IPBL（Incremental Problem Based Learning）は，従来から有効な教育手段と言われている PBL（Problem Based Learning：

課題に直面して自らそれを解決する積極的学習法）を体系的に܁り返し，基礎学力の理解度を上げるとともに，その応用力を高める教

育で，メカトロニクス工学科の上級年次の根װ授業となっている。すなわち，講義で学習した基礎知識を，メカトロニクス実験，メカ

トロニクス総合演習，卒業研究の中で ４ 回܁り返し反復応用させ，基礎技術をしっかりと身につけさせる教育であり，本教育課程のコ

アとなっています。

　これらの実験・実習はグループ単位で実施され，長期にわたるプロジェクト活動の過程の中で，グループ内ディスカッションが必ਢ

となり，従って，コミュニケーション力の育成，プレゼンテーション力の育成が体得されます。また，同時にこのプロジェクト活動に

おいて，具体的な問題にぶつかり，それを解決する為の，必要知識を自ら調べる力の育成，理解の確実化，実際に知識を使える力の育

成が行われます。
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䝯䜹䝖䝻䝙䜽䝇ᕤ学科　教育課程一覧表

前 後 前 後 前 後 前 後

  英語コミュニケーションⅠ 1 2 ●
  英語コミュニケーションⅡ 1 2 ●
  英語コミュニケーションⅢ 1 2 ●
  英語コミュニケーションⅣ 1 2 ●
  プラクティカル･イングリッシュⅠ 1 2
  プラクティカル･イングリッシュⅡ 1 2
  ドイツ語Ⅰ      1 2 P１
  ドイツ語Ⅱ      1 2 P２
  ドイツ語Ⅲ      1 2 P３
  ドイツ語Ⅳ      1 2 P４
  フランス語Ⅰ      1 2 P１
  フランス語Ⅱ    1 2 P２
  フランス語Ⅲ    1 2 P３
  フランス語Ⅳ    1 2 P４
  中国語Ⅰ    1 2 P１
  中国語Ⅱ    1 2 P２
  中国語Ⅲ      1 2 P３
  中国語Ⅳ      1 2 P４
  体育科学Ⅰ      1 2 ●
  体育科学Ⅱ      1 2 ●
  体育科学Ⅲ      1 2 ●
  体育科学Ⅳ      1 2 ●
  人文科学基礎Ⅰ      2 2 ● Ｐ５
  人文科学基礎Ⅱ      2 2 ● Ｐ６
  社会科学基礎Ⅰ      2 2 ● Ｐ５
  社会科学基礎Ⅱ      2 2 ● Ｐ６
  アジア文化論Ⅰ      2 2 ● Ｐ７
  アジア文化論Ⅱ      2 2 ● Ｐ８
  欧米文化論Ⅰ      2 2 ● Ｐ７
  欧米文化論Ⅱ      2 2 ● Ｐ８
  国際関係論      2 2 Ｐ９
  文学      2 2 Ｐ９
  日本国憲法      2 2 ● Ｐ９
  国際経済論      2 2 Ｐ10
  心理学      2 2 Ｐ10
  基礎ゼミナールⅠ      1 2
  基礎ゼミナールⅡ      1 2
　職業ᣦᑟ論 2 2 ●

外国人留学生にかかわる日本語科目

　日本語Ⅰ 2 2 2
　日本語Ⅱ 2 2 2
　日本語Ⅲ 2 2 2 外国人留学生のみ履修が可能

　日本語Ⅳ 2 2 2
　日本語Ⅴ 2 2 2

授  業  科  目  名 選択

科目

総
合
基
礎
部
門

4  年

単 位 数部

門

系 摘          要必修

科目

毎  週  授  業  時  間  数
自由

科目

1  年 2  年選択

必修

科目

3  年
教職
課程

学芸員
課程

総

合

基

礎

部

門
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䝯䜹䝖䝻䝙䜽䝇ᕤ学科　教育課程一覧表

前 後 前 後 前 後 前 後

授  業  科  目  名 選択

科目

4  年

単 位 数部

門

系 摘          要必修

科目

毎  週  授  業  時  間  数
自由

科目

1  年 2  年選択

必修

科目

3  年
教職
課程

学芸員
課程

　ᚤศ✚ศⅠ 2 2
　ᚤศ✚ศⅡ 2 2
　⥺ᙧ௦数Ⅰ 2 2
　⥺ᙧ௦数Ⅱ 2 2
　≀理学Ⅰ 2 2 ●
　≀理学Ⅱ 2 2 ●
　≀理学₇⩦ 1 2
　≀理学ᐇ㦂Ⅰ 1 2 ●
　≀理学ᐇ㦂Ⅱ 1 2 ●
　化学Ⅰ 2 2 ●
　化学Ⅱ 2 2 ●
　化学ᐇ㦂Ⅰ 1 2 ●
　化学ᐇ㦂Ⅱ 1 2 ●
　ᆅ学Ⅰ 2 2 ●
　ᆅ学Ⅱ 2 2 ●
　ᆅ学ᐇ㦂Ⅰ 1 2 ●
　ᆅ学ᐇ㦂Ⅱ 1 2 ●
　生≀学 2 2 ●
　生≀学ᐇ㦂 1 2 ●
　理ᕤ学ᴫ論 2 2 ●
　ᢏ⾡⪅೔理 2 2 ● ●
　コン䝢ュー䝍ーリテラシー 2 2 ● ●
　䝕ー䝍䝃イ䜶ンス䞉㻭㻵ධ門 2 2
　数学基礎₇⩦Ⅰ 1 2
　数学基礎₇⩦Ⅱ 1 2
　≀理学基礎₇⩦Ⅰ 1 2
　≀理学基礎₇⩦Ⅱ 1 2
　化学基礎₇⩦Ⅰ 1 2
　化学基礎₇⩦Ⅱ 1 2
　英語基礎₇⩦Ⅰ 1 2
　英語基礎₇⩦Ⅱ 1 2
　䝯カ䝖䝻ニクスᴫ論 2 2
　ᶵᲔタィ基礎Ⅰ 2 2 ●
　ᶵᲔタィ基礎Ⅱ 2 2 ●
　㟁Ẽᅇ㊰基礎 2 2 ● 㽢
　コン䝢ュー䝍ープ䝻グラミングⅠ 2 2 ●
　コン䝢ュー䝍ープ䝻グラミングⅡ 2 2 ●
　コン䝢ュー䝍ープ䝻グラミングⅢ 2 2 ●
　コン䝢ュー䝍ープ䝻グラミングⅣ 2 2 ●
　ᶵᵓ学 2 2 ●
　㟁Ꮚᅇ㊰䛸部ရ 2 2 ● 㽢
　ᢏ⾡日本語 2 2
　ᛂ⏝数学Ⅰ 2 2 㽢
　ᛂ⏝数学Ⅱ 2 2
　ไᚚᕤ学Ⅰ 2 2 ●
　ไᚚᕤ学Ⅱ 2 2 ●
　ᶵᲔタィ䞉〇ᅗ 2 2 ● 㽢
　ᮦᩱຊ学Ⅰ 2 2
　ᶵᲔຊ学Ⅰ 2 2
　㟁☢Ẽ学Ⅰ 2 2
　㟁Ẽタィ䞉〇ᅗ 2 2 ● 㽢
　アナ䝻グ㟁Ꮚᅇ㊰ 2 2 ●
　䝯カ䝖䝻ニクス要⣲タィ 2 2 ●
　䝯カ䝖䝻ニクスᐇ㦂Ⅰ 2 2 ● 㽢
　䝯カ䝖䝻ニクスᐇ㦂Ⅱ 2 2 ● 㽢
　ಙྕฎ理ᕤ学 2 2 ●
　ᢏ⾡英語 2 2 ●
　䝯カ䝖䝻ニクス⤫合₇⩦Ⅰ 2 4 㽢
　䝯カ䝖䝻ニクス⤫合₇⩦Ⅱ 2 4 㽢
　䝯カ䝖䝻ニクス⤫合₇⩦Ⅲ 2 4 㽢
　䝯カ䝖䝻ニクス⤫合₇⩦Ⅳ 2 4 㽢
　༞業◊✲ 4 䠆 䠆 㽢

理

ᕤ

学

基

礎

科

目

ᑓ

門

教

育

部

門

᰿

ᖿ

科

目
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䝯䜹䝖䝻䝙䜽䝇ᕤ学科　教育課程一覧表

前 後 前 後 前 後 前 後

授  業  科  目  名 選択

科目

4  年

単 位 数部

門

系 摘          要必修

科目

毎  週  授  業  時  間  数
自由

科目

1  年 2  年選択

必修

科目

3  年
教職
課程

学芸員
課程

　ὶ体ຊ学 2 2
　⇕ຊ学 2 2
　䝯カ䝖䝻ニクス基礎₇⩦ 2 4 ● 㽢
　䝯カ䝖䝻ニクス数学₇⩦ 2 2 ●
　㟁☢Ẽ学Ⅱ 2 2
　䝞イ䜸䝯カニクス 2 2
　ᮦᩱຊ学Ⅱ 2 2
　ᶵᲔຊ学Ⅱ 2 2
　ไᚚᕤ学Ⅲ 2 2 ●
　་⒪ᶵᲔᕤ学 2 2 ●
　䝛ッ䝖䝽ーク 2 2 ●
　䝕ジ䝍ル㟁Ꮚᅇ㊰ 2 2 ●
　㟁Ẽᶵჾᕤ学 2 2 ●
　ᶵᲔຍᕤ学 2 2 ●
　自ື㌴ᕤ学 2 2 ●
　ఏ⇕ᕤ学 2 2 ●
　䝻䝪ッ䝖ᕤ学 2 2 ●
　⏬ീฎ理ᕤ学 2 2 ●
  䝟䝽ー䜶䝺ク䝖䝻ニクス 2 2 ●
  䝉ン䝃䞉䝉ンシング 2 2 ●
  生⏘⟶理 2 2 ●
　㻯㻭㻱 2 2 ● 㽢
　ィ ᕤ学 2 2 ●
　㟁Ẽ法つ䞉᪋タ⟶理 2 2 ●
　᣺ື学 2 2 ●
　ᶵᲔ学⩦ 2 2 ●
　イン䝍ーンシップ 1 䕧 㽢㞟中

　䝕ー䝍䝃イ䜶ンス䞉㻭㻵ᛂ⏝基礎Ⅰ 2 2

　䝕ー䝍䝃イ䜶ンス䞉㻭㻵ᛂ⏝基礎Ⅱ 2 2

䕧䠖イン䝍ーンシップ䛿ኟᏘఇᬤ中にᐇ᪋䛩る䚹

㽢䠖௚学部䞉௚学科履修୙可

῝

⪔

科

目

䠆䠖༞業◊✲の毎週授業時間数䛿䠈前ᮇ4時間䠈後ᮇ4時間䜢᭱ప᮲௳䛸䛩る䚹

䘏䠖㞟中₇⩦䛿㞟中䛷ᐇ᪋䛥䜜るが㻘科目のᛶ᱁ୖ㻘㐍⾜≧ἣに䜘䛳䛶㻘

　　時間外䛷のྲྀ⤌み䜒必要に䛺る可能ᛶが䛒る䚹

䛭
の
௚

ᑓ

門

教

育

部

門
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1 ɽ履修登録での留意事項
　「理工学部教育課程」および「履修等に関する規定」をख़読のうえ履修登録をしてください。

　自由科目，他学部履修科目および単位互換に関するแ括協定により他大学で履修した科目の修得単位は進級，卒業研究着手条件および卒

業に必要な単位数に算入されません。

　他学科で修得した専門教育部門の授業科目の修得単位は，専門教育部門の選択科目の進級，卒業研究着手条件および卒業に必要な選択科

目の単位数として算入されます。

2 ɽ進ڃの৚件
　進級については，次の条件が必要です。

１）１年次から 2年次への進級について

１年次終了までに 32 単位以上を修得していること。

2）2年次から 3年次への進級について

2年次終了までに必修 １４ 科目以上を含み，７2 単位以上を修得していること。

3 ɽ卒業研究のண手৚件
　次の条件を満たすことを原則とします。

　専門教育部門（理工学基礎科目を含む）の必修科目の 22 科目以上を含み，総合基礎部門を含めて １１0 単位以上を修得していること。

４ ɽ卒業の要件
　卒業に必要な単位数は次のとおりです。

部　　門 項　　目 単　　位

総 合 基 礎 部 門
選 択 必 修 科 目 １ 0 単位　　

選 択 科 目 １ 0 単位以上

専 門 教 育 部 門

必 修 科 目 5 ６ 単位　　

選 択 必 修 科 目（ 理 工 学 基 礎 科 目 ） １ ６ 単位以上

選 択 科 目 3 2 単位以上

合　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計 １ 2 ４ 単位以上
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䠄１䠅 䠄２䠅 䠄３䠅 䠄４䠅 䠄５䠅

  英語コミュニケーションⅠ 䖂 䕿
  英語コミュニケーションⅡ 䖂 䕿
  英語コミュニケーションⅢ 䖂 䕿
  英語コミュニケーションⅣ 䖂 䕿
  プラクティカル･イングリッシュⅠ 䖂 䕿
  プラクティカル･イングリッシュⅡ 䖂 䕿
  ドイツ語Ⅰ 䖂 䕿
  ドイツ語Ⅱ 䖂 䕿
  ドイツ語Ⅲ 䖂 䕿
  ドイツ語Ⅳ 䖂 䕿
  フランス語Ⅰ 䖂 䕿
  フランス語Ⅱ 䖂 䕿
  フランス語Ⅲ 䖂 䕿
  フランス語Ⅳ 䖂 䕿
  中国語Ⅰ 䖂 䕿
  中国語Ⅱ 䖂 䕿
  中国語Ⅲ 䖂 䕿
  中国語Ⅳ 䖂 䕿
  体育科学Ⅰ 䖂 䕿
  体育科学Ⅱ 䖂 䕿
  体育科学Ⅲ 䖂 䕿
  体育科学Ⅳ 䖂 䕿
  人文科学基礎Ⅰ 䖂 䕿
  人文科学基礎Ⅱ 䖂 䕿
  社会科学基礎Ⅰ 䖂 䕿
  社会科学基礎Ⅱ 䖂 䕿
  アジア文化論Ⅰ 䖂 䕿
  アジア文化論Ⅱ 䖂 䕿
  欧米文化論Ⅰ 䖂 䕿
  欧米文化論Ⅱ 䖂 䕿
  国際関係論 䖂 䕿
  文学 䖂 䕿
  日本国憲法 䖂 䕿
  国際経済論 䖂 䕿
  心理学 䖂 䕿
  基礎ゼミナールⅠ

  基礎ゼミナールⅡ

　職業ᣦᑟ論 䖂 䕿

外国人留学生にかかわる日本語科目

　日本語Ⅰ

　日本語Ⅱ

　日本語Ⅲ

　日本語Ⅳ

　日本語Ⅴ

授  業  科  目  名

総
合
基
礎
部
門

学⩦䞉教育目ᶆ

総

合

基

礎

部

門

部門 系

【 学習・教育౸ୡ目標と授業科目の対応表 】
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䠄１䠅 䠄２䠅 䠄３䠅 䠄４䠅 䠄５䠅

授  業  科  目  名
学⩦䞉教育目ᶆ

部門 系

　ᚤศ✚ศⅠ 䕿 䖂
　ᚤศ✚ศⅡ 䕿 䖂
　⥺ᙧ௦数Ⅰ 䕿 䖂
　⥺ᙧ௦数Ⅱ 䕿 䖂
　≀理学Ⅰ 䕿 䖂
　≀理学Ⅱ 䕿 䖂
　≀理学₇⩦ 䕿 䖂
　≀理学ᐇ㦂Ⅰ 䕿 䖂
　≀理学ᐇ㦂Ⅱ 䕿 䖂
　化学Ⅰ 䕿 䖂
　化学Ⅱ 䕿 䖂
　化学ᐇ㦂Ⅰ 䕿 䖂
　化学ᐇ㦂Ⅱ 䕿 䖂
　ᆅ学Ⅰ 䕿 䖂
　ᆅ学Ⅱ 䕿 䖂
　ᆅ学ᐇ㦂Ⅰ 䕿 䖂
　ᆅ学ᐇ㦂Ⅱ 䕿 䖂
　生≀学 䕿 䖂
　生≀学ᐇ㦂 䕿 䖂
　理ᕤ学ᴫ論 䖂
　ᢏ⾡⪅೔理 䖂
　コン䝢ュー䝍ーリテラシー 䖂
　䝕ー䝍䝃イ䜶ンス䞉㻭㻵ධ門 䖂
　数学基礎₇⩦Ⅰ 䕿 䖂
　数学基礎₇⩦Ⅱ 䕿 䖂
　≀理学基礎₇⩦Ⅰ 䕿 䖂
　≀理学基礎₇⩦Ⅱ 䕿 䖂
　化学基礎₇⩦Ⅰ 䕿 䖂
　化学基礎₇⩦Ⅱ 䕿 䖂
　英語基礎₇⩦Ⅰ 䕿 䖂
　英語基礎₇⩦Ⅱ 䕿 䖂
　䝯カ䝖䝻ニクスᴫ論 䖂 䕿 䕧
　ᶵᲔタィ基礎Ⅰ 䕿 䖂
　ᶵᲔタィ基礎Ⅱ 䕿 䖂
　㟁Ẽᅇ㊰基礎 䕿 䖂
　コン䝢ュー䝍ープ䝻グラミングⅠ 䖂
　コン䝢ュー䝍ープ䝻グラミングⅡ 䖂
　コン䝢ュー䝍ープ䝻グラミングⅢ 䖂
　コン䝢ュー䝍ープ䝻グラミングⅣ 䖂
　ᶵᵓ学 䕧 䕿 䖂
　㟁Ꮚᅇ㊰䛸部ရ 䖂
　ᢏ⾡日本語 䖂
　ᛂ⏝数学Ⅰ 䖂
　ᛂ⏝数学Ⅱ 䕧 䕿 䖂
　ไᚚᕤ学Ⅰ 䖣 䖂
　ไᚚᕤ学Ⅱ 䖣 䖂
　ᶵᲔタィ䞉〇ᅗ 䖂
　ᮦᩱຊ学Ⅰ 䖂
　ᶵᲔຊ学Ⅰ 䖂
　㟁☢Ẽ学Ⅰ 䖂
　㟁Ẽタィ䞉〇ᅗ 䖂
　アナ䝻グ㟁Ꮚᅇ㊰ 䕿 䖂
　䝯カ䝖䝻ニクス要⣲タィ 䖂
　䝯カ䝖䝻ニクスᐇ㦂Ⅰ 䖂
　䝯カ䝖䝻ニクスᐇ㦂Ⅱ 䖂
　ಙྕฎ理ᕤ学 䕿 䖂
　ᢏ⾡英語 䖂
　䝯カ䝖䝻ニクス⤫合₇⩦Ⅰ 䖂 䕿 䕧
　䝯カ䝖䝻ニクス⤫合₇⩦Ⅱ 䖂 䕿 䕧
　䝯カ䝖䝻ニクス⤫合₇⩦Ⅲ 䖣 䖂 䕧
　䝯カ䝖䝻ニクス⤫合₇⩦Ⅳ 䖣 䖂 䕧
　༞業◊✲ 䕿 䖂 䕧

ᑓ

門

教

育

部

門

理

ᕤ

学

基

礎

科

目

᰿

ᖿ

科

目

【 学習・教育౸ୡ目標と授業科目の対応表 】
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䠄１䠅 䠄２䠅 䠄３䠅 䠄４䠅 䠄５䠅

授  業  科  目  名
学⩦䞉教育目ᶆ

部門 系

　ὶ体ຊ学 䖂
　⇕ຊ学 䖂
　䝯カ䝖䝻ニクス基礎₇⩦ 䖂
　䝯カ䝖䝻ニクス数学₇⩦ 䖂
　㟁☢Ẽ学Ⅱ 䖂
　䝞イ䜸䝯カニクス 䖂
　ᮦᩱຊ学Ⅱ 䖂
　ᶵᲔຊ学Ⅱ 䖂
　ไᚚᕤ学Ⅲ 䖣 䖂
　་⒪ᶵᲔᕤ学 䖂
　䝛ッ䝖䝽ーク 䖂
　䝕ジ䝍ル㟁Ꮚᅇ㊰ 䕧 䕿 䖂
　㟁Ẽᶵჾᕤ学 䖂
　ᶵᲔຍᕤ学 䖂
　自ື㌴ᕤ学 䖂
　ఏ⇕ᕤ学 䖂
　䝻䝪ッ䝖ᕤ学 䕿 䖂 䕧
　⏬ീฎ理ᕤ学 䖂
  䝟䝽ー䜶䝺ク䝖䝻ニクス 䖂
  䝉ン䝃䞉䝉ンシング 䖂
  生⏘⟶理 䖂
　㻯㻭㻱 䖂
　ィ ᕤ学 䖂
　㟁Ẽ法つ䞉᪋タ⟶理 䖂
　᣺ື学 䖂 䕿
　ᶵᲔ学⩦ 䖂
　イン䝍ーンシップ 䖣 䖂

䝕ー䝍䝃イ䜶ンス䞉㻭㻵ᛂ⏝基礎㻵 䖂

䝕ー䝍䝃イ䜶ンス䞉㻭㻵ᛂ⏝基礎㻵㻵 䖂

㽢䠖௚学部䞉௚学科履修୙可

䠆䠖༞業◊✲の毎週授業時間数䛿䠈前ᮇ4時間䠈後ᮇ4時間䜢᭱ప᮲௳䛸䛩る䚹

䘏䠖㞟中₇⩦䛿㞟中䛷ᐇ᪋䛥䜜るが㻘科目のᛶ᱁ୖ㻘㐍⾜≧ἣに䜘䛳䛶㻘

　　時間外䛷のྲྀ⤌み䜒必要に䛺る可能ᛶが䛒る䚹

䕧䠖イン䝍ーンシップ䛿ኟᏘఇᬤ中にᐇ᪋䛩る䚹

ᑓ
門
教
育
部
門

䛭
の
௚

῝

⪔

科

目

ᑓ

門

教

育

部

門

【 学習・教育౸ୡ目標と授業科目の対応表 】
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部門 系

CAE

༞業研究

Ⅲ習演合統スクニ䝻トカ䝯Ⅰ習演合統スクニ䝻トカ䝯Ⅰ㦂ᐇスクニ䝻トカ䝯

理工学部 䝯カト䝻ニクス工学科（１～４年） 授業科目履修系統図
（2024年度入学生から適用）

１年 2年 3年 4年

Ⅳ語ツイドⅢ語ツイドⅡ語ツイド

期後期前

英語コミュニケーションⅠ 英語コミュニケーションⅡ 英語コミュニケーションⅢ 英語コミュニケーションⅣ プラクティカル・イングリッシュⅠ プラクティカル・イングリッシュⅡ

ドイツ語Ⅰ

期後期前期後期前期後期前

Ⅳ語国中Ⅲ語国中Ⅱ語国中Ⅰ語国中

体育科学Ⅰ 体育科学Ⅱ 体育科学Ⅲ 体育科学Ⅳ

フランス語Ⅰ フランス語Ⅱ フランス語Ⅲ フランス語Ⅳ

国際経済論 国際関係論
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物理学演習
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目
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䝯カト䝻ニクスᐇ㦂Ⅱ

デジタル㟁Ꮚᅇ㊰㟁Ẽタ計・〇図

II学Ẽ☢㟁I学Ẽ☢㟁
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ไᚚ工学Ⅰ

技術英語
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自動㌴工学
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合
基
礎
部
門

線形代数Ⅱ
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専
門
教
育
部
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理
工
学
基
礎
科
目

微分積分Ⅰ 微分積分Ⅱ

線形代数Ⅰ
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インターンシップ

自由科目選択科目選択必修科目必修科目

データサイエンス・AI応用基礎Ⅰ データサイエンス・AI応用基礎Ⅱ
そ
の
他
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8 ） ࣾձ基൫デザイン޻学科

学位授与方針
%JQMPNa PPMJDZ

　社会基盤デザイン工学科では、本学立学の精神と本学科の教育目的に基づき、以下の要件ʀ①、②、③を満たす学生に対して卒業を認
定し、学士（工学）の学位を授与します。

①人類ならびに社会の文化的・歴史的視点に立った多様な価஋観と技術者としてのྙ理観、および他者を理解しながら協調して計画的
に仕事を進めることのできる能力を有する。

②自然科学の基礎知識ならびに応用能力、および専門主要分野における基礎知識と応用知識を有する。
③専門技能とその応用能力と、課題を設定し、専門知識を総合化し、社会変化と新たな技術に対応した解決策を自ら模索して提案でき
る能力、および専門技術者に必要なコミュニケーション能力を有する。

教育課程ฤ成方針
CVSSJDVMVN PPMJDZ

　社会基盤デザイン工学科は、卒業認定・学位授与の方針に示す知識・能力の育成を保証するため、総合基礎部門と専門教育部門より構
成される教育課程を編成するとともに、ೋつの部門ごとならびに育成する知識・能力ごとに一定数以上の単位の修得を義務付けます。

①教養教育は、外国語、体育科学、人文科学、社会科学等の教養科目と数学、物理学、化学、技術者ྙ理等の理工学基礎科目により編
成している。これらの科目を学ぶことにより、多様な価஋観と技術者としてのྙ理観を養うとともに、自然科学の基礎と応用能力を
育成する。

②専門教育は、主要分野の基礎から応用までの科目で体系的に編成している。講義科目に加えて、関連する演習・実験・実習科目を適
切に配置することにより、基礎から応用までの専門知識の修得を確実にするとともに、専門技能とその応用能力を育成し、また、専
門分野の現象理解が深められるようにする。

③教養教育で能動的学修の要素を取り入れた教育を用意する。専門教育では動機付けの教育を行うとともに、演習・実験・実習科目に
能動的学修の要素を取り入れて、自己学修能力を育む。ଌ量学実習などのグループで取り組む科目によって、協調性や他者との相互
理解力も養う。４ 年次で行う卒業研究では、高度なコミュニケーション能力を養うとともに、知識を総合化した創造的思考力と問題
解決能力を育成する。

④シラバスに示した内容に基づいて厳格に成績評価して単位認定する。学生個別の成績表にもそれを記載して学修指導や各種順位づけ
に利用できるようにする。成績や学修態度を総合的に判断して個別指導できる教育支援システムを整備し、学生が各自の達成度と将
来計画に応じた学修を進めることができるようにする。

入学ऀ受入れ方針
AENJTTJPO PPMJDZ

　学科の卒業認定・学位授与の方針を理解し、高等学校等での学習を通して、次のような能力・意欲を身につけている人を受入れます。

①一般選抜では、数学、理科および英語の高い基礎学力を有する。学校推薦型選抜・特別入学試験では、高等学校教育の内容をݎ実に
修得し、数学、理科および英語の基礎学力を有する。

②これまでに学んだ知識・技能を活用して、自ら問題を発見し、その解決に向けて探究し、成果としてとりまとめることができる思考
力・判断力・表現力等を有する。

③社会基盤に関連する科学・技術にڵຯをもち、主体性を持って多様な人々と協力して、入学後に学ぶ専門の知識・能力を活かして社
会貢献する意欲を有する。

01

02

03

社会基盤デザイン工学科の人材養成目的
その他の教育研究上の目的
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教育方針
　社会基盤とは，道路，鉄道，空港，港湾などの交通・༌送໢，電気，ガス，上下水道，通信などのライフライン，宅地や公園などの生活空間，等々，

我々の生活や経済活動に必要不可欠な，公共性が極めて高い施設やサービスの総称です。社会基盤デザイン工学とは，それら社会基盤を適

確に計画・創出・維持管理するための技術体系であり，土໦工学（Civil Engineering）と呼ばれる学問分野に立٭しています。また，他の

工学分野とは異なり，公共事業を主な対象としているために，行政とີ接にかかわっていることも社会基盤デザイン工学の大きな特徴です。

　この数十年，わが国は経済成長，モータリゼーションおよび都市化の進展に相乗して๲大な建設事業を推進し，土໦技術が目覚ましい発

展を਱げ，世界最高レベルに達しています。それらの成果は੨വトンネル，本भ࢛国連絡ڮ，関西国際空港や中部国際空港といった人工ౡ

など，大規模で複雑な社会基盤施設の実現を可能にしました。一方，20 世ل終盤からの日本経済の長期低迷化や気候変動をܖ機とした環境

保護の意識向上などから，低コストで高品質，なおかつ資源・環境への負荷が低い建設工法や維持管理手法の開発などが土໦工学では進め

られてきました。快適な生活環境を創出するために，土໦建造物にも美しさや自然との調和などのܠ観などが重視されるようにもなりました。

さらに，ࡕ神大震災以降，社会基盤の଱震化が急速に進むなど，土໦工学は日々進歩し続けてきました。しかし，平成 23 年に発生した東日

本大震災では，ڊ大地震に対する我が国の備えがまだまだ万全ではないことがわかりました。また，気候変動が一Ҽと言われるܹ྽な߽Ӎ

災害が毎年のようにස発し続けています。経済の長期低迷や少子高ྸ化に伴い我が国の社会構造が変化してゆく中で，それらڊ大災害発災

時にも人໋は守る安全な「まちづくり」など，我が国の土໦工学が対ቂしなければならない問題は山積しています。

　本学科は，このような社会動向を踏まえ，地域社会における「まちづくり」の構想，社会基盤施設の機能とܠ観の設計，طଘ施設のメン

テナンス技術，ハードとソフトを༥合した防災減災対策の構築，自然環境の保全修復の技術など，土໦工学の෯広い教育研究ྖ域をแ括し

た『社会基盤デザイン』を実践できる技術者を養成する教育を目指しています。

教育目的−育成するٕ術ऀ૾−
　社会基盤デザイン工学科では，本学の立学の精神を踏まえ，広く社会に貢献する自立した技術者を送り出すべく，

　『Ժ健中正で実行力に෋み，社会基盤に関わる課題を通じて地域・国家・国際社会に貢献できる技術者の育成』

を教育目的として掲げ，学生一人ひとりに即した，きめ細やかな教育を行っています。

教育プログラム
プログラム名：社会基盤デザイン工学科（Civil Engineering Program ）

　社会基盤デザイン工学科の卒業生は，技術士一次試験が免除されて修習技術者になるとともに，日本技術士会に登録することにより技術

士補となることが可能となります。

　社会基盤デザイン工学科における学習 ・教育౸達目標は次のとおりです。

˔徳の教育

　A　人類ならびに社会の文化的・歴史的視点に立った多様な価஋観が身についている。

　B　社会や自然に社会基盤が及΅す影響を認識できるとともに，技術者としてのྙ理観が身についている。

　C　他者を理解しながら協調し，計画的に仕事を進めることのできる能力が身についている。

˔知の教育

　D　工学や技術の道具としての数学や物理学などの自然科学の基礎を習得し , 応用できる能力が身についている。

　E　専門の主要分野を構成する構造工学，水工学，地盤工学，土໦計画学，土໦材料学の基礎知識が身についている。

　F　環境や維持管理に配慮した社会基盤整備ならびに安全で快適なまちづくりに必要な専門の応用知識が身についている。

˔技の教育

　G　実務において必要な専門の技能とその応用能力が身についている。

　)　課題を設定し，専門知識を総合化し，社会変化と新たな技術に対応した解決策を自ら模索して提案できる能力が身についている。

　 I 　国際的にも通用する論理的な記述・口಄発表・討ٞのできるコミュニケーション能力が身についている。

※　学習 ・教育౸達目標と授業科目の対応表は P．2-９７ 〜 2-９8 を参照してください。
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プログラムબ୒方法
　社会基盤デザイン工学科では，学科全体で一つの教育プログラムを開設しているので，選択の必要はありません。

カリキュラムと履修コース
　社会基盤デザイン工学科のカリキュラムは，理工学部としての教養科目（総合基礎部門・理工学基礎科目）と学科の෯広い専門科目をバ

ランス良く修得できるように配慮されています。特に専門分野では，都市計画や交通計画などのソフトデザインを学ぶ『都市プランナーコー

ス』と，交通やエネルギーおよび情報通信などに関わる社会基盤施設のハードデザインを学ぶ『社会基盤クリエーターコース』の2つの履修コー

スが設置され，目的指向型のカリキュラム構成となっています。

　コースの特徴は，カリキュラムにおける選択必修科目群の設定に表されています。すなわち，両コースに共通な選択必修科目 A 群に加え，

『都市プランナーコース』では「まちづくり」に携わる技術者に必要とされる計画・マネジメント系科目を重要科目と位置づけ，選択必修科

目 B 群を設けています。また，『社会基盤クリエーターコース』では，ڮྊや道路・トンネルといった社会基盤施設の建設と維持管理に必

要とされる設計・施工系科目を重要科目として，選択必修科目 C 群を設けています。

履修コースબ୒方法 
　履修コースの選択は，学生自身の知的関心や進路に対するࢤ向性に応じて，3年次進級時に希望を調査の上，書類と面談により決定します。

選択したコースの変更は原則としてできません。どちらのコースを選択しても卒業に必要な単位数は １2４ 単位以上ですが，卒業の要件に示

されている表（１）および表（2）の両方を満たすことが必要です。

都市プランナーコース 社会基盤クリエーターコース

地域計画コンサルタント・技術系公務員・設計コンサルタント・建設施工技術者域計 技術系公務員 設計 建設施 技術

専門総合 科目群

防災･環境系科目群
暮らしの安全環境をデザイン

設計･施工系
科目群

計画･マネジメント系
科目群

専門総合 科目群
【社会基盤デザインセミナーⅡ】【キャリアデザイン】【グローバルインターンシップ】【社会基盤デザイン総合演習Ⅰ,Ⅱ】【卒業研究】

その他：【データサイエンス・AI応用基礎】

【都市安全学】【地盤防災工学】
【水文・水資源工学】【河川工学】
【水域環境工学】【地圏環境工学】
【海域工学】【耐震工学】

科 群

【構造・水理実験演習】【土質･材料試験法】
【鋼構造学】【コンクリート構造学】
【建設施工法】【施設維持管理論】

科 群
地域の枠組みをデザイン

【交通デザイン学】【都市解析学】
【まちづくり実習】【都市経済学】
【プロジェクトマネジメント】

専門基礎 科目群
数学系： 【応用数学Ⅰ,Ⅱ】【数理統計学】【プログラミング基礎演習】
力学系： 【力学基礎】【材料力学】【構造力学Ⅰ,Ⅱ,Ϫ】【水理学Ⅰ,Ⅱ,Ϫ】【土質力学Ⅰ,Ⅱ,Ϫ】【建設材料学】
計画系： 【社会基盤計画学Ⅰ Ⅱ】【都市デザイン学】【都市 国土制度論】

理工学基礎科目

計画系： 【社会基盤計画学Ⅰ,Ⅱ】【都市デザイン学】【都市･国土制度論】
基礎技法： 【測量学･測量学実習Ⅰ.Ⅱ】【GIS・CIM実習】【図学･CAD演習】【科学技術英語】【デザイン学入門】【デザイン技法】
専門導入科目： 【社会基盤デザインセミナーⅠ】【社会プロジェクト特別講義】

理 学基礎科
【微分積分】【線形代数】【物理学・物理学実験】【物理学演習】【化学・化学実験】【地学・地学実験】【生物学・生物学実験】【技術者倫理】
【コンピューターリテラシー】【データサイエンス・AI入門】【理工学概論】【数学基礎演習】【物理学基礎演習】【化学基礎演習】【英語基礎演習】

総合基礎部門
【英 ケ 】【プ ク カ グ 】【ド 】【 】【中 】【体育科学】【人文科学基礎】【英語コミュニケーション】【プラクティカル・イングリッシュ】【ドイツ語】【フランス語】【中国語】【体育科学】【人文科学基礎】
【社会科学基礎】【アジア文化論】【欧米文化論】【国際関係論】【文学】【日本国憲法】【国際経済論】【心理学】【基礎ゼミナール】
【職業指導論】

施設の機能をデザイン
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前 後 前 後 前 後 前 後

  英語コミュニケーションⅠ 1 2 ●
  英語コミュニケーションⅡ 1 2 ●
  英語コミュニケーションⅢ 1 2 ●
  英語コミュニケーションⅣ 1 2 ●
  プラクティカル･イングリッシュⅠ 1 2
  プラクティカル･イングリッシュⅡ 1 2
  ドイツ語Ⅰ 1 2 P１

  ドイツ語Ⅱ 1 2 P２

  ドイツ語Ⅲ 1 2 P３

  ドイツ語Ⅳ 1 2 P４

  フランス語Ⅰ 1 2 P１

  フランス語Ⅱ 1 2 P２

  フランス語Ⅲ 1 2 P３

  フランス語Ⅳ 1 2 P４

  中国語Ⅰ 1 2 P１

  中国語Ⅱ 1 2 P２

  中国語Ⅲ 1 2 P３

  中国語Ⅳ 1 2 P４

  体育科学Ⅰ 1 2 ●
  体育科学Ⅱ 1 2 ●
  体育科学Ⅲ 1 2 ●
  体育科学Ⅳ 1 2 ●
  人文科学基礎Ⅰ 2 䐟 2 ● Ｐ５

  人文科学基礎Ⅱ 2 䐟 2 ● Ｐ６

  社会科学基礎Ⅰ 2 䐟 2 ● Ｐ５

  社会科学基礎Ⅱ 2 䐟 2 ● Ｐ６

  アジア文化論Ⅰ 2 䐟 2 ● Ｐ７

  アジア文化論Ⅱ 2 䐟 2 ● Ｐ８

  欧米文化論Ⅰ 2 䐟 2 ● Ｐ７

  欧米文化論Ⅱ 2 䐟 2 ● Ｐ８

　国際関係論 2 䐟 2 Ｐ９

　文学 2 䐟 2 Ｐ９

  日本国憲法 2 䐟 2 ● Ｐ９

　国際経済論 2 䐟 2 Ｐ10

  心理学 2 䐟 2 Ｐ10

  基礎ゼミナールⅠ 1 2
  基礎ゼミナールⅡ 1 2
  職業ᣦᑟ論 2 2 ●

外国人留学生にかかわる日本語科目

　日本語Ⅰ 2 2 2

　日本語Ⅱ 2 2 2

　日本語Ⅲ 2 2 2

　日本語Ⅳ 2 2 2

　日本語Ⅴ 2 2 2

外国人留学生のみ
履修が可能

摘          要

必修

科目

選択

必修

科目

㻭

選択

必修

科目

㻮

選択

必修

科目

㻯

選択

科目

自由

科目

1  年 2  年 3  年

 単 位 数

履
修
᮲
௳

教職
課程

学芸員
課程

総

合

基

礎

部

門

総
合
基
礎
部
門

毎  週  授  業  時  間  数

4  年

部

門

系 授    業    科    目    名

202４ 年度入学　ࣾձ基൫デザイン޻学科　教育課程一覧表
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♫఍ᇶ┙䝕䝄䜲䞁ᕤ学科　教育課程一覧表

前 後 前 後 前 後 前 後

摘          要

必修

科目

選択

必修

科目

㻭

選択

必修

科目

㻮

選択

必修

科目

㻯

選択

科目

自由

科目

1  年 2  年 3  年

 単 位 数

履
修
᮲
௳

教職
課程

学芸員
課程

毎  週  授  業  時  間  数

4  年

部

門

系 授    業    科    目    名

  ᚤศ✚ศⅠ 2 2
  ᚤศ✚ศⅡ 2 2
  ⥺ᙧ௦数Ⅰ 2 2
  ⥺ᙧ௦数Ⅱ 2 2
  ≀理学Ⅰ 2 2 ● ●
  ≀理学Ⅱ 2 2 ● ●
　≀理学₇⩦ 1 2 ●
  ≀理学ᐇ㦂Ⅰ 1 2 ● ●
  ≀理学ᐇ㦂Ⅱ 1 2 ● ●
  化学Ⅰ 2 2 ● ●
  化学Ⅱ 2 2 ● ●
  化学ᐇ㦂Ⅰ 1 2 ● ●
  化学ᐇ㦂Ⅱ 1 2 ● ●
  ᆅ学Ⅰ 2 2 ● ●
  ᆅ学Ⅱ 2 2 ● ●
  ᆅ学ᐇ㦂Ⅰ 1 2 ● ●
  ᆅ学ᐇ㦂Ⅱ 1 2 ● ●
  生≀学 2 2 ● ●
  生≀学ᐇ㦂 1 2 ● ●
　理ᕤ学ᴫ論 2 2 ●
　ᢏ⾡⪅೔理 2 2 ● ●
　コン䝢ュー䝍ーリテラシー 2 2 ● ●
　䝕ー䝍䝃イ䜶ンス䞉㻭㻵ධ門 2 2
　数学基礎₇⩦Ⅰ 1 2
　数学基礎₇⩦Ⅱ 1 2
　≀理学基礎₇⩦Ⅰ 1 2
　≀理学基礎₇⩦Ⅱ 1 2
　化学基礎₇⩦Ⅰ 1 2
　化学基礎₇⩦Ⅱ 1 2
　英語基礎₇⩦Ⅰ 1 2
　英語基礎₇⩦Ⅱ 1 2
　ᛂ⏝数学Ⅰ 2 2
　ᛂ⏝数学Ⅱ 2 2
　数理⤫ィ学 2 2
　ຊ学基礎 2 2 ●
　ᮦᩱຊ学 2 2 ●
　プ䝻グラミング基礎₇⩦ 1 2 ● 㽢

　ᵓ㐀ຊ学Ⅰ 2 2 ●
　ᵓ㐀ຊ学Ⅱ 2 2 ●
　ᵓ㐀ຊ学Ⅲ 2 2 ● 䖩

　Ỉ理学Ⅰ 2 2 ●
　Ỉ理学Ⅱ 2 2 ●
　Ỉ理学Ⅲ 2 2 ● 䖩

　ᅵ㉁ຊ学Ⅰ 2 2 ●
　ᅵ㉁ຊ学Ⅱ 2 2 ●
　ᅵ㉁ຊ学Ⅲ 2 2 ● 䖩

　㒔ᕷ䝕䝄イン学 2 2 ●
　㒔ᕷ䞉国ᅵไᗘ論 2 2 ●
　社会基┙ィ⏬学Ⅰ 2 2 ●
　社会基┙ィ⏬学Ⅱ 2 2 ●
　ᘓタᮦᩱ学 2 2 ●
　 㔞学 2 2 ●
　 㔞学ᐇ⩦Ⅰ 1 2 ● 㽢

　 㔞学ᐇ⩦Ⅱ 1 2 ● 䖪㽢䖩

　㻳㻵㻿䞉㻯㻵㻹ᐇ⩦ 2 䐠 4 ● 㽢

　䝕䝄イン学ධ門 2 2 㽢

　䝕䝄インᢏ法 2 䐠 2 ● 㽢

　ᅗ学䞉㻯㻭㻰₇⩦ 1 䐠 2 ● 㽢

　社会基┙䝕䝄イン䝉ミナーⅠ 2 2 㽢

　社会プ䝻ジ䜵ク䝖≉ูㅮ⩏ 2 2 㽢

　科学ᢏ⾡英語 2 2 㽢

ᑓ

門

基

礎

科

目

⩌

ᑓ

門

教

育

部

門

理

ᕤ

学

基

礎

科

目

202４ 年度入学　ࣾձ基൫デザイン޻学科　教育課程一覧表



2 ― 95

S

E

Z

O

M

T

R

C

K

A

♫఍ᇶ┙䝕䝄䜲䞁ᕤ学科　教育課程一覧表

前 後 前 後 前 後 前 後

摘          要

必修

科目

選択

必修

科目

㻭

選択

必修

科目

㻮

選択

必修

科目

㻯

選択

科目

自由

科目

1  年 2  年 3  年

 単 位 数

履
修
᮲
௳

教職
課程

学芸員
課程

毎  週  授  業  時  間  数

4  年

部

門

系 授    業    科    目    名

　஺㏻䝕䝄イン学 2 䐡 2 ●

　㒔ᕷゎᯒ学 2 䐡 2

　䜎䛱䛵䛟䜚ᐇ⩦ 1 䐡 2 㽢

　㒔ᕷ経済学 2 䐡 2

　プ䝻ジ䜵ク䝖䝬䝛ジ䝯ン䝖 2 䐡 2 ●

　ᅵ㉁䞉ᮦᩱヨ㦂法 2 䐢 4 ● 㽢䖩

　ᵓ㐀䞉Ỉ理ᐇ㦂₇⩦ 2 䐢 4 㽢䖩

　㗰ᵓ㐀学 2 䐢 2 ●
　コンクリー䝖ᵓ㐀学 2 䐢 2 ● 䖩

　ᘓタ᪋ᕤ法 2 䐢 2 ● 䖩

　᪋タ⥔ᣢ⟶理論 2 䐢 2 ●
　㒔ᕷᏳ඲学 2 䐣 2 ●
　Ỉ文䞉Ỉ㈨※ᕤ学 2 䐣 2 䖩

　Ἑᕝᕤ学 2 䐣 2 ●
　ᆅ┙㜵⅏ᕤ学 2 䐣 2 ●
　ᆅᅪ⎔ቃᕤ学 2 䐣 2 ●
　ᾏᇦᕤ学 2 䐣 2 ●
　Ỉᇦ⎔ቃᕤ学 2 䐣 2 ●
　⪏㟈ᕤ学 2 䐣 2 ● 䖩

　社会基┙䝕䝄イン䝉ミナーⅡ 2 2 㽢

　䜻䝱リア䝕䝄イン 2 2 㽢

　グ䝻ー䝞ルイン䝍ーンシップ 1 䐠 䕧 㽢

　社会基┙䝕䝄イン総合₇⩦Ⅰ 1 2 㽢

　社会基┙䝕䝄イン総合₇⩦Ⅱ 1 2 㽢

　༞業◊✲ 4 㻖 㻖 㽢

　䝕ー䝍䝃イ䜶ンス䞉㻭㻵ᛂ⏝基礎Ⅰ 2 2

　䝕ー䝍䝃イ䜶ンス䞉㻭㻵ᛂ⏝基礎Ⅱ 2 2

䛆コースに䜘る選択必修科目㻭㻘㻮㻘㻯のㄝ᫂䛇

選択必修科目㻭 䠖 㒔ᕷプランナーコース䠈社会基┙クリ䜶ー䝍ーコース䛸䜒に選択必修科目
選択必修科目䠞 䠖 㒔ᕷプランナーコース䛷䛿選択必修科目䠈社会基┙クリ䜶ー䝍ーコース䛷䛿選択科目
選択必修科目㻯 䠖 㒔ᕷプランナーコース䛷䛿選択科目䠈社会基┙クリ䜶ー䝍ーコース䛷䛿選択必修科目

䛆摘要ḍに䛴䛔䛶䛇

㽢䠖௚学部䞉௚学科履修୙可䚹

䕧䠖グ䝻ー䝞ルイン䝍ーンシップ䛿ཎ๎䛸䛧䛶ኟᏘఇᬤ中にᐇ᪋䛩る䚹

䠆䠖༞業◊✲の毎週授業時間数䛿䠈前ᮇ4時間䠈後ᮇ4時間䜢᭱ప᮲௳䛸䛩る䚹
䖪䠖 㔞ኈ䜎䛯䛿 㔞ኈ⿵の国ᐙ㈨᱁⏦ㄳに必要䛺科目䚹
䖩䠖１⣭䛚䜘䜃２⣭᪋ᕤ⟶理ᢏኈ䠄ᅵᮌ䠈⟶ᕤ஦䠈㐀ᅬ䠈ᘓ⠏䠈㟁Ẽᕤ஦䠈ᘓタᶵᲔ䠅䠈䛺䜙䜃にᅵᆅ༊⏬ᩚ理ኈのཷ㦂に関㐃䛩る科目䜢
　　♧䛧䠈䛣䜜䜙の科目か䜙３単位௨ୖ修ᚓ䛩䜜䜀䠈ᣦᐃ学科䜢༞業䛧䛯䜒の䛸ㄆ䜑䜙䜜䜎䛩䚹

ィ
⏬
䞉
䝬
䝛
ジ
䝯

ン
䝖
系
科
目
⩌

タ
ィ
䞉
᪋
ᕤ
系
科

目
⩌

㜵
⅏
䞉
⎔
ቃ
系
科
目
⩌

䛭
の
௚

ᑓ
門
総
合
科
目
⩌
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門

教
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1 ɽ履修登録での留意事項
　「理工学部教育課程」および「履修等に関する規定」をख़読のうえ履修登録をしてください。

　自由科目，他学部履修科目および単位互換に関するแ括協定により他大学で履修した科目の修得単位は進級，卒業研究着手条件および卒

業に必要な単位数に算入されません。

　他学科で修得した専門教育部門の授業科目の修得単位は，専門教育部門の選択科目の進級に必要な選択科目の単位数として算入されます

が，卒業研究着手条件および卒業に必要な単位数には算入されません。

2 ɽ進ڃの৚件
　進級については，次の条件が必要です。

１）１年次から 2年次への進級について

　１年次終了までに 22 単位以上を修得していること。

2）2年次から 3年次への進級について

　2年次終了までに ６2 単位以上を修得していること。

3 ɽ卒業研究のண手৚件
　次の条件を満たすことを原則とします。

　①卒業に必要な単位数に算入される 3年次までに開講されている授業科目のうち，１00 単位以上を修得していること。

　②当該年度に卒業可能見込みであること。

４ ɽ卒業の要件
　卒業に必要な単位数および科目数は次のとおりです。

　以下の表（１）および表（2）の両方を満たすことが必要です。

表（１）

部　　門 項　　目 単　　位

総 合 基 礎 部 門

選 択 必 修 科 目 １ 0 単位　

選 択 科 目 １ 0 単位以上

計 2 0 単位以上

専 門 教 育 部 門

必 修 科 目 3 ９ 単位　

選択必修科目
理 工 学 基 礎 科 目 １ 8 単位　

その他の専門科目 3 0 単位　

選 択 科 目 １ ７ 単位以上

計 １ 0 ４ 単位以上

合　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計 １ 2 ４ 単位以上

　選択必修科目および選択科目に含まれる科目は履修するコースによって異なります。

　前ทの教育課程一覧表末ඌの説明に留意すること。

表（2）

履修条件
科　目　数

都市プランナーコース 社会基盤クリエーターコース

①印の科目 １3 科目から 2科目以上

②印の科目 ４科目から 2科目以上

③印の科目 5科目から 3科目以上 指定なし

④印の科目 指定なし ６科目から 3科目以上

⑤印の科目 8科目から 3科目以上
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Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ  H  I

  英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅠ 䖂

  英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅡ 䖂

  英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅢ 䖂

  英語ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝⅣ 䖂

  ﾌﾟﾗｸﾃｨｶﾙ･ｲﾝｸﾞﾘｯｼｭⅠ 䖂

  ﾌﾟﾗｸﾃｨｶﾙ･ｲﾝｸﾞﾘｯｼｭⅡ 䖂

  ドイツ語Ⅰ 䖂

  ドイツ語Ⅱ 䖂

  ドイツ語Ⅲ 䖂

  ドイツ語Ⅳ 䖂

  フランス語Ⅰ 䖂

  フランス語Ⅱ 䖂

  フランス語Ⅲ 䖂

  フランス語Ⅳ 䖂

  中国語Ⅰ 䖂

  中国語Ⅱ 䖂

  中国語Ⅲ 䖂

  中国語Ⅳ 䖂

  体育科学Ⅰ 䕿

  体育科学Ⅱ 䕿

  体育科学Ⅲ 䕿

  体育科学Ⅳ 䕿

  人文科学基礎Ⅰ 䖂

  人文科学基礎Ⅱ 䖂

  社会科学基礎Ⅰ 䖂

  社会科学基礎Ⅱ 䖂

  アジア文化論Ⅰ 䖂

  アジア文化論Ⅱ 䖂

  欧米文化論Ⅰ 䖂

  欧米文化論Ⅱ 䖂

　国際関係論 䖂

  文学 䖂

  日本国憲法 䖂

　国際経済論 䖂

  心理学 䖂

  基礎ゼミナールⅠ

  基礎ゼミナールⅡ

　職業指導論 䕿

  微分積分Ⅰ 䖂

  微分積分Ⅱ 䖂

  線形代数Ⅰ 䖂

  線形代数Ⅱ 䖂

  物理学Ⅰ 䖂

  物理学Ⅱ 䖂

　物理学演習 䖂

  物理学実験Ⅰ 䖂

  物理学実験Ⅱ 䖂

  化学Ⅰ 䖂

  化学Ⅱ 䖂

  化学実験Ⅰ 䖂

  化学実験Ⅱ 䕿

  地学Ⅰ 䕿

  地学Ⅱ 䕿

  地学実験Ⅰ 䕿

  地学実験Ⅱ 䕿

　生物学 䕿

　生物学実験 䕿

　理工学概論 䕿

　技術者倫理 䖂

　コンピューターリテラシー 䖂

　データサイエンス・AI入門 䖂

　数学基礎演習Ⅰ

　数学基礎演習Ⅱ

　物理学基礎演習Ⅰ

　物理学基礎演習Ⅱ

　化学基礎演習Ⅰ

　化学基礎演習Ⅱ

　英語基礎演習Ⅰ

　英語基礎演習Ⅱ

学⩦・ᩍ⫱฿㐩目ᶆ

授    業    科    目    名

総

合

基

礎

部

門

部

門

系

理
ᕤ
学
ᇶ
♏
科
目

専

門

教

育

部

門

【 ࣾձ基൫デザイン޻学科　学習 ・教育౸ୡ目標と授業科目の対応表 】



2 ― 98

S

E

Z

O

M

T

R

C

K

A

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ  H  I

学⩦・ᩍ⫱฿㐩目ᶆ

授    業    科    目    名

部

門

系

　ᛂ⏝数学Ⅰ 䖂

　ᛂ⏝数学Ⅱ 䖂

　数理⤫ィ学 䖂

　ຊ学基礎 䖂

　ᮦᩱຊ学 䖂

　䝥䝻䜾ラミン䜾基礎演習 䖂

　ᵓ㐀ຊ学Ⅰ 䖂

　ᵓ㐀ຊ学Ⅱ 䖂

　ᵓ㐀ຊ学Ⅲ 䖂

　Ỉ理学Ⅰ 䖂

　Ỉ理学Ⅱ 䖂

　Ỉ理学Ⅲ 䖂

　ᅵ㉁ຊ学Ⅰ 䖂

　ᅵ㉁ຊ学Ⅱ 䖂

　ᅵ㉁ຊ学Ⅲ 䖂

　㒔ᕷデ䝄イン学 䖂

　㒔ᕷ・国ᅵไᗘ論 䖂

　社会基┙ィ⏬学Ⅰ 䖂

　社会基┙ィ⏬学Ⅱ 䖂

　ᘓタᮦᩱ学 䖂

　 㔞学 䖂

　 㔞学実習Ⅰ 䖂 䕿

　 㔞学実習Ⅱ 䕿 䖂

　㻳I㻿・㻯I㻹実習 䖂

　デ䝄イン学入門 䖂 䕿

　デ䝄イン技法 䖂

　ᅗ学・㻯A㻰演習 䖂

　社会基┙デ䝄イン䝉ミナーⅠ 䖂 䕿

　社会䝥䝻ジ䜵䜽䝖≉ูㅮ⩏ 䖂

　科学技術英語 䖂

　஺㏻デ䝄イン学 䖂

　㒔ᕷゎᯒ学 䖂

　䜎䛱䛵䛟䜚実習 䖂

　㒔ᕷ経済学 䖂

　䝥䝻ジ䜵䜽䝖䝬䝛ジ䝯ン䝖 䖂

　ᅵ㉁・ᮦᩱヨ験法 䖂

　ᵓ㐀・Ỉ理実験演習 䖂

　㗰ᵓ㐀学 䖂

　コン䜽リー䝖ᵓ㐀学 䖂

　ᘓタ᪋工法 䖂

　᪋タ⥔ᣢ⟶理論 䖂

　㒔ᕷᏳ඲学 䖂

　Ỉ文・Ỉ㈨※工学 䖂

　Ἑᕝ工学 䖂

　地┙㜵⅏工学 䖂

　地ᅪ⎔ቃ工学 䖂

　ᾏᇦ工学 䖂

　Ỉᇦ⎔ቃ工学 䖂

　⪏㟈工学 䖂

　社会基┙デ䝄イン䝉ミナーⅡ 㻌䖂 䕿

　䜻䝱リアデ䝄イン 䕿 䕿

　䜾䝻ー䝞ルインターンシ䝑䝥 䖂

　社会基┙デ䝄イン総合演習Ⅰ 䕿 䕿

　社会基┙デ䝄イン総合演習Ⅱ 䖂

　༞業◊✲ 䖂 䕿

　データサイエンス・AIᛂ⏝基礎Ⅰ 䖂

　データサイエンス・AIᛂ⏝基礎Ⅱ 䖂

䖂䠖ᐦ᥋にᑐᛂ䚷䚷䕿䠖ᑐᛂ
䖂䕿䛿ྛ科目と学⩦・ᩍ⫱฿㐩目ᶆとのᑐᛂの⛬ᗘを表す䚹

ᑓ
㛛
ᇶ
♏
科
目
⩌

ᑓ
㛛
⥲
ྜ
科
目
⩌
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の
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㜵
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⎔
ቃ
⣔
科
目
⩌

タ
ィ
・
᪋
ᕤ
⣔
科
目
⩌

ィ
⏬
・
䝬
䝛
ジ
䝯

ン
䝖
⣔
科
目
⩌
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門

教
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部

門

【 ࣾձ基൫デザイン޻学科　学習 ・教育౸ୡ目標と授業科目の対応表 】



2 ― 99

S

E

Z

O

M

T

R

C

K

A



2 ― 100

S

E

Z

O

M

T

R

C

K

A

部門 系

㒔ᕷ・国ᅵไ度論

ᅵ㉁・ᮦᩱヨ㦂法

ᘓタᮦᩱ学

 㔞学ᐇ習Ⅱ

㒔ᕷ解析学

ᅵ㉁ຊ学ⅢⅡ学ຊ㉁ᅵⅠ学ຊ㉁ᅵ

図学・CAD演習 㒔ᕷデ䝄イン学

社会基┙計⏬学Ⅰ

㒔ᕷᏳ඲学

ຊ学基礎

英語基礎演習Ⅰ 英語基礎演習Ⅱ

物理学基礎演習Ⅰ

化学基礎演習Ⅱ化学基礎演習Ⅰ

物理学基礎演習Ⅱ

ᮦᩱຊ学

㜵
⅏
・
⎔

ቃ
系

科
目
⩌

専
門
総
合

そ
の
他

科
目
⩌

総
合
基
礎
部
門

理
工
学
基
礎
科
目

タ
計
・
᪋
工

系
科
目
⩌

専
門
基
礎
科
目
⩌

専
門
教
育
部
門

物理学Ⅱ

計
⏬
・
䝬
ネ
ジ

䝯
ン
ト
系

科
目
⩌

物理学演習

コンピューターリテラシー

社会基┙デ䝄イン䝉ミナーⅠ

理工学ᴫ論

数学基礎演習Ⅰ 数学基礎演習Ⅱ

物理学ᐇ㦂Ⅰ

英語コミュニケーションⅠ プラクティカル・イングリッシュⅡ

国際関係論

中国語Ⅰ

フランス語Ⅱ

中国語Ⅱ

人文科学基礎Ⅱ

ドイツ語Ⅲ

アジア文化論Ⅰ

英語コミュニケーションⅡ

（2024年度入学生から適用）

アジア文化論Ⅱ

3年

前期

英語コミュニケーションⅣ

授業科目履修系統図

国際経済論

プラクティカル・イングリッシュⅠ

後期後期

1年

期後期前 前期

4年

後期

基礎ゼミナールⅡ基礎ゼミナールⅠ

微分積分Ⅰ

理工学部 社会基┙デ䝄イン工学科（１～４年）

Ⅱ学科育体Ⅰ学科育体

英語コミュニケーションⅢ

2年

前期

中国語Ⅲ

化学Ⅰ

生物学

化学ᐇ㦂Ⅰ

化学Ⅱ

心理学

日本国憲法

ᆅ学Ⅰ Ⅱ㦂ᐇ学ᆅⅠ㦂ᐇ学ᆅ

文学

職業ᣦᑟ論

欧米文化論Ⅱ欧米文化論Ⅰ

微分積分Ⅱ

物理学Ⅰ

人文科学基礎Ⅰ

ドイツ語Ⅰ

フランス語Ⅰ

線形代数Ⅰ

ドイツ語Ⅱ

線形代数Ⅱ

社会科学基礎Ⅰ 社会科学基礎Ⅱ

ᆅ学Ⅱ

ドイツ語Ⅳ

フランス語Ⅲ フランス語Ⅳ

中国語Ⅳ

Ⅳ学科育体Ⅲ学科育体

物理学ᐇ㦂Ⅱ

技術者倫理

化学ᐇ㦂Ⅱ

生物学ᐇ㦂

Ỉ理学Ⅲ

構造ຊ学Ⅲ

科学技術英語Ⅱ学数用応Ⅰ学数用応

Ⅱ学ຊ造構Ⅰ学ຊ造構

Ⅱ学理ỈⅠ学理Ỉ

数理統計学

デ䝄イン学入門 デ䝄イン技法 社会プ䝻ジ䜵クト≉ู講⩏

プ䝻グラミング基礎演習

社会基┙計⏬学Ⅱ

GIS・㻯I㻹ᐇ習

⪏㟈工学

社会基┙デ䝄イン総合演習Ⅰ 社会基┙デ䝄イン総合演習Ⅱ

プ䝻ジ䜵クト䝬ネジ䝯ント

᪋タ⥔ᣢ⟶理論

コンクリート構造学

Ỉᇦ⎔ቃ工学

䜻䝱リアデ䝄イン

༞業研究

஺通デ䝄イン学

構造・Ỉ理ᐇ㦂演習

ᆅ┙㜵⅏工学

Ἑᕝ工学Ỉ文・Ỉ㈨※工学

㒔ᕷ経済学

㗰構造学

グ䝻ー䝞ルインターンシップ

ᘓタ᪋工法

䜎䛱䛵䛟䜚ᐇ習

ᾏᇦ工学

ᆅᅪ⎔ቃ工学

社会基┙デ䝄イン䝉ミナーⅡ

選択科目 自由科目選択必修科必修科目

データサイエンス・AI入門

Ⅰ習ᐇ学㔞 学㔞 

データサイエンス・AI応用基礎Ⅰ データサイエンス・AI応用基礎Ⅱ
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部門 系

㒔ᕷ・国ᅵไ度論

ᅵ㉁・ᮦᩱヨ㦂法

ᘓタᮦᩱ学

 㔞学ᐇ習Ⅱ

㒔ᕷ解析学

ᅵ㉁ຊ学ⅢⅡ学ຊ㉁ᅵⅠ学ຊ㉁ᅵ

図学・CAD演習 㒔ᕷデ䝄イン学

社会基┙計⏬学Ⅰ

㒔ᕷᏳ඲学

ຊ学基礎

英語基礎演習Ⅰ 英語基礎演習Ⅱ

物理学基礎演習Ⅰ

化学基礎演習Ⅱ化学基礎演習Ⅰ

物理学基礎演習Ⅱ

ᮦᩱຊ学

㜵
⅏
・
⎔

ቃ
系

科
目
⩌

専
門
総
合

そ
の
他

科
目
⩌

総
合
基
礎
部
門

理
工
学
基
礎
科
目

タ
計
・
᪋
工

系
科
目
⩌

専
門
基
礎
科
目
⩌

専
門
教
育
部
門

物理学Ⅱ

計
⏬
・
䝬
ネ
ジ

䝯
ン
ト
系

科
目
⩌

物理学演習

コンピューターリテラシー

社会基┙デ䝄イン䝉ミナーⅠ

理工学ᴫ論

数学基礎演習Ⅰ 数学基礎演習Ⅱ

物理学ᐇ㦂Ⅰ

英語コミュニケーションⅠ プラクティカル・イングリッシュⅡ

国際関係論

中国語Ⅰ

フランス語Ⅱ

中国語Ⅱ

人文科学基礎Ⅱ

ドイツ語Ⅲ

アジア文化論Ⅰ

英語コミュニケーションⅡ

（2024年度入学生から適用）

アジア文化論Ⅱ

3年

前期

英語コミュニケーションⅣ

授業科目履修系統図

国際経済論

プラクティカル・イングリッシュⅠ

後期後期

1年

期後期前 前期

4年

後期

基礎ゼミナールⅡ基礎ゼミナールⅠ

微分積分Ⅰ

理工学部 社会基┙デ䝄イン工学科（１～４年）

Ⅱ学科育体Ⅰ学科育体

英語コミュニケーションⅢ

2年

前期

中国語Ⅲ

化学Ⅰ

生物学

化学ᐇ㦂Ⅰ

化学Ⅱ

心理学

日本国憲法

ᆅ学Ⅰ Ⅱ㦂ᐇ学ᆅⅠ㦂ᐇ学ᆅ

文学

職業ᣦᑟ論

欧米文化論Ⅱ欧米文化論Ⅰ

微分積分Ⅱ

物理学Ⅰ

人文科学基礎Ⅰ

ドイツ語Ⅰ

フランス語Ⅰ

線形代数Ⅰ

ドイツ語Ⅱ

線形代数Ⅱ

社会科学基礎Ⅰ 社会科学基礎Ⅱ

ᆅ学Ⅱ

ドイツ語Ⅳ

フランス語Ⅲ フランス語Ⅳ

中国語Ⅳ

Ⅳ学科育体Ⅲ学科育体

物理学ᐇ㦂Ⅱ

技術者倫理

化学ᐇ㦂Ⅱ

生物学ᐇ㦂

Ỉ理学Ⅲ

構造ຊ学Ⅲ

科学技術英語Ⅱ学数用応Ⅰ学数用応

Ⅱ学ຊ造構Ⅰ学ຊ造構

Ⅱ学理ỈⅠ学理Ỉ

数理統計学

デ䝄イン学入門 デ䝄イン技法 社会プ䝻ジ䜵クト≉ู講⩏

プ䝻グラミング基礎演習

社会基┙計⏬学Ⅱ

GIS・㻯I㻹ᐇ習

⪏㟈工学

社会基┙デ䝄イン総合演習Ⅰ 社会基┙デ䝄イン総合演習Ⅱ

プ䝻ジ䜵クト䝬ネジ䝯ント

᪋タ⥔ᣢ⟶理論

コンクリート構造学

Ỉᇦ⎔ቃ工学

䜻䝱リアデ䝄イン

༞業研究

஺通デ䝄イン学

構造・Ỉ理ᐇ㦂演習

ᆅ┙㜵⅏工学

Ἑᕝ工学Ỉ文・Ỉ㈨※工学

㒔ᕷ経済学

㗰構造学

グ䝻ー䝞ルインターンシップ

ᘓタ᪋工法

䜎䛱䛵䛟䜚ᐇ習

ᾏᇦ工学

ᆅᅪ⎔ቃ工学

社会基┙デ䝄イン䝉ミナーⅡ

選択科目 自由科目選択必修科必修科目

データサイエンス・AI入門

Ⅰ習ᐇ学㔞 学㔞 

データサイエンス・AI応用基礎Ⅰ データサイエンス・AI応用基礎Ⅱ
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９ ）環境૑଄޻学科

学位授与方針
%JQMPNa PPMJDZ

　環境創造工学科は、本学立学の精神と新しい学問分野として以下の 5 つのபからなる「環境創造工学」を掲げ、これらのபを基本とし
た教育を行います。

（ １）環境に配慮した生活態度と環境問題を発生させない心構えをৢ成させる。（環境の心）
（ 2）エネルギー・資源の有効利用に取り組む。（エネルギー・資源問題の解決）
（ 3）良޷な環境の保全と悪化した環境の復ݩ・改善に取り組む。（環境の保全と復ݩ・改善）
（ ４）自然との調和を図る。（自然との共生）
（ 5）新しい環境システムを創出する。（環境創造）

次の資質・能力を身につけた学生に学士（工学）の学位を授与します。
①多様な価஋観を形成するため、෯広い教養を身につけ、広い視野に立って物事の公正な判断をすることができる。
②環境の改善と新たな環境の創出のための問題の解決にその知識・能力を活用できる。
③技術ֵ新や社会状況の変化に対応できるように、主体的に学び続け、学んだことを分かち合い、ともに成長することができる。

教育課程ฤ成方針
CVSSJDVMVN PPMJDZ

　環境創造工学科の教育目標は、以下の 5つを達成することとします。

（ １）多様な価஋観と基礎知識
（ 2）技術者ྙ理と環境ྙ理
（ 3）専門基礎知識とその応用
（ ４）コミュニケーション能力
（ 5）高度な技術者への基礎作り

学位授与方針に示す資質・能力を身につけさせるため、次のような教育課程を編成し、実施します。
①教養教育は、人文・社会・自然科学、語学、情報技術、体育等からなる課程を体系的に編成し、様々な価஋観に触れ、物事を正しく

理解し表現できるようにする。
②専門教育では、環境創造に係わる課程を体系的に編成し、講義・演習・実験・実習等を適切に組み合わせた授業を実施することにより、
専門分野の知識・能力を確実に修得し、問題解決のために活かすことができるようにする。

③環境創造に係わるॳ年次教育や演習・実験・実習科目を中心にアクティブ・ラーニングの要素を取り入れることにより、生֔にわたっ
て主体的に学び、他者との相互理解や意見交換ができるようにする。

④シラバスに示した内容に基づいて厳格に成績評価して単位認定する。学生個別の成績表にもそれを記載して学修指導や各種順位づけ
に利用できるようにする。成績や学修態度を総合的に判断して個別指導できる教育支援システムを整備し、学生が各自の達成度と将
来計画に応じた学修を進めることができるようにする。

入学ऀ受入れ方針
AENJTTJPO PPMJDZ

　環境創造工学科は、高等学校等における学習を通して、次のような資質・能力を身につけている人を受入れます。

①大学での学修の基礎となる高等学校における各教科の基本事項を修得している。
②環境のゼネラリストあるいはスペシャリストとして、学科での学修成果を社会で活かすという目的意識がある。
③大学在学中だけでなく、大学院への進学や国家資格の取得等卒業後も学び続ける意欲がある。

01

02

03

環境創造工学科の人材養成目的
その他の教育研究上の目的
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教育方針
　人類は地球上に஀生後，自らの生ଘのため，自然にಇきかけ，食料・ҥ類・住居等を調達してきた過程で，自然界のエネルギー・資源を

有効活用するとともに，科学技術や文化・文明として成果を現代に開Ֆさせてきました。その結果として，人々の生活水準はඈ躍的な向上

を見せた一方，エネルギーの過৒消費等により，その持続性が危ぶまれるような意図しなかった結果も現れました。それが「環境問題」です。

環境問題はࠓや世界規模に及び人類はもとより，他の生物の生ଘをもڴかす深刻な事態にࢸっています。このような状況下，環境に関わる

諸問題を解決するとともに，自然との調和を図りつつ，社会・経済が持続的に発展できる॥環型社会の構築が求められています。

　環境創造工学科は，わが国が目指す「持続可能な経済社会システムの構築」に貢献するため，環境に最も影響の大きい「エネルギー・資

源॥環」，自然環境に関する諸問題を扱う「環境共生」，生活環境など人間活動に直接的に関わる諸問題を取り扱う「人間活動環境」の観点

から，新しい学問分野として以下の 5 つのபからなる「環境創造工学」を掲げ，これらのபを基本とした教育を行い，環境に携わる技術者・

研究者の養成を目指します。

[環境創造工学 ]

（１）環境に配慮した生活態度と環境問題を発生させない心構えをৢ成させる。（環境の心）

（2）エネルギー・資源の有効利用に取り組む。（エネルギー・資源問題の解決）

（3）良޷な環境の保全と悪化した環境の復ݩ・改善に取り組む。（環境の保全と復ݩ・改善）

（４）自然との調和を図る。（自然との共生）

（5）新しい環境システムを創出する。（環境創造）

　上記の「環境創造工学」を実現する人材に必要な知識や能力を以下の 5 つの要素に整理し，これらのৢ成を図るべくカリキュラムを編成

しています。

[環境創造工学のための 5つの要素 ]

（１）多様な価஋観と基礎知識

（2）技術者ྙ理と環境ྙ理

（3）専門基礎知識とその応用

（４）コミュニケーション能力

（5）高度な技術者への基礎作り

　授業科目は，環境を論じる対象分野を，わが国が目指す「持続可能な経済社会システムの構築」に貢献するため，地域環境の保全をࢤ向

した ｢エネルギー・資源॥環分野｣，自然環境に関する諸問題を扱う ｢環境共生分野｣，及び生活環境の健康・快適性をࢤ向した「人間活動

環境分野」の学問分野の࿮組みを反映した 3つの分野に大別して配置しています。
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環境創造⼯学科　教育課程⼀覧表

前 後 前 後 前 後 前 後

  英語コミュニケーションⅠ      1 2 ●

  英語コミュニケーションⅡ      1 2 ●

  英語コミュニケーションⅢ      1 2 ●

  英語コミュニケーションⅣ      1 2 ●

  プラクティカル･イングリッシュⅠ      1 2

  プラクティカル･イングリッシュⅡ      1 2

  ドイツ語Ⅰ      1 2 Ｐ1

  ドイツ語Ⅱ      1 2 Ｐ2

  ドイツ語Ⅲ      1 2 Ｐ3

  ドイツ語Ⅳ      1 2 Ｐ4

  フランス語Ⅰ      1 2 Ｐ1

  フランス語Ⅱ    1 2 Ｐ2

  フランス語Ⅲ    1 2 Ｐ3

  フランス語Ⅳ    1 2 Ｐ4

  中国語Ⅰ    1 2 Ｐ1

  中国語Ⅱ    1 2 Ｐ2

  中国語Ⅲ      1 2 Ｐ3

  中国語Ⅳ      1 2 Ｐ4

  体育科学Ⅰ      1 2 ●

  体育科学Ⅱ      1 2 ●

  体育科学Ⅲ      1 2 ●

  体育科学Ⅳ      1 2 ●

  人文科学基礎Ⅰ      2 2 ● Ｐ㻡

  人文科学基礎Ⅱ      2 2 ● Ｐ㻢

  社会科学基礎Ⅰ      2 2 ● Ｐ㻡

  社会科学基礎Ⅱ      2 2 ● Ｐ㻢

  アジア文化論Ⅰ      2 2 ● Ｐ㻣

  アジア文化論Ⅱ      2 2 ● Ｐ㻤

  欧米文化論Ⅰ      2 2 ● Ｐ㻣

  欧米文化論Ⅱ      2 2 ● Ｐ㻤

  国際関係論      2 2 Ｐ㻥

  文学      2 2 Ｐ㻥

  日本国憲法      2 2 ● Ｐ㻥

  国際経済論      2 2 Ｐ10

  心理学      2 2 Ｐ10

  基礎ゼミナールⅠ      1 2

  基礎ゼミナールⅡ      1 2

　職業ᣦᑟ論 2 2 ●

外国人留学生にかかわる日本語科目

　日本語Ⅰ 2 2 2

　日本語Ⅱ 2 2 2

　日本語Ⅲ 2 2 2

　日本語Ⅳ 2 2 2

　日本語Ⅴ 2 2 2

教職
課程

学芸員
課程

総

合

基

礎

部

門

部
門

ศ
㔝

必修

科目

選択

科目

総
合
基
礎
部
門

選択

必修

科目

自由

科目

授    業    科    目    名

外国人留学生のみ
履修が可能

1  年 3  年 摘          要2  年

毎  週  授  業  時  間  数 単 位 数

4  年

202４ 年度入学　環境૑଄޻学科　教育課程一覧表
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環境創造⼯学科　教育課程⼀覧表

前 後 前 後 前 後 前 後

教職
課程

学芸員
課程

部
門

ศ
㔝

必修

科目

選択

科目

選択

必修

科目

自由

科目

授    業    科    目    名 1  年 3  年 摘          要2  年

毎  週  授  業  時  間  数 単 位 数

4  年

  ᚤศ✚ศⅠ 2 2  2䚸᪋㻭

  ᚤศ✚ศⅡ 2 2  2䚸᪋㻭

  ⥺ᙧ௦数Ⅰ 2 2  2䚸᪋㻭

  ⥺ᙧ௦数Ⅱ 2 2  2䚸᪋㻭

  ≀理学Ⅰ 2 2 ●  2䚸᪋㻭

  ≀理学Ⅱ 2 2 ●  2䚸᪋㻭

  ≀理学₇⩦ 1 2  2䚸᪋㻭

  ≀理学ᐇ㦂Ⅰ 1 2 ●  2䚸᪋㻭

  ≀理学ᐇ㦂Ⅱ 1 2 ●  2䚸᪋㻭

  化学Ⅰ 2 2 ● ᪋㻭

  化学Ⅱ 2 2 ● ᪋㻭

  化学ᐇ㦂Ⅰ 1 2 ● ᪋㻭

  化学ᐇ㦂Ⅱ 1 2 ● ᪋㻭

  ᆅ学Ⅰ 2 2 ●  2

  ᆅ学Ⅱ 2 2 ●  2

  ᆅ学ᐇ㦂Ⅰ 1 2 ●  2

  ᆅ学ᐇ㦂Ⅱ 1 2 ●  2

　生≀学 2 2 ● ᪋㻭

　生≀学ᐇ㦂 1 2 ● ᪋㻭

　理ᕤ学ᴫ論 2 2 ● ᪋㻮

　ᢏ⾡⪅೔理 2 2 ● ●

　コン䝢ュー䝍ーリテラシー 2 2 ● ● ᪋㻭

　䝕ー䝍䝃イ䜶ンス䞉㻭㻵ධ門 2 2

　数学基礎₇⩦Ⅰ 1 2

　数学基礎₇⩦Ⅱ 1 2

　≀理学基礎₇⩦Ⅰ 1 2

　≀理学基礎₇⩦Ⅱ 1 2

　化学基礎₇⩦Ⅰ 1 2

　化学基礎₇⩦Ⅱ 1 2

　英語基礎₇⩦Ⅰ 1 2

　英語基礎₇⩦Ⅱ 1 2

  ⎔ቃ๰㐀ᕤ学ᴫ論Ⅰ 2 2 㽢

  ⎔ቃ๰㐀ᕤ学ᴫ論Ⅱ 2 2 㽢

  コミュニケーションス䜻ル 2 2 㽢

  ᛂ⏝数学 2 2 㽢䚸 2䚸᪋㻭

  ☜⋡⤫ィ学 2 2  2䚸᪋㻭

  ᝟ሗฎ理Ⅰ 2 2 㽢䚸 2䚸᪋㻭

  ᝟ሗฎ理Ⅱ 2 2 㽢䚸᪋㻭

  ⎔ቃィ 学 2 2 ●  2

   㔞学 2 2 ● 㽢䚸 1䚸᪋㻮

   㔞学ᐇ⩦ 2 4 ● 㽢䚸 1䚸᪋㻮

  ᆅᇦ⎔ቃㄪᰝᐇ⩦Ⅰ 1 2 ● 㽢

  ᆅᇦ⎔ቃㄪᰝᐇ⩦Ⅱ 1 2 ● 㽢

  ⎔ቃ๰㐀ᕤ学ᐇ㦂Ⅰ 2 4 㽢䚸᪋㻮

  ⎔ቃ๰㐀ᕤ学ᐇ㦂Ⅱ 2 4 㽢䚸᪋㻮

ඹ

㏻

理

ᕤ

学

基

礎

科

目

ᑓ

門

教

育

部

門

202４ 年度入学　環境૑଄޻学科　教育課程一覧表



2 ― 106

S

E

Z

O

M

T

R

C

K

A

環境創造⼯学科　教育課程⼀覧表

前 後 前 後 前 後 前 後

教職
課程

学芸員
課程

部
門

ศ
㔝

必修

科目

選択

科目

選択

必修

科目

自由

科目

授    業    科    目    名 1  年 3  年 摘          要2  年

毎  週  授  業  時  間  数 単 位 数

4  年

　䜶䝛ル䜼ー⎔ቃ論 2 2

　┬䜶䝛ル䜼ー学 2 2 ●

　䜶䝛ル䜼ー⟶理ᕤ学 2 2 ●

　⎔ቃ䜶䝛ル䜼ーኚ᥮ᕤ学 2 2

　䜶䝛ル䜼ープ䝻䝉スシステ䝮タィ 2 4

　෌生可能䜶䝛ル䜼ーᕤ学 2 2

　化学ᕤ学 2 2 ● 㽢

　᭷ᶵᮦᩱᕤ学 2 2 㽢

　↓ᶵᮦᩱ合ᡂᕤ学 2 2 㽢

　ศ㞳⢭〇ᕤ学 2 2 ● 㽢

　⎔ቃᮦᩱ学 2 2 ᪋㻮

　ᮦᩱリ䝃イクル 2 2 ● ᪋㻮

　㈨※ᚠ⎔学 2 2 ᪋㻮

　⎔ቃ㓄៖๰㐀タィ学 2 4 ᪋㻮

　⎔ቃಖ඲学 2 2 㽢

　⎔ቃศᯒ学 2 2

　Ỉ⎔ቃᕤ学 2 2 ᪋㻮

　Ỉฎ理学 2 2

  基礎生ែ学 2 2

　⎔ቃ生ែᕤ学 2 2 ● ᪋㻮

  ⎔ቃア䝉ス䝯ン䝖 2 2 ●

　⎔ቃඹ生๰㐀論 2 2  2

　ὶ䜜ᕤ学 2 2  2䚸᪋㻭

　⎔ቃẼ㇟学 2 2  2

  ⎔ቃリ䝰ー䝖䝉ンシング 2 2 ●  2

　ᅵተᆅୗỈởᰁ学 2 2  2

  䝕䝄インᅗ法 2 4 㽢䚸᪋㻮

　ఫ⎔ቃ๰㐀タィ学 2 2 㽢䚸᪋㻮

　ᒃఫ⎔ቃ๰㐀タィ学Ⅰ 2 4 㽢䚸᪋㻮

　ᒃఫ⎔ቃ๰㐀タィ学Ⅱ 2 4 㽢䚸᪋㻮

  ✵間๰㐀学 2 2 ● ᪋㻮

　⎔ቃ文化論 2 2 㽢䚸᪋㻮

　アー䝞ン䝕䝄イン 3 4 㽢䚸᪋㻮

　⎔ቃ䝬䝛ジ䝯ン䝖 2 2 㽢

　ᛌ㐺ᛶ๰㐀学Ⅰ 2 2 㽢䚸᪋㻮

　ᛌ㐺ᛶ๰㐀学Ⅱ 2 2 㽢䚸᪋㻮

　⎔ቃ๰㐀タഛ学Ⅰ 2 2 㽢

　⎔ቃ๰㐀タഛ学Ⅱ 2 2 㽢

  ᮦᩱຊ学 2 2  2䚸᪋㻮

  ᵓ㐀ຊ学Ⅰ 2 2  2䚸᪋㻮

  ᵓ㐀ຊ学Ⅱ 2 2  2䚸᪋㻮

　⎔ቃᵓ㐀タィ法 3 4 ᪋㻮

　ᘓタ᪋ᕤ学 2 2 ● ᪋㻮

  ᘓタ法つ 2 2 ● ᪋㻮

  ⎔ቃ೔理 2 2 㽢

  ⎔ቃ法 2 2

  イン䝍ーンシップ 1 䕧 㽢

  ゼミナール 2 2 㽢

  ༞業◊✲䞉༞業ไస 4 䠆 䠆 㽢

　䝕ー䝍䝃イ䜶ンス䞉㻭㻵ᛂ⏝基礎Ⅰ 2 2

　䝕ー䝍䝃イ䜶ンス䞉㻭㻵ᛂ⏝基礎Ⅱ 2 2

䜶
䝛
ル
䜼
ー
䞉
㈨
※
ᚠ
⎔

　　　×：他学部・他学科履修不可
　　　★：卒業研究・卒業制作の毎週授業時間数は、前期４時間、後期４時間を最低条件とする。
　　　△：インターンシップは夏季休暇中に実施する。

ඹ
㏻

人
間
ά
ື
⎔
ቃ

ᑓ

門

教

育

部

門

䛭
の
௚

⎔
ቃ
ඹ
生

202４ 年度入学　環境૑଄޻学科　教育課程一覧表
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1 ɽ履修登録での留意事項
　「理工学部教育課程」および「履修等に関する規定」をख़読のうえ履修登録をしてください。

　自由科目の修得単位は進級，卒業研究着手条件および卒業に必要な単位数に算入されません。

　他学科，他学部および単位互換に関するแ括協定にもとづき他大学で修得した単位は，進級，卒業研究着手条件および卒業に必要な単位

数に算入されます。算入される単位数の上限については，「Ⅱ 履修等に関する規定の 2.４，2.5，１0」で必ず確認してください。

2 ɽ進ڃの৚件
　進級については，次の条件が必要です。

１）１年次から 2年次への進級について

　環境創造工学概論Ⅰ，環境創造工学概論Ⅱを含む 22 単位以上を修得していること。

2）2年次から 3年次への進級について

　2年次終了までに ６2 単位以上を修得していること。

3 ɽଌྔ学実習の履修৚件
　ଌ量学を修得していること。

４ ɽ卒業研究のண手৚件
　次の条件を満たすことを原則とします。

　卒業に必要な単位数に算入される授業科目のうち，ゼミナールを含む ９5 単位以上を修得していること。

５ ɽ卒業の要件
　卒業に必要な単位数は次の通りです。

部　　門 項　　目 単　　位

総 合 基 礎 部 門

選 択 必 修 科 目 １ 0 単位　　

選 択 科 目 １ 0 単位以上

計 2 0 単位以上

専 門 教 育 部 門

必 修 科 目 １ 0 単位　　

選 択 必 修 科 目
理 工 学 基 礎 科 目 １ ６ 単位　　

学 科 専 門 科 目 ˎ 2 2 単位　　

選 択 科 目 5 ６ 単位以上

計 １ 0 ４ 単位以上
合　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計 １ 2 ４ 単位以上

ˎ専門教育部門のうち理工学基礎科目以外の選択必修科目を １１ 科目以上修得すること。ただし，以下 2つの条件を満たすこと。

①エネルギー環境論，環境エネルギー変換工学，化学工学，無機材料合成工学，環境材料学，資源॥環学，環境保全学，水環境工学，基礎生態学，

流れ工学，デザイン図法，快適性創造学Ⅰ，空間創造学，材料力学から １0 科目以上修得。

②環境創造工学実験Ⅰ，環境創造工学実験Ⅱから １科目以上修得。
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６ɽ建ங࢜試験の受験資格要件
　令和 2 年度以降に環境創造工学科に入学した学生は、以下に示す建築士試験受験資格の分類別必要単位数を修得することで建築士受験資
格を得ることができ、試験合格および必要実務経験年数を経て建築士免許登録することができます。
・一級建築士は、下表の分類別必要単位数を満たし、かつ、①〜⑩の総計 ４0 単位以上を修得することで受験資格が得られ、試験合格と総計

単位数に応じた実務経験（最୹ 2 年 : 下表欄外 � 参照）により一級建築士免許登録ができます。なお、一級建築士受験資格の取得に必要な
「②建築計画」７単位以上の修得には、当該分類の建築学科開講科目（下表の※印の科目）１科目以上の他学科履修が必要です。
・ೋ級建築士・໦造建築士は、①〜⑨の分類別必要単位数を満たし、かつ、①〜⑩の所定総計単位数以上を修得することで受験資格が得ら
れます。総計 ４0 単位以上修得の場合は、実務経験なしに、試験合格と同時にೋ級建築士・໦造建築士として免許登録ができます。

・実務経験は、大学院に進学して得ることも可能であり、名城大学大学院理工学研究科環境創造工学専攻において所定の科目を１5単位以上（イ
ンターンシップ ４単位以上※一部建築学専攻科目の履修要）修得することで １年の実務経験が得られます。（予定：現在申請中）

・令和 2 年 3 月 １ 日より改正建築士法が施行され、一級建築士試験も卒業後すぐに実務経験なしで受験可能となりました（受験資格要件、
試験等については（公ࡒ）建築技術教育普及センター http://www.jaeic.or.jp）。また、卒業後の実務経験は、試験の前後に関わらず、免
許登録の際までに積んでいれば良いこととなりました（実務経験の対象実務、免許登録については（公ࡒ）日本建築士連合会 https://
www.kenchikushikai.or.jp）。法改正による新しい試験制度は、以上をはじめとする建築士試験の受験機会を֦大するための諸方策が੝
り込まれています（国土交通省パンフレット https://www.mlit.go.jp/jutakukentiku/build/content/00１3１４９６5.pdf）。

建ங࢜試験受験資格の分類別必要単位数とࢦ定科目

分類別必要単位数 環境創造工学科　令和 2年度以降入学対象　指定科目
ೋ級・໦造建築士 一級建築士 分類番号 科目名 履修学年 単位数

①建築設計੡図
（3単位以上）

①建築設計੡図
（７単位以上）

① デザイン図法 １ 2
① 居住環境創造設計学Ⅰ 2 2
① アーバンデザイン 3 3
① 居住環境創造設計学Ⅱ 3 2

②〜④建築計画、
建築環境工学又は
建築設備
（2単位以上）

②建築計画
（７単位以上）

② 空間創造学 2 2
② 環境文化論 2 2
② 住環境創造設計学 2 2
② 建築計画概論（建築学科開講科目）※ １ 2
② 建築計画Ⅰ（建築学科開講科目）※ 2 2
② 建築計画Ⅱ（建築学科開講科目）※ 2 2
② 建築計画Ⅲ（建築学科開講科目）※ 3 2
② 都市計画（建築学科開講科目）※ 2 2
② 住宅計画論（建築学科開講科目）※ 3 2
② 建築史概論（建築学科開講科目）※ １ 2
② 西༸建築史（建築学科開講科目）※ 2 2
② 日本建築史（建築学科開講科目）※ 2 2
② 近代建築史（建築学科開講科目）※ 3 2
② アジア建築史（建築学科開講科目）※ ４ 2

③建築環境工学
（2単位以上）

③ 快適性創造学Ⅰ 2 2
③ 快適性創造学Ⅱ 2 2

④建築設備
（2単位以上）

④ 環境創造設備学Ⅰ 3 2
④ 環境創造設備学Ⅱ 3 2

⑤〜⑦構造力学、
建築一般構造
又は建築材料
（3単位以上）

⑤構造力学
（４単位以上）

⑤ 材料力学 2 2
⑤ 構造力学Ⅰ 2 2
⑤ 構造力学Ⅱ 3 2
⑤ ଱震工学（建築学科開講科目） 3 2

⑥建築一般構造
（3単位以上）

⑥ 環境構造設計法 3 3
⑥ 建築構造概論（建築学科開講科目） １ 2
⑥ 建築各種構造Ⅰ（建築学科開講科目） 2 2
⑥ 建築各種構造Ⅱ（建築学科開講科目） 2 2
⑥ 建築構造計画（建築学科開講科目） 3 2

⑦建築材料
（2単位以上）

⑦ 環境材料学 2 2
⑦ 建築材料（建築学科開講科目） 2 2

⑧建築生産
（１単位以上）

⑧建築生産
（2単位以上） ⑧ 建設施工学 3 2

⑨建築法規
（１単位以上）

⑨建築法規
（１単位以上） ⑨ 建設法規 3 2

⑩その他
（適ٓ）

⑩その他
（適ٓ）

⑩ 地学実験Ⅰ １ １
⑩ 地学実験Ⅱ １ １
⑩ 環境創造工学概論Ⅰ １ 2
⑩ 環境ྙ理 １ 2
⑩ 技術者ྙ理 2 2
⑩ 環境計ଌ学 2 2
⑩ ଌ量学 3 2
⑩ ଌ量学実習 3 2
⑩ 環境創造工学実験Ⅰ 3 2
⑩ 土৕地下水汚染学 3 2
⑩ 環境アセスメント 3 2
⑩ 環境法 3 2
⑩ 都市防災（建築学科開講科目） ４ 2
⑩ 建築維持保全（建築学科開講科目） ４ 2
⑩ 地域計画（建築学科開講科目） ４ 2

ˎ一級建築士試験の受験および免許登録に必要となる建築実務の経験年数：
　上表の分類別必要単位数を満たし、かつ、総計の単位数が（１）①〜⑩計 ６0 単位以上修得の場合、試験時：0年　登録時：2年

（2）①〜⑩計 50 〜 5９ 単位修得の場合、試験時：0年　登録時：3年
（3）①〜⑩計 ４0 〜 ４９ 単位修得の場合、試験時：0年　登録時：４年
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7 ɽଌྔ࢜またはଌྔ࢜補の国Ո資格申੥に必要な資格要件
　ଌ量士またはଌ量士補の国家資格申請に必要な科目を教育課程一覧表に示します。また，ଌ量士またはଌ量士補の国家資格申請の資格要

件は以下のようになります。

　ଌ量士またはଌ量士補の申請に必要な資格要件：ଌ １ と付された 2 科目をすべて修得し，かつ，ଌ 2 と付された科目の中から 2６ 単位以上

修得（ଌ量士補については必要な科目を修めて申請すれば取得できます。また，ଌ量士については必要科目を修めて，さらに，一年以上の

実務の経験を有すると申請できます。）

8 ɽ施޻管理ٕ࢜試験の受験資格について
　指定された「履修条件」を満足することで，土໦・建築の施工管理技士 (１ 級および 2 級 ) の「指定学科」を卒業したものとみなされ，受

験資格に必要な経験年数を୹ॖすることができます。認定に必要な科目群を教育課程一覧表に示します。科目群は 2 つに分類され，備考欄

に施A，施Bで示してあります。履修条件は下記になります。

・施工管理技士の受験資格に関する履修条件

①施Aと付された科目を １科目以上，かつ，施Bと付された科目を １７ 単位以上修得かつ，②施A・施Bと付された科目から合計 20 単

位以上修得
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部門 分㔝 ⣽目

⎔ቃア䝉ス䝯ント

Ỉ処理学

基礎生ែ学

㈨※ᚠ⎔学

⎔ቃಖ඲学

⎔ቃᮦᩱ学

↓機ᮦᩱ合ᡂ工学 分㞳⢭〇工学

⎔ቃ生ែ工学

学㇟Ẽቃ⎔学工䜜ὶ

Ⅱ学計タ造๰ቃ⎔ఫᒃⅠ学計タ造๰ቃ⎔ఫᒃ学計タ造๰ቃ⎔ఫ

技術者倫理

授業科目履修系統図
（2024年度入学生から適用）

3年 4年

後期

⎔ቃ๰造工学ᐇ㦂Ⅱ

前期

理工学部 ⎔ቃ๰造工学科（１～４年）

後期

アジア文化論Ⅱ

英語コミュニケーションⅣ

2年

フランス語Ⅳ

中国語Ⅳ

ドイツ語Ⅱ

前期

体育科学Ⅰ

1年

後期

人文科学基礎Ⅰ

体育科学Ⅳ

国際関係論

前期

中国語Ⅲ

前期後期

英語コミュニケーションⅢ

体育科学Ⅲ

プラクティカル・イングリッシュⅡ

欧米文化論Ⅱ

アジア文化論Ⅰ

欧米文化論Ⅰ

ドイツ語Ⅲ

フランス語Ⅲ

ドイツ語Ⅳ

プラクティカル・イングリッシュⅠ

総
合
基
礎
部
門

基礎ゼミナールⅡ

体育科学Ⅱ

英語コミュニケーションⅡ

中国語Ⅱ

フランス語Ⅱ

基礎ゼミナールⅠ

社会科学基礎Ⅰ

日本国憲法

国際経済論

心理学文学

物理学ᐇ㦂Ⅰ

ᆅ学Ⅰ

物理学基礎演習Ⅰ

物理学Ⅱ物理学Ⅰ

ᆅ学ᐇ㦂Ⅰ

化学ᐇ㦂Ⅰ

数学基礎演習Ⅰ

物理学ᐇ㦂Ⅱ

化学ᐇ㦂Ⅱ

生物学

ᆅ学ᐇ㦂Ⅱ

英語コミュニケーションⅠ

ドイツ語Ⅰ

フランス語Ⅰ

物理学演習

中国語Ⅰ

人文科学基礎Ⅱ

社会科学基礎Ⅱ

微分積分Ⅱ

Ⅱ数代形線Ⅰ数代形線

専
門
教
育
部
門

微分積分Ⅰ

理
工
学
基
礎
科
目

英語基礎演習Ⅰ

理工学ᴫ論

コンピューターリテラシー

化学Ⅰ

⎔
ቃ
ඹ
生

人
間
活
動
⎔
ቃ

ඹ
通

そ
の
他

⎔ቃ๰造工学ᐇ㦂Ⅰ

応用数学

情報処理Ⅰ

数学基礎演習Ⅱ

ᆅ学Ⅱ

化学Ⅱ

ᆅᇦ⎔ቃㄪᰝᐇ習Ⅰ ᆅᇦ⎔ቃㄪᰝᐇ習Ⅱ

職業ᣦᑟ論

᭷機ᮦᩱ工学

ᮦᩱリサイクル

☜⋡統計学

英語基礎演習Ⅱ

生物学ᐇ㦂

⎔ቃ計 学

⎔ቃエネル䜼ーኚ᥮工学

物理学基礎演習Ⅱ

化学基礎演習Ⅰ 化学基礎演習Ⅱ

⎔ቃ๰造工学ᴫ論Ⅰ ⎔ቃ๰造工学ᴫ論Ⅱ

学工理⟶ー䜼ルネエ

情報処理Ⅱ

コミュニケーションス䜻ル

構造ຊ学Ⅱ ⎔ቃ構造タ計法

習ᐇ学㔞 学㔞 

⎔ቃඹ生๰造論

⎔ቃリ䝰ート䝉ンシング

エネル䜼ープ䝻䝉スシステムタ計

෌生ྍ⬟エネル䜼ー工学

✵間๰造学

ᛌ適ᛶ๰造学Ⅰ

ᮦᩱຊ学

ᛌ適ᛶ๰造学Ⅱ

⎔ቃ文化論

⎔ቃ๰造タഛ学Ⅰ

⎔ቃ䝬ネジ䝯ント

⎔ቃ๰造タഛ学Ⅱ

ᅵተᆅୗỈởᰁ学

アー䝞ンデ䝄イン

⎔ቃ法

༞業研究・༞業ไస

ᘓタ᪋工学

インターンシップ ゼミナール

ᘓタ法つ

⎔ቃ㓄៖๰造タ計学

ඹ
通

エ
ネ
ル
䜼

・
㈨
※
ᚠ
⎔

構造ຊ学Ⅰ

化学工学

学工ቃ⎔Ỉ学析分ቃ⎔

⎔ቃ倫理

デ䝄イン図法

自由科目選択科目選択必修科目必修科目

データサイエンス・AI入門

論ቃ⎔ー䜼ルネエ ┬エネル䜼ー学

データサイエンス・AI応用基礎Ⅰ データサイエンス・AI応用基礎Ⅱ
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部門 分㔝 ⣽目
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㈨※ᚠ⎔学
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↓機ᮦᩱ合ᡂ工学 分㞳⢭〇工学

⎔ቃ生ែ工学
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Ⅱ学計タ造๰ቃ⎔ఫᒃⅠ学計タ造๰ቃ⎔ఫᒃ学計タ造๰ቃ⎔ఫ

技術者倫理

授業科目履修系統図
（2024年度入学生から適用）

3年 4年
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中国語Ⅳ

ドイツ語Ⅱ
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1年
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人文科学基礎Ⅰ

体育科学Ⅳ

国際関係論
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中国語Ⅲ

前期後期

英語コミュニケーションⅢ

体育科学Ⅲ
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アジア文化論Ⅰ
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中国語Ⅱ

フランス語Ⅱ

基礎ゼミナールⅠ

社会科学基礎Ⅰ

日本国憲法

国際経済論

心理学文学

物理学ᐇ㦂Ⅰ

ᆅ学Ⅰ

物理学基礎演習Ⅰ

物理学Ⅱ物理学Ⅰ

ᆅ学ᐇ㦂Ⅰ

化学ᐇ㦂Ⅰ

数学基礎演習Ⅰ

物理学ᐇ㦂Ⅱ

化学ᐇ㦂Ⅱ

生物学
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英語コミュニケーションⅠ

ドイツ語Ⅰ

フランス語Ⅰ

物理学演習

中国語Ⅰ

人文科学基礎Ⅱ

社会科学基礎Ⅱ

微分積分Ⅱ
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専
門
教
育
部
門
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理
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学
基
礎
科
目

英語基礎演習Ⅰ

理工学ᴫ論
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化学Ⅰ

⎔
ቃ
ඹ
生

人
間
活
動
⎔
ቃ

ඹ
通

そ
の
他

⎔ቃ๰造工学ᐇ㦂Ⅰ

応用数学

情報処理Ⅰ

数学基礎演習Ⅱ

ᆅ学Ⅱ

化学Ⅱ

ᆅᇦ⎔ቃㄪᰝᐇ習Ⅰ ᆅᇦ⎔ቃㄪᰝᐇ習Ⅱ

職業ᣦᑟ論

᭷機ᮦᩱ工学

ᮦᩱリサイクル

☜⋡統計学

英語基礎演習Ⅱ

生物学ᐇ㦂

⎔ቃ計 学
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物理学基礎演習Ⅱ

化学基礎演習Ⅰ 化学基礎演習Ⅱ

⎔ቃ๰造工学ᴫ論Ⅰ ⎔ቃ๰造工学ᴫ論Ⅱ
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構造ຊ学Ⅱ ⎔ቃ構造タ計法
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⎔ቃリ䝰ート䝉ンシング
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༞業研究・༞業ไస
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ネ
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㈨
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⎔ቃ倫理
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自由科目選択科目選択必修科目必修科目
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10）建ங学科

学位授与方針
%JQMPNa PPMJDZ

　建築学科は、本学立学の精神と本学科人材養成目的に基づき、以下の要件ʀ①、②、③を満たす学生に対して卒業を認定し、学士（工学）
の学位を授与します。

①෯広い教養と語学力を身につけ、それらに裏ଧちされた広い視野と高いྙ理観をもって社会の発展に貢献する意ࢤと、それを実現す
るための能力を有する。

②建築分野に必要な工学の基礎知識と芸術の感性を身につけ、居住性・安全性・審美性・環境調和性を重視した空間創造の基本的能力
を有する。

③生֔にわたり主体的、自立的に探究する能力を身につけ、さらに、社会において課題解決に向けて協ಇして取り組むことのできる能
力を有する。

教育課程ฤ成方針
CVSSJDVMVN PPMJDZ

　建築学科は、卒業認定・学位授与の方針に示す能力を身につけさせるため、教養教育と専門教育より構成される教育課程を編成します。
ೋつの分野において一定数以上の単位の修得を義務付け、建築学の࿮を超えた深い知識・理解を身につけるための෯広い学修を求めます。

①教養教育は、外国語、体育科学、人文科学、社会科学等の教養科目と数学、物理学、化学、技術者ྙ理等の理工学基礎科目により編
成される。これらの科目を学ぶことにより専門分野を超えた෯広い視野とྙ理観を養うと共に、専門教育に進む上で欠くことのでき
ない知識を養うことができるようにする。

②専門教育では、基礎から応用への順次性を保ちながら、科目相互を体系的に編成している。講義科目と、それに関連する設計・演習・
実験・実習が有機的に結びついた授業を実施することにより、建築学の各専門分野に関する基礎知識と芸術の感性を身につけること
ができるようにする。また、各学生の適性や将来の進路に応じて、必要な分野の専門知識を深めるとともに、卒業後に取得が望まし
い国家資格に対応できる十分な基礎力を修得できるようにする。

③教養教育と専門教育を通して、能動的学修の要素を取り入れた教育を用意すると共に、設計・演習・実験・実習科目により、さまざ
まな課題に対する解決力・応用力を養う。卒業研究・卒業制作等では、自主性やコミュニケーション能力を養い、一級建築士等の技
術者として生֔にわたり活かすことのできる総合的学修と創造的思考力がഓわれるようにする。

④シラバスに示した内容に基づいて厳格に成績評価して単位認定する。学生個別の成績表にもそれを記載して学修指導や各種順位づけ
に利用できるようにする。成績や学修態度を総合的に判断して指導する体制を整え、学生が各自の達成度と将来計画に応じた学修を
進めることができるようにする。

入学ऀ受入れ方針
AENJTTJPO PPMJDZ

　建築学科の卒業認定・学位授与の方針を理解し、高等学校等での学習を通して、次のような能力・意欲を身につけている人を受入れま
す。

①大学での学修の基礎となる高等学校教育の内容をݎ実に修得し、建築学の専門分野を学ぶために必要な数学、理科および英語の高い
基礎学力を有する。

②数学、理科および英語の基礎学力を活用して、自ら問題を発見しその解決に向けて探究し、成果等を表現するための基本となる思考
力・判断力・表現力等を有する。

③建築学科が重視する居住性・安全性・審美性・環境調和性を重視した空間創造にڵຯを持ち、主体性を持って多様な人々と協力して、
建築技術者として社会貢献する意欲を有する。

01

02

03

建築学科の人材養成目的
その他の教育研究上の目的
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教育方針
　建築学は，人間社会の生活環境をつくるのに必要とされる工学・技術・芸術の総合的な学問を体系づけ，ັ力的で安全性・機能性・経済

性を重視した快適な空間創造を学ぶ分野です。建築を学ぶ学生は，広い視野で総合的に事象を見分ける目を持ち，知識や技術にภることなく，

文化や芸術にも造ܮを深め，必要な知性や感性を身につけることが؊要です。建築学科は，このような工学性と芸術性をもつ優れた生活環

境や文化的環境の空間原理を追求し創造する術を学び，「ものづくり」に感動できる教育を実現します。カリキュラムは，学生の知的ح޷心

をܹࢗし，建築技術者や建築家として必要な基礎知識や新しい高度な建築技術を追求する意欲と，人間や社会との関わりについての深いಎ

察力と高度な見識を身につけ，建築分野が担うべき社会的な役割に貢献しうる人材の育成を目指しています。

　本学科では，以下のような教育・指導を行います。

˔理工学基礎科目群と建築に関わる各分野の専門科目群による指定科目で，十分な基礎能力と専門能力を養います。

˔少人数でのワークショップやゼミナールをはじめ，各授業科目でも教員と学生間や学生グループ内でのワークを課し，建築に携わる者と

しての社会性やコミュニケーション能力およびプレゼンテーション能力を養成します。

˔科目毎の授業計画を授業の始めに説明します。同時に科目毎の౸達目標を示し，成績の評価基準も明確にします。成績評価は，評価基準

に従って厳正に行われますが，それぞれの科目の౸達目標の達成レベルは，学生諸܅自身で自己評価してもらいます。

˔自主的な学習態度を身に付けてください。与えられた課題をこなすだけの受身的な学習ではなく，自ら進んで積極的に学習してください。
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ᘓ⠏学科　ᘓ⠏学ᇶ♏䝥䝻䜾䝷䝮　教育課程一覧表

前 後 前 後 前 後 前 後

  英語コミュニケーションⅠ      1 2 ●

  英語コミュニケーションⅡ      1 2 ●

  英語コミュニケーションⅢ      1 2 ●

  英語コミュニケーションⅣ      1 2 ●

  プラクティカル･イングリッシュⅠ      1 2

  プラクティカル･イングリッシュⅡ      1 2

  ドイツ語Ⅰ      1 2 P１

  ドイツ語Ⅱ      1 2 P２

  ドイツ語Ⅲ      1 2 P３

  ドイツ語Ⅳ      1 2 P４

  フランス語Ⅰ      1 2 P１

  フランス語Ⅱ    1 2 P２

  フランス語Ⅲ    1 2 P３

  フランス語Ⅳ    1 2 P４

  中国語Ⅰ    1 2 P１

  中国語Ⅱ    1 2 P２

  中国語Ⅲ      1 2 P３

  中国語Ⅳ      1 2 P４

  体育科学Ⅰ      1 2 ●

  体育科学Ⅱ      1 2 ●

  体育科学Ⅲ      1 2 ●

  体育科学Ⅳ      1 2 ●

  人文科学基礎Ⅰ      2 2 ● Ｐ５

  人文科学基礎Ⅱ      2 2 ● Ｐ６

  社会科学基礎Ⅰ      2 2 ● Ｐ５

  社会科学基礎Ⅱ      2 2 ● Ｐ６

  アジア文化論Ⅰ      2 2 ● Ｐ７

  アジア文化論Ⅱ      2 2 ● Ｐ８

  欧米文化論Ⅰ      2 2 ● Ｐ７

  欧米文化論Ⅱ      2 2 ● Ｐ８

　国際関係論      2 2 Ｐ９

  文学      2 2 Ｐ９

  日本国憲法      2 2 ● Ｐ９

　国際経済論      2 2 Ｐ10

  心理学      2 2 Ｐ10

  基礎ゼミナールⅠ      1 2

  基礎ゼミナールⅡ      1 2

　職業ᣦᑟ論      2 2 ●

外国人留学生にかかわる日本語科目

　日本語Ⅰ 2 2 2

　日本語Ⅱ 2 2 2

　日本語Ⅲ 2 2 2

　日本語Ⅳ 2 2 2

　日本語Ⅴ 2 2 2

外国人留学生のみ
履修が可能

選
択
必
修
科
目

グ
ル
ー

プ

総

合

基

礎

部

門

1  年自由

科目

2  年 3  年 教職
課程

学芸員
課程

総
合
基
礎
部
門

摘          要

毎  週  授  業  時  間  数部

門

系 授    業    科    目    名

 単 位 数

必修

科目

選択

必修

科目

選択

科目

4  年

202４ 年度入学　建ங学科　教育課程一覧表
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ᘓ⠏学科　ᘓ⠏学ᇶ♏䝥䝻䜾䝷䝮　教育課程一覧表

前 後 前 後 前 後 前 後

選
択
必
修
科
目

グ
ル
ー

プ

1  年自由

科目

2  年 3  年 教職
課程

学芸員
課程

摘          要

毎  週  授  業  時  間  数部

門

系 授    業    科    目    名

 単 位 数

必修

科目

選択

必修

科目

選択

科目

4  年

  ᚤศ✚ศⅠ 2 2

　ᚤศ✚ศⅡ 2 2

  ⥺ᙧ௦数Ⅰ 2 2

  ⥺ᙧ௦数Ⅱ 2 2

  ≀理学Ⅰ 2 2 ● ● 　

  ≀理学Ⅱ 2 2 ● ● 　

　≀理学₇⩦ 1 2 ●

　≀理学ᐇ㦂Ⅰ 1 2 ● ●

　≀理学ᐇ㦂Ⅱ 1 2 ● ●

  化学Ⅰ 2 2 ● ● 　

  化学Ⅱ 2 2 ● ●

  化学ᐇ㦂Ⅰ 1 2 ● ●

　化学ᐇ㦂Ⅱ 1 2 ● ●

　ᆅ学Ⅰ 2 2 ● ●

　ᆅ学Ⅱ 2 2 ● ●

　ᆅ学ᐇ㦂Ⅰ 1 2 ● ●

　ᆅ学ᐇ㦂Ⅱ 1 2 ● ●

　生≀学 2 2 ● ●

　生≀学ᐇ㦂 1 2 ● ●

　理ᕤ学ᴫ論 2 2 ●

　ᢏ⾡⪅೔理 2 2 ● ● 　

　コン䝢ュー䝍ーリテラシー 2 2 ● ● 　

　䝕ー䝍䝃イ䜶ンス䞉㻭㻵ධ門 2 2

　数学基礎₇⩦Ⅰ 1 2

　数学基礎₇⩦Ⅱ 1 2

　≀理学基礎₇⩦Ⅰ 1 2

　≀理学基礎₇⩦Ⅱ 1 2

　化学基礎₇⩦Ⅰ 1 2

　化学基礎₇⩦Ⅱ 1 2

　英語基礎₇⩦Ⅰ 1 2

　英語基礎₇⩦Ⅱ 1 2

  ᘓ⠏ィ⏬ᴫ論 2 2 ●

  ᘓ⠏ィ⏬Ⅰ 2 㻵 2 ●

  ᘓ⠏ィ⏬Ⅱ 2 㻵 2 ●

  ᘓ⠏ィ⏬Ⅲ 2 㻵 2 ●

　インテリア䝕䝄イン 2 㻵 2 ● 㽢

  㒔ᕷィ⏬     2 㻵㻵㻵 2 ●

  ఫ⎔ቃィ⏬     2 㻵 2 ●

  ᘓ⠏法つ⾜ᨻ 2 2 ●

　ᆅᇦィ⏬ 2 㻵㻵㻵 2 ●

  䝕䝄イン基礎Ⅰ 2 㻵㻵 4 ● 㽢

  䝕䝄イン基礎Ⅱ 2 㻵㻵 4 ● 㽢

　㻯㻭㻰䝕䝄イン     2 㻵㻵㻵 4 ● 㽢

  基本✵間䝕䝄インⅠ 2 㻵㻵 4 ● 㽢

  基本✵間䝕䝄インⅡ 2 㻵㻵 4 ● 㽢

  ᘓ⠏䝕䝄インⅠ     2 㻵㻵 4 ● 㽢

  ᘓ⠏䝕䝄インⅡ 2 㻵㻵 4 ●

  ᘓ⠏ྐᴫ論 2 2 ●

  すὒᘓ⠏ྐ     2 㻵 2 ●

  日本ᘓ⠏ྐ     2 㻵 2 ●

  ㏆௦ᘓ⠏ྐ 2 㻵 2 ●

　アジアᘓ⠏ྐ 2 㻵 2 ●

ᑓ

門

教

育

部

門

Ṕ
ྐ
䞉
ព
໶

理

ᕤ

学

基

礎

科

目

ィ
⏬

202４ 年度入学　建ங学科　教育課程一覧表
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ᘓ⠏学科　ᘓ⠏学ᇶ♏䝥䝻䜾䝷䝮　教育課程一覧表

前 後 前 後 前 後 前 後

選
択
必
修
科
目

グ
ル
ー

プ

1  年自由

科目

2  年 3  年 教職
課程

学芸員
課程

摘          要

毎  週  授  業  時  間  数部

門

系 授    業    科    目    名

 単 位 数

必修

科目

選択

必修

科目

選択

科目

4  年

  ᘓ⠏⎔ቃᴫ論 2 2 ●

  ᘓ⠏⎔ቃᕤ学     2 㻵㻵㻵 2 ●

  ᘓ⠏⎔ቃ≀理 2 㻵㻵㻵 2 ●

  ᘓ⠏⎔ቃィ⏬     2 㻵㻵㻵 2 ●

  ᘓ⠏⎔ቃᐇ㦂     2 㻵㻵㻵 4 ● 㽢

  ᘓ⠏タഛᴫ論 2 2 ●

  ᘓ⠏タഛᕤ学Ⅰ     2 㻵㻵㻵 2 ●

  ᘓ⠏タഛᕤ学Ⅱ     2 㻵㻵㻵 2 ●

　㒔ᕷ⎔ቃ䝕䝄イン 2 㻵㻵㻵 2 ● 㽢

  ᵓ㐀ຊ学ᴫ論 2 2 ●

  ᵓ㐀ຊ学Ⅰ 2 2 ●

  ᵓ㐀ຊ学Ⅱ     2 㻵㻵㻵 2 ●

  ᵓ㐀ຊ学Ⅲ     2 㻵㻵㻵 2 ●

  ᘓ⠏ᵓ㐀ᴫ論 2 2 ●

  ᘓ⠏ᵓ㐀ィ⏬ 2 2

　ᘓ⠏ᵓ㐀タィ 2 㻵㻵㻵 2 ●

　ᘓ⠏ྛ✀ᵓ㐀Ⅰ     2 㻵㻵㻵 2 ●

　ᘓ⠏ྛ✀ᵓ㐀Ⅱ     2 㻵㻵㻵 2 ●

　ᘓ⠏ᵓ㐀䝕䝄イン Ⅰ     2 㻵㻵㻵 2 ●

　ᘓ⠏ᵓ㐀䝕䝄イン Ⅱ     2 㻵㻵㻵 2 ●

  ᘓ⠏ᵓ㐀ᐇ㦂 2 㻵㻵㻵 4 ● 㽢

  ⪏㟈ᕤ学     2 㻵㻵㻵 2 ●

  㒔ᕷ㜵⅏     2 㻵㻵㻵 2 ●

  ᘓ⠏ᮦᩱᴫ論 2 2 ●

  ᘓ⠏ᮦᩱ     2 㻵㻵㻵 2 ●

　ᘓ⠏ᮦᩱᐇ㦂 2 㻵㻵㻵 4 ● 㽢

　ᘓ⠏生⏘ᴫ論 2 2 ●

　ᘓ⠏生⏘Ⅰ     2 㻵㻵㻵 2 ●

  ᘓ⠏生⏘Ⅱ 2 㻵㻵㻵 2 ●

  ᘓ⠏⥔ᣢಖ඲     2 㻵㻵㻵 2 ●

  ᘓ⠏ᛂ⏝数学     2 2 ●

  䝽ークショップ     1 4 㽢

  タィ総合₇⩦ 1 㽢ఇᬤ㞟中

  イン䝍ーンシップ 1 䕧 㽢ఇᬤ㞟中

  ゼミナールⅠ 1 2 㽢

  ゼミナールⅡ 1 2 㽢

  ༞業◊✲䞉༞業ไస 4 䠆 䠆 㽢

　䝕ー䝍䝃イ䜶ンス䞉㻭㻵ᛂ⏝基礎Ⅰ 2 2

　䝕ー䝍䝃イ䜶ンス䞉㻭㻵ᛂ⏝基礎Ⅱ 2 2

㽢㻦　௚学部䞉௚学科履修୙可
䠆㻦　༞業◊✲䞉༞業ไసの毎週時間数䛿䚸前ᮇ4時間䚸後ᮇ4時間䜢᭱ప᮲௳䛸䛩る䚹
　　　ྛ科目䛿䚸学生౽ぴ䜔授業ィ⏬᭩㻔シラ䝞ス㻕に䜘䜚䚸෌履修生ཬ䜃௚学科䞉௚学部履修生の履修時間ᖏ䜔
　　　᪤修ᚓ科目➼の履修᮲௳が䛒䜚䜎䛩䚹
䕧䠖イン䝍ーンシップ䛿୺䛸䛧䛶ఇᬤ㞟中にᐇ᪋䛩る䚹

䛭
の
௚

ᘓ
⠏
総
合

⎔
ቃ
䞉
タ
ഛ

ᮦ
ᩱ
䞉
生
⏘

ᵓ
㐀

2

ᑓ

門

教

育

部

門

202４ 年度入学　建ங学科　教育課程一覧表
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1 ɽ履修登録での留意事項
　「理工学部教育課程」および「履修等に関する規定」をख़読のうえ，履修登録をしてください。

　自由科目，他学部履修科目および単位互換に関するแ括協定により他大学で履修した科目の修得単位は進級，卒業研究着手条件および卒

業に必要な単位数に算入されません。

　他学科で修得した専門教育部門の授業科目の修得単位は，専門教育部門の選択科目の進級，卒業研究着手条件および卒業に必要な選択科

目の単位数として算入されます。

2 ɽ進ڃの৚件
１ ）１ 年次から 2年次への進級について

　１年次終了までに 22 単位以上を修得していること。

2）2年次から 3年次への進級について

　2年次終了までに ６2 単位以上を修得していること。

3 ɽ卒業研究のண手৚件
　3年次終了までに（過年度生においては卒業研究着手までに）９0 単位以上修得し，当該年度に卒業可能見込みであること。

４ ɽ卒業の要件
　卒業に必要な単位数は次のとおりです。

部　　門 項　　目 単　　位

総 合 基 礎 部 門

選 択 必 修 科 目 １ 0 単位　　

選 択 科 目 １ 0 単位以上

計 2 0 単位以上

専 門 教 育 部 門

必 修 科 目 2 8 単位　　

選択必修科目

理 工 学 基 礎 科 目 １ 0 単位　　

Ⅰ グ ル ー プ 　　 ４ 単位　　

Ⅱ グ ル ー プ 　　 8 単位　　

Ⅲ グ ル ー プ 2 ６ 単位　　

選 択 科 目 2 8 単位以上

計 １ 0 ４ 単位以上

合　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計 １ 2 ４ 単位以上

※本学科の卒業要件は一級建築士およびೋ級・໦造建築士の受験資格要件を満たしています。
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【参考】建ங࢜試験の受験資格要件
・令和 2 年 3 月 １ 日より改正建築士法が施行されました。卒業後すぐに実務経験なしで一級建築士試験の受験が可能となり，2 年以上の設計
や工事監理，建築確認等の実務経験をもって免許登録が可能となります。

・一級建築士試験の受験には，①〜⑨の分類合計 30 単位以上の修得が必要です。免許登録には，①〜⑩の総計 ６0 単位以上を修得した場合，
卒業後に 2年以上の実務経験が必要です。

・ೋ級・໦造建築士試験の受験には，①〜⑨の分類合計 １0 単位以上の修得が必要です。免許登録には，①〜⑩の総計 ４0 単位以上を修得し
た場合，実務経験は不要です。

・実務経験は，設計や工事監理・建築確認等の業務を行うことが前提ですが，大学院のインターンシップ科目の修得単位で認定を得ること
も可能です。本学大学院理工学研究科建築学専攻においては，「実践インターンシップ」科目および関連科目の所定修得単位数により １ 〜
2年の実務経験が得られます。

建ங࢜試験受験資格の分類別必要単位数とࢦ定科目

分類別必要単位数 指定科目
ೋ級建築士・໦造建築士 一級建築士 科目名 単位数

①建築設計੡図（3単位以上） ①建築設計੡図（７単位以上）

デザイン基礎Ⅰ
デザイン基礎Ⅱ
基本空間デザインⅠ
基本空間デザインⅡ
建築デザインⅠ
建築デザインⅡ

2
2
2
2
2
2

②〜④
建築計画、建築環境工学又は
建築設備（2単位以上）

②建築計画（７単位以上）

建築計画概論
建築計画Ⅰ
建築計画Ⅱ
建築計画Ⅲ
住環境計画
インテリアデザイン
建築史概論
日本建築史
近代建築史
西༸建築史
アジア建築史

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

③建築環境工学（2単位以上）
建築環境概論
建築環境工学
建築環境計画
建築環境実験

2
2
2
2

④建築設備（2単位以上）
建築環境物理
建築設備概論
建築設備工学Ⅰ
建築設備工学Ⅱ

2
2
2
2

⑤〜⑦
構造力学、建築一般構造又は
建築材料（3単位以上）

⑤構造力学（４単位以上）

構造力学概論
構造力学Ⅰ
構造力学Ⅱ
構造力学Ⅲ
଱震工学

2
2
2
2
2

⑥建築一般構造（3単位以上）

建築構造概論
建築各種構造Ⅰ
建築各種構造Ⅱ
建築構造計画
建築構造デザインⅠ
建築構造デザインⅡ
建築構造設計
建築構造実験

2
2
2
2
2
2
2
2

⑦建築材料（2単位以上）
建築材料概論
建築材料
建築材料実験

2
2
2

⑧建築生産（１単位以上） ⑧建築生産（2単位以上）
建築生産概論
建築生産Ⅰ
建築生産Ⅱ

2
2
2

⑨建築法規（１単位以上） ⑨建築法規（１単位以上） 建築法規行政 2

⑩その他（適ٓ） ⑩その他（適ٓ）

都市環境デザイン
建築維持保全
地域計画
都市防災
CADデザイン
都市計画

2
2
2
2
2
2

※試験等の詳細問合せ先：（ࡒ）建築技術教育普及センター（http://www.jaeic.or.jp/）
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部門 系

䠖ఇᬤ㞟中

䠖ఇᬤ㞟中

㒔ᕷ㜵⅏

物理学ᐇ㦂Ⅱ

ᆅ学ᐇ㦂Ⅰ ᆅ学ᐇ㦂Ⅱ　

技術者倫理

生物学ᐇ㦂　

CADデ䝄イン

ᘓ⠏⎔ቃ工学

ᆅ学Ⅰ　

ᘓ⠏タഛᴫ論

理
工
学
基
礎
科
目

理工学ᴫ論　

数学基礎演習Ⅰ 数学基礎演習Ⅱ

物理学基礎演習Ⅰ 物理学基礎演習Ⅱ

英語基礎演習Ⅱ

化学ᐇ㦂Ⅰ 化学ᐇ㦂Ⅱ　

人文科学基礎Ⅰ

英語コミュニケーションⅢ

中国語Ⅱ

微分積分Ⅱ

体育科学Ⅱ

英語コミュニケーションⅡ

ドイツ語Ⅱ

フランス語Ⅱ

体育科学Ⅲ

フランス語Ⅲ

Ⅱ学化Ⅰ学化

微分積分Ⅰ

線形代数Ⅱ

プラクティカルイングリッシュⅡ

前期後期

社会科学基礎Ⅰ

人文科学基礎Ⅱ

体育科学Ⅰ

フランス語Ⅰ

中国語Ⅰ

英語コミュニケーションⅠ

ドイツ語Ⅰ

理工学部 ᘓ⠏学科（１～４年）

期後期前

プラクティカルイングリッシュⅠ

授業科目履修系統図
（2024年度入学生から適用）

3年

前期

4年

後期前期

1年

総
合
基
礎
部
門 アジア文化論Ⅱ

ドイツ語Ⅲ

アジア文化論Ⅰ

欧米文化論Ⅰ

2年

中国語Ⅲ

後期

ᘓ⠏計⏬Ⅲ

国際経済論

欧米文化論Ⅱ

ᘓ⠏計⏬Ⅱ

職業ᣦᑟ論

体育科学Ⅳ

英語コミュニケーションⅣ

ドイツ語Ⅳ

フランス語Ⅳ

中国語Ⅳ

国際関係論

ᘓ⠏計⏬ᴫ論

基礎ゼミナールⅠ

ᆅ学Ⅱ　

基礎ゼミナールⅡ

ᘓ⠏計⏬Ⅰ

化学基礎演習Ⅱ

物理学演習

生物学　

物理学Ⅱ

社会科学基礎Ⅱ 心理学文学

日本国憲法

専
門
教
育
部
門

ᮦ
ᩱ
࣭

⏕
⏘

ᘓ
⠏
⥲
ྜ

そ
の
他

デ䝄イン基礎Ⅰ

線形代数Ⅰ

物理学Ⅰ

物理学ᐇ㦂Ⅰ

英語基礎演習Ⅰ

化学基礎演習Ⅰ

ᵓ
㐀

ワークショップ

ᘓ⠏法つ⾜ᨻ

㏆代ᘓ⠏ྐ

Ⅰンイ䝄デ⠏ᘓⅡンイ䝄デ間✵本基

構造ຊ学ᴫ論

デ䝄イン基礎Ⅱ

ᘓ⠏構造ᴫ論 ᘓ⠏構造計⏬

ᘓ⠏ᮦᩱᐇ㦂

ᆅᇦ計⏬

㒔ᕷ⎔ቃデ䝄イン

アジアᘓ⠏ྐ日本ᘓ⠏ྐ

ᘓ⠏⎔ቃ物理

計
⏬

Ṕ
ྐ
・

ព
໶

⎔
ቃ
࣭
タ

ഛ

ᘓ⠏⎔ቃ計⏬

ᘓ⠏⎔ቃᴫ論

ఫ⎔ቃ計⏬⏬計ᕷ㒔

ྐ⠏ᘓὒす論ᴫྐ⠏ᘓ

基本✵間デ䝄インⅠ

ᘓ⠏ྛ✀構造Ⅰ

Ⅲ学ຊ造構Ⅱ学ຊ造構Ⅰ学ຊ造構

ᘓ⠏ྛ✀構造Ⅱ

ᘓ⠏構造タ計

ᘓ⠏構造デ䝄インⅠ

ᘓ⠏構造デ䝄インⅡ

༞業研究䡡༞業ไస

ᘓ⠏応用数学

インターンシップ

タ計総合演習

඲ಖᣢ⥔⠏ᘓⅡ⏘生⠏ᘓⅠ⏘生⠏ᘓ論ᴫ⏘生⠏ᘓ

ゼミナールⅠ ゼミナールⅡ

ᘓ⠏構造ᐇ㦂

⪏㟈工学

ᘓ⠏⎔ቃᐇ㦂

ᘓ⠏デ䝄インⅡ

インテリアデ䝄イン

ᘓ⠏タഛ工学Ⅰ ᘓ⠏タഛ工学Ⅱ

コンピューターリテラシー

自由科目選択科目選択必修科目必修科目

データサイエンス・AI入門　

ᩱᮦ⠏ᘓ論ᴫᩱᮦ⠏ᘓ

データサイエンス・AI応用基礎Ⅰ データサイエンス・AI応用基礎Ⅱ



2 ― 121

S

E

Z

O

M

T

R

C

K

A

部門 系

䠖ఇᬤ㞟中

䠖ఇᬤ㞟中

㒔ᕷ㜵⅏

物理学ᐇ㦂Ⅱ

ᆅ学ᐇ㦂Ⅰ ᆅ学ᐇ㦂Ⅱ　

技術者倫理

生物学ᐇ㦂　

CADデ䝄イン

ᘓ⠏⎔ቃ工学

ᆅ学Ⅰ　

ᘓ⠏タഛᴫ論

理
工
学
基
礎
科
目

理工学ᴫ論　

数学基礎演習Ⅰ 数学基礎演習Ⅱ

物理学基礎演習Ⅰ 物理学基礎演習Ⅱ

英語基礎演習Ⅱ

化学ᐇ㦂Ⅰ 化学ᐇ㦂Ⅱ　

人文科学基礎Ⅰ

英語コミュニケーションⅢ

中国語Ⅱ

微分積分Ⅱ

体育科学Ⅱ

英語コミュニケーションⅡ

ドイツ語Ⅱ

フランス語Ⅱ

体育科学Ⅲ

フランス語Ⅲ

Ⅱ学化Ⅰ学化

微分積分Ⅰ

線形代数Ⅱ

プラクティカルイングリッシュⅡ

前期後期

社会科学基礎Ⅰ

人文科学基礎Ⅱ

体育科学Ⅰ

フランス語Ⅰ

中国語Ⅰ

英語コミュニケーションⅠ

ドイツ語Ⅰ

理工学部 ᘓ⠏学科（１～４年）

期後期前

プラクティカルイングリッシュⅠ

授業科目履修系統図
（2024年度入学生から適用）

3年

前期

4年

後期前期

1年

総
合
基
礎
部
門 アジア文化論Ⅱ

ドイツ語Ⅲ

アジア文化論Ⅰ

欧米文化論Ⅰ

2年

中国語Ⅲ

後期

ᘓ⠏計⏬Ⅲ

国際経済論

欧米文化論Ⅱ

ᘓ⠏計⏬Ⅱ

職業ᣦᑟ論

体育科学Ⅳ

英語コミュニケーションⅣ

ドイツ語Ⅳ

フランス語Ⅳ

中国語Ⅳ

国際関係論

ᘓ⠏計⏬ᴫ論

基礎ゼミナールⅠ

ᆅ学Ⅱ　

基礎ゼミナールⅡ

ᘓ⠏計⏬Ⅰ

化学基礎演習Ⅱ

物理学演習

生物学　

物理学Ⅱ

社会科学基礎Ⅱ 心理学文学

日本国憲法

専
門
教
育
部
門

ᮦ
ᩱ
࣭

⏕
⏘

ᘓ
⠏
⥲
ྜ

そ
の
他

デ䝄イン基礎Ⅰ

線形代数Ⅰ

物理学Ⅰ

物理学ᐇ㦂Ⅰ

英語基礎演習Ⅰ

化学基礎演習Ⅰ

ᵓ
㐀

ワークショップ

ᘓ⠏法つ⾜ᨻ

㏆代ᘓ⠏ྐ

Ⅰンイ䝄デ⠏ᘓⅡンイ䝄デ間✵本基

構造ຊ学ᴫ論

デ䝄イン基礎Ⅱ

ᘓ⠏構造ᴫ論 ᘓ⠏構造計⏬

ᘓ⠏ᮦᩱᐇ㦂

ᆅᇦ計⏬

㒔ᕷ⎔ቃデ䝄イン

アジアᘓ⠏ྐ日本ᘓ⠏ྐ

ᘓ⠏⎔ቃ物理

計
⏬

Ṕ
ྐ
・

ព
໶

⎔
ቃ
࣭
タ

ഛ

ᘓ⠏⎔ቃ計⏬

ᘓ⠏⎔ቃᴫ論

ఫ⎔ቃ計⏬⏬計ᕷ㒔

ྐ⠏ᘓὒす論ᴫྐ⠏ᘓ

基本✵間デ䝄インⅠ

ᘓ⠏ྛ✀構造Ⅰ

Ⅲ学ຊ造構Ⅱ学ຊ造構Ⅰ学ຊ造構

ᘓ⠏ྛ✀構造Ⅱ

ᘓ⠏構造タ計

ᘓ⠏構造デ䝄インⅠ

ᘓ⠏構造デ䝄インⅡ

༞業研究䡡༞業ไస

ᘓ⠏応用数学

インターンシップ

タ計総合演習

඲ಖᣢ⥔⠏ᘓⅡ⏘生⠏ᘓⅠ⏘生⠏ᘓ論ᴫ⏘生⠏ᘓ

ゼミナールⅠ ゼミナールⅡ

ᘓ⠏構造ᐇ㦂

⪏㟈工学

ᘓ⠏⎔ቃᐇ㦂

ᘓ⠏デ䝄インⅡ

インテリアデ䝄イン

ᘓ⠏タഛ工学Ⅰ ᘓ⠏タഛ工学Ⅱ

コンピューターリテラシー

自由科目選択科目選択必修科目必修科目

データサイエンス・AI入門　

ᩱᮦ⠏ᘓ論ᴫᩱᮦ⠏ᘓ

データサイエンス・AI応用基礎Ⅰ データサイエンス・AI応用基礎Ⅱ
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ᶚɽ理޻学部のٕ術ऀ教育について

ࣾձの要੥に応͑，国際ࣾձに通用する理޻学部のJA#&&教育

　JABEE（Japan Accreditation Board for Engineering Education：日本技術者教育認定機構）は，大学などの高等教育機関で実施さ

れている技術者教育プログラム（すなわち，学生の皆さんが受講する授業や学習の内容，教育環境など）が，社会の要求水準を満たし，かつ

国際的にも通用する質の高い水準であるかどうかを，公平・客観的に審査・評価し，要求水準を満たしている技術者教育プログラムに対して

認定を行う機関です。したがって，JABEEの認定を取得した技術者教育プログラムは，社会の要求水準を満たし，かつ国際的にも通用する質

の高い教育プログラムであるということが保証され，その教育プログラムを受けて社会へ૥立っていく卒業生の質も同時に保証されることに

なります。そのため，JABEEプログラム修了生は FE（Fundamental Engineer）に相当する技術士補の資格が取得できます。

　理工学部材料機能工学科及び社会基盤デザイン工学科では JABEEの認定を受けた技術者教育プログラムを展開しています。

　JABEE 認定を受けるためには，上述のように各学科の教育内容が社会の要求水準を満たし世界的な水準に達していること，かつ，それを

達成するために必要十分な教育手段がとられており，その卒業生の質を保証できることが審査によって証明される必要があります。そのため，

皆さんが毎日取り組むべき学習の量（授業や宿題 , レポートなどによる予習 , 復習）と，その達成度はシラバスに記載されている基準（試験の

採点基準など）により客観的かつ厳ີに評価されます。

　したがって，教育を受けるଆの皆さんの勉学態度には，受け身の姿勢ではなく，自ら求めて行動する主体性・積極性が強く要求されます。

教員も分かりқく，身につく授業を行うように努力をしていますので，学習量などの多さに不満を持たず積極的に取り組み，将来，世界に通

用する技術者になるための基礎作りに努力されることを期待するものです。

1 ɽ名城大学理޻学部の教育理念・教育目標
　名城大学理工学部では，下記に示す「教育理念」，「教育目標」を定め，それを目指した教育を実施しています。これは FD（Faculty

Development）および JABEE認定基準の一つである学習・教育目標の設定に深く関わりを持っています。

　JABEE の目指す教育システムでは，これらの「教育理念」，「教育目標」の実現に向けて，ઈえず改善を重ねながら努力することが求め

られています。具体的には，P ＝ Plan（計画立案），D ＝ Do（実施・運用），C ＝ Check（定期的な点検），A ＝ Act（処置・改善）の

PDCA というサイクル（デミングサイクル）を॥環させる手順を継続的に実施することにより，システムの向上を目指すことが求められて

います。

　真の教育は，教育を実施するଆからの一方通行だけで成り立つものではなく，教育を受けるଆの積極的な勉学態度があってॳめて成り立

つものです。このように，教育を実施するଆと教育を受けるଆの૒方向のಇきかけのもとで，PDCA のサイクルを通じて真の教育改善が行

われるものと考えています。学生の皆さんにあっては，向上心・チャレンジ精神・大きなເ・高いࢤ・強い意思をもって何事にもねばり強

く取り組む姿勢を持ち，社会からの要求に応えることができる実力を備えた，国際的にも通用する人材として成長されることを希望します。

1�1　教育理念

（ １）科学技術者である前に，相互に信པしあえる一人の人間として，人間性の向上をઈえずࢤ向し，人類の෱ࢱと世界の平和に貢献でき

る人材を育成します。

（ 2）科学技術創造立国を支える，基礎学力を備えた世界に通用する専門知識とその応用力を持った人材を育成します。

（ 3）グローバルな観点から，自然との共生を常に意識し，科学技術者としての社会的責任を自覚した，社会から信པされる人材を育成し

ます。

1�2　教育目標

（ １）　教養๛かな人間性を育てる教育

（ 2）　日本語および英語コミュニケーション能力の向上を目指す教育

（ 3）　技術者ྙ理，環境ྙ理をഓう教育

（ ４）　課題探究能力，問題解決能力，デザイン能力，総合力と解ੳ力を育てる教育

（ 5）　１９2６ 年開学の伝統と実績に立٭し，ى業家精神を育てる教育
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2 ɽ日本ٕ術ऀ教育認定制度について
　JABEE とは日本技術者教育認定機構（Japan Accreditation Board for Engineering Education）のུ称で，技術系学協会とີ接に

連携しながら技術者教育プログラムの審査・認定を行う非政෎団体のことです。JABEE による認定制度は，大学等の高等教育機関の工農

理系学科で行われている技術者教育プログラムについて，教育の内容と成果が社会の要求する水準を満たしているかどうかを公平に評価し，

一定の基準を満たしている教育プログラムを認定する専門認定（Professional Accreditation）制度です。

2�1　日本ٕ術ऀ教育認定基準について

　JABEEでは，大学などの高等教育機関において技術教育を行っているプログラムは，認定基準 １ から ４をすべて満たしていることが求

められ，それを根ڌとなる資料等で説明しなければなりません。なお，ここでいう技術者とは，研究開発を含む広い意ຯでの技術の専門

職に携わる者のことです。

　例えば，基準 １は次のように定められています。

基準 １　学習・教育౸達目標の設定と公開

１.１　自立した技術者૾の設定と公開・周知

　プログラムは，育成しようとする自立した技術者૾を公開し，プログラムに関わる教員及び学生に周知していること。この技術者

૾は，技術者に対する社会の要求や学生の要望に配慮の上，プログラムの伝統，資源，及び修了生の活躍が想定される分野等を考慮

して定められていること。

１.2　学習・教育౸達目標の設定と公開・周知

　プログラムは，プログラム修了生全員がプログラム修了時に確実に身につけておくべき知識・能力として学習・教育౸達目標を定め，

公開し，かつ，プログラムに関わる教員及び学生に周知していること。この学習・教育౸達目標は，自立した技術者૾（認定基準 １.１）

への標（しるべ）となっており，下記の知識・能力観点（̰）〜（̸）を水準を含めて具体化したものを含み，かつ，これらの知識・

能力観点に関して個別基準に定める事項が考慮されていること。

（̰）地球的視点から多面的に物事を考える能力とその素養

（̱）技術が社会や自然に及΅す影響や効果，及び技術者の社会に対する貢献と責任に関する理解

（̲）数学，自然科学及び情報技術に関する知識とそれらを応用する能力

（̳）当該分野において必要とされる専門的知識とそれらを応用する能力

（̴）種々の科学，技術及び情報を活用して社会の要求を解決するためのデザイン能力

（̵）論理的な記述力，口಄発表力，討ٞ等のコミュニケーション能力

（̶）自主的，継続的に学習する能力

（̷）与えられた制約の下で計画的に仕事を進め，まとめる能力

（̸）チームで仕事をするための能力

2�2　JA#&&認定プログラム修ྃ生について

　JABEE 認定プログラムの修了生（卒業生）は � 修習技術者 � として，国家試験である技術士第一次試験が免除され，技術士補として日

本技術士会に登録することができます。修習技術者は ４ 年間の指導技術士の下での実務経験を経て，技術士第ೋ次試験を受けることがで

きます。

　さらに JABEE は，工学教育を含む技術者教育の国際的相互承認の一つであるワシントン協定に正式加ໍしていますので，認定プログ

ラムの修了生は国際的に通用する技術者として認められることになります。
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出య：公益社団法人日本技術士会ホームページ

技術士資格取得までの仕組み「添付資料」

https://www.engineer.or.jp/c_topics/000/attached/attach_83_１.pdf

3 ɽ理޻学部におけるJA#&&教育
　材料機能工学科，社会基盤デザイン工学科では JABEEに対応した技術者教育プログラムを展開しています。

　下表において，JABEEの認定を受けたプログラムは˕印で示してあります。これらのプログラムの履修方法は学科によって異なりますの

で，詳しくは ᶙɽ各学科の教育課程一覧表 のページを参照してください。

JA#&&教育プログラム

学　科　名 プ　ロ　グ　ラ　ム　名

材料機能工学科 ˕材料機能工学科【平成 20 年度認定】

社会基盤デザイン工学科 ˕社会基盤デザイン工学科【平成 １７ 年度認定】

※各プログラムの選択時期，選択方法は各学科のทを参照してください。

（注）なお，各学科ともに，

１．JABEE認定プログラムの修了生は，技術士一次試験が免除され，「修習技術者」になるとともに，日本技術士会の定める手続に従っ

て登録することにより，「技術士補」となることが可能です。

2．JABEE認定プログラムから同学科の他のプログラムへの変更は原則として認められません。したがって，プログラムの選択にあたっ

ては，当該学科の担当教員から詳しく説明を受けてください。

ˑ ࢦ定された教育課程

技術士法第 3１ 条の 2，第 2項における，

「大学その他の教育機関における課程であって科学技術に関するもののうち，その修了が第一次試験の合格と同等であるものとし

て文部科学大ਉが指定したもの」について，

日本技術者認定機構（JABEE）認定コースを文部科学大ਉが指定しています。
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４ ɽͦのଞの関連事項
（ １）編入学，転学部，転学科した後の JABEE認定プログラムの選択について

ฤ入学の場合

˕　所属または修了学科・コースが JABEE認定されている場合

　編入学合格後，

　①　願書の提出

　②　出身大学または高等専門学校の授業計画書・シラバス（授業内容）の提出

　③　出身大学または高等専門学校の成績証明書の提出

　④　書類審査および面接

　を経て適格と認められた場合，JABEE認定プログラムの履修が可能となります。

˕　所属または修了学科・コースが JABEE認定されていない場合

　編入学合格後，

　①　願書の提出

　②　出身大学または高等専門学校の授業計画書・シラバス（授業内容）の提出

　③　出身大学または高等専門学校の成績証明書の提出

　④　書類審査

　⑤　面接およびط得単位の認定試験等

　を経て適格と認められた場合，JABEE認定プログラムの履修が可能となります。

　追補　面接および単位認定試験等の細部は別に定め公表します。

転学部の場合

　理工学部以外に在学し転学部試験に合格後，JABEE認定プログラムの履修をࢤ望する場合

　①　願書の提出

　②　転学部前の単位修得証明書または成績証明書を提出

　③　面接およびプログラム指定科目についての同一名称あるいは同種科目のط得単位認定試験等を経て適格と認められた場合の

み履修が可能となります。

　追補 １　ここでいうプログラム指定科目とは JABEE認定プログラムで必要とされ指定した科目を指します。

　追補 2　面接および修得単位の認定試験等の細部は別に定め公表しますが，原則として試験は JABEE認定プログラムで指定している

科目で行います。

転学科の場合

˕　JABEE認定された所属学科のプログラムから，JABEE認定されている他学科のプログラムの履修をࢤ望する場合

　①　願書の提出

　②　成績証明書の提出

　③　面接およびط得単位の認定試験等

　を経て水準に達していると認められた場合のみ転学科先のプログラムの履修が可能となります。

得単位の認定ط　

　①　転学科先のプログラムで，プログラム指定科目となっている総合基礎部門の科目および理工学基礎科目のط得単位は，原則

として単位認定されます。

　②　転学科先のプログラム指定科目の単位をすでに他学科履修で修得している場合，原則として転学科先のプログラム指定科目

の単位として認定されます。

　③　①，②以外の場合はط得単位の認定試験等で単位認定を行います。

˕　JABEE認定されていない学科・プログラムから，JABEE認定されている学科・プログラムの履修をࢤ望する場合

　①　願書の提出

　②　成績証明書の提出
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　③　面接およびط得単位の認定試験等

　を経て水準に達していると認められた場合のみ転学科先のプログラムの履修が可能となります。

修得単位の認定ط　

　①　転学科先のプログラムで，プログラム指定科目となっている総合基礎部門の科目および理工学基礎科目のط得単位は，原則

として単位認定されます。

　②　転学科先のプログラム指定科目の単位をすでに他学科履修で修得している場合，原則として転学科先のプログラム指定科目

の単位として認定されます。

　③　①，②以外の場合はط得単位の認定試験等で単位認定を行います。

追補 １　ここでいうプログラム指定科目とは JABEE認定プログラムで必要とされ指定した科目を指します。

追補 2　面接およびط得単位の認定試験等の細部は別に定め公表しますが，原則として試験は JABEE認定プログラムで指定している

科目で行います。

　（注）編入学・転学部試験に合格した後，JABEE 認定プログラムの履修を希望する場合，ࢤ望プログラムの教育方針・目標等をख़読

し当該学科に相談してください。

　（ 2）他大学で修得した単位のプログラム指定科目の単位としての認定について

　本学が協定を結んでいる外国の大学および愛知学長懇話会単位互換制度に加ໍしている他大学などで修得した単位の取り扱いは，当

該学科で確認してください。
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1ɽ名城大学学ଇ（抜粋）

ୈ1ষ　૯　　ଇ

　（目的）
ୈ 1 ৚　本大学は、教育基本法及び学校教育法の規定するところ

に従い、学術の中心として、深く専門の教育研究を行い、合わ
せて広汎な教養をഓい、創造的な知性と๛かな人間性を備えた
有能な人材を養成するとともに学術・文化の進展に寄与するこ
とを目的とする。

　（自己評価等）
ୈ 2 ৚　本大学は、その教育研究水準の向上を図り、本大学の目

的及び社会的使໋を達成するため、教育研究活動等の状況につ
いて自ら点検及び評価を行い、その結果を公表する。

②　前項の点検、評価等に関することは、別に定める。
③　第 １ 項の点検及び評価の結果については、本大学の職員以外

の者による検証を行う。
　（情報のੵۃ的な提供）
ୈ 2 ৚の 2　本大学における教育研究活動等の状況については、

。行物への掲載等によって、積極的に情報の提供を行うץ

ୈ 2 ষ　組　　৫

　（学部）
ୈ 3 ৚　本大学に、次の学部及び学科を置く。

法　 学　 部　　法学科
経 営 学 部　　経営学科、国際経営学科
経 済 学 部　　経済学科、産業社会学科
理 工 学 部　　 数学科、電気電子工学科、材料機能工学

科、応用化学科、機械工学科、交通機械
工学科、メカトロニクス工学科、社会基
盤デザイン工学科、環境創造工学科、建
築学科

農　 学　 部　　生物資源学科、応用生物化学科、
生物環境科学科

薬　 学　 部　　薬学科
都市情報学部　　都市情報学科
人 間 学 部　　人間学科
外国語学部　　国際英語学科
情報工学部　　情報工学科

②　前項の各学部及び学科の収容定員は、別表第１のとおりとする。
　（学部の人ࡐのཆ成に関する目的）
ୈ 3 ৚の 2　前条に定める学部ごとの人材の養成に関する目的そ

の他の教育研究上の目的に関しては、以下のように定める。
（ １  ）法学部は、法的思考及び法的素養を修得させることによ

り、社会のみならず自己に対する客観的な視点を持ち、正義
感とྙ理観を݉ね備えて、自分で考え判断することのできる
人材の養成を目的とする。

（ 2  ）経営学部は、国際感覚に෋み、෯広い教養に支えられた
経営諸科学の理論的・実践的能力を社会の多様なྖ域で発ش
する人材の養成を目的とする。

（ 3  ）経済学部は、経済という一つの窓を通じて社会を見つめ、
多様化・複雑化する社会にॊೈに対応できる自立的人間の養
成を目的とする。

（ ４  ）理工学部は、෯広い素養を備え、社会に通用する専門知
識とその応用力を持ち、科学技術者として自らの手で新しい
分野を創造的に切り拓いてゆく人材の養成を目的とする。

（ 5  ）農学部は、生໋科学、食料・健康科学、環境科学を基盤
とした෯広い専門的学識を有し、ಎ察力、創造力および実践
力を備え、社会に貢献できる人材の養成を目的とする。

（ ６  ）薬学部は、薬学の確かな知識、技能とともに、生໋のଚさを
知り、๛かな人間性とྙ理観をもち、人々の健康と෱ࢱの向上
に貢献できる人材の養成を目的とする。

（ ７  ）都市情報学部は、サービスサイエンスの観点から、都市
に関する総合的知識とバランス感覚をซせ持ち、まちづくり
や組৫経営に関する様々な課題を分ੳし、解決する人材の養
成を目的とする。

（ 8  ）人間学部は、人間性へのಎ察を中֩にすえた広い視野と
深い教養を持ち、๛かな人間性に裏ଧちされ、国際的な෣台
でも活躍できるコミュニケーション能力と行動力を備えた人
材の養成を目的とする。

（ ９  ）外国語学部は、国際化の推進を理念とし、グローバリゼー
ションが深化する世界において求められる実践的なコミュニ
ケーション力を有し、国境をӽえて活躍できる、以下に掲げ
る能力を備えた人材の養成を目的とする。
①グローバル化社会の最前線で活躍できる英語の運用能力を

有した人材
②アジアをはじめとする海外の事情に通じ、異文化や国際社

会に対して深い理解力を持った人材
③日本の歴史、文化、社会を深く理解し、日本の立場や事情

を世界に発信する能力を備え、グローバル化社会を切り
開いて行くことができる人材

（ １0）情報工学部は、෯広い素養を備え、社会に通用する情報
工学の専門知識とその応用力を持ち、情報技術者として自ら
の手で新しい分野を創造的に切り拓いてゆく人材の養成を目
的とする。

　（大学院）
ୈ ４ ৚　本大学に、大学院を置く。
②　大学院に関することは、別に定める。
　（専攻科）
ୈ ５ ৚　本大学に、専攻科を置く。
②　専攻科に関することは、別に定める。
　（附属施設等）
ୈ ６ ৚　本大学に、次の教育研究の施設等を置く。
（ １  ）研究所
（ 2  ）農学部附属農場
（ 3  ）その他附属施設等
②　教育研究の施設等に関することは、別に定める。
　（附属図書館）
ୈ 7 ৚　本大学に、附属図書館を置く。
②　附属図書館に関することは、別に定める。

ୈ 3 ষ　学年・学期及び休業日

　（学年）
ୈ 12 ৚　学年は、４ 月 １ 日に始まり、翌年 3 月 3１ 日に終わる。
　（学期）
ୈ 13 ৚　学年を次の 2 学期に分ける。
　　　前期　４ 月 １ 日から ９ 月 １3 日まで
　　　後期　９ 月 １４ 日から翌年 3 月 3１ 日まで
　（休業日）
ୈ 1４ ৚　休業日は、次のとおりとする。
（ １  ）日曜日
（ 2  ）国民の祝日に関する法律（ত和 23 年法律第 １７8 号）に定
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める休日
（ 3  ）夏季休業日　8 月上旬から ９ 月 １3 日まで
（ ４  ）冬季休業日　１2 月下旬から翌年 １ 月上旬まで
（ 5  ）春季休業日　2 月上旬から 3 月 3１ 日まで
②　必要がある場合、前項に定めるもののほか、休業日を定め、

又は変更することができる。

ୈ ４ ষ　修業年限及び在学年限

　（修業年限）
ୈ 1５ ৚　学部の修業年限は、４ 年とする。ただし、薬学部にお

いては、６ 年とする。
　（在学年限）
ୈ 1６ ৚　学生は、8 年を超えて在学することはできない。ただし、

第 22 条又は第 23 条の規定により入学又は転学部等が許可され
た者の在学年限は、別に定める。

②　前項の規定にかかわらず、薬学部の在学年限は、１2 年とする。

ୈ ５ষ　入　　学

　（入学の時期）
ୈ 17 ৚　本大学の入学の時期は、毎年 ４ 月とする。ただし、第

１0 章及び第 １１ 章に定めるものについては、学期の始めとする
ことができる。

　（入学資格）
ୈ 18 ৚　本大学に、入学できる者は、次の各号の １ に該当する

者とする。
（ １  ）高等学校又は中等教育学校を卒業した者
（ 2  ）通常の課程による １2 年の学校教育を修了した者
（ 3  ）外国において学校教育における １2 年の課程を修了した者

又はこれに準ずる者で、文部科学大ਉの指定したもの
（ ４  ）文部科学大ਉが高等学校の課程と同等の課程を有するも

のとして認定した在外教育施設の当該課程を修了した者
（ 5  ）専修学校の高等課程（修業年限が 3 年以上であることそ

の他文部科学大ਉが定める基準を満たすものに限る。）で文
部科学大ਉが別に指定するものを文部科学大ਉが定める日以
後に修了した者

（ ６  ）文部科学大ਉの指定した者（ত和23年文部省告示第４７号）
（ ７  ）高等学校卒業程度認定試験規則による高等学校卒業程度

認定試験に合格した者（旧規程による大学入学資格検定に合
格した者を含む。）

（ 8  ）高等学校に 2 年以上在学した者又はこれに準ずる者で文
部科学大ਉの指定したものであって、本大学において、数学
の分野における特に優れた資質を有し、かつ、高等学校を卒
業した者と同等以上の学力があると認めた者

（ ９  ）学校教育法第 ９0 条第 2 項の規定により大学に入学した者
であって、当該者をその後に入学させる大学において、大学
における教育を受けるにふさわしい学力があると認めた者

（１0）本大学において、個別の入学資格審査により、高等学校を
卒業した者と同等以上の学力があると認めた者で、１8 にࡀ
達した者

　（ฤ入学・転入学及び再入学）
ୈ 22 ৚　次の各号の １ に該当する者で、編入学、転入学又は再

入学（以下「編入学等」という。）をࢤ願する者については、
選考のうえ、相当年次に編入学等を許可する。

（ １  ）大学を卒業した者又は退学した者
（ 2  ）୹期大学、高等専門学校、旧国立工業教員養成所又は国

立養護教諭養成所を卒業した者

（ 3  ）専修学校の専門課程（修業年限が 2 年以上、総授業時数
が １,７00 時間以上であるものに限る。）を修了した者（ただし、
学校教育法第 ９0 条第 １ 項に規定する大学入学資格を有する
者に限る。）

（ ４  ）学校教育法施行規則附則第 ７ 条に定める従前の規定によ
る高等学校、専門学校एしくは教員養成諸学校等の課程を修
了、又は卒業した者

（ 5  ）高等学校の専攻科の課程（修業年限が 2 年以上であるこ
とその他の文部科学大ਉの定める基準を満たすものに限る。）
を修了した者（ただし、学校教育法第 ９0 条第 １ 項に規定す
る大学入学資格を有する者に限る。）

　（転学部等）
ୈ 23 ৚　転学部・転学科・コース変更（以下「転学部等」という。）

をࢤ願する者については、選考のうえ、当該の学部、学科、コー
スの相当年次に転学部等を許可する。

ୈ ６ষ　教育課程・履修方法等

　（教育課程）
ୈ 2４ ৚　教育課程は、各授業科目を必修科目、選択科目及び自

由科目とし、選択科目については、学修方法により選択必修科
目又は選択科目に区分する。

②　前項に定める教育課程は、各年次に配当して編成するものと
する。

③　授業科目、単位数及び卒業要件は、別表第 2 及び各学部履修
要項のとおりとする。

④　第 ４3 条及び第 ４４ 条で定める外国人留学生及び帰国子ঁとし
て入学した者については、前項別表第 2 に規定する授業科目の
ほか、別表第 3 に定める授業科目を置く。

⑤　第 ４４ 条の 2 に定める交換留学生として入学した者について
は、別表第 2 に規定する授業科目のほか、別表第 3 の 2 に定め
る授業科目を置く。

⑥　履修方法に関することは、別に定める。
　（教育内容等のվળ）
ୈ 2４ ৚の 2　本大学は、授業の内容及び方法の改善を図るため

の組৫的な研修及び研究を行う。
②　前項の研修及び研究に関することは、別に定める。
　（単位）
ୈ 2５ ৚　授業科目の単位は、次の各号の基準によるものとする。
（ １  ）講義及び演習については、１5 時間から 30 時間までの授業

時間をもって １ 単位とする。
（ 2  ）実験、実習及び実技については、30 時間から ４5 時間まで

の授業時間をもって １ 単位とする。
②　前項の規定にかかわらず、卒業論文、卒業研究、卒業制作等

の授業科目については、これらの学修の成果を評価して単位を
与えることができる。

　（単位の授与）
ୈ 2６ ৚　授業科目を履修し、試験に合格した者には、所定の単

位を与える。
　（入学前のط修得単位等の認定）
ୈ 27 ৚　教育上有益と認めるときは、本大学の第 １ 年次に入学

した者が、入学前に、次の教育施設等（外国の大学を含む。）
において行った学修及び修得した単位を、大学設置基準に定め
るところにより、本大学が定める授業科目を履修して修得した
ものとみなし、６0 単位を超えない範囲で認定することができる。

（ １  ）大学又は୹期大学
（ 2  ）୹期大学又は高等専門学校の専攻科
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（ 3  ）文部科学大ਉの定めるもの
　（本大学以外における修得単位等の認定）
ୈ 28 ৚　学生が、本大学以外の教育施設等で行った学修及び修

得した単位の認定は、前条の規定を準用する。
②　前項の修得したものとみなす単位数は、第 2７ 条により修得

したものとみなす単位数と合わせて ６0 単位を超えない範囲で
認定することができる。

　（ฤ入学等及び転学部等の単位等の認定）
ୈ 2９ ৚　編入学等及び転学部等をした学生のطに履修した授業

科目及び修得した単位は、各学部において認定する。
　（ଟ༷なメディアを高度に利用して行う授業）
ୈ 2９ ৚の 2　本大学は、文部科学大ਉが別に定めるところにより、

多様なメディアを高度に利用して行う授業を教室等以外の場所
で履修させることができる。

　（成績）
ୈ 30 ৚　履修科目の成績は、秀（S）、優（Ａ）、良（Ｂ）、可（Ｃ）

及び不可（Ｆ）の 5 種の評語をもって表わし、秀（S）、優（Ａ）、
良（Ｂ）及び可（Ｃ）を合格とする。　　　

ୈ 7ষ　休学・転学・留学・ୀ学等

　（休学）
ୈ 31 ৚　疾病その他やむを得ない理由により、3 月以上修学す

ることができない者は、学部教授会のٞを経て、学部長の許可
を得て休学することができる。

②　休学期間は、１ 年以内とする。ただし、特別の理由がある場
合は、１年を限度として、休学期間の延長を認めることができる。

③　休学期間は、通算して ４ 年を超えることができない。
④　休学期間は、在学年限に算入しない。
　（෮学）
ୈ 32 ৚　休学期間中にその理由が消໓したときは、学部教授会

のٞを経て、学部長の許可を得て復学することができる。
　（転学）
ୈ 33 ৚　他の大学に入学又は転入学をࢤ願する者は、学部長に

願い出て、あらかじめその許可を得なければならない。
　（留学）
ୈ 3４ ৚　外国の大学又は୹期大学で学修することをࢤ願する者

は、学部長の許可を得て留学することができる。
②　留学期間は、第 38 条に定める在学期間に含めることができ

る。
　（ୀ学）
ୈ 3５ ৚　疾病その他やむを得ない理由により、退学しようとす

る者は、学部教授会のٞを経て、学長の許可を得て退学するこ
とができる。

　（除੶）
ୈ 3６ ৚　次の各号の １ に該当する者は、学部教授会のٞを経て、

学長が除籍する。
（ １  ）第 １６ 条に定める在学年限を超えた者
（ 2  ）第 3１ 条に定める休学期間を超えてなお修学できない者
（ 3  ）学費を納入しない者
（ ４  ）その他成業の見込みがないと認められる者
　（෮੶）
ୈ 37 ৚　前条により除籍された者で復籍しようとするものは、

学部教授会のٞを経て、学長の許可を得て復籍することができ
る。ただし、前条第 １ 号により除籍された者は除く。

ୈ 8ষ　卒業及び学位の授与

　（卒業及び学位の授与）
ୈ38৚　次の各号の１に該当する者には、学部教授会のٞを経て、

学部長が卒業を認定し、学長は、学士の学位を授与する。
（ １  ）本大学に ４ 年以上在学し、第 2４ 条に定める １2４ 以上の単

位を修得した者
（ 2  ）本大学に 3 年以上在学し、別に定める要件を満たした者

ୈ ９ষ　教職課程及び学芸員課程

　（教育職員免許状の取得）
ୈ 3９ ৚　教育職員免許状を取得しようとする者は、教育職員免

許法及び同施行規則に定める単位を修得しなければならない。
②　教職課程に関する授業科目、単位数、履修方法等は、別表第

４ のとおりとする。
　（教育職員免許状の種類）
ୈ ４0 ৚　本大学において、所定の単位を修得した者は、別表第 5

の教育職員免許状を取得することができる。
　（学芸員資格の取得）
ୈ ４0 ৚の 2　学芸員の資格を取得しようとする者は、博物館法

及び同施行規則に定める単位を修得しなければならない。
②　学芸員課程に関する授業科目及び単位数は、別表第 ６ のとお

りとする。
　（教員免許状更৽講習）
ୈ ４0 ৚の 3　本大学において、教育職員免許法に基づく教員免

許状更新講習を開設することができる。
②　教員免許状更新講習に関することは別に定める。

ୈ 10 ষ　科目等履修生及び研究生

　（科目等履修生）
ୈ ４1 ৚　本大学において、授業科目につき履修することをࢤ願

する者については、教育研究に支障のない場合に限り、選考の
うえ、科目等履修生として入学を許可する。

②　授業科目を履修し、試験に合格した者には、所定の単位を与
える。

　（研究生）
ୈ ４2 ৚　本大学において、専門事項につき研究することをࢤ願

する者については、教育研究に支障のない場合に限り、選考の
うえ、研究生として入学を許可する。

ୈ 11 ষ　外国人留学生ɺؼ国ঁࢠ及び交換留学生

　（外国人留学生）
ୈ ４3 ৚　外国人で、大学において教育を受ける目的をもって入

国し、本大学に入学をࢤ願する者については、選考のうえ、外
国人留学生として入学を許可する。

（ঁࢠ国ؼ）　
ୈ ４４ ৚　帰国子ঁで、本大学に入学をࢤ願する者については、

選考のうえ、帰国子ঁとして入学を許可する。
　（交換留学生）
ୈ ４４ ৚の 2　本大学との交流協定及び加ໍ校間の交換留学を推進

する団体との協定に基づき海外の大学から本大学へ派遣された
者は、選考のうえ、交換留学生として入学を許可する。

ୈ 12 ষ　৆　　േ

　（表জ）
ୈ ４５ ৚　学生として表জに価する行為があった者は、学部教授

会及び協ٞ会のٞを経て、学長が表জする。
　（௄戒）



3 ― 6

ୈ ４６ ৚　本大学の規則にҧ反又は学生としての本分に反する行
為をした者は、学部教授会及び大学協ٞ会のٞを経て、学長が
懲戒する。懲戒の手続き等については、別に定める。

②　前項の懲戒の種類は、退学、停学及び܇告とする。
③　前項の退学は、次の各号の １ に該当する場合に行う。
（ １  ）性行不良で改善の見込みがないと認められる者
（ 2  ）本大学のடংをཚし、その他学生としての本分に著しく

反した者

ୈ 13 ষ　ް生施設

　（学生ྈ等）
ୈ ４7 ৚　本大学に、学生寮等を置く。
②　学生寮等に関することは、別に定める。

ୈ 1４ ষ　公開講座

　（公開講座）
ୈ ４8 ৚　市民及び地域社会の教育文化の発展に貢献するため、

本大学に公開講座を開設することができる。
②　公開講座に関することは、別に定める。

ୈ 1５ ষ　学　費　等

　（学費等）
ୈ ４９ ৚　学費等の種類及びその額は、学校法人名城大学の設置

する学校の学費等に関する規則に定めるところによる。

ୈ 1ষ　૯　　ଇ

　（目的）
ୈ 1 ৚　この規程は、名城大学学則（以下「学則」という。）に

定めるもののほか、教務に関する必要な事項を定めることを目
的とする。

ୈ 2ষ　学੶฽及び学生証

　（学੶฽）
ୈ 2 ৚　名城大学（以下「本学」という。）に所定の学籍฽を備え、

その保管は学務センターで行う。
②　学籍฽の記載事項に変更が生じたときは、直ちに、所定の用

紙にその理由を記入のうえ、学部長に届け出なければならない。
　（学生証の交付等）
ୈ 3 ৚　本学に入学した者には、学生証を交付する。
②　学生証の有効期間は、１ 年とする。
③　学生は、学生証に記載された注意事項を遵守しなければなら

ない。
④　学生証の交付の時期、方法等は各学部で定める。

ୈ 3ষ　授業及び履修科目の登録

　（授業）
ୈ４৚　本学における授業は、年度のॳめに、授業科目、曜日、時限、

授業科目を担当する教育職員等を、各学部で承認したものを学
務センターにおいて、授業時間割表により公表し実施する。た
だし、集中講義等については、別にこれを公表し実施すること
がある。

②　交通機関のストライキの実施、暴風警報の発令、災害等の発

生及び大規模地震に関する判定会招集時の授業の取扱いに関す
ることは、別に定める。

　（履修科目の登録）
ୈ ５ ৚　学生は、履修科目として登録することができる単位数に

基づき、その年度又はその学期に履修しようとする授業科目を
選択し、指定された期間内に、履修科目の登録をしなければな
らない。

②　前項の定めるところにより、所定の単位を優れた成績をもっ
て修得した学生については、次年度又は次学期に、前項に定め
る上限を超えて履修科目の登録を認めることができる。

③　次の各号のいずれかに該当した授業科目の履修は無効とする。
（１）未登録の授業科目の履修
（2）同一時間帯に複数の授業科目の履修
に単位を修得した授業科目の履修ط（3）

④　提出された履修届の変更は、学部等で特に認めた場合のほか
は行うことができない。

⑤　その他履修に関する必要なことは、学部等で定める。
　（ଞ学部の授業科目の履修）
ୈ ６ ৚　学生は、所属学部の授業科目のほかに他の学部の授業科

目を履修することができる。
②　他の学部の授業科目の履修を希望する者は、所属学部長を経

て、履修を希望する学部の学部長の許可を得なければならない。
③　履修を許可する授業科目、単位の認定及びその他必要なこと

は、当該両学部で定める。
　（副専攻）
ୈ ６ ৚の 2　学生は、他の学部・学科の授業科目の中から指定さ

れた特定分野の授業科目を副専攻科目として履修することがで
きる。

②　副専攻に関するその他必要なことは、別に定める。
　（ଞ大学の授業科目の履修）
ୈ 7 ৚　学生は、本学の授業科目のほかに「単位互換に関するแ

括協定」に加ໍする大学の授業科目を履修することができる。
②　他大学の授業科目の履修を希望する者は、所定の手続を経て、

科目開設大学の許可を得なければならない。
③　他大学で登録履修できる単位及びその他必要なことは、別に

定める。

ୈ ４ষ　試験・成績・単位認定等

　（試験）
ୈ 8 ৚　試験は、定期試験、追試験及び再試験とする。ただし、

必要があるときは、適ٓ、試験を実施することができる。
②　追試験は、疾病その他やむを得ない理由により、定期試験を

受験できなかった者について、１ 回に限り行う。
③　再試験は、定期試験の結果、不合格になった者について、１

回に限り行うことができる。
④　試験の方法は、筆記又は口述によるものとする。ただし、論

文その他の方法により、これに代えることができる。
　（試験の実施）
ୈ ９ ৚　試験の実施に関することは、学部等で定める。
②　交通機関のストライキの実施、暴風警報の発令、災害等の発

生及び大規模地震に関する判定会招集時の試験の取扱いに関す
ることは、別に定める。

　（受験の資格）
ୈ 10 ৚　受験に必要な手続をしなかった者又は学費を納入しな

かった者は、受験できない。
②　次の各号のいずれかに該当するときは、受験できないことが

2ɽ教　務　規　程
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ある。
（ １  ）授業科目の出席日数が 3 分の 2 に満たないとき
（ 2  ）学生証（所定の受験票を含む。）を提示できないとき
（ 3  ）試験開始後、所定の時間以上遅れたとき
（ ４  ）試験監督者の指示に従わないとき
（ 5  ）試験において不正行為をしたとき
（ ６  ）その他学部等で定める事項にҧ反したとき
　（成績の評価）
ୈ 11 ৚　成績は、１00 点を満点とし、評価は、９0 点以上をＳ、

80 点以上 ９0 点未満をＡ、７0 点以上 80 点未満をＢ、６0 点以上
７0 点未満をＣ、６0 点未満をＦとする。

②　成績評価基準については、次のとおりとする。

評価 基　準 点数
S 授業目標の水準を十分に達成でき、際立っている。 １00 〜 ９0
A 授業目標の水準を十分に達成できている。 8９ 〜 80
B 授業目標の水準を概ね達成できている。 ７９ 〜 ７0
C 授業目標の最低限の水準を達成できている。 ６９ 〜 ６0
F 授業目標の最低限の水準を達成できていない。 5９ 〜 0

　（GPA）
ୈ 11 ৚の 2　履修指導等において、GPA（グレード・ポイント・

アベレージ）による成績評価を用いることができる。
②　GPAの算出方法については、別に定める。
　（成績の通知）
ୈ 12 ৚　成績は、受験者に通知する。
②　通知の時期、方法等に関することは、学部等で定める。
　（不正行為の禁止）
ୈ 13 ৚　試験において、不正行為を行ってはならない。
②　不正行為の取扱いについては、内規をもって定める。
　（単位の認定及び表記）
ୈ 1４ ৚　学則第 2７ 条及び第 28 条に定める単位の認定は、学部

長が行う。
②　再入学、転学部等の学生の入学及び転入前に修得した授業科

目の単位、成績並びに評価の表記は、各学部において認定した
単位数、成績及び第 １１ 条に定める評価又は N の表示をもって
行う。

③　本学以外の教育施設等において行った学修及び修得した単位
のうち、認定した単位及び成績の表記は、単位数の記載と第
１１ 条に定める評価又はNの表示をもって行う。

　（進ڃ）
ୈ 1５ ৚　学生が、上級年次に進級するために必要な単位修得基

準は、学部で定める。
　（ૣ期卒業の要件）
ୈ 1６ ৚　学則第 38 条第 2 号に定める者は、次の要件をすべて満

たした者でなければならない。
（ １  ）3 年以上の在学で、本学の定める卒業要件としての単位を

優秀な成績で修了した者
（ 2  ）学則第 38 条第 2 号に規定する卒業を希望している者

ୈ ５ষ　学੶異動の手続等

　（休学の手続）
ୈ 17 ৚　休学しようとする者は、その理由が生じたときから １

月以内に、所定の用紙にその理由を記入し、保証人連ॺのうえ、
学部長に願い出るものとする。

②　休学期間を延長しようとする者は、前項に定める手続を経な
ければならない。

③　休学を許可された者は、別に定める在籍料を本学の指定する

期間内に納入しなければならない。
　（෮学の手続）
ୈ 18 ৚　復学しようとする者は、所定の用紙にその理由を記入

し、保証人連ॺのうえ、学部長に願い出るものとする。
②　復学の時期は、各学期のॳめとする。ただし、特別の事情が

あるときは、この限りでない。
　（ୀ学の手続）
ୈ 1９ ৚　退学しようとする者は、所定の用紙にその理由を記入

し、保証人連ॺのうえ、学部長を経て、学長に願い出るものと
する。

②　退学の日付は、ط納の授業料等の有効期間内で、教授会の指
定する日とする。

　（再入学の手続）
ୈ 20 ৚　再入学しようとする者は、所定の用紙にその理由を記

入し、保証人連ॺのうえ、学部長を経て、学長に願い出るもの
とする。

②　再入学の出願期間は、退学した翌日から退学した日の 5 年後
の日の属する年度の末日までとする。

③　再入学が許可された者は、別に定める入学金及び授業料等を
本学の指定する期間内に納入しなければならない。

④　再入学の時期は、年度のॳめとする。
　（除੶の日付）
ୈ 21 ৚　除籍の日付は、ط納の授業料等の有効期間内で、教授

会の指定する日とする。ただし、学則第 3６ 条第 ４ 号により除
籍された入学手続完了者で、年度ॳめに学生証を受ྖしない者
の日付は ４ 月 30 日とする。

　（෮੶の手続）
ୈ 22 ৚　復籍しようとする者は、所定の用紙にその理由を記入

し、保証人連ॺのうえ、学部長を経て、学長に願い出るものと
する。

②　復籍の出願期間は、除籍された日の翌日から除籍された日の
5 年後の日の属する年度の末日までとする。

③　復籍が許可された者は、別に定める復籍料及び授業料等を本
学の指定する期間内に納入しなければならない。

④　復籍の時期は、年度のॳめとする。
　（転学部等の手続）
ୈ 23 ৚　転学部等のࢤ願者は、所定の用紙にその理由を記入し、

所属学部長に願い出るものとする。
②　転学部等が許可された者は、別に定める転学部料等及び授業

料等を本学の指定する期間内に納入しなければならない。
③　転学部等の時期は、年度のॳめとする。
④　転学部等の選考方法等に関することは、学部で定める。

ୈ ６ষ　学　位　記

　（学位記）
ୈ 2４ ৚　学位記の日付は、卒業式の日とする。ただし、薬学部

においては、卒業式の日以前の日付とすることができる。
②　年度の中途において、卒業と認定されたときの学位記の日付

は、次の各号のとおりとする。
（１）次の年度の ４ 月 30 日までに、卒業と認定されたときは、

前年度の卒業式の日付とする。
（2）次の年度の １0 月 3１ 日までに、卒業と認定されたときは、

その年度の ９ 月 １3 日の日付とする。
③　学位記は、再交付しない。

ୈ 7ষ　ࡶ　　ଇ
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　（諸証明書の発行）
ୈ 2５ ৚　本学に在籍する者又は在籍した者から求めがあるとき

は、諸証明書を発行することができる。
②　証明書の発行の時期、方法等に関することは、学部等で定め

る。
　（༷ࣜ等）
ୈ 2６ ৚　この規程の施行に必要な様式及び事項は、別に定める。

　（目的）
ୈ 1 ৚　この要項は、名城大学学則（以下「学則」という。）第

４１ 条に定める科目等履修生の取扱いに係る必要な事項を定め
ることを目的とする。

　（資格）
ୈ 2 ৚　名城大学（以下「本大学」という。）の科目等履修生と

してࢤ願できる者の資格は、原則として制限しない。
　（受付の時期）
ୈ 3 ৚　科目等履修生として入学をࢤ願する者の受付の時期は、

学期の始めとする。ただし、集中講義の場合は、この限りでない。
　（手続）
ୈ ４ ৚　科目等履修生として入学をࢤ願する者は、本大学の指定

する期間内に、次の各号に定める書類のほか、別に定める入学
検定料振込証明書を添えて、学務センター、薬学部事務室及び
ナゴヤドーム前キャンパス事務室に願い出るものとする。

（ １  ）科目等履修生入学ࢤ願書（ࢤ願書受付日前 3 月以内にࡱ
影した写真を貼付のこと）

（ 2  ）卒業証明書及び成績証明書
（ 3  ）その他本大学が必要とするもの
　（入学の許Մ）
ୈ ５ ৚　科目等履修生の入学は、授業科目を開講する学部教授会

等のٞを経て、学長が許可する。
　（科目等履修料等）
ୈ ６ ৚　科目等履修生として入学を許可された者は、別に定める

科目等履修料及び実験実習費を本大学の指定する期間内に納入
しなければならない。

②　前項の手続を終えた者には、許可通知書を交付する。
　（科目等履修生証）
ୈ 7 ৚　科目等履修生には、科目等履修生証を交付する。
　（履修期間）
ୈ 8 ৚　科目等履修生の履修期間は、入学を許可された日からそ

の年度の末日までとする。ただし、履修科目が 2 年度にわたり
開講される場合は、この限りでない。

　（授業科目及び単位数）
ୈ ９ ৚　履修を許可する授業科目は、学部教授会等のٞを経て、

学部長が決定する。
②　履修を許可する単位数は、１ 年度につき、30 単位以内（集中

講義によるものも含む。）とする。
　（履修科目の単位の授与等）
ୈ 10 ৚　科目等履修生として履修した科目については、学則第

４１ 条第 2 項により、所定の単位を与える。
②　単位授与のための試験の種類、方法及び結果の通知は、教務

規程の定めるところによる。
③　履修した科目の成績の評価は、学則第 30 条の規定の定める

ところによる。

　（証明書の発行）
ୈ 11 ৚　科目等履修生には、本人の求めにより、単位修得証明

書等を発行することができる。
　（資格の取ফ）
ୈ 12 ৚　履修期間中において本大学の規則等にҧ反し、科目等

履修生としての本分に反する行為をした者は、科目等履修生の
資格を取消すことがある。

　（༷ࣜ）
ୈ 13 ৚　第 ４ 条に定める科目等履修生入学ࢤ願書の様式は、別

に定める。
　（補ଇ）
ୈ 1４ ৚　この要項の施行に関し必要なことは、学務センター長

が定める。
　（準用）
ୈ 1５ ৚　科目等履修生に関し、学則及びこの要項に定めのない

ことについては、正規の学生に関する規定を準用する。

　（目的）
ୈ 1 ৚　この要項は、名城大学学則（以下「学則」という。）第

４2 条に定める研究生の取扱いに係る必要な事項を定めること
を目的とする。

　（資格）
ୈ 2 ৚　名城大学（以下「本大学」という。）の研究生としてࢤ

願できる者の資格は、次の各号のいずれかに該当する者とする。
（ １  ）修業年限 ４ 年以上の大学を卒業した者
（ 2  ）本大学において、前号と同等の学力があると認められた者
　（手続）
ୈ 3 ৚　研究生として入学をࢤ願する者は、本大学の指定する期

間内に、次の各号に定める書類のほか、別に定める入学検定料
振込証明書を添えて、学務センター、薬学部事務室及びナゴヤ
ドーム前キャンパス事務室（以下「学務センター等」という。）
に願い出るものとする。

（ １  ）研究生入学ࢤ願書（ࢤ願書受付日前 3 月以内にࡱ影した
写真を貼付のこと）

（ 2  ）卒業証明書及び成績証明書
（ 3  ）研究を指導する教育職員の承諾書
願する者をࢤ願者が、外国人留学生（外国人留学生としてࢤ　②

含む。）の場合は、前項の書類のほか、次の各号に定める書類
を添えなければならない。

（ １  ）在留カード（写）、एしくは住民票
（ 2  ）学費負担者等及び連絡先を明示した書類
　（入学の許Մ）
ୈ ４ ৚　研究生の入学は、学部教授会のٞを経て、学長が許可する。
　（研究料等）
ୈ ５ ৚　研究生として入学を許可された者は、別に定める研究料

及び実験実習費を本大学の指定する期間内に納入しなければな
らない。

②　前項の手続きを終えた者には、入学許可書を交付する。
　（研究生証）
ୈ ６ ৚　研究生には、研究生証を交付する。
　（研究期間）
ୈ 7 ৚　研究生の研究期間は、原則として １ 年とする。ただし、

後期入学者については、学則第 １3 条に定める後期の期間のみ

3õ 科目等履修生要項

４õ 研究生要項
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も可能とする。なお、研究の必要がある場合は、１ 年以内の延
長をすることができる。

②　研究期間を延長した後、特別の事情により更に研究期間が必
要な場合は、改めて願い出るものとする。

　（Ԇ௕手続）
ୈ 8 ৚　研究期間の延長を希望する者は、研究期間延長願書を学

務センター等に提出するものとする。
②　外国人留学生の場合は、前項の書類のほか、第 3 条第 2 項に

定める書類を添えなければならない。
　（Ԇ௕許Մ）
ୈ ９ ৚　研究期間の延長は、学部教授会のٞを経て、学長が許可

する。
　（研究科目等）
ୈ 10 ৚　学部長は、研究生の専門事項を指定し、研究を指導す

る教育職員を指名するものとする。
　（研究報告書の提出）
ୈ 11 ৚　研究生は、その研究期間の終了に際し、研究報告書を

学部長に提出しなければならない。
　（研究等の証明）
ୈ 12 ৚　研究生は、研究期間及び研究事項に係る証明を求める

ことができる。
　（資格の取ফ）
ୈ 13 ৚　研究期間中において研究生として不適当と認めたとき

は、資格を取消すことがある。
　（༷ࣜ）
ୈ 1４ ৚　第 3 条第 １ 項第 １ 号及び第 8 条第 １ 項に定める願書の

様式は、別に定める。
　（準用）
ୈ 1５ ৚　研究生に関し、学則及びこの要項に定めのないことに

ついては、正規の学生に関する規定を準用する。

ୈ 1ষ　૯　　ଇ

　（目的）
ୈ 1 ৚　この規則は、他に定めるもののほか、学校法人名城大学

の設置する学校の学費及び手数料（以下「学費等」という。）
に関して定めることを目的とする。

　（ద用範囲）
ୈ 2 ৚　この規則は、名城大学大学院、名城大学（以下「大学」

という。）並びに名城大学附属高等学校（以下「高校」という。）
に適用する。

　（学費等の種類）
ୈ 3 ৚　学費の種類は、入学金、授業料、実験実習費、校費、施

設費又は施設維持費及び教職履修費、学芸員履修費、科目等履
修料、研究料、特別ௌ講料並びに在籍料をいう。

②　手数料の種類は、入学検定料、転学部・転学科・コース変更（以
下「転学部等」という。）試験料、追再試験料及び学位審査料、
復籍料、転学部等料並びに各種証明手数料をいう。

ୈ 2ষ　大学の学費等

　（学費等のֹ）
ୈ 3 ৚の 2　学費等の額については、別表第 １ʦ全学共通事項参照ʧ

のとおりとする。

　（৽入学生以外の学費のద用）
ୈ 3 ৚の 3　新入学生以外の者の学費の適用については、次のと

おりとする。
（ １  ）留年者の授業料等

　留年者の授業料、実験実習費、校費及び施設費（以下「授
業料等」という。）は、その者の入学年度のものを適用する。

（ 2  ）復学者の授業料等
　復学者の授業料等は、その者の入学年度のものを適用する。

（ 3  ）復籍者の授業料等
　復籍者の授業料等は、その者を復籍させる対象学年次のも
のを適用する。

（ ４  ）転学部等をした者の授業料等
　転学部等をした者の授業料等は、当該対象の学部・コース・
学科の学年次のものを適用する。

（ 5  ）編入学者及び再入学者の学費
　編入学者及び再入学者の入学金は、入学年度のものを適用
し、授業料等は編入学又は再入学を許可した対象の学部・コー
ス・学科の学年次のものを適用する。

（ ６  ）休学者の在籍料
　休学者は、休学期間中、在籍料を納入するものとする。た
だし、前・後期分いずれかの授業料等が納入されている者に
ついては、その期の在籍料は、徴収しないものとする。

（ ７  ）在籍料の減額
　前号の在籍料は、特に理由がある場合に限り減額すること
ができる。

②　学年の途中で学籍が消໓した者も、学籍が消໓した前日の属
する期の授業料等は、これを納入するものとする。ただし、大
学院博士課程において、特に大学の事情により学位論文の審査
が年度をӽす場合の当該ӽした年度の授業料等は、これを徴収
しないものとする。

　（௕期履修学生制度に係る学費等の特ྫ）
ୈ 3 ৚の ４　大学院修士課程及び博士前期課程並びに博士後期課

程及び博士課程のうち、長期履修を希望した社会人学生が、期
間を୹ॖした場合は、୹ॖした年数の学費総額との差額を徴収
するものとする。

　（学費等のೲ入期限）
ୈ ４ ৚　大学の学費等の納入期限は、次のとおりとする。
（ １  ）入学検定料

　入学検定料は、大学の指定する入学ࢤ願手続期間内に、こ
れを納入しなければならない。

（ 2  ）入学金
　入学金は、大学の指定する入学手続期間内に、これを納入
しなければならない。

（ 3  ）授業料等
ア 新入学生
　新入学生の授業料等のうち、前期分は、大学の指定する入
学手続期間内に、これを納入し、後期分の納入期限は、１0
月 １0 日とする。
イ 在学生
　在学生の授業料等の納入期限は、これを 2 期に分け、毎年
5 月 １0 日及び １0 月 １0 日とする。

　（授業料等のೲ期のԆ期）
ୈ ５ ৚　授業料等は、次の場合、その納期の延期を認めることが

ある。
（ １  ）不慮の事故又は災害等、真にやむを得ない理由がある場合

５ɽ学校法人名城大学の設置する学
校の学費等に関する規ଇ（抜粋）
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（ 2  ）入学手続で分割手続が認められている場合
②　授業料等の納期の延期を願い出る者で、前項第 １ 号に該当す

るものはཏ災証明書等納期の延期を願い出るに足る文書類を添
付し、前項第 2 号に該当するものは所定の延期願により、納入
期限前に、当該学部長に願い出るものとする。

③　納期延期願は、学部長及び学長の承認を経て、経理責任者の
決ࡋを得なければならない。

④　前項により納期の延期を認められた者の納入期限は、延期を
認められた日までとする。

　（学費等の不ฦؐ）
ୈ ６ ৚　طに納入された学費等は、次の場合を除き、事情のいか

んにかかわらず、これを返還しない。
（ １  ）明らかに重複又は超過納入になった分のある場合
（ 2  ）学籍が消໓したとき、当該消໓の日の属する期の次の期

の学費で、前納されていた分のある場合。ただし、新入学生
で入学手続時納入金として納入された学費は、この取扱いを
しない。

（ 3  ）第 8 条の規定により、補助免除となった分のある場合
（ ４  ）特に理事長が、その必要を認めた分のある場合
　（入学等の不許Մ）
ୈ 10 ৚　入学金及び授業料等の所定の額を入学手続期間内に納

入しなかった者は、入学を許可しない。
②　科目等履修生、研究生、大学院法務研究科の研修生、再入学者、

転学部等をした者で、所定の学費等を、指定する期間内に納入し
なかった者は、それぞれの許可を取り消す。

　（除੶手続）
ୈ 11 ৚　授業料等の納入の義務をଵった者は、学則の規定によ

り除籍の手続に付す。
②　前項により除籍の手続に付すときは、それ以前に細則で定め

る督促等必要な手続を経るものとする。
③　休学を許可された者で、所定の在籍料を納入しなかった者に

ついては、第 １ 項中「授業料等」とあるのを「在籍料」と読み
替えるものとする。

　（ະೲによる試験無ޮの手続）
ୈ 12 ৚　納入期限までに授業料等の納入をଵった者は、当該未

納期にかかわる試験無効手続に付す。
②　前項にかかわる試験と授業料等の納入期限の取扱いは、次の

とおりとする。
（１ ）前期試験については、前期分と、その最終の納入期限
（2 ）後期試験については、後期分と、その最終の納入期限
（3 ）通年の学年度末試験については、前期分及び後期分と、

それぞれの最終の納入期限
③　第 １ 項により試験無効の手続に付すときは、細則で定める手

続を経るものとする。

　（目的）
ୈ 1 ৚　この規程は、名城大学（大学院を含む。以下「本学」と

いう。）の学生に対し、奨学制度を設け、その教育の向上に資
することを目的とする。

　（定ٛ及び種類）
ୈ 2 ৚　前条の奨学制度における奨学生は、次の各号で掲げるも

のとする。
（ １  ）学業優秀奨学生

　学業（入学試験成績を含む。）、人物ともに特に優秀な学生
を学業優秀奨学生とし、別表第 １ のとおり奨学金又は記念品
を給付することにより、修学意欲の高揚を図る。

（ 2  ）修学援助奨学生
　学業成績が優秀で修学意欲があるにもかかわらず、経済的
理由により、学業の継続が困難と認められる学生を修学援助
奨学生とし、別表第 2 のとおり援助する。

（ 3  ）特別奨学生
　社会人学生及び交換留学生等の支援、私費外国人留学生で
向学の意ࢤを有し、かつ、学資の軽減を要すると認められる
者に対する援助、並びに学生の教育研究の推進を目的とし、
特別奨学生として別表第 3 のとおり援助する。

（ ４  ）強化クラブ等奨学生
　特に優秀な成績をおさめた学生又は特段に高いスポーツ能
力を持つ学生に対し、ڝ技力の向上を促し、本学のスポーツ
活動の高度化、活性化を図ることを目的として、別表第 ４の
とおり援助する。

②　前項第 １ 号に掲げる学業優秀奨学生の種類は、次のとおりと
する。

（ １  ）大学院学業優秀奨学生
（ 2  ）学業優秀奨励制度
（ 3  ）学業優秀奨学生
（ ４  ）入試成績優秀奨学生
③　第 １ 項第 2 号に掲げる修学援助奨学生の種類は、次のとおり

とする。
（ １  ）修学援助Ａ奨学生
（ 2  ）修学援助Ｂ奨学生
（ 3  ）利子補給奨学生
④　第１項第3号に掲げる特別奨学生の種類は、次のとおりとする。
（ １  ）社会人学生奨学生
（ 2  ）私費外国人留学生Ａ奨学生
（ 3  ）派遣交換留学奨学生
（ ４  ）受入れ交換留学奨学生
（ 5  ）海外研修奨学生
（ ６  ）海外英語研修派遣支援A奨学生
（ ７  ）海外英語研修派遣支援B奨学生
（ 8  ）大学院奨学生
（ ９  ）本学卒業等補助奨学生
（１0）校友会奨学生
（１１）大学推薦による国費外国人留学生奨学生
（１2）海外大学教員学位取得支援奨学生
（１3）日本学術振ڵ会特別研究員奨学生
　（奨学生の資格等）
ୈ 3৚　奨学生の資格、募集期間、給付期間、人数及び給付額は、

別表第 １から別表第 ４までで定める基準によって、これを行う。
②　各種奨学制度は、授業料、実験実習費及び施設費の年額を超

えない範囲で重複可能とする。ただし、大学等における修学の
支援に関する法律（令和ݩ年法律第 8 号。以下「法律第 8 号」
という。）に基づく授業料等減免認定者において、各種奨学制
度は、授業料、実験実習費及び施設費の年額から法律第 8 号に
よる減免額を差し引いた金額を超えない範囲で重複可能とす
る。

③　第 2 条第 ４ 項第 3 号、第 5 号、第 ６ 号、第 ７ 号、第 ９ 号及び
第 １0 号に該当する特別奨学生は、前項の規定にかかわらず、
奨学金の全額を受給することができるものとする。

④　奨学生は、在学期間分に限り奨学金を受給する資格を有する。

６ɽ奨学生規程（抜粋）
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ただし、本学卒業等補助奨学生はこの限りでない。
　（資格の૕ࣦ）
ୈ ５ ৚　奨学生が次の各号のいずれかに該当する場合は、その資

格を失う。
（ １  ）退学又は除籍となったとき
（ 2  ）停学、܇告その他の処分を受けたとき
（ 3  ）提出書類にڏ偽の記載があったとき
　（奨学金のఀ止）
ୈ ６ ৚　第 2条第 ４項第 １号、第 2号及び第 １2号に該当する奨学

生が休学又は留年したときは、奨学金の給付を停止する。ただし、
同項第 2号及び第 １2号に該当する奨学生が、病気その他やむを
得ない理由により留年したときは、この限りではない。

②　第 2 条第 ４ 項第 １１ 号に該当する特別奨学生が休学又は留年
したときは、文部科学省の基準に準じて取扱うものとする。

　（ฦؐ）
ୈ 7 ৚　第 5 条の規定により資格の૕失が決定したときは、当該

年度に交付された奨学金の全部又は一部の返還を໋ずることが
できる。

　（所ঠ業務）
ୈ 8 ৚　この規程に関する業務は、学務センター又は国際化推進

センターにおいて分ঠする。
　（補ଇ）
ୈ ９ ৚　この規程の施行に関し、必要な事項は別に定める。

別表ୈ 1（ୈ 2 ৚ɺୈ 3 ৚関係）
学 業 ༏ ल 奨 学 生

種　類 大学院学業優秀奨学生 学業優秀奨励制度 学業優秀奨学生

資　格 大学院生で、学業成績及び人物優秀者 新 3 年次生で、2 年次までの学業成績及
び人物優秀者（薬学科は新 5 年次生で、
４ 年次までの学業成績及び人物優秀者）

新 ４ 年次生で、3 年次までの学業成績及
び人物優秀者

期　間 当該年度 当該年度 当該年度

人　数 ９0 名 2６0 名 各学科で １名（薬学科は 2 名）

給付額 年額一律 30 万円 3 万円相当の金品 授業料年額の１ö2

内　規
による
成　績
基　準

各研究科による 次の (１) 及び (2) に該当する者
(１) 2 年次までに ６2 単位以上（教職及び
学芸員に関する授業科目、自由科目を除
く。）を、修得している者
薬学科は ４ 年次までに １50 単位以上を、
修得している者
(2) 履修登録科目の平ۉ点が 80 点以上の者

次の (１) 及び (2) に該当する者
(１) 3 年次までに ９3 単位以上（教職及び
学芸員に関する授業科目、自由科目を除
く。）を、修得している者で、卒業見込み
の者（薬学科を除く）
(2) 履修登録科目の平ۉ点が 80 点以上の者

別表ୈ 2（ୈ 2 ৚ɺୈ 3 ৚関係）
修 学 援 助 奨 学 生

種　類 修学援助Ｂ奨学生 利子補給奨学生

資　格 学部生、大学院生で主たる家計支持者（学資負担者）の死亡、
疾病等、又は、火災、風水害等の被害により家計が急変し、
修学の意思があるにもかかわらず、経済的に著しく困難となっ
た者。家計基準及び成績基準は別に定める。

経済的な理由により本学と提携するۜ行（ࡾඛ UFJ ۜ行）の
教育ローンを利用した者

募　集 ６ 月、９ 月、１2 月、2 月 2 月

期　間 当該年度 当該年度

人　数 該当する者全員 該当する者全員

給付額 年額一律 30 万円 当該年度までの学費を限度とする借入額の支払利子に、教育
ローン利用者の年収に応じた給付率（50ˋ又は１00ˋ）を乗じ
た額

内　規
による
家　計
基　準

同一世帯の前年度所得合計額（学資負担者を除く。）から別表に
よる控除後の合計額が 200 万円以下とする。ただし、事業所得
者の前年所得合計額がマイナスの場合は、0 円として計上する。
※別表は窓口で申請書類とともにお౉しいたします。

内　規
による
成　績
基　準

学修意欲があり、学業を継続して確実に修了できる見込みがあ
ること。
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 1ɽ大規模自વ災害ࡁܦ支援奨学生要項
　（目的）
ୈ 1 ৚　この要項は、地震、風水害、火山の෾火等の大規模自然

災害（以下「災害等」という。）により家計が急変し、修学が
困難になった本大学の学生等を対象に特別奨学金を給付して、
経済支援することを目的とする。

　（対象となる災害）
ୈ 2 ৚　対象となる災害等は、災害ٹ助法が適用された災害とす

る。
②　国外の災害等の場合は、外務省による国際緊急援助が行われ

た災害とする。
　（対象ऀ）
ୈ 3 ৚　対象者は、学資負担者が災害ٹ助法適用地域又は外務省

による国際緊急援助が行われた地域に居住しており、次の各号
のいずれかに該当する入学試験の出願者（以下「出願者」とい
う。）又は在学生とする。

（ １  ）学資負担者が死亡（災害発生から ６ ヶ月以内）した者
（ 2  ）学資負担者の住居が半յম以上の被害を受けた者
（ 3  ）学資負担者がո我・疾病により ６ ヶ月以上の入院加療が

必要と診断された者
（ ４  ）学資負担者が失業又は生活費を得るための生産手段（田・

ാ・ళฮ等）にਙ大な被害があった者

②　特別な事情により、学生本人が学資負担者となっているとき
は、前項第 2 号から第 ４ 号までのいずれかに該当する場合も適
用対象とし、この場合には、前項各号の「学資負担者」を「主
たる家計支持者である෕฼」又は「主たる仕送り人である෕฼」
と読み替えることもできるものとする。

　（申੥手続等）
ୈ ４ ৚　申請者は、奨学金を希望する出願者及び在学生とする。
②　出願者は入学センターへ入学願書の出願時に、在学生は学務

センターへ災害発生後 １ 年以内に次に掲げる書類を提出し、学
長へ願い出るものとする。ただし、これによりがたい特別の事
情があると学長が認めた場合は、この限りでない。

（ １  ）大規模自然災害経済支援奨学金給付申請書
（ 2  ）住民票
（ 3  ）成績証明書
（ ４  ）被災状況によって次に該当する書類

ア　学資負担者が死亡による場合　死亡診断書
イ　住居への被害による場合　公的機関が発行する罹災証明書
ウ　学資負担者がո我・疾病による場合　医師又は医療機関

が発行する診断書
エ　学資負担者が失業による場合　事業主が発行する離職証

明書（写）等
オ　学資負担者が生活費を得るための生産手段（田・ാ・ళ

ฮ等）に被害を受けた場合　公的機関が発行する被災証
明書等

（ 5  ）その他本大学が必要とする書類

別表ୈ 3（ୈ 2৚ɺୈ 3৚関係）
特 別 奨 学 生

छ

ྨ

社 会 人 学 生
奨 学 生

私 費 外 国 人
留 学 生
Ａ 奨 学 生

派遣交換留学
奨 学 生

受 入 れ
交 換 留 学
奨 学 生

海 外 研 修
奨 学 生

海 外 英 語 研
修 派 遣 支 援
A 奨 学 生

海 外 英 語 研
修 派 遣 支 援
B 奨 学 生

本 学 卒 業 等
補 助 奨 学 生

校 友 会
奨 学 生

大 学 推 薦
に よ る 国 費
外国人留学生
奨 学 生

資
ɹ
ɹ
ɹ
格

社会人入学試
験により入学し
た学部生

在留資格が「留
学」の私費外国
人留学生で、経
済的に就学困
難であると認め
られる者

交換留学制度
に基づき海外
の大学へ留学
を認められた者
で、人物・学業成
績優秀者、又は
各該当言語の
語学能力検定
試験高得点取
得者

交換留学制度
に基づき本学に
留学を認められ
た者。ただし、୹
期プログラムに
ついては、ࠓ後
協定を締結する
可能性のある
大学の学生を
含む。

本学の大学間
学 術 交 流 協
定（ 条 件を満
たす学部又は
研究科間を含
む。）に基づく海
外研修者で、研
修期間が７日以
上の者。ただし、
人間学部の海
外研修Ⅰは除く。

国際化推進セ
ンターが募集す
る海外英語研
修プログラム又
は学部等と国
際化推進セン
ターによる連携
海外英語研修
プログラムに参
加する者で、学
部等の国際委
員会が実施す
る選考により採
用された者

国際化推進セ
ンターが募集す
る海外英語研
修プログラム又
は学部等と国
際化推進セン
ターによる連携
海外英語研修
プログラムに参
加する者

①本学卒で他
の学部、研
究科へ入学
する者

②本学に籍を
置いた者で
退学ののち、
再度入学す
る者

人物優秀者で
学業成績又は
体育技能優秀
者

文部科学省の
定めに従って大
学から推薦さ
れ、国費外国人
留学生奨学生
に採用された
者

ื
ू

４月 ４〜 5 月、
９〜１0月

随時 随時 随時 学部等の国際
委員会が定める

学部等の国際
委員会が定める

入学時 ４月

ظ

ؒ

入学年度から
通算４年間。

（毎年度更新手
続が必要）

在学中
（毎年度更新手
続が必要）

派遣期間 受入れ期間 当該年度 当該年度 国費外国人留
学生奨学生とし
て採用されてい
る期間

ਓ

਺

該当する者全員 該当する者全員 年間30名以内。
※半年間の交
換留学の場合
は、0.5人分とし
て取り扱う。

①セメスタープ
ログラム
該当者
②୹期プログラ
ム
年間20名以内

該当する者全員 毎年１ 8 0名以
内。

該当する者全員 該当する者全員 校友会が指定
する

在籍者全体で5
名以内

څ
෇
ֹ

授業料及び実
験実習費年額
の１/2

授業料年額の
3/１0

①アジアへの交
換留学
月額４万円
②アジア以外へ
の交換留学
月額６万円

①セメスタープ
ログラム
月額６万円以内
②୹期プログラ
ム
5万円

5万円 20万円又は研
修費用総額の
１ö2のいずれか
少ない額

5万円 入学金の額 校友会が決定
する

入 学 検 定
料 及 び 学 費
（文部科学省の
定める基準に準
じる。）

7ɽͦのଞ奨学生
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③　申請ができるのは、出願者については入学の前年度に災害等
が発生した場合、在学生については在学中に発生した場合に限
るものとする。

　（給付の決定及び通知）
ୈ ５ ৚　学長は、第 3 条の規定に該当する者から、前条に基づく

申請があったときは、被災の内容を学務センター委員会で審ٞ
し、奨学金給付額を決定のうえ、その結果を申請者へ通知する。

　（奨学金給付ֹ）
ୈ ６ ৚　奨学金給付額は、次の各号のいずれかに該当する者に対

して、それぞれの金額を上限として給付することができる。
（ １  ）第 3 条第 １ 項第 １ 号又は第 2 号に該当する者　学費（授

業料・実験実習費・施設費）の年額
（ 2  ）第 3 条第 １ 項第 3 号又は第 ４ 号に該当する者　学費（授

業料・実験実習費・施設費）の年額の １/2 の額
②　被災状況が第 3 条各号のいずれかに該当する出願者について

は、入学検定料、入学金の全額を上限として給付することがで
きる。

　（期間）
ୈ 7 ৚　奨学生の期間は、出願者については災害発生の翌年度か

ら １ 年間、在学生については災害発生の翌期から １ 年間（最終
学年の在学生の場合は、前期に災害が発生した場合は半年間と
し、後期に発生した場合は給付しない。）とする。ただし、学
長が認めた場合は、特別に期間を定めることができる。

②　前項にかかわらず、災害発生の翌年以降も引き続き被災状況
に改善がみられない場合は、学務センター委員会及び大学協ٞ
会で審ٞの上、１ 年毎に制度の延長をすることができる。

　（給付方法）
ୈ 8 ৚　奨学金の給付は、入学検定料、入学金、学費から奨学金

額を減額することで行う。ただし、申請者が減額対象となる学
費等を納付後は、この限りではない。

　（ଞの奨学金制度との重ෳ）
ୈ ９ ৚　他の奨学金との重複受給は、学費（授業料・実験実習費・

施設費）の年額の範囲で可能とする。
②　前項の規定にかかわらず、奨学生規程第 2 条第 3 項第 １ 号か

ら第 3 号まで、同条第 ４ 項第 2 号及び第 ９ 号に該当する奨学生
については、重複受給できない。

③　奨学生規程第 2 条第 ４ 項第 １0 号に該当する奨学生又は੺㟒
༐賞奨励金取扱内規における奨学生については、授業料等の年
額の範囲を超えて重複受給を可能とする。

④　学生の見෣に関する要項第 ４ 条に該当する見෣金は、受給可
能とする。

　（給付取ফ）
ୈ 10 ৚　申請者が、次の各号のいずれかに該当する場合は、給

付の決定を取消し、給付した特別奨学金の一部又は全部を返還
させることができるものとする。

（ １ ）退学したとき。
（ 2 ）停学その他の処分を受けたとき。
（ 3 ）提出書類にڏ偽の記載があったとき。
　（ฦؐの免除）
ୈ 11 ৚　給付を受けた者が、被災による被害の影響により学業の

継続が困難となり退学することになる場合は、前条第１号の規定
にかかわらず返還を免除することがある。

　（ඇৗ事ଶにおける対応）
ୈ 12 ৚　災害等により本学所在地域にਙ大な被害が生じた場合

には、状況に応じて対応するものとする。

　（目的）
ୈ 1 ৚　この規程は、名城大学学則第 ４６ 条及び名城大学大学院

学則第 3７ 条に規定する懲戒に関し、必要な事項を定めるもの
とする。

　（௄戒の対象となりうる行為）
ୈ 2 ৚　懲戒の対象となりうる行為は、次の各号に掲げるものと

する。
（ １）犯ࡑ行為等の社会的諸டংを৵犯する行為
（ 2）重大な交通法規ҧ反
（ 3）情報ྙ理に反する行為
（ ４）学問的ྙ理に反する行為
（ 5）大学の学習、研究活動等の正当な活動を妨害する行為
（ ６）ハラスメント行為
（ ７）その他学生の本分に反する行為

　（௄戒の対象とする期間）
ୈ 3 ৚　懲戒の対象とする期間は、入学後、本大学の学籍を有す

る期間とする。
　（௄戒の൑断基準）
ୈ ４ ৚ 懲戒等の決定にあたっては、次の各号に掲げる事項を教

育的配慮に基づき総合的に考慮するものとする。
（ １）当該学生の非ҧ行為の動機、態様及び結果
（ 2）当該学生の故意又は過失の程度
（ 3）当該学生の精神疾患等の程度
（ ４）当該学生の過去の非ҧ行為の有無
（ 5）被害を受けた者の精神的ۤ௧を含めた被害の程度
（ ６）他の学生及び社会に与える影響
（ ７）過去の事例

②　「学生の懲戒ガイドライン」については、別に定める。
　（௄戒決定までの手続き）
ୈ ５ ৚ 学部長又は研究科長（以下「学部長等」という。）は、

懲戒の対象となりうる行為が所属学生によって行われたことを
知り得たときは、当該学生に事実確認の調査を行う旨を告知し、
口಄又は文書によるห明の機会を与えなければならない。学部
長等は遅଺なく事実確認及び当該学生に対する事情ௌ取を行
い、懲戒が相当と判断した場合は懲戒手続きを開始する。ただ
し、当該学生に対する事実確認及び事情ௌ取について、努力を
ਚくしてもなおそれを行うことができない等、特段の事情があ
る場合は、この限りではない。

②　懲戒内容は、確認した事実及び当該学生に対する事情ௌ取に
基づき、学部教授会又は研究科委員会（以下「学部教授会等」
という。）及び大学協ٞ会において審ٞし、学長が決定する。

　（௄戒の内容）
ୈ ６ ৚ 懲戒の内容は次の各号のとおりとする。
（ １）退学は、学生としての身分をണୣし、再入学を認めない。
（ 2）停学は、無期又は一定期間、学生の教育課程の履修及び

課外活動を停止する。
（ 告は、学生に行った非ҧ行為を確認し、書面をもって܇（3

戒める。
　（自୐଴機）
ୈ 7 ৚ 学部長等は当該学生の行為を退学又は停学に該当するこ

とが明白であると認めたときは、懲戒処分が決定するまでの間、
自宅待機を໋ずることができる。

②　前項により自宅待機を໋じた場合は、登校及び本大学生とし
ての活動を制限する。この間、学部教授会等は教育的指導を行
うことができる。なお、自宅待機の期間は停学期間に算入でき
るものとする。

8ɽ学生௄戒規程
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　（学生への通告及び保証人への通知）
ୈ 8 ৚　学長は、学生に対し懲戒の内容を文書により通告する。
②　学長は、学生の保証人に対し懲戒の内容を文書により通知する。
③　受け取りڋ൱等により直接通告できない場合は、内容証明郵

便等により送付し、配達された時点で通告したものとみなす。
　（無期ఀ学の解除）
ୈ ９ ৚　無期停学の解除は、学部教授会等及び大学協ٞ会におい

て審ٞし、学長が決定する。
②　無期停学の解除についての学生への通告及び保証人への通知

は、前条の規定を準用する。
　（௄戒に関する記録）
ୈ 10 ৚　学部長等は、懲戒の内容を学籍฽に記録する。
　（不෰申立て）
ୈ 11 ৚　懲戒を課せられた学生は、不෰申立てをすることがで

きる。
②　不෰申立てをしようとする学生は、不෰申立書を学長に提出

しなければならない。
③　不෰申立ては、懲戒の通告を受けた日から 30 日以内に行う

ことができる。ただし、本項に定める期間内に不෰申立てをす
ることができない正当な理由が認められる場合は、その理由が
消໓した日から 30 日以内に不෰申立てを行うことができる。

　（不෰申立৹ࠪҕ員ձ）
ୈ 12 ৚　学長は、前条の不෰申立てに基づき不෰申立審査委員

会（以下「委員会」という。）を設置する。
②　委員会は、副学長のうち １ 名及び不෰申立てを行った学生が

所属する学部又は研究科以外の学部長等 3名で構成する。
③　委員会は必要と認める場合、ห護士等専門家に出席を求める

ことができる。
　（ҕ員ձ手続き）
ୈ 13 ৚　委員会は、学生から提出された不෰申立書に基づき審

査を行う。
②　不෰申立てをした学生は、書面で意見を述べ、資料を提出す

ることができる。
③　委員会は、懲戒の内容が相当であると判断した場合は、不෰

申立ての棄却を求める旨の勧告を学長に行う。
④　委員会は、懲戒の内容が相当でないと判断した場合は、懲戒

の取消し又は変更を求める旨の勧告を学長に行う。
⑤　学長は、前 2項の勧告を受けて再審ٞの必要の有無を決定し、

その結果を、不෰申立てをした学生に文書により通告する。
⑥　受け取りڋ൱等により直接通告できない場合は、内容証明郵

便等により通告し、配達された時点で通告したものとみなす。
　（再৹議）
ୈ 1４ ৚　学長は、前条第 5 項において、再審ٞが必要と決定し

た場合には、当該学部長等に再審ٞを求めるものとする。
②　前項の場合、学部長等は、事実確認及び当該学生に対する事

情ௌ取を再度行う。
③　懲戒の取消し又は変更の可൱は、学部教授会等及び大学協ٞ

会において再審ٞを行い、学長が決定する。
④　再審ٞの決定内容についての学生への通告及び保証人への通

知は、第 8条の規定を準用する。
　（௄戒対象ऀの学੶異動）
ୈ 1５ ৚　学部長等は、当該学生から懲戒の決定前に退学、休学

等の願いが出た場合は、懲戒の決定まで保留扱いとする。
②　停学期間中の学生については、退学を願い出た場合はこれを認

めるものとし、休学を願い出た場合はこれを認めないものとする。
③　停学期間中に退学した学生の再入学は認めないものとする。
　（ఀ学期間中のࢦಋ）
ୈ 1６ ৚　当該学生の停学期間中、学部教授会等は、教育的指導

を行う。

１ 授業の場合
（ １  ）午前 ７ 時現在において暴風警報が発令中の場合は、１ 時限

目から 5 時限目までの授業を行わない。ただし、午前 １0 時
までに暴風警報が解除された場合は、午後の授業を行う。

（ 2  ）午後 3 時現在において暴風警報が発令中の場合は、６・７
時限目の授業を行わない。

（ 3  ）午前 ７ 時以後、暴風警報が発令された場合は、第 １ 号を
適用し、午後 3 時以後、暴風警報が発令された場合は、前号
を適用する。

2 試験の場合
（ １  ）午前 ７ 時現在において暴風警報が発令中の場合は、午後 ６

時以前実施の試験を延期する。
（ 2  ）午後 3 時現在において暴風警報が発令中の場合は、午後 ６

時以後実施の試験を延期する。
（ 3  ）午前 ７ 時以後（午後 ６ 時以後実施の試験は午後 3 時以後）

暴風警報が発令された場合は、直ちに試験を中止し、残りの
試験を延期する。

3  前 2 項のほか、災害等の緊急事態が生じ、授業及び試験に支
障があると判断された場合の措置については、その都度学務セ
ンター長が決定し、学長及び学部長に報告するものとする。
　なお、災害等とは、地震、風水害、雪害、広域停電、落雷等をいう。

１ 授業の場合
（ １  ）午前 ７ 時現在ＪＲ東海（東海道線、中央線又は関西線）、

近鉄、名鉄及び名古屋市の交通機関（市バス又は地下鉄）の
うち、いずれかの交通機関がストライキを実施している場合
は、授業を行わない。ただし、午前 １0 時までにストライキ
が解除されたときは、午後の授業を行う。

（ 2  ）午後2時以後、前号のストライキを実施している場合は、６・
７ 時限目の授業を行わない。

2 試験の場合
（ １  ）午前 ６ 時から午前 ９ 時までの間に、ＪＲ東海（東海道線、

中央線又は関西線）、近鉄、名鉄及び名古屋市の交通機関（市
バス又は地下鉄）のうち、いずれかの交通機関がストライキ
を実施している場合は、試験を延期する。

（ 2  ）午後 2 時以後、前号のストライキを実施している場合は、
午後 ６ 時以後実施の試験を延期する。

3  交通機関のストライキとは、通学圏内の交通機関が全面運休
又は、これに近い状態をいう。

４  特別の授業科目については、学部により適用が異なる場合が
あるので、学務センターの指示に従うものとする。

5  前各項のほか、交通機関の運行がࠞཚし、授業及び試験に支
障があると判断された場合の措置については、その都度学務セ
ンター長が決定し、学長及び学部長に報告するものとする。

９ɽ暴風警報ɺ災害等に൐う授業及
び試験の取扱内規

10ɽ交通機関のストライキ等の場
合の授業及び試験の取扱内規
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１ 授業の場合
ア　愛知県、ذෞ県、ࡾ重県、静Ԭ県を対象とする地震で、大

規模地震に関する注意情報が発表された場合は、授業を休講
とし、学生に対し、次のとおり取扱うものとする。
(１)　在宅中及び通学途中の場合は、登校を中止するよう指示

する。
(2)　本学施設内にいる場合は、大学から連絡及び指示する。

イ　注意情報に引き続き、大規模地震に対する警戒宣言が発令
された場合は、アと同様に取扱うものとする。

ウ　大規模地震に対する注意情報の発表後、警戒宣言が発令さ
れなかった場合及び警戒解除宣言が発表された場合の授業の
再開については、別途指示する。

2 試験の場合
ア　愛知県、ذෞ県、ࡾ重県、静Ԭ県を対象とする地震で、大

規模地震に関する注意情報が発表された場合は、試験を中止
し、学生に対し、次のとおり取扱うものとする。
(１)　在宅中及び通学途中の場合は、登校を中止するよう指

示する。
(2)　本学施設内にいる場合は、大学から連絡及び指示する。

イ　注意情報に引き続き、大規模地震に対する警戒宣言が発令
された場合は、アと同様に取扱うものとする。

ウ　大規模地震に対する注意情報の発表後、警戒宣言が発令さ
れなかった場合及び警戒解除宣言が発表された場合の試験の
実施については、別途指示する。

　大学内において、万一の災害が発生したとき、皆さんは、適切
なආ難行動をとることが必要です。災害の形態や発生場所によっ
ては、ආ難ルートやආ難方法も考慮しなければなりませんが、基
本的な要ྖを示しますので、普段から各自心得ておきましょう。
　災害（火災・地震）発生時における対応要ྖは、全学生に配布
している「大地震対応マニュアル」を参照願います。
　なお、各キャンパスにおけるආ難場所は下記のとおりです。

11ɽ大規模地震に関する注意情報の
発表及び警戒宣言が発令された場
合の授業及び試験の取扱内規

12ɽ災害に対する৺得
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家族・プライバシーに関することなどを話題にし、人格とଚ
厳を৵害し不安を与えることや、相手の意に反してその࿑力
を使用したり߆ଋしたりして、不快感を感じさせることをい
います。

（ ４  ）ジェンダー・ハラスメント
　ジェンダー（社会的・文化的性別）規範を押しつけたり、
それを望む言動により、相手を不快にさせることです。性別
により差別しようとする意識も含まれます。

3ɽϋラスメントのないキャンパスを実ݱするために
（ １  ）ハラスメントの被害にあったときには

①ひとりで悩まないで
　ハラスメントを受けたと感じたら、ひとりで悩まずに、
保健センター（電話：052-838-203１、メール：hoken@
ccml.meijo-u.ac.jp）に連絡してください。相談に来るこ
とがためらわれる場合は、まず身近で信པできる人に相談
をしてください。相談には家族や信པできる友人、教職員
と一ॹに来ることもできます。

②記録を残してください
　あなたが受けた言動について、「いつ、どこで、୭から、
どのようなことかがわかる記録（自筆のメモ・メール・録
音等）」を残しておくと、相談や申立ての際に役立ちます。

③緊急の場合は警察に連絡を
　相手からの暴力行為などで、心身に危険を感じたり、緊
急を要する場合は、迷わず周囲の人に助けを求め、警察に
連絡をしてください。

（ 2  ）ハラスメントを見かけたら
①見過ごさない༐気を
　集団内でハラスメントのଘ在が໧認されてしまうと、そ
れが慣習化しঃ々に環境が悪化していきます。周囲の人た
ちもその関係に巻き込まれてしまうため、特に教育、指導、
管理監督する立場にある人の果たす役割は重要です。ハラ
スメントを見過ごさない༐気を持ちましょう。

②相談を勧める
　ハラスメントについての相談を受けた場合は、必要に応
じて相談員（カウンセラー）によるハラスメント相談を勧
めてください。その際、相談された人が同行することも可
能です。

③知り得た情報の扱いは慎重に
　相談内容等の知り得た情報については、プライバシーに
十分に配慮し本人の意向をଚ重し慎重に扱いましょう。

（ 3  ）加害者にならないために
①互いの人格を対等にଚ重する姿勢を持ちましょう。
②社会的に形成された性別意識、たとえば「உ性やঁ性は

こうあるべき」だという固定的な性役割観などのภった
見方・考え方を押しつけることはආけましょう。

③相手が自分の言動をハラスメントと受け止めているとわ
かったらすぐに止めて、真᎜な気持ちと態度でँࡑしま
しょう。あなたの家族や身近な人が受けたとしたら不快
だと思う行為は慎むという心構えが大切です。

④反対意見や「ノー」という意思表示がないからと言って、
それが合意・同意とは限りません。立場や地位が上の人（指
導者や先輩）は十分配慮してください。学外での言動で
あっても、相手が教育・研究、就学、就࿑上の関係のあ
る本学構成員であればハラスメントにあたる可能性があ
ります。

　以下、大学̝̥、https://www.meijo-u.ac.jp/campus/life/
harassment.html　参照してください。

は͡めに
　大学における人間関係は、自由で平等な関係が保証され、互い
に相手をଚ重しあうことが基盤となっています。ハラスメント（セ
クシュアル・ハラスメント及びその他のハラスメント）は、個人
の人権を৵害するものであり、いかなる場合にも許されるもので
はありません。
　名城大学（以下 ｢本学｣ という。）は、学生・教職員一人ひと
りが個人としてଚ重され、ハラスメントのない快適な環境で安心
して勉学に、課外活動に、研究に、又はࣥ務に専念でき、充実し
たキャンパスライフを送ることのできる大学を目指して、以下の
ガイドラインを定めます。

1� ガイドラインの対象及びద用範囲
（ １  ）このガイドラインは、本学の全ての構成員を対象としま

す。なお、構成員とは、学生（研究生、科目等履修生を含む。）
並びに教育職員等（非常ۈを含む。）、研究者、事務職員及び
技術職員等（ܖ約職員、派遣職員等を含む。）を指します。

（ 2  ）このガイドラインは、ハラスメントが本学の構成員相互
間において発生又は問題となった場合に、それがىった場所・
時間を問わず、適用されます。

（ 3  ）このガイドラインは、ハラスメントが本学の構成員と関
係者（関係業者等、就学上・就࿑上の関係等を有する者）と
の間において発生又は問題となった場合にも、適用又は準用
します。

2ɽϋラスメントとは
　ハラスメントとは、相手の意に反する不適切な言動（不作為を
含む）により相手を不快にさせたり、不利益や損害を与えること
によって、本学で学び、研究し、ಇく環境を悪化させることをい
います。以下に ４ 種類のハラスメントについて説明しますが、こ
れらが重なる場合もありますし、これら以外のハラスメントもあ
ります。
（ １  ）セクシュアル・ハラスメント

　就学上・就࿑上の優位な地位や上下関係等を利用してなさ
れるஉঁ間又は同性間における ｢性的ݏがらせ、性的なから
かい、性的ないじめ、性的暴力｣ のことで、多くは次の行為
をいいます。

①性的要求への෰従又はڋ൱を理由に、就学上・就࿑上
の利益又は不利益に影響を与えること

②相手方が望まないにもかかわらず、性的༠いかけを行っ
たり、޷意的な態度を要求すること

③就学上・就࿑上の利益・不利益を条件として、性的༠
いかけを行ったり、޷意的な態度を要求すること

④性的言動、図画・文書の掲示等により不快の念を๊か
せるような環境をৢ成すること又は人格や個人として
のଚ厳を傷つけること

（ 2  ）アカデミック・ハラスメント
　研究・教育の場における、権力を利用したݏがらせや差別
のことです。
　性別を問わず、研究活動、教育指導、暴力的発言や行為な
どで相手に身体的、精神的ۤ௧や負担、もしくは極度の不快
感を負わせることをいいます。

（ 3  ）パワー・ハラスメント
　就学上、就࿑上の立場を利用して、その影響力をཞ用する
言動のことです。指導の範ᙝを超えて継続的に学歴・体型・

13ɽϋラスメントの防止等に関する
ガイドライン
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）
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ン
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天

白
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ン
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地下２階

地下１階

１階

八事新2号館 配置図

２階

３階

４階

八事新2号館 配置図

八

事

キ

ャ

ン

パ

ス

ナ
ゴ
ヤ
ド
ー
ム
前
キ
ャ
ン
パ
ス

春
日
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（
鷹
来
）
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ン
パ
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天

白
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ン

パ
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６階

５階

八事新2号館 配置図

八

事

キ

ャ

ン

パ

ス

ナ
ゴ
ヤ
ド
ー
ム
前
キ
ャ
ン
パ
ス

春
日
井
（
鷹
来
）
キ
ャ
ン
パ
ス

天

白

キ

ャ

ン

パ

ス
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６階

５階

八事新2号館 配置図

地下１階

1階

B01 講義室

倉庫

倉庫前廊下

ラウンジ

倉庫

多目的
WC

階段２

男WC

女WC

廊下

階段 1

廊下

標本室

ロッカー
B02  講義室

101  講義室
121 モール

男WC

廊下

階段 2 女WC

売店
ラウンジ

自販機コーナー

階段 1

102　講義室

多目的
ＷＣ

風除室

八事新3号館 配置図

八

事

キ

ャ

ン

パ

ス

ナ
ゴ
ヤ
ド
ー
ム
前
キ
ャ
ン
パ
ス

春
日
井
（
鷹
来
）
キ
ャ
ン
パ
ス

天

白

キ

ャ

ン

パ

ス
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3階

2階

201　講義室

ラウンジ

男WC

多目的
ＷＣ

階段 2

女WC

廊下

階段 1

物入れ

202　講義室

203Ａ・B  講義室 204Ａ・B  講義室

2階天井内部

321ラウンジ

階段 1

廊下

男ＷＣ
女ＷＣ

階段 2

301Ａ・B  講義室 302Ａ・B  講義室

303  講義室 304　講義室

廊下

人型シミュレーター収納 人型シミュレーター収納

新1号館

⇒

八事新3号館 配置図

八

事

キ

ャ

ン

パ

ス

ナ
ゴ
ヤ
ド
ー
ム
前
キ
ャ
ン
パ
ス

春
日
井
（
鷹
来
）
キ
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ン
パ
ス

天

白

キ
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ン

パ

ス
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4階

401　マルチメディア教室Ⅱ

402　講義室

403　研究室

廊下
階段 1

階段 2

404
教員室

405
教員室

406
教員室

407
教員室

408
教員室

409
教員室

410
教員室

411
教員室

412
教員室

413
教員室

414
教員室

415
教員室

416
教員室 417　研究室

ラウンジ

418　研究室425
モニター室

自
販
機
コ
ー
ナ
ー

男ＷＣ

女ＷＣ

多目的ＷＣ

物入
新1号館

⇒

八事新3号館 配置図

八

事

キ

ャ

ン

パ

ス

ナ
ゴ
ヤ
ド
ー
ム
前
キ
ャ
ン
パ
ス

春
日
井
（
鷹
来
）
キ
ャ
ン
パ
ス

天

白

キ

ャ

ン

パ

ス
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地下1階

１階

倉　庫倉　庫

倉庫

電気室

機　械　室ロッカールーム

炭酸ガス
ボンベ室

ポンプ室

分析センター
（第ニ分室）

ＥＶ

ＥＶ

準　備　室

化学系共同実習室

特殊実験室

特殊実験室 分析センター
第三分室

ＥＶホール

玄関ホール 倉　庫

薬品庫シャワ
ー室

ー
室
ボ
イ
ラ

上
ル

上ル

女
ＷＣ

男
ＷＣ

ＥＶ

分析系共同実習室A

ＥＶホール

バルコニー

倉　庫

天秤室

測定室

暗　室
倉　庫

準備室

女
ＷＣ

男
ＷＣ

２階

八事7号館 配置図

八

事

キ

ャ

ン

パ

ス

ナ
ゴ
ヤ
ド
ー
ム
前
キ
ャ
ン
パ
ス

春
日
井
（
鷹
来
）
キ
ャ
ン
パ
ス

天

白

キ

ャ

ン

パ

ス
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ＥＶ

生物系共同実習室B

ＥＶホール

バルコニー

倉　庫

暗室

動物準備室

天秤室

顕微鏡室

実験準備室

女
ＷＣ

男
ＷＣ

フランキ
滅 菌 室

３階

４階

５階

ＥＶ

準備室A

調剤実習室

ＥＶホール

バルコニー

物理・分析系共同実習室

倉庫

倉
　
庫

精
密
天
秤
室

準
備
室
B

ＥＶ

倉庫

書庫

倉庫

ＥＶホール

教授室 教授室

バルコニー

セミナー室

廊下

第１研究室

分子生物学

セ
ミ
ナ
ー
室

恒温恒湿
実 験 室

暗室

研究室

研究室

研究室 研究室

研究室

機械室ロッカー室

機械室

第３研究室第２研究室

コ
ー
ル
ド

  

ル
ー
ム

女
ＷＣ

男
ＷＣ

男
ＷＣ

女
ＷＣ

精
密
機
器
室

第
４
研
究
室

倉
　
庫

分
析
化
学

八事7号館 配置図
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事
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ン

パ

ス
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ム
前
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ン
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ス
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（
鷹
来
）
キ
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ン
パ
ス

天

白

キ
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ン
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ス
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ＥＶ

倉庫

ＥＶホール セミナー室

研究室

実験室B

バルコニー

研究室機械室

低温
実験室

機
器
室

教
授
室

倉
　
庫

セミナー室

廊　下暗室

研究実験室

精密
実験室小

屋

機
械
室

解
剖
室

フラン
キ室

無菌
室Ａ
無菌
室Ｂ

倉
　
　
庫 助教授室

実験室

実験室 動物室

滅　菌　室

ＥＶ

倉庫

研究室Ａ

ＥＶホール

セミナー室

教授室

バルコニー

研究室B

研究室Ｃ

ホール

廊
　
　
下

恒温
恒湿室A

恒温
恒湿室C

恒温
恒湿室D

恒温
恒湿室B

恒温
恒湿室

恒温
恒湿室

機械室

動物室

動物室

実
験
室

倉
庫

前室

Ｐ
Ｓ

天然物化学

微生物学

女
ＷＣ 男

ＷＣ

女
ＷＣ 男

ＷＣ

研究室

６階

７階

教授室

教授室

薬
品
作
用
学

機
能
分
子
化
学

研究室

研究室

教授室セミナー室
講
師
室

教
授
室

倉　庫

研
究
室

研
究
室

倉　庫

八事7号館配置図
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事
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ス
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白
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学生ホール
303

301 多目的
会議室

302

ストリートダンス

フットサル

植物研

美　術

天　文

漢医研

SRC

英会話

218

217

216

215

214

213

212

211

219

208

209

210

220

207

206 205

221

204

203

201

202

管弦楽

倉庫倉庫

男子洗面所

男WC

女WC

フォーク
ソング

薬学研

奇　術

ソフト
ボール ゴルフ 女子更衣室

ラグビー

写　真

硬式野球

バドミントン

女子バレー

バスケット

卓　球

男子バレー

119

118

117

116

115

114

113

112

111

110 109 108

105 106

107
和　室

104

120-1

120-3

120-2

121 122

123

124

101

102

103

学生会室

玄　関
ホール

軽音楽

印刷室 管理室
湯沸室

茶　道箏　曲

ソフト
テニス

硬式
庭球

箏曲・茶道

ウェーデルン

ハンドボール

倉
庫

テ

ラ

ス

テ

ラ

ス

男
子

シ
ャ
ワ
ー
室

女
子

シ
ャ
ワ
ー
室

１階

２階

３階

八事　学生会館城薬ホール配置図

八

事

キ

ャ

ン

パ

ス

ナ
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ヤ
ド
ー
ム
前
キ
ャ
ン
パ
ス
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井
（
鷹
来
）
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ン
パ
ス

天

白

キ

ャ

ン

パ
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1階

2階

学生
ホール

食堂

正門

EV

防災
センター

保健室
売店

EV

学生
相談室

エコセンター

図書事務室 グループ
学習室

フレンドリーサロン

図書館

ロビー 女WC

多目的WC女WC男WC

男WC

クラス
ルーム

グローバルプラザ

講
師
控
室

マルチ
パーパス
ルーム 教

職
学
習
室

SAラウンジ
スピーキング
ブース エクステンション学習室

学習サポートルーム

女WC男WC

女子
更衣室

男子
更衣室

ラーニング
コモンズ

特
任
講
師

研
究
室

特
任
講
師

研
究
室

特
任
講
師

研
究
室

教員
控室

器具
倉庫 クラブハウス

マルチスタジオ

マルチスタジオ

器具
倉庫 EV

EV

ラウンジ

クラブ
ハウス

エントランス
ホール

日本文化室

北館・東館　配置図

（北館） （東館）

（北館） （東館）

八

事

キ

ャ

ン

パ

ス

ナ
ゴ
ヤ
ド
ー
ム
前
キ
ャ
ン
パ
ス

春
日
井
（
鷹
来
）
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ン
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３階

4階

EV

EV

男WC

（北館）

（北館）

（北館）

（東館）

男WC

多目的WC

女WC

女WC

DN301
講義室

DN302
講義室

体育館

器
具
室

管理
人室

DN414
外国語学部
自習室

EV

EV

ラウンジ

DN413
演習室

DN412
演習室

DN411
演習室

DN410
演習室

DN409
演習室

DN408
演習室

DN407
演習室

DN406
演習室

DN405
演習室

DN404
演習室

DN403
演習室

DN402
演習室

男WC

男WC

女WC

5階

EV

ラウンジ

EV

女WC

多目的WC

DN521
研究室

DN522
研究室

DN520
研究室

DN519
研究室

DN518
研究室

DN517
研究室

DN516
研究室

DN515
研究室

DN514
研究室

DN513
研究室

DN512
研究室

DN501
研究室

DN502
研究室

DN503
研究室

DN504
研究室

DN505
研究室

DN506
研究室

DN507
研究室

DN508
研究室

DN509
研究室

DN510
演習室

DN511
演習室

DN523
外国語学部
資料室

北館・東館　配置図

八

事
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事務室

エントランス
ホール

EV
女WC

女WC

多目的WC
男WC

男WC

EV

DW207
レセプション
ホール

社会連携
ゾーン
shake

EV

DW204
会議室

オープン
スペース

DW205
会議室

DW206
会議室

EV

DW304
講義室

DW305
講義室

DW306
講義室

ラウンジ

EV

EV

女WC

女WC

DW30２
講義室

DW30３
講義室

非常勤
講師室

ラウンジ

DW401
講義室

DW40７
講義室

DW406
演習室

男WC男WC

男WC

EV

EV

女WC

1階 ２階

３階 4階

DW402
会議室

DW403
人間学部
資料室

DW405
社会調査
実習室

DW405
社会調査
実習室

カ
ウ
ン
タ
ー証明書

自動発行機
学生支援・キャンパス庶務 窓口

都市情報学部
都市情報学研究科 事務窓口

人間学部
人間学研究科 事務窓口

外国語学部 事務窓口

キャリアセンター
就職・進路支援窓口

社会連携センター

西館　配置図

八

事

キ

ャ

ン

パ

ス

ナ
ゴ
ヤ
ド
ー
ム
前
キ
ャ
ン
パ
ス

春
日
井
（
鷹
来
）
キ
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ン
パ
ス

天

白

キ

ャ

ン

パ

ス

4 ― 42



事務室

エントランス
ホール

EV
女WC

女WC

多目的WC
男WC

男WC

EV

DW207
レセプション
ホール

社会連携
ゾーン
shake

EV

DW204
会議室

オープン
スペース

DW205
会議室

DW206
会議室

EV

DW304
講義室

DW305
講義室

DW306
講義室

ラウンジ

EV

EV

女WC

女WC

DW30２
講義室

DW30３
講義室

非常勤
講師室

ラウンジ

DW401
講義室

DW40７
講義室

DW406
演習室

男WC男WC

男WC

EV

EV

女WC

1階 ２階

３階 4階

DW402
会議室

DW403
人間学部
資料室

DW405
社会調査
実習室

DW405
社会調査
実習室

カ
ウ
ン
タ
ー証明書

自動発行機
学生支援・キャンパス庶務 窓口

都市情報学部
都市情報学研究科 事務窓口

人間学部
人間学研究科 事務窓口

外国語学部 事務窓口

キャリアセンター
就職・進路支援窓口

社会連携センター

西館　配置図

5階 6階

7階

女WC

ラウンジ ラウンジ

EV

男WC
EV

DW501
ゼミ室

DW502
ゼミ室

DW503
ゼミ室

DW520
ゼミ室

DW519
ゼミ室

DW518
ゼミ室

ラウンジ ラウンジ

EV

DW602
ゼミ室

DW603
ゼミ室

DW604
ゼミ室

DW605
ゼミ室

DW606
ゼミ室

DW607
ゼミ室

女WC

男WC

EV

ラウンジ ラウンジ

DW702
ゼミ室

DW703
ゼミ室

DW704
ゼミ室

DW705
ゼミ室

DW706
ゼミ室

DW707
ゼミ室

男WC
EV

DW717
ゼミ室

DW716
ゼミ室

EV

女WC 多目的WC

DW504 行動観察室

DW505 心理学準備室
DW506 心理学面接室
DW507 心理学面接室
DW508 前室
DW509 心理学実験室

DW517 研究室
DW516 研究室
DW515 研究室
DW514 研究室
DW513 研究室
DW512 研究室

DW616 研究室
DW615 研究室
DW614 研究室
DW613 研究室
DW612 研究室
DW611 研究室
DW610 研究室
DW609 研究室

DW608 ゼミ室

DW617 ゼミ室

DW715 研究室
DW714 研究室
DW713 研究室
DW712 研究室
DW711 研究室
DW710 研究室
DW709 研究室
DW708 研究室

西館　配置図

八

事
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ン
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ス
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ド
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前
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1階

２階

３階

4階

EV
DS102
講義室

ホワイエ

多目的WC

DS101講義室
(DSホール)

男WC

女WC

EV

男WC

女WC

EV EV

男WC

DS201
講義室

DS202
講義室

DS203
講義室

女WC

EVEV

男WC

DS301
講義室

DS302
講義室

DS303
講義室

DS304
講義室

DS305
講義室

女WC

EVEV

女WC男WC

ラウンジ
DS412
多目的室

DS411
多目的室

DS410
多目的室

DS401
多目的室

DS402
多目的室

DS403
多目的室

DS404
多目的室

DS406
自習室(大学院)

DS405自習室（大学院)

DS407博士課程研究室

DS408共同研究室

DS409共同研究室

南館　配置図

八

事

キ

ャ

ン

パ

ス

ナ
ゴ
ヤ
ド
ー
ム
前
キ
ャ
ン
パ
ス

春
日
井
（
鷹
来
）
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ン
パ
ス

天

白
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7階

6階

5階

EVEV

女WC男WC

ラウンジ

DS501
コンピュータ教室

DS502
コンピュータ教室

DS503
コンピュータ教室

DS504
コンピュータ教室

DS513
ゼミ室

DS514
ゼミ室

DS512
ゼミ室

DS511
ゼミ室

DS510
ゼミ室

DS509
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教 職 課 程 事 項

教員免許状取得を目ࢦす学生の皆さんへ
１）教員の養成の目標及び当該目標を達成するための計画
2）教職センターの役割
3）教師をࢤす学生の皆さんへ

1ɽ教育職員免許状について
１）教員免許状とは
2）大学の教職課程とは
3）本学で取得できる教員免許状の種類

2ɽ大学で教員免許状を取得するためには
１）教育職員免許法の定めについて
2）教員免許状を取得するための要件について

3ɽ教職課程の登録及び履修の諸手続きについて
１）教職課程の登録について
2）教職課程の履修について
3）単位制度について
４）教職課程履修開始から免許状授与までに必要な費用について
5）教職課程の年間スケジュール（予定）
６）履修カルテについて

４ɽ介護等体験について
１）法律の概要について
2）介護等体験に伴うガイダンスについて
3）介護等体験にかかる留意事項について
４）介護等体験手続から実施までの流れについて

５ɽ教育実習について
１）教育実習の意義・目的について
2）教育実習の心得について
3）教育実習の参加資格について
４）教育実習の概要について
5）教育実習参加までの流れについて

６ɽຑしんに関する報告書について
7ɽ単位の修得方法について

１）教科及び教職に関する科目表
2）教科の指導法に関する科目表
3）教科に関する専門的事項（学部学科）
４）教育職員免許法施行規則第 ６６ 条の ６に定める科目
5）転学部生・転学科生・編入学生の教職課程の履修について
６）大学院生の教職課程の履修について

8ɽ教育職員免許状（教員免許状）の申੥
９ɽ教員࠾用試験

１）公立学校教員について
2）私立学校教員について
3）臨時採用教員について

10ɽ教員࠾用試験対策ࢦಋ
１）教員採用試験対策講座について
2）教職学習室・教職教材研究室の利用方法について



5 ― 4

学 芸 員 課 程 事 項

1ɽ学芸員課程を履修する皆さんへ
１）学芸員とは
2）博物館とは
3）本学の学芸員養成理念について

2ɽ大学で学芸員資格を取得するには
１）博物館法の定めについて
2）「専門分野に関する科目」について

3ɽ学芸員資格を取得できる学部・学科
４ɽ学芸員資格取得に必要な単位の取得について

１）基礎資格
2）博物館に関する科目
3）専門分野に関する科目

５ɽത物館実習について
１）博物館実習Ⅰ（学内実習）ʦ3年次ʧ・・必修
2）博物館実習Ⅱ（館務実習）ʦ４年次ʧ・・必修
3）博物館実習Ⅲ（館務実習）ʦ４年次ʧ・・選択
４）博物館実習Ⅱ・Ⅲ（館務実習）の概要
5）博物館実習Ⅱ・Ⅲ（館務実習）の参加資格

６ɽ学芸員課程の登録および諸手続
１）学芸員課程の登録と履修費の納入について
2）学芸員課程の授業科目の履修登録について
3）大学院生の履修について
４）単位制度について
5）学芸員課程の年間スケジュール（予定）

7ɽ修ྃ証書の授与
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ù÷ùû೥౓ೖֶੜ༻教職課程ศཡʢ໊৓େֶʣ

教һ໔ڐঢ়औಘΛ໨ֶ͢ࢦੜͷօ͞Μ΁
ʬ໊৓େֶͷ教職課程ʹ͍ͭͯʭ
େֶͷ教һͷཆ੒ͷ໨ඪٴͼ౰֘໨ඪΛୡ੒͢ΔͨΊͷܭը
ʤ教員のཆ੒の目ඪʥ
　本大学は、ཱ学のਫ਼ਆʮԺ݈தਖ਼で実行ྗに෋み、ࠃՈ、ࣾձの৴པに஋するਓࡐを育੒す
るʯにࠜࠩし、ʮڏݠに΋の͝との本࣭をつかみ、અ౓をわ͖ま͑、๛かなแ༰ྗとฏ֮ײߧ
を΋ち、ൈ܈な実行ྗで୭かΒ΋৴པされる教員ʯをཆ੒することを目ඪとする。લ身の名ݹ
԰ߴ等ཧ޻科講習所開ઃ౰ॳかΒॏࢹして͖たத等教育教員ཆ੒の఻౷と大学のઃஔཧ೦の
Լ、各学部・学科における専門の教育ڀݚを通して૑଄తな஌性と๛かなਓؒ性をഓい、教職
に関わるਂいཧղと実ફత指導ྗをඋ͑た教員をഐग़してࣾձにݙߩしてい͘。

ʤ౰֘目ඪをୡ੒するたΊのܭըʥ
　本大学は、目ඪをୡ੒するたΊに、次のܭըを実ࢪする。
①ಛ৭͋る教職指導の実ࢪ
øɽ教職୲೚੍ 	教職センター教員が教職୲೚としてû೥ؒ一؏で୲౰学生の指導を行͏ʣ
の採用

ùɽ教員採用試験に޲けた各छ対策講࠲、ΨΠμンε等の実ࢪ
3ɽ教職課程履修Χϧςを活用した学修੒Ռの೺Ѳ

②教員としての࣭ࢿ・ٕ能の育੒
　教育のૅجతཧղに関する科目等を通して、教員としての࣭ࢿ・ٕ能を育੒する。

③ಠࣗの科目ઃஔを通した৴པされる教員の育੒
　大学がಠࣗにઃ定する科目としてʮ໛ٖतۀԋ習ʯʢ 3೥次・ඞ修ʣٴびʮ学ߍ課୊ԋ習ʯ
ʢ 3೥次・બ୒ 
 をઃஔし、教職課程で身につけた஌ࣝ、実ફྗを活用したԣஅతな学修
によΓ、学生が課୊ղܾ能ྗ、実ફత指導ྗ等を一૚֫得で͖るよ͏にଅす。

ᶆ各学部・学科における教育্ڀݚのಛ৭を活かした教職課程のฤ੒
　各学部・学科におけるߴ౓でಛ৭の͋る教育ڀݚを通して、教員としてඞཁな஌ࣝ΍ॾ
能ྗを育੒する。

ᶇશ学త教職課程運営のਪਐ
　教職センターҕ員ձを֩として、教職課程ࣗݾ఺ݕ・ධՁ活ಈを౿ま͑たશ学త教職課
程運営のվળをਪਐし、教職課程の࣭の্޲をਤる。

େֶӃͷ教һͷཆ੒ͷ໨ඪٴͼ౰֘໨ඪΛୡ੒͢ΔͨΊͷܭը
ʤ教員のཆ੒の目ඪʥ
　本大学Ӄは、ཱ学のਫ਼ਆʮԺ݈தਖ਼で実行ྗに෋み、ࠃՈ、ࣾձの৴པに஋するਓࡐを育੒
するʯにࠜࠩし、ʮڏݠに΋の͝との本࣭をつかみ、અ౓をわ͖ま͑、๛かなแ༰ྗとฏײߧ
֮を΋ち、ൈ܈な実行ྗで୭かΒ΋৴པされる教員ʯをཆ੒することを目ඪとする。લ身の名
して͖たத等教育教員ཆ੒の఻౷と大学Ӄのઃஔཧ೦ࢹ科講習所開ઃ౰ॳかΒॏ޻等ཧߴ԰ݹ
のԼ、各ڀݚ科・専߈における学ज़のཧ࿦ٴびԠ用の教तڀݚを通してߴ౓な教科専門性と୳
。してい͘ݙߩ能ྗをඋ͑た教員をഐग़してࣾձにٻ

ʤ౰֘目ඪをୡ੒するたΊのܭըʥ
　本大学Ӄは、目ඪをୡ੒するたΊにҎԼのܭըを実ࢪする。
①各ڀݚ科・専߈における教त্ڀݚのಛ৭を活かした教職課程のฤ੒
　各ڀݚ科・専߈におけるߴ౓でಛ৭͋る教तڀݚを通して、教員としてඞཁなߴ౓な教
科専門性と֬かな୳ٻ能ྗを育੒する。

②શ学త教職課程運営のਪਐ
　教職センターҕ員ձを֩として、教職課程ࣗݾ఺ݕ・ධՁ活ಈを౿ま͑たશ学త教職課
程運営のվળをਪਐし、教職課程の࣭の্޲をਤる。

ø ʣ教һͷཆ੒ͷ໨
ඪٴͼ౰֘໨ඪΛ
ୡ੒͢ΔͨΊͷܭ
ը

1
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名城大学では教職センターが教職課程を運営しています。主に次の 3つを行っています。

　①教職専門科目および一部の各教科の指導法に関する科目の開講

　②教職課程履修指導、介護等体験・教育実習に関わる指導

　③教師を目指す学生たちへの教員採用試験等の対策

　教師を目指す学生の皆さんは、所属する学部の専門科目の履修を通して、教師としての専門

性を身につけ、教職センターが開講する教職専門科目を履修することで、各学科が認定されて

いる教員免許を取得することが可能となっています。ぜひ、本学の教職課程で学び、教師とし

て教育現場で活躍してみませんか。

ú ʣ教ࢣΛֶ͢ࢤੜ
ͷօ͞Μ΁

ùʣ教職ηϯλʔͷ
໾ׂ
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ø ɽ教ҭ職һ໔ڐঢ়ʹ͍ͭͯ
　教育職員免許ঢ়とは、学ߍ教育法が定Ίる学ߍで教員としてಇ͘たΊにඞཁな免許ঢ়のこと
です。教育職員免許ঢ়は教員免許ঢ়΍教員免許、教免とུされること΋͋Γます。
①　法ྩの定Ί
　教員免許ঢ়の取得ํ法なͲはʮ教育職員免許法ʯとʮ教育職員免許法ࢪ行نଇʯとい͏法
ྩに͖ͮج定ΊΒれています。教育職員免許法では、学ߍ教育法が定Ίる学ߍで教員として
ಇ͘には教員免許ঢ়がඞཁで͋るとされています。த学ߍ΍ߴ等学ߍの教員としてಇ͘たΊ
には、教員免許ঢ়がඞཁです。

②　免許ঢ়のछྨ
　教員免許ঢ়はී通免許ঢ়、ྟ࣌免許ঢ়、ಛผ免許ঢ়の 3つに大ผされます。本学で取得で
͖る免許ঢ়はී通免許ঢ়です。ྟ࣌免許ঢ়とಛผ免許ঢ়には༗ޮؒظが͋Γます。ಛผ免許
ঢ়の༗ޮؒظは所༗֨ࢿを得てかΒø÷೥ޙの೥౓຤までです。ྟ ࣌免許ঢ়は3೥ؒ༗ޮです。
　ී通免許ঢ়には専修免許ঢ়、一छ免許ঢ়、ೋछ免許ঢ়の 3छྨが͋Γます。専修免許ঢ়は
修࢜の学Ґを΋つऀ、一छ免許ঢ়は学࢜の学Ґを΋つऀ、ೋछ免許ঢ়は୹ظ大学࢜の学Ґに
૬౰する֨ࢿを΋つऀにत༩されます。本学で取得で͖るのは一छ免許ঢ়と専修免許ঢ়です。

　教員免許ঢ়の取得には教職課程の୯Ґを修得しなけれ͹なΓません。
　教職課程とは、教員ཆ੒ܥ学部に所属していない学部の学生が教員免許ঢ়を取得するたΊに
履修する課程のことです。教職課程は、教育職員免許法および教育職員免許法ࢪ行نଇに定Ί
Βれた科目でߏ੒されています。教職センター開講科目の୯Ґは学部をଔۀするたΊにඞཁな
୯Ґにࢉೖされません。

　教育職員免許ঢ়取得ر๬ऀは、教育職員免許法にैい、所定の୯Ґを修得した場߹、次のよ
͏な免許ঢ়が取得で͖ます。

①　学部学科で取得可能な一छ免許ঢ়

学　　　部 学　　　科
˞　छと免許教科ߍ

த学ߍ教་
一छ免許ঢ়

教་ߍ等学ߴ
一छ免許ঢ়

大

　
　学

法 学 部 法 学 科 ࣾ ձ ஍ ཧ ྺ ࢙
ެ ຽ

ܦ 営 学 部
ܦ 営 学 科

ʵ ঎ ۀ
ࠃ ࡍ ܦ 営 学 科

ܦ ࡁ 学 部
ܦ ࡁ 学 科

ࣾ ձ
஍ ཧ ྺ ࢙
ެ ຽ
঎ ࢈ۀ ۀ ࣾ ձ 学 科

ཧ ޻ 学 部

਺ 学 科 ਺ 学 ਺ 学
৘ ใ

ి ؾ ి ࢠ ޻ 学 科

ཧ 科 ཧ 科
޻ ۀ

ࡐ ྉ ػ 能 ޻ 学 科
Ԡ 用 Խ 学 科
ػ ց ޻ 学 科
ަ 通 ػ ց ޻ 学 科
ࣾձج൫σβΠン޻学科
ݐ ங 学 科
ϝΧτϩχΫε޻学科

ʵ ޻ ۀ
؀ ڥ ૑ ଄ ޻ 学 科

೶ 学 部
生 ෺ ࢿ ݯ 学 科

ཧ 科 ཧ 科
೶ Ԡۀ 用 生 ෺ Խ 学 科

生 ෺ ؀ ڥ 科 学 科

౎ࢢ৘ใ学部 ౎ ࢢ ৘ ใ 学 科 ʵ ެ ຽ
৘ ใ

ਓ ؒ 学 部 ਓ ؒ 学 科 ࣾ ձ
ӳ ޠ

஍ ཧ ྺ ࢙
ެ ຽ
ӳ ޠ

学部ޠࠃ֎ ࠃ ࡍ ӳ ޠ 学 科 ӳ ޠ ӳ 　 ޠ

৘ใ޻学部 ৘ ใ ޻ 学 科 ʵ ৘ ใ
޻ ۀ

ø ʣ教һ໔ڐঢ়ͱ͸

ùʣେֶͷ教職課程
ͱ͸

úʣຊֶͰऔಘͰ͖
Δ教һ໔ڐঢ়ͷछ
ྨ
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で取得可能な専修免許ঢ়߈科専ڀݚ　②

学　　　部 学　　　科
˞　छと免許教科ߍ

த学ߍ教་
専修免許ঢ়

教་ߍ等学ߴ
専修免許ঢ়

大

　
　
　学

　
　
　院

修
士
課
程
・
博
士
前
期
課
程

法学ڀݚ科 法 ཯ 学 専 ߈ ࣾ ձ ެ ຽ

科ڀݚ営学ܦ ܦ 営 学 専 ߈ ʵ ঎ ۀ

科ڀݚ学ࡁܦ ܦ ࡁ 学 専 ߈ ࣾ ձ ެ ຽ

ཧ޻学ڀݚ科

਺� � 学� � 専� � ߈ ਺ 学 ਺ 学

৘ ใ ޻ 学 専 ߈

ʵ ޻ ిۀ ؾ ి ࢠ ޻ 学 専 ߈

ࡐ ྉ ػ 能 ޻ 学 専 ߈

Ԡ 用 Խ 学 専 ߈ ཧ 科 ཧ 科

ػ ց ޻ 学 専 ߈

ʵ ޻ ۀ

ަ 通 ػ ց ޻ 学 専 ߈

ϝΧτϩχΫε޻学専߈

ࣾձج൫σβΠン޻学専߈

؀ ڥ ૑ ଄ ޻ 学 専 ߈

ݐ ங 学 専 ߈

೶学ڀݚ科 ೶ 学 専 ߈ ཧ 科
ཧ 科

೶ ۀ

˞�免許ঢ়のਖ਼ࣜ名শは�ʮத学ߍ教་一छ免許ঢ়�ʢ教科名ʣʯ、�ʮத学ߍ教་専修免許ঢ়�ʢ教科
名ʣʯ、�ʮߴ等学ߍ教་一छ免許ঢ়�ʢ教科名ʣʯ、�ʮߴ等学ߍ教་専修免許ঢ়�ʢ教科名ʣʯ�です。�
　ྫɿத学ߍ教་一छ免許ঢ়�ʢࣾձʣ・ߴ等学ߍ教་一छ免許ঢ়�ʢ஍ཧྺ࢙ʣ�

ù ɽେֶͰ教һ໔ڐঢ়Λऔಘ͢ΔͨΊʹ͸
　教育職員免許ঢ়を取得するたΊにඞཁなج४、ཁ݅等は、ʮ教育職員免許法ʯ、ʮ教育職員免
許法ࢪ行نଇʯ等に、免許ঢ়のछྨ͝とに定ΊΒれています。
४、ཁ݅、修ج、๬する教員免許ঢ়を取得するたΊには、これΒの法཯に定ΊΒれているر　
得がඞཁな科目ٴび୯Ґ਺等をॆ଍するඞཁが͋Γます。

び取得がඞཁな୯Ґ਺についてɿ教育職員免許法ୈٴ֨ࢿૅج① ü৚

ୈ øཝ 免許ঢ়のछྨ
த学ߍ教་ 教་ߍ等学ߴ

専修免許ঢ় 一छ免許ঢ় 専修免許ঢ় 一छ免許ঢ়

ୈ ùཝ ֨ࢿૅج 修࢜の学Ґ 学࢜の学Ґ 修࢜の学Ґ 学࢜の学Ґ

ୈ 3ཝ
大学において修得することが

ඞཁとする୯Ґ਺
ÿ3 üĀ ÿ3 üĀ

˞�専修免許ঢ়に܎るୈ ûཝに定Ίる୯Ґ਺の͏ち一छ免許ঢ়に܎るಉཝに定Ίる科目の୯Ґ਺
をࠩしҾいた୯Ґ਺については、�大学Ӄの課程において修得する΋のとする。�

ø ʣ教ҭ職һ໔ڐ๏
ͷఆΊʹ͍ͭͯ

ùʣ教һ໔ڐঢ়Λऔ
ಘ͢ΔͨΊͷཁ݅
ʹ͍ͭͯ
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で取得可能な専修免許ঢ়߈科専ڀݚ　②

学　　　部 学　　　科
˞　छと免許教科ߍ

த学ߍ教་
専修免許ঢ়

教་ߍ等学ߴ
専修免許ঢ়

大

　
　
　学

　
　
　院

修
士
課
程
・
博
士
前
期
課
程

法学ڀݚ科 法 ཯ 学 専 ߈ ࣾ ձ ެ ຽ

科ڀݚ営学ܦ ܦ 営 学 専 ߈ ʵ ঎ ۀ

科ڀݚ学ࡁܦ ܦ ࡁ 学 専 ߈ ࣾ ձ ެ ຽ

ཧ޻学ڀݚ科

਺� � 学� � 専� � ߈ ਺ 学 ਺ 学

৘ ใ ޻ 学 専 ߈

ʵ ޻ ిۀ ؾ ి ࢠ ޻ 学 専 ߈

ࡐ ྉ ػ 能 ޻ 学 専 ߈

Ԡ 用 Խ 学 専 ߈ ཧ 科 ཧ 科

ػ ց ޻ 学 専 ߈

ʵ ޻ ۀ

ަ 通 ػ ց ޻ 学 専 ߈

ϝΧτϩχΫε޻学専߈

ࣾձج൫σβΠン޻学専߈

؀ ڥ ૑ ଄ ޻ 学 専 ߈

ݐ ங 学 専 ߈

೶学ڀݚ科 ೶ 学 専 ߈ ཧ 科
ཧ 科

೶ ۀ

˞�免許ঢ়のਖ਼ࣜ名শは�ʮத学ߍ教་一छ免許ঢ়�ʢ教科名ʣʯ、�ʮத学ߍ教་専修免許ঢ়�ʢ教科
名ʣʯ、�ʮߴ等学ߍ教་一छ免許ঢ়�ʢ教科名ʣʯ、�ʮߴ等学ߍ教་専修免許ঢ়�ʢ教科名ʣʯ�です。�
　ྫɿத学ߍ教་一छ免許ঢ়�ʢࣾձʣ・ߴ等学ߍ教་一छ免許ঢ়�ʢ஍ཧྺ࢙ʣ�

ù ɽେֶͰ教һ໔ڐঢ়Λऔಘ͢ΔͨΊʹ͸
　教育職員免許ঢ়を取得するたΊにඞཁなج४、ཁ݅等は、ʮ教育職員免許法ʯ、ʮ教育職員免
許法ࢪ行نଇʯ等に、免許ঢ়のछྨ͝とに定ΊΒれています。
४、ཁ݅、修ج、๬する教員免許ঢ়を取得するたΊには、これΒの法཯に定ΊΒれているر　
得がඞཁな科目ٴび୯Ґ਺等をॆ଍するඞཁが͋Γます。

び取得がඞཁな୯Ґ਺についてɿ教育職員免許法ୈٴ֨ࢿૅج① ü৚

ୈ øཝ 免許ঢ়のछྨ
த学ߍ教་ 教་ߍ等学ߴ

専修免許ঢ় 一छ免許ঢ় 専修免許ঢ় 一छ免許ঢ়

ୈ ùཝ ֨ࢿૅج 修࢜の学Ґ 学࢜の学Ґ 修࢜の学Ґ 学࢜の学Ґ

ୈ 3ཝ
大学において修得することが

ඞཁとする୯Ґ਺
ÿ3 üĀ ÿ3 üĀ

˞�専修免許ঢ়に܎るୈ ûཝに定Ίる୯Ґ਺の͏ち一छ免許ঢ়に܎るಉཝに定Ίる科目の୯Ґ਺
をࠩしҾいた୯Ґ਺については、�大学Ӄの課程において修得する΋のとする。�

ø ʣ教ҭ職һ໔ڐ๏
ͷఆΊʹ͍ͭͯ

ùʣ教һ໔ڐঢ়Λऔ
ಘ͢ΔͨΊͷཁ݅
ʹ͍ͭͯ
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②　大学で取得がඞཁな୯Ґ਺についてɿ教育職員免許法ࢪ行نଇୈ û৚ٴびୈ ü৚

ୈ øཝ 教科ٴび教職に
関する科目

各科目にؚΊることが
ඞཁな߲ࣄ

த学ߍ教་
ʢୈ û৚ʣ

教་ߍ等学ߴ
ʢୈ ü৚ʣ

専　修
免許ঢ়

一　छ
免許ঢ়

専　修
免許ঢ়

一　छ
免許ঢ়

ୈ ùཝ
教科ٴび教科の
指導法に関する

科目

教科に関する専門త߲ࣄ
ùÿ ùÿ ùû ùû各教科の指導法ʢ৘ใ通৴ٕ

ज़の活用をؚΉ。ʣ ÿ ÿ û û

ୈ 3 ཝ 教育のૅجతཧ
ղに関する科目

教育のཧ೦ฒびに教育に関す
るྺ࢙ٴびࢥ૝

ø÷ ø÷ ø÷ ø÷

教職のҙٛٴび教員の໾ׂ・
職຿಺༰�ʢνーϜ学ߍ運営へ
の対ԠをؚΉ。ʣ�
教育に関するࣾձత、�੍౓త
ຢはܦ営త߲ࣄ 	学ߍと஍Ҭ
との࿈ٴܞび学҆ߍશへの対
ԠをؚΉ。ʣ�
༮ࣇ�、ࣇಐٴび生ెの৺身の
ൃୡٴび学習のա程
ಛผのࢧԉをඞཁとする༮ࣇ、�
び生ెに対するཧղٴಐࣇ
教育課程のҙٛٴびฤ੒のํ
法�ʢΧϦΩϡϥϜ・Ϛωδϝ
ンτをؚΉ。ʣ�

ୈ û ཝ

ಓಙ、�૯߹తな
学習の࣌ؒ等の
指導法ٴび生ె
指導、�教育૬ஊ
等に関する科目

ಓಙのཧ࿦ٴび指導法

ø÷ ø÷ ÿ ÿ

૯߹తな学習の࣌ؒの指導法˞

ಛผ活ಈの指導法
教育のํ法ٴびٕज़
৘ใ通৴ٕज़を活用した教育
のཧ࿦ٴびํ法
生ె指導のཧ࿦ٴびํ法
ਐ࿏指導ٴびΩϟϦΞ教育の
ཧ࿦ٴびํ法
教育૬ஊ�ʢΧ΢ンセϦンάに
関するૅجతな஌ࣝをؚΉ。ʣ�
のཧ࿦ٴびํ法

ୈ üཝ 教育実ફに
関する科目

教育実習 ü ü 3 3
教職実ફԋ習 ù ù ù ù

ୈ ý ཝ 大学がಠࣗに
ઃ定する科目 ùÿ û 3ý øù

法ྩ্のඞཁ୯Ґ਺ ÿ3 üĀ ÿ3 üĀ
�ߴ˞ 等学ߍ教་専修免許ঢ়ٴびߴ等学ߍ教་一छ免許ঢ়に対Ԡする߲ࣄは、ʮ૯߹తな୳ڀの
࣌ؒの指導法ʯです。

③　大学で取得がඞཁな୯Ґ਺ʮ教育職員免許法ࢪ行نଇୈ ýý৚の ýに定Ίる科目ʯについて

科目۠෼

取得する免許ঢ়のछྨ

科目名শ

த学ߍ教་ 教་ߍ等学ߴ

専　修
免許ঢ়

一　छ
免許ঢ়

専　修
免許ঢ়

一　छ
免許ঢ়

教育職員免許法ࢪ行نଇ
ୈ ýý ৚の ýに定Ίる科目۠෼

೔本ݑࠃ法 ù ù ù ù
体育 ù ù ù ù

ίϛϡχέーγϣンޠࠃ֎ ù ù ù ù

਺ཧ、σータ活用ٴびਓ
஌能に関する科目ຢは޻
৘ใثػのૢ࡞

ù ù ù ù
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ᶆ　ͦのଞඞཁなཁ݅ʮ介護等の体験ʯについて
　ʮখ学ٴߍびத学ߍの教་のී通免許ঢ়त༩に܎る教育職員免許法のಛྫ等に関する法཯
ઃࢪ教་免許ঢ়取得༧定ऀは、法ྩで定Ίるߍଇʢʹಛྫ法ʣʯの定ΊによΓ、த学ن行ࢪ
における þ೔ؒの介護等体験がඞཁとされています。
は、hࡉৄ　 ûɽ介護等体験ʱにࡌهされています。

ᶇ　ʮߴ等学ߍ教་一छ免許ঢ়ʢۀ޻ʣʯのみを対৅とした取得ํ法ʮಛྫํ法ʯについて
ଇୈن行ࢪʣのී通免許ঢ়のत༩をडける場߹、ʮ教育職員免許法ۀ޻教་ʢߍ等学ߴ　 ü
৚උߟୈ ýʯの定ΊによΓ、ʮ教育職員免許法ୈ ü৚ʯのن定にかかわΒͣ、ಉ਺の୯Ґ਺
修得を΋って、これにସ͑ることがで͖ます。
教育職員免許法ࢪ行نଇୈ ü৚උߟୈ ý
び教ٴのී通免許ঢ়のत༩をडける場߹は、౰෼のؒ、各教科の指導法に関する科目ۀ޻　
་の教育のૅجతཧղに関する科目等ʢ専修免許ঢ়に܎る୯Ґ਺については、免許法ผදୈ
øඋߟୈ þ߸のن定をద用したޙの୯Ґ਺ʣのશ部ຢは一部の୯Ґは、౰֘免許ঢ়に܎る教
科に関する専門త߲ࣄに関する科目について修得することがで͖る。

教科ٴび教職
に関する科目

各科目にؚΊることが
ඞ ཁ な ࣄ ߲

ʮ教育職員免許法ࢪ行نଇୈ ü৚උߟୈ ýʯ
によΓ取得するํ法

तۀ科目 ಛ ྫ ํ 法 ø
ʢ一ׅਃ੥ʣ

ಛ ྫ ํ 法 ù
ʢݸਓਃ੥ʣ

教科ٴび
教科の指導法
に関する科目

教科に関する専門త߲ࣄ 各学科で開ઃ
する科目ˑ

ʮཧ޻学֓࿦ʯ
ʮ職ۀ指導࿦ʯ
ʮۀ޻科教育法ʯ
ʮۀ޻科指導法ʯ
ʮ教育ݪ࿦ʯ
ʮ教職ೖ門ʯ
ʮ教育৺ཧ学ʯ
ʮ教育課程࿦ʯ
ʮ教育ํ法・ٕज़
࿦ʢ৘ใ通৴ٕ
ज़の活用ؚΉʣʯ
ʮ生 ・ెਐ࿏指導࿦ʯ
をؚΊて üĀ ୯
ҐҎ্修得する

ʮཧ޻学֓࿦ʯ
ʮ職ۀ指導࿦ʯ
をؚΊて üĀ ୯
ҐҎ্修得する

各教科の指導法ʢ৘ใ通৴
ٕज़の活用をؚΉ。ʣ

科教育法ۀ޻
科指導法ۀ޻

教育のૅجత
ཧղに関する
科目

教育のཧ೦ฒびに教育に関す
るྺ࢙ٴびࢥ૝ 教育ݪ࿦

教職のҙٛٴび教員の໾ׂ・
職຿಺༰�ʢνーϜ学ߍ運営へ
の対ԠをؚΉ。ʣ�

教職ೖ門

教育に関するࣾձత、�੍౓త
ຢはܦ営త߲ࣄ 	学ߍと஍Ҭ
との࿈ٴܞび学҆ߍશへの対
ԠをؚΉ。ʣ�

教育行੓࿦

༮ࣇ�、ࣇಐٴび生ెの৺身の
ൃୡٴび学習のա程 教育৺ཧ学

ಛผのࢧԉをඞཁとする༮ࣇ、�
び生ెに対するཧղٴಐࣇ

ಛผࢧԉ教育
࿦

教育課程のҙٛٴびฤ੒のํ
法�ʢΧϦΩϡϥϜ・Ϛωδϝ
ンτをؚΉ。ʣ�

教育課程࿦

ಓಙ、�૯߹త
な学習の࣌ؒ
等の指導法ٴ
び生ె指導、�
教育૬ஊ等に
関する科目

૯߹తな୳ڀの࣌ؒの指導法 ಛผ活ಈと૯
߹తな学習の
࣌ؒの指導法ಛผ活ಈの指導法

教育のํ法ٴびٕज़ 教育ํ法・ٕ
ज़࿦ʢ৘ใ通
৴ٕज़の活用
ؚΉʣ

৘ใ通৴ٕज़を活用した教
育のཧ࿦ٴびํ法

生ె指導のཧ࿦ٴびํ法
生ె・ਐ࿏指
導࿦ਐ࿏指導ٴびΩϟϦΞ教育の

ཧ࿦ٴびํ法
教育૬ஊ�ʢΧ΢ンセϦンάに
関するૅجతな஌ࣝをؚΉ。ʣ�
のཧ࿦ٴびํ法

学ߍ教育૬ஊ

教育実ફに
関する科目

教育実習 教育実習ᶘ
教育実習指導

教職実ફԋ習 教職実ફԋ習
大学がಠࣗに
ઃ定する科目
˞�ˑ は、各学科で開講されているʮ教科に関する専門త߲ࣄʯでඞ修科目のʮཧ޻学֓࿦ʯʮ職
。指導࿦ʯを修得するඞཁが͋Γますۀ

˞�લϖーδ③にࣔすʮ教育職員免許法ࢪ行نଇୈ ýý ৚の ýに定Ίる科目ʯのඞཁ୯Ґ਺は修
得するඞཁが͋Γます。

˞�̡ ಛྫํ法 ùʳによΓ教員免許ঢ়を取得する場߹、�教育ҕ員ձへの免許ঢ়त༩のਃ੥खଓ͖
は�h ਓਃ੥ݸ �ɦがඞཁです。�
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ᶆ　ͦのଞඞཁなཁ݅ʮ介護等の体験ʯについて
　ʮখ学ٴߍびத学ߍの教་のී通免許ঢ়त༩に܎る教育職員免許法のಛྫ等に関する法཯
ઃࢪ教་免許ঢ়取得༧定ऀは、法ྩで定Ίるߍଇʢʹಛྫ法ʣʯの定ΊによΓ、த学ن行ࢪ
における þ೔ؒの介護等体験がඞཁとされています。
は、hࡉৄ　 ûɽ介護等体験ʱにࡌهされています。

ᶇ　ʮߴ等学ߍ教་一छ免許ঢ়ʢۀ޻ʣʯのみを対৅とした取得ํ法ʮಛྫํ法ʯについて
ଇୈن行ࢪʣのී通免許ঢ়のत༩をडける場߹、ʮ教育職員免許法ۀ޻教་ʢߍ等学ߴ　 ü
৚උߟୈ ýʯの定ΊによΓ、ʮ教育職員免許法ୈ ü৚ʯのن定にかかわΒͣ、ಉ਺の୯Ґ਺
修得を΋って、これにସ͑ることがで͖ます。
教育職員免許法ࢪ行نଇୈ ü৚උߟୈ ý
び教ٴのී通免許ঢ়のत༩をडける場߹は、౰෼のؒ、各教科の指導法に関する科目ۀ޻　
་の教育のૅجతཧղに関する科目等ʢ専修免許ঢ়に܎る୯Ґ਺については、免許法ผදୈ
øඋߟୈ þ߸のن定をద用したޙの୯Ґ਺ʣのશ部ຢは一部の୯Ґは、౰֘免許ঢ়に܎る教
科に関する専門త߲ࣄに関する科目について修得することがで͖る。

教科ٴび教職
に関する科目

各科目にؚΊることが
ඞ ཁ な ࣄ ߲

ʮ教育職員免許法ࢪ行نଇୈ ü৚උߟୈ ýʯ
によΓ取得するํ法

तۀ科目 ಛ ྫ ํ 法 ø
ʢ一ׅਃ੥ʣ

ಛ ྫ ํ 法 ù
ʢݸਓਃ੥ʣ

教科ٴび
教科の指導法
に関する科目

教科に関する専門త߲ࣄ 各学科で開ઃ
する科目ˑ

ʮཧ޻学֓࿦ʯ
ʮ職ۀ指導࿦ʯ
ʮۀ޻科教育法ʯ
ʮۀ޻科指導法ʯ
ʮ教育ݪ࿦ʯ
ʮ教職ೖ門ʯ
ʮ教育৺ཧ学ʯ
ʮ教育課程࿦ʯ
ʮ教育ํ法・ٕज़
࿦ʢ৘ใ通৴ٕ
ज़の活用ؚΉʣʯ
ʮ生 ・ెਐ࿏指導࿦ʯ
をؚΊて üĀ ୯
ҐҎ্修得する

ʮཧ޻学֓࿦ʯ
ʮ職ۀ指導࿦ʯ
をؚΊて üĀ ୯
ҐҎ্修得する

各教科の指導法ʢ৘ใ通৴
ٕज़の活用をؚΉ。ʣ

科教育法ۀ޻
科指導法ۀ޻

教育のૅجత
ཧղに関する
科目

教育のཧ೦ฒびに教育に関す
るྺ࢙ٴびࢥ૝ 教育ݪ࿦

教職のҙٛٴび教員の໾ׂ・
職຿಺༰�ʢνーϜ学ߍ運営へ
の対ԠをؚΉ。ʣ�

教職ೖ門

教育に関するࣾձత、�੍౓త
ຢはܦ営త߲ࣄ 	学ߍと஍Ҭ
との࿈ٴܞび学҆ߍશへの対
ԠをؚΉ。ʣ�

教育行੓࿦

༮ࣇ�、ࣇಐٴび生ెの৺身の
ൃୡٴび学習のա程 教育৺ཧ学

ಛผのࢧԉをඞཁとする༮ࣇ、�
び生ెに対するཧղٴಐࣇ

ಛผࢧԉ教育
࿦

教育課程のҙٛٴびฤ੒のํ
法�ʢΧϦΩϡϥϜ・Ϛωδϝ
ンτをؚΉ。ʣ�

教育課程࿦

ಓಙ、�૯߹త
な学習の࣌ؒ
等の指導法ٴ
び生ె指導、�
教育૬ஊ等に
関する科目

૯߹తな୳ڀの࣌ؒの指導法 ಛผ活ಈと૯
߹తな学習の
࣌ؒの指導法ಛผ活ಈの指導法

教育のํ法ٴびٕज़ 教育ํ法・ٕ
ज़࿦ʢ৘ใ通
৴ٕज़の活用
ؚΉʣ

৘ใ通৴ٕज़を活用した教
育のཧ࿦ٴびํ法

生ె指導のཧ࿦ٴびํ法
生ె・ਐ࿏指
導࿦ਐ࿏指導ٴびΩϟϦΞ教育の

ཧ࿦ٴびํ法
教育૬ஊ�ʢΧ΢ンセϦンάに
関するૅجతな஌ࣝをؚΉ。ʣ�
のཧ࿦ٴびํ法

学ߍ教育૬ஊ

教育実ફに
関する科目

教育実習 教育実習ᶘ
教育実習指導

教職実ફԋ習 教職実ફԋ習
大学がಠࣗに
ઃ定する科目
˞�ˑ は、各学科で開講されているʮ教科に関する専門త߲ࣄʯでඞ修科目のʮཧ޻学֓࿦ʯʮ職
。指導࿦ʯを修得するඞཁが͋Γますۀ

˞�લϖーδ③にࣔすʮ教育職員免許法ࢪ行نଇୈ ýý ৚の ýに定Ίる科目ʯのඞཁ୯Ґ਺は修
得するඞཁが͋Γます。

˞�̡ ಛྫํ法 ùʳによΓ教員免許ঢ়を取得する場߹、�教育ҕ員ձへの免許ঢ়त༩のਃ੥खଓ͖
は�h ਓਃ੥ݸ �ɦがඞཁです。�
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úɽ教職課程ͷొ࿥ٴͼཤमͷॾखଓ͖ʹ͍ͭͯ
　教職課程の履修をر๬するऀは、教職課程ΦϦΤンςーγϣンにग़੮し、教職課程履修ر๬
ొ࿥および教職履修අʢ üü
ý÷÷ ԁʣのೲ෇がඞཁです。
　ʢø�ʣ教職課程履修ر๬ొ࿥を行͏ことによって、教職課程開講科目を履修ొ࿥することがで

͖るよ͏になΓます。
　ʢùʣ所定の履修අで教職課程を履修することので͖るؒظは、大学学部にࡏ੶するؒظです。
　ʢ3ʣ教職課程を్தでࣙୀする場߹、ೲ෇した教職履修අはฦؐされません。
　ʢû�ʣୀ学・আ੶の࠶、ޙೖ学・෮੶したऀが、࠶び教職課程を履修しよ͏とすると͖に、ط

ೲの履修අと࠶履修をग़ئした೥౓の履修අにֹࠩが͋る場߹は、ͦのֹࠩをೲ෇するඞ
ཁが͋Γます。

　教職課程を履修するたΊにඞཁなतۀ科目はʮ教育のૅجతཧղに関する科目等ʯ、ʮ教科ٴ
び教科の指導法に関する科目ʯ、ʮ大学がಠࣗにઃ定する科目ʯ、ʮ教育職員免許法ୈ ýý ৚の ýに
定Ίる科目ʯが͋Γ、ͦれͧれについて、ඞ修科目の୯Ґをؚんͩ͏͑、࠷௿ඞཁ୯Ґ਺を修
得しな͘てはなΓません。
　取得しよ͏とする免許ঢ়͝とにඞཁなतۀ科目、୯Ґ਺がࡌهされていますので、本ॻをख़
ಡし、ཧղした্で履修ొ࿥を行ってͩ͘さい。

　大学における教育課程は、大学ઃஔج४に΋とͮ͘୯Ґ੍を採用しています。୯Ґとは øつ
のतۀ科目の学習にཁする࣌ؒをදすج४です。୯Ґ੍とは、各೥次に഑౰されている所定の
科目を履修し、ͦれΒの科目͝とにׂΓ౰てΒれている୯Ґを修得し、これを一定਺ੵみ্͛
ることによってଔۀで͖る੍౓をいいます。大学のतۀは講ٛ・ԋ習、実験・実ٕ科目に大ผ
することがで͖ますが、各तۀ科目の ø୯Ґ౰たΓの学習࣌ؒは、教ࣨ等で行͏तؒ࣌ۀと教
ࣨ֎で行͏४උ学習・ޙࣄ学習のࣗ学ࣗ習࣌ؒを߹わせて ûü ࣌ؒがඞཁになΓます。୯Ґ੍
౓のझࢫをཧղして、履修する୯Ґ਺に૬౰するࣗ主త学習࣌ؒがඞཁで͋ることをҙࣝして、
೔͝Ζのतۀにྟんでͩ͘さい。

　教職課程履修開࢝かΒ免許ঢ়त༩までにඞཁなඅ用の目҆は、ԼهのとおΓです。
　೥౓によって、ֹۚがมわることが͋Γますので、ͦの౎౓、各ࣗで֬認してͩ͘さい。
。等でお஌Βせしますࣔܝびٴな಺༰は、ΨΠμンεࡉ෷ํ法等のৄࢧ　
೥次 ಺༰ ۚ ʢֹ目҆ʣ ֓ཁ

ø೥次
教職履修අ üü
ý÷÷ ԁ 履修ऀશ員、࠷ॳのొ࿥࣌のみඞཁ
教員採用試験τϥΠΞϧ໛試ड験ྉ ø
ü÷÷ ԁ ๬ऀのみر

⚒೥次
教員採用試験τϥΠΞϧ໛試ड験ྉ ø
ü÷÷ ԁ ๬ऀのみر
教員採用໛ٖ試験ड験ྉ 3
ù÷÷ ԁ 
๬ऀのみɿøճ͋たΓ　øرý÷÷ ԁ

3 ೥次

ຑしんの༧๷઀छ΍߅体ࠪݕの
අ用 実අ ༧๷઀छ΍߅体ࠪݕを行͏場߹のみ

介護等体験අʢ࿝ਓอ݈ࢪઃ෼ʣ þ
ü÷÷ ԁ 体験ࢀՃ対৅ऀのみ
ø೔౰たΓ　�ø
ü÷÷ ԁʷ ü೔ؒ෼

介護等体験にかかるফ໣඼等 実අ 実習ઌによる
介護等体験にかかるަ通අ等 実අ
教員採用໛ٖ試験ड験ྉ 3
ù÷÷ ԁ 
๬ऀのみɿøճ͋たΓ　øرý÷÷ ԁ

û ೥次

教育実習අ ÷ʙ
3÷
÷÷÷ ԁ

実習ࢀՃ対৅ऀのみ
ֹۚは実習ߍによΓҟなΓ、各ࣗ
でࢧ෷͏

教育実習にかかるফ໣඼等 実අ 実習ઌによる
教育実習にかかるަ通අ等 実අ
教員採用໛ٖ試験ड験ྉ 3
ù÷÷ ԁ 
๬ऀのみɿøճ͋たΓ　øرý÷÷ ԁ

教員免許ঢ়त༩ख਺ྉ 3
û÷÷ ʙ
øþ
÷÷÷ ԁ

ਃ੥ऀશ員ɿ免許ঢ় ø݅につ͖ 3
û÷÷ ԁ
ਃ੥する݅਺による

講ٛʮ教職実ફԋ習ʢத w ʣʯߴ
の、学֎におけるݟ学 wௐࠪ等に
のަ通අ等ࡍՃするࢀ

実අ Ճ಺༰によるࢀ

通　ڞ ΩϟンύεҠಈަ通අ 実අ

教職課程に関する行ࣄがఱനΩϟン
ύεのみで開࠵される場߹、ผΩϟ
ンύεで開講されるतۀ科目を履
修する場߹等、ΩϟンύεؒҠಈ
のަ通අがඞཁとなる場߹が͋る
εΫーϧόεが運行されているظ
ؒはར用が可能で͋る

ˎֹۚはલ೥౓までの΋のをߟࢀにしています。

ø ʣ教職課程ͷొ࿥
ʹ͍ͭͯ

ùʣ教職課程ͷཤम
ʹ͍ͭͯ

úʣ୯Ґ੍౓ʹ͍ͭ
ͯ

ûʣ教職課程ཤम։
͔࢝Β໔ڐঢ়त༩
·Ͱʹඞཁͳඅ༻
ʹ͍ͭͯ
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ø ೥次 ù೥次 3೥次 û೥次

û݄

৽ೖ生ΦϦΤ
ンςーγϣン
教職課程ొ࿥
教職履修අೲ
ೖ

w教育実習ొ࿥खଓ͖開࢝
w教育実習ొ࿥Χーυఏग़
w 教育実習ߍ಺୚ґཔ
w介護等体験࠷ऴௐࠪ
wެཱ学ߍ教員採用試験
ग़ئ ï3 ʙü ð݄

w ެཱ学ߍ教員採用
試験ग़ئ
ï3 ʙü ð݄

Ȁલظȁ 採用試験対策ษڧձ ïûʙþ ð݄

ü ݄
教員採用試験のたΊのެ開໛ٖ試験

教育実習 ïüʙý݄ðñ

ý ݄

w 教員採用試験一次
໘઀対策実ࢪ
wࢲ学ద性ࠪݕडݕ
ਃࠐ

þ݄
w 教員採用試験ड験
��ïü ʙĀ݄ð
w 介護等体験ΨΠμンε

w教員採用試験ड験
��ʢ ü ʙ Ā ݄ʣ
w 教員採用試験ೋ次
試験対策講࠲

ÿ݄

w 介護等体験ɿ࿝ਓอ݈
ઃ��ïÿࢪ ʙ øù ʣࠒ݄
w খ学ߍ教員֨ࢿ認定試
験��ïý ݄ʙ Ā݄ʣ
w 介護等体験ʢಛผࢧԉ
学ߍʣΨΠμンε
��ïÿ ݄ʙ Ā݄ʣ

w ࠪݕ学ద性ࢲ
wެཱ学ߍ教員採用
試験݁Ռൃද

Ā݄
w 教員採用試験対策講࠲ΦϦΤンςーγϣン w教員免許ঢ়一ׅਃ

੥一次ਃ੥खଓ͖
w教育実習
��ïĀ ʙø÷݄ðˎʲظޙʳ採用試験対策ษڧձ ïĀ ʙ øù ݄ð

ø÷ ݄

w 介護等体験ɿಛผࢧԉ
学ߍ�ʢ ø÷ ʙ øù ʣࠒ݄
w 教育実習ߍѺટ、ೋ次
ืूΨΠμンε

øø ݄

w 教員免許ঢ়一ׅਃ
੥ೋ次ਃ੥ΨΠμ
ンε
w教員採用試験ड験
݁Ռٴび教員Ѻટ
๬ௐࠪදఏग़ر

øù ݄
w 教員採用試験のたΊのެ開໛ٖ試験

w教員採用試験対策খ࿦
จ指導ਃࠐ

ø݄ খ学ߍ教員֨ࢿ認定試験対策આ໌ձ

ù݄ w 教員採用試験対策આ໌ձ
ʙは͡Ίの一าʙ �τϥΠΞϧ໛ٖ試験

教員採用試験対策খ࿦จ
指導講࠲

教育実習ࢀՃ֨ࢿ৹ࠪ

3݄

教職課程ࡏ学生　次೥౓の৽೥次ΨΠμンε

教員免許ঢ়のत༩�
ʢଔࣜۀ౰೔ʣ�৽ ù ೥次ΨΠ

μンε ৽ 3೥次ΨΠμンε

教員採用試験のたΊのެ
開໛ٖ試験

৽ û೥次ΨΠμンε

ˎ û೥次の教育実習は、ʮ üʙ þ݄ʯएし͘はʮ Āʙ øø ݄ʯのいͣれかのؒظで実ࢪされます。
ˎ�۩体తな೔程΍履修に関する࿈བྷ߲ࣄ等については、所定のࣔܝ൘にࣔܝしますので、ඞͣ
֬認するよ͏にしてͩ͘さい。

ˎॾखଓはඞͣ行い、આ໌ձ wΨΠμンε等にはඞͣग़੮してͩ͘さい。

ü ʣ教職課程ͷ೥ؒ
εέδϡʔϧ
ʢ༧ఆʣ
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ø ೥次 ù೥次 3೥次 û೥次

û݄

৽ೖ生ΦϦΤ
ンςーγϣン
教職課程ొ࿥
教職履修අೲ
ೖ

w教育実習ొ࿥खଓ͖開࢝
w教育実習ొ࿥Χーυఏग़
w 教育実習ߍ಺୚ґཔ
w介護等体験࠷ऴௐࠪ
wެཱ学ߍ教員採用試験
ग़ئ ï3 ʙü ð݄

w ެཱ学ߍ教員採用
試験ग़ئ
ï3 ʙü ð݄

Ȁલظȁ 採用試験対策ษڧձ ïûʙþ ð݄

ü ݄
教員採用試験のたΊのެ開໛ٖ試験

教育実習 ïüʙý݄ðñ

ý ݄

w 教員採用試験一次
໘઀対策実ࢪ
wࢲ学ద性ࠪݕडݕ
ਃࠐ

þ݄
w 教員採用試験ड験
��ïü ʙĀ݄ð
w 介護等体験ΨΠμンε

w教員採用試験ड験
��ʢ ü ʙ Ā ݄ʣ
w 教員採用試験ೋ次
試験対策講࠲

ÿ݄

w 介護等体験ɿ࿝ਓอ݈
ઃ��ïÿࢪ ʙ øù ʣࠒ݄
w খ学ߍ教員֨ࢿ認定試
験��ïý ݄ʙ Ā݄ʣ
w 介護等体験ʢಛผࢧԉ
学ߍʣΨΠμンε
��ïÿ ݄ʙ Ā݄ʣ

w ࠪݕ学ద性ࢲ
wެཱ学ߍ教員採用
試験݁Ռൃද

Ā݄
w 教員採用試験対策講࠲ΦϦΤンςーγϣン w教員免許ঢ়一ׅਃ

੥一次ਃ੥खଓ͖
w教育実習
��ïĀ ʙø÷݄ðˎʲظޙʳ採用試験対策ษڧձ ïĀ ʙ øù ݄ð

ø÷ ݄

w 介護等体験ɿಛผࢧԉ
学ߍ�ʢ ø÷ ʙ øù ʣࠒ݄
w 教育実習ߍѺટ、ೋ次
ืूΨΠμンε

øø ݄

w 教員免許ঢ়一ׅਃ
੥ೋ次ਃ੥ΨΠμ
ンε
w教員採用試験ड験
݁Ռٴび教員Ѻટ
๬ௐࠪදఏग़ر

øù ݄
w 教員採用試験のたΊのެ開໛ٖ試験

w教員採用試験対策খ࿦
จ指導ਃࠐ

ø݄ খ学ߍ教員֨ࢿ認定試験対策આ໌ձ

ù݄ w 教員採用試験対策આ໌ձ
ʙは͡Ίの一าʙ �τϥΠΞϧ໛ٖ試験

教員採用試験対策খ࿦จ
指導講࠲

教育実習ࢀՃ֨ࢿ৹ࠪ

3݄

教職課程ࡏ学生　次೥౓の৽೥次ΨΠμンε

教員免許ঢ়のत༩�
ʢଔࣜۀ౰೔ʣ�৽ ù ೥次ΨΠ

μンε ৽ 3೥次ΨΠμンε

教員採用試験のたΊのެ
開໛ٖ試験

৽ û೥次ΨΠμンε

ˎ û೥次の教育実習は、ʮ üʙ þ݄ʯएし͘はʮ Āʙ øø ݄ʯのいͣれかのؒظで実ࢪされます。
ˎ�۩体తな೔程΍履修に関する࿈བྷ߲ࣄ等については、所定のࣔܝ൘にࣔܝしますので、ඞͣ
֬認するよ͏にしてͩ͘さい。

ˎॾखଓはඞͣ行い、આ໌ձ wΨΠμンε等にはඞͣग़੮してͩ͘さい。

ü ʣ教職課程ͷ೥ؒ
εέδϡʔϧ
ʢ༧ఆʣ
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　教職課程を履修する্で、h 教職課程履修Χϧςʱの࡞੒がඞཁになΓますʢҎԼ、h 教職課
程履修Χϧςʱを履修Χϧςとུしますʣ。履修Χϧςは教職課程での学びをه࿥するたΊの
΋のです。ͦの目తは教職課程の履修のݟ通しを΋ったΓ、履修ঢ়گのࣗ؅ݾཧをしたΓ、学
びをৼΓฦることでࣗ身の学習のվળ・্޲を目指したΓすることに͋Γます。
　履修Χϧςは教職実ફԋ習の履修のࡍにඞཁになΓます。教職実ફԋ習とは、これまでの教
職課程における各科目で身に෇けた࣭ࢿ能ྗを、教員としてඞཁ࠷খݶな࣭ࢿ能ྗとして༗ػ
తに౷߹するたΊの科目です。この科目は教職課程での学びのू大੒になΓます。教職実ફԋ
習のたΊに、教職課程での学びをه࿥した履修Χϧςがෆ可ܽです。ه࿥をॆ実した΋のにす
るたΊに、୯Ґの修得を֬認した౎౓に、履修Χϧςに学びのه࿥をهೖしましΐ͏。
　教職指導の一؀として、履修Χϧςを೥౓͝とに教職୲೚にఏग़します。ఏग़೔、ฦ٫ํ法
なͲに関しては、ΨΠμンεٴびࣔܝ等でお஌Βせします。

û ɽհޢ౳ମݧʹ͍ͭͯ
　খ学ߍ・த学ߍの教員免許ঢ়取得をر๬する学生に対し、ಛผࢧԉ学ߍʢ໡学ߍ、࿞学ߍ΋
し͘はཆ護学ߍʣٴびࣾձ෱ࢪࢱઃ等において、োऀྸߴ・ऀ֐等に対する介護、介ॿ、これ
Βのऀとのަྲྀの体験ʢ介護等の体験ʣが法཯でٛ຿ͮけΒれています。

法཯の名শ等 ฏ੒ Ā೥介護等体験ಛྫ法�ʢฏ੒ ø÷ ೥ û ݄ ø ೔ࢪ行ʣ
�ʢখ学ٴߍびத学ߍの教་のී通免許ঢ়त༩に܎る教育職員免
許法のಛྫ等に関する法཯ʣ

介護等体験のझࢫ 　ٛ຿教育にैࣄする教員がݸਓのଚݫおよびࣾձ࿈ଳのཧ೦
に関する認ࣝをਂΊることのॏཁ性にؑみ、教員としての࣭ࢿ
の্޲をਤΓ、ٛ຿教育の一૚のॆ実をظする؍఺かΒٛ຿෇
けΒれています。

介護等体験のҙٛ等 　ো֐の͋るਓ΍ྸߴのํに対するさま͟まなԉॿの活ಈを体
験することによΓݸਓのଚݫ΍Ձ஋؍のҧいを認ΊΒれる৺を
࣋ったਓͮ͘Γの実現にࢿすることを目తとして、খ学ٴߍび
த学ߍの教་のී通免許ঢ়取得ر๬ऀにٛ຿෇けΒれました。
　介護等体験を行͏ࣾձ෱ࢪࢱઃ等΍学ߍのछྨは法཯でܾΊ
ΒれておΓ、対৅となったࢪઃ΍学ߍは、体験のझࢫを生かす
ことので͖るҙཉと೤ҙの͋る学生がདྷることを๬んでいます。

介護等体験の対৅ऀ ଇとして大学ݪ　 w୹大にࡏ学 wࡏ੶し、খ学ٴߍびத学ߍの
教་のී通免許ঢ়を取得しよ͏とするऀとされています。

介護等体験の実ࢪࢪઃ ʢøʣ�ࣾձ෱ࢪࢱઃ、介護࿝ਓอ݈ࢪઃ等
ʢùʣ�ಛผࢧԉ学ߍ等

介護等体験の࣌ٴظびؒظ 　øÿ のޙにୡしたࡀ þ೔ؒ�ʢࣾձ෱ࢪࢱઃ w࿝ਓอ݈ࢪઃ ü೔
ؒ、ಛผࢧԉ学ߍ ù೔ؒを目్とする。ʣ

介護等体験をཁしないऀ 　介護等に関する専門త஌ࣝٴびٕज़を༗すると認ΊΒれるऀ、
身体্のো֐によΓ介護等体験を行͏ことがࠔ೉なऀは、この
体験を行͏ඞཁは͋Γません。
　①　専門త஌ࣝٴびٕज़を༗すると認ΊΒれるऀ

อ݈師、ॿ࢈師、؃護師、।؃護師、ಛผࢧԉ学ߍの教
員、ཧ学ྍ法࢜、ྍۀ࡞法࢜ຢはٛࢶ૷۩࢜の免許をड
けているऀ、ࣾձ෱࢜ࢱຢは介護෱࢜ࢱの֨ࢿを༗して
いるऀ
たͩし、取得ࠐݟの場߹はద用されません。

　②　�身体্のো֐によΓ介護等体験を行͏ことがࠔ೉なऀ
身体োऀ֐で、身体োऀ֐खாのަ෇をडけ、ͦのো֐
の程౓が øʙ ýڃのऀ
たͩし、本ਓのҙٴࢥびडけೖれࢪઃ等の൑அによΓ行
͏こと΋で͖る。

　③　�ฏ੒ø÷೥ 3݄ 3ø೔Ҏલに、大学等にࡏ੶したऀで、ଔۀ
までにখ学ߍຢはத学ߍ教་の専修、øछ、ùछのいͣ
れかの免許ঢ়取得のたΊの所ཁ֨ࢿを得たऀ

　本学では、介護等体験を行͏学生に対して、ΨΠμンεを実ࢪします。開࠵೔࣌等は所定の
がない΋ࢥ൘にてൃදします。このΨΠμンεをܽ੮した学生はʮ介護等体験ʯを行͏ҙࣔܝ
のとみなします。

ø ʣ๏཯ͷ֓ཁʹͭ
͍ͯ

ùʣհޢ౳ମݧʹ൐
͏ΨΠμϯεʹͭ
͍ͯ

ýʣཤमΧϧςʹͭ
͍ͯ
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①　定߁݈ظ਍அ
　本学で実ࢪするʮ定߁݈ظ਍அʯをඞͣड਍してͩ͘さい。

②　体験のඅ用
　ࣾձ෱ࢪࢱઃ等ʢ本学は、介護࿝ਓอ݈ࢪઃʣでの体験実ࢪには、ø೔͋たΓ ø
ü÷÷ ԁの
体験අ用がඞཁとなΓます。ೲೖํ法等は、ΨΠμンεでお஌Βせします。

③　介護等体験に൐͏ূ໌ॻ
　介護等体験ऴྃޙ、各ࢪઃが体験を行ったことをূ໌し、本ਓにަ෇されます。
　このূ໌ॻは、教員免許ঢ়ਃ੥࣌のඞཁॻྨとなΓますので、ݪଇとして教員免許ঢ়の一
ׅਃ੥࣌まで大学でอ؅します。体験ऴྃަޙ෇をडけたΒ、教職センターʲ教職・学ܳ員ʳ
へఏग़してͩ͘さい。

ᶆ　อݥ
　介護等体験を実ࢪするऀはʮ学生教育֐ࡂڀݚই֐อݥʯʢೖ学࣌にՃೖʣとʮΠンター
ンγοϓ・介護等体験活ಈ・教育実習等ഛঈ੹೚อݥʯにՃೖします。

ظ࣌ ߲目 w಺༰ ఏग़等のઆ໌

ø ø ೥次
3݄຤

৽ ù೥次用ΨΠμンε実ࢪ
w介護等体験ر๬ௐࠪ 介護等体験ر๬ௐࠪにճ౴

ù ù ೥次
3݄த०

৽ 3೥次用ΨΠμンε実ࢪ
w介護等体験ௐࠪ
w体験ࠔ೉೔程֬認

介護等体験ௐࠪにճ౴

3 3 ೥次
þ্݄०

介護等体験ΨΠμンε実ࢪ
w࿝ਓอ݈ࢪઃの体験ઌ w೔程のൃද
wࢪઃ͝との୅දऀをܾ定
wࢪઃ͝との࿈བྷ໢࡞੒ wఏग़

ಉ一ࢪઃで体験するϝンόーで࿈
བྷ໢を࡞੒
୅දऀが࿈བྷ໢をఏग़

w介護等体験අ用のೲೖ
�ʢ࿝ਓอ݈ࢪઃڠձ関܎ʣ

ೲೖํ法 wೲೖݶظはΨΠμンε
でઆ໌

wಛผࢧԉ学ߍ介護等体験೔程ௐࠪ 体験೔程ௐࠪにճ౴

û 3 ೥次
þ݄Լ०

ಛผࢧԉ学ߍの体験ઌ w೔程をࣔܝで
ൃද

ü 3 ೥次
Ā݄ʙøø݄

ಛผࢧԉ学ߍΨΠμンε実ࢪ
w学͝ߍとに実ࢿ、ࢪྉ഑෍

ý
3 ೥次

ÿ্݄०ʙ
øù ݄Լ०

介護等体験実ࢪ
w࿝ਓอ݈ࢪઃ　ʢ ü ೔ؒʣ
wಛผࢧԉ学ߍ　ʢ ù೔ؒʣ

þ 体験ऴྃޙ 介護等体験ূ໌ॻ wใࠂॻをఏग़
体験ऴྃ೔にূ໌ॻをडྖし、ऴ
ޙྃ ùिؒҎ಺にใࠂॻとڞにఏ
ग़

˞ఏग़ํ法、ఏग़ઌは、ΨΠμンεٴびࣔܝ等でお஌Βせします。

ü ɽ教ҭ࣮शʹ͍ͭͯ
　ʮす΂ての教育࿦は教師࿦にؼணするʯといわれます。
　教育活ಈは༷ʑな৚݅の্に੒Γཱつ΋のです。ྫ͑͹学ߍのࢪઃઃඋ、教ࡐ教۩なͲの෺
త৚݅、ࣇಐ・生ెの実ଶ、これをとΓま͘Ոఉڥ؀΍஍Ҭࣾձの現実なͲす΂てが教育を੒
Γཱたせる৚݅です。これΒのॾ৚݅を活用しながΒ対Ԡし、教育目తのୡ੒をはかるのが教
師のつとΊです。教育の੒൱は教師ͦのਓのਓ֨ྗྔによることを౿ま͑れ͹教育ऀとしての
職੹のॏ大さを௧ײで͖ます。
　このよ͏なॏ大な職੹を΋つ教育ऀとなるたΊには、教職にबͦ͘の࠷ॳかΒ੹೚͋る教育
活ಈがで͖、ࣇಐ・生ెの৴པに஋する教師たΓ得るよ͏に४උしなけれ͹なΓません。ͦの
たΊには͋Βか͡Ί、தਖ਼かつ教育Ѫにຬちた教育ਫ਼ਆをഓ͏とと΋に、গな͘と΋一定のਫ
४にୡした教育ٕज़を身に෇けることがඞཁです。
　大学において教職課程を履修するのは、まさにこのඞཁに対ԠするたΊで͋Γますが、教育
にऴわってはなΒないのです。ཧ࿦はৗに実ફによってਂΊΒれ、実ڀݚは୯なるཧ࿦తڀݚ
ફはまたཧ࿦によって導かれなけれ͹なΓません。ཧ࿦と実ફとをつな͙ことこͦ教育実習の
。と΋い͏΂͖΋のです্͛࢓です。このҙຯで教育実習は教職課程の૯໋࢖

û ʣհޢ౳ମݧखଓ
͔Β࣮ࢪ·Ͱͷྲྀ
Εʹ͍ͭͯ

øʣ教ҭ࣮शͷҙ ɾٛ
໨తʹ͍ͭͯ

úʣհޢ౳ମݧʹ͔
͔Δཹҙ߲ࣄʹͭ
͍ͯ
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①　定߁݈ظ਍அ
　本学で実ࢪするʮ定߁݈ظ਍அʯをඞͣड਍してͩ͘さい。

②　体験のඅ用
　ࣾձ෱ࢪࢱઃ等ʢ本学は、介護࿝ਓอ݈ࢪઃʣでの体験実ࢪには、ø೔͋たΓ ø
ü÷÷ ԁの
体験අ用がඞཁとなΓます。ೲೖํ法等は、ΨΠμンεでお஌Βせします。

③　介護等体験に൐͏ূ໌ॻ
　介護等体験ऴྃޙ、各ࢪઃが体験を行ったことをূ໌し、本ਓにަ෇されます。
　このূ໌ॻは、教員免許ঢ়ਃ੥࣌のඞཁॻྨとなΓますので、ݪଇとして教員免許ঢ়の一
ׅਃ੥࣌まで大学でอ؅します。体験ऴྃަޙ෇をडけたΒ、教職センターʲ教職・学ܳ員ʳ
へఏग़してͩ͘さい。

ᶆ　อݥ
　介護等体験を実ࢪするऀはʮ学生教育֐ࡂڀݚই֐อݥʯʢೖ学࣌にՃೖʣとʮΠンター
ンγοϓ・介護等体験活ಈ・教育実習等ഛঈ੹೚อݥʯにՃೖします。

ظ࣌ ߲目 w಺༰ ఏग़等のઆ໌

ø ø ೥次
3݄຤

৽ ù೥次用ΨΠμンε実ࢪ
w介護等体験ر๬ௐࠪ 介護等体験ر๬ௐࠪにճ౴

ù ù ೥次
3݄த०

৽ 3೥次用ΨΠμンε実ࢪ
w介護等体験ௐࠪ
w体験ࠔ೉೔程֬認

介護等体験ௐࠪにճ౴

3 3 ೥次
þ্݄०

介護等体験ΨΠμンε実ࢪ
w࿝ਓอ݈ࢪઃの体験ઌ w೔程のൃද
wࢪઃ͝との୅දऀをܾ定
wࢪઃ͝との࿈བྷ໢࡞੒ wఏग़

ಉ一ࢪઃで体験するϝンόーで࿈
བྷ໢を࡞੒
୅දऀが࿈བྷ໢をఏग़

w介護等体験අ用のೲೖ
�ʢ࿝ਓอ݈ࢪઃڠձ関܎ʣ

ೲೖํ法 wೲೖݶظはΨΠμンε
でઆ໌

wಛผࢧԉ学ߍ介護等体験೔程ௐࠪ 体験೔程ௐࠪにճ౴

û 3 ೥次
þ݄Լ०

ಛผࢧԉ学ߍの体験ઌ w೔程をࣔܝで
ൃද

ü 3 ೥次
Ā݄ʙøø݄

ಛผࢧԉ学ߍΨΠμンε実ࢪ
w学͝ߍとに実ࢿ、ࢪྉ഑෍

ý
3 ೥次

ÿ্݄०ʙ
øù ݄Լ०

介護等体験実ࢪ
w࿝ਓอ݈ࢪઃ　ʢ ü ೔ؒʣ
wಛผࢧԉ学ߍ　ʢ ù೔ؒʣ

þ 体験ऴྃޙ 介護等体験ূ໌ॻ wใࠂॻをఏग़
体験ऴྃ೔にূ໌ॻをडྖし、ऴ
ޙྃ ùिؒҎ಺にใࠂॻとڞにఏ
ग़

˞ఏग़ํ法、ఏग़ઌは、ΨΠμンεٴびࣔܝ等でお஌Βせします。

ü ɽ教ҭ࣮शʹ͍ͭͯ
　ʮす΂ての教育࿦は教師࿦にؼணするʯといわれます。
　教育活ಈは༷ʑな৚݅の্に੒Γཱつ΋のです。ྫ͑͹学ߍのࢪઃઃඋ、教ࡐ教۩なͲの෺
త৚݅、ࣇಐ・生ెの実ଶ、これをとΓま͘Ոఉڥ؀΍஍Ҭࣾձの現実なͲす΂てが教育を੒
Γཱたせる৚݅です。これΒのॾ৚݅を活用しながΒ対Ԡし、教育目తのୡ੒をはかるのが教
師のつとΊです。教育の੒൱は教師ͦのਓのਓ֨ྗྔによることを౿ま͑れ͹教育ऀとしての
職੹のॏ大さを௧ײで͖ます。
　このよ͏なॏ大な職੹を΋つ教育ऀとなるたΊには、教職にबͦ͘の࠷ॳかΒ੹೚͋る教育
活ಈがで͖、ࣇಐ・生ెの৴པに஋する教師たΓ得るよ͏に४උしなけれ͹なΓません。ͦの
たΊには͋Βか͡Ί、தਖ਼かつ教育Ѫにຬちた教育ਫ਼ਆをഓ͏とと΋に、গな͘と΋一定のਫ
४にୡした教育ٕज़を身に෇けることがඞཁです。
　大学において教職課程を履修するのは、まさにこのඞཁに対ԠするたΊで͋Γますが、教育
にऴわってはなΒないのです。ཧ࿦はৗに実ફによってਂΊΒれ、実ڀݚは୯なるཧ࿦తڀݚ
ફはまたཧ࿦によって導かれなけれ͹なΓません。ཧ࿦と実ફとをつな͙ことこͦ教育実習の
。と΋い͏΂͖΋のです্͛࢓です。このҙຯで教育実習は教職課程の૯໋࢖

û ʣհޢ౳ମݧखଓ
͔Β࣮ࢪ·Ͱͷྲྀ
Εʹ͍ͭͯ

øʣ教ҭ࣮शͷҙ ɾٛ
໨తʹ͍ͭͯ

úʣհޢ౳ମݧʹ͔
͔Δཹҙ߲ࣄʹͭ
͍ͯ
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　教育の場はͦれͧれのݸ性を΋ち、ҟなった࠽能を΋った教師とࣇಐ・生ెとのؒのଟ༷な
ਓؒ関܎をத৺としてߏ੒されます。教職課程で学んͩ教育ཧ࿦は、۩体త、ྲྀಈతな教育の
場における実ફを通しては͡Ίてਅの生໋を得るでしΐ͏。教育実習の目తは、実習生がܦ験
๛かなઌഐ教員の指導の΋とに۩体తな教育活ಈを体験することによって、৽しい࣌୅の教師
としてのૅجをங͘ことです。目తୡ੒のたΊに、学習指導・生活指導・学ܦڃ営等、ൣ޿な
教育の実຿についてཧղをਂΊ、ج本తな教育ٕज़を修得するとと΋に、ࣇಐ・生ెとと΋に
生活し、ͦの৺身の੒௕をԉॿし、指導することによって教育ऀたる֮ࣗをਂΊます。

①�　教育実習は各஍ํの教育ҕ員ձٴび実習ߍྗڠのಛผな޷ҙによって実ࢪされます。次୅
を୲͏教育ऀになる実習生のたΊに、೔ৗのۃΊてଟ๩な教育活ಈのதで、ଟ大な٘ਜ਼を΋
か͑Γみͣ実習指導に͋たって΋Β͏ことを໏هして、ひとΓよがΓになることな͘、ڏݠ
かつਅ伨なଶ౓で実習に専೦しなけれ͹なΓません。

②�　実習ؒظதは実習ߍにۈ຿する教職員の一員になった֮ޛで੣実に学ߍの教育ํ਑をकΓ、
。௕΍指導教員の指ࣔにैって実習をਐΊなけれ͹なΓませんߍ

③�　実習生とい͑Ͳ΋、生ెに対してはઌ生として指導の೚に౰たるのですかΒ、ͦのཱ場に
;さわしいݴ༿ͮかい、ଶ౓、෰૷等に৺を഑ることは΋ちΖん、教育に対する৘೤とす΂
てのࣇಐ・生ెに対するѪ৘をج本とする教育Ѫの体得に౒Ίなけれ͹なΓません。

ᶆ�　教育における੓࣏తதཱ、ެཱ学ߍにおけるफ教తதཱはຽ主主ٛ教育のج本߲ࣄです。
教育活ಈにおいてಛ定のࢥ૝΍੓ౘの主ு等を一ํతにとΓ͋͛るよ͏なことはݫに৻まな
けれ͹なΓません。

ᶇ�　݈߁໘では、教育実習実ࢪにࢧোのないऀでなけれ͹なΒないので、ʮ定߁݈ظ਍அʯをඞ
ͣड਍してͩ͘さい。

　教育実習にࢀՃで͖るऀは、ࢀՃのલ೥౓に開講されるçh ໛ٖतۀԋ習ʱを修得し、かつࢀ
Ճ೥౓に࠷ऴ学೥にࡏ学するऀで、Լهに֘౰するऀでなけれ͹なΓません。
①�　ʮ教育のૅجతཧղに関する科目等ʯʢ1�øù�ୈ 3 ཝʙୈ üཝʣの͏ち、3೥次までに開講さ
れているશてのඞ修科目を修得ࡁみで͋るऀ。ʢߴ等学ߍ教་免許ঢ়のみの取得ر๬ऀは、ʮಓ
ಙ教育のཧ࿦と指導法ʯをআ͘。ʣ

②�　ʮ教科に関する専門త߲ࣄʯの 3೥次までに開講されているશてのඞ修科目と、ʮ各教科の
指導法ʯの͏ち、教育実習ґཔઌの学ߍछ・୲౰教科、科目に関するશてのඞ修科目を修得
。みで͋るऀࡁ

③　तۀ΍介護等体験において、教職センター専೚教員かΒద性を認ΊΒれたऀ。
ᶆ　教員免許ঢ়取得にඞཁな୯Ґをଔۀまでに修得するࠐݟみの͋るऀ。
ᶇ　教職にब͘ҙࢤがݻڧで、教育実習に対するੵۃ性、೤ҙの͋るऀ。
ᶈ�　教育実習に͏͑תる৺身の݈߁をอ࣋するऀ。ಛにײછ঱࣬ױの͋るऀの実習は許可され
ません。

ᶉ　ΨΠμンεٴび指導教員によるࣄલ指導をडけているऀ。
　なお、ࢀՃલ೥౓຤において、্هの各߸のいͣれかに֘౰しないऀについては、教育実習
。しますࢪ৹ࠪ໘ஊを実֨ࢿ

　教育実習は 3೥次 û݄のਃࠐみखଓ͖かΒ࢝まΓます。
　ਃࠐखଓ͖は、h ৽ 3೥次ΨΠμンεʱでのઆ໌にͮجいて、ࣗ身が行います。
　教育実習とは、h तۀʱの実習を行͏ͩけではな͘、学ڃ活ಈ、生ె指導、行ࣄ、課֎活ಈ
等教育活ಈશൠを通して、生ెと܎わる体験をすることで΋͋Γ、୹いؒظに、実習ઌの生ె
の੒௕にかかわることに΋なΓますので、ਃࠐみखଓ͖を開࢝すると͖かΒʰ教育実習生ʱと
しての֮ࣗと੹೚を࣋つඞཁが͋Γます。
　ਃޙࠐ実習ઌが֬定したΒ、教育実習にࣗ৴を࣋ってྟΉたΊに、ඞཁなཁ݅をॆ଍すると
に、指導教員の指導、hڞ ໛ٖतۀԋ習ʱのतۀ、実習ߍのΦϦΤンςーγϣン等をܦて໖ີ
に४උするඞཁが͋Γます。
　なお、教育実習の֓ཁはԼهにࣔすとおΓです。

実 習 ઌ にґཔߍߴଇ、�ग़身ݪ˞　　　ߍຢはத学ߍ等学ߴ

実 習 の ࣌ ظ û೥次の üʙ þ݄ຢは Āʙ øø ݄のいͣれかで、�実習ઌの指ࣔによΓܾ定

実 習 の ظ ؒ த学ߍ免許ঢ়取得ر๬ऀは 3िؒ、ߴ等学ߍ免許ঢ়取得ر๬ऀは ùिؒ

実習のਃࠐखଓ 3೥次の û݄ࠒに実習をر๬する�h ߍ等学ߴ �ɦへࣗ身がਃࠐ

実習のਃํࠐ法 学ߍによΓҟなるたΊ༧Ί֬認がඞཁ

実習तۀの教科 取得をر๬する免許教科によって、実習ઌへر๬を఻͑て૬ஊの͏ܾ͑定

ù ʣ教ҭ࣮शͷ৺ಘ
ʹ͍ͭͯ

úʣ教ҭ࣮शͷࢀՃ
͍ͯͭʹ֨ࢿ

ûʣ教ҭ࣮शͷ֓ཁ
ʹ͍ͭͯ

10 11

ù÷ùû೥౓ೖֶੜ༻教職課程ศཡʢ໊৓େֶʣ

üʣ教ҭ࣮शࢀՃ·
ͰͷྲྀΕʹ͍ͭͯ

2 年次

3月 ৽ 3年࣍ガイダンス
˘教育実習の申込手続きについて説明

3 年次

４月
・
5月

教育実習参加資格の確認
˘教育実習参加資格確認（前ページ記載）各号を確認してŊ 3 年次において充足
　させるŇ

履修登録
˘取得予定の免許状の修得が必要な授業科目のうちで未修得の授業科目を登録する。

教育実習ઌへの申込手続き
˘教育実習を希望する『高等学校』へ申し込むŇ

文書によるґཔ手続
　˘教職センター【教職・学芸員】へུ
式ґཔ状作成を申込むŇ

教育実習の受入がՄの場合

教育実習の受入が不Մの場合

９月

「模ٖ授業ԋ習受講」（後期開講） 

教育実習校Ѻટ・ೋ࣍ืूガイダンス
˘各諸手続を行いŊ 実習予定校を決めるŇ
˘実習予定校へུ式ґཔ状を持参しŊ 申し込むŇ

3 月

৽ ４年࣍ガイダンス
˘教育実習参加に向けた最終準備と確認事項Ŋ 心構え等を説明

健康診断受診
˘大学で実施される健康診断を受診するŇ

４ 年次

４月

5月
〜

１１月

2 月
教育実習参加資格৹ࠪ

※教育実習参加資格（前ページ記載）の各号いずれかに該当しない者についてはŊ
教育実習資格審査面談が実施されるŇ

学校๚໰
˘実習予定校へུ式ґཔ状を持参するŇ

教育実習参加資格の確認
※教育実習参加資格（前ページ記載）の各号を充足するか確認するŇ

履修登録
˘ 2週間の教育実習予定者は『教育実習Ⅱ』、『教育実習指導（事前・事後）』を、

3週間の教育実習予定者は『教育実習Ⅰ及びⅡ』、『教育実習指導（事前・事後）』
　を必ず登録する。 
˘取得予定の免許状に必要な科目において、未修得の授業科目がないか確認し、
　登録する。
˘中学校一種及び高等学校一種免許状それぞれに必要な最低修得単位数が充足で
　きるか確認する。 

教育実習実施

˘教育実習中Ŋ ๚問指導教員（事前に発表）が実習先を๚問Ŋ 指導を受けるŇ
（主に ５月Լ०〜 7月上०・ ９月上०〜11月上०のいͣれかの期間）

教育実習ऴྃ報告
˘๚問指導教員に ｢教育実習が終了した｣ 旨を報告するŇ
˘終了後1週間以内にŊ実習校へのお礼状を作成し送付するŇ

ಋࢦಋ教員による事前面઀ࢦಋ教員・๚໰ࢦ
˘๚問指導教員は掲示で発表
˘๚問指導教員と実習スケジュール等をଧち合わせておくŇ

実習校による実習オリエンテーション・事前ଧ合せ

ň教育実習ࢦಋ（事前・事後）ŉ 受講
　˘教育実習記録Ŋ 授業実習で使用した教材Ŋ ノートŊ 指導案等を担当教員の指示
に従って提出するŇ

ڭ
ҭ
࣮
श
ऴ
ྃ
ޙ
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üʣ教ҭ࣮शࢀՃ·
ͰͷྲྀΕʹ͍ͭͯ

2 年次

3月 ৽ 3年࣍ガイダンス
˘教育実習の申込手続きについて説明

3 年次

４月
・
5月

教育実習参加資格の確認
˘教育実習参加資格確認（前ページ記載）各号を確認してŊ 3 年次において充足
　させるŇ

履修登録
˘取得予定の免許状の修得が必要な授業科目のうちで未修得の授業科目を登録する。

教育実習ઌへの申込手続き
˘教育実習を希望する『高等学校』へ申し込むŇ

文書によるґཔ手続
　˘教職センター【教職・学芸員】へུ
式ґཔ状作成を申込むŇ

教育実習の受入がՄの場合

教育実習の受入が不Մの場合

９月

「模ٖ授業ԋ習受講」（後期開講） 

教育実習校Ѻટ・ೋ࣍ืूガイダンス
˘各諸手続を行いŊ 実習予定校を決めるŇ
˘実習予定校へུ式ґཔ状を持参しŊ 申し込むŇ

3 月

৽ ４年࣍ガイダンス
˘教育実習参加に向けた最終準備と確認事項Ŋ 心構え等を説明

健康診断受診
˘大学で実施される健康診断を受診するŇ

４ 年次

４月

5月
〜

１１月

2 月
教育実習参加資格৹ࠪ

※教育実習参加資格（前ページ記載）の各号いずれかに該当しない者についてはŊ
教育実習資格審査面談が実施されるŇ

学校๚໰
˘実習予定校へུ式ґཔ状を持参するŇ

教育実習参加資格の確認
※教育実習参加資格（前ページ記載）の各号を充足するか確認するŇ

履修登録
˘ 2週間の教育実習予定者は『教育実習Ⅱ』、『教育実習指導（事前・事後）』を、

3週間の教育実習予定者は『教育実習Ⅰ及びⅡ』、『教育実習指導（事前・事後）』
　を必ず登録する。 
˘取得予定の免許状に必要な科目において、未修得の授業科目がないか確認し、
　登録する。
˘中学校一種及び高等学校一種免許状それぞれに必要な最低修得単位数が充足で
　きるか確認する。 

教育実習実施

˘教育実習中Ŋ ๚問指導教員（事前に発表）が実習先を๚問Ŋ 指導を受けるŇ
（主に ５月Լ०〜 7月上०・ ９月上०〜11月上०のいͣれかの期間）

教育実習ऴྃ報告
˘๚問指導教員に ｢教育実習が終了した｣ 旨を報告するŇ
˘終了後1週間以内にŊ実習校へのお礼状を作成し送付するŇ

ಋࢦಋ教員による事前面઀ࢦಋ教員・๚໰ࢦ
˘๚問指導教員は掲示で発表
˘๚問指導教員と実習スケジュール等をଧち合わせておくŇ

実習校による実習オリエンテーション・事前ଧ合せ

ň教育実習ࢦಋ（事前・事後）ŉ 受講
　˘教育実習記録Ŋ 授業実習で使用した教材Ŋ ノートŊ 指導案等を担当教員の指示
に従って提出するŇ
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ýɽຑ͠Μʹؔ͢Δใࠂॻʹ͍ͭͯ
　ຑしんʢはしかʣは、ײછྗがඇৗに͘ڧ、ҩྍがਐาした現ࡏで΋、ॏಞなޙҨো֐が࢒る、ຢは、ࢮにࢸるݥة性が͋
るॏ大な࣬ױです。ಛに教育実習΍介護等体験では、ຑしんにጶױするとॏಞԽし΍すいࢠͲ΋΍ऀྸߴと઀するػձが͋る
ことかΒ、ײછ対策にࡉ৺の஫ҙを෷͏ඞཁが͋Γます。

　 ù÷÷þ ೥には、ø÷ ୅、ù÷ ୅をத৺としたຑしんの大ن໛なྲྀ行をडけ、จ部科学লかΒ各大学に޲けてʮຑしんに関するಛ
定ײછ঱༧๷指਑にྗڠͮ͘جґཔについてʯとい͏จॻがൃग़されました。このจॻでは、教育等に܎る大学の学生について、
༧๷઀छのק঑ٴび઀छのঢ়֬گ認を行͏ことがٻΊΒれています。

　これをडけて本学では、教育実習΍介護等体験のࢀՃ学生に対して、3೥次࣌఺でʮຑしんに関するใࠂॻʯのఏग़をٻΊ
ています。教育実習΍介護等体験へのࢀՃをر๬する場߹は、ใࠂॻをඞͣఏग़してͩ͘さい。

　ʮຑしんに関するใࠂॻʯのఏग़に͋たっては、฼ࢠखாのࣸしなͲによΓ、ຑしんの༧๷઀छを ùճडけていることをূ
໌するඞཁが͋Γます。ùճの઀छ履ྺを֬認で͖ない場߹は、߅体ࠪݕをडけて、ຑしんに対する߅体をอ༗していること
をূ໌するඞཁが͋Γます。また、߅体ࠪݕの݁Ռ、े෼な߅体をอ༗していないとҩྍػ関かΒ൑அされた場߹は、可能な
೉な場߹は、教職センターまで૬ஊしてࠔਪ঑します。ΞϨϧΪー΍࣋ප等で઀छが͘ڧΓຑ਄の༧๷઀छをडけることをݶ
ͩ͘さい。

　なお、߅体ࠪݕ΍༧๷઀छにඞཁなඅ用は、ࣗݾෛ୲になΓます。
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þɽ୯Ґͷमಘํ๏ʹ͍ͭͯ
øʣ教Պٴͼ教職ʹؔ͢ΔՊ໨ද

๏ֶ෦ŋܦӦֶ෦ŋֶࡁܦ෦ŋཧֶ޻෦ŋ೶ֶ෦ŋ౎ࢢ৘ใֶ෦ŋ֎ֶޠࠃ෦ɾ৘ใֶ޻෦　ର৅
ʢதֶߍ教་Ұछ໔ڐঢ়ɺߴ౳ֶߍ教་Ұछ໔ڐঢ়ʣ

免許法ࢪ行نଇに定Ίる಺༰ 免許法ࢪ行نଇに対Ԡする本学の開ઃतۀ科目

ୈ øཝ
教科ٴび
教職に関
する科目

各科目にؚΊることが
ඞ ཁ な ࣄ ߲

௿修得୯Ґ਺࠷
तۀ科目名 ୯Ґ਺

修得۠෼
഑౰
೥次த学ߍ

一 छ
ߍ等学ߴ
一 छ

த学ߍ
一 छ

ߍ等学ߴ
一 छ

˞ø
ୈ ù ཝ

教科ٴび
教科の指
導法に関
する科目

教科に関する専門త߲ࣄ
ùÿ ùû

ʢ所属学科͝とにඞཁな教
科に関する科目ʣ 学部・学科・免許教科͝との

ϖーδにࣔします。各教科の指導法ʢ৘ใ通৴
ٕज़の活用をؚΉ。ʣ

ʢ免許教科͝とに定Ίる教
科の指導法に関する科目ʣ

ୈ 3ཝ

教育のج
ૅతཧղ
に関する
科目

教育のཧ೦ฒびに教育に関
するྺ࢙ٴびࢥ૝

ø÷ ø÷

教育ݪ࿦ ù ˕ ˕ ø
学習ࣾձ࿦ ù ˎ ˎ ø

教職のҙٛٴび教員の໾ׂ・
職຿಺༰ʢνーϜ学ߍ運営
への対ԠをؚΉ。ʣ

教職ೖ門 ù ˕ ˕ ø

教育に関するࣾձత、੍౓
తຢはܦ営తࣄ ʢ߲学ߍと
஍Ҭとの࿈ٴܞび学҆ߍશ
への対ԠをؚΉ。ʣ

教育行੓࿦ ù ˕ ˕ ù

教育法ن˒ ù ˎ ˎ ù

༮ࣇ、ࣇಐٴび生ెの৺身
のൃୡٴび学習のա程

教育৺ཧ学 ù ˕ ˕ ø
ൃୡ৺ཧ学˒ ù ˎ ˎ ù

ಛผのࢧԉをඞཁとする༮
び生ెに対するٴಐࣇ、ࣇ
ཧղ

ಛผࢧԉ教育࿦ ù ˕ ˕ ù

教育課程のҙٛٴびฤ੒の
ํ法ʢΧϦΩϡϥϜ・Ϛω
δϝンτをؚΉ。ʣ

教育課程࿦ ù ˕ ˕ ø

ୈ ûཝ

ಓಙ、૯
߹తな学
習の࣌ؒ
等の指導
法ٴび生
ె指導、
教育૬ஊ
等に関す
る科目

ಓಙのཧ࿦ٴび指導法

ø÷ ÿ

ಓಙ教育のཧ࿦と指導法 ù ˕ ù
૯߹తな学習の࣌ؒの指導
法˞ù ಛผ活ಈと૯߹తな学習の

࣌ؒの指導法 ù ˕ ˕ ù
ಛผ活ಈの指導法

教育のํ法ٴびٕज़ 教育৘ใ࿦˒ ù ˎ ˎ ù

教育ํ法・ٕज़࿦ʢ৘ใ通
৴ٕज़の活用ؚΉʣ ù ˕ ˕ ø৘ใ通৴ٕज़を活用した教

育のཧ࿦ٴびํ法
生ె指導のཧ࿦ٴびํ法

生ె・ਐ࿏指導࿦ ù ˕ ˕ øਐ࿏指導ٴびΩϟϦΞ教育
のཧ࿦ٴびํ法
教育૬ஊʢΧ΢ンセϦンά
に関するૅجతな஌ࣝをؚ
Ή。ʣのཧ࿦ٴびํ法

学ߍ教育૬ஊ ù ˕ ˕ ù

ୈ üཝ
教育実ફ
に関する
科目

教育実習 ü 3
教育実習ᶗ ù ˕ ˎ û
教育実習ᶘ ù ˕ ˕ û
教育実習指導 ø ˕ ˕ û

教職実ફԋ習 ù ù 教職実ફԋ習ʢத・ߴʣ ù ˕ ˕ û

˞3

ୈ ý ཝ
大学がಠ
ࣗにઃ定
する科目

û øù
ಓಙ教育のཧ࿦と指導法 ù ˎ ù
໛ٖतۀԋ習 ù ˕ ˕ 3
学ߍ課୊ԋ習 ù ˎ ˎ 3

ඞཁ࠷௿修得୯Ґ਺ üĀ üĀ
˕はඞ修科目、ˎはબ୒科目をࣔします。
˒の科目は、ຖ೥開講するとはݶΓません。
˞ øʮୈ ù ཝɿ教科ٴび教科の指導法に関する科目ʯのʮ各教科の指導法ʯは、डけよ͏とする免許教科について、த一छ免
は ÿ୯ҐҎ্、ߴ一छ免は û୯ҐҎ্を修得するඞཁが͋Γます。

˞ ùߴ一छ免に対Ԡする߲ࣄはʮ૯߹తな୳ڀの࣌ؒの指導法ʯです。
˞ 3ʮୈ ý ཝɿ大学がಠࣗにઃ定する科目ʯには、ୈ ùཝかΒୈ üཝの࠷௿修得୯Ґ਺を௒͑た୯ҐをؚΊることがで͖ます。
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ù÷ùû೥౓ೖֶੜ༻教職課程ศཡʢ໊৓େֶʣ

ùʣ教Պͷࢦಋ๏ʹؔ͢ΔՊ໨ද

๏ֶ෦ŋܦӦֶ෦ŋֶࡁܦ෦ŋཧֶ޻෦ŋ೶ֶ෦ŋ౎ࢢ৘ใֶ෦ŋਓֶؒ෦ŋ֎ֶޠࠃ෦ŋ৘ใֶ޻෦　ର৅
ʢதֶߍ教་Ұछ໔ڐঢ়ɺߴ౳ֶߍ教་Ұछ໔ڐঢ়ʣ

免許法ࢪ行نଇに定Ίる಺༰

免許教科

免許法ࢪ行نଇに対Ԡする本学の開ઃतۀ科目

ୈ øཝ
教科ٴび
教職に関
する科目

各科目にؚ
Ίることが
ඞཁな߲ࣄ

ඞཁ୯Ґ਺
तۀ科目名 ୯Ґ਺

ඞ修・બ୒の۠෼
഑౰
೥次த学ߍ

一 छ
ߍ等学ߴ
一 छ

த学ߍ
一 छ

ߍ等学ߴ
一 छ

ୈ ùཝ

ڭ

Պ

ٴ

ͼ

ڭ

Պ

ͷ

ࢦ

ಋ

๏

ʹ

ؔ

͢

Δ

Պ

໨

֤

ڭ

Պ

ͷ

ࢦ

ಋ

๏

ớ
৘
ใ
௨
৴
ٕ
ज़
ͷ
׆
༻
Λ
ؚ
Ή
ỐỜ

ÿ û

ࣾձ

ࣾձ・஍ཧྺ࢙科教育法 ù ˕ ʵ ù

ࣾձ・ެຽ科教育法 ù ˕ ʵ ù

ࣾձ・஍ཧྺ࢙科指導法 ù ˕ ʵ 3

ࣾձ・ެຽ科指導法 ù ˕ ʵ 3

஍ཧྺ࢙
ࣾձ・஍ཧྺ࢙科教育法 ù ʵ ˕ ù

ࣾձ・஍ཧྺ࢙科指導法 ù ʵ ˕ 3

ެຽ
ࣾձ・ެຽ科教育法 ù ʵ ˕ ù

ࣾձ・ެຽ科指導法 ù ʵ ˕ 3

਺学

਺学科教育法̖ ù ˕ ˕ ù

਺学科教育法̗ ù ˕ ˎ ù

਺学科指導法̖ ù ˕ ˕ 3

਺学科指導法̗ ù ˕ ˎ 3

ཧ科

ཧ科教育法̖ ù ˕ ˕ ù

ཧ科教育法̗ ù ˕ ˎ ù

ཧ科指導法̖ ù ˕ ˕ 3

ཧ科指導法̗ ù ˕ ˎ 3

ӳޠ
ʢਓؒ学部ʣ

ӳޠ科教育法̖ ù ˕ ˕ ù

ӳޠ科教育法̗ ù ˕ ˎ ù

ӳޠ科指導法̖ ù ˕ ˕ 3

ӳޠ科指導法̗ ù ˕ ˎ 3

ӳޠ
ʢ֎ޠࠃ学部ʣ

ӳޠ科教育法ᶗˑ ù ˕ ˎ ù

ӳޠ科教育法ᶘˑ ù ˕ ˕ ù

ӳޠ科指導法ᶗˑ ù ˕ ˕ 3

ӳޠ科指導法ᶘˑ ù ˕ ˎ 3

঎ۀ
঎ۀ科教育法 ù ʵ ˕ 3

঎ۀ科指導法 ù ʵ ˕ 3

ۀ޻
科教育法ۀ޻ ù ʵ ˕ 3

科指導法ۀ޻ ù ʵ ˕ 3

೶ۀ
೶ۀ科教育法 ù ʵ ˕ 3

೶ۀ科指導法 ù ʵ ˕ 3

৘ใ
৘ใ科教育法 ù ʵ ˕ 3

৘ใ科指導法 ù ʵ ˕ 3

取得を༧定する免許教科にඞཁなतۀ科目を修得することがඞཁです。
履修は、所属する学科で修得可能な免許教科に対するतۀ科目のみ可能です。
˕はඞ修科目、ˎはબ୒科目をࣔします。
ˑの科目は、֎ޠࠃ学部で開講されています。
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ù÷ùû೥౓ೖֶੜ༻教職課程ศཡʢ໊৓େֶʣ

ཧֶ޻෦　਺ֶՊ　ର৅
தֶߍҰछʢ਺ֶʣʗߴ౳ֶߍҰछʢ਺ֶʣ
学ߍछʢ免許教科ʣ த一छʢ਺学ʣʗߴ一छʢ਺学ʣ

උߟ

免許法ࢪ行نଇに定Ίる
科目۠෼

֘౰तۀ科目

୅

਺

学

ز

Կ

学

ղ

ੳ

学

ủ
֬
཰
࿦
ỏ౷
ܭ
学
Ứ

ί
ϯ
ϐ
ỿ
ồ
λ

഑౰
೥次 तۀ科目名 ୯Ґ਺

ཧ
޻
学
෦
਺
学
Պ
։
ߨ
Պ
໨

ù ୅਺学ᶗ ù ˕
ù ୅਺学ᶘ ù ˎ
3 ୅਺学ᶙ ù ˎ
3 ୅਺学ᶚ ù ˎ
3 ୅਺学ᶛ ù ˎ
3 ୅਺学ᶜ ù ˎ
û ୅਺学ᶝ ù ˎ
û ୅਺学ᶞ ù ˎ
ø ઢܗ୅਺ᶗ ù ˎ
ø ઢܗ୅਺ᶘ ù ˎ
ù ઢܗ୅਺ᶙ ù ˎ
ù ઢܗ୅਺ᶚ ù ˎ
ù Կ学ᶗز ù ˕
ù Կ学ᶘز ù ˎ
3 Կ学ᶙز ù ˎ
3 Կ学ᶚز ù ˎ
3 Կ学ᶛز ù ˎ
3 Կ学ᶜز ù ˎ
û Կ学ᶝز ù ˎ
û Կ学ᶞز ù ˎ
ù ղੳ学ᶗ ù ˕
ù ղੳ学ᶘ ù ˎ
3 ղੳ学ᶙ ù ˎ
3 ղੳ学ᶚ ù ˎ
3 ղੳ学ᶛ ù ˎ
3 ղੳ学ᶜ ù ˎ
û ղੳ学ᶝ ù ˎ
û ղੳ学ᶞ ù ˎ
ø ඍ෼ੵ෼ᶗ ù ˎ
ø ඍ෼ੵ෼ᶘ ù ˎ
ù ඍ෼ੵ෼ᶙ ù ˎ
ù ඍ෼ੵ෼ᶚ ù ˎ
ù ਺ཧ৘ใᶗ ù ˕
3 ਺ཧ৘ใᶙ ù ˎ
3 ਺ཧ৘ใᶚ ù ˎ
3 ਺ཧ৘ใᶛ ù ˎ
3 ਺ཧ৘ใᶜ ù ˎ
û ਺ཧ৘ใᶝ ù ˎ
û ਺ཧ৘ใᶞ ù ˎ
ø ৘ใ科学ᶗ ù ˕
ø ίンϐϡーターαΠΤンε ù ˎ
教科の指導法に関する科目のඞཁ
୯Ґ਺をؚΊた࠷௿修得୯Ґ਺ த ùÿ ୯Ґʗߴ ùû ୯Ґ

˕はඞ修、˓はબ୒ඞ修、ˎはબ୒をදす。

ú ʣ教Պʹؔ͢Δઐ໳త߲ࣄʢֶ෦ֶՊʣ
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ù÷ùû೥౓ೖֶੜ༻教職課程ศཡʢ໊৓େֶʣ

ཧֶ޻෦　਺ֶՊ　ର৅
Ұछʢ৘ใʣߍ౳ֶߴ

学ߍछʢ免許教科ʣ 一छʢ৘ใʣߴ

උߟ

免許法ࢪ行نଇに定Ίる
科目۠෼

֘౰तۀ科目

৘
ใ
ࣾ
ձ
ớ
৬
ۀ
ʹ
ؔ
͢
Δ

಺
༰
Λ
ؚ
Ή
ỐỜ・
৘
ใ
ྙ
ཧ

ί
ϯ
ϐ
ỿ
ồ
λ
・

৘

ใ

ॲ

ཧ

৘
ใ
γ
ε
ς
Ϝ

৘

ใ

௨

৴

ω
ỽ
τ
ϫ
ồ
Ϋ

Ϛ
ϧ
ν
ϝ
σ
ỹ
Ξ
ද
・ݱ

Ϛ
ϧ
ν
ϝ
σ
ỹ
Ξ
ٕ
ज़

഑౰
೥次 तۀ科目名 ୯Ґ਺

ཧ
޻
学
෦
਺
学
Պ
։
ߨ
Պ
໨

ù ৘ใࣾձと৘ใྙཧ ù ˕

ù ৘ใٕज़のԠ用と職ۀ ù ˕

3 ਓؒ৘ใॲཧ࿦ ù ˎ

ø ίンϐϡーターϦςϥγー ù ˎ

3 営৘ใ࿦ܦ ù ˎ

ø ৘ใ科学ᶘ ù ˕

ù 科学ᶗػࢉܭ û ˕

3 科学ᶙػࢉܭ ù ˎ

ø ਺学ং࿦ᶗ ù ˎ

3 ΞϧΰϦζϜ・σータߏ଄࿦ ù ˎ

ù ਺ཧ৘ใᶘ ù ˕

ø ਺学ং࿦ᶘ ù ˎ

3 科学ᶚػࢉܭ ù ˎ

3 科学ᶜػࢉܭ ù ˕

3 ৘ใωοτϫーΫ࿦ ù ˎ

ù 科学ᶘػࢉܭ û ˕

3 科学ᶛػࢉܭ ù ˎ

3 ύターン৘ใॲཧ࿦ ù ˎ

3 ਺ཧ෺ཧ学ᶗ ù ˎ

3 ਺ཧ෺ཧ学ᶘ ù ˎ

教科の指導法に関する科目のඞཁ
୯Ґ਺をؚΊた࠷௿修得୯Ґ਺ ùû ୯Ґ

˕はඞ修、˓はબ୒ඞ修、ˎはબ୒をදす。

ú ʣ教Պʹؔ͢Δઐ໳త߲ࣄʢֶ෦ֶՊʣ
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ù÷ùû೥౓ೖֶੜ༻教職課程ศཡʢ໊৓େֶʣ

ཧֶ޻෦　ిֶ޻ࢠిؾՊ　ର৅
தֶߍҰछʢཧՊʣʗߴ౳ֶߍҰछʢཧՊʣ

学ߍछʢ免許教科ʣ த一छʢཧ科ʣ 一छʢཧ科ʣߴ උߟ
免許法ࢪ行نଇに定Ίる

科目۠෼

֘౰तۀ科目

෺

ཧ

学

Խ

学

ੜ

෺

学

஍

学

஍

学

࣮

ݧ

ੜ
෺
学
࣮
ݧ
・

Խ

学

࣮

ݧ
・

෺
ཧ
学
࣮
ݧ
・

෺

ཧ

学

Խ

学

ੜ

෺

学

஍

学

஍

学

࣮

ݧ

Ứ

ੜ
෺
学
࣮
ݧ
ỏ

Խ

学

࣮

ݧ
ỏ

ủ
෺
ཧ
学
࣮
ݧ
ỏ

഑౰
೥次 तۀ科目名 ୯Ґ਺

ཧ
޻
学
෦
ి
ؾ
ి
ࢠ
޻
学
Պ
։
ߨ
Պ
໨

ø ෺ཧ学ᶗ ù ˕ ˕

ø ෺ཧ学ᶘ ù ˕ ˕

ø ෺ཧ学ԋ習 ø ˎ ˎ

ø 学֓࿦޻ࢠిؾి ù ˎ ˎ

ø ճ࿏ᶗおよびԋ習ؾి 3 ˎ ˎ

ù ճ࿏ᶘおよびԋ習ؾి 3 ˎ ˎ

ù ճ࿏ᶙؾి ù ˎ ˎ

ù 学ᶗおよびԋ習ؾ࣓ؾి 3 ˎ ˎ

ù 学ᶘおよびԋ習ؾ࣓ؾి 3 ˎ ˎ

ù 学ᶙؾ࣓ؾి ù ˎ ˎ

3 ෺性࿦ᶗࢠిؾి ù ˎ ˎ

3 ෺性࿦ᶘࢠిؾి ù ˎ ˎ

3 ෺性࿦ᶙࢠిؾి ù ˎ ˎ

ø Խ学ᶗ ù ˕ ˕

ø Խ学ᶘ ù ˕ ˕

3 Խ学ؾి ù ˎ ˎ

ø 生෺学 ù ˕ ˕

ù ஍学ᶗ ù ˕ ˕

ù ஍学ᶘ ù ˎ ˎ

ø ෺ཧ学実験ᶗ ø ˕ ˓

˓
いͣれか
ひとつを
બ୒ඞ修

ø Խ学実験ᶗ ø ˕
˓

ø Խ学実験ᶘ ø ˕

ù 生෺学実験 ø ˕ ˓

3 ஍学実験ᶗ ø ˕
˓

3 ஍学実験ᶘ ø ˕

ø ෺ཧ学実験ᶘ ø ˎ ˎ

ù 実験ૅج学޻ࢠిؾి ø ˎ ˎ

ù 学実験ᶗ޻ࢠిؾి ù ˎ ˎ

3 学実験ᶘ޻ࢠిؾి ù ˎ ˎ

3 学実験ᶙ޻ࢠిؾి ù ˎ ˎ
教科の指導法に関する科目のඞཁ
୯Ґ਺をؚΊた࠷௿修得୯Ґ਺ ùÿ ୯Ґ ùû ୯Ґ

˕はඞ修、˓はબ୒ඞ修、ˎはબ୒をදす。

ú ʣ教Պʹؔ͢Δઐ໳త߲ࣄʢֶ෦ֶՊʣ
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ཧֶ޻෦　ిֶ޻ࢠిؾՊ　ର৅
ʣۀ޻Ұछʢߍ౳ֶߴ

学ߍछʢ免許教科ʣߴ一छʢۀ޻ʣ

උߟ

免許法ࢪ行نଇに定Ίる
科目۠෼

֘౰तۀ科目

޻
ۀ
ͷ
ؔ
܎
Պ
໨

৬

ۀ

ࢦ

ಋ
഑౰
೥次 तۀ科目名 ୯Ґ਺

ཧ
޻
学
෦
ి
ؾ
ి
ࢠ
޻
学
Պ
։
ߨ
Պ
໨

ø ཧ޻学֓࿦ ù ˕
ø ίンϐϡーターαΠΤンε ù ˎ
ø ίンϐϡーターϦςϥγー ù ˎ
ø ཧ࿦ᶗૅجؾి ù ˎ
ø ཧ࿦ᶘૅجؾి ù ˎ
ø ϓϩάϥϛンάᶗおよびԋ習 3 ˎ
ù ϓϩάϥϛンάᶘおよびԋ習 3 ˎ
ù ཧ࿦ᶙૅجؾి ù ˎ
ù ཧ࿦ᶚૅجؾి ù ˎ
ù ٕज़ऀྙཧ ù ˎ
ù ଌܭؾి ù ˎ
ù ΤωϧΪーม׵・ൃ生޻学 ù ˎ
ù 通৴γεςϜ ù ˎ
ù "ճ࿏ࢠి ù ˎ
ù #ճ࿏ࢠి ù ˎ
3 $ճ࿏ࢠి ù ˎ
ù σδタϧճ࿏ᶗ ù ˎ
3 σδタϧճ࿏ᶘ ù ˎ
ù ૊みࠐみγεςϜᶗおよびԋ習 3 ˎ
3 ૊みࠐみγεςϜᶘおよびԋ習 3 ˎ
ù 学ᶗ޻ޚ੍ ù ˎ
3 学ᶘ޻ޚ੍ ù ˎ
3 σδタϧ৴߸ॲཧᶗ ù ˎ
3 σδタϧ৴߸ॲཧᶘ ù ˎ
3 ΤωϧΪー఻ૹ޻学 ù ˎ
3 学޻ثػؾి ù ˎ
3 学޻ѹిߴ ù ˎ
3 学޻౷ܥྗి ù ˎ
3 ύϫーΤϨΫτϩχΫε ù ˎ
3 ൒導体޻学ᶗ ù ˎ
3 ൒導体޻学ᶘ ù ˎ
3 ଌܭࢠి ù ˎ
3 センα・センγンά ù ˎ
3 ৘ใཧ࿦ ù ˎ
3 ి࣓೾޻学 ù ˎ
3 ωοτϫーΫ ù ˎ
3 σータϕーε ù ˎ
û ੡ਤ・ܭઃؾి ù ˎ
û ઃ؅ཧࢪ・ن法ؾి ù ˎ
3 職ۀ指導࿦ ù ˕

教科の指導法に関する科目のඞཁ୯Ґ਺をؚΊた࠷௿修得୯Ґ਺ ùû ୯Ґ
˕はඞ修、˓はબ୒ඞ修、ˎはબ୒をදす。

ú ʣ教Պʹؔ͢Δઐ໳త߲ࣄʢֶ෦ֶՊʣ

26 275 ― 24



ù÷ùû೥౓ೖֶੜ༻教職課程ศཡʢ໊৓େֶʣ

ཧֶ޻෦　ࡐྉػೳֶ޻Պ　ର৅
தֶߍҰछʢཧՊʣʗߴ౳ֶߍҰछʢཧՊʣ

学ߍछʢ免許教科ʣ த一छʢཧ科ʣ 一छʢཧ科ʣߴ

උߟ

免許法ࢪ行نଇに定Ίる
科目۠෼

֘౰तۀ科目

෺

ཧ

学

Խ

学

ੜ

෺

学

஍

学

஍

学

࣮

ݧ

ੜ
෺
学
࣮
ݧ
・

Խ

学

࣮

ݧ
・

෺
ཧ
学
࣮
ݧ
・

෺

ཧ

学

Խ

学

ੜ

෺

学

஍

学

஍

学

࣮

ݧ

Ứ

ੜ
෺
学
࣮
ݧ
ỏ

Խ

学

࣮

ݧ
ỏ

ủ
෺
ཧ
学
࣮
ݧ
ỏ

഑౰
೥次 तۀ科目名 ୯Ґ਺

ཧ
޻
学
෦
ࡐ
ྉ
ػ
ೳ
޻
学
Պ
։
ߨ
Պ
໨

ø ෺ཧ学ᶗ ù ˕ ˕

ø ෺ཧ学ᶘ ù ˕ ˕

ø ෺ཧ学ԋ習 ø ˎ ˎ

ø ճ࿏およびԋ習ؾి 3 ˎ ˎ

ø 学ᶗおよびԋ習ؾ࣓ి 3 ˎ ˎ

ù 学ᶘおよびԋ習ؾ࣓ి 3 ˎ ˎ

ù ෺性࿦ᶗおよびԋ習 3 ˎ ˎ

ù ෺性࿦ᶘおよびԋ習 3 ˎ ˎ

ù ྉྗ学ᶗおよびԋ習ࡐ 3 ˎ ˎ

ù ྉྗ学ᶘおよびԋ習ࡐ 3 ˎ ˎ

ù 学ᶗおよびԋ習ྗࢠྔ 3 ˎ ˎ

ù 学ᶘおよびԋ習ྗࢠྔ 3 ˎ ˎ

ù ೤ྗ学 ù ˎ ˎ

ù ౷ྗܭ学 ù ˎ ˎ

3 ΤϨΫτϩχΫεࢠྔ ù ˎ ˎ

ø Խ学ᶗ ù ˕ ˕

ø Խ学ᶘ ù ˕ ˕

3 ෼ੳԽ学 ù ˎ ˎ

ø 生෺学 ù ˕ ˕

ù ஍学ᶗ ù ˕ ˕

ù ஍学ᶘ ù ˎ ˎ

ø ෺ཧ学実験ᶗ ø ˕ ˓

˓
いͣれか
ひとつを
બ୒ඞ修

ø Խ学実験ᶗ ø ˕
˓

ø Խ学実験ᶘ ø ˕

ù 生෺学実験 ø ˕ ˓

ù ஍学実験ᶗ ø ˕
˓

ù ஍学実験ᶘ ø ˕

ø ෺ཧ学実験ᶘ ø ˎ ˎ

ù 学実験ᶗ޻能ػྉࡐ ù ˎ ˎ

3 学実験ᶘ޻能ػྉࡐ ù ˎ ˎ

3 学実験ᶙ޻能ػྉࡐ ù ˎ ˎ
教科の指導法に関する科目のඞཁ
୯Ґ਺をؚΊた࠷௿修得୯Ґ਺ ùÿ ୯Ґ ùû ୯Ґ

˕はඞ修、˓はબ୒ඞ修、ˎはબ୒をදす。

ú ʣ教Պʹؔ͢Δઐ໳త߲ࣄʢֶ෦ֶՊʣ

285 ― 25



ù÷ùû೥౓ೖֶੜ༻教職課程ศཡʢ໊৓େֶʣ

ཧֶ޻෦　ࡐྉػೳֶ޻Պ　ର৅
ʣۀ޻Ұछʢߍ౳ֶߴ

学ߍछʢ免許教科ʣߴ一छʢۀ޻ʣ

උߟ

免許法ࢪ行نଇに定Ίる
科目۠෼

֘౰तۀ科目

޻
ۀ
ͷ
ؔ
܎
Պ
໨

৬

ۀ

ࢦ

ಋ
഑౰
೥次 तۀ科目名 ୯Ґ਺

ཧ
޻
学
෦
ࡐ
ྉ
ػ
ೳ
޻
学
Պ
։
ߨ
Պ
໨

ø ཧ޻学֓࿦ ù ˕
ø ίンϐϡーターϦςϥγー ù ˎ
ø 学ྗۀ޻ ù ˎ
ù ٕज़ऀྙཧ ù ˎ
ù ੡ਤૅج ù ˎ
ù ࡞੡・ܭճ࿏ઃࢠి ù ˎ
ù Ξφϩάిࢠճ࿏ ù ˎ
ù మ߯ࡐྉ ù ˎ
ù 科学ٕज़Ϧςϥγー ù ˎ
3 ਅۭ޻学 ù ˎ
3 ද໘޻学 ù ˎ
3 σδタϧిࢠճ࿏ ù ˎ
3 ൒導体σόΠε ù ˎ
3 ൒導体ૅج࿦ ù ˎ
3 ൒導体޻学 ù ˎ
3 ݁থࡐྉ ù ˎ
3 ݁থ੒௕ ù ˎ
3 ࣓性ࡐྉ ù ˎ
3 ޫ・༠ి޻学 ù ˎ
3 ྉࡐۚ߹ ù ˎ
3 ম݁ࡐྉ ù ˎ
3 ྉࡐࢠ෼ߴ ù ˎ
3 ෳ߹ࡐྉ ù ˎ
3 ౓学ڧྉࡐ ù ˎ
3 ݁থ઼性学 ù ˎ
3 ޻ցՃػ ù ˎ
3 ༹༥Ճ޻ ù ˎ
3 ցཁૉػ ù ˎ
3 ੡ਤ・ܭցઃػ ù ˎ
3 ΤϨΫτϩχΫεࡐྉ෼ੳ・ධՁ法 ù ˎ
3 ྉ෼ੳ・ධՁ法ࡐցػ ù ˎ
3 ઌ୺ٕज़؅ཧ ù ˎ
3 職ۀ指導࿦ ù ˕

教科の指導法に関する科目のඞཁ୯Ґ਺をؚΊた࠷௿修得୯Ґ਺ ùû ୯Ґ
˕はඞ修、˓はબ୒ඞ修、ˎはબ୒をදす。

ú ʣ教Պʹؔ͢Δઐ໳త߲ࣄʢֶ෦ֶՊʣ

28 295 ― 26



ù÷ùû೥౓ೖֶੜ༻教職課程ศཡʢ໊৓େֶʣ

ཧֶ޻෦　Ԡ༻ԽֶՊ　ର৅
தֶߍҰछʢཧՊʣʗߴ౳ֶߍҰछʢཧՊʣ

学ߍछʢ免許教科ʣ த一छʢཧ科ʣ 一छʢཧ科ʣߴ උߟ
免許法ࢪ行نଇに定Ίる

科目۠෼

֘౰तۀ科目

෺

ཧ

学

Խ

学

ੜ

෺

学

஍

学

஍

学

࣮

ݧ

ੜ
෺
学
࣮
ݧ
・

Խ

学

࣮

ݧ
・

෺
ཧ
学
࣮
ݧ
・

෺

ཧ

学

Խ

学

ੜ

෺

学

஍

学

஍

学

࣮

ݧ

Ứ

ੜ
෺
学
࣮
ݧ
ỏ

Խ

学

࣮

ݧ
ỏ

ủ
෺
ཧ
学
࣮
ݧ
ỏ

഑౰
೥次 तۀ科目名 ୯Ґ਺

ཧ
޻
学
෦
Ԡ
༻
Խ
学
Պ
։
ߨ
Պ
໨

ø ෺ཧ学ᶗ ù ˕ ˕
ø ෺ཧ学ᶘ ù ˕ ˕
ø ෺ཧ学ԋ習 ø ˎ ˎ
ø Խ学ᶗ ù ˕ ˕
ø Խ学ᶘ ù ˕ ˕
ø ༗ػԽ学ૅج ù ˎ ˎ
ø ແػԽ学ૅج ù ˎ ˎ
ø ༗ػԽ学ᶗ ù ˎ ˎ
ù ༗ػԽ学ᶘ ù ˎ ˎ
ø ແػԽ学ᶗ ù ˎ ˎ
ù ແػԽ学ᶘ ù ˎ ˎ
ø ෺ཧԽ学ૅج ù ˎ ˎ
ù ෺ཧԽ学ᶗ ù ˎ ˎ
ù ෺ཧԽ学ᶘ ù ˎ ˎ
ù ༗ػԽ学ԋ習 ø ˎ ˎ
ù ແػԽ学ԋ習 ø ˎ ˎ
ù ෺ཧԽ学ԋ習 ø ˎ ˎ
ù Խ学ᶗࢠ෼ߴ ù ˎ ˎ
ù Խ学ᶘࢠ෼ߴ ù ˎ ˎ
ù Խ学݁থ学 ù ˎ ˎ
3 体Խ学ࡨ ù ˎ ˎ
3 ίϩΠυԽ学 ù ˎ ˎ
ø 生෺学 ù ˕ ˕
3 生Խ学 ù ˎ ˎ
ù ஍学ᶗ ù ˕ ˕
ù ஍学ᶘ ù ˎ ˎ
ø ෺ཧ学実験ᶗ ø ˕ ˓

˓
いͣれか
ひとつを
બ୒ඞ修

ø Խ学実験ᶗ ø ˕
˓

ø Խ学実験ᶘ ø ˕
ù 生෺学実験 ø ˕ ˓
ù ஍学実験ᶗ ø ˕

˓
ù ஍学実験ᶘ ø ˕
ø ෺ཧ学実験ᶘ ø ˎ ˎ
ù Ԡ用Խ学実験ᶗ ù ˎ ˎ
ù Ԡ用Խ学実験ᶘ ù ˎ ˎ
教科の指導法に関する科目のඞཁ
୯Ґ਺をؚΊた࠷௿修得୯Ґ਺ ùÿ ୯Ґ ùû ୯Ґ

˕はඞ修、˓はબ୒ඞ修、ˎはબ୒をදす。

ú ʣ教Պʹؔ͢Δઐ໳త߲ࣄʢֶ෦ֶՊʣ

305 ― 27



ù÷ùû೥౓ೖֶੜ༻教職課程ศཡʢ໊৓େֶʣ

ཧֶ޻෦　Ԡ༻ԽֶՊ　ର৅
ʣۀ޻Ұछʢߍ౳ֶߴ

学ߍछʢ免許教科ʣߴ一छʢۀ޻ʣ

උߟ

免許法ࢪ行نଇに定Ίる
科目۠෼

֘౰तۀ科目

޻
ۀ
ͷ
ؔ
܎
Պ
໨

৬

ۀ

ࢦ

ಋ
഑౰
೥次 तۀ科目名 ୯Ґ਺

ཧ
޻
学
෦
Ԡ
༻
Խ
学
Պ
։
ߨ
Պ
໨

ø ཧ޻学֓࿦ ù ˕

ø ίンϐϡーターϦςϥγー ù ˎ

ø ҆શ޻学 ù ˎ

ù 実験ૅج࿦ ù ˎ

ù ٕज़ऀྙཧ ù ˎ

ù ෺࣭ߏ଄学 ù ˎ

ù ෼ੳԽ学 ù ˎ

ù Խ学޻学 ù ˎ

ù ෼཭ਫ਼੡޻学 ù ˎ

3 ۚ属ࡐྉ ù ˎ

3 ྉࡐࢠి ù ˎ

3 ྲྀಈ現৅学 ù ˎ

3 ྉࡐڥ؀ ù ˎ

3 ද໘޻学 ù ˎ

3 Խ学ؾి ù ˎ

3 ੡ਤૅج ù ˎ

3 ਅۭ޻学 ù ˎ

3 科学ද現࿦ ù ˎ

3 ઌ୺ٕज़؅ཧ ù ˎ

3 職ۀ指導࿦ ù ˕

教科の指導法に関する科目のඞཁ୯Ґ਺をؚΊた࠷௿修得୯Ґ਺ ùû ୯Ґ

˕はඞ修、˓はબ୒ඞ修、ˎはબ୒をදす。

ú ʣ教Պʹؔ͢Δઐ໳త߲ࣄʢֶ෦ֶՊʣ

30 315 ― 28



ù÷ùû೥౓ೖֶੜ༻教職課程ศཡʢ໊৓େֶʣ

ཧֶ޻෦　ػցֶ޻Պ　ର৅
தֶߍҰछʢཧՊʣʗߴ౳ֶߍҰछʢཧՊʣ

学ߍछʢ免許教科ʣ த一छʢཧ科ʣ 一छʢཧ科ʣߴ

උߟ

免許法ࢪ行نଇに定Ίる
科目۠෼

֘౰तۀ科目

෺

ཧ

学

Խ

学

ੜ

෺

学

஍

学

஍

学

࣮

ݧ

ੜ
෺
学
࣮
ݧ
・

Խ

学

࣮

ݧ
・

෺
ཧ
学
࣮
ݧ
・

෺

ཧ

学

Խ

学

ੜ

෺

学

஍

学

஍

学

࣮

ݧ

Ứ

ੜ
෺
学
࣮
ݧ
ỏ

Խ

学

࣮

ݧ
ỏ

ủ
෺
ཧ
学
࣮
ݧ
ỏ

഑౰
೥次 तۀ科目名 ୯Ґ਺

ཧ
޻
学
෦
ػ
ց
޻
学
Պ
։
ߨ
Պ
໨

ø ෺ཧ学ᶗ ù ˕ ˕

ø ෺ཧ学ᶘ ù ˕ ˕

ø ෺ཧ学ԋ習 ø ˎ ˎ

ù ೤ػ関޻学 ù ˎ ˎ

ù ྲྀ体ྗ学ᶗ ù ˎ ˎ

ù ྲྀ体ྗ学ᶘ ù ˎ ˎ

ù ྉྗ学ᶗࡐ ù ˎ ˎ

ù ྉྗ学ᶘࡐ ù ˎ ˎ

ù ցྗ学ᶗػ ù ˎ ˎ

ù ցྗ学ᶘػ ù ˎ ˎ

ù ೤ྗ学ᶗ ù ˎ ˎ

3 ೤ྗ学ᶘ ù ˎ ˎ

3 ఻೤޻学 ù ˎ ˎ

3 Ԡ用ྲྀ体ྗ学 ù ˎ ˎ

3 ౓学ᶗڧྉࡐ ù ˎ ˎ

3 ౓学ᶘڧྉࡐ ù ˎ ˎ

ø Խ学ᶗ ù ˕ ˕

ø Խ学ᶘ ù ˕ ˕

ø 生෺学 ù ˕ ˕

ù ஍学ᶗ ù ˕ ˕

ù ஍学ᶘ ù ˎ ˎ

ø ෺ཧ学実験ᶗ ø ˕ ˓

˓
いͣれか
ひとつを
બ୒ඞ修

ø Խ学実験ᶗ ø ˕
˓

ø Խ学実験ᶘ ø ˕

ù 生෺学実験 ø ˕ ˓

3 ஍学実験ᶗ ø ˕
˓

3 ஍学実験ᶘ ø ˕

ø ෺ཧ学実験ᶘ ø ˎ ˎ

3 学実験޻ցػ ù ˎ ˎ

教科の指導法に関する科目のඞཁ
୯Ґ਺をؚΊた࠷௿修得୯Ґ਺ ùÿ ୯Ґ ùû ୯Ґ

˕はඞ修、˓はબ୒ඞ修、ˎはબ୒をදす。

ú ʣ教Պʹؔ͢Δઐ໳త߲ࣄʢֶ෦ֶՊʣ

325 ― 29



ù÷ùû೥౓ೖֶੜ༻教職課程ศཡʢ໊৓େֶʣ

ཧֶ޻෦　ػցֶ޻Պ　ର৅
ʣۀ޻Ұछʢߍ౳ֶߴ

学ߍछʢ免許教科ʣߴ一छʢۀ޻ʣ

උߟ

免許法ࢪ行نଇに定Ίる
科目۠෼

֘౰तۀ科目

޻
ۀ
ͷ
ؔ
܎
Պ
໨

৬

ۀ

ࢦ

ಋ
഑౰
೥次 तۀ科目名 ୯Ґ਺

ཧ
޻
学
෦
ػ
ց
޻
学
Պ
։
ߨ
Պ
໨

ø ཧ޻学֓࿦ ù ˕

ø ίンϐϡーターϦςϥγー ù ˎ

ø ྉࡐցػ ù ˎ

ø ίンϐϡーターϓϩάϥϛンά ù ˎ

ø 学実習޻ցػ ù ˎ

ø 学֓࿦޻ցػ ù ˎ

ù ٕज़ऀྙཧ ù ˎ

ù ᶗܭցઃػ ù ˎ

ù ᶘܭցઃػ ù ˎ

ù ցཁૉػ ù ˎ

ù 学޻ցՃػ ù ˎ

ù ઼性Ճ޻学 ù ˎ

ù 学ߏػ ù ˎ

ù ίンϐϡータʵγϛϡϨーγϣン ù ˎ

ù 学޻ؾిૅج ù ˎ

ù 学޻ࢠిૅج ù ˎ

ù σータղੳ޻学 ù ˎ

3 ྲྀ体ػց ù ˎ

3 生؅࢈ཧ ù ˎ

3 ցৼಈ学ػ ù ˎ

3 学ᶗ޻ޚ੍ ù ˎ

3 学ᶘ޻ޚ੍ ù ˎ

3 ցٕज़ऀྙཧػ ù ˎ

3 ࡞੡・ܭցઃػ û ˎ

3 $"& ù ˎ

û 学޻ଌܭ ù ˎ

û ৽ٕज़֓࿦ ù ˎ

û ٕज़ӳޠ ù ˎ

3 職ۀ指導࿦ ù ˕

教科の指導法に関する科目のඞཁ୯Ґ਺をؚΊた࠷௿修得୯Ґ਺ ùû ୯Ґ

˕はඞ修、˓はબ୒ඞ修、ˎはબ୒をදす。

ú ʣ教Պʹؔ͢Δઐ໳త߲ࣄʢֶ෦ֶՊʣ

32 335 ― 30



ù÷ùû೥౓ೖֶੜ༻教職課程ศཡʢ໊৓େֶʣ

ཧֶ޻෦　ަ௨ػցֶ޻Պ　ର৅
தֶߍҰछʢཧՊʣʗߴ౳ֶߍҰछʢཧՊʣ

学ߍछʢ免許教科ʣ த一छʢཧ科ʣ 一छʢཧ科ʣߴ

උߟ

免許法ࢪ行نଇに定Ίる
科目۠෼

֘౰तۀ科目

෺

ཧ

学

Խ

学

ੜ

෺

学

஍

学

஍

学

࣮

ݧ

ੜ
෺
学
࣮
ݧ
・

Խ

学

࣮

ݧ
・

෺
ཧ
学
࣮
ݧ
・

෺

ཧ

学

Խ

学

ੜ

෺

学

஍

学

஍

学

࣮

ݧ

Ứ

ੜ
෺
学
࣮
ݧ
ỏ

Խ

学

࣮

ݧ
ỏ

ủ
෺
ཧ
学
࣮
ݧ
ỏ

഑౰
೥次 तۀ科目名 ୯Ґ਺

ཧ
޻
学
෦
ަ
௨
ػ
ց
޻
学
Պ
։
ߨ
Պ
໨

ø ෺ཧ学ᶗ ù ˕ ˕
ø ෺ཧ学ᶘ ù ˕ ˕
ø ෺ཧ学ԋ習 ø ˎ ˎ
ø 学ᶗྗۀ޻ ù ˎ ˎ
ù 学ᶘྗۀ޻ ù ˎ ˎ
ù 学ԋ習ྗۀ޻ ø ˎ ˎ
ù ྉྗ学ᶗࡐ ù ˎ ˎ
ù ྉྗ学ᶘࡐ ù ˎ ˎ
ù ྲྀ体ྗ学ᶗ ù ˎ ˎ
ù ྲྀ体ྗ学ᶘ ù ˎ ˎ
ù ೤ྗ学ᶗ ù ˎ ˎ
ù ೤ྗ学ᶘ ù ˎ ˎ
3 ྉྗ学ԋ習ࡐ ø ˎ ˎ
3 ଄ྗ学ߏ ù ˎ ˎ
3 ྲྀ体ྗ学ԋ習 ø ˎ ˎ
3 ྲྀれ学 ù ˎ ˎ
3 ৼಈ学 ù ˎ ˎ
ø Խ学ᶗ ù ˕ ˕
ø Խ学ᶘ ù ˕ ˕
ø 生෺学 ù ˕ ˕
ù ஍学ᶗ ù ˕ ˕
ù ஍学ᶘ ù ˎ ˎ
ø ෺ཧ学実験ᶗ ø ˕ ˓

˓
いͣれか
ひとつを
બ୒ඞ修

ø Խ学実験ᶗ ø ˕
˓

ø Խ学実験ᶘ ø ˕
ù 生෺学実験 ø ˕ ˓
ù ஍学実験ᶗ ø ˕

˓
ù ஍学実験ᶘ ø ˕
ø ෺ཧ学実験ᶘ ø ˎ ˎ
ù ަ通γεςϜ実習ᶗ ø ˎ ˎ
ù ަ通γεςϜ実習ᶘ ø ˎ ˎ
3 ަ通γεςϜ実験ᶗ ø ˎ ˎ
3 ަ通γεςϜ実験ᶘ ø ˎ ˎ
教科の指導法に関する科目のඞཁ
୯Ґ਺をؚΊた࠷௿修得୯Ґ਺ ùÿ ୯Ґ ùû ୯Ґ

˕はඞ修、˓はબ୒ඞ修、ˎはબ୒をදす。

ú ʣ教Պʹؔ͢Δઐ໳త߲ࣄʢֶ෦ֶՊʣ

345 ― 31



ù÷ùû೥౓ೖֶੜ༻教職課程ศཡʢ໊৓େֶʣ

ཧֶ޻෦　ަ௨ػցֶ޻Պ　ର৅
ʣۀ޻Ұछʢߍ౳ֶߴ

学ߍछʢ免許教科ʣߴ一छʢۀ޻ʣ

උߟ

免許法ࢪ行نଇに定Ίる
科目۠෼

֘౰तۀ科目

޻
ۀ
ͷ
ؔ
܎
Պ
໨

৬

ۀ

ࢦ

ಋ
഑౰
೥次 तۀ科目名 ୯Ґ਺

ཧ
޻
学
෦
ަ
௨
ػ
ց
޻
学
Պ
։
ߨ
Պ
໨

ø ཧ޻学֓࿦ ù ˕
ø ίンϐϡーターϦςϥγー ù ˎ
ø ਺஋ࢉܭ法ᶗ ù ˎ
ø ਺஋ࢉܭ法ᶘ ù ˎ
ø ੡ਤᶗ ù ˎ
ø ੡ਤᶘ ù ˎ
ø ϋンυΤンδχΞϦンά ø ˎ
ù ٕज़ऀྙཧ ù ˎ
ù ྉ科学ᶗࡐ ù ˎ
ù ྉ科学ᶘࡐ ù ˎ
ù 学ߏػ ù ˎ
ù ցཁૉᶗػ ù ˎ
3 ցཁૉᶘػ ù ˎ
ù 学ᶗ޻ޚ੍ ù ˎ
3 学ᶘ޻ޚ੍ ù ˎ
3 ަ通࡞޻ػ法 ù ˎ
3 ઃܭ・$"% ø ˎ
3 ަ通ػઃܭ ø ˎ
3 Τンδンᶗ ù ˎ
3 Τンδンᶘ ù ˎ
3 ࣗಈं޻学ᶗ ù ˎ
3 ࣗಈं޻学ᶘ ù ˎ
û ࣗಈं޻学ᶙ ù ˎ
3 学ᶗ޻Ӊ஦ۭߤ ù ˎ
3 学ᶘ޻Ӊ஦ۭߤ ù ˎ
û 学ᶙ޻Ӊ஦ۭߤ ù ˎ
3 మಓं྆޻学ᶗ ù ˎ
3 మಓं྆޻学ᶘ ù ˎ
3 ஌త੍ޚγεςϜ ù ˎ
3 ؅ཧ科学 ù ˎ
3 ΤϨΫτϩχΫεᶗ ù ˎ
3 ΤϨΫτϩχΫεᶘ ù ˎ
3 $"& ø ˎ
3 学޻ଌܭ ù ˎ
3 職ۀ指導࿦ ù ˕

教科の指導法に関する科目のඞཁ୯Ґ਺をؚΊた࠷௿修得୯Ґ਺ ùû ୯Ґ
˕はඞ修、˓はબ୒ඞ修、ˎはબ୒をදす。

ú ʣ教Պʹؔ͢Δઐ໳త߲ࣄʢֶ෦ֶՊʣ

34 355 ― 32



ù÷ùû೥౓ೖֶੜ༻教職課程ศཡʢ໊৓େֶʣ

ཧֶ޻෦　ϝΧτϩχΫεֶ޻Պ　ର৅
ʣۀ޻Ұछʢߍ౳ֶߴ

学ߍछʢ免許教科ʣߴ一छʢۀ޻ʣ

උߟ

免許法ࢪ行نଇに定Ίる
科目۠෼

֘౰तۀ科目

޻
ۀ
ͷ
ؔ
܎
Պ
໨

৬

ۀ

ࢦ

ಋ
഑౰
೥次 तۀ科目名 ୯Ґ਺

ཧ
޻
学
෦
ϝ
Χ
τ
ϩ
χ
Ϋ
ε
޻
学
Պ
։
ߨ
Պ
໨

ø ཧ޻学֓࿦ ù ˕
ø ίンϐϡーターϦςϥγー ù ˎ
ø ᶗૅجܭցઃػ ù ˎ
ø ᶘૅجܭցઃػ ù ˎ
ø ૅجճ࿏ؾి ù ˎ
ø ίンϐϡーターϓϩάϥϛンάᶗ ù ˎ
ø ίンϐϡーターϓϩάϥϛンάᶘ ù ˎ
ù ίンϐϡーターϓϩάϥϛンάᶙ ù ˎ
ù ٕज़ऀྙཧ ù ˎ
ù ੡ਤ・ܭցઃػ ù ˎ
ù ੡ਤ・ܭઃؾి ù ˎ
ù 学ߏػ ù ˎ
ù Ξφϩάిࢠճ࿏ ù ˎ
ø ճ࿏と部඼ࢠి ù ˎ
3 σδタϧిࢠճ࿏ ù ˎ
ù ϝΧτϩχΫεཁૉઃܭ ù ˎ
ù 学ᶗ޻ޚ੍ ù ˎ
3 学ᶘ޻ޚ੍ ù ˎ
ù ϝΧτϩχΫε実験ᶗ ù ˎ
ù ϝΧτϩχΫε実験ᶘ ù ˎ
3 ৴߸ॲཧ޻学 ù ˎ
3 ٕज़ӳޠ ù ˎ
3 学ᶙ޻ޚ੍ ù ˎ
3 ωοτϫーΫ ù ˎ
3 学޻ثػؾి ù ˎ
û ৼಈ学 ù ˎ
3 学޻ցՃػ ù ˎ
3 ࣗಈं޻学 ù ˎ
3 ఻೤޻学 ù ˎ
3 ը૾ॲཧ޻学 ù ˎ
3 ҩྍػց޻学 ù ˎ
3 ύϫーΤϨΫτϩχΫε ù ˎ
3 センα・センγンά ù ˎ
3 生؅࢈ཧ ù ˎ
û $"& ù ˎ
û 学޻ଌܭ ù ˎ
û ن法ؾి ŋࢪઃ؅ཧ ù ˎ
ù ϝΧτϩχΫε਺学ԋ習 ù ˎ
ù ϝΧτϩχΫεૅجԋ習 ù ˎ
ù ίンϐϡーターϓϩάϥϛンάᶚ ù ˎ
3 ϩϘοτ޻学 ù ˎ
û ց学習ػ ù ˎ
3 職ۀ指導࿦ ù ˕

教科の指導法に関する科目のඞཁ୯Ґ਺をؚΊた࠷௿修得୯Ґ਺ ùû ୯Ґ
˕はඞ修、˓はબ୒ඞ修、ˎはબ୒をදす。

ú ʣ教Պʹؔ͢Δઐ໳త߲ࣄʢֶ෦ֶՊʣ

365 ― 33



ù÷ùû೥౓ೖֶੜ༻教職課程ศཡʢ໊৓େֶʣ

ཧֶ޻෦　ࣾձج൫σβΠϯֶ޻Պ　ର৅
தֶߍҰछʢཧՊʣʗߴ౳ֶߍҰछʢཧՊʣ

学ߍछʢ免許教科ʣ த一छʢཧ科ʣ 一छʢཧ科ʣߴ

උߟ

免許法ࢪ行نଇに定Ίる
科目۠෼

֘౰तۀ科目

෺

ཧ

学

Խ

学

ੜ

෺

学

஍

学

஍

学

࣮

ݧ

ੜ
෺
学
࣮
ݧ
・

Խ

学

࣮

ݧ
・

෺
ཧ
学
࣮
ݧ
・

෺

ཧ

学

Խ

学

ੜ

෺

学

஍

学

஍

学

࣮

ݧ

Ứ

ੜ
෺
学
࣮
ݧ
ỏ

Խ

学

࣮

ݧ
ỏ

ủ
෺
ཧ
学
࣮
ݧ
ỏ

഑౰
೥次 तۀ科目名 ୯Ґ਺

ཧ
޻
学
෦
ࣾ
ձ
ج
൫
σ
β
Π
ϯ
޻
学
Պ
։
ߨ
Պ
໨

ø ෺ཧ学ᶗ ù ˕ ˕
ø ෺ཧ学ᶘ ù ˕ ˕
ø ෺ཧ学ԋ習 ø ˎ ˎ
ø ྉྗ学ࡐ ù ˎ ˎ
ø ྗ学ૅج ù ˎ ˎ
ø ྉ学ࡐઃݐ ù ˎ ˎ
ù ଄ྗ学ᶗߏ ù ˎ ˎ
ù ଄ྗ学ᶘߏ ù ˎ ˎ
3 ଄ྗ学ᶙߏ ù ˎ ˎ
ù ਫཧ学ᶗ ù ˎ ˎ
ù ਫཧ学ᶘ ù ˎ ˎ
3 ਫཧ学ᶙ ù ˎ ˎ
ù ౔࣭ྗ学ᶗ ù ˎ ˎ
ù ౔࣭ྗ学ᶘ ù ˎ ˎ
3 ౔࣭ྗ学ᶙ ù ˎ ˎ
3 ଄学ߏ߯ ù ˎ ˎ
û ଱਒޻学 ù ˎ ˎ
ø Խ学ᶗ ù ˕ ˕
ø Խ学ᶘ ù ˕ ˕
ø 生෺学 ù ˕ ˕
ù ஍学ᶗ ù ˕ ˕
ù ஍学ᶘ ù ˎ ˎ
3 ਫҬ޻ڥ؀学 ù ˎ ˎ
3 ஍޻ڥ؀ݍ学 ù ˎ ˎ
ø ෺ཧ学実験ᶗ ø ˕ ˓

˓
いͣれか
ひとつを
બ୒ඞ修

ø Խ学実験ᶗ ø ˕
˓

ø Խ学実験ᶘ ø ˕
ù 生෺学実験 ø ˕ ˓
3 ஍学実験ᶗ ø ˕

˓
3 ஍学実験ᶘ ø ˕
ø ෺ཧ学実験ᶘ ø ˎ ˎ
3 ౔࣭・ࡐྉ試験法 ù ˎ ˎ
教科の指導法に関する科目のඞཁ
୯Ґ਺をؚΊた࠷௿修得୯Ґ਺ ùÿ ୯Ґ ùû ୯Ґ

˕はඞ修、˓はબ୒ඞ修、ˎはબ୒をදす。

ú ʣ教Պʹؔ͢Δઐ໳త߲ࣄʢֶ෦ֶՊʣ

36 375 ― 34



ù÷ùû೥౓ೖֶੜ༻教職課程ศཡʢ໊৓େֶʣ

ཧֶ޻෦　ࣾձج൫σβΠϯֶ޻Պ　ର৅
ʣۀ޻Ұछʢߍ౳ֶߴ

学ߍछʢ免許教科ʣߴ一छʢۀ޻ʣ

උߟ

免許法ࢪ行نଇに定Ίる
科目۠෼

֘౰तۀ科目

޻
ۀ
ͷ
ؔ
܎
Պ
໨

৬

ۀ

ࢦ

ಋ
഑౰
೥次 तۀ科目名 ୯Ґ਺

ཧ
޻
学
෦
ࣾ
ձ
ج
൫
σ
β
Π
ϯ
޻
学
Պ
։
ߨ
Պ
໨

ø ཧ޻学֓࿦ ù ˕

ø ίンϐϡーターϦςϥγー ù ˎ

ø ଌྔ学 ù ˎ

ø σβΠンٕ法 ù ˎ

ù ٕज़ऀྙཧ ù ˎ

ù ϓϩάϥϛンάૅجԋ習 ø ˎ

ù ਤ学・$"%ԋ習 ø ˎ

ù ଌྔ学実習ᶗ ø ˎ

ù ଌྔ学実習ᶘ ø ˎ

ù ౎҆ࢢશ学 ù ˎ

ù ࣾձج൫ܭը学ᶗ ù ˎ

3 ࣾձج൫ܭը学ᶘ ù ˎ

3 ౎ࢢσβΠン学 ù ˎ

3 ౎ࠃ・ࢢ౔੍౓࿦ ù ˎ

3 ίンΫϦーτߏ଄学 ù ˎ

3 法޻ࢪઃݐ ù ˎ

3 Տ઒޻学 ù ˎ

3 ւҬ޻学 ù ˎ

3 ஍൫๷޻ࡂ学 ù ˎ

û (*4・$*.実習 ù ˎ

û ަ通σβΠン学 ù ˎ

û ϓϩδΣΫτϚωδϝンτ ù ˎ

û ઃҡ࣋؅ཧ࿦ࢪ ù ˎ

3 職ۀ指導࿦ ù ˕

教科の指導法に関する科目のඞཁ୯Ґ਺をؚΊた࠷௿修得୯Ґ਺ ùû ୯Ґ

˕はඞ修、˓はબ୒ඞ修、ˎはબ୒をදす。

ú ʣ教Պʹؔ͢Δઐ໳త߲ࣄʢֶ෦ֶՊʣ

385 ― 35



ù÷ùû೥౓ೖֶੜ༻教職課程ศཡʢ໊৓େֶʣ

ཧֶ޻෦　ڥ؀૑଄ֶ޻Պ　ର৅
ʣۀ޻Ұछʢߍ౳ֶߴ

学ߍछʢ免許教科ʣߴ一छʢۀ޻ʣ

උߟ

免許法ࢪ行نଇに定Ίる
科目۠෼

֘౰तۀ科目

޻
ۀ
ͷ
ؔ
܎
Պ
໨

৬

ۀ

ࢦ

ಋ
഑౰
೥次 तۀ科目名 ୯Ґ਺

ཧ
޻
学
෦
؀
ڥ
૑
଄
޻
学
Պ
։
ߨ
Պ
໨

ø ཧ޻学֓࿦ ù ˕

ù ٕज़ऀྙཧ ù ˎ

ù ଌ学ܭڥ؀ ù ˎ

3 ଌྔ学 ù ˎ

3 Ξセεϝンτڥ؀ ù ˎ

ù ஍Ҭڥ؀ௐࠪ実習ᶗ ø ˎ

ù ஍Ҭڥ؀ௐࠪ実習ᶘ ø ˎ

3 ଌྔ学実習 ù ˎ

3 نઃ法ݐ ù ˎ

3 ϦϞーτセンγンάڥ؀ ù ˎ

ù ۭؒ૑଄学 ù ˎ

ù ྉϦαΠΫϧࡐ ù ˎ

3 学޻ࢪઃݐ ù ˎ

ù লΤωϧΪー学 ù ˎ

ù 学޻生ଶڥ؀ ù ˎ

ù Խ学޻学 ù ˎ

ù ΤωϧΪー؅ཧ޻学 ù ˎ

3 ෼཭ਫ਼੡޻学 ù ˎ

3 職ۀ指導࿦ ù ˕

教科の指導法に関する科目のඞཁ୯Ґ਺をؚΊた࠷௿修得୯Ґ਺ ùû୯Ґ

˕はඞ修科目、˓はબ୒ඞ修、ˎはબ୒科目をදす。

ú ʣ教Պʹؔ͢Δઐ໳త߲ࣄʢֶ෦ֶՊʣ

38 395 ― 36



ù÷ùû೥౓ೖֶੜ༻教職課程ศཡʢ໊৓େֶʣ

ཧֶ޻෦　ݐஙֶՊ　ର৅
தֶߍҰछʢཧՊʣʗߴ౳ֶߍҰछʢཧՊʣ

学ߍछʢ免許教科ʣ த一छʢཧ科ʣ 一छʢཧ科ʣߴ

උߟ

免許法ࢪ行نଇに定Ίる
科目۠෼

֘౰तۀ科目

෺

ཧ

学

Խ

学

ੜ

෺

学

஍

学

஍

学

࣮

ݧ

ੜ
෺
学
࣮
ݧ
・

Խ

学

࣮

ݧ
・

෺
ཧ
学
࣮
ݧ
・

෺

ཧ

学

Խ

学

ੜ

෺

学

஍

学

஍

学

࣮

ݧ

Ứ

ੜ
෺
学
࣮
ݧ
ỏ

Խ

学

࣮

ݧ
ỏ

ủ
෺
ཧ
学
࣮
ݧ
ỏ

഑౰
೥次 तۀ科目名 ୯Ґ਺

ཧ
޻
学
෦
ݐ
ங
学
Պ
։
ߨ
Պ
໨

ø ෺ཧ学ᶗ ù ˕ ˕

ø ෺ཧ学ᶘ ù ˕ ˕

ø ෺ཧ学ԋ習 ø ˎ ˎ

ø ଄֓࿦ߏஙݐ ù ˎ ˎ

ø ྉ֓࿦ࡐஙݐ ù ˎ ˎ

ø ଄ྗ学֓࿦ߏ ù ˎ ˎ

ø ଄ྗ学ᶗߏ ù ˎ ˎ

ù ଄ྗ学ᶘߏ ù ˎ ˎ

ù ଄ྗ学ᶙߏ ù ˎ ˎ

ù ෺ཧڥங؀ݐ ù ˎ ˎ

ù ྉࡐஙݐ ù ˎ ˎ

ù ଄ᶗߏங各छݐ ù ˎ ˎ

ù ଄ᶘߏங各छݐ ù ˎ ˎ

3 ଱਒޻学 ù ˎ ˎ

ø Խ学ᶗ ù ˕ ˕

ø Խ学ᶘ ù ˕ ˕

ø 生෺学 ù ˕ ˕

ù ஍学ᶗ ù ˕ ˕

ù ஍学ᶘ ù ˎ ˎ

ø ෺ཧ学実験ᶗ ø ˕ ˓

˓
いͣれか
ひとつを
બ୒ඞ修

ø Խ学実験ᶗ ø ˕
˓

ø Խ学実験ᶘ ø ˕

ù 生෺学実験 ø ˕ ˓

3 ஍学実験ᶗ ø ˕
˓

3 ஍学実験ᶘ ø ˕

ø ෺ཧ学実験ᶘ ø ˎ ˎ

ù ྉ実験ࡐஙݐ ù ˎ ˎ

3 ଄実験ߏஙݐ ù ˎ ˎ

3 実験ڥங؀ݐ ù ˎ ˎ

教科の指導法に関する科目のඞཁ
୯Ґ਺をؚΊた࠷௿修得୯Ґ਺ ùÿ ୯Ґ ùû ୯Ґ

˕はඞ修、˓はબ୒ඞ修、ˎはબ୒をදす。

ú ʣ教Պʹؔ͢Δઐ໳త߲ࣄʢֶ෦ֶՊʣ

405 ― 37



ù÷ùû೥౓ೖֶੜ༻教職課程ศཡʢ໊৓େֶʣ

ཧֶ޻෦　ݐஙֶՊ　ର৅
ʣۀ޻Ұछʢߍ౳ֶߴ

学ߍछʢ免許教科ʣߴ一छʢۀ޻ʣ

උߟ

免許法ࢪ行نଇに定Ίる
科目۠෼

֘౰तۀ科目

޻
ۀ
ͷ
ؔ
܎
Պ
໨

৬

ۀ

ࢦ

ಋ
഑౰
೥次 तۀ科目名 ୯Ґ਺

ཧ
޻
学
෦
ݐ
ங
学
Պ
։
ߨ
Պ
໨

ø ཧ޻学֓࿦ ù ˕
ø ίンϐϡーターϦςϥγー ù ˎ
ø ங࢙֓࿦ݐ ù ˎ
ø ը֓࿦ܭஙݐ ù ˎ
ø ࿦֓ڥங؀ݐ ù ˎ
ø σβΠンૅجᶗ ù ˎ
ø σβΠンૅجᶘ ù ˎ
ù ٕज़ऀྙཧ ù ˎ
ù ੢༸ݐங࢙ ù ˎ
ù ஙԠ用਺学ݐ ù ˎ
ù 学޻ڥங؀ݐ ù ˎ
ù ஙઃඋ֓࿦ݐ ù ˎ
ù $"%σβΠン ù ˎ
ù 本ۭؒσβΠンᶗج ù ˎ
ù 本ۭؒσβΠンᶘج ù ˎ
ù ࿦֓࢈ங生ݐ ù ˎ
ù ౎ܭࢢը ù ˎ
ù ըᶗܭஙݐ ù ˎ
ù ըᶘܭஙݐ ù ˎ
3 ըᶙܭஙݐ ù ˎ
ù ըܭڥங؀ݐ ù ˎ
3 ೔本ݐங࢙ ù ˎ
3 ΞδΞݐங࢙ ù ˎ
3 ΠンςϦΞσβΠン ù ˎ
3 ଄σβΠンᶗߏஙݐ ù ˎ
3 ଄σβΠンᶘߏஙݐ ù ˎ
3 学ᶗ޻ஙઃඋݐ ù ˎ
3 学ᶘ޻ஙઃඋݐ ù ˎ
3 ըܭڥ؀ॅ ù ˎ
3 ౎ࢢ๷ࡂ ù ˎ
3 ᶗ࢈ங生ݐ ù ˎ
3 ᶘ࢈ங生ݐ ù ˎ
3 行੓نங法ݐ ù ˎ
3 ஙσβΠンᶗݐ ù ˎ
3 ஙσβΠンᶘݐ ù ˎ
û ۙ୅ݐங࢙ ù ˎ
û ܭ଄ઃߏஙݐ ù ˎ
û ౎ڥ؀ࢢσβΠン ù ˎ
û ஍Ҭܭը ù ˎ
û ஙҡ࣋อશݐ ù ˎ
3 職ۀ指導࿦ ù ˕

教科の指導法に関する科目のඞཁ୯Ґ਺をؚΊた࠷௿修得୯Ґ਺ ùû ୯Ґ
˕はඞ修、˓はબ୒ඞ修、ˎはબ୒をදす。

ú ʣ教Պʹؔ͢Δઐ໳త߲ࣄʢֶ෦ֶՊʣ
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ûʣ教ҭ職һ໔ڐ๏نߦࢪଇୈ ýý ৚ͷ ýʹఆΊΔՊ໨
　教育職員免許法ࢪ行نଇୈ ýý ৚の ýにおいて、ʮ೔本ݑࠃ法ʯ、ʮ体育ʯ、ʮ֎ޠࠃίϛϡχέーγϣンʯٴびʮ਺ཧ、σータ
活用ٴびਓ޻஌能に関する科目ຢは৘ใثػのૢ࡞ʯについて各 ù୯ҐҎ্修得することが定ΊΒれています。
　ԼهのදによΓ所属学部の֘౰するतۀ科目をඞͣ修得してͩ͘さい。
ʮ೔ຊݑࠃ๏ʯʮମҭʯʮ֎ޠࠃίϛϡχέʔγϣϯʯٴͼʮ਺ཧɺσʔλٴ༺׆ͼਓ޻஌ೳ
ʹؔ͢ΔՊ໨ຢ͸৘ใثػͷૢ࡞ʯʹରԠ͢ΔतۀՊ໨ʹ͍ͭͯ

学
෦ 学科

免許法ࢪ行نଇに
定Ίる科目ٴび୯Ґ਺

に対Ԡするهࠨ
開ઃतۀ科目

科目 ඞཁ
୯Ґ਺

഑౰
೥次 तۀ科目 ୯Ґ਺

ඞ修 w
બ୒
ඞ修

๏
学
෦
法学科

೔本ݑࠃ法 ù ø 法ᶗݑ û ˕

体育 ù
ø 生֔体育 ù ˓
ù εϙーπと実ફ߁݈ ù ˓
ù 生֔εϙーπと実ફ ù ˓

ޠࠃ֎
ίϛϡχέーγϣン ù

ø ӳձ࿩ᶗ ø ˕
ø ӳձ࿩ᶘ ø ˕

਺ཧ、σータ
活用ٴびਓ޻
஌能に関する
科目ຢは৘ใ
࡞のૢثػ

ù
ø ৘ใϦςϥγーᶗ ù ˓
ù ৘ใϦςϥγーᶘ ù ˓

ܦ
Ӧ
学
෦

営学科ܦ

営ܦࡍࠃ
学科

೔本ݑࠃ法 ù ø ೔本ݑࠃ法 ù ˕

体育 ù
ø ߁݈ w εϙーπ科学ᶗ ø ˕
ø ߁݈ w εϙーπ科学ᶘ ø ˕

ޠࠃ֎
ίϛϡχέーγϣン ù

ø ӳޠʢίϛϡχέーγϣンʣᶗ ø ˕
ø ӳޠʢίϛϡχέーγϣンʣᶘ ø ˕

਺ཧ、σータ
活用ٴびਓ޻
஌能に関する
科目ຢは৘ใ
࡞のૢثػ

ù
ø ৘ใॲཧ実習 ø ˕
ø ϓϩάϥϛンά実習 ø ˕

ܦ
ࡁ
学
෦

学科ࡁܦ

ձࣾۀ࢈
学科

೔本ݑࠃ法 ù ø ೔本ݑࠃ法 ù ˕

体育 ù
ø ߁݈ w εϙーπ科学ᶗ ø ˕
ø ߁݈ w εϙーπ科学ᶘ ø ˕

ޠࠃ֎
ίϛϡχέーγϣン ù

ø ӳޠᶙʢίϛϡχέーγϣンʣ ø ˕
ø ӳޠᶚʢίϛϡχέーγϣンʣ ø ˕

਺ཧ、σータ
活用ٴびਓ޻
஌能に関する
科目ຢは৘ใ
࡞のૢثػ

ù
ø ίンϐϡータϦςϥγー ù ˓
ø ৘ใ活用Ϧςϥγー ù ˓
ù ৘ใॲཧೖ門 ù ˓

ཧ
޻
学
෦

શ学科

೔本ݑࠃ法 ù 3 ೔本ݑࠃ法 ù ˕

体育 ù

ø 体育科学ᶗ ø ˓
ø 体育科学ᶘ ø ˓
ù 体育科学ᶙ ø ˓
ù 体育科学ᶚ ø ˓

ޠࠃ֎
ίϛϡχέーγϣン ù

ø ӳޠίϛϡχέーγϣンᶗ ø ˓
ø ӳޠίϛϡχέーγϣンᶘ ø ˓
ù ӳޠίϛϡχέーγϣンᶙ ø ˓
ù ӳޠίϛϡχέーγϣンᶚ ø ˓

Լه学科Ҏ֎

਺ཧ、σータ
活用ٴびਓ޻
஌能に関する
科目ຢは৘ใ
࡞のૢثػ

ù

ø ίンϐϡーターϦςϥγー ù ˕

਺学科
ø ίンϐϡーターϦςϥγー ù ˓
ù 科学ᶗػࢉܭ û ˓
ø ίンϐϡーターαΠΤンε ù ˓

ࢠిؾి
学科޻

ø ίンϐϡーターϦςϥγー ù ˓
ø ίンϐϡーターαΠΤンε ù ˓

学޻ցػ
科

ø ίンϐϡーターϦςϥγー ù ˓
ø ίンϐϡーターϓϩάϥϛンά ù ˓
ù ίンϐϡーターγϛϡϨーγϣン ù ˓

˕はඞ修、˓はબ୒ඞ修をදす。

学
෦ 学科

免許法ࢪ行نଇに
定Ίる科目ٴび୯Ґ਺

に対Ԡするهࠨ
開ઃतۀ科目

科目 ඞཁ
୯Ґ਺

഑౰
೥次 तۀ科目 ୯Ґ਺

ඞ修 w
બ୒
ඞ修

೶
学
෦

生෺ݯࢿ
学科

Ԡ用生෺
Խ学科

生෺ڥ؀
科学科

೔本ݑࠃ法 ù øwù ೔本ݑࠃ法 ù ˕

体育 ˞
ø ߁݈ wεϙーπ科学ᶗ ø ˓
ø ߁݈ w εϙーπ科学ᶘ ø ˓
ù ߁݈ w εϙーπ科学ᶙ ø ˓
ù ߁݈ w εϙーπ科学ᶚ ù ˕

ޠࠃ֎
ίϛϡχέーγϣン ù

ù ӳձ࿩ૅجᶙ ø ˓
ù ӳձ࿩ૅجᶚ ø ˓
ù ӳձ࿩ॳڃᶙ ø ˓
ù ӳձ࿩ॳڃᶚ ø ˓
ù ӳձ࿩தڃᶙ ø ˓
ù ӳձ࿩தڃᶚ ø ˓
ù ӳձ࿩্ڃᶙ ø ˓
ù ӳձ࿩্ڃᶚ ø ˓

਺ཧ、σータ
活用ٴびਓ
஌能に関޻
する科目ຢ
は৘ใثػ
のૢ࡞

ù
øwù ৘ใثػのૢ࡞ᶗ ø ˓
øwù ৘ใثػのૢ࡞ᶘ ø ˓
øwù ৘ใثػのૢ࡞ᶙ ø ˓

౎
ࢢ
৘
ใ
学
෦

౎ࢢ৘ใ
学科

೔本ݑࠃ法 ù ø ೔本ݑࠃ法 ù ˕
体育 ù ø ߁݈ w εϙーπ科学ᶗ ø ˕

ø ߁݈ w εϙーπ科学ᶘ ø ˕

ޠࠃ֎
ίϛϡχέーγϣン ù

ø ӳૅجޠᶗʢίϛϡχέーγϣンʣ ø ˓
ø ӳૅجޠᶘʢίϛϡχέーγϣンʣ ø ˓
ø ӳޠॳڃᶗ �ᶗʢίϛϡχέーγϣンʣ ø ˓
ø ӳޠॳڃᶗ �ᶘʢίϛϡχέーγϣンʣ ø ˓
ø ӳޠॳڃᶘ �ᶗʢίϛϡχέーγϣンʣ ø ˓
ø ӳޠॳڃᶘ�ᶘʢίϛϡχέーγϣンʣ ø ˓

਺ཧ、σータ
活用ٴびਓ޻
஌能に関する
科目ຢは৘ใ
࡞のૢثػ

ù
ø ίンϐϡータϦςϥγー ù ˓
ø ϓϩάϥϛンάೖ門 ù ˓
ù ৘ใॲཧのૅج ù ˓
ù ৘ใॲཧのԠ用 ù ˓

ਓ
ؒ
学
෦
ਓؒ学科

೔本ݑࠃ法 ù ø ೔本ݑࠃ法 ù ˕
体育 ù ø ߁݈ w εϙーπ科学ᶗ ø ˕

ø ߁݈ w εϙーπ科学ᶘ ø ˕

ޠࠃ֎
ίϛϡχέーγϣン ù

ø ΠンάϦογϡ wίϛϡχέーγϣン ù ˓
ù Ϧεχンά wίϛϡχέーγϣンεΩϧᶗ ø ˓
3 Ϧεχンά wίϛϡχέーγϣンεΩϧᶘ ø ˓
û Ϧεχンά wίϛϡχέーγϣンεΩϧᶙ ø ˓

਺ཧ、σータ
活用ٴびਓ޻
஌能に関する
科目ຢは৘ใ
࡞のૢثػ

ù
ø ίンϐϡータϦςϥγー ù ˓
ø ৘ใ活用Ϧςϥγー ù ˓
ù ৘ใॲཧೖ門 ù ˓

֎
ࠃ
ޠ
学
෦

ޠӳࡍࠃ
学科

೔本ݑࠃ法 ù øʙ û ೔本ݑࠃ法 ù ˕
体育 ù ø ߁݈ w εϙーπ科学ᶗ ø ˕

ø ߁݈ w εϙーπ科学ᶘ ø ˕

ޠࠃ֎
ίϛϡχέーγϣン ù

ø ӳޠίϛϡχέーγϣンᶗʢૅج øʣ ù ˓
ø ӳޠίϛϡχέーγϣンᶘʢૅج ùʣ ù ˓
ù ӳޠίϛϡχέーγϣンᶙʢԠ用 øʣ ù ˓
ù ӳޠίϛϡχέーγϣンᶚʢԠ用 ùʣ ù ˓

਺ཧ、σータ
活用ٴびਓ޻
஌能に関する
科目ຢは৘ใ
࡞のૢثػ

ù øʙ û ίンϐϡータϦςϥγー ù ˕

৘
ใ
޻
学
෦

৘ใ޻学
科

೔本ݑࠃ法 ù 3 ೔本ݑࠃ法 ù ˕

体育 ù
ø 体育科学ᶗ ø ʓ
ø 体育科学ᶘ ø ʓ
ù 体育科学ᶙ ø ʓ
ù 体育科学ᶚ ø ʓ

ޠࠃ֎
ίϛϡχέーγϣン ù

ø ӳޠίϛϡχέーγϣンᶗ ø ʓ
ø ӳޠίϛϡχέーγϣンᶘ ø ʓ
ù ӳޠίϛϡχέーγϣンᶙ ø ʓ
ù ӳޠίϛϡχέーγϣンᶚ ø ʓ

਺ཧ、σータ
活用ٴびਓ޻
஌能に関する
科目ຢは৘ใ
࡞のૢثػ

ù ø ίンϐϡーターϦςϥγー ù ˕

˞�೶学部の学生は、大学での教員免許ঢ়一ׅਃ੥は、ʮ体育ʯの履修৚݅をຬたして 3୯ҐҎ্修得するඞཁが͋Γます。修
得୯Ґ਺が ù୯Ґの場߹、教員免許ঢ়ݸਓਃ੥について、各ࣗ、౎ಓ෎ݝ教育ҕ員ձに͝૬ஊͩ͘さい。

˓
いͣれか
ひとつを
બ୒ඞ修
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①�　స学部生・స学科生で、教職課程を履修しているऀは、教職センターʲ教職・学ܳ員ʳで
履修指導をडけてͩ͘さい。

②�　ฤೖ学生が教職課程を履修する場߹、લࡏ੶大学のʰ੒੷ূ໌ॻʱٴびʰ学ྗに関するূ
໌ॻ ʢɦ教員免許ঢ়ਃ੥用ʣを取Γدせ、教職センターʲ教職・学ܳ員ʳで履修指導をडけ
てͩ͘さい。
ʢøʣલࡏ੶大学が課程認定を༗する大学の場߹
　લࡏ੶大学ൃ行のʰ学ྗに関するূ໌ॻʱに͖ͮج、取得をر๬する免許教科にඞཁな
तۀ科目を履修してͩ͘さい。

ʢùʣલࡏ੶大学が課程認定を༗しない大学の場߹
　લࡏ੶大学において修得した୯Ґの͏ち、本学において認定された୯ҐをؚΊて、取得
をر๬する免許教科にඞཁなतۀ科目を履修してͩ͘さい。
教職に関する科目については、શて、本学において履修してͩ͘さい。

๬される場߹は、認定୯Ґ等の֬認のたر専・୹大等かΒのฤೖ学で教職課程の履修をߴ　�③
Ί、ඞͣࣄલに教職センターに૬ஊしてͩ͘さいʢ認定୯Ґの࢖用に੍ݶが͋る場߹が͋Γ
ますʣ。

　大学Ӄਐ学ޙに一छ免許ঢ়を取得する場߹
　本学学部において一छ免許ঢ়取得にඞཁな୯Ґを修得で͖ͣにଔۀし、ܧଓして本学大学Ӄ
へਐ学した場߹、大学Ӄࡏ学தに一छ免許ঢ়を取得するたΊにඞཁなतۀ科目の履修が認ΊΒ
れます。
　この場߹は、教職履修අ 	ùý
û÷÷ ԁ
 ೲೖおよび科目等履修生としてのొ࿥खଓ͖がඞཁとな
Γます。
　また、指導教員のঝ୚ॻ等がඞཁです。ৄࡉは大学Ӄศཡで֬認するか、教職センターʲ教
職・学ܳ員ʳでઆ໌をडけてͩ͘さい。
　大学Ӄ生で一छ免許ঢ়取得のたΊの৽ొن࿥は認ΊΒれません。

ÿ ɽ教ҭ職һ໔ڐঢ়ʢ教һ໔ڐঢ়ʣͷਃ੥
　教員免許ঢ়は、大学においてඞཁ୯Ґを修得した͏͑で、教育ҕ員ձにਃ੥することによΓ、
ަ෇をडけることがで͖ます。
　たͩし、ଔۀ・修ྃ೥次生ʢ 3݄にݶΓます。ʣにݶΓ、大学かΒѪ஌ݝ教育ҕ員ձに一ׅ
でਃ੥खଓ͖を行͏ことで、ଔࣜۀ౰೔ʢ 3݄にݶΓます。ʣに教員免許ঢ়のड取Γが可能と
なΓます。対৅ऀは、༧Ί教員免許ঢ়一ׅਃ੥ΨΠμンεにग़੮した͏͑で、ඞཁなखଓ͖を
行います。
　ΨΠμンεの೔程等は、所定のࣔܝ൘で֬認してͩ͘さい。

ਃ੥۠෼ ਃ੥対৅ऀ ਃ੥खଓ等

一ׅਃ੥
3݄のଔۀ೥次生、修ྃ೥次生で、
・学部の一छ免許ঢ়ਃ੥ऀ�
・大学Ӄの専修免許ঢ়ਃ੥ऀ

教員免許ঢ়一ׅਃ੥
ø次ਃ੥ɿ Ā݄
ù次ਃ੥ɿøø݄

˞ฤೖ学生は、ਃ੥खଓ࣌に૬ஊのこと

ਓਃ੥ݸ

・�一ׅਃ੥がで͖なかったଔۀ೥次
生、修ྃ೥次生

・�大学Ӄ修ྃ೥次生で一छ免許ঢ়を
ਃ੥するऀ

・ Ā݄にଔۀ、修ྃが可となったऀ

教育ҕ員ձへඞཁॻྨݝ஍の౎ಓ෎ॅډ
等を֬認しఏग़する。
教育ҕ員ձによって、ਃ੥ํ法、ਃ੥࣌
。がҟなるたΊ、༧Ί֬認がඞཁظ

　教員免許ঢ়取得ޙの取ѻい等については、ʮ教育職員免許法ʯ等に͖ͮج、免許؅ཧऀʢަ
෇をडけた౎ಓ෎ݝ教育ҕ員ձʣの定Ίにै͏ඞཁが͋Γます。

　科目等履修生として一छ免許ঢ়を取得する場߹
　大学ࡏ学தに教職課程にඞཁなतۀ科目を修得で͖なかった場߹、ଔۀʢୀ学ʣޙに科目等
履修生としてෆ଍科目の୯Ґを修得し、教員免許ঢ়を取得で͖る੍౓が͋Γます。ৄࡉは教職
センターʲ教職・学ܳ員ʳで֬認してͩ͘さい。また、खଓ͖については大学̝̥をࢀরして
ͩ͘さい。

þ ʣେֶӃੜͷ教職
課程ͷཤमʹ͍ͭ
ͯ

ýʣసֶ෦ੜɾసֶ
Պੜɾฤೖֶੜͷ
教職課程ͷཤमʹ
͍ͭͯ

64 65

５ ）転学部生・転学
科生・ฤ入学生の
教職課程の履修に
ついて

６）大学院生の教職
課程の履修につい
て
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Ā ɽ教һݧࢼ༺࠾
　ެཱ学ߍの教員になるたΊには、౎ಓ෎ݝまたは੓ྩ指定౎ࢢの教育ҕ員ձが実ࢪするެཱ
学ߍ教員採用試験に߹֨し、採用ީิऀの名฽にొ࿥されなけれ͹なΓません。ͦしてこの名
฽のதかΒͦの೥౓のܽ員ঢ়گ、教員૊৫のঢ়گなͲをྀߟしてબ定し、所定のखଓ͖をܦた
্で採用がܾ定されます。
　採用試験は、ྫ೥֓Ͷ ýʙ þ݄ࠒをத৺に実ࢪされていますʢ教員採用試験は 3೥次にड験
で͖る࣏ࣗ体΋͋Γます。ʣ。採用試験の実ࢪཁ߲等のৄࡉについては各ࣗが༧Ί教育ҕ員ձな
Ͳに໰い߹わせてͩ͘さい。

教員దߍ学ཱࢲಠࣗのެืによる採用ʯとʮߍ学ཱࢲの教員になるたΊには、ʮ各ߍ学ཱࢲ　
性ࠪݕʯの ùつのํ法が͋Γます。ʮ各ཱࢲ学ߍಠࣗのެืによる採用ʯについては、教職セ
ンターにٻਓの͋った΋のは、所定のࣔܝ൘にࡌܝするので、ر๬ऀは֬認の͏͑Ԡืして͘
ͩさい。
なͲで行われておΓ、専門教ཆ、教職教ݝ෱Ԭ、ݝѪ஌、ݝ౎、੩Ԭژは、౦ࠪݕ学ద性ࢲ　
ཆ、খ࿦จなͲの試験の੒੷ॱに名฽ొ࿥を行͏とい͏ํࣜが一ൠతです。また、ଞの࣏ࣗ体
のࢲ学ڠձでは、このよ͏なࠪݕを行わͣ、たͩのʮొ࿥੍ʯとしているとこΖ΋͋Γます。
　こ͏したࢲ学ద性ࠪݕは採用をอূする΋のではないですが、ެཱ・ཱࢲを໰わͣ、教員に
なΓたいとい͏ํはडݕをおすすΊします。

ྟ࣌採用教員とは、専೚教員にܽ員がग़た場߹にݶظつ͖で採用される教員のことで、ਖ਼ن
教員とಉ༷のۀ຿にब͘ʮྟ࣌త೚用教員ʢৗۈ講師ʣʯと、ʮඇৗۈ講師ʢ࣌ؒ講師ʣʯの ù
छྨに大ผされます。いͣれ΋各࣏ࣗ体がಠࣗにืूを行っておΓ、೚用ر๬ऀが各教育ҕ員
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ø÷ ɽ教һݧࢼ༺࠾ରࢦࡦಋ
　教職へのୈ一าを;みͩすたΊには、ެཱ学ߍ΍ཱࢲ学ߍのʮ教員採用બߟ試験ʯを通աし
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い。
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ʲ名শʳ場所 උ͑ஔ͖ࢿྉ・ར用಺༰等 ར用ํ法・஫ҙ߲ࣄ

ఱനΩϟンύε
ʲ教職学習ࣨʳ
タϫー þü�øù ֊

教員採用試験に関するաڈ໰、教
員のおすすΊਤॻなͲがஔいて͋
Γます。
˓教員採用試験のษڧをする部԰

ར用ํ法・஫ҙ߲ࣄについては、ϙー
タϧαΠτでҊ಺する಺༰にैって
ͩ͘さい。

ఱനΩϟンύε
ʲ教職教ࣨڀݚࡐʳ
タϫー þü�øù ֊

த学ٴߍびߴ等学ߍの教科ॻ・ࢀ
ਤॻがஔいて͋ΓࡐॻなͲの教ߟ
ます
˓教ڀݚࡐをする部԰

υーϜલΩϟンύε
ʲ教職学習ࣨʳ
౦ؗ%&ùøü

ఱനΩϟンύεの教職学習ࣨٴび
教職教ࣨڀݚࡐに४͡たաڈ໰・
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͍ͭͯ
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͍ͭͯ

úʣྟ࣌࠾༻教һʹ
͍ͭͯ

øʣ教һݧࢼ༺࠾ର
͍ͯͭʹ࠲ߨࡦ

ùʣ教職ֶशࣨɾ教
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ûɽֶܳһ֨ࢿऔಘʹඞཁͳ୯Ґͷऔಘʹ͍ͭͯ
　本課程を修ྃするには、次の֨ࢿૅجをຬたし、ʮത෺ؗに関する科目ʯとʮ専門෼໺に関する科目ʯの୯Ґをج४ͲおΓ取得しなけ
れ͹なΓません。

ø ʣ֨ࢿૅج
　学࢜の学Ґを༗すること

ù ʣത෺ؗʹؔ͢ΔՊ໨ɾɾɾʦผද øʧࢀর
①　す΂て学ܳ員課程開講科目で、ù÷ ୯ҐҎ্修得しなけれ͹なΓません。
②　ʮത෺ؗࢿྉ࿦ᶗʯはཧ޻・೶・৘ใ޻学部の学生がඞ修、ʮത෺ؗࢿྉ࿦ᶘʯは法・ܦ営・ࡁܦ・ਓؒ・֎ޠࠃ学部の学生が
ඞ修科目となΓます。

　　౎ࢢ৘ใ学部の学生は、ʮത෺ؗࢿྉ࿦ᶗʯまたはʮത෺ؗࢿྉ࿦ᶘʯのいͣれか一つがඞ修科目となΓます。
　　また、各学部と΋ʮത෺ؗࢿྉ࿦ᶗʯおよびʮത෺ؗࢿྉ࿦ᶘʯの྆ํを履修して΋ࠩし͋͑ࢧΓません。

ú ʣઐ໳෼໺ʹؔ͢ΔՊ໨ɾɾɾʦผද ùʧࢀর
��学部ผに指定された科目のதかΒ、ÿ୯ҐҎ্ʢ ù෼໺各 û୯ҐҎ্ʣ修得しなけれ͹なΓません。　

ʦผද øʧത෺ؗに関する科目

ത෺ؗ法ࢪ行نଇに定Ίる科目 本学開講科目
උߟ

科　目　名 ୯Ґ਺ ഑౰
೥次 科目名

୯Ґ਺
ඞ修 બ୒

生֔学習֓࿦ ù
ø 生֔学習࿦ ù ਓؒ学部Ҏ֎

ù 学習ࣾձ࿦ ù ਓؒ学部のみ
ʢਓؒ学部開講科目ʣ

ത෺ؗ֓࿦ ù ù ത෺ؗݪ࿦ ù
ത෺ؗܦ営࿦ ù ù ത෺ؗܦ営࿦ ù

ത෺ؗ৘ใ・ϝσΟΞ࿦ ù
3 ത෺ؗ৘ใ࿦ ø
3 教育ϝσΟΞڥ؀࿦ ù

ത෺ؗࢿྉ࿦ ù
3 ത෺ؗࢿྉ࿦ᶗ ù ཧܥʢ౎ؚࢢΉʣ
3 ത෺ؗࢿྉ࿦ᶘ ù จܥʢ౎ؚࢢΉʣ

ത෺ؗࢿྉอଘ࿦ ù ù ത෺ؗࢿྉอଘ࿦ ù
ത෺ؗలࣔ࿦ ù ù ത෺ؗలࣔ࿦ ù

ത෺ؗ実習 3
3 ത෺ؗ実習ᶗ ù 学಺
û ത෺ؗ実習ᶘ ø ؗ຿
û ത෺ؗ実習ᶙ ø ؗ຿

ത෺ؗ教育࿦ ù ø ത෺ؗ教育࿦ ù
ඞཁ୯Ґ਺ øĀ ௿修得୯Ґ਺࠷ ù÷
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øɽֶܳһ課程Λཤम͢Δօ͞Μ΁
øʣֶܳһͱ͸
　学ܳ員は、ത෺ؗにおいて、ത෺ؗࢿྉのऩू、อ؅、ௐࠪڀݚ、లࣔおよびͦのଞこれと関࿈するۀࣄを୲౰する専門職のこ
とです。学ܳ員としてത෺ؗへのۈ຿をر๬する場߹、かなΒͣ学ܳ員֨ࢿがඞཁになΓますʢたͩし、೚用は各ത෺ؗによって
行われますʣ。また、学ܳ員֨ࢿ取得を৚݅とする職छにब͖たい場߹に΋ඞཁです。学ܳ員֨ࢿはจ部科学লが所؅するࠃՈ֨ࢿ
です。

ù ʣത෺ؗͱ͸
　ത෺ؗは、ྺ࢙、ܳज़、ຽଏ、ۀ࢈、ࣗવ科学等に関するࢿྉのऩू΍อଘ、ௐࠪڀݚ、లࣔ、教育ීٴといった活ಈを一体త
に行͏ࢪઃのことです。Ձ஋が͋るࢿྉの実෺を通してਓʑの学習活ಈをࢧԉするࢪઃで΋͋Γます。ത෺ؗにはྺ࢙ത෺ؗ΍科
学ത෺ؗ、ඒज़ؗ、ਫ଒ؗ、ಈ২෺ԂなͲ、さま͟まなछྨが͋Γます。

ú ʣຊֶͷֶܳһཆ੒ཧ೦ʹ͍ͭͯ
　名城大学では、次のཆ੒ཧ೦の΋と、学ܳ員課程を開ઃしています。

名城大学学ܳ員ཆ੒ཧ೦
名城大学は、
　・専門తな஌ࣝと実ફྗをඋ͑、ߴいίϛϡχέーγϣン能ྗとത෺ؗ活ಈを運営؅ཧで͖る能ྗを༗する学ܳ員
い実行ྗを࣋ち、୭かΒ΋৴པされる学ܳ員ڧで๛かなแ༰ྗとྗڏݠ・　
のཆ੒を目指します。

ù ɽେֶͰֶܳһ֨ࢿΛऔಘ͢Δʹ͸
øʣത෺ؗ๏ͷఆΊʹ͍ͭͯ
　ത෺ؗ法ୈ ü৚に学ܳ員֨ࢿを༗するऀになる৚݅がॻかれています。ୈ ø߲にはʮ学࢜の学Ґを༗するऀで、大学においてจ
部科学লྩで定Ίるത෺ؗに関する科目の୯Ґを修得した΋のʯとなっています。学ܳ員֨ࢿを大学で取得するたΊには、学࢜の
。を得ることおよびʮത෺ؗに関する科目ʯの୯Ґを修得することがඞཁとなΓます֨ࢿ

ù ʣʮઐ໳෼໺ʹؔ͢ΔՊ໨ʯʹ͍ͭͯ
　名城大学の学ܳ員課程では、ത෺ؗの専門性およびത෺ؗ法ୈ ü৚に͋る学ܳ員֨ࢿの取得ํ法の一つのʮ学ܳ員֨ࢿ認定ʯで
専門෼໺に関する科目のචه試験が課されていることにؑみて、ʮ専門෼໺に関する科目ʯの୯Ґ修得をઃ定しています。名城大学
で学ܳ員֨ࢿを取得するたΊには、ʮത෺ؗに関する科目ʯにՃ͑、ʮ専門෼໺に関する科目ʯの୯Ґを修得するඞཁが͋Γます。

ú ɽֶܳһ֨ࢿΛऔಘͰ͖Δֶ෦ɾֶՊ
本学において、学ܳ員֨ࢿを取得で͖る学部・学科は、次දのとおΓです。

学　　　部 学　　　科

法学部 法学科

営学部ܦ 営学科ܦࡍࠃ、営学科ܦ

学部ࡁܦ ձ学科ࣾۀ࢈、学科ࡁܦ

ཧ޻学部
਺学科、ి޻ࢠిؾ学科、ࡐྉػ能޻学科、Ԡ用Խ学科、ػց޻学科、ަ通ػց޻学科、
ϝΧτϩχΫε޻学科、ࣾձج൫σβΠン޻学科、ڥ؀૑଄޻学科、ݐங学科

೶学部 生෺ݯࢿ学科、Ԡ用生෺Խ学科、生෺ڥ؀科学科

౎ࢢ৘ใ学部 ౎ࢢ৘ใ学科

ਓؒ学部 ਓؒ学科

学部ޠࠃ֎ 学科ޠӳࡍࠃ

৘ใ޻学部 ৘ใ޻学科
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��学部ผに指定された科目のதかΒ、ÿ୯ҐҎ্ʢ ù෼໺各 û୯ҐҎ্ʣ修得しなけれ͹なΓません。　
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ù ɽେֶͰֶܳһ֨ࢿΛऔಘ͢Δʹ͸
øʣത෺ؗ๏ͷఆΊʹ͍ͭͯ
　ത෺ؗ法ୈ ü৚に学ܳ員֨ࢿを༗するऀになる৚݅がॻかれています。ୈ ø߲にはʮ学࢜の学Ґを༗するऀで、大学においてจ
部科学লྩで定Ίるത෺ؗに関する科目の୯Ґを修得した΋のʯとなっています。学ܳ員֨ࢿを大学で取得するたΊには、学࢜の
。を得ることおよびʮത෺ؗに関する科目ʯの୯Ґを修得することがඞཁとなΓます֨ࢿ

ù ʣʮઐ໳෼໺ʹؔ͢ΔՊ໨ʯʹ͍ͭͯ
　名城大学の学ܳ員課程では、ത෺ؗの専門性およびത෺ؗ法ୈ ü৚に͋る学ܳ員֨ࢿの取得ํ法の一つのʮ学ܳ員֨ࢿ認定ʯで
専門෼໺に関する科目のචه試験が課されていることにؑみて、ʮ専門෼໺に関する科目ʯの୯Ґ修得をઃ定しています。名城大学
で学ܳ員֨ࢿを取得するたΊには、ʮത෺ؗに関する科目ʯにՃ͑、ʮ専門෼໺に関する科目ʯの୯Ґを修得するඞཁが͋Γます。

ú ɽֶܳһ֨ࢿΛऔಘͰ͖Δֶ෦ɾֶՊ
本学において、学ܳ員֨ࢿを取得で͖る学部・学科は、次දのとおΓです。

学　　　部 学　　　科

法学部 法学科

営学部ܦ 営学科ܦࡍࠃ、営学科ܦ

学部ࡁܦ ձ学科ࣾۀ࢈、学科ࡁܦ

ཧ޻学部
਺学科、ి޻ࢠిؾ学科、ࡐྉػ能޻学科、Ԡ用Խ学科、ػց޻学科、ަ通ػց޻学科、
ϝΧτϩχΫε޻学科、ࣾձج൫σβΠン޻学科、ڥ؀૑଄޻学科、ݐங学科

೶学部 生෺ݯࢿ学科、Ԡ用生෺Խ学科、生෺ڥ؀科学科

౎ࢢ৘ใ学部 ౎ࢢ৘ใ学科

ਓؒ学部 ਓؒ学科

学部ޠࠃ֎ 学科ޠӳࡍࠃ

৘ใ޻学部 ৘ใ޻学科
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開講学部 開講学科 ഑౰
೥次 科目名

୯
Ґ
਺

専門෼໺

จԽ࢙ ඒज़࢙ 学ݹߟ ຽଏ学 ࣗવ
科学࢙ ෺ཧ Խ学 生෺学 ஍学

೶学部

શ学科

ø ೔本のྺ࢙とจԽ ù ˓
ø ੈքのྺ࢙とจԽ ù ˓ ˓
ø ஍ٿとӉ஦ ù ˓ ˓
ø ෺࣭の੒Γཱち ù ˓ ˓
ø 生෺学ᶗ ù ˓
ø 生෺学ᶘ ù ˓
ø Խ学ᶗ ù ˓
ø Խ学ᶘ ù ˓
ø ஍学 ù ˓
ø ෺ཧ学 ù ˓

生෺ݯࢿ
学科

ø ২෺෼ྨ・ܗଶ学 ù ˓ ˓
ø ಈ෺෼ྨ・ܗଶ学 ù ˓ ˓
ù ஬学ࠛૅج ù ˓ ˓
ù Ԡ用ࠛ஬学 ù ˓ ˓

Ԡ用生෺
Խ学科

ø ৯෺จԽ࿦ ù ˓ ˓ ˓
ù ඍ生෺学ᶗ ù ˓ ˓
ù ඍ生෺学ᶘ ù ˓ ˓
ù ৯඼ݪྉ学 ù ˓ ˓

生෺ڥ؀
科学科

ø ২෺෼ྨ学 ù ˓ ˓
ù ਐԽ生෺学 ù ˓ ˓
3 ಈ෺ڥ؀生ཧ学 ù ˓ ˓

౎ࢢ৘ใ学部 ౎ࢢ৘ใ
学科

ø ྺ࢙とจԽ ù ˓
ø ܳज़จԽ࿦ ù ˓
ø ΞδΞจԽ࿦ ù ˓
ø ੈքҨ࢈とπーϦζϜ ù ˓
ø จԽਓྨ学のੈք ù ˓ ˓
ø ౎ࢢとจԽ ù ˓ ˓
ø ਓؒとڥ؀ ù ˓
3 ౎ࢢと生ଶڥ؀ ù ˓

ਓؒ学部 ਓؒ学科

ø ྺ࢙とจԽ ù ˓
ø ܳज़จԽ࿦ ù ˓
ø ΞδΞจԽ࿦ ù ˓
ø ԤถจԽ࿦ ù ˓
ø จԽਓྨ学のੈք ù ˓ ˓
ø ஍ٿとӉ஦ ù ˓
ø ෺࣭の੒Γཱち ù ˓
ø 生໋のଟ༷性 ù ˓
ø ஍ҬจԽ࿦ ù ˓ ˓ ˓
ø ਓؒとσβΠン ù ˓
ù ੢༸จԽ࢙ ù ˓ ˓ ˓
ù ೔本จԽ࢙ ù ˓ ˓ ˓
3 ೔本ࣾձ࢙ ù ˓
3 ౎ࢢจ໌࢙ ù ˓ ˓ ˓

学部ޠࠃ֎ ޠӳࡍࠃ
学科

øŋùŋ3ŋû ྺ࢙とจԽ ù ˓ ˓
øŋùŋ3ŋû ܳज़とਓؒ ù ˓
ùŋ3ŋû จԽਓྨ学 ù ˓ ˓
ø ҟจԽཧղ ù ˓
ù ҟจԽίϛϡχέーγϣン ù ˓
ù ଟจԽڞ生࿦ ù ˓
ø ೔本தੈۙੈ࢙ ù ˓
ù ೔本の఻౷จԽ ù ˓ ˓
ù ೔本のઌ୺จԽ ù ˓ ˓
ù ೔本ۙ現୅࢙ ù ˓
ù ෹教จԽ࿦ ù ˓
ù ΩϦετ教จԽ࿦ ù ˓
ù ΠεϥϜ教จԽ࿦ ù ˓
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< ผද ù > 専門෼໺に関する科目　˞֨ࢿ認定試験のબ୒科目に֘౰する科目の͏ち ù෼໺ʢ各 û୯ҐҎ্ʣ߹ܭ ÿ୯ҐҎ্
˞ øつの科目にෳ਺の専門෼໺が指定されている場߹、いͣれか øつの専門෼໺にしか͑࢖ませんので஫ҙしてͩ͘さい。

開講学部 開講学科 ഑౰
೥次 科目名

୯
Ґ
਺

専門෼໺

จԽ࢙ ඒज़࢙ 学ݹߟ ຽଏ学 ࣗવ
科学࢙ ෺ཧ Խ学 生෺学 ஍学

学ܳ員課程
開講科目

શ学部
શ学科

ù ೔本จԽのྺ࢙ ù ˓
ù ຽଏ学 ù ˓
ù จॻ学ݹ ù ˓
ະ定 学ݹߟ ù
ະ定 ܳज़࢙ ù

法学部 法学科

ø จ学ᶗࠃ ù ˓
ø จ学ᶘࠃ ù ˓
ø ೔本࢙ ù ˓ ˓ ˓
ø ࢙ࠃ֎ ù ˓ ˓ ˓
ù ೔本法੍࢙ û ˓ ˓
ù ೔本ۙ୅法࢙ û ˓

営学部ܦ શ学科

ø ྺ࢙とจԽ ù ˓
ø ΞδΞจԽ࿦ ù ˓
ø ԤถจԽ࿦ ù ˓
ø ෺࣭の੒Γཱち ù ˓
ø 生໋のଟ༷性 ù ˓
ø ਺と࿦ཧ ù ˓
ø 現৅と࿦ཧ ù ˓
ø ৘ใॲཧ実習 ø ˓
ø ϓϩάϥϛンά実習 ø ˓
ù 営࢙ܦൺֱࡍࠃ ù ˓
ù 営؅ཧ࢙ܦ ù ˓
ù 営࢙ܦ ù ˓
3 ࣾձࢥ૝࢙ ù ˓

学部ࡁܦ શ学科

ø ܳज़จԽ࿦ ù ˓
ø จԽਓྨ学のੈք ù ˓ ˓
ø ஍ٿとӉ஦ ù ˓
ø ਓؒとڥ؀ ù ˓
ø ෺࣭の੒Γཱち ù ˓
ø 生໋のଟ༷性 ù ˓
ø ࣾձࢥ૝࢙ ù ˓
ù ೔本࢙ࡁܦᶗ ù ˓
ù ೔本࢙ࡁܦᶘ ù ˓

ཧ޻学部 શ学科

ø ਓจ科学ૅجᶗ ù ˓ ˓
ø ਓจ科学ૅجᶘ ù ˓ ˓
ø ࣾձ科学ૅجᶗ ù ˓ ˓
ø ࣾձ科学ૅجᶘ ù ˓ ˓
ù ΞδΞจԽ࿦ᶗ ù ˓ ˓ ˓
ù ΞδΞจԽ࿦ᶘ ù ˓ ˓ ˓
ù ԤถจԽ࿦ᶗ ù ˓ ˓
ù ԤถจԽ࿦ᶘ ù ˓ ˓
ø ෺ཧ学ᶗ ù ˓
ø ෺ཧ学ᶘ ù ˓
ø ෺ཧ学実験ᶗ ø ˓
ø ෺ཧ学実験ᶘ ø ˓
ø Խ学ᶗ ù ˓
ø Խ学ᶘ ù ˓
ø Խ学実験ᶗ ø ˓
ø Խ学実験ᶘ ø ˓
øŋù ஍学ᶗ ù ˓
øŋù ஍学ᶘ ù ˓
øŋùŋ3 ஍学実験ᶗ ø ˓
øŋùŋ3 ஍学実験ᶘ ø ˓
ø 生෺学 ù ˓
ù 生෺学実験 ø ˓
ø ίンϐϡーターϦςϥγー ù ˓
ù ٕज़ऀྙཧ ù ˓

76 77

ຖ೥開講するとはݶΓません。
開講がܾまったΒৄࡉをൃදします。
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開講学部 開講学科 ഑౰
೥次 科目名

୯
Ґ
਺

専門෼໺

จԽ࢙ ඒज़࢙ 学ݹߟ ຽଏ学 ࣗવ
科学࢙ ෺ཧ Խ学 生෺学 ஍学

೶学部

શ学科

ø ೔本のྺ࢙とจԽ ù ˓
ø ੈքのྺ࢙とจԽ ù ˓ ˓
ø ஍ٿとӉ஦ ù ˓ ˓
ø ෺࣭の੒Γཱち ù ˓ ˓
ø 生෺学ᶗ ù ˓
ø 生෺学ᶘ ù ˓
ø Խ学ᶗ ù ˓
ø Խ学ᶘ ù ˓
ø ஍学 ù ˓
ø ෺ཧ学 ù ˓

生෺ݯࢿ
学科

ø ২෺෼ྨ・ܗଶ学 ù ˓ ˓
ø ಈ෺෼ྨ・ܗଶ学 ù ˓ ˓
ù ஬学ࠛૅج ù ˓ ˓
ù Ԡ用ࠛ஬学 ù ˓ ˓

Ԡ用生෺
Խ学科

ø ৯෺จԽ࿦ ù ˓ ˓ ˓
ù ඍ生෺学ᶗ ù ˓ ˓
ù ඍ生෺学ᶘ ù ˓ ˓
ù ৯඼ݪྉ学 ù ˓ ˓

生෺ڥ؀
科学科

ø ২෺෼ྨ学 ù ˓ ˓
ù ਐԽ生෺学 ù ˓ ˓
3 ಈ෺ڥ؀生ཧ学 ù ˓ ˓

౎ࢢ৘ใ学部 ౎ࢢ৘ใ
学科

ø ྺ࢙とจԽ ù ˓
ø ܳज़จԽ࿦ ù ˓
ø ΞδΞจԽ࿦ ù ˓
ø ੈքҨ࢈とπーϦζϜ ù ˓
ø จԽਓྨ学のੈք ù ˓ ˓
ø ౎ࢢとจԽ ù ˓ ˓
ø ਓؒとڥ؀ ù ˓
3 ౎ࢢと生ଶڥ؀ ù ˓

ਓؒ学部 ਓؒ学科

ø ྺ࢙とจԽ ù ˓
ø ܳज़จԽ࿦ ù ˓
ø ΞδΞจԽ࿦ ù ˓
ø ԤถจԽ࿦ ù ˓
ø จԽਓྨ学のੈք ù ˓ ˓
ø ஍ٿとӉ஦ ù ˓
ø ෺࣭の੒Γཱち ù ˓
ø 生໋のଟ༷性 ù ˓
ø ஍ҬจԽ࿦ ù ˓ ˓ ˓
ø ਓؒとσβΠン ù ˓
ù ੢༸จԽ࢙ ù ˓ ˓ ˓
ù ೔本จԽ࢙ ù ˓ ˓ ˓
3 ೔本ࣾձ࢙ ù ˓
3 ౎ࢢจ໌࢙ ù ˓ ˓ ˓

学部ޠࠃ֎ ޠӳࡍࠃ
学科

øŋùŋ3ŋû ྺ࢙とจԽ ù ˓ ˓
øŋùŋ3ŋû ܳज़とਓؒ ù ˓
ùŋ3ŋû จԽਓྨ学 ù ˓ ˓
ø ҟจԽཧղ ù ˓
ù ҟจԽίϛϡχέーγϣン ù ˓
ù ଟจԽڞ生࿦ ù ˓
ø ೔本தੈۙੈ࢙ ù ˓
ù ೔本の఻౷จԽ ù ˓ ˓
ù ೔本のઌ୺จԽ ù ˓ ˓
ù ೔本ۙ現୅࢙ ù ˓
ù ෹教จԽ࿦ ù ˓
ù ΩϦετ教จԽ࿦ ù ˓
ù ΠεϥϜ教จԽ࿦ ù ˓
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üɽത෺࣮ؗशʹ͍ͭͯ
　ത෺ؗ実習には、学಺で行͏ʮത෺ؗ実習ᶗʢ学಺実習ʣʯとത෺ؗで行͏ʮത෺ؗ実習ᶘ・ᶙʢؗ຿実習ʣʯが͋Γます。

ø ʣത෺࣮ؗशᶗʢֶ಺࣮शʣʦ ú೥࣍ʧɾɾඞम
　学಺実習は、ù೥次までに修得したतۀ科目のཧ࿦をૅجとして、履修生の専門෼໺にԠ͡て、実ࡍのࢿྉの࡞੒΍ࢿྉ取ѻい
について体験し、ཌ೥౓に実ࢪする、ؗ຿実習をԁ׈にਐΊることがで͖るよ͏に४උするतۀ科目です。
　学಺実習に܎るަ通අ ŋೖؗྉ・ࢿྉ等の実අは、一部履修ऀのෛ୲となる場߹が͋Γます。
　学಺実習は、ෳ਺のϓϩάϥϜによΓ੒ΓཱっておΓ、学֎でのϑΟーϧυϫーΫ、ത෺ؗのݟ学、లࣔ෺੍࡞とలࣔ実習なͲ
が͋Γます。ϓϩάϥϜによって学部ผ、શ学部߹ಉ、等実ܗࢪଶ΋ҟなΓます。

ù ʣത෺࣮ؗशᶘʢؗ຿࣮शʣʦ û೥࣍ʧɾɾඞम
　ؗ຿実習は、実ࡍのത෺ؗ等において学ܳ員の指導の΋とにࢿྉの取ѻい΍లࣔ・教育活ಈについての実習を行い、学ܳ員のۀ
຿શൠについて体験し、ཧղをਂΊます。
　ؗ຿実習は、ത෺ؗのಛผな͝޷ҙと、ۃΊてଟ๩な学ܳ員の͝ྗڠによΓ実ࢪされます。وॏな࣌ؒと࿑ྗをׂいて、次୅を
୲͏ਓࡐを育てるたΊに指導に͋たっていたͩ͘ことを໏هして、ڏݠかつਅ伨なଶ౓で実習にྟんでͩ͘さい。

ú ʣത෺࣮ؗशᶙʢؗ຿࣮शʣʦ û೥࣍ʧɾɾબ୒
　ùʣのത෺ؗ実習ᶘʢؗ຿実習ʣが ü೔ؒҎ্の実習となる場߹が͋Γますので、履修ొ࿥しておいてͩ͘さい。ø÷ ೔ؒҎ্の
実習の場߹、୯Ґが修得で͖ます。

û ʣത෺࣮ؗशᶘŋᶙʢؗ຿࣮शʣͷ֓ཁ

実 習 ઌ
ത෺ؗ
　˞ࣗ身で֬อ

実 習 の ࣌ ظ û೥次の þ݄ʙøø݄ࠒ　˞実習ઌとਃ࣌ࠐに૬ஊ

実 習 の ظ ؒ
௿࠷ ü೔ؒ
　˞実習するത෺ؗとの૬ஊによる

実 習 の ਃ ࠐ ख ଓ
実習をر๬するത෺ؗ等へࣗ身がਃࠐ
　˞ 3೥次のøù݄にΨΠμンεでઆ໌

実 習 の ਃ ࠐ ํ 法 ത෺ؗによΓҟなるたΊ、ࣗ身で৘ใऩूがඞཁ

実 習 の අ 用 ത෺ؗによΓҟなるたΊ、ඞཁな場߹はࣗ身でࢧ෷

ü ʣത෺࣮ؗशᶘ ŋᶙʢؗ຿࣮शʣͷࢀՃ֨ࢿ
　ത෺ؗ実習ᶘ・ᶙにࢀՃで͖るのは、ࢀՃ೥౓に࠷ऴ学೥にࡏ学する学生で、Լهのす΂てに֘౰するऀでなけれ͹なΓません。
①　લ೥౓までにʮത෺ؗに関する科目ʯの͏ちʮത෺ؗ実習ᶗʯʮത෺ؗݪ࿦ʯʮത෺ؗܦ営࿦ʯʮത෺ؗࢿྉ࿦ʯʢʮത෺ؗࢿྉ࿦ᶗʯ
またはʮത෺ؗࢿྉ࿦ᶘʯʣの୯Ґを修得していること。たͩし、学部のඞ修科目と֘౰科目が্ׂ࣌ؒ、ॏෳした場߹はこのݶ
Γではない。

②　ͦのଞ、本課程を修ྃするのにඞཁな୯Ґをଔۀまでに修得するࠐݟみが͋ること。
③　ത෺ؗでの実習に଱͑͏る৺身の݈߁をอ࣋すること。
ᶆ　学ܳ員のࣄ࢓に対して೤ҙが͋ること。

ý ɽֶܳһ課程ͷొ࿥͓Αͼॾखଓ
øʣֶܳһ課程ͷొ࿥ͱཤमඅͷೲೖʹ͍ͭͯ
　学ܳ員課程の履修をر๬する学生は、学ܳ員課程ΦϦΤンςーγϣンにग़੮し、学ܳ員課程履修ر๬ొ࿥ٴび学ܳ員履修අʢ 3÷
÷÷÷
ԁʣのೲ෇がඞཁです。
	ø
　 学ܳ員課程履修ر๬ొ࿥を行͏ことによって、学ܳ員課程開講科目を履修ొ࿥することがで͖るよ͏になΓます。
	ù
　 所定の履修අで学ܳ員課程を履修することがで͖るؒظは、大学学部にࡏ੶するؒظです。
	3
　 ୀ学・আ੶の࠶、ޙೖ学・෮੶したऀが、࠶び学ܳ員課程を履修しよ͏とすると͖は、طೲのֹと࠶履修をग़ئした೥౓の履
修අにֹࠩが͋る場߹は、ͦのֹࠩをೲ෇するඞཁが͋Γます。
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開講学部 開講学科 ഑౰
೥次 科目名

୯
Ґ
਺

専門෼໺

จԽ࢙ ඒज़࢙ 学ݹߟ ຽଏ学 ࣗવ
科学࢙ ෺ཧ Խ学 生෺学 ஍学

৘ใ޻学部 ৘ใ޻
学科

ø ਓจ科学ૅجᶗ ù ʓ ʓ
ø ਓจ科学ૅجᶘ ù ʓ ʓ
ø ࣾձ科学ૅجᶗ ù ʓ ʓ
ø ࣾձ科学ૅجᶘ ù ʓ ʓ
ù ΞδΞจԽ࿦ᶗ ù ʓ ʓ ʓ
ù ΞδΞจԽ࿦ᶘ ù ʓ ʓ ʓ
ù ԤถจԽ࿦ᶗ ù ʓ ʓ
ù ԤถจԽ࿦ᶘ ù ʓ ʓ
ø ෺ཧ学ᶗ ù ʓ
ø ෺ཧ学ᶘ ù ʓ
ø ෺ཧ学実験ᶗ ø ʓ
ø ෺ཧ学実験ᶘ ø ʓ
ø Խ学ᶗ ù ʓ
ø Խ学ᶘ ù ʓ
ø Խ学実験ᶗ ø ʓ
ø Խ学実験ᶘ ø ʓ
ù ஍学ᶗ ù ʓ
ù ஍学ᶘ ù ʓ
3 ஍学実験ᶗ ø ʓ
3 ஍学実験ᶘ ø ʓ
ø 生෺学 ù ʓ
ù 生෺学実験 ø ʓ
ø ίンϐϡーターϦςϥγー ù ʓ
ù ٕज़ऀྙཧ ù ʓ
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üɽത෺࣮ؗशʹ͍ͭͯ
　ത෺ؗ実習には、学಺で行͏ʮത෺ؗ実習ᶗʢ学಺実習ʣʯとത෺ؗで行͏ʮത෺ؗ実習ᶘ・ᶙʢؗ຿実習ʣʯが͋Γます。

ø ʣത෺࣮ؗशᶗʢֶ಺࣮शʣʦ ú೥࣍ʧɾɾඞम
　学಺実習は、ù೥次までに修得したतۀ科目のཧ࿦をૅجとして、履修生の専門෼໺にԠ͡て、実ࡍのࢿྉの࡞੒΍ࢿྉ取ѻい
について体験し、ཌ೥౓に実ࢪする、ؗ຿実習をԁ׈にਐΊることがで͖るよ͏に४උするतۀ科目です。
　学಺実習に܎るަ通අ ŋೖؗྉ・ࢿྉ等の実අは、一部履修ऀのෛ୲となる場߹が͋Γます。
　学಺実習は、ෳ਺のϓϩάϥϜによΓ੒ΓཱっておΓ、学֎でのϑΟーϧυϫーΫ、ത෺ؗのݟ学、లࣔ෺੍࡞とలࣔ実習なͲ
が͋Γます。ϓϩάϥϜによって学部ผ、શ学部߹ಉ、等実ܗࢪଶ΋ҟなΓます。

ù ʣത෺࣮ؗशᶘʢؗ຿࣮शʣʦ û೥࣍ʧɾɾඞम
　ؗ຿実習は、実ࡍのത෺ؗ等において学ܳ員の指導の΋とにࢿྉの取ѻい΍లࣔ・教育活ಈについての実習を行い、学ܳ員のۀ
຿શൠについて体験し、ཧղをਂΊます。
　ؗ຿実習は、ത෺ؗのಛผな͝޷ҙと、ۃΊてଟ๩な学ܳ員の͝ྗڠによΓ実ࢪされます。وॏな࣌ؒと࿑ྗをׂいて、次୅を
୲͏ਓࡐを育てるたΊに指導に͋たっていたͩ͘ことを໏هして、ڏݠかつਅ伨なଶ౓で実習にྟんでͩ͘さい。

ú ʣത෺࣮ؗशᶙʢؗ຿࣮शʣʦ û೥࣍ʧɾɾબ୒
　ùʣのത෺ؗ実習ᶘʢؗ຿実習ʣが ü೔ؒҎ্の実習となる場߹が͋Γますので、履修ొ࿥しておいてͩ͘さい。ø÷ ೔ؒҎ্の
実習の場߹、୯Ґが修得で͖ます。

û ʣത෺࣮ؗशᶘŋᶙʢؗ຿࣮शʣͷ֓ཁ

実 習 ઌ
ത෺ؗ
　˞ࣗ身で֬อ

実 習 の ࣌ ظ û೥次の þ݄ʙøø݄ࠒ　˞実習ઌとਃ࣌ࠐに૬ஊ

実 習 の ظ ؒ
௿࠷ ü೔ؒ
　˞実習するത෺ؗとの૬ஊによる

実 習 の ਃ ࠐ ख ଓ
実習をر๬するത෺ؗ等へࣗ身がਃࠐ
　˞ 3೥次のøù݄にΨΠμンεでઆ໌

実 習 の ਃ ࠐ ํ 法 ത෺ؗによΓҟなるたΊ、ࣗ身で৘ใऩूがඞཁ

実 習 の අ 用 ത෺ؗによΓҟなるたΊ、ඞཁな場߹はࣗ身でࢧ෷

ü ʣത෺࣮ؗशᶘ ŋᶙʢؗ຿࣮शʣͷࢀՃ֨ࢿ
　ത෺ؗ実習ᶘ・ᶙにࢀՃで͖るのは、ࢀՃ೥౓に࠷ऴ学೥にࡏ学する学生で、Լهのす΂てに֘౰するऀでなけれ͹なΓません。
①　લ೥౓までにʮത෺ؗに関する科目ʯの͏ちʮത෺ؗ実習ᶗʯʮത෺ؗݪ࿦ʯʮത෺ؗܦ営࿦ʯʮത෺ؗࢿྉ࿦ʯʢʮത෺ؗࢿྉ࿦ᶗʯ
またはʮത෺ؗࢿྉ࿦ᶘʯʣの୯Ґを修得していること。たͩし、学部のඞ修科目と֘౰科目が্ׂ࣌ؒ、ॏෳした場߹はこのݶ
Γではない。
②　ͦのଞ、本課程を修ྃするのにඞཁな୯Ґをଔۀまでに修得するࠐݟみが͋ること。
③　ത෺ؗでの実習に଱͑͏る৺身の݈߁をอ࣋すること。
ᶆ　学ܳ員のࣄ࢓に対して೤ҙが͋ること。

ý ɽֶܳһ課程ͷొ࿥͓Αͼॾखଓ
øʣֶܳһ課程ͷొ࿥ͱཤमඅͷೲೖʹ͍ͭͯ
　学ܳ員課程の履修をر๬する学生は、学ܳ員課程ΦϦΤンςーγϣンにग़੮し、学ܳ員課程履修ر๬ొ࿥ٴび学ܳ員履修අʢ 3÷
÷÷÷
ԁʣのೲ෇がඞཁです。
	ø
　 学ܳ員課程履修ر๬ొ࿥を行͏ことによって、学ܳ員課程開講科目を履修ొ࿥することがで͖るよ͏になΓます。
	ù
　 所定の履修අで学ܳ員課程を履修することがで͖るؒظは、大学学部にࡏ੶するؒظです。
	3
　 ୀ学・আ੶の࠶、ޙೖ学・෮੶したऀが、࠶び学ܳ員課程を履修しよ͏とすると͖は、طೲのֹと࠶履修をग़ئした೥౓の履
修අにֹࠩが͋る場߹は、ͦのֹࠩをೲ෇するඞཁが͋Γます。
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ùʣֶܳһ課程ͷतۀՊ໨ͷཤमొ࿥ʹ͍ͭͯ
　学ܳ員課程を履修するたΊにඞཁなतۀ科目の履修ొ࿥は、û݄の履修ొ࿥ؒظ಺にて行ってͩ͘さい。

ú ʣେֶӃੜͷཤमʹ͍ͭͯ
　本学学部において学ܳ員֨ࢿにඞཁな୯Ґを取得で͖ͣにଔۀし、ܧଓして本学大学Ӄへਐ学した場߹、大学Ӄࡏ学தに学ܳ員
。科目の履修が認ΊΒれますۀのたΊにඞཁなत֨ࢿ
　この場߹は、学ܳ員履修අʢ 3÷
÷÷÷ ԁʣೲೖおよび科目等履修生としてのొ࿥खଓ͖がඞཁとなΓます。
　また、指導教員のঝ୚ॻ等がඞཁです。ৄࡉは、教職センターʲ教職・学ܳ員ʳでઆ໌をडけてͩ͘さい。
　大学Ӄ生で学ܳ員֨ࢿのたΊの৽ొن࿥は認ΊΒれません。

û ʣ୯Ґ੍౓ʹ͍ͭͯ
　大学における教育課程は、大学ઃஔج४に΋とͮ͘୯Ґ੍を採用しています。୯Ґとは øつのतۀ科目の学習にཁする࣌ؒをද
すج४です。୯Ґ੍とは、各೥次に഑౰されている所定の科目を履修し、ͦれΒの科目͝とにׂΓ౰てΒれている୯Ґを修得し、
これを一定਺ੵみ্͛ることによってଔۀで͖る੍౓をいいます。大学のतۀは講ٛ・ԋ習、実験・実ٕ科目に大ผすることがで
͖ますが、各तۀ科目の ø୯Ґ౰たΓの学習࣌ؒは、教ࣨ等で行͏तؒ࣌ۀと教ࣨ֎で行͏४උ学習・ޙࣄ学習のࣗ学ࣗ習࣌ؒを
߹わせて ûü ࣌ؒがඞཁになΓます。୯Ґ੍౓のझࢫをཧղして、履修する୯Ґ਺に૬౰するࣗ主త学習࣌ؒがඞཁで͋ることをҙ
ࣝして、೔͝Ζのतۀにྟんでͩ͘さい。

ü ʣֶܳһ課程ͷ೥ؒεέδϡʔϧʢ༧ఆʣ

ø ೥次 ù೥次 3೥次 û೥次

û݄
৽ೖ生ΦϦΤンςーγϣン
学ܳ員課程ొ࿥
学ܳ員履修අೲೖ

ü݄

ý݄

þ݄

ÿ݄

ത෺ؗ実習ʢؗ຿実習ʣ
ʢ実習ઌによΓؒظがҟなるʣ

Ā݄

ø÷݄

øø݄

øù݄

・ʮത෺ؗ実習ʢؗ຿実習ʣʯ
๬ొ࿥ΨΠμンεر　
・ത෺ؗ実習ʢؗ຿実習ʣ
　ొ࿥Χーυఏग़

ത෺ؗ実習ใࠂձ

ø݄ ത෺ؗ実習ਖ਼ࣜґཔ開࢝

ù݄ 学ܳ員課程֨ࢿ൑定

3݄ ৽ ù೥次ΨΠμンε ৽ 3೥次ΨΠμンε ৽ û೥次ΨΠμンε
学ܳ員課程修ྃূॻަ෇
ʢଔࣜۀ౰೔ʣ

þ ɽमྃূॻͷत༩
　本課程を修ྃした履修生にはଔ࣌ۀに学ܳ員課程修ྃূॻʢ֨ࢿ取得ূॻʣがत༩されます。
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